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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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　　　１　　　密使














　夏の終わりの陽射ひざしが降り注ぐ尾根を、一頭の牡お鹿じかが悠然と歩いていた。

　並みの鹿より一回り以上大きな体たい躯くを持ち、右側の角だけが異様に伸びている。不格好だったが、その巨きょ躯くもあいまってどこか怪物めいて見えた。

　実際、山のふもとで暮らす村人たちにとって、この鹿は怪物も同然の存在だった。

　白昼でも堂々と人里に姿を現して畑を踏み荒らし、農作物を好き勝手にかじって山の中へ姿を消す。農具でもって追い立てようとした村人は、角で突きかかられて大怪我を負った。

　放っておけぬと判断した村長は、山歩きに慣れている村の男を九人集め、自身も含めた十人がかりで牡鹿に挑んだが、五日かけた挙げ句に逃げられた。

　次に、牡鹿の被害に遭あった村々から腕利きの狩人が五人集まって、山に入った。しかし、彼らも三日三晩、牡鹿を追い続けて、ついに仕留めることができなかった。

　嗅きゅう覚かくも、脚きゃく力りょくも、この牡鹿は尋常ではない。罠をことごとく見破り、人間が近づくことさえできない断崖へ平然と身を躍らせ、岩場を飛び跳ねる。そうして悠ゆう々ゆうと逃げ去るのだ。

　その牡鹿に、いま、弓矢で狙いを定めている若者がいた。

　中肉中背で、黒い弓を持つ腕から、よく鍛えられた肉体の持ち主だとわかる。たくましさよりも、しなやかさと強きょう靱じんさを印象づける身体だ。丈夫な麻の服を着て、首に防寒用の布を巻いている。くすんだ赤い髪の下にある表情は精せい悍かんで、牡鹿を見据える視線は鋭い。

　若者の名は、ティグルヴルムド＝ヴォルン。十七歳。ブリューヌ王国の貴族ヴォルン伯爵家の当主で、親しい者にはティグルと呼ばれていた。

　ティグルが身を潜ひそめている岩場から尾根の上の牡鹿までは、およそ三百アルシン（約三百メートル）。矢を届かせるには遠すぎる。まして、下から上へ矢を射なければならないのだ。熟練の狩人でも、もう六、七十歩は近づかなければ駄目だと言うだろう。

　加えて、尾根から岩場へ、斜面を滑るように風が吹きつけている。そのおかげで匂いを鹿に察知されずにすむという利点もあったが、矢が届かなければ意味がない。

　だが、ティグルは微み塵じんも不安を見せずに落ち着き払っていた。何度もやってきて慣れたことをするように泰たい然ぜんとして、弓ゆみ弦づるを引き絞る。

　吹きおろす風が、一瞬だけ止んだ。あたかもそのときが訪れるのがわかっていたような、ごく自然な動作でティグルは矢を射放つ。

　弧を描いて飛んだ矢は、吸いこまれるように牡鹿の首筋に突き刺さった。

　牡鹿は、悲鳴をあげるような真ま似ねはしなかった。さっと身をひるがえし、ティグルが隠れている側とは反対方向へ駆けおりる。ティグルは、このときはじめて軽い驚きを示した。

「さすがに身体がでかいだけはあるな」

　岩場から出たティグルは、新たな矢をつがえて斜面を駆けのぼる。この矢は牡鹿を狙うためのものではない。予想外の何かが現れたときのためのものだ。彼にとって、牡鹿を狙ったこの狩りはほぼ終わっている。

　ぱたた、と扇を動かすのにも似た羽ばたきの音がティグルの耳じ朶だを打った。同時に、太った猫ぐらいの大きさの黒い影が、すぐそばを通りすぎる。

　猫ではない。竜だ。体格こそトカゲに似ているが、身体のほとんどを覆う緑青色の鱗と、頭部から生えた角、蝙蝠のそれに似た翼が、竜であることを示している。

　体長四チェート（約四十センチ）ほどの幼竜は、同行者であるティグルのことなど眼中にない様子で空中を飛んでいく。これが平地ならばすぐに追いつけたのだが、斜面である上に歩きにくい岩場ときている。ティグルは苦笑して、先へ行く幼竜の後ろ姿を見送った。

　呼吸を乱さないよう気をつけながら、尾根の上にたどり着く。目を瞠みはった。

　ティグルが隠れていた岩場とは異なり、牡鹿が逃げていった先の斜面は木々に覆われ、茂みが広がっていたのだ。

――見つけられないとは思わないが……こいつは骨だな。

　億おっ劫くうな気分になったが、このまま山を下りるわけにもいかない。害獣を仕留めたという言葉だけでは、村人たちは安心できないだろう。

――ルーニエもさがさないとな。

　自分を置いて飛んでいってしまった幼竜のことだ。見当たらないということは、牡鹿を追って木々の奥へ入っていったに違いない。小さいとはいえ竜なので、獣に襲われるようなことはないだろうが、何かあれば飼い主に申し訳がない。

　斜面を下りる。茂みの中に蛇が潜んでいる可能性があるので、慎重に足を踏みいれた。服の袖を小枝に引っかけないように気をつけて、茂みを抜ける。

　鬱うっ蒼そうとした木々の中へ入ると、冷たい空気がティグルを包んだ。枝葉が陽光を遮さえぎっているために薄暗く、何本かの木々は斜面に沿って斜めに生えている。あちらこちらに伸びている雑草が根を隠しているので歩きにくいことこの上ない。

　少しずつ歩いていくと、ぱたた、と翼を羽ばたかせる音がした。木々の奥からルーニエが姿を現す。緑青色の鱗を持つ幼竜はティグルの姿を認めると、空中で器用に反転して再び木々の中へ飛んでいった。急いで幼竜を追う。

　十数歩ばかり進んだ先に、牡鹿が倒れていた。すでに息絶えており、首筋から流れた血が毛皮を汚している。

　ティグルは気を緩めなかった。死んだと思っていた獣が最後の力を振り絞って暴れ、その角や爪で狩人を打ち倒したという話は枚まい挙きょに暇がない。それに、尾根からここまでの距離などを考えると、この牡鹿が流した血の臭いを嗅ぎとった獣がいないともかぎらなかった。

　しかし、人間の慎重さにはつきあっていられないといわんばかりにルーニエが飛んでいく。牡鹿の上に降りたつと、急かすようにこちらに顔を向けた。

　ティグルは苦笑したが、それでも駆け寄りはしない。ゆっくりと近づき、周囲に獣がいないことを確認してから弓につがえていた矢をしまって、牡鹿の前に腰を下ろす。

「お手柄だな、ルーニエ」

　ティグルは顔をほころばせて、幼竜の頭を軽く撫でた。

　可能だったら牡鹿の死体を運ぼうかとティグルは考えていたのだが、思った以上の大きさと重さに、あっさり諦めた。

　用意していた縄を牡鹿の脚に結んで近くの木にぶらさげ、すばやく解体していく。足元にうずくまっているルーニエに牡鹿の肉を投げてやると、待ちかねたように食らいついた。

「角の他に持って帰ることができるのは、毛皮ぐらいだな……」

　まず、仕留めた証拠として大きい方の角を持って帰らなければならない。これがけっこうな荷物になる。ここで食べる分以外の肉は諦めるしかなさそうだ。

――毛皮と土産話だけでも、エレンは喜んでくれるだろう。

　同い年の、白銀の髪の娘の笑顔を思い浮かべて、ティグルは口元を緩める。

　どのように毛皮を切り取るか考えていると、ルーニエが肉と血で汚れた顔をズボンにすりつけてきた。もっとよこせという意思表示だ。ティグルは汚れたズボンの裾を見下ろし、小さくため息をつきながらも、短剣でてきとうに肉を切りとって放った。

　そうして牡鹿の解体をすませたときには、だいぶ日は傾かたむいていた。角が大きかったため、切り離すのに時間がかかったのだ。

　地面に穴を掘って、牡鹿の死体を埋める。剥ぎ取った毛皮の内側にはまだ肉や脂がこびりついているので、丸めて藁わら紐ひもで縛り、背負い袋にくくりつけた。

　水筒の水で手を洗い、火を起こす。ルーニエが火のそばで身体を丸めた。食べたいだけ食べて満足したようだ。

　寒くなってきたので外がい套とうをまとい、焼いた肉をかじりながら、ティグルは何気なく空を見上げる。急速に暗さを増していく空を背に、無数の星々が多彩な輝きを放っていた。

――ライトメリッツに来てから、もう半年か。

　ここは、ジスタート王国の南西部にあるライトメリッツ公国の、とある山の中だ。

　現在のティグルは客将として、この公国で日々を過ごしていた。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンは、ブリューヌの北東にあるアルサスの地で、ヴォルン家の息子として生まれた。十四歳のときに父を病で失って伯爵位と小さな領地を受け継ぎ、ブリューヌ貴族の末端に名を連つらねて生きてきたのである。

　ティグルの人生を大きく変えたのは、昨年の夏の終わりに行われたひとつの戦だった。

　ブリューヌ軍とジスタート軍が、ディナントの地で刃をまじえたのである。国境線となっている川が大雨による増水で氾はん濫らんを起こし、責任を押しつけあった結果だった。

　この戦に、ティグルは兵を百ばかり率いて参加したのだが、ブリューヌ軍は奇襲を受けて敗北した。

　戦場で、ティグルはジスタート軍の総指揮官を発見した。ジスタートに七人いる戦姫のひとりで、『銀閃の風姫シルヴフラウ』『剣の舞姫メルティス』の異名を持つエレオノーラ＝ヴィルターリアを。

　ティグルは己の弓で彼女を射倒そうとしたが果たせず、しかし卓越した弓の技量に興味を抱かれて、エレンことエレオノーラの捕虜となった。

　その後、ブリューヌでは大貴族テナルディエ公爵とガヌロン公爵の対立が激しさを増していたのだが、ティグルの領地であるアルサスも両者の争いに巻きこまれかけた。テナルディエ公の嫡男のザイアンが、軍勢と竜でもってアルサスを蹂じゅう躙りんしようとしたのだ。

　父の代より仕えているバートランによってそのことを知らされたティグルは、エレンから兵を借り受けてアルサスへと舞い戻った。

　いくつもの死闘をくぐり抜けて、ティグルはテナルディエ公を討ちとり、ブリューヌに平和をもたらしたのだが、すべてが丸くおさまりめでたしめでたしとはならなかった。

　戦いが終わってみれば、ティグルの立場はエレンの捕虜のままであり、しかも彼女にはそれを撤回する意思がなかったのだ。

　亡くなったブリューヌ王ファーロンに代わって新たに統治者となったレギン王女は、交渉の末にティグルを客将としてライトメリッツに預け、三年が過ぎたら捕虜にした契約を破棄してブリューヌに帰還させるという約束を取りつけたが、それが精一杯だった。

　ティグルの領地であるアルサスも、三年間はレギンとエレンが共同管理することになり、レギンが代官を派遣する形で落ち着いた。

　こうして、ティグルは三年後の再会を約束しつつブリューヌの人々と別れ、ライトメリッツでの生活をはじめたのである。昔から侍女として仕えているティッタだけが、ついてくることを許された。

　半ば予想し、覚悟もしていたことだが、ライトメリッツでの暮らしはのんびりとしたものではなかった。

　一時的な滞在ならともかく、長く生活するとなれば、覚えるべきジスタート語は段違いに増える。さまざまな風習についても知っておく必要がある。

　さらに、ティグルに興味を抱いて会いに来た諸侯や要人の応対もしなければならない。もしも失礼な言動をすれば、ティグルひとりが恥をかくだけにとどまらず、彼を預かっているエレンの顔に泥を塗ることになる。必死にならざるを得なかった。

　これらに加えて、エレンの副官を務めるリムことリムアリーシャが、毎日のようにティグルに課題を与えてくる。領内からあがってきた陳ちん情じょうへの対処、野盗の討伐、近隣の諸侯との折せっ衝しょうなど、さまざまな状況を設定して、どうするべきかティグルに考えさせるのだ。また、彼女は自分の仕事をティグルに手伝わせることもあった。

　ときどき、音をあげそうになりながらも、ティグルは懸命に取り組んだ。ひとつには、自分の領地であるアルサスをよりよくするために、多くのことを学ばなければならないという思いがあったからだ。

　それに、リムも厳しいばかりではない。視察や巡検といった名目で、ティグルに自由な時間を与えてくれることもある。今回などはまさにそうで、牡鹿の被害を受けた村々が窮きゅう状じょうを訴えてきたところに、ティグルを派遣するようエレンに進言してくれたのだ。







　冷たい風が吹いて、焚き火が揺らめいた。

　今日までのことをぼんやりと振り返っていたティグルは、現実に引き戻される。

――あっという間の半年だったな。

　そんなことを思いながら、ふとルーニエを見ると、寝息をたてていた。

　ティグルがライトメリッツではじめて狩りをしたのは、春が訪れ、山々の雪があるていど解けだしたころだった。新たな暮らしをはじめる地を、己の足と目で知るというもっともらしい理由を、エレンがつけてくれたのだ。

　その最初の狩りについてきたのが、ルーニエだった。

　ティグルは捕虜だったときに公宮でこの幼竜とよく顔を合わせたが、懐なつかれたことはない。客将として公宮で暮らすようになってからも、それはまったく変わらない。ティッタにはいつのまにか懐なついていたのに、ティグルにはそんなそぶりさえ見せない。

　しかし、ティグルが狩りに行くときにかぎっては、ルーニエはいつのまにかそばにいたり、馬の背に座りこんだりして、連れていけと無言で訴えるのだった。

　ティグルがルーニエの飼い主であるエレンに相談すると、彼女は次のように言った。

「石壁に囲まれた世界で、こいつも退屈しているのだろう。おまえさえよければ連れていってやってくれないか」

　野生には戻すなよと、冗談めかしてエレンは付け加えたものだが、ルーニエを撫でる愛おしそうな表情の中には、幼竜の思うがままに空を翔かけさせてやれないことへの申し訳なさがあった。彼女自身、自由な身ではない。

　そんな顔で頼まれては、いやと言えない。それに、懐かないからといって、ティグルはルーニエを嫌いではなかった。

　そうして連れていくようになったのだが、ルーニエはティグルの想像以上によき戦友ぶりを示した。たとえば今回の牡鹿狩りのような。

　しかし、狩り以外では、ルーニエはそうした態度を一切示さない。今回もおそらく、公都に戻れば、ティグルのことなど道端の石ころも同然の扱いをするのだろう。

　そうした関係を、ティグルは少し残念には思うが、改善する気はない。相手が人間ならばともかく、まだ小さいとはいえ竜なのだ。そもそも、どうして狩りについてくるのか、いまだにわからずにいる。現在の距離をよしとしておくべきだろう。







　夜が明けると、ティグルは土をかぶせて火を消した。

　荷物を背負い、右手に牡鹿の角を、左手に弓を持って山を下りる。ルーニエはあいかわらず無言のまま隣をぱたぱたと飛んでいた。

　昼過ぎにふもとの村にたどりつき、村人たちに角を見せる。彼らはおおいに喜び、村長や狩人たちは目を丸くした。

「まさか、本当におひとりで仕留められるとは……。それも、たった三日で」

　三日前、村にやってきたティグルを見たとき、村長は失望を隠さなかった。凶悪な牡鹿を仕留めに来たのが十七歳の若者たったひとりで、従者も連れておらず、役に立ちそうもない幼竜を馬に乗せているのだから、やる気がないと思っても仕方がない。

　その上、ティグルは、狩人のひとりを案内役としてつけようという村長の申し出を、「人数が多いと、音や匂いで気け取どられやすくなる」という理由でやんわりと断り、自分だけで仕留めると言ったのだ。

　むろん、ティグルは己の技量を過信したわけではない。牡鹿の動きや山道、獣道、岩場や川の位置について根掘り葉掘り聞いた。村長だけでなく狩人たちにも。だからこそ、三日で牡鹿を見つけ、隠れながら距離を詰め、仕留めることができたのだ。

　ティグルはとくに成果を誇ることもなく、村長の家の一室を借りて、早々に眠りについた。

　目を覚ましたのは早朝と呼ぶにもまだ早い、空が暗さを残している時刻だ。農作業に出る者たちでさえ、ようやく寝床から這いでたところだろう。

　ティグルは村長を起こすと、「こんなに早く起こして申し訳ないが」と謝ってから、出しゅっ立たつすることを告げた。ティグルに呼びだされて睡魔など吹き飛んでいた村長は、その顔に驚きと、かすかな落胆の色を浮かべながら、一度だけ頼みこむ。

「騎士様さえよろしければ、どうかもう一日だけこの村でお過ごしいただけませんか。村の者たちも、あの牡鹿をいかにして仕留めたのか聞きたがっておるのです。ささやかながら酒の席をご用意しますので」

　ティグルを見る村長の眼差しは、三日前のそれとはまったく違うものになっている。彼に礼を述べながらも、ティグルは首を横に振って、静かに村を去った。

　徐々に青みを帯びはじめた空の下、馬を駆って街道を行く。馬にはティグルだけでなくルーニエまでちゃっかり乗っており、そのためあまり速くはない。

「もったいなかったかな。とくに急ぎの用なんてないんだから……」

　空を眺めて、ティグルはそうひとりごちた。

　これが、自分の領地であるアルサスでの話ならば、ティグルは頼みを聞きいれて村で一夜を過ごしただろう。そうしなかったのはエレンへの配慮からだ。

　小さな村でもてなされようと、彼女は何も言わないだろう。だが、彼女の部下はまた違った感想を抱くに違いない。とくに、よそ者であるティグルに反感を抱いている者は。自分が批判されるのはかまわないが、その矛先がエレンに向けられるのは避けたかった。




　　　　　　　†




　日が西に傾いてきたころ、ティグルは公都に帰り着いた。

　やや遠回りになるが、ひとけのない道を通って公宮に向かう。ルーニエがいるため、城下の市街をまっすぐ抜けるのは非常に目立つからだ。

「ティグル様、おかえりなさい！」

　公宮を囲む門をくぐって馬から下りたところで、聞き慣れた声が若者の名を呼んだ。ティグルだけでなくルーニエも反応し、幼竜は馬の背から離れてぱたた、と飛んでいく。

　見ると、栗色の髪をツインテールにした娘が、こちらに向かって小走りに駆けてくるところだった。紺の長袖の上着と足元まであるスカート、白いエプロンという侍女の姿で、満面の笑みを浮かべている。ティッタだ。

「ただいま、ティッタ」

　ティグルも笑顔で彼女に応える。ティッタはルーニエを両腕で抱きとめて、ティグルの前まで歩いてきた。幼竜も翼をたたんで、彼女の腕の中でおとなしくしている。

「だいじょうぶか？　重いんだったら無理に抱えなくてもいいんだぞ」

「ありがとうございます。でも、ルーニエは見た目ほど重くはないんですよ。服が汚れるのが難点ですけど」

　そう言いながら少しも困ったふうではなく、幼児をあやすかのように、ティッタはルーニエの頭を撫でた。アルサスで生まれ育ち、十一歳のときからティグルに侍女として仕えてきた彼女も今年で十六歳になる。

　半年前、ティグルがライトメリッツに向かうとき、ティッタは決然として随ずい従じゅうを申しでた。ティグルは迷ったが、エレンが笑顔で承諾したこともあって、連れていくことにした。

　ティグルとしては、ティッタの気持ちを嬉しく思う一方で、妹のように思っている彼女が新しい環境になじめるかどうか不安だったのだが、幸いなことに杞き憂ゆうだった。ここでの生活をはじめて数日のうちに、ティッタは幾人かの侍女や女官と打ち解け、また気に入られたのだ。

　また、ティッタは巫女の娘として、神々への祈りを欠かさないのだが、そのために神官や巫女たちからも好かれていた。ブリューヌとジスタートは同じ神々を信仰しているのだが、それがよい方向に働いてくれたのである。

「おまえもなかなかのものだったが、ティッタもたいしたものだな。意外な拾いものだ」

　侍女たちから話を聞いたエレンが苦笑まじりにそう言ったほどで、ティグルはほっと胸を撫でおろしたのだった。

「そういえば、エレオノーラ様とリムアリーシャさんが、ティグル様にお話があるそうです。お帰りになったところを見たら、伝えてほしいと」

　思いだしたようにティッタが言い、ティグルは首をひねった。公宮に帰ってきたら、エレンのところへ真っ先に報告へ向かうのは当然のことだ。それなのにわざわざそう言ったということは、かなり重要な用件なのだろう。

「ティグル様が寄り道をなさらないよう、釘を刺されたんじゃないでしょうか」

　おもわず考えこんだティグルに、ティッタがからかうような笑みを浮かべる。若い主の気分を軽くしようとしての発言だろう。ティグルもそれを悟って、彼女の頭を軽く撫でた。

「まあ、ありえない話じゃないな」

　エレンのいる執務室へ向かう途中で親しい者たちと会ってつい話しこんだり、リムに声をかけられて長々と叱られたりしたことは、これまでに何度かあった。他に、ティグルに好意的でない官僚につかまって延々と嫌味を言われたこともある。

「荷物の整理はあたしがやっておきます。その毛皮は工房へ持っていけばいいんですね？」

　馬の鞍に置かれている荷物と牡鹿の毛皮を見ながら、ティッタが聞いてきた。工房は公宮の中にあり、毛皮の処理も行っている。

「ありがとう、ティッタ。助かるよ」

　ルーニエと荷物を彼女に任せると、ティグルは馬を厩きゅう舎しゃへ連れていき、馬ば丁ていに預けた。

　外套の汚れを払って公宮に入る。薄暗くなり、壁の松明に火を灯しはじめた廊下を歩いて、執務室へ向かった。おそらくエレンはそこにいるはずだ。

　執務室の前まで来ると、扉を軽く叩いて呼びかける。一呼吸ほどの間を置いて、「入れ」と声が聞こえた。

　扉を開けると想像した通りの、そして見慣れた光景が視界に飛びこんできた。

　床には豪ごう奢しゃな絨毯が敷かれ、黄金造りの燭台には火が灯って、広い部屋の中を明るく照らしている。年季の入った書見台には、何かの書物が開きっぱなしで置かれていた。

　執務机には、書類が積みあげられて小さな山を作っている。それを処理しているのは二人の娘だった。

　ひとりは腰まで届く白銀の髪と、生気に満ちた紅の瞳の持ち主で、青を基調として白や金を配した軍衣を身につけ、赤い肩掛けを羽織っている。彼女のそばには、精巧な装飾をほどこされた長剣が立てかけられていた。

　彼女こそ、このライトメリッツの統治者であり、ジスタートに七人いる戦姫のひとり、エレオノーラ＝ヴィルターリアだ。美しい顔だちからは想像し難いが、大人でも軽くあしらえるほどの実力を持つ熟練の戦士である。

　もうひとりはエレンの副官であり、昔からの親友でもあるリムアリーシャだ。艶のない金色の髪を頭の左側で結んだ女性で、長身ながら均整のとれた身体つきをしており、青と白を組みあわせて随所に金の縁取りをほどこした軍衣をまとっている。

「無事に帰ってきたか」

　ティグルの姿を頭から爪先まで一いち瞥べつし、エレンは安心したように相好を崩した。愛想のない顔で書類をかたづけていたリムも、口元にかすかな笑みをにじませる。

　ティグルはただいまと二人に答え、扉を閉めたあと、手近な椅子を引き寄せて座った。

「牡鹿とやらはどうだった？」
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　期待に目を輝かせて聞いてくるエレンに、ティグルは「ルーニエに助けられたよ」と、正直に答える。三日かけた狩りについて、落ち着いた口調で話した。その間にリムは席を立ち、三人分の銀杯と葡萄酒ヴィノーの瓶を用意する。

「それほど立派な角なら見てみたかったな。ともかく、よくやってくれた」

　仕事の手を止めて、三人はささやかに祝杯をあげた。

「ところで、ティッタから聞いたんだが、俺に話っていうのは？」

　ティグルが尋ねると、銀髪と金髪の主従は口をつぐんで視線をかわす。エレンは言葉をさがすかのように、手元の銀杯に視線を落としたが、すぐに真剣な表情になって顔をあげた。

「ティグル、アスヴァール王国は知っているな？」

「名前ぐらいは」

　唐突な質問を訝いぶかしく思いながらも、銀杯を口から離してティグルは答える。実際、その国について知っていることなど片手で数えられるほどもない。

「このジスタートからだと、海を越えて西にある国だろう。島国だったけど、何代か前の女王が大陸に兵を進めて領土を拡大したんだったか」

　ブリューヌの北東部にあるアルサスとは無縁もいいところで、認識はおとぎ話に出てくる最果ての国と変わりない。

　ちなみに説明の後半については、ティグルに何かと世話を焼いてくれたマスハス＝ローダントから聞いた話だ。女王という存在が印象に残っていたから覚えていたようなものである。

　エレンとリムが再び視線をかわす。二人の瞳には若干の不安がにじんでいた。

　銀杯に残っていた葡萄酒を飲み干して、エレンは苦みを帯びた声で言う。

「そのアスヴァールへ行ってほしいという話が、おまえに来ている」

　驚きよりも当惑が先立って、ティグルは顔をしかめた。

　エレンの言い方からすると、どうも断りにくい筋からのようだ。戦姫である彼女が配慮しなければならない相手など、そうはいないはずだが、いったい何者なのか。

「要請してきたのは、ヴィクトール陛下です」

　リムが静かな声こわ音ねで答える。ティグルはおもわず目を大きく見開いた。

　ジスタート王ヴィクトールには、この国を訪れたときに一度だけ謁えっ見けんしている。三年間、ライトメリッツで過ごす身としては、礼を欠くことなどできなかったからだ。また、ヴィクトールもティグルに会いたがっていると、エレンから聞いていた。

　しかし、それにしては、ヴィクトールはティグルに何かを聞くでもなく、謁見は型通りに進んだ。老王はティグルの武勇を褒め称え、ジスタートにいる間は不自由せぬようとりはからおうと告げて、謁見は終わったのだった。

　ただ、ティグルはいまでも彼の視線をよく覚えている。自分を見るヴィクトールの目は静かで、冷たく、澱よどんでいた。それは、暗い森の奥深くにあり、数百年もの間、陽光が射したことのない、一切の匂いも音も発しない底なし沼を思わせた。

　長年、玉座にある者が有する威厳や貫かん禄ろく、凄みといったものもむろん感じたが、ティグルに強い印象を与えたのは、老王のその双そう眸ぼうだった。むろん、一国の王にそのような感想を抱いたなどと誰かに言えるはずもなく、その思いはティグルの胸のうちにしまってある。

――正直、あまりよい印象を持てない方だったな。

　得体の知れない老人。それが、ティグルの抱いた率直な感想だ。

　その王が、自分にアスヴァールへ行けと言っているらしい。

「ヴィクトール陛下は俺に何をさせるつもりなんだ？」

「密使だ。第一王子であるジャーメインに、ひそかに会ってほしいそうだ」

　エレンは空になった銀杯を執務机に置いて腕組みをすると、困ったような顔になる。

「さきほどの答えからだいたい想像できるが……。おまえ、アスヴァールの現在の状況について、どのていど知っている？」

「たぶんそこにも人間がいて、酒を飲んだり歌って踊ったり、狩りをしていることぐらいは想像できるが」

「そうだな。ついでに剣や斧を振りまわして血なまぐさい殺しあいもしている」

　平和や平穏とは無縁の話らしい。リムがまだ中身の残っている銀杯を執務机に置いて、引き出しから一枚の羊皮紙を取りだした。

「私も、これまでアスヴァールについてティグルヴルムド卿に説明したことはありませんでしたね。簡単にお話ししましょう」

「お願いします、先生」

「頼むぞ、先生」

　ティグルがおどけてリムに頭をさげると、エレンも笑いながら彼女を先生と呼ぶ。リムは小さくため息をつくと、筆を手に取って、羊皮紙に簡単な地図を描いた。

　アスヴァール王国は、北の海にあるアスヴァール島と、大陸の一部とで構成されている。王国が興ったころはただの島国でしかなかったのだが、ある時期に、傑出した能力を持った統治者が大陸に進出し、領土を拡大したのだ。

　国境を接しているのは三つ。ジスタートとブリューヌ、ザクスタン王国である。

　これらのうち、ジスタートとの仲はよくも悪くもない。

　ブリューヌに対しては、西の国境をたびたび侵しているのでよいとは言い難い。もっとも、ここ数年は攻めるたびに国境を守る騎士団に撃退されており、成果をあげたことはない。

　ザクスタン王国との関係は非常に険悪で、些細なことでも争っている。

「約半年前まで、アスヴァールはザカリアスという王が治めていました。調べたかぎりでは、王はブリューヌへの侵攻を企んでいたようですが、自身の健康が優れなかったため、様子見にとどめていたとのことです」

　ティグルは息を呑む。半年前のブリューヌは、まさに餓狼の群れの中に放られた獲物だったのだ。ザクスタン軍は、いまは亡き『黒騎士』ロランに撃退され、ムオジネル軍はティグルが撃ち破ったが、さらにアスヴァール軍が攻めこんできたら、どうなっていただろうか。

「その後、ブリューヌの内乱が終息する少し前に、ザカリアス王は亡くなられました。食中毒とも事故ともいわれていますが、はっきりしたことはわかっていません」

　ザカリアス王には直系の子だけでも七人いたが、死に際の遺言もあって、嫡男で第一王子のジャーメインが玉座を継ぐことになった。

　混乱が起こったのはこのときだ。

「戴たい冠かん式しきの数日前、ジャーメイン王子は自分の弟妹たちを王宮に呼びだし、謀む反ほんの疑いがあるとして次々に殺害したそうです」

「私もあとから知ったことだが、ジャーメインはもともと傲ごう慢まんで猜さい疑ぎ心しんが強く、非道な男だったらしい。ザカリアス王の存命中は多少おとなしくしていたようだが、父が亡くなり、玉座が目前に迫って、おもいきった行動に出たのだろう」

　リムの説明を、エレンがつまらなそうな口調で継いだ。ティグルとしては気分の悪くなる話であり、無言でうなずくことで続きを促す。

「ただし、ジャーメインの手を逃れた者が二人いました。第二王子エリオットと第一王女ギネヴィアです」

　エリオットは身の安全を確保すると、兄に対して反乱を起こした。前王の遺言があったとはいえ、四人もの王子と王女を殺害したジャーメインに反発する諸侯は少なくなく、この反乱は成功する。ジャーメインは王都コルチェスターを捨てて、大陸の領土に逃れた。

「その結果、アスヴァールは二分されてしまいました。王都コルチェスターを含むアスヴァール島をおさえたエリオット王子の勢力と、大陸にある領土を支配しているジャーメイン王子の勢力にです」

「ギネヴィア王女は？」

　名前の出なかった王女の存在を不思議に思って、ティグルは訊いた。

「王都を脱出したあとはどちらにも与せず、争いを避けて、国内のどこかでひっそりと暮らしているそうです。二人の王子も、もうギネヴィア王女のことは相手にしていないとか」

「二人の王子のうち、どちらが有利なんだ？」

「中立を唱えている諸侯が意外に多く、ほぼ互角というところでしょうか。ただ、ジャーメイン王子は傭兵を雇って兵の不足を補い、エリオット王子は北の海を荒らしまわる海賊を配下としたため、混迷はいっそう深まっているようですね」

　この説明だけで判断するべきではないとわかっていながら、ティグルは暗い気持ちになる。ジャーメインも、エリオットも、民のことを考えているとはとうてい思えないからだ。

「我が国は、いまのところ第二王子エリオットを支持している」

　エレンが憮ぶ然ぜんとした顔で言った。その隣で、リムが新たな羊皮紙を用意する。

「ここで一度、アスヴァールから離れて、別の話をさせていただきます」

　彼女が羊皮紙に描いたのは、大陸全体の地図だ。ジスタートを中心に、海を挟んで西にアスヴァール、陸続きで南にムオジネル王国、南西にブリューヌを描く。

「ティグルヴルムド卿、我がジスタートにとって、いま脅威となっている国はどこだと思いますか？」

　彼女の口調が、教え子に対する教師のそれになっていることを、ティグルは敏感に察知した。答えを間違えれば叱られてしまう。

「ムオジネルだな」

「その通りです」

　にこりともせず、リムは肯定した。このていどは答えられて当然という表情だ。

「アスヴァールはいま説明した通りの状況です。ブリューヌは半年前の内乱の傷が癒えていません。完全な復興には、早く見積もってもあと二年から三年はかかるでしょう」

　一方、ムオジネルである。昨年、ブリューヌに攻めこんで撃退されたとはいえ、大損害を被ったのは海から攻めた船団だけだ。陸から攻めた歩兵と騎兵の部隊は、深刻な打撃を受ける前にすばやく撤収して、被害を最小限におさえている。

　そして、ムオジネルとジスタートの間には因縁がある。

　彼らのブリューヌ侵攻を阻んだのはティグル率いる『銀の流星軍シルヴミーティオ』と、『凍漣の雪姫ミーチェリア』の異名を持つ戦姫ミラことリュドミラ＝ルリエが率いるオルミュッツ公国の軍勢だった。オルミュッツ軍の助けがなかったら、ティグルはムオジネル軍に敗れていたに違いない。

　また、ジスタートはブリューヌの領土だったアニエスの地を手に入れている。このため、ムオジネルは今後、陸からブリューヌに攻めこもうと思ったら、ジスタート領を通過しなければならなくなったのだ。

　船団はまだ昨年の損害を回復できておらず、海から攻めこむ余裕はない。攻めてくる敵を撃退するのが精一杯である。ムオジネルがいままで以上にジスタートを敵視し、ジスタートが同じくムオジネルを警戒するのは当然のことといえた。

「いずれ、我が国とムオジネルはぶつかりあうことになるだろう。もっとも、それがいつなのかはまだわからん。三年後かもしれないし、十年後ということもあり得る」

　エレンはしかめっ面をして背後の壁を振り返り、そこに飾られている二本の旗を仰ぎ見る。黒地に銀の剣を斜めに描いたライトメリッツの軍旗とジスタートの象徴たる黒竜旗ジルニトラだ。

「そこで問題になってくるのが、隣国との関係というわけです。アスヴァール王国がムオジネルにつくか、我が国に味方するかで状況は大きく変わります」

　リムの言葉に、ティグルはようやく納得した。

　アスヴァールがこちらに味方すれば、ジスタートは心置きなくムオジネルに全力を傾けることができる。

　しかし、アスヴァールがムオジネルに協力する姿勢をとれば、ジスタートは西と南の二方向に敵を抱えることになってしまう。戦力も分散しなければならず、苦境に立たされるだろう。

　エレンが言った。

「我が国の味方をする者にこそ次代のアスヴァール王になってほしいのだが、我々が支持しているエリオットは、最近どうもムオジネルと親交を深めつつあるようでな。ジャーメインの支持に切り替えることになった」

「じゃあ、密使というのは、まさか……」

　ティグルは唖あ然ぜんとした。口の中に広がっていた葡萄酒のかすかな酸味が、苦く感じる。ばつの悪い表情で言いづらそうにしているエレンに代わって、硬質の声音でリムが答えた。

「ティグルヴルムド卿、さきほども申しあげましたが、これはエレオノーラ様が考えたことではなく、国王陛下の要請です」

「それはわかっている。エレンが俺にそんな頼みごとをするはずがないからな」

　きっぱりと答えて、二人を安心させるようにティグルは笑いかける。執務室に漂いかけた深刻な空気が幾分かやわらいで、エレンは表情を緩めつつも、申し訳なさそうに頭を下げた。

「すまない、ティグル」

「エレンが気にすることじゃないさ。それにしても、ヴィクトール王はいったいどういうつもりで俺にそんなことを言ってきたんだ？」

　それが不思議だった。ティグルはアスヴァールを訪れたことなどなく、その国についての知識もない。ヴィクトールの意図がまるでわからなかった。

「陛下のお考えについては私とリムもいろいろと考えたが……」

　エレンは執務机の引き出しを開けると、一通の手紙と二つの指輪、それから細長い筒を取りだす。筒の長さは彼女の手から肘のあたりぐらいまでで、艶のない黒絹に覆われ、蓋の部分にはジスタート国王の刻印が黄金でほどこされていた。

「この筒の中に、ジャーメイン王子への親書が入っているそうだ。指輪は身分証代わりだな。手紙は、陛下からおまえに宛てたものだ。おまえの疑問に対する答えは、ここに書かれているかもしれない」

　手紙を受けとったティグルは封蝋を短剣で剥がし、丁寧にというよりも慎重に、中身に目を通す。一国の王が書いたものだ。一字たりとも読み落とすようなことはできない。

　内容はありふれた挨拶からはじまり、ティグルのブリューヌでの活躍を称え、ブリューヌとジスタートの友好を尊いものだと喜び、それから本題に入った。

『そなたの存在は、ジスタートとブリューヌの間に強い絆があることを証明するものだ。我が国の使者であると同時に、ブリューヌを代表する人物としてジャーメイン王子に会うことができる。卿以外にこの二つを兼ね備えた者はおらぬ』

　その次に、ジスタートはどこまで協力できるか、どこまで譲歩できるかが金貨の枚数と派遣できる兵の数、さらにその期間で示されている。あるていどの逸いつ脱だつは許すが、一定の範囲を超えた場合は一度、帰還せよとつけくわえられていた。

　それから、どのような手順でアスヴァールへ行くかが詳細に綴つづられている。

　ライトメリッツを発って北のレグニーツァ公国へ入り、プシェプスという港町で王の用意した従者とともにアスヴァールへ向かえとのことだ。どの街道を行くかまで指定されている。

――そういうことか。

　ティグルはようやく納得した。ブリューヌ人の自分が使者になることで、ジスタートだけでなくブリューヌも味方につくぞと相手にほのめかすわけだ。交渉としては当然の手段で、ヴィクトールの考えは間違っていないと思うが、気になる点がひとつある。

　ティグルは顔をあげると、エレンに手紙を渡した。彼女とリムが読み終えるのを待って、難しい顔で尋ねる。

「ブリューヌに話を通してあると思うか？」

「まず通していないだろうな」

　エレンは首を横に振った。リムも同意を示すように静かに答える。

「ブリューヌも承知のことであれば、レギン殿下がティグルヴルムド卿に命令するでしょう。その方が筋が通ります」

　もっともな話だった。ティグルはヴィクトールの臣下ではない。この手紙も、最後は『ジスタートの王としてぜひとも頼みたい』という一文で締めくくられている。命令ではなく、あくまで頼みごとなのだ。

　しかし、だからといってあっさり断れるわけではない。相手は一国の王だ。

「俺以外に、この役目が務まりそうな者はいないのか？」

「まったくいないということはないだろうが……」

　空の銀杯をリムに突きだして二杯目を求めながら、エレンは憮然として続けた。

「これは推測だが、陛下はおまえに恩を売るつもりなんだろう。武勳や名誉を得られる機会を与えて貸しを作り、味方につける。ブリューヌでも珍しいことではあるまい」

「ジスタートの諸侯にならともかく、ブリューヌの小貴族の俺に恩を売って何になる？　俺は客将という立場でライトメリッツに滞在しているのであって、いずれはブリューヌに……アルサスに帰るんだぞ」

　納得できないというティグルに、エレンとリムは無言で視線をかわす。

　まず、エレンが厳しい視線をティグルに向けた。

「二年半後、おまえがブリューヌに帰ったとしてだ。以前のようにアルサスで昼寝三昧の生活に戻れるとは思ってないだろう？　まず間違いなく要職に就くことになる。私なら相談役にでもして、数年は王都に縛りつける」

　ティグルは苦い薬を飲まされたような顔になった。笑いとばすことはできない。いくつもの幸運に恵まれてのこととはいえ、それだけの実績をあげたという自覚はさすがにある。

　次いで、エレンの銀杯に葡萄酒を注ぎ終えたリムが、静かな声音で言った。

「敵将からは『流星落者シーヴラーシュ』の称号を贈られ、自国の王からは『月光の騎士リュミエール』の称号を授かるほどの武勲。何より、レギン殿下に信頼されているのが大きい。陛下のなさりようは、ジスタートの王としては当然のことですね」

「そんなおまえに恩を売るには、これぐらいでなければだめだと陛下は考えたのだろうな。ブリューヌの内乱を終結させて、広く武勇を示した英雄に、たとえば野盗の討伐をやらせたところで何の意味もない」と、エレン。

「それに、ティグルヴルムド卿がジスタート国内で大きな手柄をたて、陛下がそれを高く評価したら、国内の貴族諸侯が嫉妬し、反感を抱くかもしれません。陛下に不満を抱く者も現れる可能性があります。そこで、外交上の功績をお考えになったのでしょう」

　そう説明しながら、リムが手紙を返す。受けとったそれをあらためて見つめながら、ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわした。

　王国同士の交渉ごとに関わるなど、やはり自分にとっては身に余る大役だ。どうしたものかと思っていると、エレンが椅子の背もたれに寄りかかって、面倒くさそうに言った。

「――ここまでが、陛下がおまえに対して悪意も何も抱いていないという前提での話だ」

　まだ自分にはわからない何かがあるらしい。エレンの態度に緊張がいくらかほぐれるのを感じながら、ティグルは興味深そうな顔を彼女に向けた。

「俺はヴィクトール王の敵意や恨みを買った覚えはないぞ」

「隣国の有能な将は、それだけで周辺諸国に警戒されるものです。我が国においても、ティグルヴルムド卿の存在をよく思わない者はいます。陛下がそうだとは申しませんが」

　そう応じたのはリムだ。彼女は主のように姿勢を崩さず、まっすぐ背筋を伸ばしている。

「だが、この交渉が失敗したらジスタートにとっては大問題だろう。それなのに、よく思っていない俺に任せるのか？」

「挽回するための策をすでに用意しているなら、任せる可能性はある」

　椅子を後ろに傾けて行儀悪く揺らしながら、エレンは不機嫌そうに答えた。

「成功したら、それはそれでよし。失敗したら、おまえの評価を下げることができる。状況次第では、ブリューヌに責任を押しつけることもな」

　そこで一旦言葉を切ると、エレンはがたんと音を立てて姿勢を戻す。横でリムが顔をしかめたが、それには気づいていないふりをして、彼女はさらに言い募つのった。

「そもそも、臣下ではないおまえに本気で恩を売るつもりなら、手紙で頼むか？　私なら、何か理由をつけて宴を開き、おまえを招いてじかに頼みこむぞ。宴の主役は別の誰かにして、そちらに参加者の注意を引きつけさせてな」

　エレンの言うとおりだ。王というのはそういうものかもしれないが、一度しか会ったことがなく、親しいわけでもない相手に、たった一通の手紙で重要なことを任せるだろうか。

「少し調べれば、おまえがアスヴァールを訪れたことなどないとわかるはずだ。方角もわからぬ子供を隣の町へ使いに出すようなものだぞ。それに、港町に用意している従者とやらについての説明がまったくない。怪しんでくれと言わんばかりではないか」

　そう言われると、たしかに不自然だ。急に、手元の手紙が恐ろしいものに思えてきた。

「ヴィクトール王が俺をどう思っているのかは、わからないんだな？」

　慎重に、ティグルは確認する。エレンはうなずき、指を三本立てた。

「考えられるのは三つ。ひとつはおまえに外交の成功という箔をつけて恩を売る。二つめは無理難題によっておまえを潰す。三つめだが……おまえの能力を試す」

「試す？」

　エレンが立てた指を見つめて、ティグルは眉をひそめる。

「おまえが戦場の勇者に留まるのか、それとも他に優れた資質があるのか、見てみようというわけだな。私が挙げた不審な点も、おまえの能力を測るための意図的なものかもしれない。この場合、おまえを味方につけようとするかどうかはわからん。利用する気はあるだろうが」

　エレンは意地の悪い笑みを浮かべ、ティグルは黙って肩をすくめた。三つのうちのどれだとしても、少しもありがたくない。エレンはすぐに笑いをおさめて、真剣な表情に戻る。

「陛下の思惑として他に考えられるのは、おまえを動かすことで私や他の戦姫、レギン王女の反応を見る、というぐらいだな。とくに私の場合は……」

　もしもエレンが率直に怒りや不満を表明すれば、ヴィクトールはその態度を咎とがめるだろう。異国人に対して、思い入れが強すぎるのではないかと言ってくるに違いない。そうなればエレンひとりの問題ではなく、ライトメリッツ公国そのものの立場が悪くなる。

「エレン。俺はどうしたら――」

「ティグルヴルムド卿。それはやめてください」

　判断に迷ったティグルは助けを求めかけたが、リムに強い口調で遮られた。エレンも、苦渋を噛みしめる顔つきで首を横に振る。

「おまえがこの要請を受けようと、断ろうと、どちらを選んでも私はその決断を尊重する。できるかぎり協力もする。だが、決めるのはティグル。おまえだ」

　はっとして、ティグルは反省した。思いがけないことで迷ったとはいえ、決断を、彼女にさせてしまうところだった。すまなかったとエレンに謝り、あらためて考える。

　断ることができないわけではないが、ヴィクトール王の心証は悪くなるに違いない。エレンやブリューヌにまでその影響は及ぶだろう。

　リムの描いた地図に視線を向ける。さきほどの話を聞くかぎり、ジャーメインという男はとうてい好きになれそうもない。ジスタートはそのような男を支持するという。

　だが、彼の政敵であるエリオットが玉座についてムオジネルに味方したとき、危険に晒さらされるのはジスタートと、そしてブリューヌの人々だ。エリオットがザカリアス王と同じくブリューヌに野心の牙を向けないと、どうしていえるだろう。

――だが、ブリューヌやジスタートのために、他国に非道な王が生まれるのを手伝うのか。

　そう考えると、心に重苦しいものがわだかまる。

　支持するとジャーメインに伝え、そうして恩を着せることによって、彼に非道をあらためるよう要請することもできるだろうが、ティグルはジスタートの王ではない。たいして効果は望めないと見るべきだ。

　さらに考えを推し進めたティグルは、ふと顔をあげて二人に尋ねた。

「ジャーメインと敵対しているエリオット王子というのは、どんなひとなんだ？」

「粗暴で傲慢という話だ。ジャーメインとたいして変わらんらしい。だが、ともかくエリオットは身内を殺害していないのでな、我が国はこちらを支持していたわけだ」

「彼が兵力不足を補うために海賊を配下としたのは、さきほどお話しした通りですが、そのために軍というよりも賊と呼んだ方が正しいというべき惨状を招いているとか」

――そんなところに行ってこいというのか。

　ヴィクトール王は、やはり自分に悪意を抱いているのかもしれない。

「断るか……？」

　紅の瞳に気遣う色を湛たたえて、エレンが聞いてきた。リムが青い瞳をわずかに曇らせる。

　ティグルはことさら明るい笑みを浮かべて、首を横に振った。

「行ってくるよ。アスヴァールをこの目で見るいい機会だ」

　その言葉は本心だったが、最大の理由ではない。何よりも同い年のこの戦姫に、ティグルはよけいな負担をかけたくなかったのだ。それに、この役目をうまく果たすことができたら、エレンのためになるかもしれない。

「それにしても、面倒な立ち回りをするな。俺を密使にするということは、エリオット王子への支持もしばらくは続けるということだろう？」

「少し前に、ソフィーがアスヴァールに向かったと聞いている」

『光華の耀姫ブレスヴェート』の異名を持ち、ブレスト公国を治めている戦姫ソフィーヤ＝オベルタスのことだ。ひとりの戦士としても充分に強いが、それ以上に交渉ごとに長けており、ヴィクトールの信頼も厚い。エレンやミラとも親しく、ティグルにとっても大事な友人のひとりだった。

「このていどは珍しいことではない。半年前の戦でも、リュドミラのやつなんかはこんな感じだったろう」

「そうか？　ミラはもっと率直だったような……」

　エレンの言葉に、ティグルは不思議そうに首をかしげる。

　その反応が不満だったのか、それともティグルがミラという愛称で呼んだことが気に入らなかったのか、エレンは眉を吊りあげた。

「あいつは当初テナルディエ公爵に味方していただろう。だから、私たちに対しても兵を動かして牽けん制せいした。こちらが兵を退けと言っても聞かなかったから戦闘にまでなった。そうして公爵への義理を果たしつつ、兵たちには私との一騎打ちで矜きょう持じを見せた」

「その際、暗殺者の凶刃からエレオノーラ様を守られたそうですね。身を挺ていして」

　さりげなくエレンが無視しようとした部分を、リムがすました顔で補足する。エレンはばつの悪そうな顔で抗こう弁べんした。

「あれは、あいつが私に恩を着せようとしたんだ。もし、万が一そのときはそう思っていなかったとしても、その後必要性を感じたら、きっと言い立ててきたに違いない」

「それは交渉ごととしては当然でしょう」

　諭さとすように、冷静な口調でリムは応じ、もはや言い返せなくなったエレンは仏ぶっ頂ちょう面づらになってティグルに視線を戻す。

「ムオジネル軍が攻めてきたときもだ。あいつはすぐにおまえを助けず、ぎりぎりまで様子を見ていただろう。あれは手を貸すかどうかというだけでなく、いつ姿を見せれば高値で恩を売れるかということまで計算しての行動だ。それに、あいつがテナルディエとの縁を切っておまえについたのは、その後だしな」

　勢いよく葡萄酒を呷あおりながら言い募るエレンに、ティグルは苦笑を返すしかない。

　功利的な振る舞いにもかかわらず、卑ひ劣れつさや小こ賢ざかしさをあまり感じないのは、ミラの人柄というものなのかもしれない。とはいえ、そのために戦うことを強いられたエレンが腹を立てるのもよくわかる話だった。

――たとえばミラだったら、こんな頼みごとをされたらどう答えるかな。

　ティグルがライトメリッツの客将となってから、ミラは三度ほどこの公宮を訪れている。

　主な用件はティグルをオルミュッツに誘うことだが、それ以外にも、ブリューヌやヴォージュ山脈の様子を知ることや、オルミュッツとライトメリッツの関係が良好なものだと他者に思わせることなど、彼女は常に複数の目的を持っていた。

　ミラが来訪したという報告を受けるたびにエレンは「一昨日来いと言ってやれ」と冷たく言い放つのだが、戦姫を相手にそんなことを言える者などいるはずがない。

　それに、エレンとしても半分は冗談で言っている。ムオジネルの動きについて、ミラから定期的に聞いておく必要があったのだ。おたがいに相手を嫌っていても、それを理由に情報の交換を怠ることはできなかった。

　最初、ミラは金銭や待遇でティグルをオルミュッツに誘った。だが、すぐにそれでは無理だと悟ったようで、二度目と三度目の来訪時は、談笑まじりに誘う方法に変えた。

　ミラの話は戦場での兵の動かし方に雪山での狩り、趣味の紅茶チャイと幅広く、話し方も巧みでついつい聞き入ってしまう。そこへ、「私のオルミュッツにいらっしゃい」という誘い文句を挟んでくるのだ。ティグルは何度か、うなずいてしまいそうになったことがあった。

　ミラがこのような手紙を受けとったのなら、できるだけ返答を引き延ばし、その間に可能なかぎり情報を集めるのではないだろうか。でなければ、きっぱり断るだろう。

――今後、俺にもそうした立ち回りが要求されるときが来るんだろうか。

　好みではないが、必要性と有用性は理解できる。自分のためだけでなく、大切なひとたちのためにも、頭の片隅に入れておいた方がよさそうだった。
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　ティグルが執務室を去ったあと、エレンはため息をついた。

　リムが葡萄酒の瓶と銀杯をかたづけ、書類仕事を再開しながら、短く聞いてくる。

「よろしかったのですか？」

「仕方ないだろう」

　憮然とした顔で、エレンはぶっきらぼうに答えた。

　密使の件を話す前に、エレンはティグルをアスヴァールに向かわせることを決めていた。ティグルがどうしても嫌だというのであれば諦めるつもりだったが、彼は予想通りやると言ってくれた。それが嬉しくて、同時に歯がゆい。

「リム、さっきはすまなかったな」

　申し訳なさの同居した、優しげな笑みを浮かべてエレンは年長の部下に謝る。ティグルが自分に助けを求めてきたとき、彼女がそれを遮ったことだ。

「私は、たぶん答えられなかったからな」

　本心を語るならば、行くなと言いたかった。だが、その場合、エレンはヴィクトールが納得するだけの代案を出さねばならない。ジスタートとアスヴァールの今後について、より優れた案を出すか、あるいはティグルに代わる密使の候補を提示するかだ。

　そのどちらも、エレンはできなかった。ヴィクトールが手紙で述べていた、ティグルにしかない価値。それ以上の何かを持つ者など容易に見つかるはずがない。

　半年前、ブリューヌの内乱に干渉したときは、戦によって得られるものでヴィクトールを納得させられる自信があった。

　エレンは積極的に動き、結果としてジスタートは戦費の大半をブリューヌ王国に賄まかなわせ、南方のアニエスを手に入れ、アルサスを共同管理とし、ティグルを客将として招き入れることに成功したのだ。

　今回は、そうしたものがない。となれば、戦姫は国王に従う以外にない。

　行くなと言いたいのに、エレンは言えなかった。ティグルの決めたことに、できるかぎりの協力をする。それが精一杯だった。

　エレンは遠い目をして、窓の向こうに広がる外の風景を見つめた。もう空はほとんど暗くなっており、西の空に太陽の欠片がわずかな輝きを放っている。エレンからは見えないが、上空には星が瞬きはじめているだろう。吹きこんでくる夏の終わりの風はゆるやかだ。

「あいつがこの公宮に来たときは、待雪草バトスネジュが咲いていたな……」

　待雪草は春の訪れを告げるといわれており、ジスタート国内ならばほとんどどこにでもある白い花だ。

　エレンは政務に忙殺され、ティグルは環境に慣れるために必死で、慌ただしくしているうちに春は過ぎ去り、夏も終わりを迎えつつある。

　ぶんと一度だけ激しく首を左右に振って、エレンはリムに向き直った。そのときには彼女は気持ちを切り替え、いつもの快活な笑顔になっている。

「ティグルは行くと決めたんだ。私たちはうまくいくよう手伝わねばな。リムも頼むぞ。陛下の要請だ、他の者にも文句は言わせん」

「はい」と、リムはいつになく声を弾ませ、愛想のない顔に微笑を浮かべた。だが、彼女はすぐに青い瞳を曇らせる。いまになって不安がぶり返したらしい。

「とはいったものの、先行きが不安ではありますね。行ったこともない国に密使として、しかも従者をひとりだけ連れて赴くなど……」

「ティグルを信じろ」

　エレンは紅の瞳を輝かせ、自信に満ちた笑顔で応じた。

「ティグルと出会ってから一年近くたつが、あいつは多くの奇跡を見せてくれた。幸運もあっただろうが、幸運は活かされねば奇跡にならない。ティグルにはそれだけのものがある」

　やや大げさな言い方になったのは、エレンにもかすかな不安があったからだ。心配せずにいられるはずがない。あのとき断るか、と聞いてしまったのも、心のどこかで断ってほしいという願望があったためだろう。

　それらを吹き飛ばすため、エレンは元気よく続けた。

「あいつは交渉をまとめて無事に帰ってくる。私たちは笑顔でティグルを送りだし、笑顔で迎えてやればいい。密使であるため出立を祝ってやることはできないし、ブリューヌ人ゆえに褒賞も工夫しなければならんが、それくらいはな」

「そうですね」

　リムはうなずく。主の笑顔によって、彼女も不安を払拭できたのだ。

　二人は再び政務に戻った。書類をさばきながら、ふとエレンは考える。

――私とティグルの距離は、多少は縮まっただろうか？

　おたがいに多忙であり、また公宮に長く勤めている官僚たちがティグルの一いっ挙きょ手しゅ一いっ投とう足そくに目を光らせていたが、わずかな時間を見つけては二人でよく息抜きを楽しんだ。

　天気のいい日に屋根の上で二人で昼寝をしたり、リムや官僚たちの目を盗んで公宮を抜けだし、城下へと繰り出したりした。政務の合間の休憩時に、リムとティッタを加えた四人で菓子や紅茶を楽しんだ。ささやかだが大切な思い出がいくつもある。

――そういえば、少し前に城下に出たとき、二人で踊ったこともあったな。

　ジスタートに古くから伝わる踊りで、最初は集団で歌いながら踊り、その間に異性をひとり選んで、最後は二人きりで踊るというものだ。昔は村や小さな町で嫁選びに使われていたそうだが、そうした風習は失われ、断片的な知識と、歌と踊りだけが残った。

　エレンとティグルはその踊りに加わり、踊っている最中に由来を知らされ、最後にはおたがいに顔を真っ赤にして、それでもつないだ手は離さず、その場を離れたのだった。さすがにそのことは恥ずかしくて、二人とも誰にも話していない。

　もちろん、おたがいの立場は自覚しており、踏みこんだ関係にはなれない。それでも、積み重ねた日々の思い出は、白銀の髪の戦姫の心をあたたかくしてくれるのだった。
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　ティグルの部屋は公宮の奥にある。日が沈んだあとも、公宮の廊下には忙しく歩きまわる官僚や侍女の姿があるのだが、ティグルの部屋近くは例外といってよい。

　これはエレンの配慮だった。公式に客人となったティグルは、捕虜だったときとは比べものにならないほど目立つようになったからだ。

　とくに豪勢な造りというわけではないが、床に敷かれた濃緑の絨毯やレンガ造りの暖炉、樫材のテーブル、椅子は落ち着いた雰囲気を感じさせる。壁際には葡萄の蔓を絡ませた棚や長机も置かれており、必要なものも過不足なくそろえられていた。

　部屋に入り、壁に据えつけられたランプに火を灯すと、ティグルはテーブルに置かれていた鈴を鳴らした。ほどなく、部屋の外から足音が近づいてくる。ティッタの声がした。

「ティグル様、入ってよろしいですか」

「俺しかいないから、そうかしこまらなくてもいいよ」

　ティグルが穏やかな声音でそう応じると、扉を開けて栗色の髪の侍女が入ってきた。一礼してティグルへと歩み寄る。若者を見上げて小さく舌を出した。

「もう身体が慣れちゃいました。それに居候ですから」

　アルサスの屋敷で暮らしていたころは、二人のやりとりはもう少しくだけていた。ティグルは鈴を鳴らすより大声で呼んだ方が早いと思ってそうしていたし、ティッタもまた、入るときに断りの言葉を発しても、丁寧さにはやや欠けるところがあった。

　しかし、ここはアルサスではない。アルサスの人間が礼儀知らずだと思われるわけにはいかないし、多くのひとと打ち解けたティッタが妙な誤解をされるのも困る。人目のありそうなところでは、なるべく気を引き締めておく必要があった。

「エレオノーラ様とのお話は終わったんですか？」

　ティグルの脱いだ上着を受け取りながら、ティッタは尋ねる。その質問に、若者の顔が深刻さの陰りを帯びた。

「そのことで少し話があるんだが……。ティッタ、時間はあるか？」

　彼女が戸惑い気味にうなずくと、ティグルは壁際の棚から、葡萄酒の瓶と二つの硝子杯を取りだす。心配させるのはわかっていたが、彼女には本当のことを話しておきたかった。

　ティッタを椅子に座らせて、テーブルに二つの硝子杯を置く。動こうとする彼女を制して、ティグルはまず彼女の杯に、次いで自分のそれに葡萄酒を注いだ。

　一口飲んでから、ティグルは告げた。

「出かけることになった。しばらく留守を頼む」

　ティッタは大きく目を見開き、次いで自分の硝子杯の中身を見つめる。淡紅色の液体が、昏く彼女の顔を映した。

「狩り、などではないんですね……」

　これが狩りや近隣の都市への巡検などならば、ティグルの表情も声音も、もっと違ったものであるはずだ。ティグルはできるかぎり平静を装ったものの、やはり未知の土地へ赴くという緊張は隠せず、長く仕えている彼女をごまかすことはできなかった。

　ティグルは、もはやしらを切ろうとはしなかった。彼女の前で中腰になって、目の高さを合わせる。

「おまえの口の堅さはよくわかっている。その上で、他言無用で頼む」

　ティッタがはいと答えるのを確認してから、ティグルはアスヴァールへ行くことになったと説明した。

「詳しいことは話せないが、他人に知られちゃいけない面倒な用事でな。俺が留守にしている間は、王都シレジアへ用事があって向かったということにしてほしいんだ。俺が相手をしてやれない分も、ルーニエの世話を頼む」

「ルーニエのことは承知しました。ですが、王都へ……ですか？」

　ティッタはかわいらしく首をかしげる。

「理由はエレンやリムがてきとうにでっちあげてくれるだろうから、ティッタはそれに合わせてくれ。病で寝ていて来客に会えないというのも考えたんだが」

「それは全然ティグル様らしくないですね。冬でも毛皮を身につけて狩りに行かれる方のお言葉とは思えませんし、あたしもごまかせる自信はありません」

　やんわりと、ティッタは皮肉をぶつけてティグルをたじろがせた。困ったようにくすんだ赤い髪をかきまわす若い主を見上げて、栗色の髪の侍女は小さく笑う。

「ティグル様。アスヴァールという国は、どれくらい遠いんでしょうか」

「俺にもわからない。なにせ、はじめて行くところだからな。ここから北に行って、船で海を渡るそうだ」

　船。海。ティッタは目を丸くしてつぶやいた。そのどちらも、ティグルとティッタには縁のないものだった。アルサスの中心であるセレスタの町に立ち寄った旅芸人の語る話や吟遊詩人ミネストレーリが詠う詩の中にしか登場したことはない。

　湧きあがる不安をおさえこむように、ティッタは白いエプロンを両手でつかみ、唇をぎゅっと噛みしめる。それから硝子杯の中の葡萄酒を勢いよく呷あおった。

　小さく息をついて、ティッタは空になった硝子杯をテーブルに置き、まっすぐ立ち上がる。はしばみ色の瞳がティグルを見つめた。

「あたしには、ティグル様のなさることがどれほど重要なのかはわかりません。ただ……どうかご無事で帰ってきてください」

「約束するよ」

　ティグルも硝子杯をテーブルに置いて、ティッタをそっと抱きしめる。栗色の髪から甘やかな匂いが漂ってティグルの鼻孔をくすぐった。

――少し背が伸びたかな。

　そんなことを思いながら、繰り返す。

「約束する。必ず無事に帰ってくる」
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　夕食をすませたあと、ティグルは自分の部屋ですばやく旅の支度を調えた。

　それから弓の手入れをする。牡鹿狩りにも使った、ヴォルン家の家宝の弓だ。

　家宝という言葉から想像するような立派なつくりではなく、ゆるやかな湾わん曲きょくを描いた弓幹ゆがらも黒ければ、弓弦も黒い。まるで、暗闇を切りとってこしらえたかのように。

　木でできているのかどうかすらわからないこの黒弓には、不思議な力が備わっている。

　戦姫の持つ竜具ヴィラルトと共鳴することで、尋常ならざる一撃を放つことができるのだ。その力によって、ティグルは何度も助けられてきた。

　ティグルの意思だけで、その力を発揮できたこともあるが、ライトメリッツに来てから、ふと気になって試してみたところ、黒弓はまったく反応しなかった。

――ティル＝ナ＝ファと関係があるみたいだが……。

　なめした毛皮で弓幹を磨きながら、ティグルは声には出さず、独りごちる。

　ティル＝ナ＝ファは、ブリューヌとジスタートで信仰されている十の神々の一柱だ。夜と闇と死を司る女神で、神々の王ペルクナスの妻であり、姉であり、妹であり、生涯の宿敵であるといわれている。

　かつて、ティグルはティッタとともに、ティル＝ナ＝ファの神殿と思われる建物に入ったことがあった。そこで、女神かもしれない何かに遭遇し、黒弓から力を引きだしたのだ。

　約半年前、ティグルは黒弓について何かわかればと思い、アルサスにある自分の屋敷で、ヴォルン家の歴代当主らが残してきた日記や覚え書きに目を通した。

　結論からいえば、何もわからなかった。

　そもそも、家宝の弓を使った当主が初代ヴォルン伯爵の他にわずかしかいない。ブリューヌには弓矢を臆病者の武器として蔑さげすむ風潮があるので、当然のことだろう。

　そして、使った者たちはとくに何も書き残していなかった。「真にこの弓を必要としたときのみ、使え」という遺言を残した父でさえ、黒弓についての覚え書きなどを残していない。

　では、ティル＝ナ＝ファについて調べてみようと思えば、この女神は、その性質から人々に忌み嫌われており、日常の会話の中でも口にすることを避けられている。ティル＝ナ＝ファについて記した文献はごくわずかで、黒弓の手がかりになりそうな記述はなかった。

　そういった次第で、黒弓については何もわからないままである。ティグルはどうしたものか迷った末に、歴代当主たちが受け継いできた大切な家宝であり、不思議な力に頼りさえしなければ、壊れる心配のない頑丈な弓だからと、割り切って使うことにした。

「おまえもティッタと同じく、ずっとつきあってくれている相棒だな」

　手入れを終えて、ティグルは黒弓を見つめる。そう考えると、これから異国の地へ向かう自分にとって、急に心強い存在に思えてきた。

「よろしく頼むぞ」

　黒い弓弦を軽く弾く。慣れた感触と、弓弦の震えるかすかな音が心地よかった。







　夜が明ける前に、ティグルは公宮を出た。ティグルヴルムド＝ヴォルンとしてではなく、ライトメリッツの一兵士としてだ。ティッタやリムとは別れをすませたが、エレンとはかなわなかった。

――ルーリックたちにも挨拶していきたかったが……。

　エレンたちと同様に信頼している禿頭の騎士の顔を思い浮かべる。ルーリックはライトメリッツの騎士で、ここではティグルの次に優れた弓の使い手だ。ブリューヌの内乱において、彼はティグルを補佐し、危険な役目を何度も引き受けてくれた。

　彼と話せなかったことが、悔いとして残る。事情を話すどころか、出立を告げることさえできなかった。もっとも、彼は漠然と察するかもしれない。

　密使であるため、正門ではなく裏門から出る。門のそばに、鞍を載せた一頭の馬がつないであった。おそらくリムが手配しておいてくれたのだろう。

　重いまぶたをこすりつつ、ティグルは鞍に黒弓を差し、矢の入った矢筒を下げて、後ろに荷袋をくくりつける。荷袋には、てのひらにおさまるくらいの大きさの熊の人形が結びつけてあった。リムにもらったものだ。

　彼女がティグルの部屋を訪れたのは昨晩、弓の手入れを終えて間もないころだった。

「荷物を確認します。中身をすべて出してください」

　彼女の声音は聞き慣れた厳しいもので、ティグルは言われるがままに、床に中身を並べた。数日分の食糧に水筒、火ひ打うち石いし、油の入った陶製の小瓶と短剣、銀貨や銅貨の入った財布。

　そして、『煌炎の朧姫ファルプラム』『刃の舞姫コルティーサ』の異名を持つ戦姫サーシャことアレクサンドラ＝アルシャーヴィンに宛てて、エレンが書いた手紙。

「サーシャなら、今回の件についても、私以上の助言をおまえにしてくれる。一日や二日、待って会えるのなら、会っていけ。いいな」

　そう言って、エレンはこの手紙をしたためてくれたのだ。

　最後に、身分証である二つの指輪と、ヴィクトールの親書が入っている黒絹に覆われた筒。筒にはなめし革を巻いて、少しくらいなら水に濡れても問題ないようにしてある。

　リムはそれらを一つ一つ点検すると、ティグルに待っているように言って部屋を出た。

　たいして間を置かず彼女は戻ってきたが、その両腕には薬草の入った小袋や軟なん膏こうの小瓶、麻あさ縄なわ、藁紐、針と糸に手鏡などいろいろなものが抱えられていた。

「これらも持っていってください」

　ティグルに手伝ってもらってそれらを床に置きながら、リムは当然のような口調で言う。これにはティグルもたじろいだ。

「ちょっとおおげさじゃないか？」

　たしかにいずれも旅の必需品だ。だが、ティグルとしては必要なものをすべてそろえて出発する気はなかった。まずはレグニーツァの港町までたどり着ければそれでよく、こまごまとしたものはその港町で調達するつもりだったのだ。

「ここからレグニーツァまでは、ほとんど安全といっていいんだろう？　俺だって急ぎの旅とはいえ、昼夜問わず駆けるような真似はしないよ」

「そのレグニーツァまでの間に何かあったらどうするのです」

　ティグルの意見はすげなくはねつけられてしまった。自分を心配してくれているのだとわかるだけに、これ以上の反論はしづらい。つい、内心の感想がこぼれ出た。

「なんというか、母親みたいだな」

「は、母親……？」

　目が丸く見開かれ、無愛想の仮面が崩れてリムは狼ろう狽ばいも露わにティグルを見つめる。思いもかけない強い反応に、怒らせたのかと思ったティグルは素直に謝った。

「気に障ったならすまない。ティッタの母親がこういう感じの……町の外へ出るときに、荷物を念入りに調べるようなひとなんだが、リムを見ていたら思いだした」

　一度言葉が途切れかけたのは、口うるさいと言いそうになったからだ。

「言い方というものがあると思いますが」

　やや間を置いて、落ち着きを取り戻したリムは仏頂面をつくった。ティグルは恐縮する。たしかに、未婚の女性に母親呼ばわりはまずかった。

「それでは、これも持っていってください」

　手に持っていた何かを、リムはテーブルに置くのではなく、ティグルの手に握らせる。見てみると、それは熊の人形だった。

「お守りです。旅に出る子供に、母親がよく持たせるでしょう。――こんな大きな子供は知りませんが」

　怪訝そうな顔で人形と彼女を交互に見つめるティグルに、リムは視線をそらしながらぶっきらぼうな声で答えたのだった。もう少し部屋が明るければ、彼女の頬がかすかに赤く染まっていることにティグルは気づいたかもしれない。

　正直な気持ちをいえば、荷袋に熊の人形をぶらさげるのは少しばかり恥ずかしい。しかし、彼女の気持ちを考えれば外すことはできなかった。

　馬にまたがり、ティグルは街道を数歩進む。ふと背後を振り返った。まだ空は暗く、公宮と、それを囲む城壁は暗がりの中にぼんやりとその輪郭を見せている。

　ティグルの目は、城壁の上に向いていた。視線を感じたのだ。

　目を凝らして注視していると、何かが動いたのが見えた。

――誰かが立っている……？

　歩哨に立っている兵ではない。兵士ならば、この時刻はまだ松明を持っているはずだからだ。かといって侵入者とも思えない。身を隠そうという気配がないのだ。

　不意に、風が吹いた。

　右から左に吹き抜けるものではなく、上から下へ吹きつけるような強い突風だ。くすんだ赤い髪が乱れ、ティグルはおもわず目を細める。

　風の中を、小さな輝きを放つ何かが飛んでくるのが見えた。大きさは虫ほどで、それほど速くもない。ティグルは手を伸ばしてそれをつかみとる。

　それは一枚の銀貨だった。見ると、墨のようなもので何か文字が書いてある。

『幸運をウダーチ』

　もう一度、城壁上を見上げたときには、人影は姿を消していた。ティグルは再びてのひらの銀貨に視線を落とし、大事そうに腰に下げた革袋にしまう。

　手た綱づなを握りしめて、薄闇に包まれている街道を見据えた。

　城壁上に立っていたのが誰なのか、ティグルにはわかった。風を操る白銀の髪の戦姫。

　表立っては来られないので、こうして自分を見送りに来てくれたのだ。

　眠気は完全に吹き飛んでいた。全身が熱を帯び、力が湧いてくる。

――俺は必ず無事に帰ってくる。

　そして、彼女が喜ぶような成果を手にしてみせる。

　そう決意して、ティグルは夜明けの間近に迫った街道に馬を走らせた。
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　黒灰色の雲に覆われた空の下、ひとが足を踏みいれたことなどもう百年以上はないだろう荒野に、小さな神殿があった。

　柱といわず壁といわず亀裂が縦横に走っており、それらに彫られていたはずの模様は、長い年月の中ですり減り、消えてしまっている。どの神のために建てられたものかもわからない。

　神殿の奥は広い空間になっており、重苦しい闇と、冷たく乾いた空気がわだかまっている。

　その中央には、巨石を削りだしてこしらえたような柱が七本、円環を描くようにそびえたっていた。黒い柱が五本、白い柱が二本である。

　石柱の環の中には黒いローブをまとった小柄な老人がいて、床に座り、正面に祀られている女神の像を見つめていた。

　わずかな布をまとっただけの、ほとんど裸に近い姿の女神が、黒い竜にもたれかかるようにして座りこんでいる。大きさは五十チェート（約五メートル）ほど。

　この空間に明かりはなく、完全な闇に閉ざされている。それにもかかわらず、老人の目には女神の像も、自分を囲む七本の石柱も、すべてが見えていた。老人が、人間ではないからだ。

　老人の名をドレカヴァクという。半年前までは占い師としてブリューヌのテナルディエ公に仕えていたが、公爵が死んだあとは、ひそかに姿を消していた。彼は、とある目的のために公爵に仕えていたのであり、それはほぼ達成されたからだ。

「ペルクナスはおらぬ」

　不意に、ドレカヴァクがつぶやいた。

「ヴォーロスも、ダージも、トリグラフも。九柱の神々は地上にも天上にもおらぬ。だが、ティル＝ナ＝ファは存在する」

　ブリューヌとジスタートで信仰されている神々を否定しながら、ドレカヴァクは夜と闇と死の女神を肯定する。この神殿はティル＝ナ＝ファに捧げられたものであり、ドレカヴァクが見つめているのは、ティル＝ナ＝ファの像であった。

　不意に、ドレカヴァクの背後の空気がゆらめいて、何ものかが現れる。外から入ってきたのではない。闇の中から抜け出てきたかのように、姿を見せたのである。

「どこに行ったかと思ったら、こんなところにいたのか」

　その何ものかは、屈託のない笑みを浮かべた、ひとりの若者だった。

　中肉中背で、短い黒髪に緑色の布を巻いて肩のあたりに垂らし、襟や袖に毛皮をあしらった厚手の服をまとっている。左手に小さな革袋を持っていた。

　若者を振り返らずに、ドレカヴァクは笑みをこぼす。

「苦労してさがしたとでも言いたいのか、ヴォジャノーイよ。わしが地上のどこにいようと、おまえなら容易に見つけられるだろうに」

「このあたりは水気に乏とぼしいからね。そんなことより――」

　ヴォジャノーイと呼ばれた若者は肩をすくめると、自分たちを囲む七本の石柱を見回した。

「見ての通りだけど、二体は、何年も前に戦姫との戦いでやられちゃったみたいだ。残っているのは僕たちを含めて五体」

「わしとおまえ、それからコシチェイ。あとの二体は？」

「トルバランとバーバ＝ヤガー」

　ヴォジャノーイの返答に、ドレカヴァクは沈黙で応じる。ヴォジャノーイは楽しそうに肩を震わせると、持っている革袋に右手を突っこみ、何かをつまみ出して口の中へ放りこんだ。

　それは金貨だった。子供が菓子を食べるように、ヴォジャノーイは金貨を咀そ嚼しゃくして、呑みこんでいく。口を動かしながら、ドレカヴァクに短く聞いた。

「会いに行くかい？」

「そうさな。あやつらは気まぐれだが、『弓』が現れたことだけは話しておこうか」

「そんなところだろうねえ」

　ヴォジャノーイが笑いながら、新たな金貨をつまみ出す。冷笑を浮かべた。

　その手にあるのは、ブリューヌが内乱の終息と平和の到来を祝うという目的で、新たに発行した金貨だった。表面にはレギンの亡き父ファーロンの横顔が彫られている。

「これまでと同じで、まじりものがほとんどない点だけは評価しよう」

　そう言って金貨を半分だけかじると、ヴォジャノーイは音もなく姿を消した。まるで、はじめからそこにいなかったかのように。

　ひとりになったドレカヴァクは、女神の像を見つめて、厳おごそかにつぶやいた。

「さらに多くの血を流し、さらに多くの屍を積みあげたとき、ティル＝ナ＝ファは地上に降臨する。そして、我らの望みを……」

　その声は、未来について語るようであり、敬けい虔けんな信徒の祈りのようでもあった。
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　青い空の下、街道沿いに金色の小麦畑がどこまでも広がっていた。

　風が吹くと、ざあという音とともに見事に実った麦穂が揺れる。このあたりは豊作らしく、刈り入れを行っている農夫たちは顔をほころばせていた。もっとも、夏が終わる前に急いで刈り入れをすませなければならないので、必死でもある。

　このあたりで、小麦畑の他に目立つのは青あお林りんご檎の木だ。丸々としたいくつもの青林檎が、いかにも重そうに垂れ下がっていた。

　街道の端で馬を止めて、ティグルはそうした平和な風景を眺めている。風は心地よいぐらいに涼しくて、つい彼らに話しかけたくなるのだが、その気持ちをおさえて手た綱づなを握り直した。目立つのを避けるため、馬を走らせずに悠然と進ませる。

　ライトメリッツを発ってから数日間、旅を続けて、ティグルは無事にレグニーツァ公国に入っていた。

　街道を進み、日が暮れたらてきとうな村を訪ねて食料を買い、宿を求める。

　そうして三日後に、ティグルは公都に到着した。わずか数日の間に空はくすみ、草木も徐々に色褪あせはじめて、秋の到来を感じさせる。

　ティグルは真っ先に公宮を訪れてエレンの手紙を渡し、戦姫サーシャとの面会の約束を得たものの、実際に会うまでにはさらに二日を要した。

――ぎりぎりだったな。

　サーシャが重い病に罹かかっているということはエレンから聞いている。彼女はティグルに手紙を渡す際、こうも言っていた。

「もしサーシャの具合が悪くなければ、手紙を渡したその日に会うこともできるだろう。だが、手紙を渡してから三日待っても会えないようなら、アスヴァールへ向かってくれ」

　公宮は砂色の石を積みあげ、随所に白大理石を配した風変わりな外観だったが、造りそのものは非常に堅実だった。

　黒弓を預け、老いた従僕に先導されてティグルは公宮の廊下を歩く。

――落ち着いた感じの宮殿といったところだな。

　天井や壁を眺めながら、ティグルはそんな感想を抱いた。

　ライトメリッツを除けば公宮に足を踏み入れたのははじめてで、何もかもが珍しく興味深い。壁が灰色一色ではなく白大理石を組みこみ、かつその配置に工夫を凝らして見る者を飽きさせないようにしてあるのがおもしろかった。

――こういったところの壁は彫刻を飾ったり、壁画を彫りつけたりするものとばかり思っていたが、こんな見せ方もあるのか……。

　感心している間に、ティグルはサーシャの部屋の前へとたどり着いていた。

　従僕がサーシャに確認をとって、ティグルは扉をくぐる。

――なんだか寂しい感じのする部屋だな。

　大きく開け放たれた窓からの陽ひ射ざしと、ベッドのそばにある燭台の灯りのために室内は明るい。だが、家具は最低限のものしか置かれておらず、色合いも全体的に地味で華やかさがない。窓際に飾られた紫苑フリザンテーマの花がささやかな彩りを添えていた。

「はじめまして」

　濁りのない声が、ティグルの耳じ朶だを打つ。

　ベッドの上にひとりの女性が身体を起こしていた。艶のない黒髪を肩のあたりで切りそろえ、ゆったりとした白い服をまとっている。細面で、肌は驚くほど白い。身体つきもほっそりとして、痩せているのが服の上からでもわかるほどだ。

　厚手の毛布に包まれた膝の上には、二本の小剣があった。柄は白く、刀身と一体化した鍔には巧みな装飾がほどこされている。刀身はそれぞれ金色と朱色で、燃えさかる炎を思わせた。双剣と呼ばれる、二本で一対となっている型の剣だ。

――あれが、このひとの竜具ヴィラルトなのか。

　客人を迎えているにもかかわらず、手元に武器を置いている。

　しかし、ティグルはそれを不自然だとか無礼だとは思わなかった。エレンが執務中でも手の届くところにアリファールを置いているように、彼女もまたそうしているのだろうと、ごく自然に納得していた。竜具は、戦姫にとって友なのだと。

　ティグルは一礼をして室内に足を踏み入れる。ベッドのそばまで歩いていくと、あらためて頭を下げた。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンです。はじめまして」

「アレクサンドラ＝アルシャーヴィンです。あなたとはもっと早くにお会いしたかったのですが、病のために今日まで待たせることになってしまい申し訳ありません」

　丁寧に謝罪する黒髪の美女に、ティグルは気にしていないというふうに首を横に振る。

「私のことなどよりも、お身体を大事になさってください。アレクサンドラ殿」

　そう言うと、サーシャはにこりと微笑んでティグルに椅子を勧めた。

「私のことはサーシャでかまいません。ティグルヴルムド卿」

「ありがとうございます。私のこともぜひティグルと呼んでください」

　椅子に座り、ティグルも彼女に笑顔を返す。間近で見て、美しいひとだと思った。

　だが、たとえばエレンのような生気あふれる華やかさとは違う。窓辺でそよ風に揺れている紫苑のような、静かで儚はかなげな美しさだ。

――体調が優れないのなら……。

　そう言おうとして、ティグルは寸前で思いとどまった。

　サーシャの病はずいぶん前からだと聞いている。話が可能かどうかは、誰よりも彼女自身がよくわかっているはずだ。また、自分をここまで案内してくれた従僕も、サーシャの様子を見ている。心配するのは当然としても、しすぎるのはかえってよくない。

「それではティグル。ひとつお願いしていいでしょうか」

　微笑を湛たたえて、サーシャは小首をかしげる。その仕草には少女のような愛敬があって、ティグルはどきりとさせられたものの、内心の動揺を隠して笑顔でうなずいた。

「伺うかがいましょう」

「できれば……親しい友人と話すような、ざっくばらんな言葉で話したい。礼儀の大切さはわかっているけれど肩が凝るし、緊張が続くと身体によくないからね」

　もう言葉遣いがくだけている。ティグルは苦笑してわかったと答えた。

――たしか、今年で二十二だったな、このひとは。

　エレンからはそう聞いている。

　自分より五つ年上のはずだが、さきほどの仕草といい、この態度といいとてもそうとは思えなかった。さすがに同年代には見えないが、自分より一つか二つ上ぐらいだ。あるいは、初対面であり年下のティグルに気を遣わせまいとしてくれているのかもしれなかった。

　サーシャが右手を差しだした。ティグルは力を入れすぎないように気をつけながら、その手を握り返す。やわらかく、かすかなぬくもりがあった。

「剣を使わないって本当なんだ」

　ティグルの手を見つめて、意外そうな顔でサーシャは言った。その言葉にティグルは一瞬きょとんとして、それから目を瞠みはる。手の肉のつき具合、タコやマメの跡の感触などから判断したのだろうが、しっかりと握ったわけではないのによくわかるものだ。

「よかったら、君とエレンの出会いについて話してもらえないか」

　黒い瞳に好奇心をにじませながらのサーシャの言葉に、ティグルは首をひねった。

「エレンから聞いていないのか？」

「聞いたよ。でも、それはエレンが見聞きしたものだからね。君の話を聞きたい」

　どうしたものだろうかとティグルは内心で考える。断る理由はないが、そんなことをしていていいのだろうかという疑問があった。アスヴァールについて聞くべきではないか。

　しかし、迷った時間は五つ数えるぐらいだった。彼女はエレンからの手紙に目を通しているはずで、ティグルの事情を知らないわけがない。この頼みにも、何か意味があるのだろう。

「わかった。あまり話は上手じゃないから、長くなるかもしれないけど」

「かまわないよ」

　およそ一年前の、ディナントの戦場での出会いから捕虜としての生活、その後のブリューヌでの戦いを、ティグルはできるだけ簡潔に話した。

　短くまとめようとしたのは、やはり気が急せいているというのもあったが、当時のことをひとつひとつ思いだすたびに感情が大きく揺れ動いたからだ。多くのものを得たが、失ったものも少なくない。あれから、まだ半年しか過ぎていない。

　サーシャは時折うなずき、相あい槌づちを打ちながら興味深げにティグルの話を聞いた。

　ティグルが一息つくと、サーシャは枕元に置いていた鈴を鳴らして従僕を呼び、葡萄酒ヴィノーを用意するよう命じる。話し続けて喉が渇いていたティグルは、彼女の厚意をありがたく受けとることにした。従僕はテーブルに銀杯を二つ置いて、静かに葡萄酒を注ぐ。

「ありがとう。とてもおもしろかったし、いろいろと参考になった」

「そう言ってもらえてよかった」

「ところで、君はエレンとどういう関係なのかな」

　だしぬけの問いかけに、ティグルはあやうく従僕から受け取った銀杯を取り落としてしまいそうになった。サーシャは楽しそうに続ける。

「いまの話から受けた印象では、同盟相手の域を出ていないようだけれど……でも、エレンから聞いていた話とは少し違うね」

　緊張がティグルの背筋を滑り落ちた。エレンはいったい何を話したのだろうか。

――どういう関係かといわれてもな……。

　特別な感情を抱いていないといえば、嘘になる。

　たとえば、以前に二人で城下へ遊びに行ってある踊りに加わったとき、彼女の細い腰に手をまわしたところで、ひどく緊張すると同時に、このまま抱きよせたいと思ってしまった。

　さらに、踊りの由来を知って、彼女と二人で顔を真っ赤にして、他の者たちにからかわれながらも、つないだ手を離さなかった。

　しかし、それは公にできる想いではない。ティグルにもエレンにも立場があり、自身の想いを優先させることなど許されないからだ。ときに感情を昂たかぶらせることがあったとしても、それはあくまで一時のものですませなければならない。

　銀杯を口につけて時間を稼ぎつつ、サーシャの様子をうかがう。黒髪の戦姫は変わらず微笑を浮かべていたが、双そう眸ぼうに真しん摯しさの彩りがあるのをティグルは見て取った。

　こちらも真剣に答えなければならない。銀杯を口から離してティグルは答えた。

「エレンは……大切な戦友だよ。何度も助けられた。俺もエレンに何かあれば、全力で彼女を助けたい。そう思っている」

「――そう」

　サーシャの反応は短いものだったが、その顔には満足げな笑みが浮かんでいた。張り詰めていた空気は穏やかなものになり、いくばくかの間を置いてティグルは慎重に尋ねる。

「ところで、聞いていた話と少し違うっていうのは、たとえばどんなところが？」

「ああ。なんでもエレンの水浴びを覗いたり、リムの胸に口をつけたりしたとか……」

　とくに恥じらう様子もなくあっさりとサーシャは答え、完全な不意打ちをくらった格好のティグルは顔を耳まで真っ赤にして絶句した。

「エレンもリムも君のことを気に入っているみたいだったから、それだけじゃないだろうとも思ったけどね。いろいろ考えていたんだ。多少の狼ろう藉ぜきを許してしまうぐらい愛敬があるのか、あるいは呆れて怒る気にもなれないほどの変わり者なのか、とか」

「……それで、君には俺はどんな人間に見える？」

　どうにか立ち直り、姿勢を正してティグルは聞いた。サーシャはすぐには答えず視線を宙へとさまよわせたあと、やや意地の悪そうな笑みを若者に向ける。

「自分であれこれ想像してみるのもいいんじゃないかな？　とはいってもだんまりなのもおもしろくないから、君がアスヴァールから帰ってきたら教えてあげる」

　その発言に、ティグルはおもわず数度瞬きをして彼女をまじまじと見つめていた。こんな顔もするのかという思いで、意外さを隠せない。

――病人だという先入観が強すぎたのかもしれないな。

　サーシャと言葉をかわしてからまだ四半刻過ぎたかどうかというところだが、穏和な微笑よりも、よほど彼女らしいと思える笑みだった。どこかエレンに似ている気がしたが、あるいはエレンの方がサーシャに影響を受けているのかもしれない。

「わかった。そのときを楽しみにしていよう」

　ティグルは笑顔で応じた。はぐらかされた気もしないではないが、帰ってきたときの楽しみができたと思えば悪くない気分だ。

「さて、本題に入ろうか」

　口元に浮かべた笑みはそのままに、サーシャの黒い瞳が再び真剣な輝きを宿す。手にしていた銀杯を従僕に渡し、視線で合図を送った。それを受けて彼は静かに退出する。扉が閉まるのを待って、黒髪の戦姫は口を開いた。

「エレンからの手紙には、君に力を貸してやってほしいとあった。アスヴァールへ行くことになったそうだけど、詳しい話を聞かせてもらえるかな」

　気をとり直したティグルは、ヴィクトール王の要請とエレンやリムの見解、自分が密使となるに至った事情をできるかぎり正確に説明する。

　今度はサーシャは相槌を打つどころか、あたかも彫像のように身じろぎひとつせず、黙って耳を傾かたむけた。黒い瞳だけが、強い意志の光を放っている。

　話を聞き終えると、彼女は全身の力を抜いて小さくため息をついた。

「君も大変だね」

「それはまあ、こっそり海を渡って血みどろの争いの真っただ中へ手紙を届けに行くのが大変じゃないとは思わないが」

　ことさらにおどけた口調で言って、ティグルは肩をすくめる。半ばは本心だが、残りはサーシャの言葉を引きだすための下手な冗談だ。双剣の戦姫はくすりと笑ったものの、すぐ真面目な顔つきになった。

「君は、このジスタートで自分がどういう立場に置かれているかわかっている？」

「客将だろう。ブリューヌに対する人質でもあるのだろうけど」

　ティグルの答えは間違っていなかったようだが、満足いくものでもなかったらしい。サーシャは首を左右に振った。

「もちろん君に好意的なひともいる。エレンやミラ、話を聞くかぎりではソフィーもかな。でも、君に恨みを抱いて排除したがっている者や、利用しようとしている者も少なくない」

「利用しようとしているというのは、覚えがないわけじゃないが……」

　ティグルは眉をひそめる。ライトメリッツで暮らすようになってからの半年で、ティグルに会いに来た者たちのことだろう。しかし、自分に対して明確な敵意を持っている者の心当たりなどはない。首をひねっていると、サーシャが厳しい口調で説明した。

「君はブリューヌ王国の勢力図を大きく書き換えた。それによって損失を被ったジスタート貴族は、大小の差はあれけっこうな数にのぼる。ブリューヌを代表するといわれたほどの二大貴族がそろっていなくなったから当然のことだけど」

　低い呻うめき声がティグルの口から漏れる。唖あ然ぜんとした。

　テナルディエ公爵配下の者たちがティグルを恨むのであれば、まだ理解はできる。自分はテナルディエと戦場で相対し、己の弓で彼を討ったからだ。

　だが、ガヌロン公爵はテナルディエに敗れたあと、自身の都市に火を放って死んだのだ。ティグルはまったく関与していない。それで恨まれては筋違いもいいところだ。

　若者の表情から内心を察したのだろう、サーシャは同情の眼差しを向けた。

「重ねて言うけど、重要なのは勢力図を書き換えたことだ。彼らの被った損失の中には、ブリューヌに対する影響力を失ったというようなものまであるからね。そして、君はといえばすでにエレンやミラとの結びつきが強くて、いまから食いこむのは難しい」

「だが、俺にアスヴァールへ行くことを要請してきたのはヴィクトール王だ」

　小国の王ならばいざ知らず、ジスタートという大国の王であるヴィクトールが、何かしら損失を被るものだろうか。

「臣下が進言をするなんて、どこの国でも珍しくないでしょ」

　ティグルはおもわず声をあげそうになった。エレンたちと話したときはその点に思い至らなかったが、言われてみればもっともだ。ティグル自身、アルサスの統治でも銀の流星軍シルヴミーティオの指揮でも、領民や部下の進言には幾度となく耳を傾けている。

「陛下もこの人選についてはお悩みになったと思う。それでも、異国人である君を起用するなんて、慎重な陛下にしては大胆で冒険的だ」

「ヴィクトール王は慎重な方なのか」

　それは新鮮な感想に、ティグルには思えた。エレンやミラなどは、ヴィクトール王に対して辛辣な評価を下していたからだ。サーシャは苦笑を浮かべる。

「悪く言えば、消極的な方だ。小狡いところもある。戦姫同士の争いをすぐに止めようとしないところや、保身に走りがちなところとかね。だけど、何十年も玉座にいてこの国を統治し、大きな争いを起こしていない点は評価できるんじゃないかな」

　ティグルはすぐには言葉を返せなかった。ヴィクトール王が戦姫同士の争いを止めなかったがために昨年の冬、戦姫エリザヴェータ＝フォミナがこのレグニーツァへ兵を進めたのではなかったか。エレンがミラと戦うことになったのも、そのせいではないのか。

　だが、苦慮した末にティグルはそれらの思いを言葉にはせず呑みこんだ。

　自分は異国の人間だ。ヴィクトール王の臣下でもなく、三年が過ぎればブリューヌへ帰る身だ。そのような立場で、他国の王について批評する気にはなれなかった。

「話を戻そうか。たしかに君が密使として赴く効果は大きい。陛下が仰ったように、ジスタートとブリューヌの二国が支援すると思わせることもできるし、貴重な英雄を、内乱のおさまっていない危険な地に行かせる政治的な効果も……」

「そうか。ジスタートはジャーメイン王子を重視している。そう思わせることができる」

　すぐに気づいたティグルに、黒髪の戦姫は満足そうにうなずく。

「うん。そうなれば、今後のアスヴァールとの交渉では我が国が主導権を握れる。こちらがよほどの失敗をするか、ジャーメイン王子が予想以上にしたたかなひとでもないかぎりはね。これが、君が密使になった場合の利点」

「欠点は？」

「君に何かあったら、おおごとになる」

　むしろそっけないほどの口調でサーシャは答えた。

「まず、ブリューヌとの間に亀裂が生じる。状況次第ではアスヴァールも敵にまわる。国内に目を向けても、少なくともエレンとミラは陛下を許さないだろうね。さすがに面と向かって逆らうことはないだろうけど、国内は荒れる」

　窓際の紫苑に目をやってサーシャは言葉を続けた。

「エレンの推測を否定する気はないよ。陛下が君という人間を試そうと思ったのは間違いないだろう。会わずに手紙ですませたのは、話すことで下手に情報を与えたり、思惑を悟られるのを防ぐためかな。だけど、陛下以外の誰かの思惑もあると思う」

　厄介な話だった。ティグルはしかめっ面になってくすんだ赤い髪をかきまわしていたが、気分を切り替えるように小さく息を吐くと、笑顔をつくる。

「気をつけるよ。ありがとう」

　その態度に、サーシャは意外そうな顔になった。己を危機に陥れようとする存在がこの国にいるというのに、ティグルに恐れの色は微み塵じんも見えない。

「何か対策でもあるのかい」

「ない」

　ふてぶてしささえ感じさせる表情で、ティグルはあっけらかんと答えた。

「ただ、いまさら投げだすことなんてできないしな。その誰かの正体も目的もはっきりしないのに、怯えたって仕方がないだろう。それに――覚悟はできている」

　死ぬ覚悟ではむろんない。何があろうと生き抜く覚悟。この務めをやり遂げる覚悟だ。

　ライトメリッツでこの要請を受けたときに、そしてエレンたちとの別れの際に、必ず務めを果たして戻ると決意した。

　もしも誰かが自分の命を奪おうとするのならば、叩き潰す。

　言葉にはしなかったが、ティグルの意志をサーシャは表情から読み取ったらしい。ほっと安あん堵どの息をついた。

「エレンが、君のことを信頼しているわけだね」

　それから彼女は再び窓の紫苑に目をやる。だが、花を眺めているのではなく何かを考えているようだった。

　十数えるほどの時間が過ぎたあたりで、サーシャはティグルに視線を戻す。

「エレンの手紙によると、このあと君はプシェプスの港町に行くことになっているけど……向かう先をリプナの港町に変えてもらえないか」

　突然の頼みにティグルは顔をしかめたが、疑問はすぐに氷解した。

「引っかけるつもりか？」

　プシェプスへ向かうという行程はヴィクトールが決めたものだが、サーシャの考えが正しければ、王に進言した者は、ほぼ間違いなくそれを知っているだろう。そこで、相手を欺こうというのだった。

「陛下には僕からお伝えする。ことがことだけに念を入れましたとでも言っておくよ。リプナにいるマトヴェイという男を訪ねてほしい。港へ行って白イルカのマトヴェイと聞けば、わかるはずだ」

「それは助かるが、だいじょうぶかな？」

　プシェプスで会う従者が、ジャーメインとの交渉について有利になるような情報を持っているのではないか。

　そのことをティグルが口にすると、サーシャは心配ないというふうに首を横に振った。

「さっきも言ったけど、陛下は慎重な方だ。その従者が君に必要な情報を伝えないか、伝えるべき情報を忘れる可能性について、お考えにならないとは思わない。交渉の前の段階で教えられることは、君にすべて教えていると思う」

「それもそうだな。ありがとう」

　笑顔で頭を下げてから、ティグルはふと言いにくそうな顔になって聞いた。

「ところで、その白イルカっていうのは何なんだ？」

　質問の意味を、黒髪の戦姫はすぐに理解することができなかった。困惑に満ちた若者の表情をじっと見つめ、考えたのちサーシャはまさかという顔で尋ねる。

「君、イルカを知らないのか？」

　ティグルは首を縦に振った。

「……海を見たことは？」

　今度は首を横に振る。サーシャは目を大きく見開き、信じられないと言いたげな顔でティグルを凝視した。苦笑を浮かべて、「だいじょうぶかな」とつぶやく。

　海を見たことすらない人間が海の向こうにある国への密使を任されたとは、さすがに彼女も思わなかったのだ。

　そのとき、扉が外から叩かれた。失礼しますとしわがれた声を発して年老いた従僕が入ってくる。彼の姿を見て、サーシャの黒い瞳に残念そうな色が浮かんだ。

「お時間です、戦姫様」

「……もう少し、駄目かな？　今日は調子がいいんだ」

　サーシャの表情は、自分でも無理だとわかっていながら欲しいものをねだる子供のようだった。従僕は眉一つ動かさずに即答する。

「調子がいいときこそ、無理をなさってはいけません」

　二人の会話から、別れの時間が来たのだとティグルは悟った。静かに席を立ち、サーシャに頭を下げる。

「今日はこれで失礼するよ。本当にありがとう」

「……いや、僕の方こそ礼を言う。楽しかったよ」

　サーシャが手を伸ばし、二人はそっと握手をかわした。

　部屋を出ようとしたところで、黒髪の戦姫がティグルを呼び止める。振り返って見たサーシャの顔は、窓からの陽射しが逆光になってよくわからない。

「頼みがある」

　黙ってうなずくことで、ティグルは先を促す。サーシャは続けた。

「アスヴァールから帰ってきたら、ルヴーシュ公国を治める戦姫エリザヴェータ＝フォミナに会ってほしい」

　ティグルは眉をひそめた。エリザヴェータは、エレンと激しく敵対していると聞いている。

――俺自身は一度、どこかで会いたいと思っているが……。

　エレンと親しいサーシャが、なぜエリザヴェータに会うことを勧めるのか。

　表情から、ティグルの言いたいことを察したのだろう、サーシャは微笑を浮かべた。

「君は、エレンともミラとも仲良くしているだろう？　すごいことなんだよ、それは」

「だが、サーシャだってそうだろう。それに、ソフィーも」

　ティグルの言葉に、サーシャは肩をすくめる。

「僕たちは戦姫だからね。ただ、逆に、戦姫だからこそ言えないこと、できないこともある。そこで、あの二人と打ち解けた君に、少しだけ期待させてほしいんだ」

「つまり、エリザヴェータと仲良くなれと……？」

　難しい顔で尋ねると、サーシャはくすりと笑ったようだった。

「それは多くを求めすぎかな。ただ、彼女と話をしてほしいんだ」

「そういうことなら」

　ほっとした顔で、ティグルはうなずいた。

「実のところ、俺もエリザヴェータには会いたいと思ってたんだ。以前に贈りものをされたことがあったんだが、おおいに助かった」

　昨年の冬、テナルディエ公爵と戦っていたときのことだ。アルテシウムの町から歩いて約半日ほど離れた草原に幕営を築いていた銀の流星軍のもとに、ルヴーシュ公国の使者が現れた。ティグルと友好を結びたいとして、塩漬けの魚や豚肉、火酒ウォトカを贈ってきたのである。

　戦が終わったあとで、ルヴーシュには返礼の手紙を送ったが、やはり顔を合わせて礼を言うべきだろうとティグルは思っていた。

「ありがとう」

　そう言ってから、サーシャはわずかな間を置いて、ティグルに呼びかける。

「エレンのことを頼むよ。あの子の力になってあげて」

「微力を尽くすよ」

　安心させるように笑って答えると、サーシャも微笑を浮かべたように見えた。







　翌日の早朝、ティグルはレグニーツァの公都を発った。馬を駆り、リプナの港町へ続く街道をまっすぐ疾走る。

――結局、あのあとサーシャとは会えなかったな。

　せめて別れの言葉を伝えたかったのだが、彼女の体調が優れず、それすら無理だったので、年老いた従僕に言こと伝づてを頼むしかなかった。リプナへの行き方を描いた地図やマトヴェイという男の特徴を教えてくれて、彼への手紙を渡してくれたのもその従僕である。

――また会えるだろうか。

　彼女は戦姫なのだ。病に倒れることなどあるはずがない。そうは思うものの、握手したときの感触を思いだす。肉づきが薄く、指も細い、まさしく病人の手だった。

　公都を立つ際に、ティグルは神々に祈りを捧げた。ブリューヌとジスタートでは同じ神々が信仰されているのでその点では問題ないが、ティグルはティッタなどと違ってそれほど信心深くはない。

　ティグルは風と嵐の女神エリスの名を唱えることが多く、狩りに出る際、矢がよく飛ぶようにと神殿へ祈りに赴いたこともある。だが、エリスは病を癒す神ではない。そういうのは家畜の神ヴォーロスか大地母神モーシアの管轄だろう。

――いや、いまは自分のやるべきことに集中しよう。

　首を横に振って、ティグルは不安を打ち消す。この務めに失敗すれば、サーシャの厚意まで無になってしまう。だが、無事に成功させれば彼女へのいい土産話になる。

　サーシャと、そしてエレンの笑顔を想像して、ティグルは街道を駆けていった。
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　サーシャが目を覚ましたときには、日はずいぶん高くなっていた。

　身体はだるく、熱っぽい。侍医は彼女の容よう態だいを診たあと、軽い食事をとって薬を飲んだら休むようにと告げた。

　言われたとおりにしてぼんやりと天井を眺めていると、従僕が入ってきた。

「お身体の具合はいかがでしょうか」

「少し疲れてる……かな。昨日はひさしぶりの来客だったから、はりきりすぎちゃったみたいだね。そんなつもりはなかったんだけど」

　ベッドに横になったまま、サーシャは苦笑を浮かべて従僕に答える。本来話したかったことの、半分も話せていないぐらいだった。

「そのヴォルン伯爵から言伝を預かっております。『ご厚意に感謝します。アスヴァールより帰ったらまた会いましょう。一日も早い快かい癒ゆを神々に祈っております』と」

　年老いた従僕はしかめっ面のまま告げて、サーシャはくすりと笑う。

「彼のことをどう思った？」

「私の目には年齢相応の少年と映りました。戦姫様は異なる感想をお持ちのようですが」

　悪気はないのだろうが、少年という単語がサーシャにはおかしかった。この老人の目には、二十二の自分も小娘ぐらいに見えているのだろう。

「少し話しただけですべてがわかるとはいわないけど……そうだね、誠実な人柄だというのはよくわかった。強い意志の持ち主だということもね」

　ティグルがエレンとどのように出会い、いかにブリューヌの内乱をくぐり抜けたか。半ばはエレンから聞いてすでに知っていたことをわざわざ聞いたのは、それによってティグルの人柄を知ろうと考えたからだった。

　見栄を張る人物なら己の武勲をおおげさに語るだろうし、自身を過小評価するなら幸運を強調したり、エレンや他の人物を立てたりするだろう。

　もしもサーシャの意図に気づいて事実を脚色せずありのままに話すのであれば、それはそれで思慮深い人間だということになる。

――もっとも、そこまで深く考えているようには見えなかったけど。

　やはり、実直な人柄ということなのだろう。

「会えばわかるが、おもしろいやつだ、か……。エレンが手を貸したがるわけだね」

「ライトメリッツの戦姫様は、そうした人物がお好みですか」

「僕も嫌いじゃないよ。ああいう子がエレンのそばにいるなら、ライトメリッツと、ひいてはこのレグニーツァも安全かな」

　ときどき、サーシャは自分が死んだあとのレグニーツァについて考えてしまう。エレンもエリザヴェータも若く、よほどのことがなければ二十年ぐらいは戦姫でいるだろう。

　エレンがレグニーツァと敵対するとは考えにくいが、エリザヴェータは違う。それは、サーシャがエレンと親しいからというだけではない。レグニーツァから見て、ライトメリッツよりもルヴーシュの方が、利害が衝突することが多いのだ。

　ライトメリッツが安定していれば、エリザヴェータもあまりレグニーツァに攻撃的な姿勢はとれないはずだ。何かあるたびにエレンの助けを借りるわけにはいかないが、抑止力とさせてもらうぐらいならいいだろう。

「では、そろそろお休みください」

　従僕が優しげな声で言った。

「ヴォルン伯爵はまた会おうと仰いました。アスヴァールへ行って戻ってくるとすればおそらく冬頃になりましょう。そのときに待たせずともすむように」

「……うん。ありがとう」

　微笑を浮かべて、サーシャは静かに目を閉じる。

　気の長い話ではあったが、まだ寒さの厳しくない秋に体調を崩しては危険だ。今年の冬を越せるよういまから備えておく必要はあった。

　従僕が一礼して退出する。

　ほどなく、薄い唇から静かな寝息が漏れはじめた。
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　太陽の高さが中天に近くなり陽射しが強くなってきたなと思ったころに、リプナの港町が見えてきた。抜けるような青空の下、背の低い城壁が南北に長く延び、その向こうに連なる建物の影が見える。

　額ににじんだ汗を拭ってティグルは馬足を緩め、城門へ向かった。サーシャの公宮を発ってから二日が過ぎている。ここまでは何事もなく順調な旅路だった。

　城門をくぐって町の中に入った途端、ティグルは驚きに目を瞠る。さまざまな肌の色や顔立ちをした男女が道を行き交い、いくつもの国の言葉が飛び交っていた。

――ジスタート人やブリューヌ人だけじゃない。褐色の肌のムオジネル人もいるし、ザクスタン人やアスヴァール人もいる。

　異国人同士がごく当たり前のように言葉を交わし、言葉が通じない場合は絵を描いてみせたり、身振り手振りで意思の疎そ通つうを図ったりしている。

　驚きから立ち直ったあとも、すっかり感心した顔でティグルはきょろきょろとまわりを見回しながら歩く。すぐ目についたのは、酒場や宿屋などの看板が絵で表現されていることだった。

――たしかにこういう町では文字よりも絵のほうがよさそうだな。

　匂いも気になる。往来を行くムオジネル人からは香油や香辛料の匂いがするし、ブリューヌ人やザクスタン人からはチーズの、アスヴァール人からは燻くん製せい肉にくに似た匂いがするのだ。

――それにしてもにぎやかな町だな。

　ライトメリッツの城下の市街と同じか、それ以上に活気に満ちている。通りの脇に粗末な絨毯を広げ、その上に装身具を並べて売っているのはムオジネル人の商人だ。

　その隣で武勲詩ジェスタを詠うブリューヌ人の吟遊詩人ミネストレーリがいれば、さらにその隣ではザクスタン人の職人が大小いくつもの鏡を売っていた。そうした光景をもの珍しげに眺めながら歩いていたティグルの肩が、不意に後ろから叩かれる。

　振り返ると、赤い髪を腰まで伸ばした美女が立っていた。年のころは二十代半ばか、豊かな胸が強調された扇情的な服を着ており、ぐっと顔を近づけてくる。

「あんた、この町ははじめて？　よかったら案内してあげるけど、どう？」

　声にザクスタンの訛なまりがあった。ティグルはうろたえかけたものの、すぐに気を取り直す。

「ありがとう。でも、行くところはもう決まっているんだ」

「あら、そうなの。それは残念ね」

「ところで、うまい食事を出してくれる店を知らないか？　港に近いといいんだが」

　そう尋ねると、女は首をかしげて楽しそうに目を細めた。

「それはあたしを食事に誘ってるのかしら？」

「誰かと話しながらの食事は嫌いじゃないよ。味に見合うなら値が張ってもいい」

　ティグルの返答に、女は笑って肩をすくめる。

「さっきご飯はすませちゃったのよ。でも、知ってるお店はいくつか教えてあげるわ」

　港に近い店を三つほど教えてもらったティグルは、謝礼として大きめの銅貨を一枚彼女に渡した。女はそれを笑顔で受け取ると、軽く手を振って人ごみの中に消える。ティグルは彼女の後ろ姿を見送ると、荷物を肩に担ぎ直して歩みを再開した。

――善意からだったか。

　突然案内を申し出てくる者が、必ずしも彼女のような人間とはかぎらない。中には旅人を言葉巧みに路地裏などに連れこんで、財布や荷物を奪うような手合いもいる。

　そうした者を、ティグルはアルサスでもライトメリッツでも見てきた。今回の場合も、もし彼女が食い下がってきたなら少々強気に出なければならないと考えていたのだ。

――しかし……たしかにもの珍しいとはいえ、落ち着きがなかったかもしれないな。

　気をつけようと内心で自分に言い聞かせた。

　途中で露店のひとつに立ち寄る。大きな樽に水を満たし、その中に林檎やザクログラナート、無花果などを浸けて冷やしているのだ。樽を覗きこむと、おそらく酒が入っているのだろう陶製の瓶も何本か沈んでいる。

　もう秋のはずなのに、今日はずいぶん暑い。ティグルは林檎を買って袖で拭い、かじりながら往来を歩いた。

　見ていると、あらためていろいろなひとがこの町にはいると思う。

　人種だけではない、職業もさまざまだ。薄汚れた革鎧を身につけ、腰に剣を佩はいた傭兵らしき者もいるし、自分と似たような格好の旅人もいる。時折、自分の知らない国の言葉が聞こえるし、まったく見たことのない文字が目についたりもする。

――これが港町なのか。

　不意に、ティグルは足を止めた。すぐ後ろを歩いていた男が、怪訝そうな顔をして脇を通り抜けていく。ティグルは立ち止まったまま、不審そうに鼻をひくつかせる。奇妙な匂いがしたのだ。否、匂いだけではない。吹いている風も、どこか湿り気を帯びている。

――向こうから流れてくる風か……？　この変な匂いも？

　何か異変でも起きたかと思ったのだが、まわりの様子を観察するかぎり町の人々にとってこの匂いは何でもないらしい。

――さっきのひとに案内してもらえばよかったかな。

　そんなことを考えながら、ティグルは人ごみを抜けて港にたどり着いた。

　再びティグルは足を止めた。ただし、今度は驚きによって。

　まず目についたのは数隻の巨大な船だ。一隻一隻が神殿や屋敷と見紛うほどに大きく、あるいは船着き場につながれ、あるいはいままさに出港するところだった。数十本の巨大な櫂を船腹に並べているガレー船もあれば、大小いくつもの白帆を張った帆船もある。

　いままで船を見たことがないわけではない。だが、ティグルの知っている船とは大きな河や湖を渡るためのものだ。これほど巨大なものを目にしたのは、はじめてだった。

　つながれている船のまわりでは、日に焼けてたくましい身体つきをした水夫たちが忙しく動きまわっている。

　船の清掃をしている者もいれば、積荷を運んでいる者、梯はし子ごの点検をしている者などさまざまだ。休憩中なのか、簡単なかまどをこしらえて貝や魚を焼いている者もいた。

　ティグルは呆然として船を見上げていたが、驚きから回復すると早足で歩きだす。船着き場から少し離れたところに立った。

「……これが海か」

　それ以外に言葉が出てこない。視界に広がる紺碧の海原を、ティグルは魅入られたように見つめていた。緩やかに波打つ海面は陽光を反射して眩しく、潮騒は絶えず響き、空には海鳥が舞う。港を発った船は徐々に遠ざかり、小さくなっていく。

　さきほどから気になっていた匂いは、海の匂いだったのだとティグルは気づいた。海を渡って吹きつけてくる風が、気づかせた。

　地の果ては、はっきりしている。ともかく海に出たらそこが地の果てだと、大雑把にだがそう教えられてきた。

　水平線の彼方、この海の向こうにアスヴァールはある。

　では、アスヴァールの先には何があるのだろう。まだ見ぬ大地があり、いくつもの国々があるのか。それとも無人の地に竜などが跋扈しているのか。海の果てか。あるいは海には果てなどなく、茫洋とどこまでも広がっているのか。

　四半刻ばかりその場に立ち尽くして海を見つめていたティグルを我に返らせたのは、自分の腹の音だった。考えてみれば、この町に入ってからは林檎ぐらいしか食べていない。

　近くで魚や貝を焼いて食べている水夫たちに声をかけ、銅貨を渡して食事をわけてもらう。

　口から尻尾まで串を通して焼かれた魚は丸々として大きい。彼らがやっているようにかぶりついてみると、ぱりぱりとした皮にふっくらとした身の歯ごたえがあった。

　貝もうまい。熱すぎて口の中を火傷しかけたものの、海藻を焼いて作った灰塩ペソリをまぶして食べると塩味のきいた貝の汁が口の中にじんわりと広がる。

　新鮮な味に舌鼓を打ちながら、ティグルは彼らにマトヴェイのことを聞いてみた。何人かは知らないと言いたげに首をひねったが、一人が思いだしたように声をあげる。

「白イルカのマトヴェイか。あいつなら、普段はもうひとつ北側の船着き場にいるな。そっちに行って聞いてみるといい」

　リプナの港は楕円に近いゆるやかな湾わん曲きょくを描き、北から南にかけて大小五つの船着き場を設けている。水夫たちの話によれば、入港する船も特別な事情でもないかぎりは同じところへ停泊するようにしているとのことだった。

　彼らに礼を言って別れ、ティグルは北の船着き場に向かう。空腹が満たされると、海から吹きつけてくる潮風が気になった。手にしている黒弓に視線を向ける。

――この弓が潮気の影響を受けることはないと思うが……。

　ただの弓ではない。ヴォルン家の家宝であり、詳しいことはいまだにわからないが、神々が関わっているかもしれない代物なのだ。うっかり海に落としてしまっても問題ない気さえする。

――船に乗っている間はいつもより念入りに手入れをしよう。

　逡しゅん巡じゅんの末、ティグルはそう決めた。黒弓に対する畏い敬けいや恐怖などではなく、家宝だからという想いと、狩人としての意識がそう決断させた。

　その後、ティグルは水夫を何人かつかまえて尋ね、マトヴェイに会うことができた。

「私に用件があるというのはあなたですか」

　三十代半ばといったところか。ここに来るまでに見てきた水夫たちも大柄でたくましかったが、マトヴェイは彼らよりもさらに一回り大きな体格の持ち主だった。

　髪は短く、肌は日に焼けて赤銅色。小さな目は鋭く光っている。黒絹の帽子と、金の縁取りがなされた真紅の上着という出いで立たちから荒くれ者には見えないが、その身体つきもあって黙って立っていても威圧感がある。丁寧な言葉遣いがかえって凄みを感じさせた。

「はじめまして。ティグルヴルムド＝ヴォルンと申します」

　しかしティグルは気け圧おされたふうも見せず、地面に荷袋を置いてサーシャの手紙を取りだす。マトヴェイはそれを受け取ると、その場で封を切ってすばやく目を通した。

「ほう。ティグルヴルムド卿はこの手紙の内容をご存じですか？」

　首を横に振ると、マトヴェイは笑みを浮かべる。強こわ面もてのため、まるで獲物を見つけた海賊のような笑顔だった。

「あなたに同行し、可能なかぎりお助けせよとのことです。大恩あるアレクサンドラ様の頼みとあっては断れませんな。私の自慢の船『誇り高き白イルカゴルディベルーガ』号にお乗りください」

　ティグルは彼の言葉に感謝するよりも先に、その態度に感心した。アスヴァールの現状を知っているふうでありながら、臆する様子をわずかも見せない。さすがサーシャの信頼する男だと頼もしく思った。

「よろしくお願いします。ところで、その船はいつごろ出港するのですか？」

　あと半刻ほどという答えが返ってきて、ティグルは目を丸くする。

「私は、もともとアスヴァールへ向かう予定だったのです。あなたは運がいい。ここに来るのがもう少し遅ければ、会うこともかなわなかったでしょうな」

　種明かしをするようにマトヴェイは笑って説明し、言葉を続けた。

「誇り高き白イルカゴルディベルーガ号は商船ですが、他にもさまざまな客を乗せておりますのであなたがとりわけ目立つということはないでしょう。船腹に外がい套とうを羽織った白イルカを描いていますので、それが目印になるかと」

「すいません。その白イルカというものを私は見たことがないのですが……」

　ティグルが申し訳なさそうにそう答えると、マトヴェイはさっと背を向けた。真紅の上着の背中に、かわいらしい絵柄の白イルカが跳ねている。まるで似合っていないとティグルは思ったが、感想を口に出すのは避けた。

「この絵を基本として、誇り高き白イルカゴルディベルーガ号の場合は白い外套を羽織っております」

「……よくわかりました」

「私はあと四半刻ほどここにいなければなりませんが、どうしますか？　私とともに我が船へとまいりましょうか」

「ご厚意、ありがとうございます。よければ、私は先に船へ行かせていただこうかと。あなたの仕事の邪魔をしたくはありませんから」

　一礼してティグルはそう答える。マトヴェイは笑顔でうなずくと、上着のポケットに手を入れて何かを取りだし、ティグルに差しだした。

　それは一見、銀貨に見えた。だが、ティグルの知っているブリューヌ銀貨やジスタート銀貨とは意匠が違い、マトヴェイの背中を飾っていた白イルカが彫られている。

「どうぞお持ちください。これは乗船許可証のようなもので、船の者たちに見せれば笑顔で通してくれますよ」

　ティグルは礼を言って銀色の許可証を受け取ると、その場を離れた。船着き場に並ぶ船を眺めながら歩いていると、緊張と同時に昂こう揚よう感かんに包まれていく。自分はこれからいよいよ船に乗るのだ。

「――すいません」

　ふと、横合いから声をかけられる。今日はよく声をかけられる日だな、などと思いながらそちらを見ると、手に小さな荷袋を下げた旅人らしき少年が立っていた。

　小柄な身体を薄汚れた外套に包み、フードを目ま深ぶかにかぶっているため顔のごく一部しか見えない。黒い瞳がまっすぐティグルを見上げている。

「……誇り高き、白イルカ号、という船をさがしているのですが、ご存じありませんか」

　声に、ティグルの知らない訛りがある。言葉を発するまでにやや間があったのは、船の名前を思いだしていたかららしい。

　ティグルは不思議そうな顔で少年を見下ろした。少年の背は自分の胸のあたりぐらい。旅人だとするなら、親が同伴していそうな年齢に思える。

「その船には俺も乗るから、よかったらいっしょに行くか？　それと、君は一人か？　他に連れは――」

　いないのか、という言葉は突然の怒鳴り声にかき消された。眉をひそめてそちらを見ると、二十歳には達していないだろう男が三人、肩をいからせて歩いてくる。

「てめえ、俺たちが案内してやろうって言ったのに逃げるたぁどういうつもりだ！」

　三人のうちのひとりが少年を睨みつけ、指を突きつけて怒声を浴びせた。表情といい、態度といい、いかにもごろつきという単語の似合いそうな若者たちだ。

　少年は怒鳴りつけられても臆する様子を微塵も見せず、冷静に応じる。

「迷惑です。追いかけてこないでください」

「……く、くそガキっ！」

　男は激げっ昂こうし、顔を真っ赤にして殴りかかった。ティグルは左手の弓はそのままに、右手の荷袋を地面に放りながら、少年と男の間に割って入る。男の拳を受け止めた。

「俺の連れだ。詳しい話を聞かせてもらえないか」

「このひとたちはわたしを船に案内すると言いながら、港の外へ連れだそうとしました」

　ティグルとしてはひとまず場をおさめるために言ったのだが、即座に言葉を返したのは少年だった。男は否定せず、そればかりか後ろで様子を見守っていた二人までが舌打ちをして動きだす。一人は勢いよくティグルにつかみかかり、もう一人は少年へと向かった。

　ティグルの行動は早い。最初に殴りかかってきた男の拳を離したかと思うと、すかさず腕をつかんで容赦なくねじりあげる。男は苦痛の悲鳴をあげた。

　そうして男を盾にして二人目を牽けん制せいしつつ、勢いよく突き飛ばす。二人のごろつきはぶつかりあってもろとも地面に倒れた。

――あの子を助けないと……。

　そう思って振り返ったとき、ちょうどそちらも勝負がついたところだった。ごろつきの拳は少年のフードをはねとばすことしかできず、一方で、少年は相手の懐に飛びこみ、腹へ鋭い一撃を叩きこんだのだ。

　男は声もなく崩れ落ちた。ティグルは驚きと感心の眼差しを少年に向ける。

「さて……どうする？」

　ティグルは足元に倒れているごろつきたちに視線を戻し、冷たい声を投げかける。

「俺たちも暇じゃないんだ。おとなしく立ち去ってくれるなら、これ以上は何もしない」

　男は悔しそうに呻いてティグルを睨みつけたが、まったくかなわないことを認めざるを得なかった。二対一で挑み、かつティグルは片手がふさがっていたのにもかかわらず、あっけなく倒されたのだ。

　男たちはよろよろと立ち上がると、腹をおさえてうずくまっている仲間に肩を貸してティグルに背を向けた。野次馬に悪態をつきながら人ごみの中に消える。

　騒ぎがおさまったと見て、この事態を遠巻きに眺めていた人々は歩き去っていく。港の喧けん騒そうが戻ってきた。ティグルが少年を振り返るのとほぼ同時に、少年もこちらを見る。

――女の子……？

　ティグルは目を瞠った。少年だとばかり思っていたのだが、少女だったのだ。

　十三、四歳ほどか。薄紅色の短い髪に、月の模様をあしらった髪飾りをつけている。大きな瞳は雲ひとつない蒼空を思わせた。

　顔は砂塵に汚れ、輪郭は年齢相応に丸みを帯びているが、よく見れば息を呑むほど美しい。無表情でどこかぼんやりとした印象を与えるものの、不思議と愛敬がある。
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「助けていただいて、ありがとうございました」

　抑よく揚ようのあまりない声で、少女はぺこりと頭を下げた。

「たいしたことじゃないよ。だいじょうぶだと思うけど怪我はないか？」

　自分の荷袋を拾いあげながらティグルが尋ねると、少女は顔を上げ、不思議そうに首をかしげて疑問を発した。

「怪我はありません。どうして、見ず知らずのわたしを助けてくれたんですか。正しいのはあのひとたちかもしれないのに」

「ああいう手合いは多かれ少なかれ、どこの町にもいるからな。何度か見ればなんとなくわかる。それを置いても、大の大人が三人がかりで子供を追いかけ、問答無用で殴りかかるのは問題だろう。あとは、俺が割って入ったときに君が逃げたりしなかったことかな」

　その返答に、少女は何ごとかを考えるふうに目を細める。その視線が、今度はティグルの持つ黒弓に向けられた。

「その弓を手放さなかったのは？　片手がふさがっていても相手をあしらえると……」

「こんなものでも家宝なんだ。状況にもよるが、あまり手荒に扱いたくはない」

　答えながら、変わった子だなとティグルは思った。ぼうっとしていて何を考えているのかよくわからないが、子供らしからぬ落ち着きがある。質問も明確だ。少女は納得したようにうなずくと、会釈をして名のる。

「申し遅れました。わたしはオルガといいます。それで、誇り……ええと、誇り……イルカ？　白い……」

　言葉に詰まった。半開きに近かった目を見開いて、オルガは必死にいくつかの単語を繰り返す。そのしどろもどろな様子が年齢相応の少女らしく見えて、ティグルは微笑を浮かべた。膝を曲げて中腰になり、彼女の視線の高さに合わせる。

「誇り高き白イルカゴルディベルーガ号だな。いっしょに行こうか。俺はティグルヴルムドだ」

　姓を名のらなかったのは半ばは用心のためであり、もう半分は彼女への配慮だった。

　名前のみということは、オルガは貴族ではなく平民の可能性が高い。むろん、彼女も用心して姓を名のっていないということも考えられるが、驚かせたり、萎い縮しゅくさせたりしないように気を遣ったのだ。

「ティグ、ルヴルヴル……ティグ、ヴルム……」

「呼びにくかったらティグルでいい」

　もごもごと苦しそうに繰り返すオルガを見て、ティグルは今度は苦笑を浮かべた。
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　船の甲板に立ってみると、潮風が強くなったような気がした。

「思ったより揺れるんだな」

　海面の揺れにあわせて、船はゆるやかに浮き沈みを繰り返している。その感覚はティグルには新鮮で、不思議なものだった。慣れるまで時間がかかるだろうなと思う。

　誇り高き白イルカゴルディベルーガ号は、港に停泊していた船の中では大きい部類に属する船だ。帆を畳んだ太いマストは二本そびえ立ち、甲板の下は船底も含めて三層構造になっている。

　甲板は思ったより狭い上に、並んだ樽や張り巡らされた綱の間を水夫たちが忙しく動きまわっていた。ひとりひとりが大柄でたくましい身体つきをしているので、ティグルとオルガは何度かぶつかりそうになる。

「さっさと船室に行くか」

　ぼやくように言ったティグルに、隣を歩くオルガはこくりとうなずいた。彼女は船に乗る前にフードを目深にかぶり直しており、その表情はわからない。

　あれから彼女はろくに喋らなかった。ティグルの名をちゃんと言えなかったことや言葉の訛りを恥じているのかと思ったが、言葉や態度からはそうとも思えない。

　世間話などはまるでせず、自分のことについても、連れはおらず一人旅だということぐらいしか言わなかった。

　船尾にある梯子を下りて、潮風と木材の混じった匂いが充満する通路を歩き、ティグルは乗船の際に教えてもらった部屋の前に着く。

　扉を開けると、ひどく小さな部屋があった。なにしろ壁と床に固定されたベッドの他には足の踏み場が三、四歩分ぐらいの空間しかないのだ。床に荷物を置いて寝る以外の何もできそうにない。ちなみに扉の鍵は、乗船時に渡されたごつい錠前だ。

　愕然としているティグルに、オルガが抑揚のない声で言った。

「それでは、これで」

　彼女の言葉に、ティグルは気を取り直す。サーシャやマトヴェイに便べん宜ぎを図ってもらった自分とは違って、オルガはごくふつうの客として船賃を払い、船に乗りこんだのだ。乗船の際、彼女が水夫に渡していた乗船許可証は作りこそ同じだが赤銅色だった。

「よかったら、君の部屋を見せてもらっていいか？」

　好奇心から頼んでみると、オルガはうつむくように首を動かして了承した。

　狭い通路を歩きながら、ティグルは左右に視線を走らせて観察する。この層には客室と水夫たちの部屋、他に武器庫などがあるらしい。

　船首近くに着き、梯子を使って下の層へ降りると、薄暗さと独特の臭気が増した。通路の狭さは変わらない。十数歩ほどでオルガは足を止め、一つの扉の前に立つ。

　扉を開けると、広いだけで何もない部屋があった。ティグルの部屋が宿でいうところの個室なのに対して、こちらは大人数が共同で使う大部屋に相当するのだろう。

　室内には十二、三人の男がいる。半数は剣や甲冑で武装しており、床に座って壁によりかかっていた。他の者たちも武装していないというだけで、全身から放つ剣呑な雰囲気はそう変わらない。

　彼らは適度に距離をあけており、誰もがおたがいを警戒していた。その敵意混じりの視線は、もちろん扉を開けたティグルとオルガにも向けられている。

――それもそうだよなあ……。

　ティグルは顔と声にこそ出さなかったが、納得していた。この船の目的地は、内乱の渦中にあるアスヴァールだ。そんなところへ行く者など当然かぎられる。こういった傭兵を除けば商人か、ティグルのような特別な事情を持つ者ぐらいだろう。

「よかったら俺の部屋に来るか？」

　すぐそばに立っているオルガに、小声で尋ねる。ティグルを見上げた彼女の顔は、ぼんやりとした無表情の中にかすかな驚きがあった。

「いいのですか？」

「さっき見た通り狭いが、鍵はついている。安全は保証するぞ」

　ティグルは彼女がなぜアスヴァールへ向かうのかを知らない。気にならないわけではないが、自身が詮索されては困る立場なので聞くつもりはない。

　だから彼女については何も知らないのだが、自分よりも年下の女の子をここに寝泊まりさせるのはさすがに気が進まなかった。

　それから間もなく、誇り高き白イルカゴルディベルーガ号はリプナを出港した。







　白帆は大きく風をはらみ、誇り高き白イルカゴルディベルーガ号は紺碧の海原を悠ゆう々ゆうと進んでいる。ティグルとオルガは甲板に立って、どこまでも広がる海や遠くの島影を眺めていた。

「いかがです、私の船の乗り心地は」

　真紅の上着を潮風にはためかせて、マトヴェイが歩いてくる。オルガに視線を向けて、彼は小さな目を鋭く光らせた。

「お知り合いですか？」

　ティグルは笑顔で、「はい」と答え、オルガは無言で会釈する。マトヴェイの凶相を前にしても動じないのは立派なものだとティグルは声には出さず感心した。

「アスヴァールには何日ほどで着くでしょうか」

「風がいまのように順調なら、七、八日というところでしょうか。この季節は無風ということはないので、遅くとも十日はかからないと考えていただければ」

　ティグルは内心でほっとしていた。ひとつしかないベッドにはオルガを寝かせ、自分は床に寝るつもりだったが、八日ならばどうにか耐えられそうだ。

「マトヴェイさんが船乗りになったのは何歳ぐらいのときですか」

「いまのあなたよりも若かったですよ。リプナで生まれ育ち、海とともに生きることを決めた者は、まず自分の船を持とうと考える。そのために知りあいの船で働いて金を稼ぎつつ、船を操るためのあれこれやら交易の仕方やらを学ぶのです」

「海に出るのは怖くなかったんですか？」

　実を言うと、ティグルは少し怖い。マトヴェイは胸をそらし、笑って答えた。

「そのへんは慣れです。私の場合は、町はずれに流れ着いた難破船を遊び場にするような少年時代を送っていたので平気でしたが、はじめて船に乗るときはやはり緊張するという者は多いですよ。それでも、いろいろな体験をして恐怖を克服するのです」

「いろいろな体験？」

　オルガが首をかしげる。

「嵐、難破、海賊……。また、狭い船でほとんど殺しあいのような喧嘩が起きて、航行どころではないという事態に陥ったこともあります。他には鮫や――海竜バダヴァとか」

「海竜？」

　最後の台詞はやや芝居がかったものだったが、竜という単語がティグルの興味を惹かずにはおかなかった。おうむ返しに尋ねると、マトヴェイは苦笑して答える。

「昔、一度遠くに見ただけですが。こう、蛇みたいに長細い身体をしていまして、その胴体はこの船のマストよりもずうっと太いんです。気まぐれか、それとも腹が減っていなかったのかこちらには向かってこなかったので、全力で逃げました」

「そんなのが海に……」

「なに、四十年や五十年海に出続けている船乗り連中でさえ、見たことがある者は少ないというぐらいに珍しいですからね。まず遭遇することはないでしょう」

　安心させるようなマトヴェイの言葉に、ティグルはため息を漏らした。

　それからもティグルは船や海のことについていろいろと質問を重ねたが、ふと気になって尋ねる。

「マトヴェイさんはアスヴァールについて詳しいのですか？」

「大事な客ですからね。何か気になることでもおありですか」

「抽象的な質問で申し訳ないのですが……どんな国なんでしょうか。たとえば俺は、アスヴァールで信仰されている神々も知らないんです」

　サーシャに聞こうと思って、聞き損ねたことだった。王国ということは知っている。王子たちが争っていることも。

　だが、それ以外のことについては、ティグルはほとんど何も知らないといってよい。

「わかりました。船もいまは問題ないようですし、お話しさせていただきましょう」
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　アスヴァールは『霧と森の国』と呼ばれている。

　かつては北の海に浮かぶ小さな島――アスヴァール島だけを領土とする島国に過ぎず、しかもその島の中で五つの部族が覇権を争っているという状態だった。国名の由来は、島からきている。山は少なく、丘や川、森が多い。

　西の海から絶えず吹きつけてくる熱を帯びた風は、島の半ばに達するまでに冷やされ、そのために一年のほとんどが霧に覆われているという。

「――といわれていますが、一年のほとんどはさすがに誇張ですね。地域差もあります。ただ、そのためにいつどこで霧が出ても不思議ではないところです」

　島は、常に争いにさらされていた。五つの部族の闘争もそうだが、この島を手に入れようとする大陸の諸国はたびたび船団を組織して攻めこんできたし、海賊が沿岸を荒らしまわることも日常茶飯事だった。

「愉快な話ではありませんが、ひとがいれば争いが起こるのは世の常ですからね。アスヴァールでは血の流れない日などなかったといわれています。ですが、その状況はひとりの英雄によって一変しました。名を、アルトリウス。アスヴァールの初代国王です」

　アルトリウスはあるとき、自分が赤い竜に変わる夢を見たという。

　赤い竜は、五つの部族の長を束ねる王の象徴だ。それまでごく平凡な戦士だったアルトリウスはこれを神託だと信じ、王になることを決意した。ほとんどの者たちはアルトリウスを笑ったが、十二人の仲間は彼に従った。

　その後、アルトリウスは常に先頭に立って剣を振るい、数あま多たの戦場を駆けて勝利を重ねた。諸部族をことごとく従え、海賊を掃討し、侵略してきた諸国を撃退した。アルトリウスに従う十二人は、円卓の騎士と呼ばれた。

「……なんだかブリューヌやジスタートの神話に似ていますね」

　ティグルはそんな感想を挟んだ。ブリューヌの神話において、後の初代国王となるシャルルは聖窟宮サングロエルで啓示を受けた。ジスタートの神話も、黒竜の化身を称する男が争っている諸部族の前に現れ、従う者たちを率いて戦うというものだった。

　ティグルの感想に気分を害した様子も見せず、マトヴェイは笑って応じた。

「私も諸国の神話に詳しくはありませんが、どこかしら共通するところがあるものだと思っています」

　そうですねとティグルは素直に同意を示し、マトヴェイは話を再開する。

「このアルトリウスと十二人の円卓の騎士ですが、アスヴァールでは神々ではなく、彼らが信仰の対象となっています。というのも、アルトリウスの勝利はすべて神の加護によるものであると考えられているのですね。円卓の騎士たちにもそれぞれ天使――神に従う精霊のような存在らしいですが、天使たちの加護があったとされています」

　アルトリウスの死後、アスヴァール王国は大きな戦いもなく平穏なときを過ごしていたのだが、平和は突如として破られた。大陸にあるカディス王国が大船団を擁し、海を渡ってアスヴァールへ攻めこんだのだ。

「アスヴァールも必死に抵抗しましたが、圧倒的な大軍の前に敗北を強いられ、一時は島の半分を奪われたといいます。国王は病に臥せってしまい、降伏を進言する者や逃亡を企てる者が続出し、王国の命運はまさしく風前の灯でした」

　しかし、怯える臣下や兵たちを叱しっ咤たし、毅き然ぜんとした態度を見せた者がいる。王女のゼフィーリアだった。

「このゼフィーリア王女というのがまた類たぐい稀まれなる美貌の持ち主でありながら、女傑と申しましょうか、女性とは思えぬ勇猛さで、自ら剣をとって戦場へ飛びこんだのです。そして、始祖アルトリウスもかくやという勝利を重ねたのですね。口癖は『甲冑こそが我が夫、戦場こそが我が宮殿』だったそうです」

　その後、国王は病から回復せずに亡くなり、約一年に及ぶ協議の末にゼフィーリアがアスヴァール王国初の女王となった。このことが諸国に与えた衝撃は小さくない。ブリューヌやジスタートでは、女王など以ての外という考えだったからだ。

「統治者としてもゼフィーリア女王は優秀でした。国王の死や女王の誕生で揺れる国内をしっかりまとめ、沿岸の海賊を討ち、国を内外ともに安定させたのち――逆襲とばかりにカディス王国に攻めこんだのです」

　カディス王国は、滅んだ。

「大陸に領土を持つ。これは初代国王アルトリウスが強く望み、しかし果たせなかったことでした。それを成し遂げたゼフィーリア女王は『覇王ブレトワルダ』の称号をいただき、その後も結婚せぬまま統治を続け、父王に近い血脈を持つ者を後継者に定めて亡くなられました」

「女王か……」

　ティグルは感嘆の息をつく。オルガが目深にかぶったフードの奥から疑問を発した。

「ゼフィーリア女王には、実は恋人がいたという話を聞いたことがあります」

「逸話は非常に多いですね。私もいくつか知っています。陰ながら彼女を支えた臣下、流浪の騎士、旅の吟遊詩人ミネストレーリに側そば仕づかえの狩人など……。統治者としてそういう話がなかったからこそ、皆がいろいろと想像をふくらませたのでしょう」

　マトヴェイの言葉にティグルは素直に同意を示したが、オルガは何かを考えこむように沈黙していた。

「それから現在までは、とくに語ることはありません。アルトリウスとゼフィーリアはいまでもアスヴァールを代表する英雄で、地方の農夫でさえ誇りに思っています」

「ありがとうございます。それじゃ……いまの、内乱の状況は？」

　慎重な口調でティグルは尋ねる。

「私が知っているのは十日ほど前の情報になりますが――小競り合いは頻ひん発ぱつしているものの大きな戦いはなく、膠こう着ちゃく状態に陥っているとか」

――もっとも被害を受けているのは、アスヴァールの民ということか。

　ティグルの表情にやりきれない怒りがにじんだ。膠着状態ということは、言い換えれば終わりが見えないということだ。おたがいの兵をあまり動かさず睨み合いに終始しているのならばともかく、戦闘が頻発しているというのでは話が違ってくる。

　いつ自分たちが戦渦に巻きこまれるかわからず、戦の終わる気配も見えない。彼らが望んだ戦いではないのに。

　ティグルの心情を察してか、マトヴェイはことさらに事務的な口調で続けた。

「兵の数ではエリオット王子が優っているようですが、ジャーメイン王子の下には非常に優れた将軍がひとりいて、たびたび劣勢を覆して勝利しているそうです。そのため、容易には決着がつかないという話でしたな」

「そんなひとがいるのですか。名前は？」

「たしか、タラード＝グラムという男だったかと。彼がいなければ、ジャーメイン王子はもっと早く負けていたのではないかとさえ噂されています」

　ティグルはタラードという男に興味を抱いたが、ひとまずそのことは頭の片隅に押しのけて思考を進める。エレンに聞いたときと比べても、さほど変化はないらしい。

「ギネヴィア王女についてはどうでしょうか？　王都を脱出したあとは、ジャーメイン王子もエリオット王子も支持せず、争いを避けて暮らしていると聞いていますが」

「ギネヴィア王女ですか」

　マトヴェイは記憶をさぐるように唸った。

「私が知っているのも、それぐらいですな。もともと、ギネヴィア王女は王宮での出来事にあまり関心を持たず、始祖アルトリウスや円卓の騎士の縁ゆかりの地を訪ねてまわるのを好んでいたそうです。ザカリアス王も子供たちには寛容で、そうしたことを許していたとか」

　ティグルは意外だという顔になる。ただ争いを好まないおとなしい王女かと思ったら、ずいぶん活動的な性格の持ち主のようだ。マトヴェイは続ける。

「そのおかげで民には親しまれているものの、諸侯の味方はほとんどいないようです。二人の王子から見逃されているのも、おそらくそのためでしょう」

「それなら、ジャーメイン王子とエリオット王子の動きだけを考えていればよさそうですね」

　自分がジャーメインに会うことで、この状況を変えられるだろうか。

　憮ぶ然ぜんとした顔でたたずんでいるティグルを、オルガは何を考えているのかわからない、ぼんやりとした無表情で眺めていた。
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　日が沈むころ、船は小さな島に停泊した。

　ティグルは自分の部屋にいる。ベッドに腰を下ろして弓の手入れをしていた。明かりは天井から吊り下がっているランプだけで、船の浮き沈みに合わせて左右に揺れている。

　扉が外から叩かれた。弓をベッドに置いて立ちあがり、扉を開ける。深鍋を持ったオルガがぼんやりした顔で立っていた。深鍋からは白い湯気が立ち昇っている。部屋に戻る前に、厨房で湯を買ってきたのだ。

「いくらだった？」

「銅貨二枚でした」

　湯は深鍋に半分ぐらいしか入っていない。多少船が揺れてもこぼれることはないだろうが、これで銅貨二枚は高いとティグルは思った。

　オルガは深鍋を床に置くと、外套を脱ぐ。彼女の着ている服は裾がゆったりとして、襟元や袖に細かな刺繍がほどこされたものだった。腰に巻いている帯には、月の意匠がほどこされている。ブリューヌやジスタートではあまり見かけないものだ。

　だが、それ以上にティグルの目を惹いたのは、彼女が腰に下げている斧だった。刃は小ぶりで柄は短く、小柄なオルガでも苦もなく扱えるだろう大きさだ。

　目を瞠ったのは、その精巧な装飾だ。刃と柄の接合部には拳ほどもある黄玉が埋めこまれ、刃にも細かな紋様が刻まれている。裕福な貴族が屋敷に飾るために造ったといわれてもほとんどの者が納得するだろう。

　しかし、ティグルは違う感想を抱いた。その斧を目にしたとき、脳裏をよぎったものはいくつかの武器だ。エレンの持つ長剣、ミラの槍、ソフィーの錫杖にサーシャの双剣。それらが闇の中に浮かぶ雷光のように輝いては消えた。

――まさか……竜具？

　七人の戦姫だけに所有を許された、超常的な力を有する武器。

「気になりますか？」

　その声で、ティグルははっとして我に返った。よほど凝視していたのだろう、自分を見るオルガの顔はぼんやりとした無表情だが、その瞳には若干の警戒心がにじんでいる。

「ああ。立派な造りの斧だな」

　くすんだ赤い髪をかきまわしながら、ティグルはそう答えた。内心の疑問を打ち消す。たしかに豪ごう奢しゃな造りの斧だが、戦姫がこんなところにいるはずがない。

「家宝ですから」

　抑揚のない声で答えて、オルガは斧を壁に立てかける。帯を解いて服を脱いだ。

　露わになった上半身はほっそりとして肉づきが薄く、胸のふくらみも控えめに過ぎる。しなやかさを持った健康的な身体つきであり、美しくはあるが、成熟には遠い。

　唖然とするティグルの目の前で、オルガは床に座りこむと荷袋から麻布を取りだし、湯に浸して絞る。自分の身体を丁寧に拭いていった。

「……男の前で堂々と肌をさらすのはさすがにどうかと思うが」

　呆れた顔で、ティグルはやんわりと薄紅色の髪の少女をたしなめる。オルガは身体の汚れを拭う手を止めてティグルを一いち瞥べつすると、麻布を再び湯に浸けながら答えた。

「他に場所がありません」
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「それでもだな。俺に後ろを向くように言うとか……」

「ここはあなたが借りた部屋で、わたしは使わせてもらっている身ですから」

――生真面目な子だな。

　ティグルはため息をこぼしてオルガに背を向ける。彼女が幼くてよかったと思った。もしもエレンやミラぐらいの年齢だったら、もっとうろたえただろう。

　弓の手入れを終えてからも、ティグルはしばらく待った。やがて湯を絞る音が聞こえなくなり、衣きぬ擦ずれの音が耳に届く。

「もういいですよ」

　その声に振り返ると、服を着て外套まで羽織ったオルガが床に座っていた。深鍋を指して彼女は言葉を続ける。

「ぬるくなっていますが、よければ使いますか」

「そうだな。じゃあありがたく」

　長いこと甲板に立っていたので、ティグルの身体も潮風によってべたついている。いまから厨房へ行って湯を買うのも面倒な話だった。

　場所を入れ替わり、ティグルは手早く身体を拭く。そうして服を着直すと、オルガ同様に外套を羽織って、深鍋を部屋の隅に押しやった。

「それじゃ寝るか。俺は床で寝るからベッドは使っていい」

「そこまでしていただくわけにはいきません」

　床に寝転がろうとしていたティグルは、オルガの拒絶に困った顔をして身体を起こす。薄紅色の髪の少女は依然として無表情だったが、その声にはかすかな怒りがあった。

「わたしが年下だから、年長者として振る舞っているのはわかります。ですが、わたしは……わたしは一人前のつもりでいます」

　一旦言いよどんで目を伏せたものの、オルガは顔を上げ、きっぱりと言い切る。どうやら彼女の自尊心を傷つけたらしいと察してティグルは頭をかいた。

「すまなかった。でも、それだけで言ったつもりはないんだ。この部屋はかなり寒い。君も旅慣れているみたいだが……」

　海の上だからだろう、夜になって船内の空気はずいぶんと冷えこんでいる。ティグルもオルガも外套を羽織っているのはそのためだ。

「では、二人でベッドに寝ましょう」

　躊躇するそぶりすら見せずにオルガは言った。

「毛布は一枚しかありません。床で寝たら、寒いだけでなく、船の揺れにもさらされます。狭くても、そうした方がいいでしょう。――あなたは意外に頑固そうですし」

　頑固なのはおたがいさまじゃないかなとティグルは思ったが、話が脱線してしまう気がしたので口にはしない。それ以上に要求したいこともある。

「君の言うことはわかる。わかるんだが……その、恥じらいというか慎み深さというか」

「誘っているように見えたのだとしたら、否定しておきます。もし不埒な真ま似ねをするようなら海に突き落としますので」

「……わかった。いっしょに寝よう」

　ティグルが妥協したのは、このままでは彼女が意地を張り続け、ベッドを使わず床に寝るだろうと考えたからだった。さきほど彼女の裸を見たとき、健康的な肢体だと思ったもののそれ以上の感情を抱きはしなかった。そう思うには、オルガはまだ若い。

　並んでベッドに横になる。灯りを消し、もぞもぞと動いておたがいに背を向けた。

　はじめて船に乗った興奮と緊張で疲れていたのか、急速に眠気が襲ってくる。

　どちらからともなく寝息をたてていた。
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　ティグルが本来向かう予定だったプシェプスの港町に、ひとりの戦姫がいる。

　彼女は数日前からこの町に滞在し、旅をしている貴族の令嬢を装って、ある宿の一室で日を過ごしていた。他の宿よりはるかに値が張るものの、馬車での出迎えと厚い石壁、口の堅い店主に上等な料理を備えた特別な店だ。

　貴族や裕福な商人、諸外国の大使などが利用し、ブリューヌやアスヴァールの商船がひっきりなしに訪れるプシェプスだからこそ繁盛する店といってよかった。

　その戦姫――ヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスは、たったいま部下から残念な報告を受けたところだった。

「……そう。ティグルヴルムド＝ヴォルンはこのプシェプスではなく、リプナの港町へ向かったのですね」

　宿の最奥にある部屋の中。天井から吊り下がったランプの明かりだけが室内を照らしている。光は小さなもので部屋の隅には届かず、闇がわだかまっていた。その闇の中に、一本の巨大な鎌が立てかけられている。

　ヴァレンティナは綿と羽毛をふんだんに使ったやわらかな椅子に身を沈めて、部下の言葉を聞いていた。青みがかった長い黒髪は妖艶で、美しい顔には魅了されない者などいないだろうと思わせるほどの可憐な微笑が浮かんでいる。白を基調として、胸元と腰に薔薇をあしらったドレスをまとい、膝の上に一冊の書物を開いていた。

　部下は彼女から離れて扉の前で膝をついており、淡々と報告を続ける。

「ブリューヌ人ゆえ道を間違えたのかと思いましたが、そのままリプナへ入ったのでヴォルン伯爵自身が予定を変えたのだと考えます」

「ご苦労さまでした。ヴォルン伯爵にはぜひ一度お会いして、ご挨拶したかったのですが……仕方ありませんね」

「追跡は続けますか」

「その必要はありません。もういまごろはアスヴァール行きの船に乗っているでしょう。ご挨拶は、ヴォルン伯爵が帰ってきてからになりそうですね」

　部下を退出させると、ヴァレンティナは暗闇を見つめて小さくため息をついた。

――逃げられてしまいました。

　アスヴァールへの密使にティグルを選ぶようヴィクトールに進言したのは、彼女だった。ただし、直接にではない。間に重臣を二人ほど挟み、この考えが自分の脳内から出たものだとはわからないようにしている。

　ティグルを選んだ理由はいくつかあるが、他の戦姫がいない場所で一度、彼と顔を合わせておきたかったからだ。

　ティグルはその待遇から、ライトメリッツ以外のところへは、特別な事情がないかぎり行くことができない。かといってライトメリッツで会おうとすれば、自分とエレンが顔を合わせることになり、彼女に怪しまれる。それは避けたかった。

――いろいろと話して、人柄などを詳しく知っておきたかったのですが。

　利害が一致して協力し合えるようならば手を結び、自分の野心の障害となるようならば隙を見て排除する。もしも前者ならば、彼が密使としての務めを無事に果たせるよう支援するつもりだったのだが、あてが外れてしまった。

――エレオノーラ……ではないですね。彼女がそれほどレグニーツァの地理に詳しいとは思えない。アレクサンドラでしょう。彼女の公宮に立ち寄ったと聞いていますし。

　これからどうするか。ヴァレンティナは考える。

　ティグルがアスヴァールの内乱に巻きこまれて死んでしまうのであれば、それはそれでかまわない。現時点では、彼はエレンやミラ、ソフィーと親密な関係を築いている。

　彼の死はそのまま彼女らへの打撃になるし、ジスタートとブリューヌの関係の悪化にもつながる。ヴィクトールも責任を問われることになるだろう。

――でも、無事に帰還したら彼は王宮に来る……。

　結果を報告する必要があるし、ヴィクトールもティグルをねぎらい、何らかの褒賞を与えなければならない。

――そのときに私が王宮を訪れれば、会うことはできそうですね。

　ティグルの対応次第では、密使にするように進言したのは自分だと明かして恩を売ってもいいし、逆にヴィクトールを批判して自分は味方だと思わせてもいい。

　ティグルの予定を調べ、こちらもその日に王宮を訪れる理由を考えておかなくてはならないだろう。なにしろ自分は体力がなくて病気がち、ということになっている。たとえばソフィーヤ＝オベルタスのように、頻繁に王都を訪れるわけにはいかない。

　手間ではあるが、ヴァレンティナはこうしたことを考えるのが嫌いではない。むしろ楽しいと思える性格だった。それに、身体が弱いということにしておくと都合がいいのだ。

　たとえば出兵を命じられても病気を理由にぎりぎりまで遅らせ、ちょっと戦ったらすぐ後退するなどして兵の損害を徹底的におさえることができる。

　また、王宮へ呼びだされたときも、やはり病気であると報告して時間を稼ぎつつ、可能なかぎり情報を集めてから向かうことができる。彼女はいままでそうしてきた。

　すべては、自分をたいしたことのない人間であると思わせ、侮らせるために。

　頭の中でいくつか考えをまとめると、ヴァレンティナは膝の上に広げていた書物に視線を落とす。書物の表紙には『ゼフィーリアの戦記』と、題が金色の文字で刻まれていた。

　アスヴァールの版図を大きく広げた女王ゼフィーリア。その戦いを綴つづった記録で、アスヴァール王国では、始祖アルトリウスの伝記と並んで高い人気を誇る。

　幼いころのヴァレンティナは、ヴィクトール王の妹であるナターシャに面倒を見てもらっていたのだが、彼女の家でこの書物を読んでから、すっかり気に入っていた。ただ楽しんだというだけでなく、この書物は彼女に夢とも野心ともつかない想念を与えたのだ。

　自分もいつか女王になる。ジスタート王国を総すべる存在になってみせると。

　自分にも王家の血は流れている。とはいえ、それは先代か先々代の傍系という、王位継承権などとても主張できないほどにか細いものだ。だから、そんなものに頼るつもりはない。

　自身の才覚と、生まれ育ったエステス家の力――さらに、戦姫に選ばれた幸運を利用して、玉座に君臨するつもりだった。いつになるかはわからないが、いずれはきっと。

　もう何度も読んで内容は知っているのに、一度ページをめくると止まらない。

　部屋の灯りは、遅くまで消えずにいたのだった。
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　ティグルは厳しい視線にさらされていた。

　目の前には五人の娘が立っている。エレンにティッタ、リム、それからミラ、ブリューヌのレギン王女だ。エレンとリム、ミラは見慣れた軍衣をまとい、ティッタはいつもの侍女の姿をしている。レギンは凱旋式のときに見た、純白のドレスに身を包んでいた。

　どういうわけか彼女らは一様に怒っていた。

　エレンは腕組みをして鋭くこちらを睨みつけ、リムは深いため息をつきそうな呆れ顔、ティッタは眉をひそめつつ怒りをこらえているといった表情である。

　ミラは腰に手を当てて、いつ怒声を浴びせるか考えているようだ。レギンは不満を隠さず、しかし怒るべきか迷っている様子だ。

　どうしたんだと、焦りと不安に駆られて訊くと、吐き捨てるようにエレンが答えた。

「自分の胸に聞いてみろ」

　動転していたティグルは言葉通りに受け取り、慌てて自分の胸を見る。

　そこにはオルガがいた。上半身裸で、ティグルにぴたりと身体を密着させている。

　抑揚のない声で、彼女は言った。

「責任とってくださいね」

　そこで目が覚めた。視界に広がるのは薄汚れた壁だ。身体にかすかな揺れを感じる。

――夢か……。

　小さく息をついて、そりゃそうだなと内心で独語する。あの五人が一ヵ所に集まったのは一度だけ。テナルディエ公爵を討ち、ブリューヌの王宮に凱旋したあの日だけだ。そのときだって五人がそろって並んだことはなかった。

――疲れがたまっていたんだろうな。船に乗るまではずっと急ぐ旅だったから。

「目を覚ましたのなら、放してくれませんか」

　抑揚のない声が、すぐそばで聞こえた。そのときになって気づいたのだが、右手は何かやわらかいものに触れており、左手にも髪のような感触がある。何より身体に微量の熱を感じる。

　視線を動かすと、オルガと目が合った。ティグルの左手は彼女の頭を抱えこみ、右手は彼女の尻をつかんでいる。いつのまにか彼女を抱きしめた格好で眠っていたのだ。

「それから、当たっています」

　ティグルは慌てて彼女から手を離し、勢いよく跳ね起きる。何もかもが夢というわけではなかったらしい。もっとも、夢と違ってオルガは服を着ていたが。

「いや、何だ、その……すまない」

　荒い息をつきながら、ティグルはみっともなさに手で顔を覆って頭を下げた。オルガはといえば、ぼんやりとした無表情を微塵も動かさずにむくりと身体を起こす。ティグルの顔から視線を下げて、腰のあたりを眺めた。

「朝、男がそうなるのは仕方のないことだと母や姉に教わっています」

　理解されるのも、それはそれで恥ずかしいことだった。ティグルはうなずくのが精一杯で声も出ない。オルガは淡々と続けた。

「それに……眠っているのは確認したので、わたしを抱きしめたのは故意ではないとわかっています。夜の冷えこみで、身体が熱を求めたのかと」

　オルガが若者をまったく責めなかったのには、わけがある。薄紅色の髪の少女もまた、目を覚ましたとき彼にしがみついていたのだ。

　驚いたオルガはティグルを引きはがしかけたのだが、毛布からはみ出た彼女の足は室内の寒さを伝え、ティグルに触れていた手は、その身体のぬくもりを伝えてきた。自分たちがかぶっている毛布だけでは、このぬくぬくとした心地よさは得られないだろう。

　そういうわけで、オルガはあっさり妥協したのだった。もちろん、このことをティグルに言うつもりはない。

「そう言ってくれるのはありがたいが……気をつける」

　ティグルは申し訳ないという顔で、もう一度頭を下げた。

　とはいえ、誠意だけではどうにもならないこともある。

　結局アスヴァールに着くまでの間、ティグルが彼女を抱きしめずに目覚めることのできた朝はなかった。
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　ジェラール＝オージェがライトメリッツの公宮を訪れたのは、ティグルがまだ海の上にいるころだった。

　二十代半ば、くせのある褐色の髪と青銅色の瞳を持つ若者で、赤と黒の官服を身につけている。この官服はブリューヌ王国の書記官であることを示すもので、胸にはブリューヌの象徴である魔法の馬バヤールの意匠が縫いこまれていた。

「三度目ともなるとさすがに見慣れましたが……」

　正門の前でエレンに取り次いでもらっている間、高くそびえる公宮を見上げてジェラールは小さくため息をつく。

　自分がブリューヌの書記官となってジスタートを定期的に訪問することになるなど、一年前は想像したことすらなかった。葡萄畑が広がるテリトアールののどかな地を父から受け継ぎ、栄達はなくとも波乱もなく一生を終えるのだろうと考えていた。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンに出会って、ジェラールの人生は想像していたものから大きくかけ離れたものとなった。

　ブリューヌの内乱において、ジェラールはティグルの下で物資の管理を任され、食糧や燃料、武具の分配、調整に優れた能力を発揮した。その手腕を評価され、内乱が終結したあとはブリューヌ王国の王宮で働いている。

　二ヵ月に一度、ライトメリッツを訪問し、ヴォージュ山脈の工事の進捗状況をエレンに報告することがジェラールの仕事の一つだった。今回で三度目となる。門衛たちもジェラールの顔と名前を憶えており、あまり待たされずに公宮に入ることができた。

　執務室へ案内され、荷物と服装を点検される。荷物は、筆記具に書簡の束が入った麻織りの背負い袋だ。

　正門の前でも点検は行われたが、今回は荷物があるので念を入れたのだろう。それがすむとジェラールは扉をくぐった。

「ひさしいな、書記官殿」

　執務机には、青を基調として白や金を配した軍衣をまとったエレンが座っていた。そのそばには、リムが無表情でたたずんでいる。

「戦姫様も、リムアリーシャ殿もご壮健のようで何よりです」

　ジェラールは社交辞令用の愛想笑いをつくり、大げさな身振りで一礼した。エレンは鷹揚にうなずき、リムは無言で会釈を返す。

　ジェラールの笑顔は基本的に社交辞令だが、本心からの笑みも何割かは混じっていた。エレンの前では、堅苦しい態度をとらなくても許されるのだ。これがブリューヌの大貴族や重臣が相手だと、言葉遣いや手足の動きにまで注意しなければならない。

「さっそくですが、ヴォージュ山脈の山道について状況を報告させていただきます」

　これは、半年前にかわされたジスタートとブリューヌの相互不可侵条約にともなって成立した契約だった。アルサスとライトメリッツを結ぶ山道が整備されれば、ブリューヌとジスタートの王都を結ぶ最短の街道が誕生する。これを商人や旅人が利用しないはずはなく、街道の半ばにあるアルサスとライトメリッツも潤うだろう。

　いままで山道が整備されなかったのは、ヴォージュ山脈がジスタートとブリューヌの国境代わりになっているからだ。国境付近で大規模な工事が行われれば警戒せざるを得ないし、街道ができるということは侵攻しやすくなるということでもある。

　本来なら不可侵条約を結んでいたとしても実現が困難な話だったが、ブリューヌとしてはジスタートに借りがあり、またさまざまな事情や思惑も手伝って、契約がかわされたのだった。

　慣れたもので、ジェラールは用意していた報告書を読み上げながら、時折投げかけられるエレンの質問にも如才なく答える。街道の現状については、ブリューヌからここへ来る際に通っている。答えに詰まるようなことはなかった。

　ジェラールの報告を聞き終えたエレンは、満足そうな笑みを浮かべた。

「うむ。順調に進んでいるようで何よりだ。ご苦労だった、書記官殿」

「戦姫様からそのようなお言葉をいただけて、私も安あん堵どしました」

　執務室に入ってきたときと同じようにジェラールは大仰な礼をする。

　それから話題は世間話に移った。世間話といっても主な話題はそれぞれの国の情勢だ。国内の貴族の誰それがこんな発言をしただの、どこと揉めているだのといったものや、ムオジネルやアスヴァールなどの動きについての話がほとんどを占める。

「アスヴァールの内乱について、ブリューヌはどういった立場をとるのかな？」

「我が国としては、火の粉が飛んでこないうちは静観するつもりです。幸い、ザクスタンの興味はそのアスヴァールに向いているようでして、ブリューヌとしては西側の脅威がないのはありがたいことだと」

「現在、アスヴァールには三つの勢力があるな。ジャーメイン王子にエリオット王子、それからギネヴィア王女……。この中の誰かがブリューヌに支援を求めてきた場合、レギン王女殿下はどうされるつもりだろうか」

「他人の喧嘩に首を突っこんで喜ばしい結果を得られるのは、英雄譚や芝居の世界くらいでしょう。ましてや我が国は、半年前の傷もろくに癒えておりませんので」

　ジェラールは口の端を皮肉っぽく吊りあげ、肩をすくめてみせる。やや礼を欠いた仕草にリムが眉をひそめたものの、エレンに視線でなだめられて無言を通した。

「そうだな。くれぐれもご自身を大切になさるようレギン殿下には伝えておいてくれ」

「あたたかいお言葉、ありがとうございます。一言一句間違いなくお伝えします」

　そうして世間話を終え、退出する間際にジェラールはひとつの願いを申し出る。

「このあと、ティグルヴルムド卿にご挨拶していきたいのですが」

　ライトメリッツを訪れるたびに、これは願い出ていることだった。ティグルは現在、ここの客将だ。細かいことだが、エレンに許可をとっておいた方が面倒がなかった。

　ジェラールとしてはいままでのように、会っていけと言われるものだとばかり思っていたのだが、今回は違った。エレンは顔を曇らせ、申し訳なさそうな顔をして首を振る。

「すまんな。ティグルヴルムド卿はいない。十日ほど前に国王陛下に呼ばれ、王都シレジアに行っている」

「ヴィクトール陛下にですか。それはいったい、どのようなご用事で」

　おおいに困るというような声を出して、ジェラールは露骨に顔をしかめた。だが、エレンはまたも首を横に振る。

「私も聞かされてはおらん。だが、ティグルヴルムド卿は陛下にとっても大切な客人。書記官殿が心配するようなことはないだろう」

「そうですか……。ティグルヴルムド卿に会えないのは残念ですね」

　ジェラールは落胆の表情をつくったが、それ以上の追及はせずにおとなしく引き下がった。質問を重ねてもエレンから何か聞きだせるとは思えなかったのだ。

「ところで、ティグルヴルムド卿がお帰りになったら渡していただきたいものがあるのですが、戦姫様にお願いしてよろしいでしょうか」

「引き受けよう。どんなものだ？」

　エレンが尋ねると、ジェラールは背負い袋から書簡の束を取りだし、両手いっぱいに抱えたそれを執務机に置いた。エレンもリムも目を丸くする。書簡は二十近くあった。

「……何だ、これは」

「十七通あります。三通が見合いの申しこみ。残り十四通は、娘や姪を侍女見習いとしてお傍につけたいという願い状です」

「見合い？　それに願い状だと？」

　苦い薬を飲みこまされたような顔で、エレンは書簡の束を凝視する。リムも無表情を崩し、困惑を隠せずジェラールに訊いた。

「失礼ですが……レギン王女殿下やマスハス卿はご存じなのでしょうか？」

　マスハスはティグルの父ウルスの親友であり、ウルスが亡くなったあとも何かとティグルの面倒を見ていた男だ。ブリューヌの内乱においてもティグルを助け、彼の補佐を務めたリムもその人柄を信頼していた。

　内乱終結後は領地を息子に任せ、レギンと宰相のボードワンに請こわれて王宮に勤めているというが、彼がこれらを見逃すとはとうてい思えない。

「もちろんです。そのお二方の承認をいただけたからこそ持ってきたのですから」

　ジェラールは当然だとばかりに答え、エレンとリムは顔を見合わせる。

　レギンが身分や立場を超えて、ティグルに淡い想いを抱いていることをエレンは知っている。リムでさえ薄々勘づいている。

　にもかかわらず、貴族諸侯がこうした書簡を送ってくるのはどういうことか。王女の想いに気づいていないのか、それとも知っていながら無視しているのか。

「――書記官殿」

　一つ咳払いをしてどうにか落ち着きを取り戻したエレンは、書簡を指先でつつきながら慎重な口ぶりで聞いた。

「この者たちは、レギン王女やティグルヴルムド卿のことをどう思っているのかな？」

「王女殿下にはむろん忠誠を誓っております。ティグルヴルムド卿への評価も低いはずはありません。先の戦における英雄であり、王女殿下やマスハス卿、騎士団の信頼も厚い。ジスタートとの縁も期待できる。よい関係を結びたいと考えているでしょう」

　白々しい笑顔で、褐色の髪の書記官はブリューヌの官僚としての模範解答を口にする。エレンは質問の仕方を間違えたことを悟った。もっと率直に言うべきだろう。

「このような行いを、レギン王女はあまりよく思わないのではないかな。どうやら書記官殿の国の貴族諸侯は違う考えをお持ちのようだが」

「……たしかに王女殿下はティグルヴルムド卿の尽力によって命を救われ、亡きファーロン王の後継として一国の指導者となりました。恩義は情愛となり、殿下は恋する乙女となってティグルヴルムド卿を一途に想い続ける――」

　そこまで言ってから、ジェラールはその表情をにわかに厳しいものへと変える。

「――ことなどあるはずがない。彼らはそう思っています。ティグルヴルムド卿は辺境の伯爵家の生まれであり、弓以外に得意とするものもない。そのような人物が次代の王としてふさわしいはずがない。殿下もそう考えておられるはずだと」

　エレンはそれに言葉を返さず、仏ぶっ頂ちょう面づらで書簡の束を眺めやる。

　ティグルへの評価が低くないというのは、偽りではないだろう。友好を持つ相手としてならば妥協できる点も、玉座に据える対象というのであれば譲れないというだけだ。そして、レギンも同じように考えるものと彼らは信じている。

――仕方ないのだろうな。

　エレンやリム、そしてジェラールなどは銀の流星軍シルヴミーティオにいたので、レギンがティグルに心を許していたことを知っている。だが、ほとんどの貴族諸侯はそれを知らない。王都ニースでの凱旋式は噂に聞いても、そこまで想像するのはさすがに無理だろう。

　そこで何か思い当ることがあったのか、リムがジェラールに尋ねる。

「レギン王女は、ティグルヴルムド卿について何か言っておられましたか？」

「殿下はティグルヴルムド卿の身を大変案じておられます。彼には財貨や領地、地位などでは返しきれないほどの恩がある、ブリューヌに帰ってきたら必ずやその行いにふさわしい待遇を用意すると臣下の前でおっしゃるほどです」

「ま、まあ当然だな。ティグル……ティグルヴルムド卿のおかげで、彼女の現在があるのだからな」

　エレンの顔が引きつり、いつもの口調に戻りかける。だが、白銀の髪の戦姫はどうにか軌道修正してうなずいてみせた。

　財貨や領地、地位では返せない恩。では、いったい何を用意するつもりなのか。

「もっとも、ティグルヴルムド卿が王女殿下から与えられたものといえば凱旋式で隣に座る栄誉ぐらいで、父から受け継いだアルサスの地は接収されて王女殿下と戦姫様の共同管理に。ティグルヴルムド卿ご自身は生まれ育った母国を離れてジスタートへ……」

　そこでジェラールはわざとらしく言葉を切り、愚痴をこぼして申し訳ありませんとおおげさな身振りで一礼する。エレンへの批判ともとれる台詞をぬけぬけと言うあたり、皮肉屋でありながら豪胆なところは変わっていないようだ。

　ティグルからおおよその話を聞いているはずのジェラールが、ことさらにこのような言い方をした意味をエレンはすぐに理解した。これもまた、レギンがティグルを愛しているはずなどないという貴族諸侯の確信につながっているのだろう。

――そのように決めたのは私たちで、ティグルも納得ずみなのだがな……。

　エレンは腕組みをして書簡の束にあらためて視線を落とし、ため息をついた。

　立場上、自分の想いを公にできず、また貴族諸侯の思惑を知りながらも止める理由を持てず、憮ぶ然ぜんとした顔でこれらの書簡を確認したのだろうレギンに共感を覚える。リムもまた、渋い顔で書簡を選別したのだろうマスハスを想像して同情していた。

「……わかった。ティグルヴルムド卿が戻ったら、これらは渡しておこう。それまでは誰にも見せぬよう厳重に保管しておくことを約束する」

「ありがとうございます」

　肩の荷が下りたという顔をして、今度こそジェラールは退出した。扉が閉まると、対照的にエレンとリムは面倒そうな顔で書簡の束を眺めたのだった。







　執務室を出たジェラールは、正門まで送ろうとする兵にある頼みごとをした。

「お手数ですが、もうしばらくいっしょにいていただけませんか？　挨拶しておきたい方がいるのです。戦姫様にはもちろん了承をいただいておりますので」

　台詞の後半は嘘である。いますぐ確認することはないだろうと判断してでまかせを言ったのだ。挨拶したい相手の名前を告げると、兵は疑うことなく納得してくれた。

――戦姫様やリムアリーシャ殿には聞けませんでしたが……。

　最近のティグルがどういった生活を送っていたのか、ジェラールはぜひとも知っておきたかった。個人的な興味もないわけではないが、それ以上の理由がある。

　ティグルの話をすると、レギンやマスハスがたいそう喜ぶのだ。とくにレギンは碧い瞳を子供のようにきらきらと輝かせ、見ている側がおもしろくなるほど表情を変える。

　人並みに出世欲を持っているジェラールとしては、上司の覚えをよくするためにもティグルのことについて手ぶらで帰るわけにはいかなかった。

　案内の兵とともに公宮の廊下を歩き、ジェラールはほどなく目当ての人物を見つける。栗色の髪をツインテールにして、紺色の上着と足元まであるスカート、白のエプロンを身につけている侍女の娘――ティッタだ。ジェラールはにこやかな笑みを浮かべて彼女に呼びかけた。

「ひさしぶりですね、ティッタさん」

　ティッタもジェラールに気づき、笑顔で会釈する。

「ジェラールさん。こちらにいらっしゃっていたんですか」

「ええ。さきほど戦姫様とのお話をすませたところでして」

　それからしばらく、ジェラールはティッタと世間話に興じた。アルサスの様子や王宮勤めに辟易しているマスハスのことなど、彼女が興味を持つ話題はいくつもある。ティッタもまた、最近ティグルがどうしたとか公宮での出来事について楽しそうに話してくれた。

「マスハス様は、変わらずお元気ですか」

「宰相閣下――ボードワン様とよくおたがいの悪口を言いあっておられます」

「ジェラールさんとルーリックさんみたいに？」

　ティッタの無邪気な言葉に、ブリューヌの書記官は言葉に詰まった。他の者が言ったのであれば皮肉や嫌味の類と受けとるところだが、この少女に関してはそれはないとわかっているだけに、反応に困る。

　ふと視線を外して、ジェラールはそばで黙って立っている兵を見た。ジェラールを正門まで案内する役目を負っているので、話が終わるのを律儀に待っているのだった。

「すいませんが、私はもうすこし彼女と話があります。といってこれ以上待たせるのは申し訳ないので、正門までの案内は彼女にお願いしようと思うのですが」

　兵士は迷うような表情を見せたが、ティッタは賓ひん客きゃくであるティグルの侍女であり、エレンやリムにも信頼されている。ここでの生活も半年と決して短くはない。兵士はティッタに手短に事情を話し、お願いしてよろしいでしょうかと聞いた。

「わかりました。そういうことでしたら、あたしがジェラールさんを正門までちゃんと送らせていただきます」

　そうして兵士が歩き去っていくのをティッタとともに見送り、ジェラールは内心でほくそ笑む。ここまでは計算通りだ。

「ところで、ティッタさん。ティグルヴルムド卿のことなんですが」

　にこやかな笑みはそのままに、ジェラールは話題を変えた。ティッタはきょとんとした顔でジェラールを見る。

「ティグル様がどうかしましたか？」

「王都シレジアへ向かわれたと戦姫様からうかがったのですが……。ティッタさんはティグルヴルムド卿から何か詳しい話を聞いておられませんか？」

「……いえ、とくには」

　ティッタは首を横に振ったが、一瞬彼女の目が泳ぎ、声が沈んだものになったのをジェラールは見逃さず、聞き逃さなかった。何かあると直感で判断し、勢いよく身を乗りだしてティッタの顔を覗きこむ。

「――本当に？」

　ジェラールの突然の行動にティッタは怯み、びくりと肩を震わせて後ずさった。ジェラールはすかさず一歩前に出て彼女との距離を詰める。

「あ、あの……」

　ティッタは弱りきった顔でいやいやと首を左右に振り、さすがにジェラールも内心でためらいを覚えた。しかし、隠していることを聞きだすためにはやむを得ない。

「――よさんか」

　だしぬけに、背後から声が聞こえた。頭に衝撃と痛みが走り、ジェラールはよろめく。頭をおさえて振り返ると、そこには甲冑を着込んだひとりの若者が立っていた。

　整った顔だちと一本の髪もないつるりとした頭が特徴的で、手には鞘に納められたままの剣を持っていた。これでジェラールの頭を叩いたらしい。

「一時とはいえ仕えた方の侍女を脅かすとはどういう了見だ、腹黒ブリューヌ人め。答えようによってはこぶがもう一つ増えると思え」

「誰かと思えばあなたですか……」

　忌いま々いましげにジェラールは呻うめいた。

　男の名はルーリック。ジェラールとは短いつき合いながら、因縁浅からぬ仲だった。

「脅かすとは人聞きの悪い。私が彼女に対してそんなことをするはずないでしょう」

「五歳の幼児が見ても怖がらせているようにしか思えなかっただろうよ。貴様、何をしようとしていた」

　ティッタを庇うように、ルーリックは二人の間に身体を割りこませ、ジェラールに刺々しい視線を向ける。ブリューヌ人の書記官はため息をついた。

「曇った目と濁った脳をお持ちのあなたに説明してもご理解いただけないかもしれませんが、私はティッタさんとティグルヴルムド卿の話をしていただけです。ちょっと気になることがあったのでつい前のめりになりましたが」

「……などとこの陰険で陰湿な男は言っているのですが。ティッタ殿」

　ティッタを振り返り、生真面目な顔と口調でルーリックは聞いた。ティッタは困った顔でルーリックとジェラールの顔を交互に見る。

「え、えっと……ジェラールさんのおっしゃったことは本当です。ティグル様のことを話している間に、おたがい熱が入ってしまって」

　栗色の髪の侍女の健けな気げな言葉にジェラールは内心で安堵の息をついたが、ルーリックはまだ不審の念を拭いきれないようだった。

「ティッタ殿。この男を無理に庇いだてする必要はありませんぞ。もし報復を恐れているとしても、この私がティグルヴルムド卿に代わり、あなたには指一本触れさせません」

「騎士気取りですか」

「騎士だからな」

　ジェラールの悪態に即答で返し、ルーリックはティッタを見つめる。ティッタはくすりと笑うと、謝意を示すように小さく頭を下げた。

「ありがとうございます、ルーリックさん。でも、本当に脅かされてはいませんから」

「……わかりました。ティッタ殿がそう言われるなら」

　納得できなかったが、彼女がそう言う以上はルーリックも食い下がるわけにいかない。ただ、釘を刺しておく必要は感じたらしく、ジェラールに向き直る。

「いま私が見た光景については、念のためリムアリーシャ殿に報告しておくからな」

「ちょっと待ってください。どうしてそんなことをする必要があるんですか」

　ジェラールの声に焦りが混じる。彼にとってまずいのは、リムがマスハスと親しいことだ。最悪の場合、彼女が手紙か何かでマスハスにこのことを伝えるかもしれない。

「城内で妙な出来事があれば、上に報告するのは当然だろう」

　腕組みをして堂々とルーリックは答える。正論なだけにジェラールは言い返せない。ティッタに視線で助けを求めたが、申し訳なさそうな笑顔を返されただけだった。

――ここは引き下がるしかなさそうですね……。

　これ以上話を続けようとしても、ルーリックの邪魔が入るのは間違いない。それに、最近のティグルの様子についてはティッタからだいたい聞くことができた。レギンやマスハスへの土産話としては、完璧ではないにせよ質、量ともに満足できる。

――あとは自分でさぐってみますか。まずは王都シレジアに誰かを派遣し、ティグルヴルムド卿がどのような用件でジスタート王に呼びだされたのかを調べなければ。

「それでは、私はそろそろお暇させていただきます。このままここにいると、いやあな顔がつきまとってくるみたいですから」

「あ、では正門まで送らせていただきます」

　ティッタが思いだしたように言って、ジェラールは彼女とルーリックの二人に正門まで同行された。廊下を歩きながらルーリックと悪態の応酬を重ねたものの、そばにティッタがいるからか激しい罵倒にまでは至らず、不完全燃焼気味に終わってしまう。

「ジェラールさんに、神々のご加護がありますように」

　手を振るティッタに手を振りかえし、ルーリックの存在はことさらに無視して、ジェラールは公宮をあとにしたのだった。
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　ブリューヌの北西端にあり、北の海に突きでているブルトン半島は、「バヤールの尻尾」と呼ばれている。ブリューヌの軍旗にもなっている魔法の馬バヤールからとったものだ。この半島が見えたら、アスヴァールまではあと二日ほどだという。

　ところが、ブルトン半島が見えてから、船乗りたちは言葉少なになった。あたかも戦場に身を置いているかのように鋭い目つきになり、言動が荒っぽくなる。乗客たちも雰囲気の変化を感じとって、あまり甲板に出なくなった。

　不思議に思ったティグルとオルガがマトヴェイに尋ねると、彼は憮然として答えた。

「海賊を警戒しているのです」

　虚空に指先で地図を描きながら、彼は説明する。

「ティグルヴルムド卿はご存じのことと思いますが、アスヴァールで争っている二人の王子のうち、エリオットは海賊どもを配下に置いております。彼の拠点はアスヴァール島であり、このあたりは連中にとって庭のようなものなのですな」

「ジスタートの商船は狙わないことになっているのでは」

　そう訊いたのはオルガだ。彼女は甲板に出るときは外がい套とうに身を包み、フードを目ま深ぶかにかぶっている。マトヴェイは肩をすくめた。

「悲しいことに、世の中には『間違えた』という便利な言葉があるのです」

　そんな会話をかわしてから二日が過ぎて、目的地である港町が遠くに見えたとき、船乗りたちは安堵の表情を浮かべた。

「無事にたどりつけそうですな」

　マトヴェイも甲板の上でティグルとオルガを振り返って、にこやかに笑う。もっとも、この男の場合、何かをたくらんでいるような笑顔にしか見えないのが困るところだが、今日までの船旅でマトヴェイの人柄と表情の変化がわかっていたティグルは、笑顔でうなずいた。

「たった七日でブリューヌを東から西まで横断したわけですね。驚きました」

「それが船のよさです。もっとも、今回の航海はよい風に恵まれましたが。さて、私はちょっと船内を見てきます」

　そう言ってマトヴェイが歩き去ったあと、ティグルは徐々に近づいてくる小さな港町の風景を眺めていたが、オルガに服の袖を引っ張られる。

「ティグル、あれを射落とすことができますか」

　腕をまっすぐ伸ばしてオルガが指し示したのは、曇り空の下で優雅に舞う海鳥だ。ティグルはしばらく海鳥を観察したあと、首を横に振った。

「あれは射落としても意味がない」

　ティグルの返答が理解できなかったらしく、オルガは首をかしげる。

「海に落ちるだけだ。この船には小舟が積まれているけど、まさか海鳥一羽を回収するために借りるわけにもいかないだろう」

　海鳥を見ながらの説明を、しかしオルガは負け惜しみと解釈したらしい。フードの奥で目を細め、つまらなそうな声で言った。

「弓だけを持って旅をして、大切に扱ってもいますし、よほど自信があるのだろうと思いましたが……。それとも、わたしが意地悪で言ったように聞こえたのでしょうか」

「意地悪で言ったとは思ってないよ。難しい的ではあるけどね」

　ティグルは穏和な表情と声でオルガに答える。彼女がただの気まぐれで言ったのではないことを知っているからだ。

　この船で寝起きをともにしながらいろいろなことを話したが、彼女はティグルが弓と、あとはせいぜい短剣ぐらいしか武器を持っていないことに心から驚いたものだった。

「そんなに珍しいか？」

　むしろ不思議がってティグルが聞き返すほど、オルガは驚き、あるいは呆れていた。

「ほとんどのひとは剣や鉈なたを持っています。その次に多いのが槍と斧。そういった武器に加えて弓を使うひとはいても、弓だけというのは見たことがありません」

「鉈はいいな。今度から用意しよう」

　狩りのときにはティグルも鉈を持ち歩く。高く伸びた雑草や邪魔な枝葉を切り払うのに便利だからだ。しかし、旅において携帯するという発想はなかった。

　感心しているティグルに、オルガは尋ねた。

「そんなに、弓に自信があるんですか？」

「剣や槍よりはな」

　事実を述べたのだが、オルガは何とも言い難い視線をティグルに向けたのだった。

　空に視線を向け、ティグルはあらためて海鳥を観察した。

　それほど速くはないものの、海鳥はかなりの高さを飛んでいる。船は揺れているし、風も吹いている。並みの技量の持ち主では、矢を命中させることは難しいだろう。

――そもそも、あいつは食えるんだろうか。あんな鳥ははじめて見るからな。

　あとでマトヴェイに聞いておこうと思いつつ、ティグルは視線を港町へと戻す。海岸からすぐのところに小さな丘があり、なだらかな起伏に沿って街並みが広がっていた。丘の上には神殿らしき建物が見える。あそこから海を一望できるのだろう。

　船長が怒鳴るような大声で指示を出した。誇り高き白イルカゴルディベルーガ号は帆をたたんで櫂に切り替える。ゆっくりと港へ向かった。







　マリアヨは、アスヴァール王国ではごくありふれた港町の一つだ。

　船着き場は荷のあげおろしに忙しい人々でにぎわい、点在する露店の間を商人や旅人、買いものに現れた主婦などが行き交って猥雑な雰囲気に包まれていた。

　大人の背丈ほどもある大きな魚が、その場でぶつ切りにされて売られていく。篭いっぱいの小魚は獲りたてらしくまだぴちぴちと跳ねており、木桶にうずたかく積まれた貝からも海水が滴っていた。また、キノコやキャベツ、野草を筵むしろに並べて売っている者もいる。

「にぎやかだが、リプナほどの活気はないな。内乱のせいかな」

　ティグルが素直な感想を口にすると、隣のオルガもうなずいた。

「港の大きさは同じぐらいなのに、船の数が違いますね」

　その言葉に、ティグルは意外そうな顔で彼女を見る。弓について話していたときもそうだったが、この少女は年齢の割にずいぶんと旅慣れて落ち着きがある。リプナを発ったときのティグルなど驚くことばかりで、港も船もろくに観察していなかった。

　誇り高き白イルカゴルディベルーガ号は船着き場に横づけされ、乗客たちが次々と降りていく。ティグルとオルガはマトヴェイを待って、最後に降り立った。

　ひさしぶりに固い地面の上に足をつけたティグルだが、身体に違和感を覚えてその場で何度か足踏みする。不思議そうな顔でオルガが聞いてきた。

「何をやっているんですか」

「疲れているだけかもしれないが、身体がまだ揺れている気がする」

「……それはわたしもしますね。何でしょうか」

　二人は顔を見合わせて首をかしげる。明快な答えを告げたのはマトヴェイだった。

「私たちは波酔いと呼んでいますが、身体が、揺れのある状態に慣れてしまったんです。たいていは放っておけば治まりますよ」

「放っておけば、というのはどれくらいでしょうか」

　気持ち悪そうな声でオルガが尋ねる。マトヴェイは眉間に皺を寄せつつ答えた。

「一刻ばかり歩けば、身体は固い地面に慣れます。まれに、病のごとく悪化する者もいますが、あなたがたは船酔いもしなかったのだからだいじょうぶでしょう。ひとまず腹ごしらえとまいりましょうか」

　マトヴェイが先導して港を出て、通りを歩く。

――やっぱりブリューヌやジスタートとは違うな。

　家を囲む柵の、木の材質や組み方、壁の模様、屋根の造り。そういった細かな部分の違いが、耳に漏れ聞こえてくる人々の会話が、異国に来たという想いを強くする。たまに目につく文字も読めないものばかりだ。

　やがて、マトヴェイは一軒の店を選んで入った。ティグルとオルガも続く。扉をくぐった瞬間に香ばしい匂いが鼻腔をくすぐり、喧噪が耳じ朶だを打った。

　こぢんまりとした店で、すでに半分以上が埋まっている。客は町の住人だけでなく、旅人や船乗りもいた。奥にある丸テーブルを三人で囲むと、客たちを押しのけるようにしてやってきた給仕の娘にマトヴェイが酒と料理を注文する。

　ティグルは店内をぐるりと見回した。こういうところはどこも変わらない。

「このあとだけど――俺たちはひとに会う予定がある」

　ティグルは店内でもフードを目深にかぶったままのオルガを見る。怪しい人物ですといっているようなものだが、他の客もまっとうからはほど遠い。言及しないことにした。

「早ければ、今日にもこの町を出るつもりだ。君はどうする」

　問いかけられたオルガは、考えるようにそっと目を伏せる。三つ数えるほどの間を置いて口を開いた。

「途中まで同行させてもらっていいでしょうか。食事や宿について、自分の分は自分で用意します。迷惑をかけるようなことはしません」

「君の旅の目的を教えてくれるなら」

　ティグルの返答に、オルガは再び沈黙する。おそらく場をとりなそうとしたのだろう、何か言いかけたマトヴェイを手で制して、ティグルは言葉を続けた。

「君の素性を詮索する気はないし、旅の目的についても詳しく聞こうとは思わない。でも、いま俺が言ったような、ひとに会う、ていどのことぐらいは話してほしい」

　船旅の間、ティグルはオルガについて考えてみたことがあったが、結論は出なかった。

　どうにもその年齢にそぐわない。旅慣れているらしいことも、腰に下げている立派な斧も。自分やマトヴェイなどを前にしても動じたり、怯えたりしない堂々とした態度も。

　旅芸人や吟遊詩人ミネストレーリならば、仕事の道具がないのはおかしい。何らかの罪を犯して逃亡中だとすれば、言動が雑だ。こちらが何も聞かないからとはいえ、あまりに自分のことを語らない。

　極端な発想だと思いながらどこかの密偵という可能性も考えてみたが、さすがに若すぎるし、かえって目立つだろう。

　今度の沈黙は長かった。給仕が大きな陶杯になみなみと注がれた麦酒ドゥミを運んできてテーブルに置いたところで、ようやくオルガは口を開く。

「見たいものがある……というのでは、だめですか？」

　マトヴェイがティグルに視線を向ける。反対はしないが賛成もしないという顔だ。

「それは、どこかに行きたいということか？」

　ティグルの質問に、オルガはふるふると首を振った。

「この国をてきとうに歩きまわって、立ち寄った町や村でいろいろな話を聞いてみたいというだけです。どこかの町や村へ行きたい、というのはとくにありません」

　ますますわけがわからない。いまのところ戦の気配がないブリューヌやジスタートならばともかく、ここはアスヴァールだ。

　ティグルはくすんだ赤い髪を乱暴にかきまわしてため息をついた。マトヴェイを見る。

「あなたを助けるようにと、私は言われておりますので」

　判断は任せるということらしい。それでいいのかとティグルが視線で問うと、強こわ面もての船乗りは楽しそうな笑顔で言った。

「海の上では不測の事態などいくらでも起きるものです。小さな女の子ひとりにおろおろしていては、背中の白イルカに愛想を尽かされてしまいますからね」

　ティグルは彼に対して感謝の念と申しわけなさを同時に覚えた。彼はティグルの部下ではなく、サーシャに頼まれて協力しているに過ぎない。だが、彼は自分の半分くらいしか生きていないだろう若者の意思を尊重してくれているのだ。

「その白イルカが似合うひとに聞きたいんですが、今後の予定は？」

「馬を調達でき次第、町を出ます。目的の町には二日後か三日後に着く予定ですね。今夜は野営をすることになりますが、明日は街道沿いの小さな村に泊まります」

　質問を予想していたのだろう、マトヴェイはすらすらと淀よどみなく答える。ティグルはことさらに厳しい表情をつくってオルガに向き直った。

「俺たちはアスヴァールに長居する気はない。用事をすませたら、さっさとジスタートへ帰る。だから、その町まででよければ、ということになるが」

　オルガが同行することについて、ティグルたちに何の得もないということはない。子供を連れていれば、密使とは思われにくいだろう。

「……わかりました。では、その町まで」

　オルガは小さな身体を動かして、ティグルとマトヴェイにそれぞれ頭を下げる。

「それじゃ、この国での旅がよいものになることを願って乾杯といこうか」

　三人はそれぞれ陶杯を手に取り、軽くぶつけた。勢いよく麦酒を呷あおる。半分ほど飲んで一息つくと、ティグルは顔をしかめた。

「ずいぶん苦いな、これ」

　ブリューヌでもジスタートでも麦酒を飲んだことはあるが、ここまで舌に苦みが残るものはなかった。オルガも同じ感想らしく、フードの奥の表情が歪んでいる。笑顔のままなのはマトヴェイだけだ。

「水や葡萄酒ヴィノー、香草で薄める飲み方もありますが。それとも他の酒を飲まれますか」

　迷っている間に、料理が運ばれてきた。牛肉を酒で煮こんだものやカラスムギの粥カーシャといったアスヴァール独特の料理に加え、港町だからだろう、鮭と貝とキャベツのスープ、内臓を取りだして腹に香草とキノコを詰めて焼いた鱈たらなど魚介類を扱ったものが多い。

　他にもすり潰したジャガイモを載せたパンや羊肉と大豆の炒めものなどもテーブルに並ぶ。どれもこれもが湯気の中に香ばしい匂いをはらんでおり、眺めているだけで口の中に唾がたまる。どれから手をつけようか迷うほどだ。

　カラスムギの粥は独特の匂いと食感があり、牛肉の酒煮こみは味が濃いのでパンと交互に食べるとちょうどいい。スープに使われている鮭は塩漬けにされていたもので、溶けた塩がよくきいている。

　ティグルたちは料理の数々に舌鼓を打ちながら、今日までの船旅やこの町の印象などについて話していたのだが、他のテーブルから聞こえてくる会話にも耳を傾かたむけていた。

「……俺たちがジスタートを発つ前と、情勢は変わっていないみたいだな」

　ジャーメイン王子とエリオット王子の争いのことだ。小規模の戦闘はたびたび起きているものの、依然としてどちらかが優勢になったというわけではないらしい。

「これから動くかもしれません。エリオット王子が拠点であるアスヴァール島を離れて、大陸へ来るようですから」

　同じく漏れ聞こえてきた会話の一端を、マトヴェイが口にする。

「自軍の兵を激励するためでしょうか」

「ご自身が指揮をとる可能性もありますな。変わらず、数はエリオット王子の側が優勢のようですし」

　白身魚を口に運びながらマトヴェイが答えた。麦酒を飲む手を止めてオルガが尋ねる。

「エリオット王子の軍は海賊がほとんどだと聞いていますが、そんなに多いのですか」

「半年前に、ブリューヌで内乱があったでしょう。あのときに北の方へ逃げた敗残兵が実に数千ばかり海賊になったと聞いております」

　マトヴェイの台詞に、ティグルは料理を喉に詰まらせそうになった。

「他にも傭兵や、海の民と呼ばれる者たちなど実に多彩です。また、こういう暗い状況が長引くほど、職にあぶれて食い詰める者が出ます。ジスタートとてその影響を受けずにはいられませんからな。たとえば――」

　食事の手を止めて、不意にマトヴェイは真面目な顔になる。

「アスヴァール商人との交易で生計を立てている者がいるとして、内乱によってその商人が亡くなり、交易できなくなったとしたらどうなるでしょうか。新たな取引相手をさがせばいいと言うかもしれませんが、そんなものが簡単に見つかるなら苦労はしません」

　二人の会話を聞きながら、ティグルは乱暴にパンをちぎって口に放りこんだ。

　飢えから逃れるためとはいえ、海賊になるのは許されることではない。不幸は、罪のない者から奪う理由には決してなりえないのだ。

　では、海賊になるぐらいなら飢えて死ねというのか。

　違う。なされるべきは、もっと別のことだ。

「ティグルヴルムド卿」

　知らず知らずのうちに、ティグルは深刻な顔で黙りこんでいた。マトヴェイが凄むような表情となだめるような口調で言う。

「船旅の疲れですかな。食事が冷めてしまいますよ」

「ああ、いや、ちょっと今後の予定を考えていて」

「我々にとってここは異国です。どうにもならないこともあるでしょうが、それでもへこたれずにいたいものですな」

「……そうですね。ありがとうございます」

　ティグルが礼を述べたのは、マトヴェイの配慮に対してだった。若者が何に怒り、悩んでいるのかマトヴェイはわかった上で、遠回しに気遣ってみせたのだ。

　テーブルに残っている料理にティグルは猛然と手を伸ばす。体力も気力も万全な状態でジャーメインに臨むには、いまからしっかり食べておかねばと自分に言い聞かせた。




　　　　　　　†




　小高い丘に挟まれた街道を通って森を抜けると、小さな村が見えてきた。マリアヨの港町を発ってから二日後のことだ。

　ティグルたちは三人とも馬上にあり、荷物も鞍にくくりつけている。マトヴェイが先頭に立ち、次がティグル、いちばん後ろにいるのがオルガという形だ。

　オルガのことを旅慣れているとティグルは思ったが、彼女は行動でもそれを証明していた。昨日、野営をしたとき、彼女はわずか半刻ほどの間に二羽の野兎を狩ってきたのだ。

　ティグルも野鳥を二羽仕留めており、その日の夕食はなかなか豪華なものになったのだが、野兎と野鳥をさばく際もオルガは実に手際よくやってのけた。血抜き、皮剥ぎ、羽むしりなど淀みなく作業を進め、ティグルは感心したものだった。

　それでいて、彼女には子供らしいところもある。

　今朝、起きると、まわりに霧が出た。すぐに晴れるかと思ったのだが、次第に濃くなってきたので、マトヴェイが麻あさ縄なわを用意して、霧の中ではぐれてしまわぬよう、自分たちの腕にそれぞれ結んだ。

「むやみに動くのは危険です。晴れるまでじっとしていましょう」

「アスヴァールは『霧と森の国』と呼ばれていますが、いつもこうなんですか」

　そうティグルが聞いたときには、自分たちのところまで霧が流れてきている。

「ええ。ところで、こんな怪談をご存じですか？　こうやって仲間と話していると、急に霧の中から知らない者の声が割って入ってくるという……」

　わざとらしくマトヴェイが声を低めると、オルガの腕とつないである縄が急に強く引っ張られた。ややあって、「驚かさないでください、マトヴェイさん」と、少女が抗議する。

　すると、マトヴェイは真面目な声でこう返したのだ。

「いえ、いまのは私ではありません」

　次の瞬間、オルガは勢いよく立ちあがった。ティグルとマトヴェイを同時に引っ張るほど、その力は強く、よほど驚いたらしい。マトヴェイはすぐに謝罪したが、霧が晴れたあともオルガはしばらく憤然としていたのだった。

「まだ日は高いですが、今日はこの村で休みます」

　太陽が燦さん然ぜんと輝く雲一つない空を見上げながら、先頭を進むマトヴェイが言った。

「明日の早朝に発てば、昼過ぎには目的地であるバルベルデに着けるでしょう」

　収穫を終えたあとの畑には枯れ草色の麦わらがまばらに散っており、農夫たちがのんびりと仕事をしている。畑の向こうには漆しっ喰くいの壁に平たい石を重ねた屋根でできた、素朴な造りの家々が並んでいた。故郷の村々を思いだし、ティグルの目に懐なつかしさがよぎる。

　ふと、ひとりの農夫がこちらを振り向いて、ティグルたちに気づいた。穏やかだった彼の顔は一転して不審と恐怖の入りまじったものに変貌し、他の農夫に声をかけて慌ただしく走っていく。

「……どうしたんだ？」

　村人がよそ者を警戒するのは珍しい光景ではない。だが、それとは違う雰囲気をティグルは感じとった。

「マトヴェイさんの顔が、彼らを驚かせてしまったのでは」

　オルガがつぶやき、マトヴェイはおおげさに悲しそうな顔をしてみせる。ティグルもつられて笑った。この少女が冗談を口にするのは珍しく、緊張を帯びた空気がやわらぐ。

「何にせよ、あまり脅かしたくはないな。馬から下りていこう」

　馬上から話しかけては、相手を萎い縮しゅくさせてしまう。三人は馬から下り、手た綱づなを引いて村へと入った。ひとりの男がこちらへ歩いてくる。麻の服は土に汚れており、顔には汗を拭ったあとがあった。ついさきほどまで農作業をしていたのだと一目でわかる姿だ。

「旅の方、この村にどういったご用で」

「食事と一晩の宿を求めたい。馬にもだ」

　答えたのはアスヴァール語が流暢に話せるマトヴェイで、懐ふところから数枚の銀貨を取りだして男に渡した。男は銀貨を眺めたあと、ティグルとオルガを一いち瞥べつする。ティグルは彼を安心させるような笑顔で言った。

「俺の故郷にもこういった村はあった。うろついて、あなたたちの作業の邪魔をするつもりはない」

　それを、マトヴェイがあらためてアスヴァール語で伝える。男は安堵の息をつき、警戒心を若干緩めたようだった。

　ティグルたちは男の家に案内された。男は村長だったらしく、この村で唯一の二階建ての建物だ。家のそばには家畜小屋や穀物倉などもあり、男は家族に手伝わせて馬をそちらへ連れていく。ティグルたちは家の二階にある空き部屋を提供された。

　部屋には何もないが、望むものがあれば可能なかぎり用意するという。ティグルは交渉をマトヴェイに任せて窓際へ歩いていった。

　窓からは村の様子が一望できる。自分たちが入ってきた村の入り口も見えた。子供たちが興味深げに窓に立つティグルを見上げていたので、手を振ってやると何人かはさっと隠れ、あるいは逃げるように駆けていき、数人はぎこちなく手を振り返す。

「ティグルヴルムド卿、話がまとまりました」

　マトヴェイの声に、ティグルは彼へと向き直った。

「ベッドは無理ですが、厚手の毛布をひとりにつき三枚用意してくれるとのことです。食事は一刻後。パンとスープで、鶏を一羽潰してくれると。あとは湯を桶に三杯分」

　そこまで言ってから急に声をひそめて、あと鶏一羽分ほど粘りましょうかとマトヴェイは楽しげにつけくわえる。ティグルは苦笑して首を横に振った。

　村に遠慮したというよりも、最初に見たときの怯えている様子が気になって刺激するのを避けた、というほうが正しい。

　運ばれてきた毛布を床に敷いて、ティグルはその上に寝転がる。手足をのびのびと伸ばしてのくつろぎように、オルガが呆れた顔になった。村の者が部屋からいなくなった時点で、彼女はかぶっていたフードを脱いでいる。

「だらしない……」

「ここしばらく、こんなふうにできる機会がなかったからな」

「たしかに。私もしばらく自由を全身で味わうとしますかな」

　マトヴェイが同意し、彼もまた同じように毛布の上に横になった。オルガはぼんやりとした無表情で二人の男を見下ろしていたが、自身も毛布の上に身体を横たえる。

　しばらくの間、三人は何もせず、一言も喋らずにそうしていた。

　そうして半刻ばかり時間が過ぎたころ。不意にティグルが顔をしかめた。遠くで悲鳴のようなものが聞こえた気がしたのだ。

　ティグルとオルガが身体を起こしたのは、ほとんど同時。一呼吸分遅れてマトヴェイもむくりと起きあがる。ティグルは手元に置いていた黒弓をつかみ、矢の入った矢筒を手繰り寄せて窓際へと歩み寄る。慎重に外の様子をうかがった。

――何だ、あいつらは……。

　三、四十人ほどの男たちが村の中にいる。見るからに粗暴な雰囲気をまとっており、武装はしているものの装備に統一性はない。鋲を打った革鎧を身につけている者もいれば、鎖かたびらを着こんでいる者もいた。武器も剣や槍、斧に鎚矛メイスと不揃いだ。

　そして、村の家々はいずれも戸を固く閉ざしていた。まるで、息をひそめて嵐が過ぎ去るのを待っているかのように。畑へ出ていた数人だけが、家畜の馬や牛といっしょにその場に立ち尽くしている。

　男たちは一軒の家に目をつけると、大声で罵声を浴びせながら扉に槍や鎚矛メイスを叩きつけた。叩き壊された扉を踏み越えて数人が家の中へ入っていき、複数の悲鳴があがる。

「野盗……なのか？」

「この近くを根城にしている山賊という可能性はありますな」

　窓を挟んでティグルの反対側から様子を見ているマトヴェイが、冷静な口調で答えた。

――だが、山賊にしてはおかしい。

　ティグルは眉をひそめる。襲撃にしては、男たちの態度はあまりにものんびりとしているのだ。村人たちも逃げるのではなく、ただ扉を固く閉ざしているだけである。

　考えている間にもまた別の男たちが違う家を襲った。畑に向かった者たちは農夫を囲んで殴りつけた。楽しそうに笑いながら家畜を叩き殺す者まで現れる。

　気の弱い者ならば震えあがるに違いない。見ているだけで気分が悪くなる惨状だった。怒りに耐えかねたティグルの右手が矢筒に伸びたとき、部屋の扉が叩かれる。マトヴェイがすばやく動いて応対に出た。

　そこにいたのは四十代半ばの女性だ。村長の家族である。彼女は顔を青ざめさせながらも、ここにいれば安心だから雨戸を閉めてじっとしていてほしいと言った。

「あの連中は何なんだ？　山賊か？」

　ティグルの質問に、女性は疲れた顔で首を横に振る。

「あの方々はジャーメイン殿下の兵です」

　その答えにはティグルだけでなく、マトヴェイとオルガまでもが目を瞠みはった。

「ジャーメイン王子の兵……？　あれが？」

　にわかに信じられない話だが、この女性が自分たちにそのような嘘をつく理由はない。何より、それならば彼らの態度も、村人の対応も納得できる。

　そのとき、女性の視線がティグルの手元に向けられた。黒弓を握りしめる左手と、矢を抜きかけた右手とに。

「な、何をなさるつもりですか？」

　女性の声が怯えに震える。ティグルが答えるより早く彼女は小走りに駆けよって、若者の手をおさえるようにすがりついた。いまにも泣きだしそうな顔と声で訴える。

「お願いします。変な真ま似ねはしないでください。お願いします……！」

「しかし……しかし、あいつらを野放しにしておいていいはずがないだろう」

　苦しげにティグルが言葉を吐きだすと、彼女は目の端に涙をにじませて表情を歪めた。

「あなたがたは、明日にはここを発たれるのでしょう。私たちは今日だけでなく、明日も明後日もこの村で生きていくんです」

　口の中いっぱいに苦みが広がっていくのを感じながら、ティグルは彼女の悲痛な声に応えられずにいた。

　ここでティグルがあの兵士たちを追いはらっても、状況はよくならない。彼らはこの村に復讐するだろう。最悪の場合、ジャーメイン王子に逆らったとして村を焼くかもしれない。

　彼らの暴威が過ぎ去るまで、耐える。犠牲を払ったとしても。

　それが、この村に住む者たちが選んだ道なのだ。

　女性はさらに言葉を続けようとしたが、聞こえてきた悲鳴がそれをかき消した。

　ティグルが窓の外を見ると、数人の娘が多数の兵士におさえつけられて、村の中央へ引きずられていく。それを阻止しようとしたらしい村人たちは、殴られて地面にうずくまっていた。

「――マトヴェイ」

　ティグルは白イルカの船乗りの名を呼んだ。その声が帯びた凄みに、マトヴェイの肩がびくりと震える。

「このひとを縛りあげろ。いや、この家にいる者は全員縛って一階に転がしておけ。それと、何を使ってもいいから一階をふさげ。戸口も窓も、すべてだ」

　驚愕の表情を浮かべたのは女性と、そしてオルガの二人だった。マトヴェイはティグルの意図をたちどころに了解し、女性を羽交い締めにする。

「あなたはどうなさるのです？」

　マトヴェイの質問に、ティグルは言葉を返さず、矢筒を腰に下げた。

　窓枠に足をかけ、次の瞬間には軽やかな身のこなしで外の壁にとりつき、すばやく屋根の上によじのぼる。地上の兵士たちで気づいた者はいない。

　屋根の上に腰を落ち着けるとティグルは弓をかまえ、矢をつがえる。娘に覆いかぶさらんとしている兵士に狙いを定めた。距離は百アルシン弱。造作もない。

　放たれた矢は風を切って飛び、吸いこまれるように男の頭部を貫つらぬく。息絶えた男の身体は傾いて、娘の横に倒れた。何人かが仲間に不審の目を向け、その頭にある矢を見み咎とがめたときにはすでに二本目が放たれている。

　二人目の首筋に刺さった矢が喉を突きぬけ、血に染まった鏃を覗かせた。男はその場に倒れ、声も出せず苦しげにのたうちまわる。

　ようやく男たちは敵の存在に気づいた。一方、ティグルは冷淡な表情を微み塵じんも変えず、三本目の矢を放って三人目を射倒す。脳裏にちらついているのは、一年前の記憶だ。

　生まれ故郷であるアルサスの中心都市セレスタ。テナルディエ公爵の息子ザイアンが兵を率いて襲撃し、いくつもの民家が打ち壊され、焼かれ、何人もの民が命を落とした。

　いま、娘たちが兵士らに組み敷かれている様子は、かつて、ティッタがザイアンに襲われかけたときの記憶を、ティグルに思いださせていた。

　あのとき目にした光景を想えば、黙って見過ごせる若者ではなかった。







　ティグルが三人目を射倒したころ、二階では、マトヴェイが手際よく女性を後ろ手に縛り上げていた。猿ぐつわまでして、短剣を彼女の首筋に押し当てる。もちろん傷つけないよう気をつけているが、強面のために異様な迫力があった。

「ティグルヴルムド卿もむごいご命令をなさる。少々痛いでしょうが、ご容赦ください」

「説明して」

　マトヴェイに聞いたのは、ことのなりゆきを黙って見守っていたオルガだ。その瞳には疑問と微量の苛立ちが渦を巻いている。

「おわかりになりませんか。いや、失礼。いまは手がふさがっておりますので、のちほどご説明しましょう。手伝っていただければ、その分早くなりますが」

　楽しそうなマトヴェイの返答に、オルガのぼんやりとした無表情はわずかに動いて、眉間に皺が寄った。考えこむように視線がぐるりと室内を一周し、それから窓の外へと向けられる。

「あの連中を斬り伏せるのも、手伝いにはなるか？」

　拘束した女性とともに部屋を出ようとしていたマトヴェイは、足を止めた。

　オルガの口調から普段の丁寧さが失われたことも驚きだったが、それ以上に、冷たい声こわ音ねに振り向かずにはいられなかった。その意味を問うべく口を開こうとしたが、機先を制される。

「なるかどうか、それだけを答えろ。手がふさがっているのだろう」

「……できれば一人は死なないていどにしておいていただけると、使い道が」

　そう答えるのがやっとであり、言い終えたときにはオルガは動いていた。床を蹴ってマトヴェイたちの脇をすり抜け、廊下を駆けていく。

　マトヴェイは呆けたような顔でそれを見送ったあと、女性の視線でようやく我に返った。







　家の外では、ティグルがちょうど六人目を射倒したところだった。

――とんだ計算違いだな……。

　兵士たちは、半数が不意を打たれた衝撃からまだ立ち直れずに右往左往しているものの、残り半数は副官らしき男の指示を受けて反撃を試みようとしている。

　彼らを統率していた隊長格の男を、ティグルはすでに射倒していた。

　まず指揮官を倒して混乱させ、さらに数を減らして敗走させる。

　ティグルはそう考え、前半まではうまくいったのだが、いち早く建物の陰へと逃れた副官が必死に兵たちを叱しっ咤たして、士気を回復させつつあった。

　指揮官が倒れた場合、副官が指揮を代行するのは当たり前のことだが、奇跡的とすらいえる見事さである。まともな軍でも、これほど早い立ち直りはめったにない。

――さて、どうやって崩すか。

　黒弓に矢をつがえながら、ティグルは冷静に次の展開を考える。自分が圧倒的に有利なように見えて、実はそうではないことをティグルは知っていた。

　ジャーメインの兵たちが建物の陰などに身を隠しつつ村人を人質にとれば、ティグルは投降せざるを得ない。もしティグルが人質を見捨てても、村人はそのまま矢に対する盾として使える。そうして身を守りながらこの家を囲めば、戦いは困難なものとなるだろう。

「敵はたったひとりだぞ！　てめぇら、何をびびってやがる！」

「俺がひとりでこんなことをすると思うのか！　おまえこそ、下っ端ばかりにやらせてこそこそ隠れずに前へ出てきたらどうだ！」

　男の罵声にかぶせるように、ティグルも村中に響けとばかりに怒鳴りつける。八人目を射倒した。高所から狙い撃ちにされているとあって、ジャーメインの兵たちは腰が引けている。このまま押し切ってしまいたかった。

　兵士のひとりが、手斧を投げつける。ティグルは身体をひねってそれを避けたものの、体勢を崩して足を滑らせた。屋根から落ちるのはまぬがれたが、その隙を見逃さず副官が叫ぶ。

「走れっ！」

　その命令を受けて、四人の兵士が走った。ティグルの立っている家に向かって。

――しまった……！

　ティグルはすばやく矢を放って一人射倒したが、残り三人は足を緩めず扉に殺到する。

　そのときだった。扉が内側から勢いよく開かれて、小柄な身体を外套に包んだ少女が飛びだしてくる。オルガだ。ジャーメインの兵たちは反射的に身構えたものの、相手が子供だとわかると手にしていた武器を容赦なく振り下ろした。

　鈍い音が連鎖して、ぱっと血飛沫が舞う。ティグルは愕然として彼女の名を叫びかけたが、次の瞬間悲鳴をあげて倒れたのはジャーメインの兵たちだった。

　オルガは、広がりつつある血溜まりの中に黙然と立っている。彼女の背丈の半分以上はあるだろう巨大な斧を、両手で持っていた。

――何だ、あの大きな斧は。

　ティグルだけではない、物陰に身を潜ひそめていたジャーメインの兵たちも、逃げ遅れていた村娘たちも、誰もが呆然とした顔で少女を見つめている。

　信じ難い光景だった。彼女に襲いかかった三人の兵のうち、ひとりは金属片で補強した革鎧を、二人は鎖かたびらを身につけていた。少女は、それらごと彼らの腹を斬り裂いたのだ。大人でも扱うのに苦労するだろう巨大な斧を軽々と振るって。
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　オルガは周囲の驚愕など気に留めず、男たちの様子を観察している。ジャーメインの兵たちは、新たに現れた尋常でない敵に戦慄した。何人かが、指示を求めて副官に視線を向ける。

　彼らのその反応を、オルガは待っていた。足元の死体を無造作にまたいだかと思うと、副官に向かって猛然と走りだす。副官は焦って叫んだ。

「し、仕留めろっ！」

　その命令を受けて、二人の男がオルガに襲いかかる。だが、そのうちのひとりはティグルの放った矢に首を貫かれて地面に倒れた。残ったひとりもオルガの斧によって腕を肘から斬り飛ばされ、絶叫とともにその場にうずくまる。

　逃げきれないと悟ったのか、副官は腰を低くして待ちかまえる姿勢をとった。手にしている武器が槍だったこともあるのだろう。オルガに対して先手をとれると思ったのだ。

　副官が槍を突きだす。己に迫る鈍色の穂先を、オルガはただの一薙ぎで吹き飛ばした。

　薄紅色の髪の少女の行動はまだ終わらない。もはやただの棒切れになった槍の脇を一息に駆けて間合いを詰める。副官の首が、血の尾を引いて宙に飛んだ。

　オルガは死体には目もくれず、副官を援護するべく駆けてきた兵に斧を突きつける。

「武器を捨てろ」

　それ以外の行動をとったら命を失うことを、男は瞬時に悟った。自分の半分ほどしか生きていない少女に心の底から恐怖し、武器を捨て、手を頭の後ろに組んで降伏する。

　他の兵たちはわっと叫んだかと思うと、武器を捨て、背を向けて逃げだした。副官が倒れたいま、彼らを統率できる者はいなかった。
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　オルガが捕らえた兵を、ティグルはすぐに解放した。短い命令を告げて。

「帰って伝えろ。異国の者がジャーメイン王子に会いたがっていると」

　その後、ティグルは街道に面した村の出入り口に腰を下ろした。ジャーメインの兵たちが逃げていったのはこちらの方向だ。ここで待っていれば、いずれ彼らの仲間が姿を見せるだろう。

　しばらくして、馬を連れたマトヴェイとオルガが歩いてくる。ティグルは二人を振り返ると、やや陰りを帯びてはいるものの穏やかな表情で尋ねた。

「村の様子は？」

「名主のひとりがあの家にやってきたので、中を見てもらいつつ事情を説明しました」

　狐や猪などを入れないようにするためだろう、村は粗末ながら背の高い木の柵で囲まれている。そこに馬をつなぎながら、マトヴェイは朗らかな声音で説明した。

「家の者は全員縛っておいてもらえましたか」

「ええ。のちほど、その名主がこちらに来るそうなので、ティグルヴルムド卿からあらためて説明をお願いします。それと、ごろつきどもの埋葬は彼らがやってくれるそうで」

「助かりました。ありがとうございます」

　ティグルが頭を下げると、マトヴェイは苦笑して手を振る。

「お気になさらず。あのような光景を目にしながらむざむざ見捨てたとあっては、私も主に顔向けができなくなるところでしたから。あと、ティグルヴルムド卿。そろそろ丁寧な言葉遣いはやめていただきたい。その方があなたもやりやすいでしょう」

「……まあ、そう言ってもらえるなら」

　困惑したふうに頭をかくと、ティグルは表情をゆるめてオルガに向き直る。

「君にも感謝しないとな。ありがとう。正直助かった」

　彼女の持つ不思議な斧のことはもちろん気になるが、ティグルは触れないことにした。オルガが自分の素性や旅の目的を明かさない理由のひとつだと思えたからだ。

「それより説明してほしい。どうしてあの家のひとたちを縛ったのか」

　ティグルはおもわずまじまじと彼女を見つめていた。無表情のままではあるが、静かな声の中に強い芯を感じさせる。これがオルガの本当の姿かもしれない。

　少し考え、ティグルは子供に話すのではなく、対等の相手に聞かせるつもりで言った。

「あれだけのことをされながら、この村のひとたちは抵抗しなかった。兵たちの態度や村の反応を見るかぎり、ああいうのは一度や二度じゃないんだろう。もしかしたら、見せしめに潰された村もあるのかもしれない」

　オルガの表情が曇る。ティグルは真面目な口調で続けた。

「逆らわないことが村の方針なんだ。逆らえば、あの連中の怒りを買って報復される。巻き添えをくった他の村人たちにも恨まれる。まして、村長や名主のような地位のあるひとがやったら混乱のもとだ。だが……俺たちが邪魔をされないように彼らを縛りあげたというのなら、村に対して面目は立つ」

　自分にすがりついた女性の言葉をティグルは思いだす。私たちは今日だけでなく、明日も明後日もこの村で生きていくんです。

　抵抗するには勇気と覚悟と、何よりも充分な備えがいる。簡単にできることではない。

　オルガはうつむき、不満そうにつぶやいた。

「この村を捨てて逃げるという選択肢はないのか。非道や圧政のないところへ……」

「畑を耕したことはあるか？」

　穏和な笑みを浮かべてティグルは優しく問いかける。オルガは目をしばたたかせたあと、首を横に振った。視線を巡らせて、ティグルは遠くの畑を見つめる。

「きついんだよ、あれ。俺も鍬を握ったことは一度しかないけど。まず、小石や雑草、木切れをできるかぎり取り除く。重労働だ。次に土を掘り起こすんだが、かなり深くまで鍬を入れなくちゃ駄目だからやっぱり重労働だ」

　故郷の畑が、ティグルの脳裏に浮かぶ。いまは亡き父と並んで見ていた風景が。

「鍬を入れている途中で、土の中に埋まっている石ころなんかに当たって刃が曲がったり欠けたりしたら、直さなくちゃならない。もしも鍛冶師がいなくて木製の鍬しか使えなかったら、時間も労力もえらくかかる」

「……牛や馬に鋤を引かせるというやり方を聞いたことがある」

「誰もが牛や馬を飼っているわけじゃない。あれは値が張るし、飼い続けるのも難しい」

　ティグルの返答に、オルガは一言もなく黙りこんでしまう。重く沈みかけた雰囲気を払うようにマトヴェイが口を開いた。

「さて、ティグルヴルムド卿はこれからどうされるのですかな」

「ここでジャーメイン王子の部下を待つさ。早ければ明日にでもやってくるだろう。多少おかしくなったが予定通りだ」

「あなたはジャーメイン王子に会うためにこの国へ来たのか」

　オルガが瞳に意外そうな色をにじませる。

「ああ。だから、君との旅はこれまでだな」

　こんな別れ方になるとは思わなかったが、この子ならだいじょうぶだろうとティグルは確信できた。馬の乗りこなしようといい、狩りの腕前といい、そしてあの見事な戦いぶりといい、オルガの実力はたしかだ。

　だが、薄紅色の髪の少女はティグルが考えてもいなかった言葉を返した。

「ティグル。よかったら、あなたの従者として同行させてもらえないだろうか」

「……理由は？」

　そう尋ねるのに、呼吸二つ分ほどの時間がティグルには必要だった。

「ジャーメインというひとを直接見てみたい。――駄目か？」

　即答したかと思えば一転して、子供のようなしおらしい表情で問いかけてくる。ティグルは腕組みをして唸った。オルガが、これからジャーメインと会うことの危険性を理解していないとは思えない。何を考えているのかさっぱりわからなかった。

「君は、何者なんだ？」

　迷った末に、ティグルは率直に訊いた。

「これまでおたがい聞かずにいたし、ここで別れるなら聞かずにおこうとも思っていた。だが、ついてくるなら話は別だ。教えてくれ」

　オルガは一瞬目をそらしたものの、考え直すように首を振ると、ティグルの視線をまっすぐ受け止める。

「信じてもらえないかもしれないが――」

　その凛りんとした表情と、強い意志を感じさせる静かな声音に、二人の見慣れた旅の少女の面影はまるで残っていなかった。

「わたしはジスタートに七人いる戦姫のひとり。『崩ほう呪じゅの弦げん武ぶ』の二つ名を持つ竜具ヴィラルトムマとブレスト公国を賜った『羅轟の月姫バルディッシュ』オルガ＝タム」

　ティグルとマトヴェイは目を瞠って絶句する。二人の目の前に立っているのは、いまやどこかぼんやりした愛想のない少女ではない。竜具に認められた一騎当千の戦士であり、間近に見れば慄然とせずにはいられない戦姫だった。









　　　４　　　野心家たちの蠢動














　月が高く昇り、村はほぼ夜の闇に包まれている。街道に面した出入り口にある焚き火の炎だけが、村の一隅を小さく照らしていた。

　焚き火を囲んでいるのはティグルとオルガ、マトヴェイの三人だ。交代で見張りを務めており、いまはオルガが外がい套とうと厚手の毛布に身をくるんで横になっている。

　毛布は、数人の村娘がさきほどこっそり持ってきてくれたのだ。彼女らは毛布の他にパンやチーズの塊なども用意しており、ティグルたちから少し離れたところにそれらを置くと急いで立ち去った。助けた礼ということなのだろう。

　ぱち、ぱちと爆はぜる焚き火に木の枝を放りこみながら、マトヴェイが口を開いた。

「どうします？」

　オルガのことだ。ティグルは村娘たちが置いていったパンをかじりながら首を振った。

「戦姫としてのオルガについて、何か知っていることはあるか？」

「いいえ」と、マトヴェイは肩をすくめる。

「私はアレクサンドラ様に忠誠を誓っておりますし、アレクサンドラ様と親しくされておられるエレオノーラ様をお慕い申しあげてもいますが、他の戦姫の方々には興味がありません。一介の村人が、遠方の大貴族について関心を持とうとしないのと同じですな」

「わかった。ありがとう」

　星の瞬く空を仰いで、ティグルは嘆息した。

　オルガが嘘を言ったとは、考えていない。この状況ででたらめを言うような少女だとは思えないし、嘘だとすればあまりに突飛すぎる。

　それに、彼女の強さとあの斧について、納得できてしまうのだ。

――たしか十二歳で戦姫に選ばれ、そのあとすぐに国を出たんだったか……。

　ライトメリッツで暮らしていたとき、エレンから他の戦姫について聞く機会があった。

　だが、彼女もオルガについてはほとんど知らなかった。正確には、顔を合わせたことが一度しかなく、おたがいに治める公国が離れていることもあって、たいして興味を抱かなかったらしい。旅に出た理由も知らないと、エレンは言っていた。

　どうしてこの国に来たのかとオルガ本人に聞いてみても、個人的な理由としか答えない。

――本当に、どうしたものやら……。

　そのとき、遠くに見えたものがティグルの思考を即座に切り替えさせた。暗闇の中に小さな赤い光が見える。数は三つ。

「大きさから考えて松明の火ですかな」

　ティグルの表情で気づいたマトヴェイもそちらへ視線を向けた。松明だろう明かりはこちらへ向かってきている。

「ジャーメインの兵だとしたら、ずいぶん早いな」

「連中の仲間が近くにいて、報復と見せしめ、さらに隠蔽を兼ねてやってきた……のでは松明の数が少なすぎますか」

　マトヴェイの推測に、黒弓の具合をたしかめながらティグルはうなずいた。夜襲をかけるのであれば松明を用意するはずがないし、脅すのなら大量に見せつけるだろう。

　寝ていたはずのオルガが、むくりと起きた。あいかわらずの無表情だが、寝ぼけている様子は見られない。ちなみに、竜具である斧は小さな形に戻している。

「……敵？」

「じゃないことを神々に祈ってくれ」

　それからほどなくして、三つの松明のうち二つが動きを止めた。一つだけが闇にゆらめきながら近づいてくる。ティグルは弓に矢をつがえた。松明に向かって叫ぶ。

「止まれ！」

　松明が前進を止めた。闇の中から、若い男の声が呼びかけてくる。

「そこまで行っていいか。こちらは二人だ。武器はここに置いていくから」

　度胸のあるやつだな、というのが声の主に対してティグルが抱いた印象だった。ティグルの足元には焚き火があり、こちらが弓矢をかまえているのが見えるはずだ。にもかかわらず、相手の声は落ち着いたものだった。

　オルガとマトヴェイがそれぞれ武器をかまえたのを確認してから、ティグルは来い、と相手に答える。甲冑を鳴らす音が近づいてきて、二人の男が現れた。

　ひとりは二十代半ば、短い金髪と透き通るような碧い瞳をした若者だ。日に焼けた顔は鋭く引き締まって凛り々りしく、視線には覇気と好奇心とが混在している。中肉中背ながら甲冑姿のよく似合う青年だった。

　もうひとりは青年よりもいくらか年長そうな、痩せた男だ。灰色の長い髪を紐で無造作に束ね、甲冑を重たげに着こんでいる。面長で細く鋭い目が狐を思わせた。

「異国人の使者というのは、おまえたちの中の誰だ？」

　青年は満面の笑みでぐるりと首を巡らせる。ティグルは二人の腰に剣がないことを確認してから弓を下ろした。とはいえ、右手はまだ矢と弓ゆみ弦づるにかかったままだが。

「俺だ。名前は、ティグル」

　マトヴェイやオルガが間違えて呼んでしまわぬように、そう名のる。相手は疑う様子もなくうなずいた。

「オレはタラード＝グラム。こっちの痩せてるのは部下のクレスディルだ。そっちの二人はあんたの従者か？」

「タラード＝グラムですと？」

　ティグルが質問に答える前に、マトヴェイが驚きも露わに青年を見つめた。

「まさか、ジャーメイン王子のもとで常勝を謳うたわれるタラードとはあなたのことか」

　そういえば、船の中でそんな話をしていたなとティグルは思いだす。タラードはといえば嬉しそうに目を輝かせると、斜め後ろに立っているクレスディルに笑いかけた。

「聞いたか、クレスディル。オレの名前はもう異国人にも知られているぞ」

「この時期に我が国へ来るような者たちです。知っていてもおかしくありません」

　対照的にクレスディルはむっつりと答え、細い目をティグルへと向ける。

「ティグル殿。ジャーメイン殿下に会うために来たとのことですが、いかなるご用件か、伺うかがってもよろしいですか」

「その前に、ひとつ確認させてほしいんだが」

　慎重にティグルは尋ねた。いくつか気になったことがある。

「あなたがたの地位は、どのていどのものなんだ？」

　ティグルとオルガがジャーメイン王子の兵をこの村から追いはらったのが昼過ぎ。それからせいぜい半日ほどしか過ぎていない。ジャーメイン王子の拠点であるバルベルデに近いからとはいえ、それほど迅速に動けるものだろうか。

　また、タラードの表情に怒りや敵意などの感情が見られないのも気になった。理由があるとはいえ、こちらは十人以上の兵を殺害しているのだ。

「オレは百騎長だ。はっきりいってたいして偉くないな」

　腰に手を当てて胸を張り、あっけらかんとタラードは答えた。百騎長はその名の通り百の騎兵をたばねる役職を指す。ティグルは顔をしかめ、マトヴェイは呆れ、オルガは不思議そうに首をかしげた。常勝を謳うたわれるという噂と地位が釣りあっていない。

「ただ、自分で言うのもなんだが顔の広さには自信があるぞ？　まともな用事であれば、ジャーメイン王子にかけあって二日か三日後には会えるようにしてやる」

　ティグルは声には出さず唸った。この明朗快活な言動には惹かれるものがある。だが、それだけで信用するわけにもいかない。

――こちらから切りだしてみるか。

「その前に、はっきりさせておきたいことがある。この村を襲ったあなたの仲間を、俺はこの弓で射倒した。それについてはどうするつもりだ？」

「そういえば、礼がまだだったな」

　タラードはにわかに真剣な表情をつくり、足をそろえて姿勢を正すとクレスディルとともに頭を下げた。この態度と言葉にはティグルの方が驚かされ、面食らう。オルガとマトヴェイも意外さを隠せずにいた。

「この村を救ってくれたこと。また、悪党を減らしてくれたことを感謝する」

　そうして顔を上げると、金色の髪の百騎長は深いため息を吐きだす。

「オレの方でも減らそうとしてはいるんだがな。ジャーメイン王子が野放しにしているせいで次から次へと湧いてくる」

　頭をかきながらの愚痴めいた台詞に、ティグルとマトヴェイは驚嘆に満ちた視線をかわした。いまの発言は、あきらかにジャーメイン王子を非難するものだ。彼の部下であるクレスディルは黙然と立っているだけで、タラードを咎とがめようともしない。

「減らそうとしているというのは……具体的には何を？」

「まず説得して、それで言うことを聞かないなら賊として扱う」

　不敵な笑みを浮かべたタラードは、当たり前のことを述べるような口ぶりで答えてティグルを唖あ然ぜんとさせた。ひとしきり笑ったあと、彼は再び真面目な顔つきになる。

「一応言っておくがな、誰にでもこんな話をしているわけじゃない。身体を張って異国の村人を守ったあんたの行動に敬意を表すればこそ、こちらも本音を語ったんだ」

「村人を助けたんじゃなく、自分の身を守っただけかもしれないぞ？」

　ティグルがそう言ったのは、まだタラードへの疑念が捨てきれなかったからだ。この言葉に対する彼の反応で、結論を出そうと思った。はたしてタラードはふてぶてしい笑みを浮かべて次のように答える。

「それが本当なら、あんたはとっくにここから姿を消していたはずだ。こうして村の出入り口に居座っていたのは、あるかもしれない報復から村を守るため……違うか？」

　しばらくの間、ティグルは無言でタラードを見つめていた。この百騎長の態度や言葉が自分を罠にはめるための演技だとすれば、こちらの意表を突きすぎる。

「最後にもうひとつだけ教えてくれ。俺たちがこの村を襲った兵を追いはらったのは今日の昼だ。どうしてこんなに早く来ることができた？」

「幸運な偶然というやつだな。オレは治安維持のためにバルベルデ周辺を巡回しているんだが、この近くを通りかかったときに逃げてきた連中に会って話を聞いた。あいつらにとってはむしろ災難だったろうが」

「彼らはどうした？」

「隊長や副官が生き残っていれば処罰したんだがな。五、六人ずつの組にわけて、農奴扱いで辺境の村に送った。一年間まっとうに過ごしたら罪を許すことになっている」

　なるほどとティグルは納得した。彼らにとってはたしかに災難だったに違いない。

「わかった。あなたを信用しよう」

　よろしいのですかと視線で確認してきたマトヴェイに、ティグルは小さくうなずく。荷袋の中から二つの指輪を取りだしてタラードに渡した。

「俺はジスタート王国の使者だ。ただし、公にそう名のれる立場じゃない」

　指輪を受け取ったタラードは、控えているクレスディルにそれを見せた。狐を思わせるクレスディルの目がいっそう細められる。

「……間違いありません。ジスタート王国の印章です」

「わかった。それじゃ、この村の件について話を聞くという名目でバルベルデまで来てもらおう。ティグル殿はそれでいいか？」

　タラードの言葉にティグルはすぐには答えず、オルガに視線を向けた。薄紅色の髪の少女は無言で首を縦に振る。

「よろしく頼む」

　夜明けを待って、タラードは村長や被害にあった村人らに会った。彼らに詳しく事情を聞き、村への補償を約束する。彼の態度は高圧的なところがなく、言葉は明瞭で、村人たちは安心したようだった。

　その後、ティグルたちはタラードらとともに村を発ち、昼をだいぶ過ぎたころにバルベルデに到着した。
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　タラードを先頭にした八人の集団が、バルベルデの大通りを歩いている。その中にティグルたちはいた。向かう先はむろんジャーメインの城館だ。

　バルベルデの印象は、地味の一言に尽きる。

　城壁は高さと厚さを備え、大通りには石畳が隙間なく敷き詰められ、上水道と下水道の設備も整っており、都市としての機能は充分に備わっているのだが、華がない。

「灰色の町という印象ですな」

　街並みを眺めて、マトヴェイがそんな感想を漏らした。立ち並ぶ建物の壁は灰色で、屋根には暗褐色のレンガを用いている。通り沿いに点在する露店も同様だ。この都市のどこかくすんだ雰囲気は、そうしたところにもあるのかもしれない。

「これぐらいの方がいいんだ。派手だったりにぎやかすぎたりするとジャーメイン殿下がちょこまか動きまわるからな」

　マトヴェイの言葉が聞こえたらしく、タラードがこちらへ歩いてくる。その手には弓があった。彼は左腰に剣を吊るし、右腰に矢筒を提げている。

「ところで、聞こう聞こうと思ってたんだが……ティグル殿」

　タラードはティグルの隣に並ぶと、碧い瞳を黒弓に向けて興味深そうに問いかけた。

「それは何でできてるんだ？　あの村で見たときから気になっていてな。イチイでもニレでもないようだが」

　いずれも弓の材料としてよく使われる木だ。ティグルは首を振った。

「実は俺もよく知らない。代々伝わる家宝なんだ」

　この弓の持つ不思議な力について、ひけらかす気はない。何よりティグル自身もいまだ完全にはわかっていないのだから。

「そうか。しかし弓しか持っていないところを見ると、よほど自信があると見える。オレもどちらかといえば剣よりこいつの方が得意なんだが」

　そう言ってタラードは自分の持っている弓の弦を軽く弾いてみせた。

「あんたはジスタートの使者だから難しいが、機会があれば勝負してみたいものだな」

「そうだな。機会があれば」

　ほんの少しだけ残念に思いながらティグルは笑顔で答える。弓が得意だという人間に会ったのはひさしぶりだ。もしかしたら、ルーリック以来かもしれない。

　いままでに射たもので最大の獲物は何か、どこまで矢を飛ばす自信があるかなど、ひとしきり弓の話に花を咲かせたあと、不意にタラードは話題を変えた。

「ティグル殿、あんたはこの都市についてどう思う？」

「大通りから見えるものだけじゃ何とも言えないが、森や丘に囲まれているのはいいな」

　バルベルデの北から東にかけては小高い丘が連なり、西には黒々とした森が広がっている。南には川が流れていた。ティグルが何気なくそう答えると、タラードと、そして前を行くクレスディルが目を鋭く光らせる。

「ほう。この都市の攻め難さと守りやすさをもう見抜いたのか」

　感心するようなタラードの言葉にティグルは内心で首をかしげ、すぐに理解すると同時に相手が誤解したことを悟った。戦場として考えると、たしかに彼の言うとおりだ。

「いや、いまのは狩人としての意見で……」

「謙けん遜そんするな。さすが使者に選ばれるだけのことはある」

　台詞の後半は声をひそめて、タラードはティグルの肩を親しげに叩く。ティグルはどうしたものかと思ったが、くすんだ赤い髪をかきまわして迷った末にそのままにしておくことにした。とくに問題にはならないだろう。

「それにしても、ジャーメイン王子はどうしてこの都市を拠点にしたんだ？」

　タラードと世間話をしながら、ふと湧いた疑問をティグルは率直にぶつけてみる。たしかに堅牢な造りではあるが、海岸からの距離を考えると安全とも言い難い。エリオット王子が兵を率いて大陸へ進んでくれば、すぐに戦場となるだろう。

「大陸の奥へ進むほど、アスヴァールの中心から離れていくからな」

　当然だという口調でタラードは答えた。その意味がよくわからずに首をひねるティグルの服の袖を、すぐ後ろを歩いているオルガが引っ張る。彼女はまたフードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠していた。ぼそぼそと、斧使いの戦姫は小さな声で言う。

「アスヴァールの中心は、あくまで島」

「小さいのの方がよくわかってるな。つまりはそういうことだ」

　タラードが笑い、ようやくティグルも納得した。

「ジャーメイン王子としては、自分がアスヴァールの中心から離れるのが我慢ならないということか」

　自分こそが次代のアスヴァール王と信じているジャーメイン王子である。島から追いだされたのみならず、大陸の奥深くに拠点をかまえるのは自尊心が許さなかったのだろう。

「理由はあと二つある。ひとつは、ここから北西へ二日ほど行ったところにルクス城砦があるからだ。王子に仕えるレスターという騎士が、三千の兵とともにそこを守っている」

「もしエリオット王子の軍勢が海を渡ってきても、マリアヨの港町と、そのルクス城砦の二つの防壁があるわけだな」

　頭の中に地図を思い浮かべながらティグルはうなずく。

「そういうことだ。ふたつめだが、このバルベルデは、あのゼフィーリア女王が大陸に攻めこんだ際、最初の拠点とした都市なんだ。『覇王ブレトワルダ』の偉業にあやかろうってわけだな」

　覇王という単語をタラードが口にしたとき、ティグルはおもわず目を瞠みはっていた。金髪の青年の双そう眸ぼうが、強い感情をみなぎらせて光ったように見えたのだ。

「でも、ここはザクスタン王国との国境にも近い」

　タラードの言葉に、オルガが疑問を呈する。彼女の声でティグルが我に返ったとき、タラードの目に浮かんでいた覇気は跡形もなく消え去っていた。

「そうだな。だが、ここ数十年、バルベルデ周辺がザクスタンとの戦場になったことはない。なぜといえば攻める理由がないからだ」

　虚空に指で地図を描きながら、タラードは実に楽しそうに説明する。彼の態度に、いまのは気のせいかとティグルは思い直した。タラードは言葉を続ける。

「ザクスタンとアスヴァールを結ぶ主要な街道は、このバルベルデよりもずっと南を通っている。国境での争いの主戦場となるのはいつもそちらでな。それに、この都市を陥おとすのは簡単じゃない。だから、拠点としてはちょうどよかったんだ」

　そのとき、通りからタラードを呼ぶ声が聞こえた。タラードは「おう」と、元気よく言葉を返し、笑顔でそちらへ歩いていく。マトヴェイがそっとティグルに耳打ちをした。

「人気のある男のようですな」

　ティグルもそれは感じていた。

　この都市に入ってからすでに何度か、タラードは声をかけられている。相手は酒場の娘だったり、職人らしき中年の男だったり、町の中を巡回している兵士だったりとさまざまで、いい酒が入っただの、ある店で食べた料理の味だのと他愛のない世間話ばかりだ。

――人当たりがいいのはわかるが、不思議な感じだな。

　明るく堂々とした振る舞いを見ていると、百騎長どころか、タラードこそがこの都市の主であるかのように思えてくる。

　そんなことを考えていると、城館が見えてきた。大きくはないが見るからに厳いかめしい造りで、尖塔には赤い竜を描いたアスヴァールの国旗がはためいている。

「ようやく来たな……」

　ティグルは息を吐きだし、すぐに表情を引き締めた。これからが難事なのだ。







　城門の前で半刻ほど待たされたあと、ティグルたち三人はジャーメイン王子のいる謁えっ見けんの間へと通された。奥行きのある広間も質実剛健な造りで、壁や床の装飾は控えめだ。

　その中で、天井にある豪ごう奢しゃなシャンデリアと、最奥に設えられた玉座の二つだけが壮麗な輝きを放っている。

　シャンデリアは銀の環を二重にして内側に宝石を飾ったもので、環に並んだ蝋燭の灯りが宝石に反射して幻想的な光を床へ投げかけていた。玉座もまた絹布をふんだんに用い、真珠や珊瑚をはじめとした数々の宝石で華やかに飾りたてられている。

　その玉座に座っている男がジャーメインだ。今年で二十七歳。

　ティグルの抱いた第一印象は、丸いというものだった。顔の輪郭も、突きでた腹も。

　顔立ちは秀麗といっていい。だが、肉がつきすぎているためか、美形だったころの面影を残しているという感じになってしまっている。背も高いわけではなく、だからこそ腹の大きさがよけい不自然に見えた。

　ジャーメインのそばには侍従だろう老人が控えており、さらに両脇には槍を持ち、甲冑をまとった騎士が五人ずつ並んでいる。黒弓やオルガの斧は城門で預けてあるが、もしティグルがおかしな真ま似ねをすれば即座に取り囲まれるだろう。

「ジスタート王国からの使者と聞いたが」

　ジャーメインの口から野太い声が発される。ティグルは用意していた細長い筒を捧げるように前へ出しながら、その場に膝をついた。オルガとマトヴェイもそれに倣ならう。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンと申します。まだアスヴァール語に不慣れなため、通訳を使うことをお許しください。ジャーメイン＝アラン＝オズワルド＝ブルーム＝ディナダン＝アスヴァール殿下に、ジスタート国王ヴィクトール＝アルトゥール＝ヴォルク＝エステス＝ツァー＝ジスタートからの親書をお渡しします」

　アスヴァールの王子の名前は三つの名、ひとつの姓、円卓の騎士のいずれかの名、国名で構成されている。円卓の騎士の名は、その加護を与えられるようにという願いがこめられているのだ。間違えずに言えたことに、ティグルは内心で安堵の息を漏らした。

　そのティグルの言葉を、よどみなく丁寧な口調でマトヴェイが伝える。侍従が進みでて筒を受けとり、刻印を破って親書を取りだした。ジャーメインのそばへ小走りに駆け戻る。

　ジャーメインは親書よりもティグルに興味を抱いたようで、口の端を吊り上げて皮肉めいた笑みを浮かべながら問いかけた。

「面おもてをあげよ。そなたはブリューヌ人だそうだが、ジスタート王に仕えているのか？」

「いえ、私が忠誠を誓っているのは、ブリューヌ王国とその統治者たるレギン殿下です。いまはゆえあってジスタート王国に身を置いており、今回のように、ヴィクトール陛下の頼みを受けて動くこともありますが」

　それからようやくジャーメインは侍従の手にある親書に目を通した。

「支援をするとあるが、具体的にはどうなのだ？　支援という言葉の響きはたいそう美しいが、言葉だけでは困る」

「我々との友好をお約束いただければ、一ヵ月後には東の海にジスタートの軍船が並ぶ様子をご覧になることができましょう。ブリューヌも、アスヴァールと陸で国境を接しているという点を活かして、殿下の勝利のために支援をさせていただきます」

　台詞の後半は具体性があるように見えて、実はない。ティグルもこのていどの修辞は使うのだった。

「なるほど。だが、ジスタートはエリオットめに肩入れしておろう。彼の国に七人しかおらぬ戦姫のひとりが公式の使者として訪問、滞在中のはずだ」

　よほど腹に据えかねているのだろう、弟の名を口にしたジャーメインの顔は怒りで歪み、声も棘とげを隠さず悪意に満ちている。ティグルは焦ったり慌てたりはしなかった。自慢できることではないが、このていどの悪意には慣れている。

「だからこそ、我々はここまでひそかにまいりました」

「そうだったな。ひそかに来たがために、私の兵を打ち倒さねばならなかったのだった」

　毒々しい皮肉が玉座から浴びせられた。それに対して一呼吸分の間を置いたあと、ティグルは静かに答える。

「我々は、ただ己の身を守っただけにございます」

　ジャーメインの丸い顔の中で、二つの目が暴力的な光を放ったことに気づいた者はいなかった。ティグルたちはいずれも頭を下げ、侍従は隣に控えていたからだ。ただし、ティグルとオルガだけは、一瞬だけ玉座から強烈な敵意が放たれたことを肌で感じていた。

「戦姫のことですが……こちらにも戦姫はおります」

　ティグルの言葉に、オルガは立ち上がって会釈する。

「ヴィクトール陛下よりブレストの地を賜った戦姫オルガ＝タムにございます。以後、お見知りおきを」

　オルガが挨拶を述べている間、ティグルは自分が頭を下げている姿勢であることに感謝していた。どうしても緊張を隠せなかったからだ。彼女の表情はわからないが、声こわ音ねには落ち着きがあり、言葉も丁寧だ。問題ないだろう。

　自身が戦姫であることを明かすという提案をしたのは、オルガ自身だ。

　どうしてそんなことをしてくれるのかというティグルの問いに対する彼女の答えは、ジャーメインをじかに見たいというものだった。

「ほう、そなたは戦姫だったのか。寵ちょう童どうかと思ったわ」

　ジャーメインは冷笑を浮かべたあと、わざとらしく言葉を繕つくろってみせた。

「いや、失礼。しかし、いささか若すぎではないか？　戦場働きが務まるとは……」

「それでは、入城の際に預けたわたしの斧をいまだけお返しいただけますでしょうか」

「斧を返して、どうするのだ？」

　玉座にふんぞり返るジャーメインに、オルガは視線を左右へ巡らせつつ答える。

「こちらに控えている騎士の方々の誰でもよろしいですが、武芸を競ってみましょう。――いっそ、十対一でもかまいません」

　この発言にはティグルもさすがに焦って顔を上げ、左右に居並ぶ騎士たちも色めきたった。台詞の前半までなら、強がる少女の健けな気げな挑発として聞き流してもよいが、十対一というもの言いは侮ぶ辱じょくにもほどがある。

　騎士のひとりが隣の同僚に槍を押しつけて、前に進みでた。彼らの中でも一際体格のよい男だ。たくましい身体つきであることが、甲冑の上からでもわかる。

「殿下。ご無礼をお許しください。ですが、ここで我々の武ぶ威いをぜひとも他国の人間に見せておきたく……！」

　ジャーメインに呼びかけながらも、騎士はオルガから目を離さない。兜の下の顔は怒りで青ざめ、拳は固く握りしめられている。

「戦姫殿。十人を相手にすると豪語してみせるのであれば、たったひとりと素手で戦うなど造作もないことでしょう」

「お待ちください。彼女の言葉が過ぎたことについては私が――」

　慌ててティグルが助けに入ろうとしたが、手をあげてそれを押しとどめたのはオルガだった。自分の倍近い身長の、それも甲冑で身を固めた男を前にして、ティグルやマトヴェイが感心するほど彼女は落ち着いている。

「殿下、よろしいでしょうか？」

　玉座にいるジャーメインに許可を願うほどの余裕すらあった。オルガは普段通りの無表情で、怯える様子など微み塵じんもない。だが、この場にいるティグルとマトヴェイを除くすべての者たちは、それを虚勢と判断した。

　ジャーメインにも計算はある。ジスタートの申し出を安く買いたたく、これは絶好の機会だった。頼りないと言ったのは自分だが、騎士たちを挑発したのはオルガだ。

　ここに居並ぶ騎士はいずれもジャーメインが見込んだ者たちで、相応の実力を備えている。だからこそ、異国の密使を迎えるこの場に用意したのだ。そして、彼らは総じて気性が荒い。子供相手でも容赦なく殴りつけ、手加減など一切しない。

　ジャーメインは薄い笑みを浮かべながら騎士の名を呼んだ。

「戦姫殿もこう言っておられる。騎士の礼儀として、手を抜くような真似はするな」

　拳骨の一発ていどで終わるだろうと考えながら、そう告げる。それ以上やるようならば止めざるを得ないが、まずは様子を見るつもりだった。

　ティグルとマトヴェイは、オルガに言われるまま二人から距離をとる。もしも彼女に何かあったらすぐに割って入ろうと決めていた。

「いつでもどうぞ」

　オルガが言い終える前に、騎士が動く。鉄製の籠手をつけた握り拳を固めて、力強く打ち下ろした。だが、オルガはそれを難なく見切ってかわしただけでなく、男の腕をつかんで後ろへと引っ張る。

　耳をつんざくような甲高い音が謁見の間に響き渡った。ジャーメインと騎士たちは呆けたような顔になり、ティグルとマトヴェイはため息をつく。

　静かに立っているオルガの足元で、騎士が仰向けに倒れていた。

　オルガは男の腕を引くことで体勢を崩し、さらにその体重をも利用して投げ飛ばしてみせたのだ。愕然とした顔でいる騎士の眉間を、オルガは指先で軽くつつく。

「これで終わりです。――まだ続けますか」

「と、当然だろう！」

　騎士は憤然として立ち上がり、再びオルガに殴りかかった。今度は、オルガはその拳を避けない。片手で受け止めてみせた。

　壮年の男と、十三、四歳だろう小柄な少女である。しかも男の方は甲冑を身につけているのだ。ジャーメインと騎士たちはもちろん、彼女の力量をわかっているつもりだったティグルとマトヴェイさえもが目を丸くした。

　騎士は歯を食いしばって右腕に、両脚に力を込める。だが、オルガの身体は石でできているかのようにびくともしない。

　不意に、オルガが手をひねった。謁見の間にまたしても金属音が響き、男は床に叩きつけられる。薄紅色の髪の少女は汗ひとつかかず、冷然と騎士を見下ろした。

「まだ続けますか」

　さきほどと同じ言葉だが、冷たさを増したように、聞いた者たちには思えた。騎士は屈辱で身を震わせていたが、何を言ったところでより惨めになるだけだともわかっていた。

「――いや、見事なお手並みだった。さすがはジスタート王国が誇る戦姫」

　手を打ち鳴らして、ジャーメインがオルガを讃える。しかし、その笑みは引きつり、声にも力がない。視界に映った光景を、アスヴァールの王子はまだ信じきれずにいた。だが、この現実をもとに、彼は交渉を続けなければならないのだ。

　オルガは元の位置に戻ると、何ごともなかったかのようにジャーメインに対して膝をつく。ティグルとマトヴェイも同じようにした。騎士は立ち上がると、恥じ入るように肩を縮めて仲間の列へと戻る。騎士たちは同情するような顔で彼を迎え入れた。

「……それでは交渉に戻るが、ひとつ聞きたいことがある。なぜエリオットではなく、私を選んだのだ？　つい先日まではやつに味方をしていたのだろう」

　ぎこちない雰囲気を冷たい声こわ音ねで払って、ジャーメインは尋ねる。ティグルは落ち着き払って答えた。

「エリオット王子が率いている兵の大半は、海賊です」

　海賊による被害はアスヴァールだけにとどまらない。彼らは北の海全域にわたって暴れまわるので、ブリューヌも、ジスタートもその被害を受けている。昨年の夏ごろは、戦姫であるサーシャとエリザヴェータが共同で海賊討伐を行ったこともあった。

　ふん、とジャーメインは鼻を鳴らして腕を組む。海賊がいかに厄介な存在か、彼もよく知っていた。

「わかりやすい理由だな。いや、非難しているのではない。むしろ感心しているのだ。もしも正統性がどうのなどと言いだしたら、そなたらを追い返していたところだ」

　たるみのある顎に手をやりながら、ジャーメインは考え深げに言葉を続ける。

「ジスタートとブリューヌが私を支援する見返りとして、私が王になったあとの両国との友好、不可侵条約、共同での海賊殲せん滅めつ、さらに対ムオジネルへの支援か……。むろん、私は海賊の親玉のごときエリオットとは違い、両国との仲を深めていきたいと考えている。そのためには一日も早くやつを討ち、王都に帰還して戴たい冠かん式しきを行わねばならんが」

　そこでジャーメインは一旦言葉を切り、首を左右に振った。

「二日……いや、三日待ってほしい。事態が差し迫っているのは承知しているが、これほどのこととなると幾人かに相談しなければならぬ。それまではこの城館の近くにある屋敷を用意するゆえ、ひとまず旅の疲れを癒してくれ」

　ジャーメインの言葉を聞きながら、ティグルは小さく息を吸いこむ。これで頼まれた用事はほとんどかたづいたが、ひとつだけ、どうしてもやっておきたいことがあった。

「殿下のお言葉、ご温情に深く感謝いたします。ところで、もうひとつだけ、申しあげたいことがあるのですが」

　マトヴェイがわずかに首と視線を動かして、怪訝な顔をティグルに向ける。玉座のジャーメインもまた首をかしげた。

「何だ？　言ってみるがいい」

「殿下の兵が、民に非道を働いていることについてです」

　沈黙が訪れる。ティグルは緊迫した空気に気づかぬふりをした。これはヴィクトールの指示にはもちろんない。ティグルの独断だ。それを承知で言葉を続ける。

「のちにジスタート、ブリューヌの両軍が殿下を助けるためにこの地を訪れたとして、民の怒りや恨みが我々に向けられるようなことがあっては、いささか困るのです。この地の民は殿下のものでございますが、彼らに兵の区別はつきましょうか」

　台詞の後半を口から発するのに、ティグルは苦々しさに耐えなければならなかった。だが、あの村で兵たちに矢を射かけたのは、この論法を思いついたからだ。この地の民を守るためにも言わねばならなかった。

「……そなたの言い分はもっともだ。こちらも、他国の兵に民や村を害されたくはない」

　助けに来たといいながら、戦とは関係ない町や村を略奪し、民を害し、それを戦果と称して引きあげてしまう『友軍』の存在は古今に珍しいものではない。

　町を焼いた敵が、友軍の仕業だと噂を流す策謀もあり、明確な証拠がなければ抗議するのも難しいのが実情だった。それを考えれば、ティグルの要求はそれほど不当なものではない。ただし、ジャーメインの怒りを誘う言葉であるのも、また間違いないものだった。

「わかった。しばらくはそうした行動をあらためさせるよう通達しておこう」

「殿下のご配慮に、深く感謝いたします」

　そうしてジャーメインへの謁見は終わったのだった。
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　ティグルたちが案内された屋敷は、小さいながらにしっかりした造りだった。

　二階建てで部屋は多く、どの部屋もきれいに掃除されていて清潔感がある。内装や調度品が派手ではないのもティグルの好みに合っていた。ジャーメインの城館が目と鼻の先にあるのも面倒がなくてありがたい。

　ひとつ不満があるとすれば、外出を禁止されたことだ。

「町の治安は万全ですが、それでも万に一つということがございます。加えて、あなたがたは公ではない使者。何卒、屋敷の中で殿下のご返答をお待ちください」

　ティグルたちの世話を務める使用人は、うやうやしくそう言った。もっともであり、ティグルとしてはおとなしく引き下がるしかない。

　案内された二階の奥の部屋に荷物を置いて、マトヴェイやオルガとともに屋敷の中を歩きまわる。廊下や部屋の窓から外を見てみると、甲冑をまとった兵たちの姿が目立った。日が暮れかかり、地上には彼らの影が細長く伸びている。

「……軟禁状態」

「いやはや。密使である私たちを、なるべく人目に触れさせたくないのはわかりますが」

　オルガが鬱うっ陶とうしげに目を細め、マトヴェイも顔をしかめて唸る。そんな二人に、ティグルは悪戯めいた笑みを浮かべて言った。

「こっそり出るのはまずいかな」

「まずくないわけはないでしょうが、できますかな？」

　意外だという顔をする船乗りの男に、ティグルは楽しそうにうなずく。小さなころは、生まれ育った屋敷から父の目を盗んで抜けだしたことがよくあった。最近でも、ライトメリッツの公宮からこっそりエレンと抜けだしたことが何度かある。

「ざっと見てまわった感じでは、縄があれば二階の窓からいけるな。他にも抜け道はありそうだ。さすがに今日はもう遅いが、明日にでも試してみる」

「わたしも行く。縄なら荷物の中にある」

　オルガがすかさず同行を求めた。マトヴェイは己の身体を見下ろして、この男には珍しく寂しげな顔をする。真紅の上着は脱ぐとしても、顔はもちろん、大柄な身体と赤銅色に焼けた肌は、やはり目立つ。

「私は留守を務めましょう。使用人たちをごまかす者が必要ですからな」

　ティグルはありがとうと礼を述べ、慰めるように彼の肩を軽く叩く。

「すまないが、明日は頼む。首尾よく抜けだせたら、マトヴェイでも出られるような道をさがしておくよ」







　翌日、ティグルとオルガは昼を過ぎたころに屋敷から出た。屋敷を警備する兵の目をかいくぐり、まんまと抜けだすことに成功したのだ。ふたりとも薄汚れた外套に身を包んで旅人を装っている。もっとも、黒弓と竜具ヴィラルトはそれぞれ手放していない。

「ひとまず腹ごしらえといくか」

　ティグルはてきとうな露店へ足を向ける。ウナギの串焼きや茹でたジャガイモなどが売られていたので、それぞれ二人分買ってオルガと半分にわけた。

「……ウナギやジャガイモはアスヴァールにもあるのか」

　串焼きをまじまじと見つめて、オルガがそんな感想を漏らす。どちらもジスタートやブリューヌでもありふれている食材だ。

「腹ごしらえだからな。はじめに食べたものが合わなかったりしたらいやだろう」

　彼女にそう答えながらティグルはジャガイモをかじり、顔をほころばせた。中をくりぬいてチーズを入れてあるのだ。チーズはジャガイモの熱でほどよく溶けており、絶妙の食感と味を与えてくれた。

　一方、オルガはウナギをかじり、しばらく動きを止めたあと、ぼんやりとした無表情のままで残念そうな声を出す。

「ウナギの味しかしないな」

「あんたたち、旅人かい？」

　湯がぐらぐらと沸いている大鍋の中に新たなジャガイモを入れながら、ジャガイモ売りが聞いてくる。ティグルはうなずいた。

「兄妹でね。知人がこの町にいるので会いにきたんだ」

「じゃあ知らないか。味つけのされた食いものなんて、パンを除けば港町にでも行かないかぎりないぜ。自分で味つけをするのがここの流儀だ」

　ジャガイモ売りが顎をしゃくる。その先には地面に筵むしろを広げ、いくつもの小瓶を並べた露店があった。字が読めないことを伝えると、ジャガイモ売りは丁寧に説明してくれる。

「左から塩、酢、魚ぎょ醤しょう、チーズ、辛から子し、獣じゅう脂し、蜂蜜だな。好みでどうぞってわけさ」

　ティグルたちは塩をひとつまみ分ほど買って、その場を離れた。気ままな旅の途中ならともかく、いまの立場で他の味を試す度胸はない。

　ウナギとジャガイモを胃袋におさめて、ようやく二人とも人心地がついたという顔になる。大通りだけでなく脇道にも入って、いろいろなものを見聞きし、あるいは食べた。街角では吟遊詩人ミネストレーリが勇壮な戦いの歌を詠い、ブリューヌ人の道化師クローウンが人形劇をやっている。

　他に目についたのは、ものものしい甲冑で武装した兵士や傭兵だ。中にはまだ昼下がりだというのに、麦酒ドゥミの匂いを全身から放って歩いている者もいた。

――大通りからあまり離れない方がよさそうだな……。

　殺気だった傭兵が恐きょう喝かつしてくるかもしれない。よほどの相手でないかぎり退ける自信はあるが、自分から危険な場所へ行く必要もないだろう。

　ティグルは一軒の店を見つけて、オルガとともにそこへ入った。いわゆる道具屋、雑具店の類で、おもに旅に必要なものを扱っている。

　外套に裁縫道具、軟なん膏こう、火ほ口くち箱ばこ、短剣などさまざまなものが並んでいたが、ティグルの目当ては矢と矢筒だ。マリアヨの港町を発ってからの狩りと、村での戦いとで矢を減らしていたのだ。それを見たオルガも、矢筒一つ分の矢を購入した。

「君は弓も使えるのか？」

「あなたには及ばないが」

　興味深げな視線を向けたティグルに、オルガはそっけなく答える。微量ながら悔しさの含まれた台詞に子供らしい一面を感じて、ティグルは微笑を浮かべた。

「道中はどうだったかい。このあたりまで来れば安全だったろうが」

　矢の代金を受けとりながら、店主が平坦な口調で尋ねる。ティグルは兵の非道のことは伏せておくことにした。

「幸い安全だったよ。でも、このあたりまで来れば、とはどういう意味だ？　やはり王子殿下がいらっしゃるから警備も厳重ってことなのか」

「いや、違う」

　ティグルの投げかけた疑問に、店主は苦笑を浮かべて首を横に振る。

「タラード将軍……いまはなんとか隊長にされちまったが、あの方がこの都市のまわりを巡回してらっしゃるからさ。いつごろ帰るのか知らんが、帰りも気をつけな。このバルベルデから二、三日も離れれば軍も野盗も変わらないからな」

「ありがとう。気をつけるよ。しかし、そのタラードという方はそんなにすごいのか？」

「ああ。敵より数が少なくても、タラード将軍が兵を率いれば勝っちまうのさ。だが、それだけじゃない。他の将軍たちみたいに略奪や乱暴な真似をしないんだ」

　歯を見せて嬉しそうに語ったかと思うと、店主は急に首をすくめて声を低めた。

「大きな声じゃ言えないが……略奪をやめさせるよう王子殿下に申し立てたせいで、目をつけられて降格させられたって噂がある。だから、あまり聞いてまわらない方がいいぞ」

　店主に礼を言って店を出る。しばらく通りを歩いたあと、二人は空いている酒場を見つけて入った。小さな店だが、客に傭兵や兵士などの姿はなく町の住人が多いのが気に入ったのだ。

　隅のテーブルを選んで、向かいあうように座る。酒の種類を聞いたら果実酒ナストイカがあったので、それを二人分注文した。それから酢漬けのキャベツに鱈たらの香草焼きを頼む。

　店内はなかなかにぎやかで、自分たちの声が他の客には聞こえないだろうと判断してティグルはオルガに尋ねた。

「ジャーメイン殿下に会ってみた感想は？」

「あの謁見だけで判断するのは難しいが……わたしには、あまり参考にならなかった」

「参考に、ね……」

　表情をまったく変えず淡々と答えた少女に、ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわす。ある意味で、とても素直な子だと思った。それとも、こちらが何も聞かないから話さないだけで、彼女自身は何も隠すつもりがないということだろうか。

「ティグルは――」

　オルガが何か言いかけたところで、果実酒が運ばれてきた。円筒形の無骨で大きな陶杯になみなみと注がれている。

　ティグルは乾杯を優先し、君には助けられたよと穏やかな口調で彼女に感謝の言葉をかけた。薄紅色の髪の戦姫は陶杯を重ねあわせることこそしたものの、果実酒に映る自分の顔をぼんやりと眺めている。

「いま、ジャーメイン王子のことを聞かれたとき、はじめて、あなたがわたしに何かを質問したような気がする」

「一昨日の昼、君の素性を聞いたじゃないか」

　それでオルガが戦姫だということを知ったのだ。

「戦姫だと明かしたら、もっと根掘り葉掘り聞いてくるものだと思っていた」

　ティグルはそれにすぐには答えず、果実酒を一口飲んで言葉をまとめながら言った。

「鶏をせかしても卵を早く産んだりはしない、って言葉がある」

　かつて側そば仕づかえだったバートランから教わったものだ。オルガは無表情をかすかに動かして、ひねくれた子供のように口をひん曲げる。

「鶏はいつか卵を産むだろうが、わたしがいつか話すという保証はないのではないか」

「でも、あるていど話してくれるとは思っているよ」

　果実酒の甘みを含んだ息を吐いてからティグルは続けた。

「中身はどうあれ、とにかく最初の交渉は終わった。このことを俺はジスタートに――ヴィクトール王に報告しなければならない。君の名前も出すことになる。隠しごとをできないとかいうんじゃなく、おおいに助けられたからだ」

　戦姫という存在がジャーメインの心理に与えた影響は大きなものだろう。挑発しすぎたのは問題があったが、それも、こんなに小柄で華きゃ奢しゃな少女が大の男を二度も床に叩きつけたという強烈な結果が打ち消してくれた。

「俺の見たところ、君はしっかりした子だ。いま言ったようなことはわかっているだろうし、何も言わずに姿を消すこともしない。となれば、あとは君がその気になるまで待とうと思ったんだ。いつかは、とはいえまだ時間はある」

「……わたしを買いかぶりすぎだ」

　オルガは首を横に振る。その口元に寂しげな笑みが浮かんだ。

「わたしはただ、臆病なだけだ。たとえば、あなたはわたしについてどれだけのことを知っている？」

「そうだな。ブレストという公国を治める戦姫だということ。それから、二年ぐらい前に旅に出たんだったか。俺が知ってるのはそれぐらいかな」

　戦姫オルガ＝タムは旅に出るという書き置きだけを残し、竜具を持って姿を消した。それはエレンから聞いたことがある。オルガは自嘲気味に笑った。

「調べたことはないが、こんな戦姫は前代未聞だろう」

　料理が運ばれてきた。鼻をついた酢の匂いを、香草焼きの湯気がたちまち吹き飛ばす。給仕が歩き去るのを見送ってから、オルガは口を開いた。

「わたしはもう少しあなたのことを知っている。ブリューヌ王国の北東にあるアルサスを治めていた貴族で、爵位は伯爵。ライトメリッツの戦姫エレオノーラ殿の兵を借りて母国の内乱を見事に鎮圧し、現在はエレオノーラ殿のもとに客将として身を寄せている。他にオルミュッツのリュドミラ殿やレグニーツァのアレクサンドラ殿とも親しい」

「本当によく知ってるな」

　目を丸くするティグルに、オルガはくすりと笑って種明かしをする。

「マトヴェイから聞いた。わたしが戦姫だとわかって、彼もこころよく教えてくれた」

　ティグルは屋敷で留守番をしている船乗りに、内心で悪態をついた。教えるのはかまわないが、自分にも伝えておいてほしかった。彼のことだから忘れていたり、意図的にしなかったのではなく、今夜あたりにでも話そうと考えていたのだろうが。

「それと、あなたのことは旅をしている間に噂でよく聞いた。圧倒的な数のムオジネル軍を追いはらった『流星落者シーヴラーシュ』。王女を助け、玉座に導いた『月光の騎士リュミエール』。現代の英雄だと。ティグルヴルムドという名で気づくべきだった」

「その英雄の実像はこんなものだが」

　鱈の骨を取り除きながらティグルは困ったような笑みを浮かべた。面と向かって英雄と言われると、さすがに照れくさい。

「そこに、わたし個人が旅の中で知った印象をつけくわえるなら、そうとうなおひとよしだということと、噂以上の弓の技量。言いそびれていたけど、船の上での暴言を詫びる」

　オルガは小さく頭を下げたが、ティグルはとっさに暴言とやらを思いだせなかった。そんなティグルの表情を見て、海鳥のことだと戦姫が補足し、ようやく思いだす。

　果実酒を勢いよく呷あおって陶杯を空にすると、オルガは口を拭って続けた。

「黙っているつもりはなかった。わたしがあなたのことをこれだけ知っているのに、あなたがわたしのことをそれだけしか知らないのは公平ではないし……。酒の肴にもなるかどうか怪しいほどつまらない話だが、聞いてもらえるだろうか」

　ずいぶんまわりくどい言いまわしだと思ったが、それだけ彼女が悩み、迷っているということだろう。十二歳の少女が、二年も放浪していたのだ。ティグルは微笑を浮かべてゆっくりとうなずいた。

　だが、それでもオルガはすぐには話さなかった。何かを考えこむように、空になった陶杯を見つめている。話をどう切りだすか迷っているのかもしれない。

　ティグルは自身の陶杯を空にすると、果実酒のおかわりを二人分頼む。果実酒の大瓶を手にした給仕が歩いてきて、ティグルとオルガの陶杯にそれぞれ注いだ。

　背を向けて歩き去った給仕の気配が店内の喧噪にまぎれて、ようやくオルガは口を開く。

「ティグルは……王になりたいと思ったことはあるか？」

　予想しなかった問いかけに、ティグルはとっさに答えられなかった。眉をひそめ、あんぐりと口を開けて薄紅色の髪の戦姫を見つめる。

　その反応に、オルガはさきほども見せた寂しげな笑みを浮かべた。

「わたしもなかった」







　オルガが生まれたのはジスタート東部。ブレスト公国の東端にある広大な緑野だ。

「ティグルは騎馬の民を知っているか？」

「ジスタートの東部で、狩猟と遊牧で生活している者たちのことか？　数えきれないほどの羊や馬、駱駝を飼っているとか」

　ライトメリッツに滞在していたときに、リムから簡単に教わったことがある。城下の町を訪れた騎馬の民を遠くから見たことも。だが、話しかけたことはなかった。

「わたしは騎馬の民だ。現在の長の孫にあたる」

　百年近く前、ジスタート王国は東方の騎馬の民と争い、従属させた。騎馬の民は遊牧に使う地を王国から与えられ、租税として毎年一定量の羊と絹を納めることになった。

「いずれ次代の長を補佐するか、あるいは次の次ぐらいの長になるか……。わたしもまわりもそう考え、そのために多くのことを学んでいた」

　その考えが消え去ったのは、彼女が十二歳のときだ。

「夏の終わりの夜のことだ。寝ていたところ、不意にまぶしくなって目を開けた」

　傍らにたてかけた、布に包んだ斧にオルガは視線を向ける。

「これがあった。手に取って、わたしは戦姫に選ばれたことを知った」

　オルガは家族に説明し、竜具ムマに導かれて、はじめて生まれ育った草原を離れた。騎馬の民はオルガが竜具に選ばれたことを祝い、見送ってくれた。

　そうして王都シレジアを訪れ、ヴィクトール王から正式に戦姫と認められたオルガは、領地であるブレストへと向かった。

「先代の戦姫は、わたしのもとに竜具が現れる二ヵ月前に亡くなられたそうだ。十二歳の、それも騎馬の民の女が主になることについて一悶着あるかもしれないと考えていたが、杞き憂ゆうだった。多くの文官、武官にあたたかく迎えられて、わたしは羅ら轟ごうの月つき姫ひめと呼ばれ、ブレスト公国の公主となった」

　不安はあった。だが、自分を支えてくれる者がここには大勢いる。騎馬の民をまとめるために学んできた考え方ややり方に、彼らの補佐があればきっとうまくいく。

　自分が戦姫になったことを祝い、見送ってくれた家族の顔を思いだし、オルガは統治者として踏みだそうとした。

「わたしは、まず地図を見せてもらった。自分が治めるブレストの地図と、ジスタート王国全体の地図をだ。そして、自分の思いあがりを、思い知らされた」

　二枚の地図を目にして、戦姫になったばかりの少女は愕然とした。

「わたしが十二年間生きてきたあの草原は、公国にくらべて、とても、とても小さかった」

　陶杯の中の果実酒に映る自分の顔を眺めながら、オルガは自嘲気味に笑った。

「それでも、ムマがわたしを選んでくれたのだから、やれると思った」

　オルガは政務にとりかかったが、気負いすぎた。

　たとえば街道の整備や橋の補修といった案件に対して、現場を自分の目で確認しなければ気がすまず、その工程について細部まで把握しなければ安心できなかった。

　部下に聞くことはできたが、部下に任せることはできなかった。彼らを信頼しなかったのではなく、自分の手でできなければ、彼らの信頼を得られないと思ってしまったのだ。

「戦姫様に近しい騎馬の民を幾人か登用してはいかがでしょうか。町に慣れている者もいると思いますが」

　ひとりの官僚が進言した。オルガのやりすぎをたしなめるというより、自身を追いつめるように政務に取り組む彼女を気遣っての提案だったのだが、十二歳の戦姫は退けた。彼らの手を借りるのは、自分が戦姫としての務めを立派に果たしてからだと、そう思ったからだ。

　ほどなく、いくつかの政務が滞りはじめた。だが、官僚たちはオルガを見守る道を選んでしまった。オルガは真面目で、私欲もなかったからだ。そのうち慣れるだろうと、彼らは楽観的に考えてしまった。

　そして、オルガは大きな失敗をした。大規模な野盗の討伐を計画し、五百の歩兵を派遣したのだが、食糧が用意できていなかったのだ。

　幸い、指揮官が途中で気づいて行軍を止めたので、兵が飢えることはなかった。だが、討伐そのものには予定以上の日数がかかった。

「報告を受けたとき、わたしに戦姫は無理だったんだと思った。他の政務が滞っていたこともあったが、草原という小さな世界で生きてきたわたしに、公国という大きな世界の主――王が務まるはずがないと。そう思ったらどうしようもなく怖くなって……わたしは逃げた」

　しばらく旅に出ると書き置きを残し、竜具だけを持って。

　そういうことかとティグルは理解した。

　自分が父の跡を継いだときのことを、ぼんやりと思いだす。

　十四歳だった。父の死は突然のことだったが、ティッタやバートランが身近にいた。マスハスも何くれとなく世話を焼いてくれた。

　オルガは十二歳という年齢に加え、それまで生活をともにしていた家族と離れ、足を踏み入れたこともない公宮で新たな日々を送ることになったのだ。官僚たちがあたたかく迎えてくれたとはいっても、精神的な重圧はそうとうなものだったろう。

「ムマを持っていったのは、正直自分でもよくわからない。恥ずかしい話だが、放りだしたものに未練はあった。その一方で、ムマが自分から離れれば……見捨ててくれれば楽になれるとも思った。どちらも本心だ」

　少女の声がつらさに震えている。

「それに、戦姫が不在でも、ブレストはそれなりになんとかなるようにはなっていた」

――やっぱりブレストにもそういう体制があるのか。

　声には出さず、ティグルはうなずく。ライトメリッツで生活していた半年間の中で、公国の統治者としての戦姫の持つ欠点について、エレンとリムから聞かされたことがあった。

　戦姫は、いつ戦姫でなくなるのか、本人にすらわからない。そして、戦姫を選ぶのは竜具であり、戦姫が己の考えで後継者を決めることはできない。また、新たな戦姫がすぐに現れるとはかぎらず、時間がかかることがある。

　戦姫は、戦姫で在り続けることができない。そう判断したとき竜具は戦姫のもとを離れるといわれる。だが、たとえばサーシャを戦姫として選んだ『討とう鬼きの双そう刃じん』バルグレンはいまだに彼女のもとを離れていない。

　また、エレンの先代にあたる戦姫とエレンは、何の関係もない。会ったことすらないのだ。ミラのように、母や祖母、曾祖母が同じ『破は邪じゃの穿せん角かく』の主として選ばれ続けていることこそがむしろ異例といえる。

　そうした問題を解決するために、戦姫たちの治める各公国はいうなれば官僚制に行きついた。戦姫不在の間は王国から代官を派遣するという案もあったが、さまざまな方面からの抵抗に遭あい、実現に至ったことはない。

「わたしは王というものがよくわからなくなった。王とは、統治とは、どうあるべきなのか。わたしの旅はそれを考え、探し求めるものになった」

「他の戦姫を訪ねなかったのか？　エレンとか」

　何気なくティグルが尋ねると、オルガは苦笑を浮かべて首を振った。

「それでは、戦姫と戦姫の話になる。友好関係にあるわけではない以上、他の戦姫に弱みを握られるような真似はできない。かといって、素性を隠せば会うのは難しい」

　そう言ってから、ティグルに配慮してだろう、薄紅色の髪の少女はつけくわえる。

「エレオノーラ殿のことは尊敬している。十四という年齢で戦姫となり、元傭兵という出自にもかかわらず、ライトメリッツを立派に統治されている。見習うところは多い」

「本人に直接言うといい。きっと喜ぶぞ。あと恥ずかしがって照れる」

　腕組みをし、頬を赤らめて視線をそらしている白銀の髪の戦姫の顔を思い浮かべ、ふとティグルはあることを考えついた。

「変装して、旅人のふりでエレンに会ってみるか？　俺でよければ手伝うぞ」

　冗談めかしたこの提案はよほどオルガの意表を突いたらしく、十四歳の戦姫は目を丸くしてティグルをまじまじと見つめる。

「ありがたい話だが……しかし、いいのか？」

「だいじょうぶじゃないかな。素性を隠して会うんだから、もちろんなんでも話してもらえるわけじゃない。でも、政治に対するエレンの考えや、ライトメリッツのことをどうしていきたいのかといったことは聞けると思う」

　オルガは口を引き結んで真剣に考えこむ表情になった。ティグルは言葉を続ける。

「エレンの統治は完璧とはいえないかもしれない。俺の知るかぎりでも、間違いもあれば失敗もある。でも、彼女はそれをそのままにはせず、失敗を糧にし、間違いは正す。よりよくしようと考える。だから、たくさんのひとが彼女を助け、支えるんだ」

「……あなたもそのひとりというわけか」

　オルガがくすりと笑い、ティグルははっとして我に返った。熱が入りすぎて、つい説教くさい言いまわしになってしまった。

　気恥ずかしさをごまかすように頭をかくティグルを見て、オルガは陶杯を口へ運びながら、うらやましいなとつぶやく。その声は小さすぎて、ティグルの耳には届かなかった。

「そうだな。この一件が終わったら、そうしようか」

　視線を傍らの竜具に移しながら、オルガは期待を帯びた声でそう言ったのだった。







　その次の日はティグルとオルガが屋敷に留まり、マトヴェイひとりが抜けだして町へ視察に出た。前日のうちにティグルたちが抜け道を見つけていたとはいえ、大柄な彼が脱出に成功したとき、二人は半ば呆れ、感心したものである。

　屋敷の使用人たちは半刻から一刻ごとにティグルたちの部屋の扉を叩き、何か必要なものはないかと聞いてくる。

　ティグルたちは問題ないと扉の外へ答えながら室内には踏みこませず、戸口に立つときも相手に部屋の中が見えないように工夫をしたり、マトヴェイがベッドに寝ているかのように装ったりした。

　マトヴェイが帰ってきたのは日が沈みかけ、地上に暗闇が落ちかかってきたころだ。抜け出るときは上機嫌だったはずが、その顔は緊張感に満ちていた。

「どうにも、ろくでもない話がいろいろと聞けました」

　念のために部屋の外に誰もいないことを確認してから、マトヴェイはティグルとオルガに自分の得た情報を話す。残照の断片が、室内の一隅を強く照らしていた。

「ルクス城砦の守備隊長であるレスターが、敵方のエリオット王子に寝返ったという噂があります。これが事実だとすると、はなはだ危険ですな」

　マトヴェイがテーブルの上に指で簡単な地図を描く。

「もしも敵がルクス城砦を無視できるなら、マリアヨの港町さえ陥としたら、このバルベルデまで遮さえぎるものもなく一気に直進できます。二、三日ほどで着くでしょう。マリアヨ近くの沖合いに、エリオット王子の率いる船団が姿を見せたという話もありますから」

　三人は顔を見合わせる。オルガが疑問を呈した。

「ジャーメイン王子も、ルクス城砦の重要性はわかっているだろう。簡単に裏切るような者を守備隊長に任じるとは思えないが」

「私も同感ですが、どうもジャーメイン王子の軍は盤石とは言い難いようです。我々をここまで案内してくれたタラード卿は、以前は五千の兵を率いる将軍だったとか」

「その話は俺も聞いたな。兵の略奪や暴行をやめさせるよう進言したら降格されたそうだが」

　ティグルの言葉に、マトヴェイは重々しくうなずく。

「事実のようです。タラード卿は常勝不敗といわれるほどの戦上手らしく、兵の信望も厚かったと。それもまた降格される一因だったらしいですが……」

　ティグルの背筋を、冷気をともなった緊張感が滑り落ちた。

　この二つの噂が事実だとすれば、ジャーメイン王子の勢力は、はるかにもろいのではないだろうか。悠長に交渉などしている余裕はない。

「明日には返事をもらえるはずだが……夜明けを待ってこの都市を出るか？」

「はい。ただ、北は危険です。いつエリオット王子の軍勢が現れるかわかりません。東へ――街道を外れることになるでしょうが、東へまっすぐ行けばブリューヌに入れます」

　街道を外れるということは進む道を見失うだけでなく、獣の群れや野盗に遭遇する可能性が格段に上がるということだ。だが、この都市にじっとしていれば、それこそ獣や野盗の比ではない危険が押し寄せてくるかもしれない。

「他には？　いい話があると嬉しいんだけど」

　気分を変えようと、軽い口調でティグルはマトヴェイに尋ねる。白イルカの船乗りは猛獣にも似た凶悪な笑みを浮かべた。

「あるといえばありますな。エリオット王子がムオジネルと手を組んだというものです」

「……それはいい話なのか？」

「この噂がジャーメイン王子の耳に入れば、我が国と組むことに前向きになるのでは」

　ティグルは内心でため息をつく。マトヴェイの浮かべていた笑みは、どうやら苦笑の類だったらしい。事実だったときはもはや手遅れになるのではないか。

「これらの噂が事実とはかぎりません。実際、あちこち聞いてまわったところ、まったく逆の話も聞けました。エリオット王子は慎重な性格ゆえまだ攻めてはこない、ルクス城砦の守りは万全だ、タラード将軍は野心を抱いており、そのために降格されたなどと……」

　マトヴェイはそこまで言って黙りこんだ。オルガも無言でティグルを見つめる。判断を委ねるということらしかった。

　室内にわだかまる暗闇を見据えて、ティグルは考えを巡らせる。

――この場合、最悪の事態は何だ？

　やがて、考えをまとめるとティグルは二人に告げた。

「いつでも動けるように荷物をまとめておいてくれ。それと――」
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　ジャーメインは、城館にいるときは謁見の間からほとんど出歩かない。

　正確には、玉座から動くことがめったにない。

　政務はここで行い、陳ちん情じょうも玉座で受けた。食事はもちろん、湯浴みについても、湯を満たした浴槽を運ばせる。用を足すときと寝るときだけ、謁見の間を離れた。

「玉座に固執しておられるのだろう」

「殿下がこのバルベルデを拠点となさったとき、真っ先にご用意されたのはあの玉座とシャンデリアらしい」

　彼の臣下たちはそう囁きあっていたが、そうではないことを知っているのは年老いた侍従だけだった。この侍従は枯れ木のような身体を引きずるようにして、若い主君の代わりに城館内を忙しく歩きまわっている。

　地上に夜が訪れるほんの少し前、侍従はジャーメインへの報告のために謁見の間を訪れていた。政務や、重要と思えた情報について一通り報告し終えると、ふと湧き起こった疑問を率直に尋ねる。

「殿下。ジスタート王国の使者たちへの返答ですが、明日に迫っております」

　玉座からはそうか、という短い言葉だけが返ってきた。外では日が暮れかかり、朱色の陽光が高い窓からここにも射しこんでいる。だが、玉座周辺は薄闇に包まれていて、ジャーメインの表情は見えなかった。

　侍従がそのまま黙然とたたずんでいると、ジャーメインは低い声で老人の名を呼ぶ。

「兵を五十人ばかり用意して、あの三人を捕縛せよ。今夜――真夜中にかかれ。捕らえるまで他の者たちには知られるな」

　さすがに侍従は絶句した。ジャーメインがティグルを気に入らない様子だったのは、あの謁見の直後の殺気だった主君の様子から薄々察してはいた。だが、それにしてもこの措置は尋常ではない。ジスタートとブリューヌの二国を敵にまわすことになる。

「その後、ムオジネルの使者を呼んで彼らを引き渡す。条件は、エリオットを切って私と手を結ぶことだ」

「……ムオジネルは、聞き入れるでしょうか」

「エリオットのやつは戦姫ひとりだが、こちらは戦姫に『月光の騎士』とやらいうブリューヌの英雄までついてくる。そもそもムオジネルがほしいのは、エリオットではない。ムオジネルがジスタートと戦っている間、その背後を脅かしてくれる存在だ」

　その相手が自分であってもかまわないだろうと投げやりな口調でアスヴァールの王子は言った。侍従は皺の目立つ顔を盛大にしかめて考える。

　もしもジャーメインの言うとおりにしたとすれば、こちらはムオジネルの協力を得た状態で、それを失った直後のエリオットと戦うことになる。優位に立てることは疑いない。

「ジスタートとブリューヌを敵にまわすのは……」

「ブリューヌは内乱からやっと半年だ。まだ動けんだろう。ジスタートも我が国に対処する前に、まずムオジネルの相手をしなければならない。やはり動けん」

「ですが、殿下。ジスタートとブリューヌを味方につければ、ムオジネルしか味方のいないエリオット王子よりも有利になることは確実。また地理的な問題もございます」

　ムオジネルとアスヴァールの間には、ジスタートかブリューヌがある。ムオジネルがジャーメインを支援しようとすれば、どちらか、あるいは両方の妨害を避けられない。

　それよりは、ジスタートとブリューヌの協力を得てすみやかに、より確実に支援を得るべきであると侍従は進言した。

「……そうなれば、このアスヴァールの地には三つの国の兵がうろつくことになるな」

　間を置いてのジャーメインの言葉は、侍従の意表を突くものだった。

「あの『月光の騎士』殿は、自国やジスタートの兵が略奪や暴行をはたらかないと思っているらしい。いや、使者としてそう思っているふりをしているのだろうが……」

　そんなわけがあるか、と毒に満ちた声音でアスヴァールの王子は吐き捨てた。

「エリオットの配下の海賊どもがどこの国の生まれだか、知っているのか。このアスヴァールはもちろんのこと、ジスタート、ブリューヌ、ザクスタン、ムオジネル……！　さらには遠く南方や東方の生まれの者までおるわ！」

　激した主君の怒りに驚きつつも、侍従は黙ってジャーメインが落ち着くのを待った。十数えるほどの時間はかからなかっただろう。侍従は静かに尋ねた。

「他に、理由はございますか」

「私はあの若造が嫌いだ」

「人間から好き嫌いを消し去ることはできませんが、それで相手を納得させることもまたできないものです」

　ジャーメインの率直な物言いを、侍従はやんわりとたしなめる。こうしたことは王子が幼いころからの、この老人の務めだった。だからこそいまでも侍従を務めており、また任せられてもいるのだ。

「あの男を見ていると、父上を思いだして無性に腹が立つ」

　今度は侍従はすぐに言葉を返さなかった。しばらく間を置いて、言った。

「先王陛下は、寛容な方であらせられました。名君と呼ばれるにふさわしい方だったとわたくしは思っております」

「その評価を否定する気はない。――私はもうおまえに命令をした」

　不機嫌さを隠そうともしない乱暴なもの言いに、侍従はうやうやしく頭を下げて退出する。忙しくなるなと思った。

　まずは、五十もの兵を他の重臣たちに知られないよう用意しなければならない。

　一方、侍従が退出して自分以外は誰もいなくなった謁見の間で、ジャーメインは不愉快そうに天井のシャンデリアを見上げていた。

「父は、寛容だったか。たしかにそうだな」

　侍従にも言ったように、否定するつもりはない。だが、その寛容さはこのアスヴァールには似つかわしくなかったのだとジャーメインは思っている。

　まだザカリアス王が存命だった数年前、ジャーメインは父の補佐をしてさまざまな政務を処理していた。いずれ父の後を継いで王になるだろう王子としては、いまのうちから政務に精通しておかねばならぬと思っていたし、能力もそれなりにあった。

　その際、ジャーメインはある貴族が領地からとりたてた税を王国に納めず、不作だの飢饉だのと嘘をでっちあげて着服していたことを調べあげた。

　厳しい処罰を若い王子は要求したが、ザカリアス王は納めるべき税を正しく納めるよう申しつけた以外は、税の一割ていどの罰金を科すという軽い罰しか与えなかった。

　二年後、その貴族はまた同じことをした。それだけではない、ジャーメインがつぶさに調べたところ、あきらかにその真似をした貴族が他に数人見つかったのだ。

　ジャーメインは独断でその貴族のところへ赴き、彼を拘束したあとその家族をことごとく斬って捨て、彼の居館を焼いた。

「新たな家族を迎えることを許そう。新たな屋敷を建てることも許そう。だが、今後貴様が小なりといえども悪事を働いたときは、今日のようにそれらをすべて失うと思え。よいか、たとえ銅貨一枚の着服であっても許さぬ」

　炎に包まれて焼け落ちる屋敷を背に、ジャーメインは冷たく告げた。王宮に帰還したあと、嘆き、怒る父王に彼はまず己の独断を詫び、しかし悪びれずに言った。

「これでしばらくの間、こうした悪事は減りましょう」

　それから一ヵ月とたたぬうちに、他の貴族たちが納めていなかった税を用意して、慌てて王都を訪れた。若い王子の言葉を裏づけるかのように。

　ジャーメインが恐怖で他者を律するべきだと考えたのは、このときだ。兵の非道を野放しにしておくのも、民に恐怖を与えて従わせるための、彼なりの考えだった。民にとってはたまったものではないが。

　それゆえに、民を守ろうとする姿勢を示したティグルとは決して相容れないとジャーメインは悟っていた。

――その点、エリオットを逃したのは痛かった。

　弟妹たちを虐殺した日のことだ。ザカリアス王が亡くなり、ジャーメイン以外の王子、王女を推そうとする貴族たちは少なくなかった。

　弟妹よりも彼らの存在をこそ、ジャーメインは許せなかった。父を失って、自身の精神の箍たがが外れたことを自覚してはいたが、ただ王位を守るためだけにしたのではないと彼自身は信じている。

　エリオットはともかく、妹であるギネヴィアに対しては、とくにどうしようとも思っていない。おとなしくしていれば放っておくつもりだった。

――今夜の件がうまく運べば……ムオジネルが味方につけば、エリオットは討てる。

　シャンデリアを見上げていた目を静かに閉じる。しばらく休むことにした。







　太り気味の三日月が空高く昇ったころ、ジャーメインの命を受けた五十の兵はティグルたちのいる屋敷へ向かった。全員が甲冑を身につけ、腰に剣を下げている。彼らは松明を五人につき一本用意しており、十を数える炎が闇の中にゆらめいていた。

「生かしたまま捕らえよとの仰せだが、傷をつけるなとは言われておらぬ。抵抗するようなら腕の一本も叩き斬ってやれ」

　五十人の兵を指揮する隊長は、酷薄な笑みを浮かべて部下たちにそう告げる。冗談めかした口調で付け加えた。

「完全武装の騎士を投げ飛ばしたとやらいう小娘がいるそうだ。用心しろよ」

　隊長はまず裏手に十の兵を送り、それから正面を二十の兵で固める。おおげさだなと思いながらも、残った二十の兵を屋敷の中へ送りこんだ。

　ティグルたちが二階の奥の部屋にいることは、使用人から聞いて知っている。二十の兵は剣を抜き放ち、勇んで階段を駆けあがった。廊下を走り、目的の部屋の扉に肩から体当たりを仕掛ける。扉をぶち破って、彼らは室内への侵入を果たした。

　しかし、先頭の兵たちは三歩と進まないうちに何かにつまずいて派手に転倒する。顔を上げた彼らが暗がりの中で最後に見たものは、斧を振りあげた少女の姿だった。

　鈍い音が立て続けに響いて二つの命が失われたときには、兵たちは他の二つの部屋に誰もいないことに気づいていた。彼らの獲物は、すでに一つの部屋に集まっていたのだ。

　二人の兵が剣をかまえ、一人が松明をかざして戸口に立った。直後、夜気を鋭く切り裂く音が響いて兵たちの顔に矢が突き刺さる。

　矢は三本放たれたのに、弓弦の響きはただ一度だけだった。

　一人が倒れ、二人は激痛と驚愕とで悲鳴をあげる。そこへ小柄な黒い影が飛びこんだ。

　この状況にあっても顔色一つ変えない戦姫。羅轟の月姫バルディッシュの異名を持つオルガだ。松明の炎を反射して、手にした斧が半月を思わせる輝きを放つ。

　十を超える兵たちは狭い廊下にひしめいて思うように動けず、しかも仲間の死と耳をつんざく悲鳴とで半数近くが冷静さを失っていた。

　羊の群れへ襲いかかった狼さながらに、オルガは竜具を振るって容赦なく彼らを打ち倒す。兵たちは兜ごと頭を叩き割られ、甲冑ごと腹を切り裂かれた。

　絶叫と血飛沫が幾重にも飛び交う中、オルガは舞うような動きで己の斧に血と命を吸わせていく。凄せい惨さんさと可憐さとが、華奢な身体の中に同時に存在していた。

　すべての兵が狼ろう狽ばいしたままというわけではなく、たじろぐ仲間を押しのけてオルガに斬りかかろうとした者も幾人かいる。だが、彼らはどこからか飛来した矢によって目か喉を射抜かれ、床に崩れ落ちるか、動きの止まったところをオルガに斬り伏せられた。

　矢を射たのは戸口のそばに身を潜ひそめていたティグルだ。廊下に出てもオルガの邪魔になるだけと判断した若者は、室内から矢を射放って少女を援護していた。

――エレンやミラもすごいものだったけど……。

　新たな矢を弓につがえながら、ティグルはオルガの勇戦ぶりに感嘆のため息を漏らす。

　まさしく彼女も戦姫だ。この強さは尋常のものではない。

「いやはや。まったくもって最悪の事態ですな」

　窓際に立っているマトヴェイがとぼけた口調でぼやく。彼は両手で椅子を持っていた。他に武器がなかったのだ。オルガの戦いぶりを見守りながらティグルは彼に尋ねる。

「そっちはどうだ？」

「こちらの騒ぎが聞こえているからか、慌てていますね。梯はし子ごや縄はないようですから、おそらく裏口から入って階段を上ってくるかと」

　ジャーメインが自分たちを捕らえるのではないか。それが、ティグルの考えた最悪の事態だった。たとえば自分たちの存在をエリオット王子に明かして牽けん制せいするなど、使い道はいろいろとある。もっとも、ムオジネルとの取引に使うとまでは予想できなかったが。

　そのような考えからティグルたちはひとつの部屋に集まっていた。音や気配からジャーメインの兵たちに気づいてすぐに飛び起きると、武器を用意しつつ椅子とベッドを扉のそばまで動かし、待ちかまえたのである。

　短い会話をかわしている間に、廊下での戦いは終わりを迎えていた。

　血と臓物にまみれて次々と倒れていく仲間たちを見て戦意を失い、腰を抜かして動けなくなった兵士にオルガが斧を突きつける。十人を超える兵たちを斬り伏せながら、彼女は返り血をまるで浴びておらず、うっすらと汗をかいているぐらいで息一つ乱していない。

「誰の命令だ？」

　兵士は涙を流して命乞いをしながら、ジャーメインの指示によるものだとあっさり答えた。オルガは目を細めると、斧の柄の部分で殴りつけて兵士を昏倒させる。ティグルを振り返った。その瞳がどうすると問いかけている。

　ティグルもとっさに判断しかねた。この都市を囲む城壁。そこを守る兵たちにも、自分たちを逃がすなという指示が出ているはずだ。逃げるにしてもどこへ行けばいい。

「わたしに提案がある」

　竜具についた血を拭いながら、静かな声音でオルガが言った。

「こちらからジャーメインを襲って人質にする」

「正気ですか!?」

　マトヴェイは仰天して目を剥いたが、ティグルはいくらか落ち着いている。

「悪くないな。たった三人の俺たちが反撃するとはジャーメインも考えていないはずだ。それに城館はすぐ近くで、濠もない。問題は、城館を囲む城壁をどうやって越えるかだが」

　あえて問題点を挙げたのは、オルガの反応を期待してのことだった。この少女が、そのことをわかっていないはずがない。はたして薄紅色の髪の戦姫は即答する。

「わたしがなんとかする」

　ティグルの腹は決まった。矢筒の中身を確認する。こんな形で使うとは思っていなかったが、買っておいて正解だった。どうにかもってくれるだろう。
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　屋敷を出るのは思ったより簡単だった。窓の下には十人の兵がいたのだが、彼らの持つ松明を目印にしてティグルが狙い撃ち、その隙に窓から縄をつたってオルガがすばやく地上に降りたのだ。あとは、彼女が兵たちを一方的に蹴散らした。

　オルガに周囲を警戒してもらい、まずマトヴェイが、次にティグルが縄をつたって地上に降りる。

　マトヴェイを先に行かせたのは、大柄な体たい躯くのために時間がかかるのではと思ったからなのだが、杞憂だった。ティグルよりもよほどすばやく、この船乗りの男は巧みに縄をつたって降りたのだ。

「ふむ、昔を思いだしますな。船の上では日常茶飯事でした」

　覚悟を決めたらしく、マトヴェイは凶相の中に笑みを浮かべる。その腰には兵士から奪った剣を下げていた。

　ティグルが地上に降り立ったころ、二階がにわかに騒がしくなる。屋敷の正面を固めていた兵たちが突入したのだろう。間一髪だった。

　月明かりだけを頼りに、ティグルたちは夜の闇に包まれた通りを駆ける。兵たちの持っていた松明を奪うこともできたが、この状況で明かりを手にしてはかえって目立つ。

「……それにしても騒がしいですな」

　マトヴェイが暗闇を一いち瞥べつしてつぶやいた。城館へはまっすぐ進めばよく、遮さえぎるものもない。小さな段差にだけ気をつけていればいい。三人はすぐに城壁の前までたどりついた。

「下がっていて」

　高くそびえる城壁を見据えてオルガは呼吸を整え、手にしている斧を振りあげる。半月にも似た刃が淡い燐光をまとった。

　オルガの周囲の地面がくぐもった唸りを発して震動する。地の底から突きあげられたかのように音高く弾け、無数に隆りゅう起きした。鋭い先端を持つ大地の柱がいくつも屹立し、その中心で十四歳の戦姫は毅き然ぜんとして立っている。

　細かな石いし礫つぶてが空中を漂い、光の粒子の渦となって斧――ムマに吸いこまれていく。それによって竜具の放つ輝きは一段と増していくかに見えた。

　マトヴェイは、眼前に展開する光景に声も出ないでいる。ティグルは周囲を警戒するだけの余裕がまだあったが、それでも彼と同じくオルガから目を離せなかった。緊張と興奮と期待が、ティグルの口元に笑みを浮かべさせる。手元の黒弓に視線を落とした。

――いざとなればこいつに頼るつもりだったが……そんなことをせずにすみそうだな。

　オルガの斧が、形を変える。柄が倍近くに伸び、刃は二回り以上大きくなった。所有者の身体より大きいかもしれない。

「――角貫の弐ドゥヴァローク！」

　オルガはその巨大な斧を両手で握りしめ、城壁に力強く叩きつける。

　閃光が弾け、大地が吹き飛んだと錯覚するほどのすさまじい轟音が夜空に響き渡った。大小無数の瓦礫が四方八方へと吹き飛び、大気と大地は激しい鳴動を伝える。

　そして五十チェート（約五メートル）の厚みを持つ城壁には、マトヴェイでも楽に通り抜けられるだろうほどの巨大な穴が穿うがたれていた。砂煙を立ち昇らせ、周囲に無数の亀裂を走らせて、向こう側の景色が見えている。破は城じょう槌ついを用いても、このようにするには幾度も叩きつけなければならないだろう。

　ふっと息をついてオルガが斧を肩に担いだとき、竜具は元の大きさに戻っていた。見慣れた無表情でティグルたちを振り返る。

「急ごう。兵士が集まってくる前に」

　まだ口を半開きにして呆然としているマトヴェイの肩を、ティグルが軽く叩いた。それでようやくマトヴェイは我に返る。それを確認するとオルガは走りだした。二人の男たちも急いで彼女に続く。

「……知っていたのですか？」

「他の戦姫の竜技ヴェーダを見たことがある」

　まだ信じられないといった顔をしているマトヴェイの質問に、ティグルはやや遠回しに答えた。エレン、ミラに続いて三人目だ。ただ、人智を超えた力というならば、自分も数に入れるべきかもしれない。

「アレクサンドラ様にもあのような力が……？」

「あるんじゃないかな。見たことはないが」

　マトヴェイは顔を手で覆って盛大なため息をついた。なんとなく申し訳なさを感じつつティグルは言葉をつけたす。

「ただ、あてにしない方がいい。いろいろと面倒な代物みたいなんだ。オルガが使うと決めたときに任せるぐらいがちょうどいい」

「ああ、それは大事ですな」

　普段のふてぶてしさを感じさせる強面を回復させて、マトヴェイは笑った。この立ち直りの早さは数々の経験によるものだろうが、ティグルにはありがたい。

「一瞬、もうオルガ殿にすべて頼んでしまっていいのではないか……と、そう考えてしまいそうになりました」

「本当に、サーシャはいいひとをつけてくれたよ」

　松明のそれとおぼしき炎が近づいてくる。ティグルは足を止め、矢筒に手を伸ばした。そのときには闇に慣れた目が松明のそばにいる人影の数を把握している。矢を三本まとめて取りだし、つがえて放った。短い悲鳴が重なり、松明が地面に転がり落ちる。

「さっきも見たけど、それはどうやるんだ？」

　オルガが感心した顔で尋ねた。マトヴェイも興味を示してうなずく。

「……練習かなあ」

「練習すればできるようになるとも思えないが」

　そう言われても、ティグルとしてはそれ以外に答えようがない。

　城館の裏手へ回りこむ。赤々と燃える篝火が、扉の位置と見張りの兵が二人であることをティグルたちに教えてくれた。見張りはいずれも甲冑を身につけ、槍を持っている。

　彼らが襲撃者の存在に気づいたときにはオルガが身を低くして飛びこみ、ティグルの握りしめる黒弓から矢が放たれていた。鈍い音に、彼らの叫びが重なる。

　扉は木製で、鍵がかかっている。倒れた兵士の懐をさぐって、ティグルは鍵の束を取りだした。その間に、マトヴェイは己の服の袖を裂いて兵士の持っていた槍に巻きつけ、即席の松明を作りあげる。

「手際がいいな」

　ティグルは称賛の眼差しをマトヴェイに向けた。ここまでは月明かりを頼りに走ることができたものの、城館に入ればさすがに明かりが必要になるだろう。

「おかしい」

　不意にオルガが声をあげた。ティグルとマトヴェイは怪訝そうな顔をして彼女を見る。

「やけに騒がしい」

　二人の男は一瞬眉をひそめたものの、すぐに異変に気づいた。耳をすませてみると、扉の向こう――城館の中からは怒声や甲冑の音に加えて、悲鳴や剣戟の響きまで聞こえる。何かと戦っていなければ発せられないものだ。

「君が城壁に穴を開けたから……というわけでもないみたいだな」

「争っている音が聞こえますな。屋敷からこの城館まで来る間にも思ったのですが、どうやら我々以外にも騒ぎを起こしている者がいるようで」

「だとしても、わたしたちのやることに変わりはない」

　迷う様子を見せず、きっぱりとオルガが言い切る。ティグルもうなずいた。

「様子を見ている余裕もないしな。ただ、慎重にいこう」

　扉を開け、オルガが先頭に立って三人は城館の中へ飛びこんだ。明かりを持っているマトヴェイが真ん中に立ち、ティグルがいちばん後ろだ。

　誰何すいかの叫びをあげながら襲いかかってきた兵たちを返り討ちにして、ジャーメインの居場所を聞きだす。謁見の間という答えに不審を抱いたものの、考えこんでいる暇はない。

「やはり、何というか散発的ですな」

　謁見の間を目指して廊下を駆けながら、マトヴェイがそんな感想を漏らした。

　さきほどの戦いでも、相手は三人しかいなかった。だからこそさしたる苦戦もせずに、ジャーメインの居場所をあっさり聞きだせたのだったが。

「俺としてはありがたいよ。矢の本数には限りがあるからな」

　それからほどなく、ティグルたちは謁見の間に到達する。

　だが、そのときには、事態はさらに急変していた。







　謁見の間に突入したティグルたちが見たものは、数人の男たちと、一つの死体だった。

　死体は、珍しくはない。ここに足を踏み入れるまでにいくつも見ている。自分たちの武器でそれを増やしてもきた。

　しかし、それがこの城館の主となれば話は別だ。

　謁見の間は駆け抜けてきた廊下にくらべてはるかに明るかった。天井から吊り下げられたシャンデリアの蝋燭すべてに火が灯り、この広い空間を照らしているためだ。

　ジャーメインは玉座に座ったままうなだれている。その衣は斬り裂かれ、血で赤黒く染まっていた。そして、そのまわりには数人の男たちがいる。

　ティグルが足を止めたのは、彼らが顔見知りだったからだ。百騎長タラード＝グラムにその副官クレスディル、さらに彼らの部下だろう兵士たち。タラードは剣を腰に吊るしたままで、手には弓を持っていた。矢をつがえかけている。

　目が合った。

　驚愕の空気に満ちていた謁見の間に、緊張が走る。ティグルとタラードはまったく同時に弓をかまえ、ともに相手の額へと狙いを定めていた。

　オルガとマトヴェイもまた、動きを止める。人質にするつもりだったジャーメイン王子の死、そこにいるタラード、さらに攻めるべきかティグルを守るべきかという迷い。それらが混在して、二人の足を床に縛りつけた。

　黒弓を握りしめながら、ティグルは額に強烈な熱を感じている。タラードの戦意が、彼のかまえている弓矢の鏃から放たれているのだ。

　ティグルの立っている位置から玉座までは、三十アルシン（約三十メートル）に満たない。絶対に外さない距離だ。それは、タラードにとっても同様のようだった。どちらも一言も発さず、呼吸を止め、相手を見据えて微動だにしない。

　血なまぐさい騒々しさに満ちた外界から切り離されたかのように、謁見の間を静寂が包む。それは、ティグルとタラードの二人によって作りだされたものだった。

　もし一言でも発したら、その瞬間に二本の矢が放たれて二つの命がかき消えるかもしれない。その恐怖が、この場にいるすべての者から動きを奪っている。

　ふっと、ティグルの額に刺さっていた熱が消えた。目を瞠るティグルの視線の先で、タラードは敵意のない微笑を浮かべている。

　弓を下ろしたのも、おたがい同時だった。

「呼ぶ手間が省けた……ということにしておこうか。ティグル殿、いや、ヴォルン伯爵、いろいろと話したいことがあるんだが、聞いてもらえるかな」
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　武器を取りあげられるようなことはなかった。

　城館の三階にある客室へティグルたちは通される。そこへ行くまでに三人が見たものは血の跡がべっとりとついた壁や床、頭を割られ、あるいは腹を斬られて転がっている数々の死体と、興奮と熱狂の表情で廊下を駆けていく兵士たちだ。

　廊下には血と臓物の臭いが充満し、かすかに息がある者たちの呻うめき声が断続的に響く。その凄惨な様相は、終わりに近づきつつある戦場そのものだった。

「何があったんだ？」

　自分たちを客室まで案内してくれたクレスディルに、ティグルは聞いた。客室は冷たい夜気に満たされ、血の臭いもしなければ、兵たちの声や甲冑の音もほとんど聞こえない。

「説明は、のちほど閣下がなされます」

　レンガ造りの暖炉に火を入れてからクレスディルは答えた。狐を思わせる目には感情らしい感情がうかがえない。無表情というよりも、仮面と相対している気分になる。

「とはいえ時間がかかりますので……夜が明けるころまでここでお休みになってお待ちください。必要なものがあれば用意いたします」

「それじゃ毛布を三人分頼む」

　あっさりと言ったティグルに、かしこまりましたと一礼してクレスディルは退出する。彼の気配が遠ざかるのを待ってオルガが口を開いた。

「いいのか？」

　彼らを信用していいのかという意味だ。ティグルは暖炉の前にしゃがみこんで火に手をかざしながら答えた。腰を下ろさないのは床がまだ冷たいからだ。

「暖炉に火を入れてくれたんだから、いまのところ俺たちを殺す気はないんだろう。とりあえずは話を聞いてみよう。それより二人もどうだ。暖かいぞ」

「あの村でもそうでしたが……あなたはここぞというところで肝が据わる」

　マトヴェイが笑みをこぼし、ティグルの左隣にしゃがんで同じように火にあたる。オルガもまたティグルの右隣まで歩き、外套の端を尻に敷いて座った。

　クレスディルの部下が毛布を持ってきたあとも三人は暖炉の前から動かず、ベッドは誰も使わなかった。

　タラードがクレスディルを伴って客室を訪れたのは、窓の外が明るくなったころだ。

「待たせたな」

　昨日と同じ服装で、金色の髪はやや乱れている。だが、その顔にはいささかの疲れも見られない。むしろ覇気に満ちて輝いているようにさえ思えた。

　部下に椅子を運ばせ、ティグルたちと向かいあうようにして座る。彼の後ろにはクレスディルが、ティグルの後ろにはマトヴェイがそれぞれ立った。何かあったときすぐに動けるようにという用心からだ。

「さて、どこから話したものかな。そうだな、何を聞きたい？」

　まるで世間話でもするような気軽さでタラードはティグルに笑いかける。この人懐こさも、タラードの武器のひとつなのだろう。ティグルは何を聞かされても驚かないよう警戒しつつ口を開いた。何を聞くべきかは昨夜のうちに考えている。

「いまさらかもしれないが、ジャーメイン王子を殺したのはあなただな？」

「ああ。オレが殺した」

　悪びれず、開き直りもせずあっさりとタラードは肯定した。

「理由は三つある。ひとつは、ジャーメインのやり方をこれ以上看過できないということ。もうひとつは、このままではエリオットに負けるということ」

　彼の言葉を内心で吟味し、嘘ではないとティグルは判断する。

「最後は？」

「それはもちろん野心からだ」

　傲ごう然ぜんたる態度で、タラードは言い切った。

　オルガとマトヴェイが目を瞠る。ここまではっきり断言するとは思わなかったのだ。ティグルだけが、動じる気配を見せずに小さくうなずいた。

「民を救うため、分裂したアスヴァールを統一するためとはいえ、オレはただの平民。簒さん奪だつであることは変わらんからな。少なくともあんたには言っておくべきだろうと思う」

　これは本気か冗談か判別がつかない。だが、本気だろうとティグルは思った。

　タラードの話によれば、百騎長に降格されることがわかったときに彼は叛乱を計画したのだという。

「ジャーメインはこのバルベルデにオレを留めた。兵さえ取りあげれば問題ないと思っていたんだろう。オレには都合がよかったが」

　その後、タラードはバルベルデの周辺をまわって治安の維持に務める一方で、自分に従う兵を徐々に増やし、またこの城館を攻める策と時期について考えた。それがだいたいまとまったころに、ティグルたちと出会ったのだ。

「やってきて早々ジャーメインの兵を討ったんだ。間違いなく一波乱あると踏んで、実行の時期を早めて可能なかぎり兵を集めた。そうしたら案の定だ。ジャーメインは手持ちの兵を五十もあんたたちに割いてくれた。おかげでずいぶんやりやすかったぞ」

　タラードは治安維持を理由に、城館やティグルたちの泊まった屋敷周辺を歩きまわることができた。また、城館で働く使用人や召使も、その多くはバルベルデの住人だ。彼らの信頼を得ているタラードが、城館内の動向をさぐるのは容易なことだった。

「そういうわけで、いまはオレがバルベルデの城主だ。そこでさっそくだが、あんたたちに頼みがある」

「ジャーメイン王子に代わって、俺たちと手を結びたいということか？」

　先回りしてティグルが尋ねると、タラードは破顔して首を縦に振った。

「話が早くて助かる。もっとも、条件を詳しく聞いてからだが」

　マトヴェイは憮ぶ然ぜんとした顔になり、オルガは興味深げにティグルの顔を横目で見る。

　交渉すべきジャーメインに殺されかけ、しかも、そのジャーメインは部下に殺された。

　状況の変化はすでに、ティグルの扱える範囲を大きく超えている。答えを保留して、一日も早くジスタートへ帰還すべきだ。ヴィクトールはティグルを咎めないだろう。

　だが、ティグルはジャーメインに話した契約の内容を静かに述べた。聞き終えるとタラードは笑顔で膝を打つ。

「ヴォルン伯爵、できればオレも、おおむねその条件でジスタート、ブリューヌと友好を結びたいのだが、いかがかな」

「おおむね、とは……？　たしかにこの内容はジャーメイン王子に宛てたものだから、そのままあなたとの交渉にも用いるというわけにはいかないが」

　慎重に、ティグルはタラードに尋ねた。不用意な言葉は漏らせない。

「我々への支援についてだ。軍だの船団だのはいらない。あんたと、隣の戦姫殿に協力してもらいたい。兵を率いて戦場に立ってほしいんだ。そうしてエリオットを討ったら、アスヴァール王国としてジスタート、ブリューヌの両国と正式に友好を結ぼう」

　これにはティグルも驚かされた。これからエリオットとの戦いに向けて一兵でも欲しい状況だろうに、ずいぶんと思いきったことを言う。はったりだとしても大胆に過ぎる申し出だった。

「タラード卿、あなたに従う兵の数は？」

「すぐ動かせるのはだいたい三千だな。歩兵が七百、騎兵が二千、傭兵が三百」

「騎兵が多いな」

　ティグルは素直に驚いた。馬具や馬糧を用意しなければならないので、騎兵は金も手間もかかるが、機動力や突進力に長ける。うまく使えれば数字以上の力を発揮するだろう。

「ちなみにエリオットの兵力は、二万から三万と聞いている」

　闊達な笑みを浮かべて、タラードは聞いてもいないのに敵軍の数字まで出してきた。

「十倍の敵に対して勝算があるというわけか」

「そうだ。もっとも、いまの時点では教えられないが」

――難しいところだな……。

　断れば、殺されはしないまでも、戦が終わるまでどこかに軟禁されるのは間違いない。

　ティグルは忙しく頭を回転させる。あまり考えている時間はない。視線だけを動かして隣のオルガを見ると、目が合った。彼女は無表情のまま小さくうなずく。自分の判断に従ってくれるということらしい。

　結論を出す前に、ティグルは時間稼ぎを試みることにした。

「俺たちに、兵を率いて戦場に立ってほしいと言ったが、報酬は？」

――妥当な額をすでに考えているんだろうが。

　よほどの内容でなければ聞き流せばいい。ともかくいま必要なのは考える時間だ。

「こんなところで惜しんではいられんからな。領土はさしあげられないが、それぞれに金貨を五袋用意しようと思っている。マトヴェイ殿も戦場に立ってくださるなら金貨を三袋お支払いしよう。またヴォルン伯爵には『月光の騎士』『流星落者』に並ぶ称号を贈らせてもらうことも検討しているが」

「ご厚意はありがたいが、称号は遠慮させてもらおう」

　さすがに二つもあれば充分だ。その二つでさえ持て余しているというのに。

「それは残念だな。それから――」

　まだあるのかとティグルは意外に思った。タラードは表情をまったく変えずに続ける。

「エリオットに囚われているソフィーヤ＝オベルタスを保護し、あなたにお渡ししよう」

　がたん、と椅子を揺らして、タラードの台詞が終わる前にティグルはおもわず身を乗りだしていた。

「……どういうことだ？」

　ソフィーはジスタートの使者として、エリオット王子のもとを訪れている。そのことはエレンから聞いていたが、囚われたというのは初耳だった。

　タラードの話に乗ってしまっていることはわかっていたが、ティグルとしては聞かないわけにはいかない。ティグルの反応に驚いた顔をしつつも、タラードは答える。

「エリオットがムオジネルと密約をかわしていることは知っているか？」

「……噂としては」

　ティグルは椅子に座り直した。それゆえに、密使としてこの国へ派遣されたのだ。

「そういうことだ。エリオットは表向きはジスタートと友好を深めているふりをして、ムオジネルと手を組んだ。彼らの支援を得る対価が、ソフィーヤ殿というわけだな」

「ソフィ……ソフィーヤ殿は無事なのか？」

　彼女の愛称を口にしかけてしまい、ティグルはとっさに取り繕ったものの、声に焦りがあることまでは隠しきれなかった。

「十日前の段階では無事のようだ。彼女は貴重な人質であり、ムオジネルの支援を引きだすための大切な駒だからな。粗雑に扱うことはないだろう」

　頭を抱えたくなったが、ティグルは奥歯を強く噛みしめて必死に自制する。タラードの言葉は間違っていないだろうが、それでもやはり推測でしかない。

――俺の心配は無用のものかもしれないが……。

　ソフィーは戦姫だ。おっとりとした物腰からは想像し難いが、彼女は刺客に狙われたマスハスを助けたことがある。エレンと組んでとはいえ、ブリューヌ最強の騎士と謳われたロランと戦ったことも。今回、エリオット王子のもとへ使者として派遣されたのも、多少の危険は自力で切り抜けることを期待されてのものだろう。

――だめだ。やはり無視できない。

「タラード卿。もうひとつ条件をつけたい」

　だが、そこまで考えた上でティグルはこの話を呑むと決めた。ソフィーには恩がある。それに、もし彼女に何かあればエレンは悲しむだろう。ミラも。そして自分も。

　だいじょうぶかもしれないというだけで、放っておくことなどできなかった。

「エリオット王子との決戦直前まで、俺たちの名前は公にしないでほしい」

　ティグルの要望に、タラードは顎に手をあてて考えるそぶりを見せる。

「よければ、理由を聞かせてもらえるかな」

「ジスタートは、まだジャーメインに――ひいてはタラード＝グラムに味方していない。エリオット王子にそう思わせたい」

　ソフィーの安全を確保するための、これは一手だった。ティグルたちの存在を知った場合、エリオットは彼女を人質として使うかもしれない。そんなことをさせてはならなかった。

「オレの名にかけて明かさないことを誓おう。また、そのような噂が出たら即座に否定もしよう。よろしいかな」

「俺たち三人があなたに協力する点については、それでいい。ジスタートとアスヴァールとの契約に関しては、エリオット王子を討ったあと協議を重ねて調整していきたい。さきほども言ったが、あれはジャーメイン王子に宛てたものだからな」

「承知した。これで成立だな。よろしく頼む、伯爵」

　満面の笑みでタラードが手を差しだす。ティグルも不敵な表情でその手を握りしめた。

「ソフィーヤ殿の件、くれぐれもお願いする」







　話の続きは会議室で行われることになり、客室より一回り小さな部屋にティグルたちは案内された。武器は持ったままでいいとのことなのでティグルは黒弓を手にしており、オルガはムマを腰に下げている。タラードなりの、信用の証ということなのだろう。

　会議室は窓と天井がなく、部屋の四隅に立っている燭台の灯りと吹き抜けの空から射しこむ陽光が室内を照らしている。中央に巨大な机が置かれ、その上にはさまざまな大きさの地図や軍を表しているのだろう駒があった。壁にも何枚もの地図が貼られている。

　そして、一人の男がいた。三十代前半といったところか。ティグルとはやや色合いの違う赤い髪に、穏和そうな青い瞳をしている。容姿、体格とも平均的で、鎧はつけず腰に剣を下げているだけの軽装だが、身のこなしには隙がない。

　かなりの技量の持ち主、とオルガが小声でティグルに教えてくれる。

「ルドラーだ。この男をあんたにつける。役に立つ男だ、使ってやってくれ」

「バイルド＝ルドラーと申します。ヴォルン伯爵、数々の武勇伝を持つあなたとともに戦える幸運を、嬉しく思います」

　ルドラーは丁寧な態度で頭を下げた。ティグルも彼の手をとって、恐縮だと握手をかわす。第一印象だけで判断するのは危険だが、悪い人物ではなさそうだった。

「それでは、私から現在の状況を説明させていただきます」

　狐を思わせる目をしたクレスディルが、壁に貼られた地図の前に立つ。この周辺を描いたものだ。手に持った短い棒で、バルベルデの北西にあるルクス城砦を指した。

「ルクス城砦を守るレスターですが、一昨日、エリオット王子に寝返る旨を宣言しました」

　さすがにティグルは開いた口がふさがらずその場に立ち尽くす。マトヴェイもだ。噂には聞いていたが、もっとも事実になってほしくないことが事実になってしまった。

　オルガは説明を求める視線をタラードに向ける。金色の髪の簒奪予定者は何でもないことのように答えた。

「想定の範囲内だ。以前からそんな噂はあったからな。それに、オレの下についてもいずれは処断していただろうからちょうどいいともいえる」

「問題のある人物なのか？」

　ティグルの質問に、タラードは渋じゅう面めんをつくって首を振った。

「剣技も兵の指揮もなかなかのものなんだが、好みの若い娘を見つけるとさらって城砦へ連れ帰ってしまう男でな。オレとよく衝突した。ジャーメインはそういうことを気にしなかったからな……。レスターが寝返った理由は何だ？」

「ジャーメインにいつまでたっても弟妹を殺害したことを悔いる様子がなく、なお非道を重ねているゆえ、というのが彼の言い分です。本音としてはジャーメインを見限ったか、エリオットが餌をちらつかせたのでしょう。領地か、爵位か……」

「あるいは若い娘か」

――だが、城砦一つに三千の兵がそっくり敵にまわったのは痛いな。

　ティグルは苦い顔で壁の地図を見つめる。タラードの感想には共感できるが、もっとも近い敵はこのバルベルデから二日の距離にいるのだ。いまにも負けそうな状況である。

「説明を続けます」

　厳格な教師のような口調で、クレスディルが地図を棒の先端で叩いた。バルベルデから北上し、沿岸にあるマリアヨの港町を示す。

「エリオット王子の船団は、依然としてマリアヨの沖合いから動きません。レスターの寝返りに、我々がどのような反応をするのか様子を見ているものと思われます。マリアヨに対しても一斉攻撃をちらつかせつつ、降伏を迫っているかと」

「ソフィーヤ殿もその船に乗せられているのか？」

　どこから手をつけたらいいのかわからない惨状だが、ティグルにとってまず確認すべきはそこだった。それにしてもソフィーという呼び方に慣れてしまっていたせいで、すぐにはソフィーヤ殿という言葉が出てこない。クレスディルは眉一つ動かさずにうなずく。

「戦姫が噂通り一騎当千の武人だとしても、四方を海に囲まれていれば逃げることはかないませんから。エリオット王子にしても貴重なものはそばに置いておくでしょう」

　説得力のある説明だった。ソフィーには竜具があるが、ティグルの知るかぎり、海をどうにかできる類のものではないはずだ。

「それでは、これからどう動くのかオレから説明しよう」

　タラードは自信たっぷりに胸を張り、壁に貼られた地図の前まで歩いていく。ルクス城砦を指でこつんと叩いた。

「ルクス城砦だが、これをヴォルン伯爵に三千の兵で陥としてもらいたい。あんたの連れであるオルガ殿とマトヴェイ殿についてはお任せする」

――三千の兵で、同数の兵が守る城砦を陥とせっていうのか……？

「その間にオレとクレスディルは兵をかき集める。一万ほど集まる見込みだ。あとは伯爵と合流して北上し、一戦してエリオットを討つ」

　ティグルは耳を疑った。戦略と呼ぶにはあまりにも大雑把すぎる。そもそも一万の兵を集めたところで、エリオット王子の軍勢が三万だった場合はたった三分の一。自分たちの三千を合わせても半分以下。勝つ気があるのかと怒鳴りつけたくなるような話だった。

「詳しい説明を頼む」

　ティグルが口を開くより先に、オルガがむっつりと言った。彼女もいまの説明に納得できていないのだ。

「あなたはエリオット王子がどのように動くと考えている？」

「マリアヨを攻め落として南下、このバルベルデを目指すだろう。戦略として、他に兵を動かしようもないしな」

　タラードは港町から指を街道に沿って一直線に走らせ、バルベルデで止める。

「だが、マリアヨをすぐに陥とせるとは思えん。こちらは兵の数が一万に達したら北上し、海を渡ってアスヴァール島へ乗りこむ。船の数は充分、やつらに見つからずに海へ出られる岩場もすでにさがしてあるし、潮の流れも把握ずみだ」

　バルベルデの周辺で指を何度も回したあと、タラードはその指を真上へ持っていき、海を越えて島まで進めた。

「そして王都コルチェスターを目指す……ふりをして、エリオットが慌てて戻ってくるのを待ちかまえ、奇襲をかけて叩き潰す。一戦で終える」

　これにはオルガも意表を突かれ、細めていた目を大きく見開く。ティグルとマトヴェイもその見事さに唸った。その反応に気をよくしてか笑顔でタラードは続ける。

「ジャーメインがいないいま、バルベルデはアスヴァール王国内の一都市でしかない。オレがバルベルデを放棄することは恥ではないが、やつがコルチェスターを他人に奪われることは大きな失点だ。エリオットは必ず引き返してくる」

「なるほど。だが、エリオットが攻めこんでこない場合は？　政敵であるジャーメインがいなくなったのだから、己の立場を盤石のものとするために、王都へ引きあげるかもしれない」

「それはそれでありがたいな。オレは安心してバルベルデを中心に味方を増やし、勢力を広げることができる。だが、エリオットには決戦を急ぐ二つの理由がある」

　首をかしげるオルガに、タラードは指を二本立ててまっすぐ突き出した。

「ジャーメインを殺したオレを、王族であるエリオットは放っておくことができない。一日も早く討ちとらなければ沽券にかかわる。貴族諸侯もやつを軽視するだろう。もう一つは、そろそろ限界が近いということだ」

「限界……？」

　首をかしげるオルガにタラードは答えず、ティグルに楽しげな視線を向ける。おまえにわかるかという問いかけだ。

「二万から三万の兵を食べさせていくのは楽じゃないってことだな」

　ティグルがそう言うと、オルガははっとしたように口元に手を当てた。その答えは正しかったらしくタラードは嬉しそうに笑う。

「さすがに察しがいいな。ザカリアス王が亡くなられ、内乱が起こってからおよそ半年。エリオットは海賊を兵として使っているが、こいつらを一ヵ所に留めておく苦労は並大抵じゃない。放っておけばジスタートやブリューヌの沿岸へ遠征に行きかねない連中だ」

「彼らは二つの手段で食糧を得ています。ジャーメイン王子の――つまり現在は我々の勢力圏を襲撃しての略奪。もう一つは貴族諸侯からの徴発です。このため、エリオット王子に対する貴族諸侯の反発は日増しに強くなっております」

「感謝する。よくわかった」

　オルガはタラードとクレスディルに小さく頭を下げた。彼女がすぐにわからなかったのは、軍を率いた経験がないからだろう。

　短期決戦を望んでいるのはエリオットの方なのだ。タラードが一戦で終えると言ったのも、いまなら理解できる。

――そのためには、まずルクス城砦か……。

　ティグルは渋面になった。城攻めの経験は一度しかない。エレンとともに、タトラ山に籠城したミラを攻めたときだ。

「三千の兵を俺に貸してくれると言ったが、すぐ動かせるのか？」

「ああ。いますぐ動くというなら、半刻後には発てるぞ」

　その早さにティグルは内心で感嘆の声を漏らす。武具や食糧、雑具などの用意はすでに終えているということだ。

――当然か。何しろ仕えている王子を襲う計画をたてていたんだからな。

「わかった。すぐルクス城砦へ向かおう」

　オルガとマトヴェイに目配せをして、ティグルは会議室を出た。

――ソフィーを助ける方法が、他にない。

　この都市を出てエリオットの船をさがし、潜入してソフィーを助け、脱出する。どう考えてもできるはずがない。タラードと協力しあう方が可能性ははるかに高い。それがわかっていながら、彼の野心に加担しているという事実にティグルの気分は晴れなかった。

　憮然とした顔のまま廊下を歩きだしたところで、背中から声をかけられる。

「――ヴォルン伯爵」

　ティグルを呼び止めたのは、会議室から出てきたタラードだった。

「あんたと少し話がしたいんだが、いいかな。なに、そんなに時間はとらせん」

　親指で廊下の向こう側を示し、暗に場所を変えようと言っている。ティグルは眉をひそめた。必要な話はもうすませたはずだ。オルガが尋ねる。

「それは、わたしたちがいては困るような話なのか？」

「そういうわけではないが……」

　タラードは返答に詰まった。その表情は言い訳に困っている子供のようで、仕方ないと許してしまえそうな愛敬がある。ティグルは軽いため息をついた。

「わかった。話を聞こう」

　自分たちは協力すると言ったばかりだ。この段階で何かをしてくるとは思えない。それに、話とやらに興味がまったくないわけでもなかった。

　オルガとマトヴェイにはさきほどの客室で待ってもらうことにして、ティグルはタラードの後について歩く。タラードは楽しそうな足取りで廊下を進んでいった。

　角を曲がり、梯子を上って着いたのは屋根の裏側とでも呼ぶべきところだ。屋根の一部が特殊な造りになっていて、まるで壁のように本来の屋根から上へ突き出ているのだ。城館を正面から見たかぎりでは、まずわからないようになっている。

　そして、そこにはちょっとした広さを持つ円形の足場があり、弓と矢が置かれていた。

「ここは、このバルベルデでもっとも高く、町を見渡せるところだ」

　タラードが得意そうに笑い、壁代わりとなっている屋根を指で示す。そこに立つと、巧みに造られた屋根の隙間から町の様子が一望できた。

「こんな妙な仕掛けを誰が造ったのかはわからん。ゼフィーリアだと思うんだが、まったく記録に残っていないんだ。それはともかくとしていい景色だろう？」

　ティグルは素直にうなずいた。昨夜あんなことがあったにもかかわらず、町の様子は平和そのものだ。兵士の姿こそ随所に目につくものの通りには露店が並び、主婦たちは買い物がてら談笑し、子供たちは狭い路地を駆けまわっている。

「明け方はもうすこし騒がしかったんだがな。乗っ取ったのはオレだということが伝わってから、幸いなことに静まってくれた」

「俺に見せたかったのはこれか？」

　ティグルが訊くと、タラードは真剣な表情になってうなずいた。

「女子供がびくびくせずに通りを歩ける。脅されることを恐れずに店を開ける。明かりがあり、食いもの匂いが漂う……。ごく当たり前のことだと思っていたが、そうじゃないことをこの半年で思い知らされた」

　平和は、その意思と力があってようやく維持されるものなのだ。そのいずれかでも失われれば、白昼から野盗が横行する世界が出現してしまう。

　青く澄みきった空を見上げて、金色の髪の若者の声が熱を帯びる。

「いまはこのバルベルデといくつかの町や村ぐらいだが、いずれはアスヴァール全土をこういう状態にしたい。しかし、それには一介の将軍では無理だ。だから――」

　叫びだしそうになったのを堪えるかのように、タラードは息を吐きだした。碧い瞳が冷静な輝きを取り戻す。だが、瞳の奥には依然として激情が炎のように燃えさかっていた。

「オレは王を目指す。いま眼下に広がるものが、オレの治める国の形だ」

　ティグルはタラードを見つめたまま、とっさに言葉を発することができずにいる。

　彼の視線と態度には、見る者を惹きつけずにはおれない強い磁力があった。その理想をかなえるために協力させてほしいと思わせる不思議な魅力があった。

　他の者が同じ表情と同じ態度で同じ言葉を紡いだとしても、こうはならないだろう。あるいはこれこそが、王と呼ばれるにふさわしい者の持つ風格なのかもしれなかった。

「戦姫殿のことがあるとはいえ、本来あんたには関わりのない戦だ。この国の民がどうなろうと知ったことじゃないだろう。だが、頼む。どうか力を貸してくれ」

　沈黙が訪れる。ティグルは無言で立ち尽くしていたが、若者の胸中では激しい葛藤が繰り広げられていた。二つの意思が対立し、せめぎあっていたのだ。

　その戦いは静かに終わりを告げる。ティグルがアスヴァール人であったなら、あるいは立場がもっと軽いものであれば、返答は違ったものになったかもしれない。だが、ティグルにはすでに守りたいものも、守るべきものもあった。ここではないところに。

「こういう言い方しかできなくてすまないが――できるかぎりのことはする」

　それが、ティグルにとってもっとも誠実な答えだった。タラードの力になってやりたいとは思ったが、いま彼も言ったようにティグルにはティグルの事情がある。何かあったときはソフィーやオルガ、マトヴェイ、ブリューヌやジスタートを優先するだろう。

「それで充分だ。感謝する」

　タラードは笑って深く頭を下げる。それから弓と、矢を二本手に取った。

「ところで、あんたをここに呼んだ理由はもう一つある」

「弓の勝負か？」

　確認するような口調でティグルが聞いたのは、それしか思いつかなかったからだ。はたしてタラードは大きくうなずくと腕をまっすぐ上へ伸ばし、晴れ渡った空を指さした。

「勝負は一回。どちらがより高く矢を飛ばせるか。ただ、それだけだ」

「単純でいいな」

　ティグルもにやりと笑い返し、タラードから矢を受けとる。

　二人はそれぞれ弓に矢をつがえた。二つの鏃と四つの瞳が空に向けられる。

　弓弦を引き絞るかすかな音が両者の鼓膜をくすぐった。どちらも呼吸を止め、身じろぎもせず空を睨みつける。そのままの状態で、十を数えるほどの時間が経過した。

　鳥の鳴き声がした。それが合図となり、二人はまったく同時に矢を射放つ。二本の矢は風をまとい、大気を裂いて空に届けとばかりに飛翔する。

　矢が、力を使い果たした。一方の鏃が、ほんの少しだけ上の空間を穿っていた。それは地上からではまず確認できないほどの微細な差だ。

　空中でぴたりと動きを止めたかと思うと、二本の矢は小さな弧を描き、重力に従って音もなく落下する。二人の立っている円形の足場ではなく、城館の裏庭へ落ちた。

「……オレの負けか」

　タラードは弓を下ろし、感服したというふうに笑ってみせる。ティグルは無言で、しかし彼と同じように笑みを浮かべた。

　二人の目が見分けたのは、どちらの矢が先に落ちはじめたか、だった。

　矢は同じでも、弓が違うのだ。対等な立場での勝負とはいえないのかもしれない。

　だが、それを承知でタラードは勝負を持ちかけ、ティグルは乗った。そうしてついた勝敗を受け入れる用意はできていた。

「ヴォルン伯爵、これからは、あんたの仲間がそう呼んでいるように、ティグルヴルムド卿と呼ばせてもらっていいだろうか」

「好きに呼んでくれ。それから、呼びにくかったらティグルでいい」

　二人は握手をかわしたあと、梯子を降りる。

　それから半刻後、ティグルはオルガ、マトヴェイ、ルドラーとともに三千の兵を率いてバルベルデを発ったのだった。




　　　　　　　†




　マリアヨの港町から北東へ、海を一ベルスタ（約一キロメートル）ほど進んだところに二十を超える数の船が浮かんでいた。

　型に統一性こそないもののどの船も見上げるほどの大きさで、太いマストを二本から三本備えている。いずれも船体は薄汚れていたが、それは幾年もの歳月を荒波に耐えて生き残ってきた証であるように思われた。

　いまは帆をたたんでおり、甲板では船乗りたちが酒を飲んだり、トランプを使った賭け事を楽しんだりしている。彼らは船乗りらしく日に焼けた肌とたくましい肉体を持っており、そして誰もが荒事に慣れた獰猛な雰囲気を放っていた。

　彼らは、海賊だ。大きな船から小型の舟まで自在に操って三国の沿岸を荒らしまわり、いまはエリオット王子に率いられて剣や斧を振るう戦士たちである。

　海原の一隅を埋め尽くさんばかりの船団の中央に、一際大きな船があった。他の船とは違って船体をよく磨いており、舳先には銀色の女神像を飾っている。帆は白地に赤い竜。いまはたたまれているが、広げたら紺碧の海を背景に映えるだろう。

　この船の、賓ひん客きゃく用の部屋に、エリオット＝ゴドウィン＝ナサニエル＝ブルーム＝ガラハッド＝アスヴァールはいた。

　ジャーメイン王子をよく知る者が彼を見れば、痩せたジャーメイン王子という感想を述べるだろう。年齢は二つ違うのだが、それほど容姿はよく似ている。

　しかし、放つ雰囲気はまるで異なる。ジャーメインにあった昏さとある種の使命感はエリオットにはなく、代わりに餓狼にも似た粗暴さとむきだしの欲望があった。見方によっては精せい悍かんな印象を与える整った顔は、毒々しい不遜さに彩られている。

　彼は黄金をあしらった豪奢な椅子に逆向きに座り、背もたれの上で腕を組み、そこに顎を乗せている。にやにやと下卑た笑みを浮かべる彼の視線の先にはひとりの女性がいた。

　淡い金色の髪と緑柱石の瞳、知的でありながら可憐さをも備えた容貌が、見る者を惹きつける美女だ。その身体を包む白絹の衣は、豊かな胸と腰のくびれを形作る線を浮かびあがらせている。薄緑色のスカートから覗く脚も美しい。

　ジスタートの戦姫ソフィーヤ＝オベルタスだ。今年で二十一歳。

　彼女が竜具を取りあげられ、この部屋に閉じこめられてから、十日以上が過ぎていた。

　ソフィーは古びた粗末な椅子に座らされ、鉄鎖によって拘束されている。鎖は身体にくいこむほど強く締めつけてはおらず、肌を傷つけてもいないが、複雑に絡みあい、彼女の背中で錠をかけて、外せないようにしていた。

　食事と水、そして身体を拭くための湯だけがソフィーの望んだものだった。それ以外は衣服の一枚さえも拒み、この狭い船室で日を送っている。身体に巻きついているこの不愉快な鎖が外されるのは一日に三度。短い食事と、身体を拭く時間だけだ。

　さすがに金色の髪は艶を失い、顔にも疲労の陰りがにじんでいるが、緑柱石の瞳から強い意思が失われたことはなかった。

　エリオットは一日に一度、彼女を閉じこめたこの部屋を訪れることにしている。ソフィーの美貌は彼にとって、何度見ても飽きぬものだった。

「ソフィーヤ殿。どうして俺が毎日あんたに会いに来るか、わかるかい？」

「不安を、わたくしという取引の材料を見ることで吹き払いたいのでしょう」

　ソフィーはエリオットの視線を正面から受け止め、冷たい声を返す。「違うね」と、アスヴァールの第二王子は歪んだ笑みを浮かべた。

「俺はな、自分を試してるんだ。自制心を失ってあんたを押し倒しちまわないかどうか。このかび臭い部屋で長いこと過ごしてもらっているが、あんたはここで寝起きするだけで俺の部下を十二人殺している」

　エリオットの言葉の意味がわからず、ソフィーは眉をひそめる。アスヴァールの第二王子は自分の座っている椅子を前後に揺らしながら楽しそうに笑った。

「この部屋は四人一組で見張っている。四交代でな。俺は厳しく言い渡した。四人のうちの誰か一人でもあんたを襲おうとしたら、四人とも叩き斬る、とな」

　戦慄がソフィーの背筋を滑り落ちる。エリオットは指を三本立てて哄笑した。

「なんと三組。十二人も死んだ。そんなに女に飢えているわけじゃないんだぜ？　てきとうにさらっているからな。しかし、最初の一組が魚の餌になってもあいつらは諦めなかった。あんたはそれだけの美女ってことだ。俺だって、ムオジネルに引き渡すのでなければ、とうに押し倒しているさ」

「いまからでも試されてはいかがです？」

　嫌悪感も露わに、ソフィーは強気な態度でエリオットを挑発する。その拍子に、彼女から自由を奪っている鉄鎖が重く小さな音を響かせた。

「誘われると乗りたくなるが、やめておこう。ムオジネル人とのつきあいは浅いんでな。まさか連中も穴という穴まで調べることはないと思うが、万が一ということもある。あんたを縛ってる鎖だって、きれいな肌を傷つけないように工夫したんだぜ？」

　舐めまわすような視線を彼女の全身に這わせ、とくに胸をじっくり眺めたあと、エリオットはとりあえず満足したというふうな顔をして椅子から立ちあがった。酔っ払いにも似た足取りで部屋から出ていく。

　彼の気配が遠ざかったのを確認して、ソフィーはため息をついた。

　おそらくエリオットは乗ってこないだろうと考えて、あえて挑発したのだが、予想通りだった。怯えてしまう方が、むしろあの暴力の匂いに満ちた男をその気にさせてしまうだろうことを、ソフィーは日々の会話から読み取っている。

――あの海賊王子がわたくしの命綱とは……。

　ソフィーの見たところ、エリオットはとくに武芸に秀でてはいない。さきほど会話していたときも、彼は隙だらけだった。

――願えばザート……わたくしの竜具が手元に来る。こんな鎖はすぐに断ち切れるけど。

　だが、ソフィーはそれをしなかった。理由は単純で、おそらく自分が死ぬからだ。

　エリオットが有効な人質とはならないことを、ソフィーは見抜いている。海賊たちは容赦なくエリオットを殺害し、自分の身体をほしいままにしたあと、やはり殺すだろう。そうしたところで彼らは何ら痛つう痒ようを感じない。海賊稼業に戻ればいいと思っているからだ。

　エリオットだけが、ソフィーの身に政治的な価値を見出している。ムオジネルの支援を引き出す道具としての価値を。それゆえに、彼はソフィーを捕らえてから文字通り指一本触れていない。下品な言葉を投げつけて楽しむことはあっても。

――油断したわ。

　自分が捕らえられたときのことを思いだして、ソフィーは悔しさに唇を強く噛んだ。

　ジスタート王国の所有する船で、ソフィーはアスヴァール島を訪れた。公の使者なので本船に加えて護衛の船が三隻という構成だ。

　王都に着いたものの、エリオットは不在だった。彼はアスヴァール島と大陸の間の海域にいたのだ。エリオットは使者を派遣して自分の船での会談を求めたが、ソフィーは理由をつけて断り、王都に留まり続けた。

　ついにエリオット王子は折れた、かのように見えた。あなたの船で話をしようと言ってきたのだ。その船もこちらまで来る必要はなく、港に泊めたままでかまわないと。

　これ以上断ればその後の交渉にも支障をきたすと考えたソフィーは、承諾した。見せかけの友好であったが、エリオットがムオジネルと手を結んでいるという確たる証拠をつかむまでは、この態度を貫つらぬかなければならなかったのだ。

　そして数日後、白地に赤い竜の帆を張った船に乗ってエリオットは現れた。彼は軽々とした身のこなしでソフィーの船に飛び移り、会談がはじまった。

　会談はソフィーが意外に思うほど淀よどみなく進んだ。エリオットは終始笑顔で、ジスタートとの永遠の友好をここに誓うとまで宣言してみせた。ソフィーはもちろんその言葉を信じはしなかったが、穏やかな雰囲気が絶えなかったのはたしかだ。

　会談が終わり、エリオットは言った。贈り物をしたいので、こちらの船に来てほしいと。

　ソフィーは迷ったが、彼の誘いに乗ることにした。エリオットの船は錨を下ろしてあったし、三隻の護衛もそばにいる。いざとなれば船から飛び降りてしまえばいい。

　アスヴァールの第二王子の船に乗り移ったソフィーは、船乗りに先導されて船尾にある梯子を降りていった。

　異変が起きたのは、そのときだ。異臭がしたかと思うと、黒煙が甲板から流れこんできた。しまったと思ったときには、ソフィーは竜具を握りしめて降りたばかりの梯子を上っている。甲板に出たソフィーの視界に映ったのは、紅蓮の炎とわだかまる黒煙だった。

　驚いたものの、彼女も戦姫だ。一気に海に飛びこもうと決意し、黒煙へ飛びこむ。しかし、ソフィーの身体は黒煙の中にあった何かにぶつかって跳ね返された。

　エリオットは用意周到だった。ソフィーが梯子を降りるのを待って、あらかじめ魚油を染みこませておいた樽や木箱を船尾に配置して火を放ち、それとは別に障害物としての樽なども手際よく並べていたのだ。そして、たった一度の転倒は最大の失敗となった。

　エリオットの配下の海賊たちは錨を巻き上げながら出航し、慌てて動きだした護衛船を引き離して逃げ切ったのである。

　ソフィーが炎と煙から解放されたとき、船はすでに沖合いに出ていた。自分を取り囲んでいる海賊たちを蹴散らすのはたやすかったが、港まで泳いで戻れる自信はない。たったひとりで船を乗っ取ることは不可能であることもわかっていた。

　考えている間にも船は港から遠ざかり、三隻の護衛船はそれに数倍する海賊船に囲まれている。海賊たちの中から現れたエリオットに武器を捨てるよう言われ、ソフィーは足元に竜具を置いて降伏した。

　その後、護衛船に乗っていた者たちもソフィーを人質に降伏を迫られ、やむなく従った。エリオットは彼らを殺すことはせず、王都まで連行して監禁した。空になった護衛船には配下の者たちを乗せて、交渉が長引いているふうに装うのも忘れなかった。

　エリオットの船が炎上したことは、そのとき港にいた多くの者が見ている。遠からずジスタートにも露見するだろう。しかし、エリオットとしては、ソフィーをムオジネルに引き渡すときまで見つからなければいいのだ。

――いまは耐えるのよ、ソフィーヤ＝オベルタス。

　薄汚れた床を見つめて、ソフィーは自分に言い聞かせる。逆上して暴れることこそ、戦姫の恥だ。いつか必ず機会は訪れる。その瞬間を待つのだ。

――無事にジスタートに帰ったら、まずルーニエちゃんに会いに行きましょうか。

　楽しい未来を想像して、自分を奮い立たせる。友人のところにいる緑青色の鱗をした幼竜の姿を思い浮かべた。次いでエレン、ミラ、サーシャの姿が脳裏をよぎり、それからくすんだ赤い髪の若者の顔が浮かぶ。

「そういえば、しばらく会っていないわね。せっかくジスタートにいるのに」

　会わなかった理由は単純で、ライトメリッツへ行く暇がないほど多忙だったからだ。

「いまごろ何をしているのかしら。ひさしぶりに会って、話をしてみたいわ」

　そのティグルがこの国にいることなど、もちろんソフィーは知るよしもなかった。









　　　５　　　邪鬼














　リュドミラ＝ルリエがライトメリッツを訪れてティグルと談笑に興じた際、城攻めについて語ったことがあった。

「城攻めは、一言でいうなら心理戦よ」

　持参した紅茶チャイを飲みながら、青い瞳を輝かせて彼女は得意げに持論を展開したものだ。

「城壁に穴を開けることはできても、城壁そのものを破壊することはできないわ。いかに味方の士気を高め、敵の士気を挫くか。敵の指揮官を揺さぶり、敵兵を不安にさせるか。大軍を擁して城砦を囲むのも、兵糧攻めも、すべてはそのため」

「でも、中には数と勢いに任せて城壁を乗り越え、侵入して敵をことごとく打ち倒して占領したという例もあるようだが」

　エレンなどにくらべれば控えめな胸を張るミラの態度がおかしく、またどこか愛らしく思えて、ティグルはそんな反論をしてみる。彼女は怒りはしなかった。

「あなたが言ったように、例もある、ていどのものでしかないわ。覚えておきなさい、ティグル。何をすれば敵の士気を大きく下げることができるのか。敵将を討つのも、敵の食糧を焼き払うのも、援軍を呼ぶのも、そのための手段の一つでしかないのよ」

　リムなどもそうだが、ミラにとってもティグルにものを教えるというのはなかなか楽しいことのようだった。そのように優しく諭されると、ティグルは自分の未熟を恥じるしかない。

「誰かさんと違って素直だからかしらね。私の誘いにも素直に応じてくれればいいのに」

　オルミュッツの戦姫はくすりと笑う。ティグルにとっても、これまで城攻めなど考えたこともない身だ。そうした基本的な知識でさえ貴重でありがたかった。

――さて、今回の場合は何をすればいい……？

　ミラとの会話を思いだしながら、ティグルは馬を進めている。隣にはオルガ、すぐ前にはタラードの部下であるルドラーがそれぞれ馬に跨っていた。

　自分たちの後ろには、約三千の兵が馬蹄と甲冑の音を鳴らして従っている。そのうち三百が傭兵で、彼らはアスヴァール兵から距離をとっていた。

　タラード軍を名のるこの軍の総指揮官はルドラーだ。ティグルでもオルガでもない。

　タラードが考えを変えたのではなく、ティグルがルドラーに、総指揮官を務めてほしいと頼んだのだ。ティグルとオルガ、マトヴェイの三人はタラードの親しい友人であり、ルドラーの副官として彼を支えるということになった。

　ティグルたちはバルベルデとルクス城砦を結ぶ街道を通って、城砦へ向かっていた。いまのところ問題は起きておらず、この調子なら明日の昼前には城砦が見えるだろう。

　ティグルの手には数枚の紙がある。ルクス城砦の詳細な見取り図だ。バルベルデの城館にあったもので、タラードが持たせてくれたのだった。

――濠はないが、城壁は高く、厚い。井戸はなく、地下水路から水を得ている。

　地図には、地下水路の位置まで克明に描かれていた。城砦が敵に奪われた場合、バルベルデは非常に危険な状況に置かれる。このぐらいの備えは当然だったのだろう。

――あの力を使えば城砦を陥とすのは難しくないだろうが……。

　そう考えて、すぐにティグルは思い直す。黒弓の力を使えば、あるいはオルガの竜技ヴェーダをもってすればルクス城砦を攻めるのは困難ではない。城壁に穴を開けて、そこから兵たちを突入させればよいのだから。

　だが、ティグルは、少なくともこの城砦を攻める戦では黒弓の力を使わないと決めている。オルガにも、よほどさしせまった事態にならないかぎりは竜技を使わないよう言っておいた。

　ここはジスタートではなく、アスヴァールだからだ。本当の味方と呼べるのは、オルガとマトヴェイしかいない。

　黒弓の力も、竜技も尋常なものではない。

　危険視されて、戦に目処がついたあたりで命を狙われたり、幽ゆう閉へいされたりしてはたまったものではないし、利用できると思われて、乱用を強制されたくもない。

　何より、ソフィーを助けるまでは、目立ちすぎる行動は避けたかった。

　それに、オルガはともかく自分はまだ黒弓の力を使いこなせているとは思えない。

　雑念を払うように首を振る。そのとき、マトヴェイが馬を寄せてきた。アスヴァール語を自在に話せる彼には、兵たちの様子を見てもらっていたのだ。

「何か策を考えられましたか？」

　ティグルの持っている紙の束に視線を向けながらの陽気な声に、ティグルは首を左右に振ってさっぱりだと仕草で答える。

「兵たちはどんな感じだった？」

「士気はかなり高いですな。戦に慣れた兵で編成されているようで、凛りんとした顔つきの者が多く、不安がっている者はほとんどおりません」

「彼らは敵将のレスターをどう思っている？　先日まで味方だったわけだろう」

「裏切り者という意識が強いようです。たしかにタラード卿もジャーメイン王子に背きはしましたが、レスターが敵に寝返ったのはそれより先ですから。また、彼らはタラード卿がレスターを嫌っていることも知っています」

　ティグルは言葉がないという顔をしてくすんだ赤い髪をかきながら、どことなく鮮やかさの欠けた、秋の空を仰いだ。

「戦意も練度も充分か。彼らは、俺たちのことをどう見ているかな」

「異国の客人というところですね。タラード卿の友人という触れこみなので気にすることはないが、全面的に信じるのもどうか……というところでしょうか。とはいえ、彼らはタラード卿とルドラー殿を信頼し、忠誠を誓っています。こちらが何か大きな失態でもしでかさないかぎりは問題ないでしょう」

　推測通りの答えに、ティグルはほっと安あん堵どの息をついた。

――ルドラー殿に総指揮官を頼んで正解だった。

　ブリューヌにおけるティグルの活躍を知っているのは、タラードのような国外の事情にも精通している者だけだ。アスヴァール兵たちまでが知っているとは思えない。そんな彼らが、タラードの友人という肩書きだけで、自分に従ってくれるとは思えなかった。

　ティグルとて、たとえばエレンの友人を自称する見も知らぬ者がアルサスの兵を指揮するなどということになれば、不安になる。

――何より、これはアスヴァール人の戦だ。

　自分が必要以上にでしゃばってはいけない。ティグルはそう考えていた。

「ありがとう。引き続き頼む」

　礼を述べると、マトヴェイは会釈して馬首を巡らす。兵たちのそばへ戻っていった。彼を見送ると、ティグルはあらためてルクス城砦の攻略について考えを巡らせる。

――まず、同じ数というのを何とかしないとな。それから、俺に従ってくれる部隊がほしい。

　アスヴァール兵からさがすのは難しい。ティグルと彼らの間に信頼関係はない。

　思考に没頭しすぎて、馬への意識がおろそかになっていたらしい。馬の歩みは少しずつ横へずれていき、ティグルがはっとしたときにはオルガのすぐ隣に寄っていた。彼女は愛想に欠けたぼんやりした表情でティグルを見上げている。

「どうかしたのか」

　ティグルは苦笑を浮かべ、くすんだ赤い髪をかいてごまかそうとしたが、いい機会だと思い直した。

「オルガに聞きたいことがあるんだが、いいかな」

　本当はもっと早く聞きたかったのだが、兵を率いてバルベルデを出てからも把握しておかなければならないことが多く、つい先延ばしになってしまっていたのだ。

「謁見の間でタラードに会ってからか。そのときぐらいからずっと、君は俺に判断を委ねてくれているだろう。それが気になってな」

　オルガの現状について、なりゆきで巻きこんでしまったのではないかという申し訳なさがティグルにはあった。力を貸してくれるのはありがたいが、無理をしてほしくはない。

「わたしが何も言わないのは、とくに異論はないからだ」

　オルガの返答は簡潔明瞭だった。だが、それでは足りないと思い直したらしく、補足する。

「ティグルの判断に問題があると思ったら、わたしも意見を述べる。いまのところ、そう思ってはいない」

「だが、君までこの戦に参加することはないんじゃないか」

　オルガの強さは知っている。彼女がともに戦ってくれれば誰よりも心強いだろう。そう思う一方で、彼女を戦場に連れていくことにはためらいがあった。

「戦姫を名のっておきながら言うことではないが、治めるべき地から逃げたわたしには、戦姫たる資格はないだろう。だが、同じ戦姫の危機を知りながら、見過ごすことはできない」

　エリオットに囚われたソフィーのことだ。

「君はソフィーに会ったことがあるのか？」

「王都に行ったときに、一度だけ。悪い印象はなかった」

　そう答えてから、オルガは視線だけを動かしてティグルを見上げた。

「ソフィーというのは彼女の愛称だろう。ティグルは彼女と親しいのか？」

「親しいというか、恩人だな。ブリューヌの戦いでは本当にいろいろと助けてもらった」

　ティグルの返答に、オルガはふうんとそっけない相あい槌づちを打つ。三つか四つ数えるほどの間を置いて、さりげない口調で彼女は言った。

「ティグル。わたしは、わたしなりにあなたを信頼している。戦姫であることを明かしたのも、いまここにいるのも、その証だと思ってくれていい。だから――」

　照れたように、早口でやや声を上ずらせながらオルガは続けた。

「わたしの名を呼ぶときは、もう少し親愛の情をこめてくれてもいい」

　彼女の言葉の意味をとっさにはかりかねて、ティグルはオルガの横顔をまじまじと見つめる。その頬にかすかな赤みがさしたとき、ようやく若者は理解した。苦笑を浮かべて、ティグルはオルガの肩を優しく叩く。

「頼りにしているよ」

　しかし、それだけでは不服だったのかオルガは小さく唇を尖らせたのだった。
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　タラード軍はアスヴァール兵と傭兵とで構成されているが、三百の傭兵たちを束ねる男の名をサイモンという。年齢は今年でちょうど三十。部下たちの誰もが認める歴戦の傭兵だ。

　中背ながら、その肉体は傭兵生活で鍛えられ、がっしりとしている。その上にあるのは、短い黒髪と鋭い目つきで構成された十代といっても通用しそうな童顔だが、左頬にある大きな傷跡が若々しい印象を打ち消している。

　顔の左側を隠すと可愛いというのが、彼に抱かれたことのある娼婦たちの言だった。

　その傭兵隊長の幕舎を、ひとりの若者が訪れていた。ティグルだ。

「何の用だ？」

　ことさらに表情を険しくして、サイモンはティグルを睨みつけて苛立ったような声をかけた。薄汚れた幕舎の中には、彼以外に二人の傭兵がいる。サイモンを含めた三人とも鉄の甲冑に身を包み、剣を腰に下げていた。

　一方、ティグルは麻の服の上に革鎧をつけただけの軽装だ。手には変わった作りの黒い弓を持っているが、幕舎の中ではあきらかに剣の方が有利である。

　だが、ティグルは怯える様子を見せず、サイモンの視線を涼しげな表情で受け止める。虚勢ではなく、むしろ満足したようだった。

「傭兵隊長サイモン殿。あなたに話がある」

――へえ……。

　サイモンは無言で若者を睨みつけながら内心では感心していた。ティグルについて、サイモンはタラードの客ということしか知らない。

――服も革鎧もそれなりに立派なものだ。狩りの途中で迷いこんできた貴族の若様って感じだが……この雰囲気にも俺の声にもびびっちゃいないのは、なかなか度胸があるな。

　サイモンが険しい顔をしているのも、いきなりティグルに凄みのある声を浴びせたのも理由があってのことだ。本当に苛立っているわけでも、若者に敵意を抱いているわけでもない。

　傭兵は舐められたらおしまいだという信念に加え、相手を観察することと、運がよければ怯ませてその後の交渉を有利に運ぶという目的があった。いまも、心の中では冷静にティグルを品定めしている。

　サイモンが無言でいるため、ティグルは言葉を続けた。

「あなたと、あなたが率いている傭兵三百を、そっくり俺の指揮下に入れたい。ルドラー殿の許可はすでに得てある。報酬は現在タラード卿が支払っているものに加え、一日あたり銀貨一枚。五十人以上を統率している者は銀貨二枚。百人以上で銀貨三枚。あなたには銀貨五枚。どうだろうか」

　サイモンはすぐには答えない。野生の獣が、突然現れた者に対して気配を消して様子をうかがうように、簡素な椅子に座ったままじっとティグルを見つめている。

「あんた、どこの国の言葉が得意だ？」

　しばらくして、サイモンが言った台詞はそれだった。ティグルは意外そうな顔をしつつもブリューヌ語だと答える。

「だったらブリューヌ語で話してくれ。下手なジスタート語は聞くに堪えん」

「それはすまなかった」

　ティグルは笑顔をつくって丁寧に頭を下げると、ブリューヌ語でもう一度さきほどの言葉を繰り返す。サイモンは、目の前の若者が挑発に乗ってこなかったことで、少しだけ話を聞く気になった。

「どうして俺たちなんだ？　ルドラーに言って、アスヴァールの兵を借りればいいだろう」

　あんたはタラードのお友だちじゃないのか。言外にそう尋ねると、ティグルは首を振った。笑みを消して真剣な表情になる。

「俺が必要としているのは、命令が正しいと判断したら多少の危険は厭わず突き進んでくれる兵なんだ」

「あいつらの忠誠心はかなりのもんだと思うがな」

　皮肉を含んだ声こわ音ねで、サイモンは答えた。でたらめを言ったつもりはない。敵軍にくらべてあきらかに劣勢なことを承知で、ここにいる兵たちはタラードと、その部下であるルドラーを信じてついてきている。

　サイモンもまた、一軍を率いる将としてのタラードに賭けたからこそここにいた。

　ティグルは考えるそぶりを見せたが、それはわずか呼吸二つ分ほどの時間だった。

「俺がブリューヌ人だということはわかるか？」

「その言葉と、顔つきでなんとなくな」

「タラード卿の知りあいというだけで従軍している異国の人間。ルドラー殿が言い聞かせてくれたとしても、よく知らない人間に、兵が命を預けてくれるとは思えない」

　もっともな話だとサイモンは内心でうなずき、感心した。若いくせにわかっている。

　指揮官が異国人である場合、よほどの人望か名声、あるいは兵たちを納得させる実力が必要になる。サイモンの率いる傭兵たちはほとんどがザクスタンの人間だが、アスヴァールにブリューヌ、ジスタートの人間もいる。彼らをまとめているのは、サイモンの実力と人望だった。

「俺たちなら言うことを聞くと思ったわけか？」

「アスヴァール兵にくらべて、信頼を金でつなぎやすい。それに、異国の人間という点があまり問題になりにくい。そう考えた」

　サイモンの口元に笑みが浮かぶ。満足できる答えだった。幕舎の隅に置いてあった椅子を部下に用意させて、ティグルにそれを勧める。

「話を聞こう。あんたの提案が納得できるものなら、さっき言った値で従ってやる」

　だが、ティグルは椅子に腰を下ろさなかった。

「その前に、もうひとつ提案がある」

　サイモンは無言でうなずくことで、ティグルを促す。若者はにこやかな口調で言った。

「俺は弓が得意なんだが、勝負をしないか？　あなたの部隊から弓の得意な者を……そうだな、五人ほど選んでくれ。使うのは弓だ。弩は使わない。ひとりでも俺より矢を遠くまで飛ばせたら、さっき言った手当に銅貨を十枚ずつ上乗せしようじゃないか」

　サイモンの顔から険しさが消える。代わりに浮かびあがったのは楽しさだ。

「いいぜ。乗った」







　傭兵は基本的に実力主義であり、優れた技量を持つ者には素直に従う。

　そうティグルに教えてくれたのは、エレンだった。むろん例外もいるがな、と彼女は小さく舌を出してつけくわえたものだったが。

　ティグルはそれに賭けた。短い時間で彼らの信頼を得るために、できることをすべてやるつもりだった。

　ティグルの目的は、自分の弓の技量を傭兵たち――とくに隊長であるサイモンに認めさせることだ。自分より優れた弓の使い手がいたとしても、とくに問題ではない。それほどの実力者ならば、とうに一目置かれる存在になっているだろうからだ。

　また、ティグルはいま猛烈に誰かと弓を競いたい気分でもあった。

――俺よりも矢を遠くまで飛ばせる者が、どこかにいるかもしれない。

　その想いが心の片隅にある。自分に匹敵する実力を持った弓使いであるタラードとの出会いは、若者に少なからず衝撃と緊張を与えていたのだ。

　行軍の合間の休憩で、ティグルは傭兵たちと勝負を行った。

　そして、ティグルは傭兵たちの信頼を勝ち得たのだった。
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　翌日のちょうど昼ごろ、ルドラーに率いられた約三千のタラード軍は、ルクス城砦の南にたどりついた。

　ルクス城砦は黒い岩を積みあげて築きあげた、見るからに堅けん固ごな造りの城砦だ。

　濠はないが高く厚い城壁を有し、城門は北に二つと南に一つ。南側が正門で、こちらは分厚い鉄板に樫の板を挟んだ頑丈なものだ。

　北側にある裏門はそれより二回りほど小さく鉄板も一枚だけである。裏門のすぐ隣にある第二の門は、門というより鉄の扉と呼んでもさしつかえない大きさだ。これは、正門と裏門を閉ざさねばならないときに使われる。

　城砦のすぐ北には黒々とした森が広がっており、軍勢の展開や攻城兵器の設置などはとうてい不可能だ。それゆえに北の門は小さい。

　一方、南には平坦な草原が続いている。この城砦が森を背に高くそびえるさまは、黒い巨人が立ちはだかっているようにも思えて、攻めようという気を萎えさせてしまうのだ。

　タラード軍の兵たちも城砦の外観に圧倒されかけたのだが、ルドラーの落ち着いた指揮ぶりを見て冷静さを取り戻した。

　ルドラーは城砦の南に幕営を築く。南といっても、城砦のすぐそばではない。五百アルシン（約五百メートル）ほどの距離があった。

「城攻めをするのではないのか？」

　オルガが不思議そうなつぶやきを発する。ティグルも疑問に思ったが、それはすぐに氷解した。ルドラーが部下を十数騎ばかり伴って城砦へ向かうと聞かされたからだ。ティグルたちは彼に頼んで同行させてもらった。

　近づいてくるルドラーたちの姿を見ても、城砦はとくに反応を示さない。矢が届くかどうかというところで馬を止めると、ルドラーは城砦に向かって呼びかけた。

「レスターとその配下の兵たちよ。もう知っているだろうが、貴殿らが叛旗をひるがえしたジャーメイン王子は死んだ。いまはタラード＝グラム将軍がバルベルデを中心とした一帯の主となっておられる。無用な争いは避け、手を取りあうべきではないか」

　決して大きくないが、よく通る声だ。部下たちが同じ言葉を城砦に向かって叫び、それからほどなくして城壁の上に守備隊長のレスターが姿を現した。

　左右の耳の上あたりにのみ茶色の髪を残した、ほぼ禿頭の男だ。年齢はルドラーと同じ三十代前半というあたりだろうが、だいぶ印象は違う。中肉中背の体格だが重そうな甲冑を平然と着こなしているあたり、鍛えているのがわかった。

「漁村生まれの狩人風情が将軍とは笑わせおる。我らは王家の血筋を引いておられるエリオット王子にお味方する。貴様らこそ叛逆者の尖兵と呼ばれたくなければ、武器を捨てて城門の前にひれ伏すがいい。妻や娘を貢いできた者から順に、エリオット王子に取り次いでやろう」

　レスターの言葉を、城壁上の兵たちが大声で繰り返す。マトヴェイは強こわ面もてを歪めて処置なしというふうに首を振った。ティグルもまた、不愉快な気分だった。

「こういう男か。タラードの言った通りだな」

　好みの若い娘を見つけると、さらって城砦へ連れ帰ってしまう。民の平和な暮らしのために戦っているタラードにしてみれば、一時的に手を取りあうことはあっても長期にわたって友好関係でいることは不可能な相手だろう。

　ルドラーたちはそれ以上言葉を重ねるようなことはせず、やるべきことはやったという態度で軍へと帰還する。城砦側は黙ってそれを見送った。

　そうして両軍が睨みあっている間に日は傾かたむき、初日は何ごともなく終わりつつあった。

　指揮官用の幕舎の中にはルドラーとティグル、オルガ、マトヴェイの四人がいる。城砦の見取り図や周辺の地図を囲んで彼らは座っていた。

　アスヴァールの秋の夜はなかなかに寒いが、この幕舎は指揮官用だけあって厚い布を重ねて冷たい夜気を遮しゃ断だんし、また地面には獣毛の敷物を敷いている。そのため四人とも鎧の上に外がい套とうを羽織るていどの格好で軍議を続けることができた。

「ヴォルン伯爵、どうしましょうか」

　穏和な笑みを絶やさず、ルドラーが尋ねる。ティグルは逆に聞き返した。

「敵が城砦から出てこなかったのは、ルドラー殿にとって予想外だったか？」

「いいえ。こちらは敵と同じ数ゆえ、かさにかかって攻めてくることも期待できましたが、さすがはレスターといったところでしょうか。とはいえ、出てこないだろう可能性も、私は考えていました」

　日が落ちて、幕舎の中においても燭台の灯りだけが四人を照らしている。ルドラーの微笑が凄みを増したように、ティグルたちには思えた。

「今日の挑発は、レスターの動きをさぐるためのものです。もしも彼らが城門を開いて出てくれば、野戦で打ち破るつもりでした。しかし、彼らは門を固く閉ざした。おそらく、エリオット王子の軍勢が現れるまで出てくることはないでしょう」

「そこで、敵が城砦に引きこもっている間に地下水路に通じる穴……地下道を掘って、そこから攻めこむのか」

　ティグルの言葉に、ルドラーはほうと感心したようなつぶやきを漏らす。

「見取り図だけを見て、考えられましたか」

　ティグルは笑って答えない。かつてミラから教わった知識に加え、マトヴェイにこの軍の陣容をつぶさに観察してもらって判断したのだ。破は城じょう槌ついや投石機といった攻城兵器の類がわずかしか見当たらなかったという報告が、確信を持たせた。

「おっしゃる通りです。穴が地下水路に届きましたら、陽動として派手に城攻めを行い、その隙に一隊を城砦内部へ侵入させて、城門を開かせます」

「うまくいきますかな？」

　マトヴェイが疑問を示す。オルガも口にこそ出さないが、同意見のようだ。ルドラーは静かな自信を湛たたえて穏やかにうなずいた。

「我々がバルベルデを発つ前に、グラム様はひとつの噂をこの一帯に流しました。自分が軍を集めたら、まず我々と合流してルクス城砦を攻め落とす予定であり、我々は本格的な城攻めの前の先発隊に過ぎないと」

　タラードが流した情報を信じるならば、レスターとしてはこの三千の兵をいまのうちに叩いておいた方がいい。しかもこちらは降伏勧告しかせず、軍の配置も城砦から離れており、タラードの本隊が到着するまでは何もしないというかのようなやる気のなさだ。

　だが、レスターはそれに乗ってこなかった。よほどの変化が起きないかぎり、彼は城砦の守備に専念するつもりなのだ。ルドラーにしてみれば、降伏勧告と布陣だけでレスターから出撃という手段を奪ったようなものである。

「地下道は四日で掘り終える予定です。それまでは敵の動きを警戒しつつ、我々はいかにも本隊を待っているように振る舞うつもりです。何かご質問は？」

「俺の案を聞いてもらえるかな。いや、あなたの策を否定するわけじゃないんだが」

　城砦の見取り図を見ながらティグルが言った。見事な策ではあるが、欠点がないわけではない。そう思ったのだ。

　ティグルの指摘と修正案を聞いたルドラーは、一瞬言葉を失ったあと歓喜の表情で膝を打ち、それを受け入れた。







　タラード軍がルクス城砦の前に布陣してから四日が過ぎた。

　その間、三千の兵たちは予定通り木製の大きな盾をかざしながら城砦に迫り、弓矢による散発的な攻撃をかけては後退するだけで日を終えている。

　敵もまた、こちらの攻撃に対して弓矢で反撃するていどの行動しか起こさなかった。ルクス城砦には投石機などもあるはずなのだが、それを使ってくる気配はない。

「グラム様の本隊がいずれ現れるという、こちらが流した噂に備えているのでしょう」

　それがルドラーの見解であり、ティグルたちも同じ意見だった。

　タラード軍には軽傷を負った者が十数人ほど出ているが、城砦側にはその負傷者すらほとんど出ていない。高い城壁に届く矢が少なすぎたのだった。

　その日の夕方ごろ、指揮官用の幕舎にティグルたち四人は集まっていた。

「準備が整いました」

　ルドラーがティグルにそう言って笑いかけ、ティグルもうなずき返す。

「予定通り、夜明け前に行動を起こします」

　城砦周辺の地図に、ルドラーは指を走らせた。夜明けを待って攻める案もあったが、霧が出るかもしれないということで、夜明け前に決まったのだ。

「まず、私の指揮する一千二百の兵が、正面からの攻撃を行います。それに合わせて、五百の兵が地下水路から奇襲をかけます」

　ちなみに、アスヴァール騎兵は馬を後方に集めて待機させ、全員が歩兵として動く。

　次いで、ルドラーは地図上に描かれた城砦の西側を指先で示した。

「内部の騒ぎを待って、ヴォルン伯爵たちが三百の傭兵隊とともに西の城壁を乗り越える」

　ルドラーは感心と呆れが半々という顔で、ティグルを見る。

「いまさらですが、城壁の高さは十二アルシン（約十二メートル）もあるのですよ？」

　十アルシンを超える高さの城壁は、少ない。高くするほどに時間も材料も尋常でなくふくれあがるというだけでなく、安定さを欠くからだ。五、六アルシンが一般的とされていた。

　ルクス城砦はその問題を、城壁を厚くするだけでなく、内側にわずかながらではあるが傾けい斜しゃを持たせる造りにすることで解決した。

「なんとかなるよ。彼らもやってくれると言ったからな」

「報酬をはずむからには、いつも通りの働きでは困りますが」

　ルドラーは苦笑を浮かべた。地図に視線を戻す。

「最後に、伯爵の部隊は城壁を降りて、北にある裏門を開け、森に潜んでいる一千のアスヴァール兵がそこから突入する」

「相手と同数の兵力を四分ですか」と、マトヴェイが腕組みをして唸った。

「同数だからだよ。城壁という相手の優位を取り除くには、攪乱して隙をつくらないといけないからな」

　ティグルは楽観的ともとれる口調で答えた。もっとも危険なのはティグルの率いる傭兵隊なのだが、若者の顔に悲壮感は微み塵じんもない。

　あらためて手順を確認し、軍議を終えようとしたとき、不意にオルガが手を挙げた。

「わたしからひとつ提案がある」

「……うかがいましょう」

　腰を浮かせかけていたルドラーは絨毯の上に座り直し、神妙な顔つきになる。この三日間、状況確認もあって毎日軍議を開いていたが、オルガが発言することはなかった。

　ティグルも、彼女は自分の案に乗ったものとばかり思っていたので、意外だという顔でオルガを見つめる。マトヴェイだけが強面の中に焦りをにじませた。

「攻撃の前に、わたしが使者として城砦へ赴きたい」

「使者というと、また降伏勧告をするのですか？」

　ルドラーの質問にオルガは首を振る。

「この四日、マトヴェイに頼んで調べてもらったことがある。レスターの、いわゆる女好きについてだ。彼はわたしぐらいの年齢の娘が好みらしい」

　オルガの言わんとすることをティグルは察した。使者を装ってレスターに近づき、暗殺しようというのだろう。厳しい表情で、若者は先回りして反対する。

「だめだ」

「……わかった」

　ティグルにとっては意外にも、オルガはあっさり諦めた。

　そうして軍議は解散となった。







　軍議を終えたあと、ティグルたちは傭兵隊の幕営を訪れて、行動の確認や道具の準備をしていた。

　すでに日は沈んでおり、明かりとなるものは空に瞬きはじめた星と篝火の炎ぐらいだ。城砦側に察知されるのを防ぐため、この時間からの作業となったのだった。

　攻城用の梯はし子ごの長さはせいぜい六アルシンほどだ。十二アルシンの城壁の前では用を為さない。そこで、ティグルとサイモンたちは先端に鉤を結びつけた縄を用意した。

　これもふつうに投げては届かないので、弩用の太矢に縄をくくりつけ、ティグルや弩の扱いに長けた傭兵が射放つことで届かせるのだ。

　ティグルがこの案を考えついたのは二日前で、城砦から離れた場所で実験もしている。結果は悪くなく、サイモンたちも俄然やる気になっていた。

「ところで、ひとつ聞きたいんだが」

　準備を終えたあと、ティグルは気になっていたことをサイモンに尋ねた。

「ザクスタン人とアスヴァール人は非常に仲が悪いと聞いたが、どうして雇われたんだ？」

　傭兵の中にはザクスタン人でない者もいるが、隊長はサイモンであり、雇われるかどうかの判断は彼がしているはずだ。

「そりゃ簡単な話さ」と、サイモンは物騒な笑みを浮かべて答える。

「アスヴァール人同士の争いに雇われたら、金をもらってアスヴァール人を好きなだけ叩きのめせるだろう」

　呆気にとられたティグルを見て、サイモンはわざとらしく真面目くさった顔をつくった。

「それに、アスヴァール人は糞でも、アスヴァールの銀貨は銀だ」

　少しだけ、ティグルはサイモンのことがわかった気がする。金のためなら好き嫌いは割り切るというのは、おそらく正しくない。相手に関係なく、納得して金のやりとりをできるかどうかが、この男には重要なのだろう。

「わかった。銀のためにがんばってくれ。俺もできるだけのことはする」

　そうしてティグルは傭兵隊の幕営から去ろうとしたのだが、そこで異変に気づいた。

　オルガとマトヴェイの姿が見当たらない。サイモンや傭兵たちに尋ねても、知らないという答えが返ってきた。

――まさか。

　軍議でのやりとりを思いだし、ティグルは傭兵隊の幕営を飛びだした。

　ティグルたち三人が寝泊まりしている幕舎は、指揮官用の幕舎のそばにある。

　彼女の幕舎は別にするべきではないかと提案したことがあったが、他ならぬオルガによってそれは断られていた。ティグルとしても、自分たちの安全を考えればいっしょである方がいいとわかっていたので、それ以上強くは言わなかった。

　そこに足を踏みいれたとき、ティグルは自身の不安が的中したことを悟らされた。オルガの姿はなかったが、目立つところに彼女の筆跡で書き置きが残されていたのだ。

『潜入してくる。マトヴェイを怒らないでほしい』

――なんて真ま似ねを……！

　その一文を読み終えるや否や、ティグルは黒弓を握りしめて、指揮官用の幕舎へ向かった。アスヴァール兵たちが驚きの眼差しを向けてきたが、かまっている余裕はない。

　息せき切って駆けこむと、中にはルドラーだけがいた。今度の策についてもう一度見直しているのだろう、敷物に腰を下ろして地図や城砦の見取り図を見ている。ティグルを見て一瞬、驚きの表情を浮かべたが、彼はすぐにいつもの穏和な笑みを浮かべた。

「……知っていたのか？」

　きわめて短い質問であるにもかかわらず正確に察して、ルドラーは答える。

「さきほどうかがいました。あなたには黙っていてほしいと」

　オルガは、エリオット王子の使者を装って、レスターのもとへ向かったのだ。

「止めてくれなかったのか」

「この城砦を攻略せねばならない立場の私にとって、彼女の提案は魅力的でした」

　淡々と答えるルドラーに、ティグルはやり場のない怒りを覚えて拳を固く握りしめた。しかし、いまここで彼を殴りつけたところで意味がないこともわかっていた。

「彼女は、あなたの役に立ちたいと言ったのです」

　わかっている。だが、だからこそこのような真似はしないでほしかった。彼女のことだからだいじょうぶだろう。マトヴェイもいる。

――だけど……。

　長い沈黙のあと、ティグルは怒りをため息に変えて吐きだした。

「……予定通りでいいのか？」

　それだけを聞き、ルドラーがうなずいたのを確認すると、ティグルは悄然として幕舎をあとにしたのだった。




　　　　　　　†




　月が白くなってだいぶ西へ傾き、夜明けが近づいていることを城壁上の兵たちが感じはじめたころ、ルクス城砦の北門に二つの人影が現れていた。

「おらはエリオット王子の使者です。何とぞ開門願います」

　ことさらに訛なまりのある声で城門の向こう側へ呼びかけているのはマトヴェイである。その傍らにはオルガが立っていた。二人とも服装がいつもと違う。

　マトヴェイはいかにも海賊を思わせる薄汚れた麻の服と革鎧に身を包み、腰には反そりのある剣を吊るしていた。船乗りとしてたくましい肉体と日に焼けた肌を持つ彼には、嬉しくないだろうがよく似合っている。

　オルガはといえば、こちらも薄汚れた身なりの村娘といったところだ。装飾のほどこされた小さな斧を、いかにも重そうに持っていた。

　相手がたった二人ということもあり、ルクス城砦の兵たちは充分に警戒をしながらではあったが、裏門の隣にある小さな第二の門を開けてマトヴェイたちを迎えいれる。二人は六人の兵に前後を挟まれ、城砦の最上階にある城主の部屋へ通された。







　戦がはじまってから、レスターは甲冑をつけたまま寝起きしている。

　この日もそうで、夜明け前とあって、彼は当然ながら眠っていたのだが、報告を聞いてすぐに起きあがり、己の部屋でマトヴェイたちを迎えた。

「おまえたちか。エリオット王子の使者というのは」

「へい。使者はおらでして、こっちの小さいのは土産ってことですわ」

　強面のマトヴェイが訛りのある声で喋っている光景は、彼を知る者ならば吹きださずにはいられなかっただろうが、知らない者にしてみれば育ちの悪い海賊そのものだった。

　オルガは普段の無表情を保ったまま、マトヴェイに突き飛ばされるようにしてレスターの前へと進みでる。

　禿頭の男の両眼が、欲情の色を帯びて少女を見下ろした。服の上からでもわかる淡い胸のふくらみといい、華きゃ奢しゃな身体つきといい実に彼の好みである。

　そのとき、レスターはようやく少女が小さな斧を持っていることに気がついた。手斧よりも小さい造りで、装飾の美麗さから考えても美術品の類に思える。

　たっぷり三つ数えるほどの間、レスターは無言でその斧を見つめた。斧に秘められた尋常ならざる力を、この男は感じとったのだ。

「まあ、これはあとでもよいだろう。先に品定めしなければならぬものがある」

　だが、レスターはあっさりと己の欲望を優先させ、好色な視線をオルガに向けた。

「おまえ、その斧はそこの壁にでも立てかけておけ」

　オルガは黙ってそれに従う。彼女の後ろ姿を舐めまわすような視線で見つめながら、レスターは何気ない口調でマトヴェイに聞いた。

「ところで、エリオット王子は何と？」

「へい。あと三日のうちに二万の兵でこちらに来ると。それまでこの城砦を決して陥とされることのないようにと」

「ほう。三日か。ずいぶん早いな。どうやってマリアヨを攻略されるのかな」

　マトヴェイはわからないというふうに首をかしげた。

「おら、小さな舟にこいつと下ろされて、街道を通ってここまで行けって……」

　レスターはそんなものだろうと思った。土産物を届けるための海賊に、重要な情報を話すはずがない。

――バルベルデを攻めようとすれば、この城砦を放っておくことはできんからな。

　レスターにとってなにより大事なのは、自身の欲望を満足させることだった。

　すなわち、好みの娘を見つけてはさらい、凌辱をほしいままにし、飽きたら捨てて新しい獲物をさがし求めることだ。それを許すなら、主がエリオットだろうとジャーメインだろうとかまわない。

――ザカリアスのころは、盗賊の仕業に見せかけるていどの工夫は必要だったが……いい時代になったものだ。もっとも、もう少し待てば何の遠慮もいらなくなるがな。

「ご苦労だった。一室を与えるゆえ、ゆっくり休むがいい」

　レスターは兵のひとりにマトヴェイの部屋を用意するよう命じる。ただし、小声でつけくわえるのを忘れなかった。

「万が一ということもある。怪しげな真似をしないか見張っておけ」







　兵たちが退出して、オルガはレスターと二人きりになった。ここの兵たちは、彼らの主の趣味を知っているだろうから、少々の物音がしても気に止めないだろう。

　レスターが甲冑をつけたままベッドに腰を下ろして、オルガに笑いかける。

「さあ、服を脱いでこっちへ来い」

　ここでオルガは若干の計算違いを認めた。どうやらこの男、甲冑をつけたままで自分をなぶるつもりらしい。まだ暴れるには早すぎる。おとなしく従うべきだろう。

　オルガは慎重に間合いを計算しながらレスターに歩み寄り、服に手をかける。にわかに嫌悪の情が湧き起こって、手が止まった。

――ティグルに対しては平気だったのに。

「怖がらずともよい。なるべく優しくしてやろう」

　オルガの逡しゅん巡じゅんを誤解し、レスターは好色な笑みを浮かべ、猫なで声で話しかける。オルガは恥じらうようにうつむき、上着を脱ぎ捨てた。ほっそりとして無垢な裸身が露わになる。愛らしい容貌とあいまって、レスターでなくとも妖精的な美しさを感じるだろう。

　オルガはここでさらに迷ったが、覚悟を決めるように口を引き結んで腰から下を覆う衣に触れた。

「敵襲！」

　扉の外からの叫び声に、レスターがオルガから視線を外し、扉へと向けた。




　　　　　　　†




　ルクス城砦攻略は、予定通り夜明け前、南からの攻撃で幕を開けた。

　三千を超える人間の喊かん声せいが夜の静寂を打ち破り、ある者は木製の大盾をかざし、また別の者たちは丸太を補強した破城槌を抱えて巨大な門へと突撃する。さらに弩をかまえた者たちが城壁上へ太矢を放って味方を援護した。

　衝撃が夜空に轟音を響かせ、城門と城壁が震える。

　城壁上の兵たちは横一列に並んで矢の雨を浴びせた。地上で無数の呻うめき声が重なり、いくつもの人影が倒れる。

「怯むな！　やつらは寝起きだ！　それに、この暗さでは狙いをつけようもない！」

　大盾をかざしながら、ルドラーが声を張りあげる。彼の持つ盾に数本の矢が突き刺さって乾いた音を立てた。

――まだだ。まだ攻め続けなければ。敵の注意を引きつけなければ。

　おそらく門の裏側には閂がかけられ、さらに木や石が積みあげられて門扉を支えているのだろう。敵が城砦から出てこないという選択をしたのであれば、当然行うべき処置だからだ。

　そう予想しながらも、ルドラーは破城槌による突撃を何度も命じなければならなかった。

　城砦側の攻撃に、火矢が加わる。あちらこちらで火の手があがった。炎は、こちらの姿を敵の目にさらけ出す。

　次々に倒れ、黒い影となって動かなくなる味方を見ながら、ルドラーは焦りを覚えた。

――ここの兵たちは、あとどれほどもってくれる？　その間にレスターの首を奪れるか？

　ここにいる人間は三千を超えるが、城攻めをしているのは予定通り、約一千二百の兵だ。

　残りの約一千八百は、周辺の村や町で雇った領民である。彼らは、ただ大声を張りあげるためだけに雇われたのだ。

　これはティグルの提案によるものだった。こちらがより多いと思わせるための策だ。

　領民たちは矢の届かないところにいる。この暗がりでは兵との区別がつかず、松明の明かりもそこまでは届かない。

　やがて、城砦の内部からも騒ぎが起こった。こちらの兵が地下水路から侵入したのだ。

　それを確認すると、ルドラーは兵たちに後退を命じた。これで終わりというわけではもちろんない。乱れた隊列を整えて、城門を再度攻めたてるつもりだった。

　だが、ここでタラード軍にひとつの計算違いが生じる。

　地下水路から侵入しようとした兵たちが、失敗したのだ。地下水路と城砦の内部の境目に、鉄格子がはめこまれていたのである。

　これは、レスターがこの城砦を守備するようになってから独自に命じたもので、タラードたちが入手した見取り図にも記されていないものだった。

　タラード軍の兵たちは剣や斧で鉄格子を破壊しようとしたがかなわず、それどころか城砦の守備兵たちが鉄格子越しに放つ弩の太矢によって次々と水路に倒れた。地下水路は血で赤く染まり、守備兵たちさえも、そのすさまじい光景に慄然としたものだった。

　だが、今度は城砦の西側で新たな騒ぎが起こる。ティグルとサイモンの率いる傭兵部隊が、城壁を乗り越えることに成功したのだ。

「おまえたち、もうおとなしくこそこそしている必要はねえぞ！　鬨ときの声をあげろ！　やつらをびびらせるんだ！」

　サイモンが大声を張りあげ、傭兵たちが武器をかざして怒号を響かせる。守備兵たちがうろたえたのを、サイモンたちは見逃さなかった。果敢に襲いかかっては次々と斬り伏せる。

　手に槍を持って城壁上を走ってくる兵たちは、ティグルにとって格好の的だった。城壁上に等間隔に篝火が焚いてあるのも、かえって弓使いの若者を助ける結果となった。

　一度に二本、三本の矢をつがえて射放ち、ことごとく敵兵に命中させるという離はなれ業わざに守備兵たちは戦慄した。怒号と悲鳴と阿あ鼻び叫きょう喚かんとが城壁上に渦を巻き、侵入した者と侵入された者が武器を振るって接近し、敵の顔すらはっきりとわからぬ状況で殺しあう。

　城壁上の狭い歩廊は死体によってたちまちのうちに埋め尽くされ、それをまだ生きている者が乱暴に地上へと蹴り落とす。あるいはつまずいて転落し、死者の列へと加わった。

　味方を殺され、敵を殺しながら、ティグルたちは北に向かって城壁上を走る。

――いくら狙いがつけやすいとはいえ、こうも数が多いとな……。

　東の空が白みはじめた。空気はまだ冷えきっているというのに、ティグルの額には幾筋もの汗が浮かんで流れている。最初の矢筒はとうに空にして、いまは二つめだ。これも、まもなく空になるだろう。

「サイモン、味方の様子は？」

　ティグルは新たな矢をつがえつつ、頬傷のある傭兵隊長に尋ねた。サイモンは手斧を遠くの敵兵に投げつけながら怒鳴り声で返す。

「気にするな、坊主！　これだけ生きてりゃ問題ねえ！」

　その言葉に応えるように、傭兵たちの何人かが雄叫びをあげた。だが、味方に死者が目立ってきているのはたしかだ。

　もともと城壁をのぼるために、誰もが軽装なのだ。革鎧をつけていない者さえいた。そうした者は、槍の一突きでほぼ間違いなく命を落とす。耐えたとしても、痛みのあまり体勢を崩して城壁から転げ落ちる。

　十二アルシンの高さから転落して無事な者などいない。運よく助かっても、敵兵に囲まれて確実な、非業の死を与えられる。守備兵でさえ間違われて殺された。

　味方の数がすさまじい勢いで減っていき、半分を切ったころ、ようやくティグルたちは北門の上へとたどり着く。そのときには守備兵たちの攻勢も一段落ついていた。

「降りるぞ！」

　弓を肩に通して縄をつかみ、ティグルが先陣を切った。自分のやるべきことではないとわかっていたが、譲れなかった。

　味方の援護を受けて、ティグルはどうにか無事に地上へ降り立つ。すばやく弓をかまえて矢をつがえ、放った。もっとも接近していた敵兵が、鼻の下を貫つらぬかれて絶命する。

　他の敵兵が槍をかまえて突きかかろうとしたが、城壁上から降ってきた死体が直撃して倒れ、死体ともども二度と起き上がってこなかった。見上げると、サイモンと目が合う。彼がとっさに死体を落としてくれたらしい。

――さすが傭兵というべきか……。

　引きつった笑みを浮かべ、手を振って彼に応えるとティグルは再び矢をつがえた。

　数人ほどの敵兵を射倒すと、ひとまずまわりに守備兵の姿は見当たらなくなる。そのときにはサイモンをはじめ数人の味方が地上に降りてきていた。半数が周囲を警戒し、もう半数が小さい方の門を打ち壊して開け放つ。

　城砦の北に広がる森の中から、戦意に満ちた叫びがあがった。約一千のアスヴァール兵が、剣を、槍を振りかざして怒濤のごとくなだれこむ。

　森の中にこれだけの兵を潜ませるのは、楽ではなかった。タラード軍は城砦の南側に布陣しているので、森に向かおうとすれば、城砦を大きく回りこむ形になるからだ。敵も偵察部隊を出してこちらの動きをさぐっているだろうから、大きな動きは気づかれる。

　そこで、ティグルとルドラーは周辺の村や町から領民を雇い入れて、幕営に待機させた。そうして、数が減っていないふうを装いながら、兵を少しずつ森へ向かわせたのである。レスターも城砦の兵たちも、ついに気づかなかった。

　南と北からの攻撃に、守備兵たちは混乱した。戦力の分散がうまくいかずに多くの兵が右往左往する。撃退に成功した地下水路へ向かう部隊まで現れる始末だ。

　ティグルとサイモンは傭兵たちを率いて、城砦の最上階にある城主の部屋を目指す。だが、まもなく最上階というところで守備兵たちが追いついてきた。

　ここまで攻めこまれたのだから、彼らも必死だ。言葉にならない叫びをあげ、死に物狂いで剣を振りまわし、槍で突きかかってくる。サイモンが舌打ちをした。

「坊主。先に行け」

　ティグルは驚いた顔で頬傷のある傭兵隊長を見つめる。

「ただし、指揮官の首の報酬は俺によこせよ」

「オルガが奪っていなければ」

　軽口に軽口で応じたときには、ティグルとサイモンはそれぞれ逆方向へ走っている。ティグルは最上階へ続く階段を駆け上がり、サイモンは配下の傭兵たちを指揮しながら守備兵たちの迎撃に向かった。

　剣戟の響きを背に、ティグルは走った。

　最上階に足を踏み入れた、その直後。

　嵐が木々を薙ぎ倒すのにも似た、すさまじい咆ほう哮こうが大気を震わせ、ティグルの全身に微弱な衝撃を与えた。びりびりと顔や手に痺れが伝わり、壁にかかっていた松明の炎が躍るように激しくゆらめく。床に転がったものもあった。

――何だ、いまのは……？

　人間のものとはとうてい思えない咆哮は、この奥にある城主の部屋から聞こえた。オルガの姿が脳裏をよぎり、不安に胸を締めつけられながらティグルは廊下を駆ける。

　続いて轟音が城砦全体を揺るがし、奥の壁が吹き飛んだのが見えた。城主の部屋だ。

　そして、小柄な影がそこから床へと転がりでる。オルガだ。

「オルガ……！」

　ティグルは駆け寄ろうとして、足を止めた。吹き飛んだ壁から、白い何かがその姿を覗かせたのだ。同時に、ティグルの左手に痛みが走る。

　おもわず視線を向けると、握りしめている黒弓が、黒い霧とも塵ともつかないものをまとっていた。まるで、使い手に何かを訴えるかのように。

――考えるのはあとだ……！

　ティグルは矢をつがえ、弓ゆみ弦づるを引き絞る。放たれた矢は薄暗がりを引き裂くように飛んで、狙い通り白い何かに突き刺さった。床に倒れたままのオルガに歩み寄ろうとしていたそれは、動きを止める。

――人間か？　いや、人間にしては……。

　ティグルは新たな矢を矢筒から抜きつつ、慎重に歩みを進める。その何かは、見える範囲においては人間の顔だ。だが、それが、天井に頭部を擦りつけるほど高い位置にあるのはどういうことだ。しかも、よく見れば額からは角のようなものが生えている。

『ドレカヴァクから話を聞いてはいたが……。まさかここで『弓』と出会うとはな』

　顔が、くぐもった笑声をあげた。ティグルは息を呑む。

　その何かまで十数歩の距離まで接近して、ようやく全貌をつかんだ。

　それは、真っ白な巨人だった。







　少し時間を戻す。

　敵襲の報告を受けたレスターは、すぐに気を取り直した。部屋から出ることはせず、横目でオルガを見ながら、扉越しに的確な指示を出していく。

　これは薄紅色の髪の戦姫にとって意外な計算違いであり、しばらくの間彼女はその場に立ち尽くしつつ、隙ができるのを待った。

　状況に変化が生じたのは、地下水路からタラード軍が侵入したという報告を受けたときだ。レスターは、タラード軍の意図を看破したと思った。

「表で騒いで注意を引きつけ、その隙に地下水路から侵入か。みじめに失敗するがいい」

　レスターは地下水路に鉄格子をはめることで、すでに対策を講じている。彼は安心して身体ごとオルガに向き直った。

「待たせたな。では――」

　オルガが動いたのは、このときだ。

　床を蹴って、壁に立てかけていたムマに駆け寄り、つかむと同時に身体をひねった。大気のざわめきに風の唸りが続き、オルガは必殺の一撃をレスターに叩きこんだ。

　間合い、速さともに完璧といえる動きだったが、竜具ヴィラルトを通して伝わった衝撃は、彼女の予想していたものとはまるで違っていた。

『そうか……竜具だったか』

　レスターの声が、はっきりと変わった。まるで、人間ではない何かが、無理に人間の言葉を発しているかのように不気味な響きを帯びている。

　オルガは愕然として、とっさに動けずにいた。

　甲冑さえ容易に斬り裂く厚い刃の一撃を、レスターは素手で受け止めていたのだ。しかも、てのひらからは黒い血が滴り落ちている。異常としか言いようのない光景だった。

『休眠期だったというのは言い訳にならぬかな。人間の皮をかぶって化けてきた時間が長かったせいか、それとも……おまえがあまりにうまそうに見えたからか』

　レスターの手が、ムマの刃をつかむ。その目は赤い光を放ち、額は内側から突き破られて螺旋状の角が三本、斜めに生えた。肌は不気味なほどに白くなり、身体はふくれあがって身につけている鎧を圧迫する。

　中肉中背だったレスターの身体は瞬く間に三十チェート（約三メートル）を超え、甲高い金属音を響かせて鎧の金具が弾けとんだ。鎧の部品が床に落ちて耳障りな音を響かせる。

　オルガは声を失い、呆然としてレスターの変化を見つめた。長く旅をしていた彼女だが、このようなものは見たことがない。レスターの四肢は城砦の柱よりも太くなり、体毛は抜け落ちて、その巨体はさらに膨れあがっていく。

『戦姫……我々の敵、永遠の戦乙女よ。生まれてきたことを悔いるほどにその身を犯してくれよう。その後、骨すら残さず喰ってやる、人間どものように』

「――牙崩の壱アジンクリーク！」

　ようやく我に返り、オルガが叫んだ。その命令を受けて、彼女の手にある竜具が音もなく歪む。刃が上下に伸び、さらに鋸状に変形した。

　オルガがレスターの左手を粉砕するのと、怪物と化したレスターが右手で少女を殴りつけるのは同時だった。とっさに竜具を盾にしたものの、怪物の拳を受けてオルガの小柄な身体が宙に舞う。扉に叩きつけられた。

「何事ですか、レスター様！」

　廊下にいた守備兵たちが、さきほどからの奇妙な音に不審を感じて扉を蹴破らんばかりの勢いで駆けこんでくる。

　彼らが見たものは、額から角を生やした白い巨人の化け物だった。そして、それが最後に見たものでもあった。

　一歩踏み出したレスターが、右から左へ平手を振り抜く。空気を詰めた革袋が破裂するのにも似た音を響かせて、城主の部屋に入ってきた兵士たちは吹き飛んだ。血を噴きだし、手足をありえない方向に曲げて壁に叩きつけられたときには、一人残らず息絶えている。

　壁を血と臓物で赤黒く染めて、壊れた鎧をまとった死体は崩れ落ちた。

　レスターは兵士たちを一いち瞥べつもせず、オルガを見下ろす。オルガもまた彼らを見ている余裕などなかった。一瞬でも隙を見せれば、彼女も兵士たちのようになるのだ。

　真っ白な怪物は動きを止め、息を吸いこんだ。丸かった顔が球形に近くなる。オルガは警戒して竜具を盾にするようにかまえた。

　直後、レスターは息を吐きだしながら咆哮をあげた。一瞬遅れて怪物の全身から不可視の衝撃波が放たれる。それは天井といわず壁といわず破壊し、粉砕した。オルガは痛みこそ最小限におさえたものの、踏みとどまることもできずに背後にあった扉ごと吹き飛ばされて床に叩きつけられる。背中を打って、一瞬呼吸が止まった。

　ティグルが現れたのは、そのときだった。







　矢が、残り少ない。あと四本しか残っていない。サイモンたちのところまで戻れば、弓使いが何人かいたはずだから矢の補充もできるだろう。

　だが、それはおそらく不可能だとティグルは悟っていた。

――この感覚、覚えがある……。

　唾を呑みこむ。半年以上前、ブリューヌに攻めこんできたムオジネル軍を撃退したあとのことだ。ヴォジャノーイと名のる怪物が現れ、ティグルはミラとともに戦ったのだ。自分だけでも、彼女だけでも殺されていたに違いない、恐るべき相手だった。

――あのヴォジャノーイに、似ているんだ。

　姿形ではない。全身から放っている凶悪な殺気が。人間ではないもの特有の気配が。

――だが、やつはまだ人間に近い姿をしていた。

　目の前にいる怪物は、いったいどう形容すればよいのだろうか。

　ねじれた角に赤い目、白すぎる肌に、不気味な巨きょ躯く。この世のものとは思えない。対峙しているだけで恐怖で足がすくむ。異世界にでも迷いこんでしまったような不安に襲われて、目も耳もふさいでその場にうずくまりたくなる。

　自分の心臓の鼓動が、やけにはっきり聞こえる。乱れかけている呼吸も。

「……おまえは何者だ？　ヴォジャノーイの仲間か？」

　もつれかけた舌を動かし、声が震えてしまわないよう腹に力を入れながら、ティグルは尋ねた。本当は、声をかけるのではなく急いでここから逃げるべきなのだろう。階下のサイモンたちにも呼びかけ、城砦など放って少しでも遠くへ離れるのが最善に違いない。

　だが、ティグルはこの化け物と向かいあう道を選んだ。

　床に倒れたまま起き上がる様子のないオルガを放っておけなかったというのがひとつ。

　もうひとつは、握りしめている黒弓にあった。ちりちりと、さきほどから焼くような痛みを左手に与えている。

　だが、この痛みこそがティグルを我に返らせ、冷静さを取り戻させていた。この状況はまぎれもない現実なのだと教えていた。

　そして、かすかな希望と勇気を、ティグルに与えていた。黒弓ならば、この怪物に通じるかもしれないという望みを。

『斧ならともかく、弓に訊かれたら答えぬわけにもいかんか』

　角を生やした白い巨人はティグルに向き直り、濁った声で名のった。

『トルバラン。それが身内での呼び名だ』

――やはり……。

　主に幼い娘をさらうことで知られる、おとぎ話の怪物。ティグルにとっては、母親がいたずらをする子供を叱るときに出てくる名だった。悪さばかりしているとトルバランがおまえをさらっていくよ、と。

　もうひとつ気になったことがある。トルバランは、さきほどからティグルのことを弓と呼んでいるのだ。

――ヴォジャノーイもこの弓を狙っていた。

　調べてもよくわからないこの弓は、怪物たちと関わりがあるということだ。だが、黒弓について質問をする余裕はないようだった。

『私は他のものたちと違うのでな。死んでもらうぞ、弓よ』

　レスター、否、トルバランがティグルに襲いかかってくる。唸りをあげて振りおろされる白い豪腕を、ティグルはとっさに跳んで避けた。壁に巨大な穴が開き、飛散した破片が床に倒れたティグルに降り注ぐ。

　トルバランは起きあがろうとするティグルに容赦なく蹴りを放とうとする。だが、それは寸前で鈍色の刃に受け止められた。オルガだ。

「無事だったか」

　声をかすれさせながらも彼女が生きていることを喜ぶティグルに、オルガは答えない。トルバランの足を食い止めるので精一杯なのだ。壮年の騎士の拳を片手で受け止めてのけた少女が、汗をにじませ、腕と足を震わせながらじりじりと後退を強いられている。

　ティグルは身体を起こすと、トルバランの目を狙って矢を二本同時に放つ。巨人の怪物はそれを避けようともせず、口から吐き出した無形の衝撃波によって空中にある矢を打ち砕いた。

　トルバランが、半ばまで吹き飛んでいる左腕を振りあげる。その断面が盛りあがったかと思うと、瞬く間に腕が再生した。ティグルは急いでオルガを抱きかかえ、床を蹴る。

　何度目かの轟音。床が砕け、無数に亀裂の走ったすり鉢状の穴が穿うがたれる。立ち昇る砂煙の中に、トルバランは傲然と立ってティグルたちを見下ろしていた。

「……あいつを知っているの？」

　立ち上がり、呼吸を整えながら、オルガが尋ねる。ティグルは矢を抜きだしつつ答えた。

「怪物だ」

　ひとまずはそれで充分だった。

「すまないが、時間を稼いでもらえないか」

　少女を前に出して戦うということの悔しさに歯を食いしばりながら、ティグルは頼む。オルガは何も聞かずに黙ってうなずいた。矢は、残り二本。

　もはや誰かに見られたらなどと気にかけている余裕はない。持てる力を尽くさねば、自分もオルガも怪物に殺されてしまう。

　オルガが床を蹴る。トルバランは愉ゆ悦えつに満ちた笑みを浮かべた。

　ティグルは矢をつがえ、怪物に狙いを定めて弓弦を引き絞る。その体勢を保持して、弓に訴えかけた。それに応えるかのように黒弓から黒い光が放たれ、鏃に収束していく。

　若者の全身を、尋常でない重圧が襲う。これは、黒弓の力をあるていど扱えるようになってもなくならないものだった。夜明け前から城壁を越え、戦い続けて疲れきった身体を叱しっ咤たして、ティグルはそれに耐える。

――頼む。オルガは、この事態に俺を信じて前に出てくれた。俺は、あの子を死なせたくはない。死なせてはいけないんだ……！

　見回さずとも、わかる。あたりは地獄かと見紛うような光景になっていた。

　さきほどまでも、戦場という名の地獄だったに違いない。だが、いまこの一帯に展開しているものはまた別の地獄だ。人智を超える力が容赦なく振るわれ、石造りの天井が、壁が、床がたやすく破壊され、兵士たちが虫を潰すように殺されている。

　この地獄を打ち払い、戦場へ戻らねばならない。

　オルガは己の身を守ることに専念してトルバランの攻撃をさばき、うまく時間を稼いでくれていた。そして、ティグルの鏃に集まる黒い光も、その輝きを増している。

　ティグルは小さく息を吸い、吐きだすと同時に指を離した。

　狙いは、顔。怪物が巨体であり、オルガが小柄であるために狙いはつけやすかった。

　薄紅色の髪の戦姫をいたぶるように攻め続けていたトルバランだが、直前でティグルの矢に気づいた。矢は、すさまじい速さで怪物に迫っている。

　回避は不可能だと悟ると、トルバランはその場に踏み止まった。息を吸い、赤い両眼で黒い矢を見据える。まっすぐ突きだした右手から衝撃波が放たれた。オルガが後ろへ吹き飛ぶ。

　大気が唸りをあげ、渦を巻いて荒れ狂った。怪物の衝撃波は、ティグルの放った黒い矢を空中で受け止めてみせたのだ。そのまま衝撃波と矢は風に悲鳴をあげさせ、黒い光を飛散させながら激しくせめぎあう。

『このていどか――』

　哄笑しかけたトルバランが、口を開けたまま動きを止める。怪物の視線の先で、ティグルは新たな矢を黒弓につがえていたのだ。

　最初の一矢で、ティグルはすでに立つことも辛いほどに消耗している。弓を握る手も麻痺してうまく力が入らない。頭痛がして、視界も揺れている。それでも若者は、震える指を弓弦にかけ、足に力をこめて精一杯引き絞る。さきほどと同じように、鏃に黒い光が集まっていく。ティグルは愕然とした。

　目に見えてわかるほど、鏃への黒い光の収束具合が鈍くなっている。

『遅い！』

　トルバランが吼えた。怪物が勢いよく頭を振ると、額から生えている螺旋状の角が鞭のようにしなり、何倍にも伸びる。大気を斬り裂いてティグルに襲いかかった。いまのティグルにそれを避けるだけの余裕はない。

　直後、乾いた衝撃音が重なる。三本の角はティグルに届く前に空中でのたうって天井に深々と突き刺さった。

「約束、した……時間、稼ぐ」

　煤で汚れた薄紅色の髪を振り乱し、オルガがムマを肩に担いでトルバランを鋭く睨みつける。三本の角を弾いて方向をそらしたのは、彼女の必死の一撃だった。

　トルバランの赤い目が憤怒に彩られる。白い巨人は左手を振りあげ、オルガを殴りつけようとした。同時に、オルガもその小柄な全身を使って斧を振るう。斧の柄が伸び、半月を思わせる厚刃が大きさと鋭さを増した。

「――角貫の弐ドゥヴァローク！」

　豪速で振り下ろされたムマの刃は、再び魔物の左手を粉砕し、さらに左足を斬り裂いて床に食いこんだ。傷口から噴きだした黒い鮮血が空中を不気味に染めあげ、トルバランは悲鳴をあげてのけぞる。

　斧の形をした竜具から薄紅色の光が放たれたのは、そのときだ。

　両刃の斧の先端に、三日月の形をした光が形成される。光は空間に螺旋を描きながら、ティグルの持つ矢の鏃へと流れこんでいった。また、床に散らばる細かな灰色の砂塵や石いし礫つぶても、光に混じって矢に吸いこまれていく。

　オルガはその場に立ち尽くし、魅入られたようにこの光景を眺めていた。

「――助けられてばかりだな」

　自嘲ではなく、感謝の意をこめてティグルはつぶやく。矢から、指を離した。

　弓から放たれた瞬間に、矢はその形を変える。矢にまとわりついた砂塵は一頭の竜を形作り、床を砕いて瓦礫を吸収しながらその姿を巨大化させてトルバランへまっすぐ向かっていく。竜の目は薄紅色の輝きを帯び、そして黒い光を全身にまとっていた。

　灰色の竜は弧を描いて、猛然と怪物に襲いかかる。

　トルバランは咆哮をあげた。三本の角で迎え撃ったが、一瞬の後には角の方がことごとく竜の突撃によって砕け散る。灰色の竜は衝撃波とせめぎあっている第一矢に追いつき、矢を呑みこむようにして己の中へと取りこむ。竜のまとう黒い光が、その強さを増した。

　衝撃波は竜にぶつかると空気の弾けるような音だけを残して四散し、竜はその勢いを衰えさせるどころかすさまじい勢いでトルバランに喰らいつく。

　さきほどまでとはくらべものにならないほどの轟音が、ティグルとオルガの耳を襲う。二人の鼓膜はわずかな時間ながら音を伝える役目を放棄し、視界も揺れた。城砦そのものも揺れたのだが、それに気づかなかったほどだ。

　濛もう々もうと砂煙が城主の部屋にたちこめて二人の視界を完全に遮さえぎる。煙が上へと立ち昇って視界が晴れたとき、天井には巨大な穴が幾重にも穿たれて、暁の空が覗いていた。

　オルガがよろめく。倒れかけた彼女を、ティグルはとっさに後ろから身体で受けとめた。しかし、ティグル自身も倒れそうになったので、黒弓を床に置いて、オルガを支える。

　二人は寄り添うようにして、天井の穴を見上げていた。
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　ルクス城砦攻略戦は、一つの伝説を残した。敵味方問わず多くの兵士が、口をそろえてこう語ったのだ。

「夜空よりも黒い光が、城主の部屋を破壊して一直線に空へ伸びていき、消えた――」と。









　　　エピローグ














「説明して」

　視覚と聴覚がようやく安定してきたオルガの第一声は、それだった。二人とも、疲労困憊で口を開くのも億おっ劫くうという有様だ。破壊をまぬがれた壁に二人は並んでよりかかり、そのままずるずると床に座りこんだ。ティグルは首に巻いている防寒用の布を彼女にかけてやる。

「その前に、謝れ」

　それから、憤然とした顔で隣の少女を見下ろす。オルガは鼻を鳴らすと顔をそむけた。自分は悪くない。無言でそう主張していた。

　ティグルは穴の開いた天井から覗く早朝の空をぼんやりと見上げる。

――以前に使ったときより、勢いがあったような……。

　少しでも気を緩めれば、自分の意志を無視して荒れ狂いそうな力だった。

　穴は、城主の部屋からほぼ真上に伸びていた。黒い光をまとった灰色の竜が、怪物を喰らって空へと駆けていった跡だ。

――二本続けて射るなんて無茶をやったせいか？

「わたしは――」

　オルガのどこか拗ねたような声が、ティグルを現実に引き戻す。

「わたしは、あなたの役に立ちたかった」

　そういえばルドラーもそんなことを言っていたな、とティグルは漠然と記憶をさぐる。

――でも、やっぱり根は素直な子なんだな……。

　意地を張ったように見えてから理由を述べるまでが、短い。十四歳――三年前の自分を思いだしても、もうちょっとむきになっていた気がする。ティグルは萎えて力の入らない手をどうにか持ちあげると、オルガの頭にぽんと置いた。

「俺のために動いてくれたことは嬉しいよ。でも……心配したんだ」

　ティグルの言葉から三つ数えるほどの間を置いて、ごめんなさいとつぶやくような声でオルガは謝罪の言葉を述べた。

　ティグルが彼女の頭を撫でると、気が抜けたのかオルガの身体が傾かたむいて若者にもたれかかる。ティグルは拒絶せず、そのままにしておいた。少女の身体から伝わってくるぬくもりに、あらためて安あん堵どの息が漏れる。ひとまず終わったという実感もやっと湧いてきた。

「話せることはあとで話す。あと、このことはひとまず、誰にも喋らないでくれ」

「……マトヴェイにも？」

　オルガの質問に、ティグルは首を縦に振る。マトヴェイは有能な男だ。口も堅い。

　それでも、否、だからこそティグルは彼に話したくなかった。

「わかった。あなたを……あなただから、信じる」

「ありがとう」

　礼を述べると、オルガはどこか照れたように目を細める。

「お礼を言うのは、わたしの方」

「――おい、生きてるか」

　突然、離れたところから、声。そして甲冑の音。そちらに顔を向けると、サイモンを先頭に十人近い傭兵たちが歩いてくるところだった。彼らはここの惨状に呆然とし、警戒することも忘れてきょろきょろと首を振りながらこちらへやってくる。

　サイモンは床に座りこんでいるティグルたちの前まで来ると、薄気味悪そうに破壊の跡を見回しながら聞いてきた。

「……こいつは、何があった？」

「俺にもわからない」

　ティグルは首を横に振る。オルガは一瞬何かを考えるように動きを止めたものの、若者に同意を示すようにうなずいた。

　何があったか自分たちにもわからない。そうしてしまおうとティグルは決めたのだ。

　もし話すとしたら、レスターが実は怪物だったという荒こう唐とう無む稽けいな話からはじめなければならない。天井といわず壁といわず破壊されているこの状況を見れば信じるかもしれないが、どうやって倒したのかに話が及んだ場合、非常に困るのだった。

「それより、下の方は？　戦は終わったのか？」

　ティグルは話題を変える。露骨なほどだったが、半ば吹き飛んだ城主の部屋に目を奪われていたサイモンはそれに気づかず答えてくれた。

「終わったよ。城主の部屋が妙な黒い光で吹っ飛んだのがほとんどどこからでも見えたからな。おまえら、レスターを見たか？」

「……ようやくたどり着いたと思ったら黒い光で目の前がいっぱいになって、気がついたらこれでさ。レスターどころじゃない」

「そうかい。まあとにかく俺たちの勝ちだ。生きている兵はのきなみ降伏して、この城砦は……一部が派手にぶっ壊れたが、俺たちのものになった。報酬は頼むぜ？」

　ティグルに肩を貸して立ち上がらせながら、ようやく気を取り直したらしくサイモンがにやりと笑う。オルガもまた他の傭兵が背負った。

「ところで……もしもレスターが出てきたらどうするんだ？」

　一抹の不安を覚えながら、ティグルはサイモンに聞いた。黒弓の力によって木こっ端ぱ微み塵じんになってくれたのならよいが、運よくどこかに逃げていた場合、恐ろしいことになる。もうティグルもオルガも戦う力など欠片も残っていないのだ。

「そうなったら俺たちで取り囲んで首を奪るに決まってんだろう」

　豪快に笑いながら、サイモンはティグルを支えて亀裂だらけの廊下を歩いていく。部下たちと、背負われたオルガがそれに続いた。

　サイモンとその部下たちがレスターの死を叫びながら歩きまわると、まだ抵抗の意思を見せていた守備兵たちも次々に武器を捨てて投降した。彼らの士気は陽光を浴びた氷の粒のように溶けて、消えていった。

　ルクス城砦は陥落した。三千の兵のうち約五百を失い、またその倍近い負傷者を出すという結果だったが、城攻めということを考えれば――何よりも怪物に遭遇したことを思えば、少ない損害だった。







　バイルド＝ルドラーはふたつの悩みを抱えていた。

　ひとつは、ルクス城砦を陥落させたことについてどのように報告するか。中盤まではよいのだが、終盤になって彼にもまるで理解できないことが起こったのだ。

　まるでおとぎ話の巨人が内側から殴りつけて破壊したような、人間業ではありえない城主の部屋の惨状を、タラードにどのように報告すればよいのか。

　彼自身も目にした、城主の部屋を貫つらぬいて空に消えた黒い光のことと併せての説明をまとめるのに、ルドラーはおおいに頭を抱えることになった。

　もうひとつの悩みは、ティグルのことだ。こちらの方がより深刻かもしれない。

　バルベルデを発つ前日、タラードはルクス城砦攻略の策をルドラーに授けたのだが、その際こう言ったのだ。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンの能力を試せと。

　城砦を陥とすためにティグルがどのような策を示すか、タラードは知りたがったのだ。もしティグルが何も提案できなければ、タラードの策でもって城砦を攻略すればいい。

　はたして、ティグルは見事に策を提案してみせた。

　領民を雇うことでこちらの人数を偽装すること。そうして北の森に兵を潜ませること。夜明け前、日の光の当たらない西側から奇襲をかけ、北の門を開けて味方をなだれこませること。

　これらは、タラードがルドラーに与えた策とほぼ同じものだった。ただし、タラードは、ティグルがアスヴァール兵を掌握することはできないだろうから、信頼できる者に兵を与えて城壁の西側から奇襲するようにと指示を出していた。

――ヴォルン伯爵は、兵を掌握するという一点において、グラム様の考えを超えられた。

　ティグルが独力で傭兵たちを従えたことを、ルドラーは心から賞賛していた。

――それに、彼はブリューヌ人でありながら、他国の民のことも考えることができる者だ。雇った領民が傷つかないよう、可能なかぎり配慮していた。

　問題はそこだとルドラーは思う。いつか、タラードの言葉の偽りに気づいたとき、ティグルはタラードを許すだろうか。

　もしもティグルがタラードを許せず戦いとなったとき、タラードはかつてない強敵を迎えることになるだろう。

――できれば、そのような未来は訪れないでほしいものだが。

　ルドラーはいつものように微笑を浮かべて兵に指示を出していたが、その顔には苦悩の陰りがかすかににじんでいた。







　ルクス城砦の一室に、ティグルとオルガ、マトヴェイが集まっている。

　平身低頭して謝るマトヴェイを、ティグルは笑って許した。彼がオルガに協力しなければよかったとはいえ、若すぎる戦姫を諭せなかった自分を棚上げして、この強こわ面もての船乗りを責めることはティグルにはできなかった。

　ちなみにマトヴェイは兵に見張られており、それゆえ無事に生き残ることができた。変装の際に身につけていた反そりのある剣は、レスターに会う前に取りあげられている。

　マトヴェイは勇敢な男だったが、丸腰で戦場へ飛びだす無謀さは持っておらず、それが彼を救ったのだった。

　ルドラーは投降した兵たちの中で帰順する者たちを加えて軍を再編しつつ、タラードに従えないという者たちには、数日分の食糧を持たせて解放した。ただし、レスターにおもねって周辺の村々を襲っていた、とくに性質の悪い兵たちは容赦なく処刑した。

　この措置によって、タラード軍の数は約三千となった。戦う前の数に戻った形だ。ただし、傭兵隊の数は約百五十と、半減したままである。

　兵たちは、敵味方問わず死体を集めて埋葬し、城砦内にこびりついた血を水で洗い流した。これは疫病対策であると同時に、投降した者たちのわだかまりをなくすための措置でもある。ティグルたちもこの作業は手伝った。

　そうして一日が終わろうとしていたころ、城砦の会議室でティグルたちがこれからのことを話しあおうとしていたところへ、慌ただしい報告がもたらされた。

「エリオット王子が、三万の海賊を率いて上陸しました。この城砦とバルベルデのどちらを目指すのかはまだ不明ですが、彼らはここから二日ほどの距離にいます」

　会議室に戦慄が走った。マリアヨの港町が陥落したという報告はまだ届いていない。焦りを顔に出さないようにしつつルドラーが兵士に尋ねた。

「マリアヨは陥ちたのか……？」

　その兵士はいいえと首を横に振る。

「敵は、沿岸にあるいくつかの漁村を襲撃し、そこから上陸したとのことです」

「馬鹿な。ただの漁村に大型船が停泊できる港などあるはずが……」

　そこまで言って、ルドラーは何かに気がついたように口元を手でおさえる。ティグルは同じく思い当たることがあるらしい顔のマトヴェイに視線で尋ねた。

「おそらくエリオット王子は大量の小舟を用意したのでしょう。大型船でぎりぎりいけるところまで接近し、そこから小舟に海賊を乗せて高速で往復したのです」

「そのやり方だと小舟を大型船に戻さないといけないが……」

「十艘の小舟で海上に降り、九艘の小舟から海賊が上陸します。そして、残った一艘が、空になった九艘を引いて戻るわけです。そのあたりの作業は、海賊なら慣れたものでしょう」

　簡潔明瞭な説明にオルガは息を呑み、ルドラーは深刻な表情でうなずく。

　タラードからはまだ何の連絡もない。

　しかし、三万の敵はあと二日の距離に迫っている。

「落ち着いて、とりあえずやるべきことをやろうか」

　うろたえる三人に、ティグルは静かな声で呼びかけた。

「……何か策がおありなのですか？」

　マトヴェイが強面にかつてない深刻さをにじませて尋ねる。ティグルは悠然と首を横に振ったあと、笑顔で続けた。

「いまはない。でも、俺は以前に似たような体験をして、切り抜けている」

　だから、なんとかなるし、してみせる。

　ティグルが言い終えたときには、オルガも、マトヴェイも、ルドラーも冷静さを取り戻していた。三人はこのとき、不思議とこのひとの言葉を信じようという気になり、そうすることで前に進む活力を得たのだった。

「私は、ひとまず兵たちを落ち着かせてまいります」

　いつもの微笑を浮かべて、ルドラーが会議室を出る。足早に、しかし見る者を不安にさせない落ち着いた足取りで歩き去った。オルガが感心したように、ティグルに言った。

「王の器量を垣間見た気がする」

「茶ちゃ化かさないでくれ」

「わたしは本気」

　真剣なオルガの言葉に、ティグルは肩をすくめる。らしくもないことを言うものではないと思った。策がないのは本当なのだ。これから、なんとしてでも考えねばならない。敵がここにたどり着く前に。

――でも、やってみせる。

　ふと、思いだす。自分の荷袋の中の一枚の銀貨と、荷袋にくくりつけてある熊の人形を。

　自分には、あの二人がついている。幸運だけなら誰にも負けていない。

　決意を固める若者の横顔に、秋の太陽が、窓から穏やかな光を投げかけていた。










[image: ]













[image: ]










　　　１　　　村を、焼く














　ティグルヴルムド＝ヴォルンが、ライトメリッツ公国に滞在していたころの話である。

「ティグルヴルムド卿は、村を焼いたことはありますか？」

　思いもよらない質問をぶつけられて、若者は面食らった。テーブルを挟んで向かい側に座っているリムアリーシャをまじまじと見つめる。

　リムアリーシャは二十歳。親しい者からはリムという愛称で呼ばれており、若者も普段はそう呼んでいる。一方、リムは若者を、「ティグルヴルムド卿」と呼び、ティグルという愛称で呼ぶことはしない。生真面目なのだ。

　リムは青い瞳の奥に罪悪感をにじませたものの、そのまま話を続けた。

「不愉快な質問であることについてはお詫びします。ですが、できればお話を……」

「いや、別に気分を害したわけじゃないんだ。すこし驚いただけで」

　ティグルは気にしていないというふうに手を振る。リムのこのような性格を、若者は嫌いではなかった。

　ティグルはいま、彼女に与えられた課題に取り組んでいるところだった。

『銀閃の風姫シルヴフラウ』の異名を持つ戦姫エレンことエレオノーラ＝ヴィルターリアの副官であり、親友でもあるリムは、幅広い知識を備えている。ティグルは彼女の仕事を手伝ったり、課題を与えられたりしながら、多くのことを学んでいた。

　彼女の質問に、ティグルはいつもどおりの表情と口調で答えようとしたが、視線は彼女から外れ、声も苦みを帯びる。

「村の半分近くを焼いたことは、あるよ。疫病が流行って……」

　それは何年も昔、まだティグルの父ウルスが生きていたころのことだ。

　薬どころか治療法もろくにわからない疫病を前にして、人々がとれる対策は病に罹かかった者の隔離と、建物を焼き払うことぐらいだった。

「……申し訳ありません」

　辛い過去を思いださせてしまったことに、リムは頭を下げて詫びる。頭の左側で結んでいる艶のない金色の髪が揺れた。

「昔のことだよ。それにしても、どうしてそんな質問を？」

　ティグルの視線がテーブルへと向けられる。そこには何枚かの地図と、指でつまめるほどの小さな駒が二十ばかり散らばっていた。

　今日、与えられた課題は、戦の演習だった。リムが地図の上に駒を並べて状況を説明し、かぎられた時間内でティグルが最善手を答えるという形式のものだ。

　彼女は厳しい教師だが、ティグルが必死に知恵を絞って最善手を導きだすと、無愛想な表情を緩ませて短く賞賛してくれた。そうして何度か地図や駒の配置を換えながら演習を行い、一息入れたところで、唐突にさきほどの質問をしてきたのだった。

「私はもちろん、ティグルヴルムド卿がそうした真ま似ねをしない方であると知っています。だからこそ、こうした余裕のあるときに考えてほしいのです」

　リムは一枚の地図をテーブルに置くと、いくつかの駒をつかんでその上に並べる。

「あなたは百の兵とともに、とある小さな村で休息をとっています。村の住人は……そうですね、五十人としましょう」

　それほど大きな村ではないなと考えながら若者はうなずく。ティグルが治めるアルサスは山や森が多く、町や村など片手で数えられるほどしかなかった。それだけに想像しやすい。リムは話を先に進めた。

「この村から徒歩で一日の距離に、敵軍が現れました。その数は五百。こちらの援軍は、もっとも近くにいる部隊でも到着に二日かかります」

　どうしますかとリムは視線でティグルに問いかける。若者はくすんだ赤い髪をかきまわし、渋じゅう面めんをつくって地図と駒を見つめた。

　敵はこちらの五倍。援軍は間に合わない。

――間違えるな。リムが俺に求めているのは敵に勝つ方法じゃない。最善の手だ。

　最初のころ、ティグルはそれを勘違いして何度か彼女に叱られたものだったが、いまならそんなへまはしない。

「村人を避難させながら、こちらも後退しつつ援軍を待つ。それしかないだろう」

「避難させるのはよいとして、村はどうしますか？」

　ティグルは顔をしかめた。どういう意味だと言いかけて、彼女の言葉の意味に気づく。

「……燃やすかどうか、っていうことか？」

　仏ぶっ頂ちょう面づらで確認する若者に、リムは冷然とうなずいた。

「敵は徒歩で一日の距離にいます。逃げる時間は半日もなく、荷物をまとめる時間もかぎられます。置いていったものは当然敵に奪われ、利用されます。逆に、これらを燃やすことによって敵に打撃を与えることができるのです」

　村を利用することで得られるものは少なくない。空き家で夜を明かすことができれば、幕舎の中で寝たり、地面に寝転がったりするよりもはるかに疲れがとれるのだ。

　食糧や水を補充できるし、戦利品を獲ることで士気が上がるのも期待できる。むろん罠を警戒する必要はあるが。

「家々に火を放ち、井戸があれば毒を入れる。状況にもよりますが、最悪の場合はそこまでの判断が必要となります」

　ティグルは憤然として地図と駒を睨みつけた。村を焼くなどというのは、野盗の所業だと思っている。だが、疫病ならばともかく戦において、いつか自分がそうした必要に迫られるかもしれないなどとは考えたこともなかった。

　他に何か手はないのかと必死に考えたが、思い浮かばない。

「そのときには、それをしろということか……」

　忌いま々いましげに降参を認めたティグルに、リムはいいえと否定する。

「ご自分で行う必要はありません。そのとき私がいれば、私にお命じください」

　ティグルは息を呑み、目を丸くしてリムを見つめた。このような発言をするときでさえ彼女は顔色一つ変えない。背筋を伸ばしてティグルの視線を受け止める。仮定の話と思っているからではなく、覚悟ができているからだった。

「必要な措置ではありますが、村人の信用を失うのも確実。一軍の将ならば戦のあとのことについても考えておかなければなりません。ですから――」

「だめだ」

　ティグルは強い語調でリムの言葉を遮さえぎると、彼女を睨みつける。

「必要があると思ったときは、俺自身で手を下す。誰かに汚れ役を押しつける気はない」

「軍全体の士気に関わることです」

　リムは腰を椅子から浮かせかけて即座に反論したが、ティグルは引き下がらなかった。

「それでもだ。たしかに、誰かにいやなことを命じなければならないときがあるかもしれない。でも、これは違うはずだ」

「民の恨みや憎しみを買わないようにするのも、将たる者の務めです」

「名誉が傷ついたとしても、他のことで挽回すればいい。君の言うことは正しい。でも、民の恨みを避けきることなんてできないんだ。失敗しないように注意を払うのは大前提だけど、そればかり気にしていたら何もできないだろう」

　ティグル自身は、アルサスの領主としての統治期間が短いこともあって、まだ大きな失敗はなかった。しかし、父ウルスが悩んでいた場面を見たことは何度かある。

　亡き父の親友であり、ティグルに何かとよくしてくれたマスハス＝ローダント伯爵も言っていた。民が不満を持たない統治などないと。

　ティグルとリムはしばらく睨みあっていたが、折れたのはリムの方だった。小さくため息をついて、彼女は椅子に座り直す。わかりましたと残念そうに言った。

「……ですが、私が申しあげたような考え方もあるということは覚えておいてください」

「じゃあ、俺からも頼む。こういう状況に陥り、村を焼いたとして……。その後、どういった形で民の信用を取り戻していくかをいっしょに考えよう」

　そう言ってティグルが笑顔をつくると、リムもほんのかすかではあったが、口元に笑みをにじませた。

　ライトメリッツに夏が訪れる直前、ティグルが賓ひん客きゃくとしてこの公宮で生活をはじめて数ヵ月が過ぎたころのことだった。




　　　　　　　†




　秋の涼気が流れこんでくる部屋の中で、ティグルは数ヵ月前に受けたリムの講義を思いだしながら、テーブルの上に広げられた何枚かの地図を見つめている。

　ここはライトメリッツの公宮ではない。そもそもジスタート王国ですらなかった。

　大陸の西方アスヴァール王国。そこにあるルクス城砦の会議室だ。

　薄暗い天井を見上げたティグルはふと、どうして自分はこんなところにいるのだろうかと考えずにはいられなかった。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンは、ブリューヌ王国の辺境にあるアルサスの地を治める小貴族だった。爵位は伯爵。取り柄といえるものは弓の技量ぐらいだったが、弓を蔑視するブリューヌではまったく評価されなかった。

　若者の運命を大きく変えたのは、昨年ブリューヌとジスタートの間で起こった戦だ。

　ティグルはジスタートに七人いる戦姫のひとりであるエレンの捕虜となり、その後、紆余曲折あってブリューヌで起こった内乱の渦中に身を投じることとなった。

　最終的に、ティグルは行方不明とされていた王女レギンを救出し、内乱を終結へ導くことに成功する。だが、内乱終結後のブリューヌとジスタートの交渉の中で、ティグルは客将としてライトメリッツ公国で生活することとなった。

　ライトメリッツで春を迎え、そして夏の終わりを見届けようとするころ、ティグルはジスタート王ヴィクトールから、ある頼みごとをされる。ひそかにアスヴァール王国へ赴き、ジャーメイン王子に協力を申しでて盟約を結ぶというものだ。

　アスヴァールでは国王ザカリアス亡きあと、二人の王子が玉座を賭けて争っていた。一国の王の頼みとあってティグルは断ることができず、アスヴァールに向かう。『煌炎の朧姫ファルプラム』の異名を持つ戦姫サーシャことアレクサンドラ＝アルシャーヴィンが紹介してくれた船乗りマトヴェイと、港町で出会った少女オルガが、旅の仲間だった。

　アスヴァールに入り、ジャーメイン王子に会うことはできたものの、ティグルたちは彼に謀殺されかけた。王子はジスタートではなく、ムオジネルと手を組もうとしていたのだ。

　ティグルたちがどうにか窮地を脱すると、ジャーメインは部下のタラード＝グラムによって殺害されていた。タラードは、ティグルにこう言った。

「オレは王を目指す」

　そして、彼はジャーメインに代わって手を結ぶことを、ティグルに持ちかけたのである。

　ティグルが彼に協力することを決めたのには、いくつか理由があった。

　この青年がジスタートと友好を結ぶつもりであるのに対し、敵手であるエリオット王子はムオジネル王国と手を組んだこと。ジスタートから使者として派遣された戦姫ソフィーことソフィーヤ＝オベルタスが、エリオット王子に囚われていること。また、タラードの明朗な人柄に惹かれたというのもあった。

　ティグルは彼から与えられた三千の兵を使って、ルクス城砦を攻略した。それが夜明け前から明け方にかけてのことだ。

　現在、ティグルたちの拠点となったルクス城砦の外では、西の空を金色に輝かせて太陽が沈みつつある。黄昏時の光を浴びて城砦の西側は赤みを帯び、東側は黒い影に覆われていた。

　城砦はものものしい雰囲気に包まれており、城壁上を巡回し、あるいは中庭で休息をとっている兵たちの顔は言いようのない不安に彩られている。激戦の末に勝利と城砦を手にした者たちの表情ではない。

　彼らを怯えさせているのは、さきほどもたらされたひとつの報告だった。

　敵手たるエリオット王子が、三万の海賊を率いて大陸の領土に現れたという。

　その知らせが兵たちに与えた衝撃ははかりしれない。ティグルとて例外ではなかった。

　十倍もの敵が、この城砦からわずか二、三日の距離にいるのだ。

「とりあえず、やるべきことをやろうか」

　そう言って仲間たちを落ち着かせたものの、地図を用意させてあらためて状況を確認したティグルは、その深刻さに唸らざるを得なかった。

　まず、指揮下にある約三千の兵が万全とは言いがたい。

　タラード軍は約八百五十の歩兵、約二千の騎兵、約百五十の傭兵で構成されているが、城砦攻めをしたばかりなので、負傷者が少なくない。それに、歩兵の四割は投降した敵兵だ。士気は低くないが、命令に従うかどうか不安だった。

「わたしに何かできることはあるか？」

　薄紅色の髪をした美しい少女が、雲ひとつない蒼空を思わせる大きな瞳をティグルに向ける。十四という年齢の割に無表情で子供らしさに欠け、口調も大人びているが、そのたたずまいは不思議と愛敬を感じさせた。

　彼女はオルガ＝タム。『羅轟の月姫バルディッシュ』の異名を持つ戦姫である。事情があって一人旅をしていたが、ティグルと出会って行動をともにするようになった。触れれば折れそうなほどに華きゃ奢しゃな身体つきながら、大の男を軽々と投げ飛ばしてみせる力の持ち主だ。

　この会議室にはオルガの他にもうひとり、ティグルが信頼している者がいる。

　三十代半ば、日に焼けた赤銅色の肌を持つ巨漢で、マトヴェイという。経験豊かな船乗りというだけでなく、アスヴァール語に堪たん能のうで、豪胆さと思慮深さを合わせもった男だ。

「遠慮なくおっしゃってください。あなたの命令なら、たいていのことには従いましょう」

　マトヴェイは太い腕を組み、凄みのある笑みを浮かべた。強こわ面もてのために、好意からの笑顔でも凶悪なものに見えてしまうのはこの男の数少ない欠点かもしれない。

　ふたりがいなければ、ティグルは異国の地における数々の危機を切り抜けることはできなかっただろう。このうえなく頼もしい仲間たちだ。

　ティグルはたったいま思いついたことは話さず、ごまかすように苦笑を浮かべた。自分でもいまだに決断しかねていることと、顔触れがそろっていないためだ。

　部屋の外から、足音と甲冑の鳴る音が重なりあって近づいてくる。ひとつしかない扉が開いて、ふたりの男が入ってきた。

　ひとりは中肉中背で容姿も平凡ながら、穏やかな微笑が印象に残る男だ。鎧はつけておらず、腰に剣を下げただけの軽装だが、隙のないその動きは歴戦の戦士であることをうかがわせる。

　男の名はバイルド＝ルドラー。タラードの部下で、ここにいる兵たちの総指揮官だ。

　もうひとりは、対照的に荒くれ者の雰囲気をまとっている。三十歳だが、左頬の大きな傷跡さえなければ十代といっても通用するだろう童顔の持ち主だった。

　サイモンという名のこの男は、約百五十人の傭兵たちの隊長だ。実力主義、現実主義の傭兵たちが従うだけあって、実力と人望を兼ね備えた熟練の戦士だった。

「兵たちの様子はどうだった？」

　二人が椅子に座るのを待って、ティグルは尋ねる。ふんぞり返って椅子の背もたれをきしませながら、傭兵隊長のサイモンは不機嫌そうに答えた。

「ひでえもんだな。どいつもこいつもしけた面つらしやがって」

「とりあえず混乱は避けられましたが、一刻も早く新たな指示を出す必要があります」

　ルドラーも控えめな口調で懸念を示す。ふたりは、エリオット軍の突然の上陸に慌てる兵たちをなだめ、叱しっ咤たして混乱を鎮めてきたのだった。

――仕方がないか。勝って気が緩んだところにこれだからな……。

　マトヴェイが水の入った銅杯を人数分、テーブルの上に置く。

「酒じゃねえのか」

　銅杯の中身を覗きこんでサイモンが笑ったが、それは不満ではなく冗談だった。彼も、この状況が酒を飲みながら話せるようなものではないことは充分承知している。

　ティグルは、ルクス城砦を中心にして周辺一帯が描かれた地図をテーブルに置いた。

「状況を確認しよう。まず、エリオット王子の軍は、いまどこにいる？」

「このあたりのようです」

　身を乗りだしたルドラーが、地図の一点を指で示す。他の者たちも立ち上がって地図を覗きこんだ。この城砦から北へ二日ほどの距離にある大陸沿岸。そこに、かすれかけた文字でルルカと書いてある。

「このあたりには漁村が二、三あるのですが、ルルカはその中でもとくに大きな村です。敵はマリアヨの港町を陥とすと思っていましたが……」

　ルドラーは重苦しい息を吐きだした。完全に裏をかかれたのだ。

「教えてくれたのはどこの兵だ？　斥候はここまで出していなかったと思ったが」

　ティグルの疑問に、ルドラーは地図の上に置いたままの指を左下へと動かした。ルルカ村からは南西、ルクス城砦から見れば北西にあたる。

「ここにサリメという小さな町があります。襲われたルルカ村の者がこの町まで逃げて事情を伝え、話を聞いた町の兵士が馬を飛ばしてくれたのです」

　それからルドラーは、海賊たちの襲撃について詳しく説明した。

「村が襲われたのは、夜が明けて間もないころだったそうです。私たちがこの城砦を攻めたのと同じか、少しあとですね。このあたりの漁村には簡単な造りの船着き場があるのですが、海賊どもは船から大量の小舟を出してそこへ乗りつけてきたと……」

　まだ暗さの濃く残る空の下、展開されたのは目を覆わんばかりの惨劇だった。突然のことで呆然としている村人たちに、海賊は容赦なく剣や斧を振りおろした。家の中へ侵入して目につくものを奪い、あるいは破壊し、女性を犯し、火を放った。

　逃げ延びることができた者は十人に満たなかったという。

　ティグルの顔に怒りと苦渋の色がにじんだ。若者が生まれ育った故郷の町も、昨年テナルディエ公爵の軍に襲われたことがある。

　理不尽に生活を奪われた村人のことを考えると、自分にはどうしようもなかったとはいえ、やりきれなさが心を侵食した。

　オルガとマトヴェイも、ティグルほどではないが海賊に対して憤りを覚えている。平然としているのは、こうしたことは戦にはつきものと割り切っているサイモンぐらいだが、彼も「手際がいいな」と、皮肉っぽく言うだけに留めた。

　ティグルはひとつ深呼吸をして気を取り直すと、仲間たちの顔を見回す。

「エリオット王子はこれからどう動くと思う？」

「街道を通ってまっすぐバルベルデを目指すでしょう」

　そう断言したのはルドラーだ。

「ご覧の通り、ルルカ村のそばを通っている街道は南西と東に延びています。南西の街道はサリメの町へ、東の街道は途中で二本にわかれて、それぞれマリアヨとバルベルデに続いています。いずれの道であっても、このルクス城砦に直接通じてはおりません」

　バルベルデは、亡きジャーメイン王子が拠点とし、いまはタラードのものとなった都市だ。エリオットにしてみれば、まずバルベルデを攻略することが勝利への第一歩となる。

「我々がこの城砦を陥としたことを、まだエリオット王子は知らないはずです。レスターと合流するつもりだとしても、どちらかの街道を通ることになる。ならば、バルベルデへ向かった方が無駄がありません」

　レスターの名が出たとき、無言で地図を眺めていたオルガがわずかに首を動かして、ティグルを横目で見た。それに気づいたティグルは首を横に振る。

　レスターはこの城砦の守備隊長だったが、その正体は人間ではなく、トルバランと名のるおそろしい異形の魔物だった。それを知っているのは、実際に戦ったティグルとオルガの二人だけだ。説明するとややこしくなるので、このまま黙っているつもりだった。

――レスターが怪物だったことを、エリオット王子は知っていたんだろうか。

　頭をかすめた疑問を、ティグルは頭の片隅に追いやる。いまは他に考えなければならないことがいくつもあるのだ。

「だが、この城砦がわたしたちの手に落ちたことを、エリオット王子がいつまでも知らないということはないだろう。知ったら、動きを変えてくるのではないか」

　ルドラーの言葉に、オルガが首をかしげる。赤い髪の騎士は穏やかに肯定した。

「その通りです。考えられる手としては、全体の行軍速度を落としつつ、五千ほどの偵察部隊を用意して街道を先行させるか……」

「でなければ、別働隊を編制してこちらへさしむけるといったところかな」

　ティグルがそう言うと、ルドラーは目元にかすかな緊張をにじませた。

　エリオットはルクス城砦を放っておくことはできない。この城砦を無視してバルベルデに向かえば、城砦にいる敵に側面ないし背後を突かれる恐れがあるからだ。

　だからこそ、上陸する前の段階でレスターに寝返りを誘ったのだろう。もし城砦攻めに手間取っていたら、ティグルたちはレスターとエリオット王子の軍勢に挟まれて撤退を余儀なくされていたに違いない。

「別働隊の場合、街道を外れてこちらへ向かってくるかもしれないのが厄介ですね」

　ルドラーが地図に視線を落として唸る。オルガは蒼空の瞳に疑問を宿してアスヴァールの騎士を見上げ、それからティグルに聞いた。

「街道を外れて進めば、足が鈍にぶって行軍が大幅に遅れると思うのだが、ありえるのか」

　エリオットが上陸したルルカ村から、この城砦へまっすぐ南下しようとするなら、草原を抜け、大小いくつもの丘が連なる一帯を越え、広大な森を突破しなければならない。ルクス城砦は、その森を抜けたところにそびえたっているのだ。

　草原や丘陵地帯はまだしも、森の中を進むのはおおいに手間取るだろう。

「そうだな。敵の進軍を食い止めようと思ったら、ふつうは街道を兵で固めるんだ」

　ティグルは地図に指を置くと、漁村と城砦の間に広がる一帯を丸で囲む。

「街道から外れたところにまで兵は割けない。斥候を放って警戒するのが精一杯だ。敵がそこを突いてくる可能性は充分にある」

　なるほどと納得するオルガの横で、それまで黙っていたマトヴェイが口を開いた。

「ルドラー殿。エリオット王子の人柄について何かご存じのことはありませんか。今後彼がどう動くかについて、参考にできるやもしれません」

　ティグルは驚いてマトヴェイを見つめた。敵への怒りや現状に対する焦りがあったとはいえ、その点に思い至らなかったのだ。

　ルドラーは難しそうな顔で首をひねった。

「私は王子にお会いしたことはありませんが、グラム様から聞いたことはあります。ひとを見下し、疑い深く、荒っぽい行動を好むと」

――エレンから聞いた話とほぼ同じだな。

　ライトメリッツの公宮で白銀の髪の戦姫が教えてくれたことを、ティグルは思いだす。粗暴で傲ごう慢まん。エレンはエリオットのことをそう言っていた。

「ただ、グラム様はこうも言っておられました。大胆さと慎重さを併せ持っており、決して油断のできない相手であると」

「大胆さと慎重さ？」

　顔をしかめておうむ返しに聞いたマトヴェイに、ルドラーはうなずく。

「ジャーメイン王子がご自分の弟妹たちを王宮に呼びだし、謀む反ほんの疑いをかけて殺害したときのことです。エリオット王子は危険を察知し、いざとなれば逃げられるよう事前に手配してから王宮へ向かいました」

　エリオットは見事にジャーメインの魔の手から逃げおおせた。また、ギネヴィア王女もそれによって生じた混乱を利用し、逃亡に成功したのだった。

「大胆さについては、説明する必要もないでしょう。一国の王子が海賊と交渉し、配下として従えるなど尋常なことではありません」

「それに、こちらの裏をかいた漁村への上陸か。奇をてらうことが好きな王子様だな」

　サイモンが笑って、銅杯を手でもてあそびながらルドラーに聞く。

「とにかく俺たちだけじゃ勝負にもならねえ。タラードはあと何日でここに来る？」

　彼はいまごろ、アスヴァール国内を奔走して兵をかき集めているはずだ。その数が一万に達したらティグルらと合流し、北上してエリオットと戦う予定になっていた。ティグルたちがバルベルデを発った日から数えれば、十日近くが過ぎている。

「申し訳ありません」

　ルドラーは苦しげな顔でうつむいた。わからないということだ。

　タラードがティグルに語った戦略では、エリオットはマリアヨの港町を攻めることに時間を費やすはずだった。エリオットの行動力が、タラードの予想を上回ったといえる。

「伝令がバルベルデに着くのは、早くても明日の昼過ぎです。また、グラム様がいるともかぎりません。兵を集めるべくバルベルデを離れていることはありえるので……」

「おてあげだな」

　空になった銅杯を指先でくるくるまわし、おどけた口調でサイモンは肩をすくめた。この男が笑うと、左頬の傷跡が歪む。その不真面目な態度にオルガは不機嫌そうな顔をしたが、ティグルとマトヴェイは苦笑で受け流した。彼の気持ちはわかる。

　なにしろ、ここにいる約三千の兵だけで、三万の敵の相手をしなければならないのだ。

　だが、ティグルはタラードを積極的に恨む気にもなれなかった。兵を集める苦労は、ブリューヌの内乱で充分すぎるほど経験している。

――さてどうする。

　落ち着いてやるべきことをやろう、と自分は彼らに呼びかけた。

　いまやるべきことは何か。三万もの敵を打ち倒す妙手、奇策を考えることなのか。

　そうではない。机の上へ手を伸ばし、ティグルは別の地図を一番上へと持ってくる。

　ルクス城砦を中心に、周辺の村々の位置を描いたものだ。十数人で生活しているような小さな集落まで含めれば、村の数は実に十を数える。

　ルルカ村の惨劇を聞くかぎり、エリオット王子の考えは慈悲や寛容の対極にある。この村々を容赦のない略奪の対象とすることは疑いなかった。

「いま俺たちがやるべきは、村人の安全を確保することだ。そのためにふたつ手を打つ。ひとつは、二千の騎兵で敵に夜襲をかける」

「敵の数を考えると、二千では効果があるとはとても……」

「大戦果なんて期待しない。敵の足をすこしでも鈍らせることができれば充分だ」

　首をひねるルドラーにそう答えて、ティグルはふたつめを切りだそうとし、一瞬だけ目を泳がせる。迷いがあった。だが、すぐにそれを振り切って事務的な口調で言う。

「ふたつめだが、村人たちを避難させる。村と敵の位置を考えると、避難させたあとに夜襲という流れになるな。彼らにはバルベルデに駆けこんでもらうのが望ましいが、それが無理でもこの城砦より南へ逃げてもらう」

　ティグルは地図から顔を上げてルドラーを見た。若者の顔には深刻さと沈痛さの深い影がよぎっている。

「彼らは従ってくれるか？」

「村人たちは戦に慣れております。海賊が迫っている、逃げろといえば、聞くでしょう。夜明けを待って兵を向かわせるとして……」

　考えをまとめるルドラーのつぶやきを聞きとがめて、訝いぶかしげな顔でオルガが聞いた。

「今夜中ではないのか？　ことは一刻を争うのだろう」

「もう日が沈んでいます。いまから城砦を出たとして、兵が村に着くのは真夜中。領民たちは明かりを消して寝静まっているでしょう。そのような状況で彼らを集めて話しても、混乱するだけです。夜明けを待って動いた方が、間違いは起こりにくいのですよ」

　夜の闇は混乱を容易に助長させる。避難が進まないばかりか、迷う者や置いていかれる者が続出するに違いなかった。

「この城砦を攻めるのに雇った領民たちも、帰らせてしまいましたからね……」

　ため息をついて、ルドラーは間の悪さを嘆く。

「逃がすのはいいけどよ、それで終わりってわけじゃねえだろう」

　そう口を挟んできたのは歴戦の傭兵隊長だ。

「村は人っ子一人いなくなった段階で焼き払う。井戸には毒を放りこむ。それでいいな」

　当たり前のように確認するサイモンに、オルガとマトヴェイ、ルドラーはそれぞれ眉をひそめる。ティグルだけはそうした反応を見せず、諦めまじりのため息をこぼすと、くすんだ赤い髪をかきまわした。地図の中に村々を見つけたときから、予想はしていたのだ。

――リムは本当にいい先生だ……。

　艶のない金色の髪を頭の左側で結んだ、愛想のない彼女の顔を脳裏に思い浮かべる。

　あの日のリムとのやりとりは、まさしく現在の状況に合致していた。村人たちを避難させたとして、村や井戸をそのままにしておけば、海賊に利用されてしまう。

　井戸を使えないようにすれば、敵はどこかから水を調達しなければならなくなる。敵に疲労や面倒を強いるのは戦において基本中の基本だ。

　しかし、これは傭兵のサイモンだからこそためらいなく発言できたことでもある。ティグルも彼の言葉の正しさは理解しているが、納得はできなかった。

――毒を投げこめば、戦が終わったあとも井戸を使うことはできなくなる。

　それは村を滅ぼす行為だ。燃やした家は新たに建て直すことができても、水がなければ人間は生きていけない。

「……焼くのはともかく、毒を使わずにすませることはできないか？　たとえば石を投げこんで、水を得られないていどに埋めるとか」

　懇願するような口調でティグルは訊いた。できれば村を潰したくない。だが、サイモンは無情にも首を横に振った。

「敵の数を考えると無駄だな。すぐに石を除けちまうよ」

　沈黙が訪れる。それは、誰も代案を示せないということだった。

　ティグルは視線を地図に戻し、まるで親の仇ででもあるかのように睨みつける。

――あのとき、俺はリムに言った。俺自身で手を下すと。

　仮定は現実のものとなった。むろん村を焼かず、井戸もそのままにしておくという選択肢はある。だが、敵に少しでも打撃を与えておかなければ、彼らと戦う兵たちはもちろん村人の安全さえ危うくなる。

　何もしなければ、エリオットの軍勢は二日か三日でこの城砦にたどりつく。どのように対応するにせよ、準備にも実行にも時間が必要だ。ろくに考える時間すら、いまのティグルには与えられていない。

「ヴォルン伯爵、この隊の総指揮官はあなたではなく、私です」

　哀れむような目をしつつ、あえてたしなめるような口調でルドラーが言った。

「決断し、命令するのは私です。あなたが気に病むことはありません」

　ティグルはうなずく。納得したのではなく、自分を気遣ってくれたルドラーに配慮して、わかったふりをしたのだ。

　ルドラーの言っていることは間違いではない。だが、タラードはルドラーを紹介したとき、「使ってやってくれ」と言った。ルドラーが総指揮官を務めているのは、兵たちを指揮するのにその方が都合がよかったからであって、タラードの言葉は依然として有効である。

　そして、若者はジスタートにいるリムにも、自分にも嘘をつくことができなかった。

「ルドラー殿、村人たちへの補償を頼む」

「私の名にかけて、命に代えても。必ず」

　ルドラーの真しん摯しな即答が、せめてもの救いだった。




　　　　　　　†




　月が西の空へ大きく傾かたむき、夜空はその暗さを徐々に薄れさせている。闇はその濃淡を何段階にも細かくわけることで、夜の終わりが近いことを教えていた。

　約三千の兵のうち約一千はルドラーとともに残り、ティグルは二千の騎兵を率いて城砦を出る。夜明けまでには、まだ一刻以上の余裕があったが、騎兵で森を抜けるのは時間がかかるため早めに行動を開始したのだ。

　森を抜けたときには空は青く澄みきって、太陽は低い位置ながらも白く輝いていた。

　ティグルは二千の騎兵を十の部隊にわけて、それぞれ村へ向かわせる。ティグル自身も一部隊を率いて、村のひとつへ向かった。若者の左右にはオルガとマトヴェイの姿がある。

　兵たちは革鎧を身につけ、半数近くは槍の他に弓を携たずさえていた。ルルカ村が襲われたときの話から敵の装備を推測したティグルとルドラーが、可能なかぎり弓を用意させたのだ。

　村に着いたときには、野良仕事をはじめている村人たちの姿がぽつぽつと確認できた。この村の住人の数はおよそ七十。村の周囲にあるカラスムギ畑からの収穫と、一ベルスタ（約一キロメートル）離れた森の恵みとで日々を過ごしている。

　家は木造の壁に漆しっ喰くいを塗り、茅かや葺ぶき屋根の素朴な造りばかりだ。

　ティグルは村長をはじめとする村の有力者たちを呼びだすと、村長の家に集まって用件を率直に告げた。

　海賊たちが迫っている。昼までに荷物をまとめてここから逃げろと。

　当然というべきか村長たちは困惑の色も露わに顔を見合わせた。

「昼までに、ですか？」

「いくらなんでも急すぎやしませんか。第一、逃げるといってもどこへ……」

「バルベルデだ」

　ティグルはことさらに事務的な口調で告げる。マトヴェイに教わったばかりの不慣れなアスヴァール語であるために、聞く者にはよけいそっけなく響いただろう。

　城砦を発つ前に覚悟を決め、心に氷の衣を幾重にも着せていたにもかかわらず、ティグルは自分の言葉に嘔吐感を覚えた。

　異国の、昨日まで名前も知らなかった村だからこそ、このように扱えるのだという自覚がある。それが、若者の心を音もなくきしませていた。故郷であるアルサスのどこかの村だったら、このような決断を自分はできただろうか。

「ここからでは二日以上かかります」

　有力者のひとりが悲鳴にも似た声をあげた。五十代半ばの男で、髪にも短い髭にも白いものが目立っている。ティグルはふと、ブリューヌにいるマスハスのことを思いだした。もう半年以上会っていないが、元気でやっているだろうか。

「まずは、ルクス城砦より南側へ向かってほしい。そのあたりの村や町に逃げこめるならそれでかまわない。それが無理なようなら、進路を東に切り替えてバルベルデだ」

　こうした長い台詞になるとティグルがまずジスタート語で答え、それをマトヴェイがアスヴァール語で告げる形になる。ティグルの冷厳な態度に、マトヴェイの凶悪な面構えとたくましい巨きょ躯くが加わって、もはや恫どう喝かつと変わらなかった。

「女や子供、老人もいるのに……。病人だって」

　他の男がぼそぼそと苦情めいたつぶやきを口にする。子供、老人といった単語を聞きとがめたティグルは彼の言葉を推測して、態度も声こわ音ねも冷淡さを維持したまま答えた。

「我々から荷車を二台提供する。それに乗せればいい。この村にもあるだろう」

「――カラスムギ」と、また別の有力者が言った。

「ようやく脱穀が終わって、共同の納屋にしまったんだ。何日か後にはバルベルデに運ぶはずの……」

　ティグルの表情がかすかに強こわ張ばる。この国を訪れて間もないころのことを思いだした。

　自分たちが立ち寄った小さな村が、ジャーメイン王子の兵に襲われた。

　ティグルはマトヴェイとオルガの協力を得て、彼らを打ち倒したのだが、そのとき、オルガが疑問を口にした。村人たちは、なぜ村を捨てて非道や圧政から逃れないのかと。

　ティグルは畑仕事の苦労を彼女に語って聞かせ、簡単にできることではないと説明した。

――それなのに、俺はいま、村を捨てて逃げろとこのひとたちに言っている……。

「あなたがたへの補償は要請してある」

　そういうことではないとわかっていながら、若者はそのように言うことしかできない。

　もちろん租税の問題もあるだろう。だが、それ以上に種を播まき、耕し、日照りや豪雨を心配し、虫や鳥の害に頭を悩ませ、何ヵ月にもわたる労苦の末に得られたものを捨てていけという要求に、村人たちは悲しみと憤りを覚えているのだ。

「海賊がここに来る前に、何とかしてくださらんのですか」

　有力者のひとりが非難がましい目をティグルに向けた。男は感情が昂たかぶってきたのか、ティグルがそれに答えようとするよりも先に早口で言い募つのる。

「わしはここに残るぞ。そもそも海賊がこんなところまで来るなんて信じられるか。わしはこの村で四十年以上生きてきたが、盗賊や山賊は見ても海賊なんて見たことはねえ」

　ティグルはうんざりしたと言いたげな顔をつくり、居い丈たけ高だかに言い放った。

「ならば、サリメの町へ行って話を聞いてくるといい。いま、あそこには海賊から辛うじて逃げ延びた者たちがいる。彼らの口から聞けば、あなたがたも決意を固めるだろう。もっとも、そのときには手遅れかもしれないが」

　場に沈黙が満ちる。厳しさと冷たさをまとった、滅多な発言を許さない類の沈黙が。村長たちは不安そうに視線をかわしあうものの、誰も一言も発しない。

　ティグルは男から視線を外して、村長を見た。

「村から出ようとしない者がいる場合、縛りあげて、荷物といっしょに荷車に乗せて運んでくれ。何度も言っていることだが、時間がない。我々はここで敵を防ぐ」

　話は終わりだと言わんばかりにティグルは立ち上がる。突き放すような台詞は彼らをねじ伏せたかに見えた。

　しかし、そうはならなかった。村の者の中でもっとも年長だろう老人が、皺だらけの顔を動かしてたどたどしく言葉を紡ぐ。

「わしらは……わしらは、おとなしく暮らしとりました。ジャーメイン殿下の兵が暴れても。畑を踏みにじられ、柵や樽を壊され、若いのが理不尽に殴られてもじっと耐えておりました」

　老人は恨めしげな目でティグルを見上げた。

「今度はわしらに、村を捨てろとおっしゃるんですか」







　村人たちが荷物をまとめて村から去ったときには、太陽は空高く昇っていた。

　ティグルは不機嫌さを隠そうともせず、空を仰いで苛立ちのこもった息を吐く。予定より半刻ばかり時間がかかったものの、どうにか村を無人にすることはできた。

　通りには彼らの捨てていった服や鍋、釜、農具などが散乱している。あと半刻後には火が放たれ、これらもすべて家々や畑とともに燃えてしまうのだ。

　念のため、逃げ遅れた者がいないかどうかを兵たちに調べさせた。ティグル自身はオルガ、マトヴェイとともに中央の広場から動かず、報告を待つ。

「損な役回りをなさる」

　そうつぶやいたマトヴェイの視線の先には、誰もいない家に入っていく兵たちの姿があった。その動きは鈍く、何人かはあからさまに非好意的か、あるいは一切の感情を封じこめた目つきでティグルたち三人を見ている。

　兵のほとんどは平民だ。戦がなければ町や村で日々を過ごしている。ルドラーに言い含められたとはいえ、村を焼くという行為は彼らにとっても耐え難いものであり、現場の指揮官であるティグルに非難がましい目を向けるのも仕方のないことだった。

「こういうのは、よそ者の俺がやった方がいいからな。それに――俺も同感だ」

　そう応じるティグルの瞳には自虐的で陰いん鬱うつな光が瞬いている。もしも自分が彼らと同じ立場であったなら、やはりそのような命令を出した者に怒りを覚えただろう。

　だが、指揮官としての自分が心の中で冷たく告げている。血を吐くような思いをしてでもこれをやらなければ、ティグルたちはより過酷な状況に立たされる。空き家で身体を休め、水も確保した万全の状態の敵と戦うことになるのだ。

「すまなかったな、マトヴェイ。俺がアスヴァール語を話せれば……」

「あなたは言うべきことを言ったのです。お気になさらず」

　闊達に笑うマトヴェイに、ティグルはうなずくことで謝意を示した。彼を紹介してくれたレグニーツァのサーシャにも、あらためて内心で感謝する。

　兵たちの懐疑的な視線はオルガとマトヴェイにも向けられていた。ふたりともティグルの仲間だと見られているからだ。しかし、マトヴェイは鼻で笑い、オルガは無表情を微み塵じんも変えずに泰たい然ぜんとしている。

　不意に、オルガがティグルのそばに馬を寄せてきた。一言も発しないが、その堂々とした態度からはティグルを守ろうとする静かな気迫が感じられる。

「ありがとう。でも、俺はだいじょうぶだ」

　ティグルはそう言って、少女の頭を軽く撫でた。

　やがて誰も残っていないという報告が届けられると、若者は火を放つよう命じる。

　村に二つあった井戸には、ティグル自身が毒を投げこんだ。手の震えを兵たちに見られないよう、オルガとマトヴェイだけをそばに置いて。

　炎に包まれる家屋を見つめるティグルの顔には、何の感情も浮かんでいなかった。

　ただ、爪がてのひらに食いこんで血を流させるほど拳を強く握りしめていた。




　　　　　　　†




　ティグルたちの去った村から北に一ベルスタ（約一キロメートル）進んだところにある草原が、合流予定の場所だ。

　ティグルたちがそこへ到着したときには、すでに一千近い騎兵が集まっていた。それぞれの部隊の隊長が、先頭に立つティグルを発見して足早に向かってくる。

　幾人かは苦々しい顔で結果を報告したが、ティグルは落ち着いた姿勢を崩さず、順番に聞いていった。心情はともかく、彼らは命令通り村人を避難させてくれたらしい。

　ティグルは謝罪やねぎらいの言葉を一切かけなかった。かえって彼らの感情を逆撫でするだけだとわかっていたからだ。ただ、報告にしっかり耳を傾けることで、彼らの怒りも悔しさも受け止めているのだと態度で示した。

　すべての報告を聞き終えると、ティグルは隊長たちを集めた。

「斥候を出す。疲労の少ない者を八十騎、用意してくれ。十騎で一組の部隊を八つ編制して、北と東へそれぞれ四部隊ずつ向かわせる」

　北に目を向ければ、なだらかな丘陵が遠くに見える。東に視線を転じれば、枯れ草色のまばらに混じった草原が広がっていた。草原を抜ければ街道に出る。

　どちらも見晴らしがよいとはいえ、なかなかに広い。敵を見落とさないよう、ティグルは八つの部隊をすべて違う進路で出発させた。

　それがすむと、野営の準備を命じる。夜襲に備えていまのうちに休ませるつもりだった。

　野営といっても、幕舎は荷物になるので持ってきていない。周囲を木の柵で囲い、要所に見張りを立てて交代で休息し、食事をとり、横になる際は地面に外がい套とうを重ねて敷くという簡単なものだ。

　兵たちから離れたところで、ティグルはオルガ、マトヴェイのふたりと話しあった。幕舎がないので、兵によけいなことを聞かれないよう距離をとるしかないのだ。オルガはほとんど喋らないので、男ふたりが中心の会話となった。

「ルクス城砦の陥落を、エリオットはもう知ったと思うか」

「知ったと考えておいた方がいいでしょうな」

　沿岸周辺の、ティグルたちが避難を呼びかけるには遠すぎた村々、海賊に出くわしてしまった不運な旅人や行商人、エリオットに恐れをなして使者を派遣する小貴族など、敵が情報を入手する可能性はいくらでも考えられる。

「悲観的な考えは好きじゃないんだが、厄介な事態を想定しておこう。敵は城砦の陥落を知っている。先行部隊の数は七千。草原を抜けて丘陵地帯半ば、というあたりかな」

「七千はちと多い気がしますが、この際多めに見積もっておいた方がいいですな」

　だが、ふたりのこの予想は外れた。

　日が傾いてきたころに戻ってきた斥候は、ティグルの前まで駆けてくると、汗も拭かず、呼吸も整えないまま次のように報告したのだ。

「敵と思われる一団を発見しました。ここから、徒歩でおおよそ二刻ほどの距離。二万は確実にいる大軍団です！」

　ティグルだけでなく、オルガとマトヴェイまでもが驚愕に目を瞠みはった。

――二万!?　それに徒歩で二刻？

　一刻のうちに徒歩で進める距離は、十ベルスタ（約十キロメートル）とされている。エリオット軍は、ティグルたちの予想をはるかに超える速さで進んでいた。

「そうか。敵の様子について、詳しく聞かせてくれないか」

　ティグルはすぐに驚きを表情から消し、なるべく余裕のある口調で尋ねる。圧倒的な大軍を目にしたせいだろう、兵は興奮している。これ以上動揺させてはならなかった。

「敵は赤い竜の軍旗を掲げ、その隊列はおおいに乱れており……」

　エリオット軍は隊列などまるで気にせず、誰もが全速力で丘陵地帯のなだらかな斜面を駆けていたという。武装については棍棒や手斧、鉈なたが目立ち、鎧は身につけていないか、着こんでいてもせいぜい革鎧ていど。馬に乗っている者はいなかったそうだ。

「二万という数字はたしかなのか？　それほどまでに敵の隊列が乱れているのならば、数えるのは難しいと思うが」

　いつもの無表情に戻ってオルガが淡々と問う。数千、数万もの敵となるとその数を把握するのは容易ではない。しかし、伝令ははっきりと答えた。

「私は長く伝令を務めており、歩兵の一千ならばどのていどの塊となるか、わかります。さきほど申しあげましたように敵の中で馬に乗っている者はなく、その隊列は前後に大きく伸びていたため、一千ずつを数えていくのは可能でした」

「そうか。あなたの言葉を疑ってすまなかった」

　オルガは素直に謝罪する。その隣で、ティグルは伝令が報告した内容について考えを巡らせていたのだが、敵の意図に気づいた瞬間おもわず叫びだしそうになった。しかし、それを表に出すことはせず、落ち着いた笑みを浮かべて兵にいたわりの言葉をかける。

「ご苦労だった。下がって休め。酒は駄目だが、軽い食事なら許す」

　兵士がティグルの前から歩き去ると、オルガとマトヴェイは怪訝そうな目を若者に向けた。ティグルの顔には、あきらかな緊張と不安の色が浮かんでいる。もどかしそうな手つきで荷袋から地図を取りだした。オルガが尋ねる。

「何かわかったの？」

「敵は全軍でまっすぐ南下してきたんだ。それも、かなりの強行軍で」

　エリオットは大胆な気性の持ち主であるという話を、ティグルは思いだしていた。

　アスヴァールの第二王子は別働隊を編制するようなことをせず、ルクス城砦の攻略を優先して全軍の進路を変えたのだ。

「では、敵はその強行軍で一万も脱落者を出したということですか……」

　マトヴェイが驚きと呆れの入りまじった顔でつぶやいた。エリオット軍が三万だとすれば、実に三分の一も減ったことになる。

「敵はこう考えているんだろう。たとえ一万脱落しても、二万残ると」

　この状況においては正しい考えだった。仮に、エリオット軍がさらに脱落者を出して半分の一万五千に減ったとしても、ティグルたちの五倍だ。タラードの援軍一万が間に合っても、まだ数において優る。そして、脱落者たちは時間がたてば到着するのだ。

「でも、それだけの無理をすれば、疲れきって戦いどころではなくなる」

　眉をひそめるオルガに、マトヴェイがやんわりと首を横に振った。

「こんなところに兵を配置するはずがない、あるいは配置してあったとしても少数だろうから難なく突破できる、というところでしょう。私でも、十倍の敵に挑むのは正直ごめんですな。敵は強行軍で疲れているから絶対に勝てると言われても、です」

　敵の疲れのていどを見誤れば、簡単に蹂じゅう躙りんされる。下手をすれば取り囲まれて殲せん滅めつされかねない。賭けとしてはあまりにも分が悪い。

　エリオットはそう判断し、自分たちの進む先に万を超える数の敵はいないと見越して、驚くべき速さで突き進んでいるに違いなかった。ティグルは戦慄を禁じ得ない。刃をまじえるどころかまだ遭遇すらしていない。しかし、戦いはすでにはじまっているのだ。

　ティグルは羊皮紙と筆を用意させると、すばやく手紙をしたためた。伝令兵を呼ぶ。

「いまから急いでルクス城砦へ戻り、ルドラー殿にこれを渡してくれ」

　手紙を受けとった伝令兵は、それを大事そうに懐にしまうと一礼して退出した。

　ティグルの後ろに控えていたオルガとマトヴェイは顔を見合わせる。口頭で伝えないということは、一兵士には知らせられない内容ということだ。これから仕掛ける予定の夜襲に何か関係あることだろうかと考え、遠慮がちにオルガが尋ねる。

「夜襲はどうする？」

「やる」

　ティグルは断固とした意志を示すように短く言い切った。

「なんとしてでも、ここで敵の足を鈍らせる。稼げる時間は半日ぐらいだろうけど」

　もちろん十倍の敵にぶつかることの恐怖はある。だが、このままでは村人たちを逃がしきれないことが、ティグルにはわかっていた。

　村人たちが避難をはじめたのが、今日の朝から昼にかけてだ。荷物を抱え、老人や子供を連れての行動である。城砦にすらたどりついていないだろう。

　海賊たちが村の焼け跡を見て警戒し、慎重になればよいが、そうならずに明日も同じ速さで進軍してきたら、確実に追いつく。それだけはさせてはならなかった。今日、何のために村を焼き、この手で井戸に毒を投じたのか。

「マトヴェイの言ったことは正しいと思う。だけど、見方を変えれば敵はこちらを警戒していないということだ。斥候を出した様子もない。――好機だ」

「博打ばくちですな。それも大博打だ」

　大きな肩を震わせてマトヴェイがにやりと笑った。嵐に挑む船乗りの笑みだ。オルガは無言でティグルを見つめているが、反対の意見を口にすることはなかった。







　偵察に出した部隊がすべて帰還して、ティグルは敵が行軍を止めたことを知った。丘陵地帯を抜けてすぐ、ティグルたちのいるところから徒歩で一刻と少し離れたところだ。彼らが斥候を出していないらしいことも同時に確認する。

　このときには、配下の二千の騎兵はすべて集結している。

　念のためにティグルは幕営を引き払い、兵たちを南へ後退させた。幕営とはいえ柵を立てただけだったので、時間はかからない。

　森が見えてきたところでティグルは後退を止めた。森を背にする形で、あらためて幕営を築かせる。

　設営が終わったときには、日が沈みかけていた。空にわだかまる雲は、落日の光を浴びて朱色に染まっている。森も、枝葉を大きく広げたその巨大な影で地上の一部を黒く染め、兵や馬の影はその中に沈んでしまっていた。マトヴェイが感心したように言った。

「これなら火でも使っていないかぎり、遠くからは見つけにくいですな」

「もう少ししたら、火の使用は禁止にする。いまから夜目に慣れさせておきたい」

　それからティグルは各隊の隊長たちを集めると、いくつかの指示を出す。

「兵たちに投石紐スリングを作らせておいてくれ。石は森の中で拾っておくように。それと……」

　投石紐は、遠心力によって石をより遠くまで飛ばす道具だ。紐と、布の切れ端だけで簡単に作ることができ、ティグルも狩りの際に一、二度使ったことがある。目標に命中させることは難しいが、百アルシン（約百メートル）ほども石を飛ばすことができた。

　二千の騎兵の中で、弓矢を持っている者は半分ほどだ。その不足を補うための手だった。

　指示を出し終えると、ティグルは小さくため息をつく。肩のあたりが重い。肉体的な疲労はそれほどでもないが、精神的な消耗が激しかった。

「――半刻ほど休む」

　そう言うと、ティグルは薄汚れた外套を羽織ってマトヴェイたちに背を向ける。

「用でも足しに行かれるのですかな？」

　冗談めかした口調で尋ねるマトヴェイに、ティグルは振り返らず言葉だけを返した。

「すこし離れたところで休むだけだよ。何かあったらすぐに戻る」

　マトヴェイは空を仰ぎ見たあと、わかりましたと答えて若者を見送る。

　雲が月と星を隠しているため、秋の夜空はいつもより暗さを増していた。これならティグルが軍から離れてひとりで休んでいても、目立つことはないだろう。

　不本意なことをあえて行ったあとで、十倍の敵に挑む。しかも、異国の地で異国の兵を率いて。マトヴェイとしても、ティグルには休めるときに休んでおいてほしかった。

　兵たちから離れたティグルは、森を形成する木々の中の一本に寄りかかるとそのまま地面に座りこむ。離れたといっても、ふつうの話し声ならば聞こえないだろうが、大声を出せば耳に届くていどの距離だ。それ以上離れることはさすがにできない。

　目を閉じたものの、気が昂ぶってティグルはすぐには眠れなかった。

――どう戦う？

　昨年、ブリューヌへ攻めこんできた二万のムオジネル兵を、ティグルは二千の兵で迎え撃ったことがある。あのときは兵の士気が高く、ルーリックなど信頼できる部下がいた。

　地の利もあった。ムオジネル軍は断崖に挟まれた細い峡谷を進んできたために、二万という兵力を充分に活かすことができず、かつ奴隷を連れていて行軍速度が遅かった。策を巡らす余裕があったのだ。マスハスやオージェ子爵が援軍を連れてくるという期待も持てた。

　ひるがえって、現状はどうか。オルガとマトヴェイは頼れるが、ふたりには兵を指揮した経験がなく、権限もない。兵たちが自分の命令に従うかどうかも心許ない。地の利に精通しているともいえず、なによりあらゆる意味において時間がない。

「……なんとかするさ」

　身体の内外に負荷をかける重圧を、声にならないつぶやきでティグルははねのけた。ふと、何かが近づいてくる気配を感じて面倒くさげに首をもたげる。

　オルガが立っていた。数歩先もよく見えないほど暗くなっていたが、薄紅色の髪と小さすぎる身体、なにより彼女の手にある精巧な装飾をほどこされた斧は見間違えようがない。

　何をしに来たのだろうかと思っていると、彼女は華奢な身体をかがめて、するりとティグルの懐に入りこんできた。ティグルの脚の上に腰を下ろす。

「わたしも休む」

　ティグルは眉をひそめ、こらと小声でたしなめる。オルガは淡々と言葉を返した。

「火を使ってはいけないとマトヴェイから聞いた。こうした方が熱を失わずにすむ」
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「しかしだな……」

　ティグルは言いよどむ。本音としては、しばらくひとりきりになりたかった。てきとうな理由を考えていると、先にオルガが口を開いた。

「だめ」

　短く、そしていつになく強い口調だった。驚くティグルに、オルガは静かに続ける。

「わたしには、ティグルの気持ちをすべて理解することはできない。だけど、わかることもある。いまひとりになっちゃだめ」

　台詞の後半は彼女らしくない、非常に子供らしい言い方だったが、その言葉は不思議なくらいティグルの心に入りこんできた。

「わたしはあなたのそばにいる」

　オルガがティグルのやったことに対して何を思っているのかはわからない。だが、彼女は励ましも慰めもせず、肯定も否定もせず、ただ自分がどうするかだけを告げた。強い意志を感じさせるその言葉に、しかし不思議と押しつけがましさはない。

　ティグルはとっさにどう言えばいいのかわからず、まじまじと少女を見つめる。放っておいてほしいという気持ちが完全に消えたわけではなかったが、だいぶ薄らいだのはたしかだった。ささやくような声でありがとう、とだけ言う。

　若者はそのときになってはじめて、薄汚れた服を通して少女の身体から伝わってくるぬくもりに気づいた。そのあたたかさには、心を安らかな気持ちにさせる何かがあった。急速に睡魔が襲ってきて、ティグルは自分よりも小さなその背中に体重をあずける。

　オルガはいやがる様子を見せず、むしろより身体を密着させてきた。少女のぬくもりと、甘やかな匂いが伝わってくる。ティグルはすぐに眠りに落ちた。

　ティグルの寝息が聞こえてきたことに、オルガは胸を撫で下ろす。

　村を焼くというティグルの決断と行動に対して、思うところがないわけではない。

　だが、それ以上に、苦渋の表情を村人や兵たちには見せまいとしているティグルに対して何を言えばいいのか、彼女にはわからなかった。なぐさめの言葉がいくつか思い浮かびはしたものの、そのどれもが自分の感情を表現するには不足している気がする。

　だから、オルガはせめてそばに在ることでティグルを支え、その力になりたかった。







　夜も深まったころ、ティグルたちは動きだした。馬には木を削って作った板を噛ませ、蹄を布で包んで音が出ないようにしている。

「なるほど。よく考えられていますな」

　感心した顔で言ったのはマトヴェイだ。海の上で人生のほとんどを過ごしてきた彼には、珍しかったらしい。ティグルは幾分かの照れを含んだ口調で応じた。

「俺の発想じゃないよ。騎兵での奇襲や夜襲が得意な知りあいに教えてもらったんだ」

　その人物は、いまごろジスタート王国のライトメリッツでティグルの帰りを待ってくれているはずだ。彼女のためにもソフィーを助けだして、無事に帰らなければならない。

　若者の声音から、気分がよくなったらしいことを察してマトヴェイはにやりと笑った。

「ゆっくり休めたようですな」

「おかげさまでな」

　ティグルの隣で馬を引くオルガの表情には、嬉しさと誇らしさとが入り混じっている。

　空の雲は消えておらず、月も星もほとんど隠れていた。夜襲には絶好の状況だ。

　二千の兵は全員馬から下りて、馬を引きながら暗闇に包まれた草原を進む。明かりがないために、その歩みは慎重でゆっくりとしたものだ。

　夜目に慣れさせたとはいえ、闇の濃さの違いがわかるというていどでしかない。草を踏んでいる感触が靴を通して足に伝わっても、足元は闇に閉ざされて何も見えないのだ。距離感も狂うので、すぐに疲労がたまる。

　兵を疲れさせないように、ティグルは何度か休憩をとった。

「時間は充分にある。声を出すな、音も。転ぶことのないように」

　半刻ほども進んだころ、遠くにいくつかの明かりが見えた。海賊の焚いたかがり火だ。

「幕舎も設置せずに野営とは」

　ティグルの傍らに立っているマトヴェイが、顔をしかめた。

「我々は少しでも身を軽くするために、幕舎を用意しませんでしたが……」

　敵も、先を急ぐためにそうしているのだろうか。

　かがり火を目安に三百アルシンほどの距離まで近づいたところで、ティグルは各隊の隊長たちに指示を出した。どのように動くかは、幕営を離れる前に告げてある。予定通りに、とだけ言えばよかった。

――俺が火矢を空に向けて放つ。それを合図に矢と投石で攻撃して混乱させ、突撃。敵の先頭を叩いたら、戦場から離脱して撤収だ。

　先頭だけを攻撃するのは、闇の中で下手に踏みこむのは危険だと判断したからだ。もしも態勢を立て直した海賊たちに包囲されたら、全滅はまぬがれない。

　ティグルに従う二千の騎兵は、声を押し殺したまま、静かに左右へと広がっていく。その動きは、上空から見れば鳥が翼を広げるさまに似ていた。

　兵たちはじりじりと海賊に接近する。ティグルの額に汗がにじんだ。自分や兵たちの呼吸、馬の足音、靴が草に擦れる音がやけに大きく聞こえる。勘のいい敵に発見されやしないだろうかという不安で、心臓が激しく脈打つ。

――矢や投石を届かせるには、百アルシン……。

　必ずしも当てる必要はない。だが、届かせなくてはならない。ティグルならばこの距離から狙い撃つことさえできるが、兵たちはむろんそのような技量を持たない。

　もっとも弱い兵を基準に考える。リムやマスハスが教えてくれたことだ。

　ついに百アルシンと思われる距離まで近づいた。ティグルはマトヴェイを振り返る。強面の船乗りは二本の棒を取りだした。棒の片方は、先端が焼け焦げて黒い。

　そばにいた兵たちが彼のまわりに立って壁をつくり、マトヴェイは棒を激しく擦りあわせた。先端に火が灯り、ティグルは用意していた矢を取りだす。鏃に油を塗ったものだ。

　マトヴェイの持つ火に矢を近づける。ぽっと小さな音をたてて鏃が燃えた。

　ティグルは黒弓に矢をすばやくつがえ、空高く放つ。燃えさかる矢はまっすぐ夜空へ飛びたっていき、それを目にした海賊たちがざわめきの声を発した。

　だが、彼らの声は別の音にかき消される。

　一千近い数の弓ゆみ弦づるが虚空にその音を響かせ、投石と矢が風を切り裂いた。かがり火が照らしていた夜空に、無数の黒い影が現れる。悲鳴と絶叫が重なり、敵襲を知らせる叫びはティグルたちのところまで聞こえた。

　ティグルは黒弓に矢をつがえたものの、射放ちはしない。兵の状況を把握するのが先だった。いまのところ、こちら側に乱れはない。

　二つめの石を投げ終えた兵たちは、突撃に備えて馬に噛ませていた板を剥ぎとり、蹄から布を取り去る。投石紐をしまい、あるいは投げ捨てて槍を握りしめた。

　再度、矢が放たれる。数百本の矢は黒く鋭い雨となって闇の中に放物線を描き、海賊たちに降り注いだ。海賊たちの混乱の声が一際大きくなる。

　ティグルは弓につがえていた矢を一旦外す。己の馬に騎乗した。隣には無言で馬に跨っているオルガの姿がある。兵たちも弓を鞍に差し、槍を持って馬上のひととなった。

「――突撃！」

　喊かん声せいがあがる。タラード軍は馬ば蹄ていを轟かせ、丸く押し包むような形で海賊たちへと駆けた。かがり火が次第に大きくなり、その向こうで右往左往するいくつもの人影が輪郭をはっきりとさせてくる。

　海賊たちは武器を手元に置き、革鎧を身につけたままだったが、不意をつかれた衝撃からまだ立ち直っていなかった。闇の中から現れたタラード軍に仰天し、武器を放り捨てて逃げまどう。中には武器を手に戦おうとする者もいたが、騎兵にはね飛ばされた。

　炎が大気を、鮮血が地面を赤く染めあげる。

　騎兵たちは海賊にまったく容赦しなかった。村人を追い立て、残された村を焼き、井戸に毒を投げこんだことについて、割り切っている者はほとんどいない。彼らはその怒りを海賊へと叩きつけた。馬蹄で蹴散らし、槍で打ち据え、払い、貫く。

　ティグルも黒弓に矢をつがえて二人射倒した。オルガはティグルのそばから離れずにいたこともあって、まだ斧を振るっていない。

　海賊たちが暗がりの中へ逃げ、あるいは物言わぬ死体となって地面に倒れ、周囲での戦闘が散発的なものになっていくとティグルは顔を上げる。

　暗がりに目を向けて、息を呑んだ。

　闇の中に、かがり火が点々と灯って細長いいびつな列を形作り、遠くまで続いている。

　それらはことごとく敵だった。万を超える敵が、闇の向こうにいる。

　乾いた笑みが浮かんだ。彼らが武器を持って殺到すれば、ティグルたちは瞬く間に飲みこまれて、足元に転がっている血まみれの死体たちの仲間入りをすることになるだろう。

　たしかな一撃は与えた。引き返すべきか。

――いや、まだいける……！

　ティグルはそう判断した。敵は速さを優先するあまり、それ以外を疎かにした。休息でさえ、このざまだ。その失敗につけこまない手はない。

「近くにいる兵を集めてくれ。もう一度、突撃する」

　こちらは騎兵だ。もう一撃くらわせてから逃げても、徒歩の敵なら余裕をもって振り切れる。マトヴェイもそれがわかったのか、周囲の兵たちに命じて闇の中へ呼びかけた。

　かがり火に照らされて闇の中から現れる兵たちの顔は、どれもが戦場の興奮と緊張に彩られている。士気は低くない。

　ティグルは黒弓を振りかざして、離れたところでゆらめくかがり火を示した。

「あそこだ。海賊を蹴散らしたら散開し、仲間たちとともに森まで引き返す。引き返すときはかがり火を背にするように伝えろ」

　暗闇と戦場の混乱の中で、合流するのは難しい。ティグルたちもすべての兵を呼び集めることができたわけではない。仕方がないと割り切る。いま大事なのは速さだ。敵が立ち直る前に、すべてを終わらせなければならなかった。

「くれぐれも深入りはするな。行くぞ！」

　血に染まった槍をかざして、騎兵たちが咆える。蹄が地面を猛々しく叩いた。この声と音が暗闇の中から迫ってくるというだけでも、海賊たちには恐怖であろう。

　タラード軍はそこにいた海賊も同じように蹴散らした。ティグルはオルガとマトヴェイ、さらに十騎以下の騎兵をともなって敵のただ中を突破し、暗がりへと飛びこむ。

　暗闇の中で方角を知るすべはない。だが、この状況ではかがり火は北にしかないのだから、それを背にして進めば間違いはなかった。

「うまくいきましたな」

　マトヴェイが嬉しそうな声音で言う。彼も奮闘していたらしく、手にしている槍の穂先は血で濡れていた。

　ティグルたちはほどなく森の前までたどりつく。森に入ってしまえば、敵はこちらの姿を見失い、また森の中の罠や伏兵を警戒して追撃を控えるだろう。敵の混乱ぶりを考えればそもそも追撃の可能性はないだろうが、油断はできない。ここは戦場なのだ。

「隊列を整えろ。負傷者に手当てを。まだ気を緩めるな」

　確認してみると、いま森の前にそろっている騎兵の数は一千に満たなかった。その中で戦いを続けるのが難しいほどの負傷をしている兵は、五十人ほど。ティグルは彼らに二十人ばかり仲間をつけて、先に城砦へ戻るように言った。

「それにしても、半分がやられたとは思えないが……」

　闇の中で彷徨さまよい、孤立しているのだろうか。それなら助けださなければならない。

　考えていると、闇の奥からひどくまとまりのない馬蹄の音が近づいてきた。マトヴェイが誰何すいかの声をあげる。

「クリフ隊の者です……」

　馬蹄の音の主は、ある隊長の名を挙げた。喘ぐような呼吸で、声に力がない。

　十に満たない数の騎兵が闇の中から現れる。誰もが負傷しており、血の匂いが夜気をつたわってこちらまで漂ってきた。先頭にいる兵は馬首にもたれかかっており、その背には細長い何かが生えている。

――矢……か？　それにしては長いような。

　暗がりの中で目を凝らすと、それは間違いなく矢だった。だが、ティグルや兵たちの持っているものより拳一つ分以上長い。

「我が隊とジェレミー隊は、敵の反撃を受けて……」

　クリフもジェレミーも、それぞれひとつの部隊を率いていた隊長だ。事態を理解したティグルはマトヴェイを振り返り、もう一働きだと告げる。手当てをするよう命じながら、クリフ隊の兵に尋ねた。

「何にやられた？」

　兵の答えをマトヴェイが通訳する。長弓という言葉に、やはりとティグルはつぶやいた。

　昔、一度だけ見たことがある。まだ父が生きていたころ、マスハスが手に入れて持ってきたことがあったのだ。異国の珍しい弓だといって。

　弓幹ゆがらが、当時のティグルの背丈よりも長かった。十五チェート（約百五十センチ）はあったのではないだろうか。長いだけあって弓弦を引くのにそうとうな膂力を要求され、ティグルはもちろん、父やマスハスでさえ充分に引くことはできなかった。

「引くのにかなりの力が必要だが、それだけに矢は飛ぶぞ。三百アルシンは軽いらしい」

　マスハスがそう言っていたのをティグルはよく覚えている。

――立ち直りが早いと思ったら、長弓の部隊か！

　慄然とした。兵の負傷や話しぶりからしても、長弓の使い手が一人や二人ということはないだろう。数十人から数百人の部隊として存在しているはずだ。自分たちはおそらくそこへ飛びこまなければならない。

「味方はまだ残っているのか？」

　マトヴェイを介してのティグルの質問に、兵士は弱々しくうなずいた。

「ご苦労だった。仲間は俺たちが助ける。傷の浅い者を案内として三人選んだら、おまえたちは森まで退がれ」

　クリフ隊の兵に先導させ、ティグルは一千弱の騎兵を率いて闇の中を進む。戦場の叫喚が徐々に大きくなってきたところで、ティグルは黒弓に矢をつがえた。

「マトヴェイ、指揮を頼む」

　そのときには味方と敵の位置がだいたいわかっている。かがり火の近くで整然とした隊列を組んでいるのが敵。かがり火の明かりが届かない暗がりで蠢いているのが味方だ。

　自分たちの発する馬蹄の轟きにまじって、何十、何百にも重なる風切り音が鼓膜をくすぐる。長弓から放たれた矢が、夜気を引き裂いて遠くにいる味方を襲っている音だった。

　ティグルは奥歯を噛みしめる。自分たちに気づいた敵が、こちらへ向きを変えようとしていた。まだおたがいの距離は三百アルシンほども離れているが、敵にとっては問題がないと考えるべきだろう。

　ティグルは鐙を踏む足に力をこめ、黒弓を持つ左手を前へまっすぐ伸ばして弓弦を引き絞る。さらに百アルシン近く距離を縮めたところで、矢を放った。

　矢は山なりの軌道を描き、長弓をかまえる敵の部隊へ吸いこまれるように飛んでいく。ひとりの兵の額を貫いた。その兵が倒れると、他の兵たちの間に動揺が広がる。

　ティグルはとくに喜びも見せず、黙々と作業を続ける職人のように、新たな矢を黒弓につがえる。誰でもいいと思って射放っているのではない。狙いは定めている。

　二射目。さきほどよりいっそう接近しているので命中させるのは難しくなかった。長弓をかまえかけていた敵の動きが乱れる。それは、この状況では致命的だった。

　長弓から矢が放たれたが、その数は敵兵の半分にも満たない。

　矢に当たったタラード軍の兵は次々に落馬したが、それでも突撃の勢いが鈍ることはなく、騎兵たちは長弓兵の部隊へ挑みかかった。

　弓兵たちはいずれも大柄な体たい躯くを持ち、たくましい身体つきをしていたが、やはりというべきか弓兵だった。接近されたときに戦う術を持たない彼らは、長弓を放り捨てて逃げだす。黒弓に矢をつがえながら、ティグルは叫んだ。

「敵は追うな！　味方を助けろ！」

　その叫びをマトヴェイがアスヴァール語で繰り返す。あまり時間をかけられない。他に長弓兵の部隊があれば、こちらの攻撃が届かない距離からいっせいに矢を射掛けてくるに違いないからだ。

　大声を出したことが、敵の注意を引きつける。ようやく態勢を立て直した海賊たちが、棍棒や斧を振りかざしてティグルに襲いかかった。

　だが、両者の間に割りこむようにオルガが馬を進ませる。そのときにはすでに、薄紅色の髪の少女の手にある斧は長柄のそれへと変わっていた。

　彼女の竜具ヴィラルトであるムマは、その形状を使い手の意思に従って変化させる能力を備えている。戦場の混乱と闇を利用して、オルガは斧を変化させたのだ。

　大人の男でも持ちあげるのに難儀するだろうと思われる両刃の斧を、オルガはまるで棒切れのように軽々と振りまわした。群がる敵の頭部を叩き割り、腕を武器ごと吹きとばす。闇の中で暴風が生みだされたかのようだった。

　鮮血にまじって、引き裂かれた肉片と砕かれた骨片が飛び散る。脳漿と臓物がぶちまけられる。とても少女の膂力とは思えなかった。くらったと思ったときには、灰色の刃が何もかもを吹きとばしているのだ。

　休みなく斧を振るい続けても、オルガの表情に変化は見られない。一兵たりともティグルには近寄らせないという意志を瞳にみなぎらせて、彼女は敵の死体で大地を埋めていく。その姿には、海賊たちさえもたじろがせるものがあった。

　四半刻ほどの時間が過ぎて、ティグルは兵たちとともに戦場から離脱する。森の中で状況を確認すると、クリフは生きていたが、ジェレミーはすでにこの世の者ではなくなっていた。

「……申し訳ありません」

　力なく頭を下げたクリフの顔には疲労の色が濃く、身体は傷だらけだった。

　森の中まで戻ってくると、ティグルは休息をとるよう兵たちに命じる。そして、兵の数以上の火を起こすように言った。

「様子をさぐりに来るかもしれない。こちらはまだ大勢いると敵に思わせるんだ」

　指示を出すティグルの声は淡々として、冷静な指揮官のようだったが、それは内心の焦りを隠すためのものだった。

――手をひとつ封じられた……。

　ブリューヌに侵攻してきたムオジネル軍を撃退したときのことだ。ティグルは突撃を強行して、先遣部隊の指揮官であるカシムに三百アルシンの距離まで近づき、弓矢でもって彼を討ち取った。

　今回はその策を使えそうにない。エリオットのまわりに長弓兵の部隊がいれば、彼らは指揮官を狙うティグルに対し、矢の雨をここぞとばかりに浴びせてくるだろう。そうなればさすがに狙撃どころではない。

――とにかく時間を稼ぐしかない……。

　夜明けが迫るころ、ティグルたちは城砦へと帰還した。
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　二千近い死者と、それに倍する数の負傷者が出たという報告に、アスヴァール王国の第二王子エリオットは一瞬驚きと怒りを露わにしたものの、その海賊を怒鳴りつけるような真似はしなかった。

　ここはエリオット軍の幕営だ。幕営といっても壕や柵で囲われてもいないし、兵を休ませる幕舎もない。

　海賊たちはてきとうに寄り集まって火を熾おこし、地面にじかに寝転がっていた。村で奪った毛布や外套を使っている者もいるが、ごく少数だ。その姿は軍というより、野盗の群れといったほうが的確だった。

　そんな幕営の中心に、ふたつの天幕が張られている。その内のひとつはこの軍の総指揮官であるエリオットが使用していた。天幕の中には粗末な造りのものながら机と椅子が置かれ、机には葡萄酒ヴィノーの瓶と銀製の杯がある。

　報告を終えた海賊をさがらせると、エリオットは舌打ちをして地面を蹴りつけた。眉目の整った秀麗な顔が荒々しい感情に染まって歪んでいる。

「城砦を奪ったと思えば、その次は夜襲か。漁村生まれの平民が小癪な真似をしやがる」

　漁村生まれの平民とはタラードのことである。もともと言葉遣いの荒い王子だったが、海賊たちに影響されて王族とは思えないもの言いをするようになっていた。

　今日の昼までは、何もかもが思い通りに進んでいたのだ。ルルカ村をはじめとするいくつかの漁村を焼き払い、捕らえた村人たちの中で奴隷として売れそうな者を船に乗せたあと、エリオットは海賊たちを率いて意気揚々と街道を驀進した。

　街道沿いの村も当然のごとく襲ったのだが、そのとき捕らえた村の有力者に、タラード＝グラムと彼の率いる軍の動向について聞いたところ、驚くべき答えが返ってきたのだ。

　ルクス城砦はタラード軍の攻撃によって陥落し、レスターは討ち取られたとも、いずこかへ落ち延びたともいう。

　エリオットはすぐに街道を外れて、ルクス城砦へ急行することにした。この話が真実である場合、街道を進めばバルベルデに着く前に奇襲を受けるのは間違いないからだ。全体の半分までなら脱落してもかまわないとばかりに急がせた。

　そこへ、この夜襲だ。相手の対応の早さに舌を巻く思いだった。

「この先にはちっぽけな村が十近くあったはずだが……」

　ルクス城砦へ向かうことを決めたとき、エリオットはそれらの村を襲って食糧をはじめ、必要な物資を調達するつもりでいた。上陸後に彼が用意した食糧は、四日分しかない。迅速に行動するため、輜し重ちょう部隊などは用意せず、海賊たちに持たせたのだ。

　敵の隙を突く形で上陸を果たしても、その後の動きが遅くては意味がない。また、海賊たちの士気を維持するために略奪という行為は手っ取り早かった。

　しかし、敵がここまで来たとなれば話は変わってくる。

――タラードのやつは民の支持を拠りどころにしている。村の者たちを見捨てるような真似はせず、避難させただろう。村にある食糧も回収したか、焼き払ったに違いない。

「ルクス城砦を取り返すまで、食糧と水は補充できない。そう考えた方がよさそうだな」

　何かあったときに備えて、同盟相手のムオジネルに食糧物資を運んでもらうよう頼んではいたが、エリオット軍は常に移動している。何日かずれが起こる可能性はあった。

　すっかりぬるくなっている葡萄酒を銀杯に注ぎ、乱暴な手つきで喉へと流しこむ。そのとき、外で見張りに立っていた海賊が来訪者の存在を告げた。不機嫌さを隠そうともせずエリオットは入れるようにと答える。

　十を数えるほどの間を置いて入ってきたのは、二十代半ばの若い男だった。長身で、たくましいというよりごついという形容が似合う肉体の持ち主だ。とくに腕が太い。装飾のほどこされた革鎧を身につけ、その背と同じぐらい長大な弓を手にしている。

　エリオットは椅子から立ちあがって笑みを浮かべ、歓迎するように両手を広げた。

「礼を言うぜ、ハミッシュ。おまえのおかげで敵を撃退することができた」

　ハミッシュと呼ばれた男は謹厳な表情を崩さず一礼する。

「その件で、ひとつ殿下にお尋ねしたいことがあってまいりました」

「……何か気になったことでもあるのか？」

　先王ザカリアスが存命だったころ、エリオットは第二王子という気楽さも手伝って、同じくらいの年ごろの下級貴族を集めて放埒な生活を送っていた。ハミッシュはその放蕩仲間のひとりで、いまでは非常に数少ない、信頼できる部下だ。

　ジャーメインとエリオットが国を二つに割って争うようになったとき、ハミッシュは表向き中立を宣言して静観するかまえをとったのだが、実際にはエリオットと緊密に連絡をとり、さまざまな情報を送っていた。レスターに裏切りを働きかけたのもこの男である。

　子爵相当の小貴族で、領土は小さく、動かせる兵も少ない。

　しかし、ハミッシュ配下の兵のうち四百ほどは、いささか特殊だった。

　彼らは長弓の扱いに習熟しているのだ。

　長弓から放たれる矢は、強力だ。近距離であれば鎖かたびらや鉄製の甲冑でさえ貫く。

　飛距離もすさまじい。命中させるだけでよければ、三百アルシン先にいる敵でも標的にできた。並の弓、並の射手では決して届かない距離だ。弩ならば不可能ではないが、そちらは速射性において大きく劣る。

　扱うにはまず弓弦を充分に引くことのできる膂力が必要だが、鍛たん錬れんを重ねてそれを備えた長弓の使い手たちは恐るべき集団だった。

　その長弓使いたちの指揮官であるハミッシュは渋面をつくって言った。

「敵の中に、尋常ならざる弓の技量を持った者がおります」

　ハミッシュは声を高める。正確には、まだ見ぬ敵手の姿を頭に思い浮かべたため感情が昂ぶり、自然と声が高くなったのだ。

「その者は矢を三百アルシン以上飛ばし、しかも馬上から、正確に狙ってくるのです」

　エリオットは腕組みをして、大柄な体たい躯くのハミッシュを見上げる。眉をひそめ、部下の言葉の意味を理解すると呆れた顔になった。

「ただの矢が三百アルシンも飛んでたまるか。弩か長弓と間違えたんだろう」

「我が隊の百弓長が二人やられたのですが、いずれも矢はふつうのものでした」

　百弓長とは、文字通り百人の長弓兵を指揮する者のことだ。ハミッシュの下には四人の百弓長がいたのだが、一晩で半分に減ったことになる。手痛い損失だった。

「すでに報告をすませた通り、我々が敵の騎兵部隊を打ち倒しているとき、敵の別の部隊から襲撃を受けました。その中にいた弓使いが、三百アルシンの距離から矢を放って百弓長を続けざまに射倒したのです」

　ハミッシュの声には怒りと悲しみだけでなく、いくらかの感嘆が含まれている。

　百弓長が倒されたために兵たちが混乱し、迎撃が間にあわず少なくない犠牲を出した。怒りと悲しみはそれに対してのものだ。その一方で、敵とはいえ優れた技量の持ち主に対する尊敬の念を、ハミッシュは抱くことができた。

「殿下、私は決しておおげさに申しあげているのではありません。恐るべき敵がいるのです。真夜中の、戦場の混乱の中で、走る馬の上から矢を放ち、敵に命中させる、化け物じみた弓使いが」

　台詞の後半からは一語一語を強調して、ハミッシュは熱っぽく説明する。エリオットはその態度にやや驚きつつも、手を振って落ち着くよう命じた。長弓使いは気を取り直し、頭を下げて非礼を詫びる。

「話はわかった。おまえが俺に聞きたいのは、その弓使いのことか。しかし、あいにくだが俺もそんなやつは聞いたことが――」

　ない、と言いかけて、不意にエリオットは表情を強張らせた。

「そういえば、タラードめは弓の扱いに長けると聞いたな……」

　アスヴァールの第二王子の声が急速に不安を帯びる。彼がタラードに対して抱いている感情は憎悪であり、軽蔑であり、そして恐怖だった。

　およそ半年前にジャーメインと争いはじめてから、エリオットがタラードに勝利したことは一度もない。彼ひとりに、どれだけ苦杯を喫しただろうか。

　王子として生まれ、王子として皆にかしずかれて育ったエリオットは、漁村生まれの漁村育ちであるタラードをごく自然に見下していたのだが、それだけに何度戦っても勝てないという事実は屈辱であり、同時に恐ろしかった。

「いえ、殿下。タラード卿ではありません」

　控えめな口調で述べたハミッシュへ、エリオットは剣呑な眼差しをぶつける。

「姿を見たのか？」

「一瞬だけですが。矢を射る余裕まではありませんでした」

　余裕がなかったのは、百弓長を立て続けに倒されたために兵たちが混乱したからだ。だが、そのことは言わずにハミッシュは敵の特徴だけを述べる。

「二十歳には達していないだろう若者です。赤い髪をして、飾り気のない革鎧を身につけ、黒い弓を持っておりました。貴族ではないと思われます。兵の中にもその弓使いを見た者がおりまして、確認したところ間違いないかと」

「タラードではないのか……」

　エリオットは内心で安あん堵どの息をついたが、同時に厄介な状況であることも理解した。タラードの他に、優れた技量を持つ弓使いが敵にいるということだ。

「あれほどの力量の持ち主ならば、名が知られていると思ったのですが」

「知らないものは仕方がない。おまえはその弓使いに勝てるか？」

「……四百アルシン離れていれば」

　ハミッシュの長弓は、最大限まで弓弦を引き絞れば四百アルシン先の目標を狙い撃つことができる。彼の技量はもちろんだが、長弓だからこそ達成できる飛距離だった。

「いいだろう。おまえの部隊は、俺を守る親衛隊として本陣に配置する。こちらは数百。敵はひとりならば、心配することもない」

「はい。ですが、殿下はお気をつけください。矢の届く距離まで接近し、一矢をもって敵将を討ち、勝利する。敵はそういった戦い方ができるのですから」

　ハミッシュの言葉にエリオットはうなずくと、これからの予定について告げる。ルクス城砦を奪還し、それからバルベルデへ向かうということを。

「食糧は足りるのでしょうか」

　ハミッシュが真っ先に尋ねたのはそのことだ。エリオットは憮ぶ然ぜんとして答えた。

「余裕はない。だから、無駄な行動はできん」

「サリメなど近くの町を脅迫して、食糧を供出させてはいかがでしょうか」

「寄り道などしていたら、タラードに時間を与えることになるだろうが」

　タラードに対策をたてる余裕を与えず、一気呵成に葬り去るための急襲なのだ。ルクス城砦は仕方ないが、バルベルデを攻略するまでこれ以上の寄り道は絶対にできなかった。

「そうだ。ハミッシュ、いいものを見せてやろう」

　話題を変え、エリオットは笑顔で立ち上がった。ハミッシュを伴って天幕を出る。すぐ隣に張られている、もうひとつの天幕へと足を運んだ。天幕の前に立っている見張りに、誰か近づいた者はいないかと確認する。見張りはたどたどしい口調で答えた。

「何人かはおりやしたが、入れさせはしやせんでした」

　エリオットは満足げにうなずくと、天幕の中へ足を踏み入れる。

「ごきげんいかがかな、ソフィーヤ殿」

　そこには、ひとりの女性がいた。白い肌は強いられた長旅で汚れ、腰まで伸びた金色の髪は艶を失ってくすんでいるものの、知性と可憐さを兼ね備えた美貌はいささかも損なわれていない。顔には疲労の色が濃いが、緑柱石の瞳には意志の強さが感じられる。

　華奢な肩はむき出しになっているが、豊かな胸と細い腰、すらりと伸びた脚は、白絹の衣と薄緑色のスカートに包まれていた。だが、その衣もほつれて、汚れが目立ってきている。

　何よりも見る者に痛々しさを感じさせるのは、彼女の腕を拘束する鉄の枷だろう。枷からは鉄球つきの鎖が延びており、彼女を立ちあがるのも困難な状況に置いていた。

　彼女の名はソフィーヤ＝オベルタス。『光華の耀姫ブレスヴェート』の異名を持つ戦姫だ。

　ソフィーは自分に向けられたエリオットの好色で暴力的な視線に怯えるどころか、気丈にも微笑さえ浮かべてみせた。

「おかげさまでゆっくり過ごせていますわ、殿下」

　エリオットは彼女に言葉を返さず、ハミッシュを振り返る。

「ハミッシュよ。こちらがジスタートの戦姫ソフィーヤ＝オベルタス殿だ。ムオジネルに引き渡さねばならんのが実にもったいない美女だろう」

　ハミッシュはすぐには答えない。ソフィーの美しさに見惚れており、その場に呆然と立ち尽くしていたのだ。エリオットの視線に気づいて長弓使いが我に返るまで、三つ数えるほどの時間が必要だった。

　顔を真っ赤にして恐縮するハミッシュに、エリオットは鷹揚にうなずいてみせる。しかし、声を低めて釘をさすことだけは忘れなかった。

「ハミッシュよ。俺はな、この女の安全のために海賊どもを十人以上処刑している。それほど貴重なんだ。おまえでも例外にはできないぐらいにな」

「承知しております」

　答えてから、ハミッシュはソフィーの両腕へと視線を向けた。

「しかしながら、殿下。か弱い娘を鎖につなぐのは、いささかやりすぎでは」

　この言葉は純粋な同情から出たものらしい。しかし、エリオットは鼻で笑った。

「ジスタートの戦姫は一騎当千の戦士ぞろいと聞いている。それに、我が軍があれではな。逃げられぬために、このていどの措置は必要だろうよ」

　エリオットの揶揄に、ハミッシュもうなずく。要所に見張りを立ててはいるものの、規律については期待できない。事実、夜襲を防げずに二千もの死者を出したのだ。

「ソフィーヤ殿、いましばらく辛抱してもらおう。あと数日のうちに、ムオジネルがあんたを引き取りにくるはずだからな。一応言っておくが、逃げだしたければ逃げてもかまわないぜ。ただ、王都にいる連中は死ぬことになる」

　王都にいる連中とは、ソフィーが使者としてアスヴァールを訪れた際に、彼女の護衛を務めていた者たちのことだ。エリオットは捕らえたソフィーを人質にして彼らを降伏させたあと、王都コルチェスターに監禁していた。

　もっとも、エリオットは人質をとっていれば安全だなどとはまったく思っていない。ソフィーが人質を見捨てる可能性すら考えていた。自分が彼女の立場ならば、当然のようにそうするからだ。

「そうだ、ハミッシュ。例の三百アルシンの弓使い。やつを討ちとったら、多少のことは考えてやらなくもない。ムオジネルの目をごまかせる範囲でな」

　どこまで本気かわからない口調で言いながら、エリオットはソフィーに背を向けると、ハミッシュを伴って天幕を出る。いくらかの気分転換にはなった。不快なことが続きはしたが、こちらにはムオジネルという味方がいる。

――そうだとも。タラードごときがいくらあがこうと、影響はない。

　ハミッシュと別れると、エリオットは笑みを浮かべて己の天幕へ戻った。







　エリオットたちが天幕から去ったのを確認して、ソフィーは手が白くなるほど強く、スカートの裾を握りしめた。自分の置かれた状況に歯がゆさを覚える。

――まだ何もされていないでしょう。いまは耐えるのよ。

　懸命に、自分に言い聞かせる。できることならば、この忌々しい鎖を断ち切って逃げだしたかった。竜具であるザートはエリオットに奪われたが、戦姫である彼女が強く念じれば、すぐにでも手の中に出現させることができる。

　エリオット軍の行軍や幕営がどれほどひどいものなのかは、よくわかっている。船から下ろされたあと、ソフィーは両腕に鎖つきの枷をはめられて粗末な戸板に乗せられ、ここまで運ばれたのだ。観察する時間は充分にあった。

　それゆえに、逃げることは不可能ではない。そうしなかった理由はふたつある。

　ひとつは、エリオットも言っていたが、王都コルチェスターにいる人質の存在だ。自分が逃げれば、エリオットはためらうことなく彼らを殺すだろう。あるいは、ムオジネルに引き渡すかもしれない。

　ふたつめは、ソフィーがこのあたりの地理に疎いことだ。アスヴァール島については出発前に詳しく調べたものの、大陸の領土については時間がなかったこともあって、あまり調べなかったのだ。

　街道を歩けば、敵に見つかる可能性が高い。かといって山や森を歩けば遭難の恐れがある。女の一人歩きとなれば、恐ろしいのは獣や野盗だけではない。それに、虜囚生活で疲労もたまっている。安全なところへ逃げきれる自信がないのだった。

「光明がないわけじゃないというのが救いね……」

　運ばれている途中にかわされていた海賊たちの会話や、天幕越しに聞こえる雑談の断片から、ソフィーは現在の状況をだいたい把握している。あと数日もしないうちに、エリオット軍とタラード軍が激突するのは間違いない。

　望ましいのはエリオットの敗北だが、彼が勝ったとしても何かしらの変化はあるだろう。その他に、ムオジネルの使者が自分を引き取りに来るときにも、機会があるかもしれない。

　ソフィーは横になると、身を守るように背中を丸める。休むことですこしでも疲れをとり、体力を回復しなければならなかった。

――そういえば。

　この天幕を出ていったときのエリオットの言葉を、ソフィーはふと思いだす。

　三百アルシンの弓使い。矢を三百アルシン飛ばせる弓使いという意味だろうか。それなら、彼女にはひとり心当たりがあった。

　ブリューヌ生まれの、くすんだ赤い髪をした若者の顔が頭の中に浮かぶ。

――まさかね。ここはアスヴァールだもの。彼がいる理由がないわ。

　目を閉じると、ソフィーは静かに眠りについたのだった。









　　　２　　　追いつめ、追いつめられて














　ティグルたちがルクス城砦へ帰還したのは、東の空が白みはじめてきたころだった。夜の森を抜けるのに時間がかかったのだ。

　確認してみると、城砦を発ったときに二千はいた騎兵は、その数を百騎も減らしている。さらに、三百騎ほどが負傷していた。敵に与えた打撃は大きかったが、損害も少なくなかったというところだ。

　森に面した裏門で彼らを出迎えたルドラーは、すぐに負傷者たちを部屋へ運ばせ、残りの者には空いている部屋を使って休むよう命じる。そうしてすべての兵を収容したあと、裏門の内側に土砂を詰めた麻袋を積みあげた。

「オルガとマトヴェイもいまのうちに休んでくれ」

　ティグルがそう言うと、マトヴェイは一礼して歩き去ったが、オルガは無言でその場から動かない。そばから離れるつもりはないと、雲ひとつない蒼空のような瞳が訴えている。ティグルは苦笑を浮かべると、彼女の自由にさせることにした。

　ルドラーと並んで廊下を歩きながら、ティグルは彼に確認する。

「俺の手紙は読んでくれたか？」

「はい。手紙を読み終えてすぐに作業をはじめ、食糧や予備の武器、その他の物資についてはすでに半分ほど外へ運ばせました。表の正門の仕掛けについても、日没までには」

　穏和な微笑を湛たたえるルドラーを、ティグルは意外さを隠せない顔でまじまじと見つめた。その反応に、ルドラーは首をかしげる。

「何か不足でもありましたか？」

「……いや、早い対応に驚いただけだ。助かる」

　夜襲を仕掛ける前にティグルが彼に送った手紙の内容は、籠城などせず、ルクス城砦を放棄するというものだった。むろん、すべての物資を外に運びだして。

――だけど……。

　この城砦は無傷で手に入れたわけではない。ここを守る三千の兵と刃をまじえ、血を流し、約五百もの犠牲を出した末にようやく陥としたのである。それを放棄しようというのだから、ルドラーが渋るとティグルは予想し、説得しなければとさえ考えていたのだ。

　だが、彼はティグルの案に迷わず乗った。その決断の早さと執着心のなさはありがたいと思う一方で、薄気味悪さを覚える。

――俺と同じで、考える時間がろくになかったんだろう。

　頭かぶりを振って、内心に湧きあがった思いを打ち消すと、次の質問に移った。

「村人たちはどこまで逃げた？」

「もっとも遅れている者で、この城砦から南へ、徒歩で半日足らず……といったところです。荷物のこともあったのでしょうが、森を抜けるのにそうとう手間取ったようで」

「半日足らずか……」

　ティグルは唸った。昨日の昼に村を出たということを考えれば、遅すぎるというほどではない。だが、勝手を言えばもう少し遠くへ逃げていてほしかった。

「もうすこし時間を稼がないとだめだな。タラードからの連絡は？」

　ルドラーは笑みを消し、申し訳なさそうな顔で首を横に振る。

「今日中にもう一度、伝令を出します。現状や今後の予定についても、報告しておかねばなりませんから」

　ルドラーの言葉に頼むと応じて、ティグルは夜襲について話した。

「負傷者がかなり出た。できれば今日中にバルベルデへ向かわせてしまいたいんだが」

「わかりました。難しいところですが、何とかやってみましょう」

　ルドラーは思案顔になったが、承知した。今日か明日にはまた戦いがはじまる。籠城戦をしない以上、負傷者を先に逃がしておきたいのは彼も同じだった。

　ティグルが長弓の部隊について触れると、ルドラーの顔は厳しいものになる。

「おそらくハミッシュ卿の部隊です。今回の内乱では中立の立場をとっていましたが、もともとエリオット王子と親しい仲だったので、ひそかに連絡をとりあっていたのでしょう」

「彼らはどれくらい矢を飛ばせる？」

「誰でも三百アルシンは確実に。彼らの主であるハミッシュ卿は、四百アルシン先の的を狙い撃てるとも聞きます」

「四百……」

　息を呑む。ティグルでも不可能な芸当だが、それも当然といえた。何といっても弓の大きさが違うのだ。むろん、必要とされる膂力も尋常ではなく、そのために長弓は連続して矢を射ることができない。ティグルとしては、そこに勝機を見出すしかなさそうだった。

「エリオット王子の信頼する者は、ハミッシュ卿の他に誰がいる？」

「名の知られた者は何人かいましたが、この半年の内乱でほとんど戦死しております。海賊が主体であるならば、残った者たちはアスヴァール島の守りについているのではないかと」

　それから今後の予定を話しあい、ティグルも休息をとることにして、ルドラーと別れた。さきほどから無言でそばにいたオルガといっしょに歩く。彼女に割り当てられた部屋の方が遠いのだが、ティグルはそちらまでつきあった。

　オルガは自室の扉を開ける。部屋の中へ入ろうとしてふと足を止め、若者を振り返った。

「どうした？」

　怪訝な顔をするティグルに、オルガは一瞬言いよどんだものの、思い直して口を開く。

「ティグルは、いろいろ抱えこみすぎているように思う」

　まだ幼さが残る顔の中、雲ひとつない蒼空の瞳が静かな決意を宿して若者を見つめた。

「いざとなれば、わたしと、ティグルと、マトヴェイとで敵陣に潜入して、ソフィーヤ＝オベルタスを助けだせばいい。彼女の救出以外にわたしたちの目的はない」

　ティグルはちょっと驚いたという顔で十四歳の戦姫を見下ろす。笑みを浮かべ、小さな頭にぽんと手を置いて、軽く撫でた。

「ありがとう。でも、俺はこれでいいんだ」

　いま抱えこんでいるものを放りだしてしまえば、たしかに一時的には楽になるだろう。

　だが、代償はすぐに訪れる。抱えていたもの以上の重さと深さと昏さを伴った後悔が、ティグルの心を闇の底へ引きずりこむだろう。

　それに、ティグルにも譲れないものがある。心の中に、この状況から逃げだすのを許さない自分がいることを、若者はよくわかっていた。

「意地が、あるからな」

　オルガに、ティグルは笑いかける。半ばは自分に言い聞かせるように。

　いつだったか、ミラことリュドミラ＝ルリエに言った、男の意地だ。いまは亡き両親や、自分を助けて命を落としたバートランに、顔向けできないことはしたくない。

「俺のことより、オルガこそいいのか？　この戦いはもっと面倒になるぞ」

「平気」

　無表情をかすかに動かして薄い笑みを浮かべると、オルガはするりとティグルの手から離れて部屋の中に入っていった。おやすみという短い言葉とともに扉が閉まる。

　ティグルも扉越しにおやすみと声をかけ、休むことにした。

　彼女との会話でいくらか気が楽になったことにティグルが気づいたのは、自分の部屋に入ったあとのことだった。




　　　　　　　†




　エリオット軍がルクス城砦の北側に姿を見せたのは、ティグルたちが城砦に帰還した日の翌朝である。エリオットとしては、あと半日は早くたどりつく予定だったのだが、夜襲を仕掛けられたことに加えて、村を焼かれていたために行軍速度が落ちたのだ。

　もっとも、代わりに足並みをそろえることはできた。城砦の北に広がる森を抜けて現れた海賊たちの数は、二万を超えている。士気も高く、獣じみた雄叫びをあげながら、彼らは城砦を取り囲んだ。そして、すぐに異変に気づいた。

　城壁上に敵の姿がないのだ。また、城砦にかかげられているはずの軍旗も見当たらない。城砦全体が、あまりにも静かすぎる。

　城砦の正面にまわった海賊たちは、さらに驚愕した。

　城門が大きく開け放たれ、中庭が覗いている。これには彼らもさすがに不審を抱いた。距離をとって城砦を包囲すると、何人かがエリオットのもとへ報告に向かう。

　海賊たちを束ねる王子の反応は、そっけない命令だった。

「特別報酬を用意する。五十人ばかり志願者を募つのって突撃させろ」

　エリオットは、このような罠に時間をかける気は毛頭ない。

「敵の狙いは明白だ。こちらを悩ませ、すこしでも時間を稼ぎたいんだろう。そんな小細工はねじ伏せてやる」

　半刻近い時間をかけて、五十人が集まった。彼らは最初の数歩こそ慎重な足取りだったが、意を決して一気に駆けだす。城門をくぐり、城砦内への突入を果たしたかに見えた。

　直後、くぐもった音とともに彼らの足元が沈みこむ。あっと叫んだときには遅く、海賊たちは一人残らず巧妙に隠されていた穴に落下した。

　穴の深さは彼らの腰ぐらいまでしかないが、這い出るよりも早く、何十本もの丸太が彼らの上に落ちかかる。穴の底に縄が張り巡らされており、それに体重をかけると丸太が引っ張られる仕組みになっていた。

　丸太がぶつかりあいながら人間を潰す不快な音がいくつも重なり、哀れな悲鳴をかき消す。頭や腕が骨ごと砕け、肉が引きちぎられて血と体液が飛び散った。辛うじて助かった者も、穴からよろよろと這い出たところを隠れていた兵士に槍で突き倒される。

　城砦の外側にいてなりゆきを見守っていた海賊たちは、仲間を助ける暇もなかった。城門の内側に隠れていたタラード軍の兵士が、すばやく城門を閉めたからだ。

　本格的な戦いに入る前に、エリオット軍は五十の海賊を失った。







　突撃してきた五十人の敵を全滅させたという報告を、ティグルとオルガ、マトヴェイの三人は城壁の上で食事をとりながら受けとった。

　食事の内容はパンと水、鱈たらの干物の切り身。焦げ目がつくほど炙あぶった豆に酢漬けのニンジンだ。鱈の干物が塩辛すぎるので、他のもので舌を休めつつ食べるのである。

　駆け足で持ち場へ戻る兵士を見送ると、ティグルは食べかけだったパンを呑みこみ、まいったと言いたげな顔でくすんだ赤い髪をかきまわす。

「慣れないことをやるもんじゃないな。リムの言った通りだった」

　ティグルが試したのは、ジスタートで生活していた半年の間に古い書物から得た策だった。兵の姿を隠し、軍旗をすべて下ろし、城門を開け放っていかにも罠があるように見せるのだ。そうすると敵は警戒して退却するか、近寄ってこないというものである。

　ちなみに、これを知ったティグルがリムに相談してみたところ、彼女の反応は冷たかった。

「よほど名の知られた人物が仕掛けるのでもないかぎり、非現実的ですね」

　実行してみるとまったくもってその通りで、半刻ほどしか時間を稼げていない。かかった手間にくらべて、ため息が出るほど成果は乏とぼしかった。

　オルガとマトヴェイは、ティグルの左右にそれぞれ腰を下ろしている。

　薄紅色の髪の戦姫は酢漬けのニンジンを食べるのははじめてで、一口かじっただけで盛大に顔をしかめた。吐きだそうとしたが、ティグルと目が合ったので仕方なさそうに我慢し、どうにか呑みこむ。一方、マトヴェイはニンジンをぼりぼりとかじっていた。

「オルガ殿はこれを食べるのははじめてですかな」

「どうして酢漬けにするのか理解できない。生か、でなければ乾燥させた方がおいしい」

「こちらを食べ慣れた身としては、生の方がいささか味気なく思うものですが。臭みもありますし。まあ、そのうち慣れるでしょう」

　明るく笑うマトヴェイをオルガは恨みがましい目で見上げたが、食糧はこれだけなのだから仕方がない。これから戦闘が待っていることを考えれば、食べないわけにもいかなかった。

「ティグルは、どっちが好き？」

　酢漬けのニンジンを食べたオルガが、ティグルを見る。若者は首をひねった。

「とくにどちらが、ということもないけど生の方が慣れてるかな」

　特別な理由があるわけではなく、アルサスで暮らしていたころは生で食べる機会が多かったというだけである。秋から冬ごろに領内の村を視察すると、収穫したばかりのニンジンをもらうことがよくあったのだ。もちろんその場で生のままかじった。

　ティグルの答えに、オルガは安心したような笑みを浮かべる。そんな彼女を微笑ましそうに眺めながら、若者は侍女のティッタのことを思いだしていた。ティッタも酢漬けの野菜はあまり好きではなかった。

――エレンやリム、ミラはどうなんだろうな。ルーリックや他の連中は……。

　会いたい者たちの顔が連鎖的に浮かぶ。帰らなければと、ティグルは思った。こんなところにいつまでもいられない。

「しかしまあ、なんとも壮観ですな」

　ニンジンを食べ終えたマトヴェイが、胸壁に身を隠しつつ地上の様子を眺めてため息をついた。豪胆な彼が圧倒されてしまうほどに、陽の光の下で見る二万以上という数はすさまじい。城壁の外は東、西、南のいずれも海賊に埋め尽くされている。

　北は黒々とした森が広がっているが、そこにも彼らの姿はまばらにあった。

　いまのところ海賊たちは城砦を包囲し、城壁に向かって怒号を浴びせているだけだが、それでも兵たちを萎い縮しゅくさせるには充分だろう。中庭に視線を転じれば、兵たちの動きがぎこちないのがはっきりとわかった。

――まあ、いま城砦にいるのはたった二百だからな。

　相手が二万だとして、実に百倍の敵と相対していることになる。先日の夜襲も十倍の敵に攻めかかるというひどいものだったが、その比ではない。

　ティグルたちがこんなところで食事をとっていたのも、指揮官が余裕でいることを彼らに見せるための演技だった。

　総指揮官であるルドラーはここにはいない。城砦の地下水路と、そこから外へ通じる地下道を調べに行っている。地下道はこの城砦を攻めるとき、兵に命じて掘らせたものだ。

　彼の代わりに、ティグルたちが堂々としている姿を兵に見せておかねばならなかった。

「ところで、何かいい手はないか？」

　打開策が思い浮かばず、ティグルは左右の二人に案を求める。オルガが手を挙げた。

「わたしがエリオット王子に一騎打ちを申しこむ」

「マトヴェイは何かないか？」

　彼女の台詞を聞かなかったことにして、ティグルは大柄な身体を窮屈そうに縮めているマトヴェイに尋ねる。彼は腕組みをして唸った。

「降伏するといって交渉を長引かせ、時間を稼ぐというのはどうでしょう」

「無駄だろう。向こうに交渉する気があれば、降伏勧告ぐらいはしてくるはずだ」

　そう答えたティグルの服の裾を、オルガが横から軽く引っ張る。

「どうしてだめなのか理由を聞かせてほしい」

「自分をもっと大事にしてくれ」

　それ以上は言わない。この城砦を攻めたときもそうだったが、どうも彼女には、ひとりで危険や困難を背負いこもうとするところがある。

――ひとりで旅をしていたからじゃないな。騎馬の民がそういう気風なのかもしれない。

　それ以外に理由を求めるとすれば、一部の兵たちの、彼女を見る目が変わったことが関係しているのかもしれない。

　夜襲におけるオルガの奮戦を見た者たちは、一様に彼女への認識をあらためていた。よくてティグルの従者という扱いだったのが、ひとりの戦士として見ている。オルガもそのことに気づいているようで、やる気も出るというものだろう。

「オルガ殿を悪く言うつもりはありませんが」

　なぐさめるようにマトヴェイが笑いかけた。事情を知らない者には、ごろつきがいたいけな少女を恫どう喝かつしているように見えるかもしれない。

「あなたが単独で城砦から出たとして、エリオットはおそらく相手にしないでしょう」

「それならこちらから斬りこみ、てきとうに暴れて引きあげる」

　オルガは憤然として、己の竜具ヴィラルトを握りしめた。たしかに彼女の技量と、『崩ほう呪じゅの弦げん武ぶ』ムマの力があれば可能かもしれない。

「そうすると、今度は矢を大量に射掛けてくるだろうな」

　ティグルは笑みを消し、厳しい表情をつくって身体ごとオルガに向き直る。この少女は真面目すぎるのだ。だから、こちらも真剣に答えなければならない。

「オルガの気持ちは嬉しいよ。でも、いまはだめだ。君を危険にさらすだけだからな」

　不満そうに口を引き結び、じっと若者を見上げていたオルガだが、ティグルが言い終えたときには沈んだ表情でうなだれていた。

「……ごめんなさい」

　ティグルは彼女の肩を叩いて励ました。

　海賊たちの罵声にまじって、遠くから鋭く甲かん高だかい音が聞こえたのはそのときだった。ティグルもオルガもマトヴェイも動きを止め、不審そうに顔を見合わせる。

　一呼吸ほどの間を置いて、再び同じ音が響いた。それだけではない、音は増えて重唱となったのだ。ティグルは首をひねった。聞いたことがあるというよりも、どこか馴染み深い音だったからだ。

　ティグルとマトヴェイは胸壁に身を隠しながら、慎重に海賊たちの様子をうかがう。

　城砦の近くにいる者たちは変わらずこちらを警戒するように睨みつけていたが、後方にいる者たちは食事をとっているようだった。五、六人ほどの集団をいくつもつくり、湯気を立ち昇らせる大釜を囲んでパンや干し魚らしきものをかじっている。

「見事に舐められてますな」

「それは仕方ないさ。ただ、あいつらとこの音は関係あるみたいだな」

　二人が話している間も、甲高い音は一定の間隔で響いている。だというのに海賊たちの誰も、そちらへ注意を向けていない。彼らはこの音の正体を知っているのだ。

「……あっちから聞こえてくる」

　音に耳を傾かたむけていたオルガが、北に視線を向ける。ティグルは胡う乱ろんげな顔でそちらを見つめた。城砦の北にあるものといえば、森だ。

「まさか！」

　おもわず叫んだのはマトヴェイだった。勢いよく立ち上がりかけたが、すぐに何気ない動作で座り直す。驚いた様子を兵たちに隠すためだ。指揮官の動揺や狼ろう狽ばいは、兵たちをたちどころに不安にさせる。

　訝いぶかしげな顔をするティグルに、マトヴェイは緊迫した表情で答えた。

「うかつでした。あれは木を切り倒している音です。連中は梯はし子ごを作って、いっせいに攻撃を仕掛けるつもりでしょう。早ければ、昼過ぎには」

　声をあげそうになったのを、ティグルは手元の黒弓を握りしめることでかろうじて堪えた。オルガはまだ理解できなかったようで、小首をかしげる。

「城攻めのための梯子は、そんなに早く作れるものなのか？」

「まともな軍がまともなやり方で作るなら、もうすこし時間はかかるでしょうが……。まず、一本の木を切り倒します。邪魔になりそうな枝を落として、長さも調整します。七、八アルシンあたりが妥当でしょうか。これで作業の半分は終わりです」

　マトヴェイの説明に、オルガはますますわけがわからないという顔になり、眉をひそめた。強こわ面もての船乗りは苦笑を浮かべると小さく頭を下げる。

「もったいぶった説明で申し訳ありません。次の作業ですが、そうやってできた丸太を二本用意し、それぞれの端を合わせて縄できつく結びます。これでだいたい十五アルシンの長さを持つ丸太になりますな。あとはもう一方の端を引っかけやすいように削ります」

「その丸太をこの城壁に引っかけて、上ってくると？」

　ようやく理解したオルガだが、その瞳には懐疑的な感情が浮かんでいた。丸太を上ってくるのがそれほど簡単とは思えないからだ。マトヴェイは彼女の内心を察して説明する。

「その丸太に、等間隔に縄を巻きつけるのです。太い釘を打ちこむ場合もありますな。そうしたら、その縄なり釘なりにつかまりながら上ればいい。手間をかけない分、重量はかなりのものですが、それを運べるだけの人手が向こうにはあります」

　この説明にはティグルも唸らずにはいられなかった。とうてい梯子と呼べる代物ではない。戦のさまざまなやり方を教えてくれたリムやマスハス、ミラも、このような梯子について話したことはなかった。だが、有効な手だ。

「それは……船乗りとしての知識だな？」

　確認するように尋ねると、マトヴェイは深刻な表情でうなずく。

「帆柱を上るのとそう変わりませんからな。船乗りにとっては慣れたものでしょう。聞こえてくる音の間隔からして、こまめに交代して作業をやっていると思われます」

「攻めてくるときも同じようなやり方だろうな。丸太からは破城槌も作れる。城門を攻撃しつつ、三方向から何十もの丸太の梯子を引っかけるというところか」

　ティグルは立ちあがると、城砦を囲んで草原を埋め尽くす海賊たちを見下ろした。身構えていなければくじけそうになる分厚い人間たちの壁。その向こうに天幕が二つある。エリオット王子のいる本陣だろう。

――強行軍もそうだったが、つくづく数を活かすのが上手い。

　内心で悪態をついてから、ティグルは引っかかるものを覚えて首をひねった。

――たしかに上手い。だけど、それならなぜ……。

　頭の片隅で思考を巡らせながら、ティグルは悠然とした足取りで歩きだす。くすんだ赤い髪をかきまわしながらオルガとマトヴェイに呼びかけた。

「兵を集めてくれ。予定よりかなり早いが、とんずらの時間だ」







　それから半刻後、城砦に残っていた二百の兵たちは、脛まで水に浸かりながら黙々と地下水路を進んでいた。火を灯した松明を持っているため、暗さについては問題ない。

　この地下水路は、城砦攻めのときに掘った地下道につながっている。城砦から離れた小さな丘のふもとに出られるのだ。出入り口付近にエリオット軍の兵がいないことは、ルドラーがさきほど確認した。

　すべての兵が地下水路を抜けたことを確認すると、ルドラーは用意していた毒を水路に投じる。彼は他に、城砦内部に火を放つことも考えていたのだが、それはエリオット軍に城砦奪還を諦めさせる恐れがあったのでやらなかった。

　ティグルたちはルクス城砦を放棄した。
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　無人となったルクス城砦に海賊たちが攻撃をはじめたのは、ティグルたちが去ってから四半刻後のことだった。

　東と西、南の城壁に向かって彼らはいっせいに梯子をかける。その数はすべて合わせると三十本以上。さらに、南の正門に破城槌を叩きつけもした。

　予想していた抵抗はまるでなく、海賊たちはやすやすと城壁に達して城砦に躍りこむ。

　だが、そこに敵兵の姿はなかった。戦意を削がれた海賊たちは、不審に思いながらも内側から城門を開け放ち、仲間を招き入れる。

　なだれこんだ海賊たちは衝動の赴くままに城砦内を駆け、倒すべき敵と奪うべきものをさがしまわったが、敵の姿は影さえも見当たらなかった。捨て去られた調度品や服などはあったが、思い描いていたものからはほど遠い。

　食糧庫も空っぽで、運びだす途中でこぼれ落ちたらしいわずかなカラスムギや、しなびた野菜、果物などが床に転がっているばかりだ。

　さらに海賊たちは城砦内を探索し、地下水路に毒が投じられていることと、敵が逃げていったのだろう地下道が半ばで崩されていたことまで知った。

　城砦から離れた本陣で成果を待っていたエリオットは、これらの報告に、整った顔を憤怒で赤黒く染め、手にしていた銀杯を地面に叩きつけて踏みにじった。

「あいつら、城砦を捨てて逃げやがった！　しかも、食糧だけでなく水まで……！」

　傍らに置いていた机を蹴り倒す。机に載っていた葡萄酒ヴィノーの瓶が地面に落下し、悲鳴にも似た音を放って砕け散った。

――城砦など放っておいてバルベルデを目指すべきだったか？　いや、それは無理だ。ならば兵を二分……それも駄目だ。どうする？　どうすればいい？

　海賊たちの猛たけ々だけしいまでの戦意は、方向性を見失って不満に変化しつつある。これを何とかしなければならない。食糧と水もどこかで調達する必要があった。

　エリオットはどうにか考えをまとめると、ハミッシュを呼んで命じる。

「斥候を出せ。やつらはまだそれほど遠くへ逃げてはいないはずだ。見つけだして、俺を虚こ仮けにした報いを受けさせてやる」

　まずはそれだと、エリオットは自分に言い聞かせた。怒りのためだけではない。彼は、まだ見ぬ敵手に強い警戒心を抱いている。

――こいつをタラードに合流させては危険だ。いまのうちに息の根を止めなければ。

　それから、エリオットは梯子や破城槌といった攻城兵器を城砦の中へ運ばせる。即席で造りあげたものだが、バルベルデ攻めの際にも使えると考えたのだ。

　やがて斥候が戻ってきた。南の方に二千五百ほどの軍勢を発見したという報告を聞いて、エリオットは顔をしかめる。自分をここまで苦しめている敵にしては、ずいぶんと数が少ない。そう思ったのだ。

　傍らに控えているハミッシュに訊くと、巨きょ躯くの長弓使いは首をかしげつつ答えた。

「相次ぐ戦いで数を減らしたのではないでしょうか。ルクス城砦を攻略するのに無傷ですんだとは思えませぬ。また、先日の夜襲ではこちらも敵に一矢報いました」

「そんなところか」

　完全に納得できたわけではなかったが、エリオットはうなずいてみせる。これ以上は、敵を倒したあとに生き残った者から聞き出せばいいと考え直した。

「では、ひねり潰してやるとしようか」

　翌朝、エリオットは傲然と南への進軍を命じた。







　サリエンテスの野は、ルクス城砦から南へ一刻と少しばかり歩いたところにある。

　起伏のゆるやかな草原が広がる一帯で、この季節には色褪あせた緑色と枯れ草の黄色、土色のまだら模様に染まる。その中でわずかな隙間を埋めるように紅花サフランやヒガンバナ、コスモスがささやかな彩りを添えていた。

　東には小高い丘が点在し、天気のよい日に丘の上に立って北を見れば、森を背にそびえるルクス城砦の偉容を確認することができるだろう。

　大軍の展開が容易であり、つまりはエリオット軍に有利な地形なのだが、ティグルはあえてここを戦いの場として選んだ。

　理由はふたつある。ひとつは、エリオット軍をこの地へ誘いこむためだ。

　ルクス城砦を奪い返したエリオットは、おそらくバルベルデに向かうだろう。そうなれば、バルベルデを目指して逃げている村人たちに追いつく可能性がある。だから、下手な動きを見せれば側面か背後を突くぞと牽けん制せいするべくここへ足を運んだのだ。

　もうひとつの理由は、バルベルデからあまり離れたくなかったのである。タラードの援軍が間に合うとは思わないが、もしかしたら来るかもと敵に思わせておく必要はあった。

　ティグルとルドラーに率いられたタラード軍は、東にぽつぽつと点在する丘のうちのひとつにいる。彼らは大小ふたつ連なっている丘の、大きい方に登って陣形を整えた。その数は二千五百余り。歩兵と傭兵が合わせて約二千、騎兵が五百である。

　敵に夜襲を仕掛けたあとも、タラード軍には二千九百近い兵がいた。だが、ルクス城砦を放棄すると決めたときに数十人が脱走し、負傷の具合から戦えないと判断した数百人をバルベルデに向かわせたら、この数になったのである。

　騎兵は一千六百余りいたが、ティグルとルドラーは厳選して五百騎まで減らし、選ばれなかった者たちには歩兵として戦うよう説得した。ここで必要なのは歩兵だったからだ。

　エリオット軍が赤い竜の軍旗をはためかせながら現れたのは、ティグルたちが布陣を終えてからおよそ半刻後のことだった。

　こちらはおよそ二万六千。そのうち海賊は二万五千近く。夜襲によって二千を失い、また負傷者の中でもとくに傷の深い者は行軍中に見捨ててきたのだった。

　海賊でない約一千のうち、約四百はハミッシュの率いる長弓兵の部隊だ。彼らはエリオットを守るように後方の本陣に待機している。

　そして、残り六百は、エリオット軍の到着より少しあとに現れた。食糧や水、武器などの雑具を載せた巨大な荷車を十数台も牛馬に引かせて。

　この一団は、アスヴァール人でもなければ海賊でもない。

　エリオット軍の本陣で、アスヴァールの第二王子は自分の前に進みでた青年へおもしろくなさそうな視線を投げかけていた。

　青年の肌は褐色で、頭部に白い布を巻いている。顔は細面で目つきは鋭い。アスヴァールにあるものとは造りの違う革鎧を身につけ、腰には反そりのある剣を帯びていた。

　ムオジネル人だ。エリオットはムオジネルの地を踏んだことなどないが、ムオジネル人の交易商人や海賊を見たことは何度もある。いま彼の前に立っている者はそのどちらでもなく、ムオジネル王国から派遣された使者だった。

「食糧と水を、二万の兵で三日分。たしかに届けた」

　ひどい訛なまりのあるアスヴァール語で、その男は言った。彼は六百の兵とともに、エリオット軍とは別のところから上陸を果たして、ここまで食糧と水、雑具を運んできたのだ。

「この他に、二万の兵で十日分の食糧をアビレスに用意している」

　アビレスは、北の沿岸にある小さな漁村だ。エリオット軍が襲ったルルカ村から東へ歩いて二日ほどの距離にある。

「契約は果たした。それでは、ジスタートの戦姫をいただこう」

　エリオットは一瞬だけ眉をひそめる。青年のアスヴァール語が気に入らなかったからだ。だが、すぐに愛想笑いを浮かべた。

　エリオット軍は食糧も水も尽きかけている。それに、ムオジネルとは今後も良好なつきあいを続けねばならない。粗略に扱うことはできなかった。

「そのことだが、いますこし待ってもらえないか。見ればわかるだろうが、ここはまもなく戦場となる。それが終わるまで、貴公らにはここにいてほしいのだ。いや、ともに戦えとは言わん。いてくれるだけで、敵への効果は大きいからな」

　その気になれば、それなりに丁寧な対応はできるのである。エリオットはにこやかな笑みを浮かべて、青年を本陣にある天幕へと案内した。中を見るように手で示す。

　青年が覗きこむと、薄汚れた白絹の衣と薄緑色のスカートに身を包んだ金色の髪の美女が力なく倒れていた。ソフィーだ。両腕にはめられた鉄の枷からは、鉄球つきの鎖が延びている。

「ご覧の通り、戦姫はしっかり捕らえてある。こちらに貴公らをだます意思などはない」

　天幕から顔を離したムオジネル人の青年は、エリオットの言葉など聞いていないかのように表情を険しいものに変えて言った。

「てぬるい」

「……なんだと？」

　エリオットは苛立ちも露わにムオジネル人を睨みつける。自分に対してこのような態度をとる者など、本来ならとうに斬り捨てているところだ。だが、ムオジネル人の青年は自分の方が怒っているとばかりに激しい口調で言った。

「首と、足にも枷をはめてくれ。逃げだしにくくなるよう服も剥ぎとってほしい。それから眠らせるなどして、動きを封じるべきだ」

「小娘ひとりにたいした念の入れようだな？　それがムオジネルのやり方か」

　いつもの態度に戻ってエリオットは冷笑を浮かべ、嘲るように吐き捨てた。

「俺はそんな臆病者ではないわ。確認はさせた。引き渡すのは戦のあとにしてもらうぞ。こちらも、まだ貴様らが運んできた食糧と水には手をつけていないのだからな！」

「間抜け野郎め」

　青年は毒気をはらんだ声でぼそりとつぶやいたが、それはムオジネル語だったのでエリオットにはわからなかった。
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　丘の上で、タラード軍は密集して円陣をつくる。五百の騎兵を中央に配置し、槍や弓を持った約二千の歩兵が騎兵を囲むように円を描いた。

　敵は丘を取り囲んでいっせいに攻撃を仕掛けてくるだろうから、それに対応できる形をとったのだ。騎兵部隊には総指揮官であるルドラーに、ティグルとオルガ、マトヴェイもいる。傭兵隊長のサイモンも、自分の持ち場を離れて顔を出していた。

「ヴォルン伯爵の言ったとおり、本当に全軍で現れましたね」

　兵への指示を終えたルドラーが、草原にひしめくエリオット軍を不快そうな顔で見下ろす。普段穏やかなこの男がいつになく憤っているのは、海賊たちがアスヴァール王国を象徴する赤い竜の軍旗を掲げているからだ。

　丘の上に布陣するとティグルが言ったとき、ルドラーは疑問を挟んだ。敵が、全軍で自分たちを追ってくるとはかぎらないのではないかと。

　丘の上に布陣すれば守りの戦いは容易になるが、移動がままならなくなる。エリオットがたとえば軍を二分して、一方でティグルたちを牽制しつつ、もう一方でバルベルデを目指した場合、ティグルたちはバルベルデへ向かう敵に何もできなくなるのだ。

　ルドラーの疑問に対して、ティグルは明快に答えた。

「エリオットは絶対に軍をわけない。必ず全軍で追ってくる」

　ルドラーはティグルのその言葉を信じ、こうして丘の上に布陣したのだが、驚きを隠せないようだった。なぜわかったのかと視線で問いかけてくるアスヴァール騎士に、ティグルはなんでもないことのように答える。

「あの王子は疑い深いひとだと、ルドラー殿も言っていただろう。彼は別働隊をつくらないんじゃない。つくれないんだ」

　別働隊を用意するには、それを率いるための指揮官がいる。能力、人格ともに信頼のおける人物が。人一倍猜さい疑ぎ心しんの強いエリオットにとって、信頼できる部下は本隊を守らせているハミッシュぐらいなのだろう。

「だから、エリオット王子の戦略ははっきりしている。大兵力でまっすぐ目的地を目指す。敵が複数いる場合は、弱い勢力から順に叩き潰す。すばやく、力ずくでだ」

「正しい用兵ですね」

　ルドラーはため息をついた。皮肉ではない、本音だ。正しい情報を入手し、敵より多くの兵をそろえ、食糧と武具を用意し、有利な地形を選んで圧倒する。それが戦の常道だ。少数の兵で多数の兵を打ち破るというのは結局のところ邪道に過ぎない。

「俺も正しいと思う。エリオットに問題があるとすれば、その先だろうな」

　そのとき、兵が円陣の完成を報告に現れた。ルドラーはうなずくと、ティグルに期待するような視線を向ける。若者は億おっ劫くうそうな表情でくすんだ赤い髪をかきまわした。戦いに先だって、訓示か叱しっ咤た激励の類をお願いしたいとルドラーに頼まれていたのだ。

　そういうのは総指揮官の務めだろうと言ってティグルは断ったのだが、アスヴァールの騎士は一歩も譲らず、やむなく引き受けてしまったのである。また、ティグルも言いたいことがないわけではなかった。

　軍の中心に、ティグルは馬を進める。手を挙げて、静かに呼びかけた。

「――おまえたちに、話がある」

　それほど声は大きくなかったにもかかわらず、ざわめいていた兵たちはすぐに口を閉じて、若者に注意を向ける。

　彼らのティグルを見る目には、まだいくらかの敵意や嫌悪感が含まれてはいたが、それだけではなく敬意や信頼も感じられた。夜襲において、身体を張って味方を助けたことや、二百の兵とともに城砦に残ったことなどが、彼らにティグルを認めさせたのだ。

　丘の上が静寂に包まれたのを確認してから、ティグルは沈黙を破る。

「俺は、民の生活を奪った」

　その言葉に、幾人かの兵が表情を引き締めた。

「村を焼き、井戸に毒を投じた。そのことに後悔はない。そうしなければ、あの海賊たちは逃げる村人に追いついただろうからだ。この中にも村を焼いた者はいるだろうが、命じたのは俺だ。おまえたちじゃない」

　後悔がないなどというのは、嘘だ。だが、ここでは演技をしなければならない。揺るがぬ強い意志を見せて、彼らを安心させなければならなかった。

「この戦いは、まだ終わっていない」

　ティグルは声を張りあげる。感情をこめすぎないように気をつけながら。

「俺たちがここで負けたら、海賊は今度こそ村人に追いつくだろう。他の村や町を、思うがままに踏みにじるだろう。そんなことをさせていいのか？　いいはずがない。ならばどうする？　戦って、勝つしかない。俺たちが守るべきものを、家族を、仲間を、そして俺たち自身を守り通すために」

　兵の誰かが声にならない叫び声をあげた。数人がそれに続き、さらに数十人、数百人が拳を振り上げて声を張りあげ、丘の上は熱狂的な歓声に包まれる。彼らが空へ噴きあげる気炎が、目に見えるようだった。

　ルドラーがティグルに馬を寄せ、肩をぽんと叩く。

「最初から、あなたが総指揮官を務めるべきでした」

「俺はよそ者だ。それに、この軍は『タラード軍』だろう」

　苦笑を浮かべてティグルは首を振った。いまここにいないとはいえ、彼らもルドラーも、タラードの兵であり将なのだ。

　オルガとマトヴェイ、サイモンたちもこちらへ馬を寄せてくる。

　オルガは無言ながらその表情で嬉しさをいっぱいに表現し、マトヴェイは「おつかれさまでした」と頭を下げ、サイモンは「まぁ、悪くはなかったな」と皮肉っぽく笑った。

「飯が届いて、向こうさんはずいぶん士気が上がっちまったなと思ったが、あんたの口上もなかなかのもんだ。これならいい勝負ができるかもな」

　ティグルは左頬に傷跡のある傭兵隊長を見つめると、不思議そうな顔で訊いた。

「どうして残ったんだ？」

　傭兵は損得で動く。それは、報酬が割に合わないものになればあっさり離脱するということだ。彼らは貴族や騎士のように名誉を守る必要はなく、土地に対する愛着や、民への共感も持っていない。敵に寝返ることさえ珍しくない。

　この追いつめられた状況で、ティグルたちと生死をともにする理由はないはずだった。

「そりゃあ稼げるからに決まってるだろう」

　頬の傷跡を撫でながらサイモンはにやりと笑う。傷跡が隠れると、童顔のせいで十代の若者に見えた。

「すでに契約した報酬とは別に、特別手当をもらえるようルドラーに話をつけた。首ふたつにつき銀貨五枚だ」

「この危険に見合う額なのか？」

　直接傭兵を雇ったことのないティグルにはいまひとつわからないが、サイモンの表情からしてかなり高額の手当なのだろう。だが、死んでしまっては意味がない。

　もちろんと物騒な笑みでうなずくと、サイモンは配下の傭兵たちのところへ歩き去る。彼の後ろ姿を見送ったティグルを、それまで黙ってそばに控えていたオルガが呼んだ。ささやくような声で尋ねる。

「やっぱり竜技ヴェーダを使っちゃだめ？」

「できれば、ぎりぎりまで控えてくれ」

　深刻さをかすかに含んだ真剣な表情でティグルは答えた。理由はふたつある。

　人智を超えた力を見せることでアスヴァール兵に恐怖と警戒心を抱かせたくないというのがひとつ。もうひとつは、魔物の出現に備えてのことだ。

　異形の魔物トルバランとの遭遇は、あまりにも突然だった。

　加えて、ルドラーだけでなく投降した兵たちでさえ、魔物のことは知らないようだ。レスターというひとりの人間だと信じきっていた。

　その特殊な嗜好はともかく、トルバランは人間の社会に溶けこんでいたのだ。

　人間に化けた魔物がどこかに潜んでいる可能性を、ティグルは捨てきれなかった。







「敵が動きだしましたな」

　マトヴェイが緊張をはらんだ声を発し、ティグルはそちらに目を向けた。

　サリエンテスに到着したときは無秩序そのもので、さながら虫の群れがわだかまっているかのようだったエリオット軍だが、隊列を組み、それなりに形を整えていた。

　彼らは五つの部隊にわかれている。ひとつはエリオットの率いる本隊で、後方にいた。数は六千で、五千の海賊と、ハミッシュの率いる長弓隊、ムオジネル人の集団で構成されている。ちなみに、ムオジネル人らの存在を知らないティグルは、輜重部隊だろうと思っていた。

　他の四つの部隊は海賊だけで編制されていて、それぞれ約五千。彼らは本隊の吹き鳴らす角笛の響きに従い、ゆっくりとした動きでタラード軍に向かってくる。

「怯えるな！　海賊など、陸に上がればたいしたものではない！　それに、全員が一度に上がってくることは不可能だ！」

　円陣の中央でルドラーが兵たちを叱しっ咤たした。八倍の敵が徐々に距離を狭めてくる光景は、よほど豪胆な者でも恐怖を覚えずにはいられないだろう。海賊たちの手にある鉈なたや手斧が、秋の陽ひ射ざしを浴びて鈍い輝きを放っていた。

　二万の敵を睥へい睨げいしながら、ティグルは自分でも意外なほどに落ち着いた気分でいる。エリオットが、自分の考えた通りに海賊たちを動かしたからかもしれない。

　猜疑心ゆえの兵力の集中。兵力を集中したために可能になった、脱落者を気にせずにいられるほどの苛か烈れつで迅速な行軍。大兵力が実現させた、きわめて短時間での城砦攻略。

　エリオットの能力はおそろしく、すさまじい。しかし、欠点もあった。

　やがて、海賊たちはタラード軍を完全に包囲する。三つの部隊は丘のふもとを埋め尽くし、もう一隊はタラード軍のいる大きな丘に連なる小さな丘へ登った。五千もの海賊が集まるには丘は窮屈で、隊列が乱れているのがここからでもわかる。

　太陽があと少しで中天にさしかかろうというころ、エリオット軍の本陣が角笛を吹き鳴らした。その響きは草原を渡って海賊たちの耳に届く。彼らは獰猛な笑みを浮かべ、大声で威嚇した。丘の上のタラード軍も負けじとばかりに叫んだ。

「偉大なる始祖アルトリウスよ！　勇ましき女王ゼフィーリアよ！　円卓の騎士たちよ！　我らの戦いぶりを照覧あれ！」

　こうして、「サリエンテスの戦い」が幕を開けた。後日、この戦いには別の呼称がつけられることになる。

　丘の上の兵たちの喊声をかき消すかのように、海賊たちが雄叫びをあげて動きだす。斜面を彩る草花がたちまち踏みにじられ、タラード軍もすぐにその後を追うかに思われた。

　ルドラーの命令を受けて、タラード軍の中央に青い旗が揚がる。直後、怒濤の勢いで敵に迫っていた海賊たちが派手に転倒した。斜面に泥だらけの縄が張られており、それに引っかかったのだ。ティグルはこれを、以前にリムから教わっていた。

　ぶざまに転倒した者たちを踏みつけて駆けあがる海賊もいたが、つまずいて同じように倒れる者も少なくない。全体としては、やはり動きが鈍る。そこへ、タラード軍は無慈悲に投石と矢の雨を浴びせた。

　高所から放たれる石と矢が、大気を裂いて海賊たちに降り注ぐ。短い悲鳴が丘のあちこちからあがった。我先にと、斜面を埋めつくさんばかりに上っていた彼らは避けようもなく、さらに数十人が体勢を崩して斜面を転げ落ちていく。

　だが、丘を包囲する海賊の数は、実に二万だ。うずくまる仲間を踏み越え、矢と石の嵐も潜り抜けて何十、何百もの海賊が武器を振りまわしながら斜面を駆けのぼり、あるいは小さな丘から向かってくる。それを見て、タラード軍の兵たちが槍をかまえた。

　円陣という密集した形では、もはやそれは槍の壁とでもいうべきものだった。鈍く光る無数の穂先の中へ斬りこんでいける者など、そうはいない。

　後ろからは仲間たちが迫り、中途半端に立ち止まっていれば矢や石が飛んでくる。おもいきって踏みこめば、槍に突かれて斜面を転げ落ちる。

「このまま持ち堪えられますかな」

　兵たちの必死の応戦を、額に汗をにじませながらマトヴェイは見守っている。ティグルは声を出さず、小さくうなずくことで彼に応じた。

　もちろん黒弓に矢をつがえて射放っては海賊を次々に倒しているが、斜面を覆い尽くす勢いで迫る海賊を見ているとどれだけ効果があるのか疑問だった。

　ルドラーの言ったように、すべての敵を一度に相手にすることはない。ティグルがここを戦場に選んだのは、そういう意図もあった。しかし、それは敵の布陣に厚みを持たせることでもある。どれほど倒しても、その後ろから新手が際限なく向かってくるのだ。

　ついに、海賊がタラード軍へ斬りこむ。一ヵ所や二ヵ所ではなく、円陣の十数ヵ所でそれはほぼ同時に起こった。矢や石が少なくなってきて勢いが弱まったのと、槍を持った兵たちの疲労のためだ。

　海賊たちは、溜めこんでいた怒りと戦意をついに爆発させた。猛獣のように吼え猛り、手斧や鉈を手当たり次第に振りまわす。肉の切り裂かれる鈍い音に悲鳴が加わり、血飛沫が地面を赤く染め、血の臭いが大気を濁らせた。

「見渡すかぎり銀貨の山のはずなんだがな」

　傭兵隊長のサイモンは顔の汗を乱暴に拭いながらため息をつく。彼の手にあるのは剣ではなく、血にまみれた鎚矛メイスだった。鉄製の棍棒とでもいうべき武器で、先端には無数の棘とげを持つ鉄球がついている。これで殴られれば鎧はひしゃげ、肉は潰れ、骨は砕ける。

　血と脂で切れ味が鈍ることもなければ、刃こぼれすることもなく、こうした戦いではサイモンはよく鎚矛メイスを使った。部下たちにも鎚矛メイスや斧などを持たせている。

　配下の傭兵たちを振り返って、サイモンは声を張りあげた。

「おまえら、全然稼げてねえぞ！　銀貨が群れで来てると思ってもうちっと気張れ！」

　その叫び声が注意を引いたのだろう、サイモンに向かって手斧が高速で回転しながら飛んでくる。童顔の傭兵隊長はとっさに鎚矛で弾いた。火花を散らし、耳障りな金属音を響かせて手斧は地面に突き刺さる。

　サイモンは声にならない悪態をついて手斧を拾うと、飛んできた方向へ勢いよく投げつけた。海賊のひとりが頭部を割られ、声もなく斜面を転がり落ちていく。傭兵たちは隊長に喝采を浴びせた。

　だが、兵たちがどれほど奮戦しても海賊の攻勢は弱まらない。斜面の下の方にいた者たちは、仲間の死体を盾にして上ってくる。地面に転がっている手斧や短剣を投げつけて、兵士を打ち倒す者まで現れた。

　血と土にまみれて動かない海賊たちの死体に、もの言わぬ兵士たちの死体が折り重なって、丘の斜面はその厚みをひとまわり増すかと思えるほどだった。

　もし海賊たちの攻勢があと四半刻も続いていたら、ティグルたちは敵の攻勢を支えきれずに蹂じゅう躙りんされていたかもしれない。しかし、そうはならなかった。

　ついにというべきか、海賊たちは息を切らしはじめる。左右の仲間と視線をかわし、波が引くように後退をはじめた。死体はそのままだ。

　強行軍を続けて森を抜け、丸太を何十本も切り倒して城砦を攻め、さらにここまで歩いてきたのだ。前日は城砦で休んだとはいえ、体力が続くものではない。それに、敵を囲んでいるという安心感もある。

　ティグルとルドラーが待ち望んでいたのは、まさしくこの瞬間だった。

　ルドラーが腰の剣を抜き放ち、高々と掲げる。それを合図に円陣の一部が崩れた。ルドラーの剣は、自分たちのいる丘に連なる小さな丘を示す。

「突撃せよ！」

　それまで中央で待機していた五百の騎兵が、鬨ときの声をあげた。崩れた部分から円陣の外へと飛びだし、大地を激しく蹴りつけながら猛然と斜面を駆け下りる。ティグルたちが選び抜いた五百騎だけあって、勢いが違った。

　そちら側にいた海賊たちはとっさに応戦しようとしたが、ほとんど不可能だった。

　後退しかけていたところを突かれたというのもあるが、彼らは大小ふたつの丘の間にあって隊列が乱れ、思うように動けずにいる。もともと、小さな丘の方に五千もの海賊を配置するというのが乱暴な話だったのだ。

　タラード軍の騎兵は右往左往する海賊たちをあっけなく粉砕した。はね飛ばし、蹴散らして一気に突破する。歩兵たちは海賊に目もくれず、急いで騎兵に続いた。海賊たちは騎兵の突撃によって混乱しており、それを阻むどころではない。

　タラード軍は海賊たちの包囲を完全に抜けた。海賊の他の三つの部隊のうち、ふたつまでは丘を越えるか、まわりこまなければならず、追いつくのに時間がかかる。残りの一隊がやむをえず動きだした。

　海賊たちも疲労している。だが、彼らにはまだ数という支えがあった。何より、彼らには奪うべきものはあっても守るべきものはなかった。捕まれば死ぬこともわかっていた。戦意と欲望の命じるままに、猛り狂いながら進んでいくしかないのだ。

　疲れているのはタラード軍の兵も同様だった。ルクス城砦攻略から村人たちの避難、夜襲、城砦からの脱出と誰もが充分な休息をとる余裕もなくここまで来たのだ。彼らの体力は限界に近づきつつあった。

　タラード軍の先頭を駆ける騎兵部隊から、三騎が外れる。歩兵たちの横を逆走して海賊たちへと向かった。ティグルとオルガ、マトヴェイだ。マトヴェイは弓を持っている。

「ティグルとマトヴェイは後ろにいて」

　言い終えたときには、オルガは馬の速度をあげている。握りしめている斧の柄は馬上で振りまわせるよう、すでに長くしてあった。

　猛然と追いすがる海賊たちの中へ、薄紅色の髪の戦姫はたじろぐ様子も見せずに馬を躍りこませる。虚空に灰色の光が走ったと思ったときには、もっとも接近していた海賊の頭部が真っ二つに割られていた。

　海賊の首や腕が血の尾を引いて宙を舞い、打ち砕かれた斧や鉈が地面に刺さる。
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　刃と柄の接合部に大きな黄玉が埋めこまれ、刃に薄紅と金、黒の見事な装飾がほどこされた美麗な斧は芸術品にしか見えない。だが、オルガはそれを苦もなく振るっては地面に無数の血だまりをつくり、屍を積みあげていった。

「あれは、肩を並べて戦っては、かえって足を引っ張ってしまいますな」

　オルガから数十歩離れたところに馬を止めているマトヴェイがつぶやく。ティグルと彼は、オルガを避けてこちらへ向かってこようとする者だけを狙って射倒していった。ちなみにマトヴェイの弓の腕前は、三本に一本は命中させられるというていどである。

――そろそろ退くべきだな。

　矢の残り本数を確認しながら、ティグルは考える。オルガも無限の体力を持っているわけではない。力尽きる前に、彼女とともに逃げなければならなかった。

　太陽の位置から考えて、もう充分時間は稼いだ。兵たちも限界だ。あとは、敵に潰されないようバルベルデまで逃げるだけだ。

　だが、ここでティグルにとって予想外のことが起こった。

「あのような小さな女の子に、我が軍の殿しんがりを任せていてよいのか！」

　その叫びは、ティグルのはるか後方から聞こえた。味方のものだった。

「あの健け気なげな少女を助けるぞ！　心ある者は我らに続けっ！」

　ティグルは唖あ然ぜんとした。二百ほどの騎兵が、さきほどの自分たちと同じようにこちらへ向かってくる。こんなことは予定にない。

　マトヴェイも、問題児の暴走を目にした教師のような顔で空を仰いだ。

「何とも困った連中ですな」

　だが、見捨てるわけにもいかない。それに海賊たちは徒歩だが、こちらは騎兵だ。うまくやれば、一撃をくらわせて離脱できるかもしれなかった。

「マトヴェイはルドラーに抗議しておいてくれ。俺はオルガのところへ行く」

　そう言ってティグルは馬を走らせたが、マトヴェイはすぐ隣に馬を並べてきた。弓を放り捨てて腰の剣を抜く。鉈なたに似た、反りのある刀身だ。

「ここで私だけ仲間外れというのはいただけませんぞ」

「気をつけろよ」

　まもなく後方にいた騎兵たちが追いついてきた。ティグルは彼らの先頭に立って、血煙のただ中へ飛びこむ。マトヴェイと騎士たちがティグルの左右へ飛びだし、それぞれ剣と槍で海賊たちを薙ぎ払った。吹き抜ける風に血と呻うめき声が混じる。

　ティグルはすでに黒弓につがえていた矢を、離れたところにいる海賊へ放った。その海賊が額を貫かれて地面に倒れるのとほぼ同時に、オルガが馬を寄せてくる。

「……これは何？」

「オルガの戦う姿に心打たれたんだそうだ」

　つい皮肉っぽい口調になってしまったのは仕方がない。ただ、この突撃もまったく無意味というわけではなく、海賊たちはうろたえて前進を止めた。そこへオルガが馬を進ませて、両手で握りしめた斧を勢いよく振りあげる。

「――角貫の弐ドゥヴァローク！」

　少女の叫びとともに、その手にある斧が形を変えた。長柄はそのままだが、細かな紋様の刻まれた灰色の刃が二回り以上大きくなる。

　オルガはそれをおもいきり地面に叩きつける。閃光とともに大地が弾け、地中から突き上げられたすさまじい量の土砂が真上へ噴きあがる。土色の柱が出現したかのようだった。数人の海賊が、その土砂に呑みこまれて吹き飛んだ。

　突如起こった不可思議な現象に、海賊たちの足が止まる。土砂の噴出はほぼ一瞬でおさまったが、目の前の少女がそれを起こしたように、彼らには見えたのだ。

　実際そのとおりなのだが、彼らにしてみればそんなことはあるはずがない。目にした光景に理解が追いつかず、気が抜けたように棒立ちとなった。

　もっとも、それはタラード軍についても同じことだ。思いがけない大地の揺れと衝撃に馬は慌て、何人かが落馬する。かろうじて馬を御した者も呆然としていた。

　ティグルと、そしてマトヴェイだけが落ち着いており、ふたりは騎兵たちに命令を下して、いくばくかの冷静さを取り戻させる。彼らにまじって駆け戻ってきたオルガを、若者はしかめっ面で叱った。

「使うなって言っただろう」

「いまのはそれほど疲れるものじゃない」

　無表情で即座に言い返したオルガを、ティグルは困った顔で見下ろす。この少女が竜技を使ったのは、騎兵たちをできるかぎり無事に退かせるためだろう。予想外の事態に対して、荒業で解決をはかろうとしたのだ。強くは責められない。

　ともかく敵の動きが止まった以上、早くこの場を離れるべきだった。

　ティグルの指揮によって二百の騎兵はすばやくまとまり、海賊たちから距離をとる。

　だが、そのまま逃走へ移ることはかなわなかった。ふたつの丘の間にいた海賊の部隊がようやく混乱から立ち直り、猛々しい叫びとともに襲いかかってきたのだ。避けることもできず、ティグル率いる二百の騎兵は海賊たちと衝突する。

　色の違うふたつの絵の具をぶつけあわせたかのように両軍は入り乱れ、混戦となった。

　これは、ティグルたちにとって非常に危険な状況だった。

　もともと数において劣勢である上に、離脱しようとしていたところを攻撃されたのである。秩序だった反撃などとうてい望めない。ひとりの騎兵が槍を振るってひとりの海賊を打ち倒す間に、数人の騎兵がそれ以上の数の海賊に叩き潰される。

　オルガは歯噛みした。どれだけ斬り伏せても、猛り狂った海賊たちは次から次へと襲いかかってくるのだ。おもいきって竜技で一掃しようにも、彼らはこちらに深く斬りこんでおり、いかに加減しようと味方を巻きこんでしまう。

　幼さの残る顔を幾筋もの汗が伝い、薄紅色の髪が額と頬に張りついた。

　ティグルも同じ理由から、黒弓の力に手を出しかねている。もはやためらっている状況ではないが、こうも敵味方が入り乱れていては、さすがに力の行使に踏み切れなかった。

――だけど、これ以上オルガに使わせるわけにはいかない。

　黒弓を握り直し、ティグルがいよいよ決意を固めかけた、そのときだ。

――何だ……？

　大気の変化に似たものを感じ、ティグルは南の方へ視線を向ける。若者に襲いかかろうとした海賊がいたが、マトヴェイに阻まれ、オルガに斬り捨てられた。薄紅色の髪の戦姫は怪訝な顔でティグルを見上げる。

「ティグル……？」

　直後、遠くからあがった鬨の声が大気を激しく震わせた。味方も敵も驚いて双方の動きが止まる。声の聞こえてきた方向――南を見た。

　彼らの視線の先には、数千もの騎影がある。風を受けてはためく彼らの軍旗には、アスヴァール王国の赤い竜が描かれていた。







　南から現れた騎兵の大軍は、一塊の黒い影となって草原を駆け、大地を揺るがす勢いで向かってくる。彼らの槍や甲冑が、陽光を浴びて鋭い輝きを放った。

「タラード……？」

　ティグルは、騎兵たちの先頭にいる男を驚きの眼差しで見つめる。兜をかぶっていないのではっきりとわかった。短い金色の髪に、引き締まった凛り々りしい顔。間違いない。

――間に合ったのか？

　そのころになって、海賊たちも突然現れたこの集団が敵であることにようやく気付いた。

　だが、遅かった。タラードに率いられた騎兵たちは槍を振りかざして突撃する。

　馬ば蹄ていで蹴散らされ、槍で突き崩されて、海賊たちはおおいに乱れた。この騎兵たちは、彼らがいままで戦っていた者たちと違って、体力に満ちあふれている。必死の抵抗はむなしく粉砕され、背を向けて逃げだしたがたやすく追いつかれた。

　戦いの中で、タラードは目ざとくティグルを見つけて駆けよってくる。

「どうなっているかと思ったが、元気そうじゃないか」

　さわやかな笑顔でそんな台詞を吐くものだから、ティグルとしては苦笑するしかない。顔は汗と埃と血飛沫にまみれ、矢の撃ちすぎで腕と手は痺れ、馬に乗りっぱなしで尻が痛いというのに。服だって何ヵ所か擦り切れており、汗と砂塵でぼろぼろだ。

「あなたにとって、疲れているというのはどういう状態なんだ？」

「一言で答えるなら、目が死んでいるかどうかだな。あんたの目はまだやる気に満ちている。そうだろう？」

「これは忠告だが、もっと条件を緩くした方がいい」

　きわめて真剣な顔でティグルは言った。いまの返事が本気ならば、この男の部下はきっと過労で死んでしまうに違いない。

　そのとき、ルドラーが兵を率いて戻ってきた。遅れたのは歩兵の足に合わせていたためだろう。赤い髪の騎士の簡単な敬礼にタラードはうなずくことで応えると、それが当然のような口調で言った。

「ルドラー。おまえは南東へ退がれ。負傷者はサイモンに任せて、動ける者をまとめたらオレのところへ来い。それとこいつを借りていくぞ」

　一方的な宣言にルドラーは困った顔になり、ティグルはため息をつく。ここは混乱と熱狂の渦中にある戦場であり、そういう場合ではないとティグルもルドラーもわかっているのだが、それでも最低限の説明は必要ではないだろうか。

「わかった。ただし、オルガとマトヴェイも連れていくぞ」

「ああ。最初のうちは動きだけ合わせてくれれば休んでいていいぞ」

　あっさりとタラードは答え、ティグルは眉をひそめたものの、彼に従うことにした。駆けつけたオルガとマトヴェイに、「いっしょに来てくれ」とだけ告げる。ルドラーは兵を統率して後退した。

　タラードはティグルらを連れて、騎兵集団の後方へと移動する。騎兵たちを横目で眺めながらティグルは短く尋ねた。

「どれくらいいるんだ？」

　七千だと答えて、タラードはようやく説明をはじめる。

「あんたがサリエンテスで戦うことを知ったのは、今日の夜明けごろだ。そのころオレはここからもっと南――バルベルデの南西あたりにいてな。間一髪だった」

　ルドラーの放った伝令がバルベルデに着いたのは、昨日の夜だったらしい。伝令はそこからさらに南西へと馬を走らせ、ようやくタラードに会うことができたのだった。

　ティグルは現在の状況を説明する。

「丘の周囲に二万の敵がいる。それから丘の向こうに、五千から六千。それが敵の本隊だ」

　だいじょうぶなのかと言いかけて、ティグルは言葉を呑みこんだ。タラードの碧い瞳が不敵な輝きを宿し、口元に戦意をにじませた笑みが浮かんだからだ。

「見ていろ。海の上ならともかく、陸に上がった海賊なんぞオレの敵じゃあない」

　海賊たちをさんざん蹂躙したタラード軍七千は、そこで急に前進を止め、隊列を整えて後退をはじめた。海賊たちは不思議がったが、すぐにその理由に気づく。丘の向こうにいた自分たちの仲間が、ようやくこちらへまわりこんできたのだ。

　タラード軍が手出しをしてこないので、海賊たちは無事に合流を果たした。すでに四千近い死者を出していたが、それでもまだ一万六千を超える数が残っている。

　やられっぱなしで引き下がれるかという思いで、海賊たちはタラード軍を睨みつけた。

　彼らの視点から見ると、敵はふたつ存在する。

　さきほどまで戦っていたルドラー指揮下の兵たちと、新たに現れたタラード率いる七千だ。ルドラーたちは、その数を二千二百以下にまで減らしており、消耗している。本来ならこちらを先に潰すべきだが、そうすればタラードたちから攻められるのはあきらかだ。

「あいつらから仕留めろ！」

　海賊の中でも統率力のある何人かが、タラードの率いる騎兵たちを武器や手で示しながら叫ぶ。ルドラー指揮下の兵たちは疲れきっていて、援護もままならないはずだ。となれば、七千の新手から先に葬り去るべきだった。

　殺意と暴力の奔流と化して、一万六千の海賊たちは地面を駆ける。彼らと対峙していたタラード軍は、恐れをなしたかのように次々と馬首を巡らせて逃げだした。

　タラードの隣で馬を走らせながら、ティグルは感嘆の思いで左右や後ろへ視線を走らせる。逃げているというのに騎兵の隊列はほとんど乱れておらず、海賊たちとは常に一定の距離を保っているのだ。それは、タラードの統率力の高さを証明するものだった。

　ふと、ティグルは眉をひそめて前方に目を凝らす。正確には、左斜め前。

　三百アルシン（約三百メートル）先に、何台もの大きな荷車が並んでいた。そのまわりにはこれまた数人がかりでなければ抱えられないだろう大きな袋がいくつも置かれている。

　最初、ティグルは食糧やさまざまな消耗品を載せた輜重部隊かと考えたのだが、すぐに違うとわかった。遠目には木材で組み立てられており、車輪もついているので荷車に見えなくもないが、そうではない。

「目ざといな」

　ティグルの表情の変化から見抜いたのだろう。タラードが笑みを浮かべ、馬足を緩めながら剣を掲げる。彼のあとに続く騎兵たちも同じように速度を落とした。

「投石機だ。ザクスタンのものを買い入れて、オレの部下のラフォールが改良した」

――そんなものまで……。

　タラードが現れてから、ティグルは驚かされっぱなしだ。

「七千もの騎兵もそうだけど、よくそろえられたな」

「たいしたことはしちゃいない。女をひとり口説いただけだ」

　言葉はいかにも謙けん遜そんしているふうだが、青年の表情はあきらかに得意がっていた。

　タラード軍は投石機の近くまで来ると馬を止める。それを待っていたかのように、投石機のそばに立っていた兵たちが、慌ただしく作業を開始した。

　大気を貫いて、石や土砂を詰めこんだ麻袋が次々と撃ちだされる。それらはティグルたちの頭上を越えて空に放物線を描き、追ってきた海賊たちの頭上に落下した。

　とてつもない重量の麻袋が海賊たちを押し潰し、衝撃の余波でもって吹き飛ばす。地響きは、着弾地点から離れている騎兵たちの肌さえもびりびりと震わせた。

　土砂が跳ねあがり、砂塵が舞う。血と肉片と骨片が泥に混じり、地面に溶ける。腕や脚はちぎれ、身体はひしゃげて原形をとどめない。悲鳴よりも、絶望の呻きが彼らを包みこんだ。

　投石機によって命を落とした者は二百に満たない。だが、この攻撃は彼らの精神に打撃を与え、すくみあがらせ、浮き足立たせた。その隙にタラード軍七千は隊列を整えて反転し、海賊たちに再び槍先を向ける。馬蹄の音を響かせて地を蹴った。

　先頭にいた海賊たちはもはや戦意を喪失している。わっと叫んで左右へ逃げ散った。

　その後ろ、投石機による攻撃をまぬがれた者たちはまだ戦意を残していたが、息の上がっていない者はごく少数で、騎兵の突撃に耐えるだけの力はほとんど残っていない。隊列も細長く伸びて乱れきっている。

　展開されたのは一方的な蹂躙だった。熟しきった果物を切るのにも似た容易さで、タラード軍は海賊たちを真っ二つに引き裂く。猛々しく馬を駆って彼らの後方へ突き抜けた。

　事前にタラードが命令していたのだろう、騎兵たちは流れるような動きで左右に展開する。突破され、分断されて混乱している海賊たちの横を疾駆し、側面に喰らいついた。

　タラードの用兵は、いってしまえば定石通りだ。中央突破によって分断した敵を、さらに細切れにしてしまおうというものである。ただし、その手腕は、兵を指揮した経験のある者ならば誰もが目を瞠みはるほどに鮮やかだった。

　槍で突かれ、あるいは薙ぎ払われて海賊たちは見る見るその数を減らしていく。一万六千もの海賊たちは、その半分以下の敵に翻弄されていた。

　投石機が前進する。わずか十アルシン進み、そこから石を詰めこんだ麻袋を撃ちだすだけでも百五十を数えるほどの時間を必要とする兵器だが、それだけの破壊力があった。

　タラード軍の騎兵は敵の後方から中央あたりにいるため、投石機は海賊たちの先頭からその手前を狙う。命中せずともよいのだ。巨大な石が降ってくるというだけで、敵は怯えて戦いどころではなくなる。

「あの投石機を潰せ！」

　海賊たちの誰かが叫び、それを聞いた数百人が死体を踏み越えて駆けだした。

　投石機までの距離は二百アルシンに満たない。動きも鈍い。いっせいに突撃すれば、たやすく破壊できるだろう。

　しかし、彼らの望みはかなわなかった。投石機を動かしていた兵たちは、敵の接近に気づくと弩を地面から拾いあげてかまえたのだ。敵が向かってきたときに備えて、地面に用意しておいたのだった。弩には、すでに太矢が装填されている。

　機械的な射出音が数百にも重なって大気を打ち砕いた。正面から太矢の嵐をくらった海賊たちはもんどりうって地面に倒れる。後続の者たちはおもわず足を止めたが、タラード軍に新たな矢を装填する時間を与えただけだった。

　第二射が新たな犠牲者を地面に叩きつける。

　ここに至って、ついに海賊たちの戦意は尽きた。敵に背を向けて逃げだした数人が、瞬く間に数十人となり、数百人に増える。朽ち果てた帆布が風に煽あおられてちぎれるように、海賊たちの軍勢は瓦解した。

「海賊どもは追うな。まだ戦いは終わっていない！」

　タラードは追撃を禁じ、逃げる海賊たちは放っておいて隊列を整えるよう命じる。タラードとティグル、オルガ、マトヴェイは馬足を速めて騎兵たちの脇を抜け、再び彼らの先頭に立った。左手にある二つの丘を見上げて、タラードは聞いた。

「この丘の向こうにエリオットがいるんだったな？」

「俺たちが丘の上にいたときの話だ。あれから少なくとも四半刻は過ぎている」

　ティグルは慎重に答える。タラードは問題ないというふうに笑った。

　七千の騎兵は丘のふもとに沿って進み、ぐるりとまわりこむ。遠くにエリオット軍の本隊が見えた。ティグルが最後に確認したときと、ほとんど位置は変わっていない。

――このまま真正面から決戦を挑むとも思えないが……。

　正面には約五千の海賊。彼らを突破しないことには、エリオットのいる本陣には近づけない。また、突破できたとしてもハミッシュの率いる長弓部隊が待ちかまえている。

　そして、タラード軍の兵たちは士気こそ高いものの、倍以上の海賊との戦いでさすがに疲労していた。負傷者も数十人ほどいる。

　そのとき、まるでティグルの懸念を見透かしたかのようにタラードがこちらを見た。碧い瞳をきらめかせ、いかに驚かせようかとたくらむ手品師のような笑みを浮かべて。

「突撃はしない。だが、ぎりぎりまでやつらに近づく」

　海賊たちとの距離が三百アルシンほどまで縮まったところで、タラードはさっと手を挙げた。タラード軍は速度を落として進軍を止める。

　ティグルはさすがに驚きを隠せない顔でタラードを見た。敵を目の前にして馬を止めるなど、自殺行為としか思えない。これには敵の海賊たちですら不審そうな目を向ける。

　軍には停止を命じたまま、タラードは悠然と馬を前へ進ませた。それが合図だったかのように、騎兵たちの中から大柄な体たい躯くを持つ者が十数人ばかり現れて彼につき従う。

――わからない。タラードは何をしようとしているんだ？

　ティグルは額から頬につたう汗など気にもかけず、矢筒から矢を取りだした。黒弓につがえこそしないものの、即座に射放てるよう身構える。

　海賊たちとの接触まであと百アルシンというあたりで、タラードは馬を止めた。マトヴェイに優るとも劣らない大柄な騎兵たちは、横一列になって彼の後ろに並ぶ。

　タラードはおもいきり息を吸いこむと、声をかぎりに叫んだ。

「エリオット第二王子殿下！　エリオット＝ブルーム＝ゴドウィン＝ナサニエル＝ガラハッド＝アスヴァールに申しあげる！」

　このとき、ティグルははじめてエリオットの正式な名を知った。

　金髪の青年の台詞を、彼の後ろに控えている巨躯の騎兵たちが大声で唱和した。タラードひとりの叫びならば海賊たちに聞かせるのがせいぜいだったが、彼らが声をそろえて虚空に吼えると、それは風に乗って本陣にいるエリオットのもとまで届く。

「我が名はタラード＝グラム！　第一王女殿下たるギネヴィア＝コルチカム＝オフィーリア＝ベディヴィア＝アスヴァールの命を受けてここに参上した！　貴様に第一王女殿下のお言葉を伝える！」

　タラードがこの言葉を聞かせたい相手は海賊ではない。その向こうにいるエリオットだ。

「兄に殺されかけた貴様にも言い分はあろう。だが、平和と安寧に尽力せよという先王ザカリアス陛下の遺命を忘れたか！　海賊を従えて海を荒らし、民を害し、無法のかぎりを尽くす貴様に赤い竜の旗を掲げる資格はない！　王族の咎は王族が罰する。ギネヴィアの名において貴様を討ち、アスヴァールの政治を正しき道に戻す！」

　タラードが言葉を切ると、沈黙が戦場に訪れる。ほとんどの者が、この短い金髪の青年の放つ覇気に圧倒されていた。




　　　　　　　†




　エリオット軍の本陣では、総指揮官たるエリオットが呆けた表情で立ち尽くしている。

「ギ、ギネヴィア？　ギネヴィアだと……？」

　タラードの登場というもっとも恐れていた事態に加え、思いもよらない名前が出てきたことに愕然として、エリオットは妹の名を繰り返しつぶやいた。

　父と母を同じくする兄妹とはいえ、とくに仲がよかったわけではない。エリオットが妹を相手にしなかったのは、彼女に味方する諸侯がおらず、無視してもよい存在であったことに加えて、ジャーメインという先に討ち果たすべき敵がいたからだ。

　それだけに、衝撃は大きい。エリオットはぐらりと身体をよろめかせて倒れかけたものの、そばに控えていたハミッシュに支えられ、続いて聞こえた父の名に反応してようやく我に返った。整った顔を怒りで赤黒く染め、わなわなと肩を震わせて拳を握りしめる。

「あ、あのあばずれが！　引きこもっておとなしくしていればよいものを、漁村生まれの平民風情に股を開いていたのか！　王族の恥さらしが俺を逆賊呼ばわりしやがって！」

　王族らしからぬ口汚さで、エリオットは妹を激しく罵った。アスヴァール王国の旗を掲げる資格はない、という言葉はそういう意味だ。アスヴァールの第二王子たる人物に対して、これほど痛烈な否定もないだろう。

　エリオットが憤激している間にタラードは宣告を終える。だが、金髪の青年の口上はまだ終わっていなかった。エリオットには見えなかったが、タラードの碧眼は、彼の正面にいる海賊たちへまっすぐ向けられている。

「海賊たちよ！」

　やはりというべきか、この叫びも騎兵たちが連呼したのでエリオットの耳にもしっかりと届いた。海賊たちは戦いを忘れてしまったかのように、言葉の続きを待っている。

「焼き、奪い、殺す。今日まで飽くことなくそれらを繰り返してきたおまえたちの罪は、あまりにも重い。降伏を受け入れられぬほどに」

　海賊たちがいきり立つよりも早く、タラードは咆えた。

「だが！　エリオットの首を持ってくれば、特別に罪を許そう。選ぶがいい。おまえたちの仲間のように、この地で草に埋もれて死ぬか！　捕らえられて町や村でさらし首になるか！　それとも罪を許されて生をつなぐか！」

　負けじとばかりにエリオットも叫んだ。その顔はあまりにも激しい怒りのために、醜悪なほどの歪みを見せている。

「俺の前にタラードの首を持ってこい！　持ってきた者には望むままに褒美をくれてやるぞ！　財貨でも爵位でも美女でも、欲しければおまえたちの実力でつかみとれ！」

　欲望を煽られて海賊たちは色めき立ち、武器を振りあげてタラード軍へ向かっていった。エリオットはひとまず安心すると、傍らのハミッシュにささやく。

「もしもあいつらがこちらに向かってくるようなそぶりを見せたら、かまわん。射殺せ」

　ハミッシュは驚愕の面持ちで主を見つめた。エリオットの口元には酷薄な笑みが浮かび、その両眼は猜疑心に満ちて鈍い光を放っている。

「しょせんは愚劣な海賊だ。タラードの妄言に惑わされる愚か者がいるかもしれん。そんな連中でも、射殺されるとわかれば死にもの狂いで戦うだろうよ」

　逆効果ではないか。そうハミッシュは思ったものの、口にすることはできなかった。いまのエリオットに反論すれば、彼の猜疑心が自分に向けられる。たとえそれがどのような進言であっても。

　ハミッシュは空を仰いだ。青空の下で、赤い竜の軍旗が風を受けてはためいている。

　海賊たちがタラード軍を圧倒してくれることを、願うしかなかった。







　苛烈な選択を海賊たちに突きつけるタラードの背中を見ながら、ティグルは感嘆すると同時に戦慄を禁じ得なかった。この金髪の青年の狙いを悟ったのだ。

　タラードは悠然と戻ってくるつもりだったようだが、彼の背後で海賊が動きだしたことに気づくと、騎兵たちとともに馬を走らせた。もっとも慌てた様子はまったくなく、その顔には余裕の笑みさえ浮かんでいる。

「後退せよ！」

　待機していた兵に命令を下しながらタラードは自軍に駆けこんだ。自分の隣に馬を並べた金髪の総指揮官にティグルは尋ねる。

「海賊たちを劣勢に追いこんで、長弓部隊と噛みあわせるつもりだな？」

　質問ではなく、確認だった。タラードは嬉しそうに表情を輝かせる。

「さすがだな。たったあれだけでよくわかったものだ」

　エリオット軍の本隊が有する脅威は何か。五千の海賊ではない。

　三百アルシン離れたところから、当たり前のように矢を飛ばしてくる長弓部隊だ。これを蹴散らすにはそうとうな被害を覚悟しなければならないが、タラードはその役どころを海賊たちに押しつけるつもりなのだった。

――とんでもない男だ……。

　ティグルはため息をつく。タラードの宣告は見事というしかなかった。

　ギネヴィアの名を出すことで己の大義を示して兵たちの士気を高め、同時にエリオットを挑発する。堂々と海賊たちに裏切りを呼びかけたのも、長弓部隊の盾にするためだけではない。エリオットの怒りを誘い、猜疑心を煽る目的もあるのだろう。

　急に、ティグルは自分の身体が軽くなった気がした。ずっと背中にのしかかっていた重苦しい荷物を地面に下ろしたときのような解放感が若者を包む。

――そうか。

　すぐに理解できた。タラード＝グラムが、この戦場の主役となったからだ。

　タラード軍の総指揮官はもはやルドラーでもティグルでもなく、この青年だった。

「騎兵を貸してくれ。百でいい」

　タラードに、ティグルは何の気負いもない口調で頼む。総指揮官の青年はこちらを振り向くと、驚きを示すように何度か瞬きをしてティグルを見つめた。

「貸すのはかまわないが、何に使うつもりだ？」

「頃合いを見て敵の側面を突く」

　この戦いはタラードが勝つだろう。その確信がティグルにはある。

　自分がやれることはやった。ならば、あとは本来の目的を果たすだけだ。

「しかし、百でいいのか？　その五倍から十倍でもいいぞ」

　タラードの申し出をティグルは謝絶し、オルガとマトヴェイとともに百騎だけを従えて戦列から離れた。

　草原を駆けていく若者と騎兵たちを見送ると、タラードは後ろの海賊を振り返る。こちらの後退に誘いこまれる形で一部が突出し、隊列は長く伸びていた。

　タラードは自軍から二千の兵を割いて、弧を描くように迂回させる。彼らは草原に馬蹄の音を轟かせ、土煙を巻きあげながら海賊たちの側面に槍と剣を鋭く突きこんだ。

　騎兵たちの剣は海賊の頭部を砕き、槍は胸板を貫いて鮮血を地面に振りまく。海賊たちの手斧や棍棒はそのほとんどが馬上の敵に届かず、彼らは一方的に切り崩された。

　海賊たちの前進が止まったのを見て、タラードは反撃に移る。赤い竜の軍旗にまじって黄色い旗がいくつも打ち振られ、後退していた騎兵たちは次々に馬首を巡らせた。

　正面と側面から攻めたてられておおいにたじろぐ海賊たちへ、タラードは再度呼びかけを行う。もちろん、身体も声も大きな騎兵たちに唱和させた。

「命乞いは聞かん！　おまえたちを助けるものはエリオットの首だけだ！」

　怒号と蛮声が交錯し、刃鳴りと騒音が幾重にも響く殺しあいの場で、タラードたちの声を聞いた者などほとんどいない。タラード自身、すべての海賊に聞かせようなどとは露ほども考えていなかった。

「百人ぐらいがオレの声を聞いたとして、その中の五、六人が動けばいい。それを見た数十人が遅れるなとばかりに続き、さらに数百人があとを追う。そういうものだ」

　自軍の後方から、タラードは冷静な視線を戦場に向けている。はたして、海賊たちの動きは徐々に乱れはじめた。

　彼らが欲望を満たすことができたのは、上陸したその日だけだ。それ以後は強行軍によって疲労し、夜襲をかけられて傷つき、奪うべき村は先に焼かれ、城砦を陥としても何も得られなかった。敵を追いつめていたはずの二万の仲間は、敗れて逃げ散った。

　もはや彼らは、勝利とその果てにある褒賞を信じることができなくなっていた。

　踵を返し、言葉にならない叫びをあげて海賊たちは敵に背を向ける。タラードの呼びかけに従ってエリオットを裏切ったのか、戦意がくじけての潰走なのかは判然としない。ただ、彼らがもはやタラード軍と戦う意志を捨て去ったのはあきらかだった。







　逃げ崩れ、こちらへ押し寄せてくる海賊たちの姿を見て、エリオットはハミッシュに命令を下す。巨躯の長弓使いは黙って従い、彼の配下の兵もためらいなく矢を射放った。

　同じエリオット軍とはいえ、やつらは海賊であって仲間などではないという意識が長弓兵たちにはある。まして彼らの主であるハミッシュの命令だ。反対する者は皆無だった。

　空を引き裂いて、無数の矢が海賊たちに降り注ぐ。悲鳴をあげる彼らを、エリオットは大声で怒鳴りつけた。

「戦え！　敵は目の前にいるではないか！　敵と戦わぬ者には矢が飛ぶと思え！」

　その声を聞いた海賊たちの反応は三つにわかれた。ある者は呆然として立ちすくみ、またある者は自棄になってタラード軍に立ち向かう。

　そして、ある者は何ごとかをわめきながら長弓兵たちへ向かっていき、再び矢を浴びて踊るように倒れ、息絶えた。ハミッシュは厳しい表情でエリオットを振り返る。

「お逃げください、殿下」

「……逃げる、だと？」

　唖然とするエリオットにかまわず、ハミッシュは馬を用意するよう部下に命じた。

「もはや、ここでの勝利はかないませぬ。なにとぞ、アスヴァール島まで」

　ハミッシュが王子の命令に従い、味方であるはずの海賊たちに矢の雨を浴びせたのは、彼らの奮戦を期待してのことではない。エリオットが逃げる時間を稼ぐためだ。戦場の喧けん騒そうはもうここまで届いている。急がねばならなかった。

　海を渡ってアスヴァール島に行き、王都コルチェスターに戻れば、そこにはエリオットを支持する諸侯がいる。彼らの抱える兵をあてにすることもできる。おとなしいギネヴィア王女や平民出身のタラードに反発を持つ者も少なくないはずで、再戦は充分に可能だ。

　だが、エリオットはすぐにはうなずかなかった。彼の両眼はそれぞれ焦慮と狼狽に満ちて、すぐそこまで迫っているタラード軍と、後方にある天幕とをいそがしく行き来する。天幕には戦姫ソフィーがいるのだ。

「戦姫は、のちほど私が殿下のもとまでお連れします。いまはお急ぎください」

　ハミッシュの部下が馬を引いてきた。鞍はすでに載せてある。ようやく決断し、エリオットは慌ただしく騎乗した。

「戦姫は頼んだぞ、ハミッシュ」

　王子の台詞には一言の礼も、部下の身を案じる言葉さえなかったが、ハミッシュは黙然とうなずく。草原を北西へ駆けていくエリオットを見送り、小さく息をついた。部下に戦場を任せ、ハミッシュはソフィーのいる天幕へと足を向ける。

　眉をひそめた。十を超える数の人影が、彼女の天幕を取り囲んでいるのだ。褐色の肌とその服装からムオジネル人だとすぐにわかった。

「戦場の混乱にまぎれて戦姫を奪いに来たか。狐どもが」

　家畜や畑を食い荒らす狐は、アスヴァールではとくに害獣とされている。

　ムオジネル側にしてみれば、約束通り食糧や物資を運んできたのだから、ソフィーを連れていくのは当然のことなのだが、ハミッシュはそのような事情を斟酌しなかった。

　左手に弓を、右手に矢を握りしめてハミッシュは駆けだす。彼の視線の先で、ふたりのムオジネル兵が天幕の中に入りこんだ。

　次の瞬間、地面に杭を打ちこむような鈍い音とともに、そのムオジネル兵たちが天幕の外へと吹き飛ばされる。宙を舞い、地面に倒れた。天幕を囲んでいた者たちがどよめきの声をあげる。ハミッシュも目を瞠った。

　ムオジネル兵たちは警戒するように天幕から一、二歩離れると腰の剣を抜き放つ。そして、天幕の中から足を引きずるようにしてひとりの女性が現れた。

　乱れた金色の髪と、汚れて黒ずんだ白絹の衣。靴はなく、裸足で地面に立っている。ソフィーだ。満身創痍の見るも無残な姿だが、緑柱石の瞳は揺るがぬ強い意志を放ち、鉄の枷で拘束されたその手には金色に輝く錫杖があった。彼女の竜具ザートだ。

――あんなものはなかったはずだ……！

　驚きのあまり、ハミッシュは声が出てこなかった。彼の認識は正しく、ソフィーの手にある黄金の錫杖は、エリオットが彼女を捕らえた際に取りあげて、捨てたものだった。それがいまソフィーの声なき呼びかけに応じ、空間を超えて戻ってきたのだ。

　隊長格の男が、ムオジネル語で何かを叫ぶ。傷つけてもよいから捕らえろという類の命令だろう。ムオジネル兵たちはいっせいに斬りかかる。

　声をあげて彼らを制止しようとしたハミッシュは、驚くべき光景を目にした。

　鉄の枷と鉄球のために行動の自由をほとんど奪われているというのに、前後左右から迫る白刃の群れをソフィーは巧みに避け、あるいは両手で持った錫杖で受け止める。それだけにとどまらず、彼女は反撃にすら出た。

　風が唸り、黄金の閃光が大気に鮮やかな軌跡を描く。ソフィーが錫杖を振るうつど、ムオジネル兵は短い呻き声を発して次々と大地に叩きつけられた。

　たじろぐムオジネル兵たちとは対照的に、ソフィーは疲労など感じていないかのように背筋を伸ばし、毅き然ぜんとした態度で残った敵を見据えている。その姿はまぎれもなく戦士であり、一騎当千を謳うたわれる戦姫だった。

　さらに数人がソフィーに打ち倒され、天幕の近くに立っているムオジネル兵はいよいよふたりを残すのみとなる。隊長格の男と、もうひとりだ。

　ふたりは前後からソフィーに襲いかかった。ソフィーはまず背後の敵を突き倒す。それから返す一撃で正面の敵を叩き伏せようとしたのだが、黄金の錫杖は空を切った。

　正面の敵――隊長格の男は身を低くし、頭から勢いよく地面に滑りこんで光華ザートをかわしたのだ。男の狙いはソフィーではなく、彼女の両腕を封じる枷から延びた鎖だった。

　男が鎖をつかんで、力強く引っ張る。金色の髪の戦姫は体勢を崩して転倒した。

　鋭く突きだされた剣を、ソフィーは身体をひねってかろうじて避ける。だが、完全にかわすことはできず、服の胸元を切り裂かれた。白い肌に赤い筋が走り、豊かな胸が露わになる。

「腕の一本も切り落とせばおとなしくなるか」

　左手で鎖を握りしめながら身体を起こすと、男は苛立たしげに吐き捨てた。

　直後、空気を裂く音が短く響いて、男の身体がぐらりと傾く。倒れた。その頭部を一本の矢が貫いており、流れでた血が地面を赤く染めていく。

「ご無事か」

　ソフィーに駆け寄りながらそう声をかけたのは、ハミッシュだった。さきほどまで彼女の戦いぶりに見惚れていたのだが、ソフィーの危機に気を取り直し、すかさず矢を射放ってムオジネル人を倒したのだ。

　金色の髪の戦姫にごつい手をさしのべながら、ハミッシュの両眼は彼女の胸元へと吸い寄せられる。長弓使いの目に情欲の色が揺らめいた。

　ソフィーは男の表情に気づいたが、重りつきの枷をはめられた身では肌を隠すことも容易ではない。身をよじり、背中を丸めてハミッシュの視線から逃れようとする。その拍子に、彼女の手にある金色の錫杖が地面を軽く叩いて涼やかな音を響かせた。

　錫杖の音によってハミッシュは我に返ると、雑念を払うように太い首を左右に振る。敵はすぐそこまで迫っている。一刻も早くこの場を離れなければならなかった。

　ソフィーから視線を離し、ハミッシュは周囲を見回す。その目がある一点でとまった。

　遠くから、こちらへまっすぐ駆けてくるひとつの騎影がある。

　ハミッシュの優れた視力は、馬に乗っている人物の姿を正確に捉えた。二十歳にはなっていないだろう若者だ。くすんだ赤い髪。革鎧。茶色の外がい套とう。左手には黒い弓。

　ハミッシュの口元に笑みが浮かんだ。彼は、この若者の名がティグルヴルムド＝ヴォルンということさえ知らない。知っていることはただひとつ。恐るべき弓の技量の持ち主ということだけだ。そして、彼にとってはそれで充分だった。

　向かってくる者が、たとえばタラードであったら、ハミッシュはためらうことなくソフィーを人質として扱っていただろう。だが、そうではない。この弓使いは、ハミッシュにとって己の弓で倒さねばならない相手だった。

――およそ五百アルシン……！

　矢を取りだして長弓につがえながら、自分とティグルの間の距離を目測で判断する。奇跡的な状況といってよかった。この広く混沌とした戦場で遭遇できたこともだが、いま、自分と若者の間には障害となるべき何物も存在しないのだ。

　円卓の騎士たちに幸運を感謝し、小さく息を吸い、大地を踏みしめてハミッシュは長弓を力強く引き絞る。弓ゆみ弦づるがかすかにきしむ音をたてた。このとき、男の頭の中には狙いを定めた若者のことしかない。戦も、エリオットも、ソフィーも完全に消え去っていた。

　ハミッシュの視線の先では、若者も黒弓に矢をつがえている。

――三百アルシンまで近づけば、やつも矢を射るだろう。その前に倒す……！

　卑怯だとは思わない。弓とはそういう武器だ。敵の武器の届かぬ距離から攻撃するためのものだ。あの黒弓の若者もわかっているはずである。

　五百アルシンあった距離が、四百アルシンに縮む。射程内だが、ハミッシュは呼吸を止め、指を離したくなる衝動に必死に耐えた。まだ早い。あともう少し。

――三百七十、三百六十……三百四十！

　弓弦が震え、風をまとって矢が放たれる。見事な曲線を描いて飛んでいく矢を見て、ハミッシュは会心の笑みを浮かべた。理想の軌道。最高の一矢だ。

　もはや、あの若者が馬足を緩めようと、右か左にかわそうとしても間に合わない。馬の背に身を隠したとしても、馬首ごと貫くだけの威力が、この矢にはある。

　ティグルが矢を放ったのは、そのときだ。ハミッシュは眉をひそめた。まだこちらに届く距離ではない。風も非常に弱いものながら、若者にとって逆風になっている。

――飛んでくる矢に慌ててしまい、うっかり射放したのか？

　だが、ハミッシュの推測はほぼ一瞬後に否定された。黒弓から放たれた矢は、風を貫いていままさに若者を射倒さんとしていたハミッシュの矢に衝突したのだ。

　ハミッシュの矢は相手の矢を打ち砕いたものの、それによって最初の軌道から大きく外れ、しかしその威力を証明するかのように、地面に深く突き刺さる。

　アスヴァールの長弓使いは、呆けたように口を半開きにして、その場に立ち尽くした。

　驚愕どころではない。自分の見たものが信じられなかった。

　彼は、うっかり矢を射放したのではない。ハミッシュを狙ったのでもない。自分に向かって飛んできた矢を狙ったのだ。

　嘘だ。言葉にならない呻き声が、ハミッシュの震える唇の間から漏れた。

　そんな真ま似ねが、人間にできるはずはない。ハミッシュもひとりの弓使いとして、アスヴァールにいる多くの弓使いと会って言葉をかわし、弓にまつわる逸話や伝承に耳を傾けてきた。

　だが、自分に迫る矢を、弓矢でもって打ち落とす者の話など聞いたことがない。そんなことができる者は人間ではない。化け物か魔物の類だ。

　刹せつ那な、ハミッシュの目に奇妙な光景が映った。

　馬に乗っているのは若者ではなく、人間ぐらいの大きさの、漆黒の竜だった。それが長大な翼をたたみ、馬の背にうずくまるようにしてハミッシュを睨みつけているのだ。

　もちろんそれは錯覚だった。ぎょっとして目を凝らしたときには、あのくすんだ赤い髪の若者が新たな矢を弓につがえ、こちらを見据えている。それに気づいたハミッシュは、自分も慌てて新たな矢を弓につがえた。

　しかし、遅かった。ハミッシュが呆然としていたのは呼吸四つ分ほどのごく短い時間だが、その間に若者は充分に弓弦を引き絞り、距離も縮めていたのだ。

　矢が放たれる。わずかに遅れてハミッシュも弓弦の音を響かせた。

　巨躯の長弓使いの額を、若者の矢が深く穿うがつ。一方、ハミッシュの射放った矢は相手の頬をかすめてあらぬ方向へ飛び去った。

　目を丸く見開いてハミッシュは倒れる。大きな背中が地面についたときには、息絶えていた。己の死と、矢を外したことと、どちらをより悔いたのかは彼にしかわからない。

　ハミッシュを倒したティグルは、そのまままっすぐ駆けてくると、ソフィーの前で馬を止めた。汗と血と埃にまみれ、肩で息をしていたが、呼吸を整える暇も惜しいとばかりに馬から下りて金色の髪の戦姫に歩み寄る。

　ソフィーの前に立ったとき、ようやくティグルは彼女のまとう服の惨状に気づいた。白絹の衣は胸元が切り裂かれ、薄緑色のスカートも裾が破けている。

　ティグルは顔を赤く染めつつ、自分の外套をすばやくソフィーの肩にかけて胸を隠した。それから彼女の手を拘束している鉄枷に痛々しい目を向けて、気遣う表情を見せる。

「だいじょうぶか？」

「ティグルヴルムド……卿？」

　ソフィーの反応は鈍い。彼女は呆然として、信じられないものを見るかのように目を丸くしていた。だが、目の前に立っている若者が夢でも幻でもないことを自覚すると、緑柱石の瞳はみるみる潤み、大粒の涙があふれて頬をつたう。

　身体ごとぶつかる勢いでソフィーは若者にすがりつき、その胸に顔を埋めて泣いた。母親を見つけた幼い迷子のように。

　ティグルは驚いた顔をしたものの、すぐに穏やかな笑みを浮かべて右腕をソフィーの背にまわし、優しく抱きしめる。

　ふたりはしばらくの間そうしていた。とはいえ、百を数えるかどうかというぐらいだ。近づいてきた雄叫びと馬蹄の轟きが、ふたりに顔を上げさせる。

　我に返ると、ソフィーは急にいろいろなことが恥ずかしくなった。外套をかけてもらったことも、泣いてしまったことも、いまこうして抱きしめてもらっていることも。

「あ、あの、ええと……」

　彼女らしくもなく、とっさに言葉が出てこない。どうしてアスヴァールにいるのか。なぜこの戦場にいるのか。いったいどういう状況なのか。疑問は次から次へと湧いてくるのだが、それらを解決するより先にソフィーは感情的になった自分をごまかすことにした。

「王子さまに助けてもらったお姫さまって、こういう感じなのかしらね」

「ずいぶん血と泥にまみれた王子さまとお姫さまだな」

　他愛もない冗談をかわし、おたがいの格好を笑いとばして、ソフィーはようやく余裕が出てきたようだった。ただし、彼女の手はティグルの服の裾を強く握りしめている。

　草原を駆けてきた騎兵の集団が、ふたりの左右を通り過ぎていった。その中で一騎だけが馬首を返して、ティグルとソフィーのところへ戻ってくる。タラードだった。

「そちらの見目麗しい姫君が戦姫殿か？」

　馬上から、タラードが冗談めかした口調で聞いてくる。ティグルはうなずいた。

　ソフィーは目の前にいる青年がこの軍の総指揮官だとはさすがにわからなかったが、ティグルの反応から、礼節をもって接するべき相手だと判断する。ティグルから離れ、前へ進みでて小さく頭を下げた。枷から延びた鎖がじゃらりと鳴る。

「このような姿で失礼します。ジスタートの戦姫ソフィーヤ＝オベルタスと申します」

「やはりか。エリオットによって囚われの身となったと聞いていたが、苦労なさっただろう。戦場ゆえ、馬上にて失礼する。オレはタラード＝グラム。ギネヴィア王女殿下の名代として、あなたを保護させていただく」

「お噂は聞いております。ご苦労をおかけしますが、よろしくお願いいたしますわ」

　使者としての礼儀をたもって、ソフィーは再度頭を下げた。ご安心をと彼女に答えて、タラードはティグルに視線を向ける。

「エリオットを見なかったか？」

　ティグルは首を横に振った。周囲を見回せば、海賊たちは総崩れとなって散り散りに逃げており、タラード軍による掃討戦に移っている。ムオジネル兵や、ハミッシュの部下だった長弓兵らは武器を捨てて投降していた。ティグルはタラードに尋ねる。

「逃げたのか？」

「そうらしい。アスヴァール島まで逃げられたら、厄介なことになるな」

　タラードの顔には焦りと苛立ちが浮かんでいた。そのとき、ソフィーが口を開く。

「おそらく、タラード卿のお役に立てると思います」

　天幕の中に閉じこめられている間も、ソフィーはエリオットや海賊たちの話に聞き耳を立てていた。天幕越しだったため聞きとれないこともしばしばあったが、会話の断片や自分が置かれた状況から推測することはできた。

「エリオット王子が最終的にアスヴァール島を目指して逃げるのならば――」







　十数日前にティグルたちをルクス城砦攻略に送りだしてからの、タラード＝グラムの行動を簡潔に記すと次のようになる。

　彼はまず、ギネヴィア王女のもとへ向かった。王女の所在については、タラードの部下であるクレスディルが調べあげていたので、すぐにたどりついた。

　ギネヴィアは最初タラードに会おうとしなかったが、ジャーメインの死を告げられて謁えっ見けんを許可した。そしてタラードは、彼に言わせれば王女を「口説いた」のだ。

　ギネヴィアを支持する者はわずかながらおり、その中でもタラードに賭ける覚悟を決めた者たちが兵と食糧を用意した。その一方で、クレスディルらがジャーメイン派や中立派の貴族の中で見込みのある者に声をかけ、やはり兵と武器を出させた。

　こうして十日足らずで七千の騎兵をそろえてバルベルデへ帰還しつつあったころ、タラードはルドラーの放った伝令による報告を受けた。

　彼は急いでサリエンテスに進路を変え、ぎりぎりのところで間に合ったのだった。とくに、投石機の部隊がサリエンテスに近い地域にいたのは幸運だったといっていい。彼らが戦に間に合わなかったら、タラード軍の被害は増していただろう。

　サリエンテスの戦いは、のちに「王女の戦い」とも呼ばれるようになる。戦場にこそ立たなかったものの、ギネヴィア王女が兄と戦い、アスヴァールを統治する意思を示したからだ。

　これがタラードとエリオットの戦いであれば、ジャーメイン王子を殺害した謀む反ほん人にんと、先王ザカリアスの血を引く第二王子の戦いだった。そして、タラードが勝利すれば、諸侯は彼に反発しただろう。

　しかし、王女と王子の戦いであれば、どちらが勝っても正統な血は残るので、諸侯もいくらか従いやすくなる。アスヴァールは女王を認めているからだ。

　このとき、アスヴァールには新たな未来が生まれたのだ。




　　　　　　　†




　戦場から大きく離れたころ、エリオットは自軍の敗北を知った。サリエンテスの野は起伏の少ない草原で、太陽がとうに中天を過ぎたとはいえ空はまだ明るい。エリオット軍の全面潰走は遠目にもはっきりとわかるほどだった。

　とにかく逃げなければという思いで、アスヴァールの第二王子は馬を走らせる。北、という単語をうわ言のように何度もつぶやいた。

　もしものときに備えて、エリオットはルルカ村に何隻かの船を待機させている。ルルカ村にたどりつけば、アスヴァール島まで一気に戻れるはずだった。

　ルルカ村を焼き払ったのは海賊たちの欲望をひとまず満足させるためだったが、それだけではない。焼かれた村など見向きもされないだろうという考えもあったのだ。

「そうだ。タラードが俺をさがすとしても、ルクス城砦やハミッシュの領地などから手をつけるだろう。そうしてやつが俺を見失っている間に、王都に帰還する。あらためて兵をそろえ、タラードもギネヴィアもまとめて葬り去ってやる……！」

　しかし、エリオットがルルカ村に着くまでには時間がかかった。供の者はおらず、馬は一頭だけなので、慎重に進まなければならなかったからだ。

　昼の間は街道から外れた茂みに身を潜ひそめ、夜になると馬に乗って街道を駆ける。食糧や水は、街道付近の村や集落に忍びこんで盗んだ。剣を持ってはいるものの、エリオットは武芸に秀でているわけではない。正面から堂々と奪うのは危険だった。

　屈辱感にさいなまれながらの逃避行を続け、エリオットがどうにかルルカ村に戻ってきたのはサリエンテスの戦いから三日が過ぎたころだ。

　海賊による破壊と略奪のあとは生々しく、建物はことごとく焼かれて、黒焦げの柱や壁をわずかに残すのみである。

　地面には血の跡がいくつもにじみ、焼け残ったものが散乱していた。あちらこちらに転がっている死体は、海鳥やカラスの餌になっている。

　廃墟と化した漁村の奥、粗末な造りの船着き場には三隻の船の姿があった。エリオットは疲れきった表情の中に安あん堵どの笑みを浮かべ、大声で呼びかけながら馬を進める。

「俺だ！　エリオットだ！　すぐに梯子を下ろせ！」

　船上の海賊たちからは何ごとだと訝いぶかしがる声があがったが、とにかく彼らは梯子を用意して船と船着き場をつないだ。

　そのときだった。村の入り口に数十もの騎兵が現れたのは。

　エリオットはおもわず顔を青ざめさせたものの、すぐに勝ち誇った顔つきになり、遠くの騎兵たちへ嘲笑を浴びせた。おたがいの距離を考えれば、たとえ騎兵が全速力で駆けてきたとしても、もう自分を捕らえることはできない。自分は逃げきったのだ。

　馬から下りるのももどかしく、エリオットは梯子を登って船の中に飛びこむ。騎兵たちに視線を向けると、彼らは諦めたのか村の入り口から動かずにいた。

「残念だったな。そこでせいぜい悔しがって俺を見送るがいい」

　だが、エリオットはそこで顔をしかめる。三つの騎影が村の中へ入ってきたのだ。

　ティグルとオルガ、そしてソフィーだった。ソフィーの手にもはや鉄枷はない。彼女を助けだしたとき、オルガの羅轟ムマで砕いたのだ。

　船が船着き場から離れる。一方、ティグルたちは船着き場から三百アルシンほど離れたところで馬から下りた。

　ティグルは黒弓に矢をつがえると、静かに弓弦を引き絞る。それに呼応して、若者の左右に立つ戦姫たちの竜具がそれぞれ異なる光を放った。

　オルガの手にある羅轟からは淡紅色の光がこぼれ落ち、地面を這ったかと思うとふわりと浮きあがってティグルの持つ矢に吸いこまれていく。

　ソフィーの持つ光華は金色に輝く光の粒子を無数に生みだし、それらは空中に黄金の虹を描きながらやはり同じように矢へと流れていった。

　二つの光は矢を包みこむように重なり、あるいは混じりあって二色の渦となる。光の一粒一粒が、破壊の力を凝縮し、結晶化したものだった。それは途切れることなくなおも注ぎこまれて、矢を包む光彩は一瞬ごとに輝きを増す。

　際限なく膨れあがっていく力にひるむかのごとく大気が震え、砂塵が舞った。大地がかすかに鳴動する。三人の乗ってきた馬が怯えて駆け去ったが、誰も気に留めなかった。

　オルガもソフィーも、声と息を呑んでこの光景を見つめている。ふたりとも、すでに一度体験しているからこそ平静を保つことができたが、それが精一杯だった。

　遠巻きに様子をうかがっている騎兵たちと海賊たちは、ざわめきながらもティグルから目を離せずにいる。彼らの目には、あたかもティグル自身が光り輝いているように見えていた。気の強い幾人かは笑いとばそうとしたが、同調する者は出ない。

　誰もが人智を超えた力の存在を目の当たりにしているという確信を抱き、知らず知らずのうちに自分たちの信じる神の名を口にしていた。

　矢が放たれる。

　刹那、それは閃光に包まれて鋭い光の槍と化した。その周囲には土塊で形成された漆黒の槍が無数に生まれ、光の槍を螺旋状に取り巻きながら突風の速度で突き進む。

　轟音とともに暴風が吹き荒れ、巻きこまれた大気は竜巻と化して、矢の進む先にあることごとくを吹き飛ばした。地面は巨獣に引き剥がされるかのごとくえぐられ、左右にめくれて深くいびつな隆りゅう起きと溝を造りあげる。

　船着き場は跡形もなく吹き飛び、海は真っ二つに割れて盛大な水柱をいくつも噴き上げた。大地と海を引き裂いても矢の力はまったく衰えず、その先に浮かんでいる船の船腹を直撃する。

　虚空に響いた破壊音はひとつだったが、被害はふたつだった。船着き場に並んでいた三隻の船のうち、二隻までが船首を粉砕され、船腹に巨大な穴を穿たれている。

　穴は奥まで見えるほど見事に貫通しており、光と土塊の槍はそのまま直進して海の彼方へ消え去った。

　呆然としていた海賊たちは、乗っている船が傾いた衝撃で我に返る。船腹の穴から海水が一気に流れこんだのだ。甲板から悲鳴があがり、海賊たちは次々に海へと落下する。

　無事だった一隻は幸運にも矢の軌道上から外れていたのだが、彼らは仲間を助けようとはしなかった。急いで櫂を漕ぎ、船着き場から離れていく。

　ティグルは矢を射放った姿勢のまま、村の中央に立って海賊たちを見据えていた。海賊にしてみれば、いつ第二射を放たれるかわかったものではない。

　沈みはじめた船の船縁にしがみつきながら、エリオットは焦点のさだまらぬ瞳で海を眺めている。理解の及ばぬ出来事に、彼の頭は考えることを放棄したのだった。

　海に飛びこんだ海賊たちは、力なく泳いで陸に這いあがる。彼らは完全に戦意を喪失しており、地面に座りこみ、あるいは寝転がった。村の中を進んでくる騎兵たちの姿を見ても、立ち上がろうとする者すらいない。

　エリオットと彼らは抵抗らしい抵抗もできず、アスヴァール軍に捕らえられた。







　ティグルたちがルルカ村に到着したのは、昨日のことだ。ソフィーの手に入れた情報は正しく、廃墟と化した漁村には船着き場が造られ、海賊たちの船が三隻浮かんでいた。

　すぐに援軍を要請して海賊たちを討たなかったのは、そのままにしておけばエリオットが来るだろうと考えたからだ。

　そして、ティグルは騎兵たちを率いるルドラーに頼んで、彼らを倒す役目を任せてもらうことにした。理由はいくつかあるが、村を焼き滅ぼしたエリオットを、ティグルはどうしても許すことができなかったのだ。

「――ヴォルン伯爵」

　ようやく黒弓を下ろしたティグルに、声をかけた者がいる。ルドラーだった。彼の顔にいつもの穏やかさはなく、その目は驚きと戸惑いを隠せずにいる。

「なんでしょうか、ルドラー殿」

　ティグルは落ち着いた態度で彼を見る。ルドラーは口を開きかけ、何から聞けばいいのか判断がつかずにため息をついたあと、あえて抽象的な質問を、率直にぶつけた。

「いまのは、何なのですか？」

「俺にもよくわかっているわけではないのですが、この弓の力です」

　ティグルは自分の握りしめている黒弓をルドラーに見せる。ルドラーは薄気味悪いものを見るような視線を、弓に向けた。だが、尋ねたのは別のことだ。

「その……たとえばルクス城砦を攻めたときにも、弓の力とやらは使えたのですか」

　ルドラーの声は、質問というよりも確認に近い響きを帯びている。ルクス城砦の城主の部屋が、人間ではとうてい不可能な力で破壊されていたことを思い出したのだろう。

　だが、ルドラーはそれとは別のことを言いたいようだった。ティグルが答える前に、赤い髪の騎士は言い募る。

「たとえば城門や城壁を破壊することも、できたのではないのですか。サリエンテスでの戦いも、それに……」

　それができれば、兵たちはもっと生き残れたのではないか。村を焼かず、村人たちに避難を強いずにすんだのではないか。ルドラーはそれらの想いを口にこそしなかったが、彼の眼差しは心の内を強く訴えていた。

「ルドラー殿。この力は、それほど都合のいいものではないのです」

　そう言ったのはソフィーだ。その顔にいつもの微笑はないが、楚々としたたたずまいは気品をうかがわせ、透明感のある声は話を聞こうという気にさせられる。

「弓の所有者であるヴォルン伯爵でさえ、この力を自由に操ることはできません。いつ使い手の意思にそむき、暴走して使い手を喰らうともわからない、非常に扱いの難しい代物なのです。あなたがたを遠ざけたのも、それが理由です」

　ソフィーの説明は、嘘だ。少なくとも真実ではない。この村に来るまでの道中でティグルと話しあい、でっちあげることにしたものだった。

　ここでエリオットを捕らえれば、内乱は終わる。そこで最後にこの力を見せつけておくことは、今後の外交にとって有利に働くかもしれない。すくなくとも不利にはならないだろう。ソフィーはそう判断し、ティグルが黒弓の力を使うことを了承したのだった。

　ちなみにオルガは、ティグルの頼みならと迷わず協力を表明し、そのまっすぐな態度をソフィーは微笑ましく思ったものである。

「あなたのお考えになっていることはわかりますわ。ですが、ヴォルン伯爵にも事情があるのです。それをわかってほしいとまでは言いませんが……」

　やんわりと、ソフィーはルドラーを牽制した。そもそも仕える国も違えば目的も違う。ルドラーもようやく普段の冷静さを取り戻し、彼女の言葉から拒絶の意思を明確に感じ取って、小さくうなずいた。

「そういうことだったのですか。いえ、こちらこそ失礼しました」

　詳しく話すことはできない。そう言われてしまえば、ルドラーの立場ではそれ以上質問のしようがない。それに、ルクス城砦攻略からはじまった数々の戦いの中で、ティグルがどれだけ苦悩し、葛藤し、知恵を絞ったのか、ルドラーはその目で見ている。

　彼は、決して手を抜いて兵を死なせたのではない。むしろ、本来は関係のない異国の人間でありながら、民や兵を生かそうと懸命だった。ルドラーはそのことを思いだし、一瞬でもティグルを恨んだ自分を恥じた。

　何より、目的であるエリオットの捕縛には成功したのだ。満足すべきだった。

　アスヴァール王国の内乱は、こうして終結を迎えた。

　エリオット＝ブルーム＝ゴドウィン＝ナサニエル＝ガラハッド＝アスヴァールは、数日後に王都コルチェスターで処刑され、宮殿そばの円柱に首をさらされることとなる。









　　　３　　　為政者の非道














　両手で温かい湯をすくい、ソフィーは熱を帯びた息を吐く。ぱしゃりと湯がはねた。

　両腕と両脚をのびのびと伸ばし、身体の自由をあらためて実感する。湯に肩まで浸かってくつろいでいると、体内にわだかまっていた疲れがすべて抜けていくような心地よさがあった。身体のそこかしこに負った傷は、若干染みるが。

　ここはアスヴァール王国の王都コルチェスター。その宮殿にある大浴場だ。一定以上の地位を持つ貴族や他国からの賓ひん客きゃくにのみ提供される特別な浴場で、天井、壁、床、浴槽に至るまで大理石で造られている。

　壁には始祖アルトリウスの戦いが描かれ、浴槽は数十人が余裕をもって入れるほどに広い。湯は、王都近くの温泉から運んできたものだという。

　その広々とした空間を、ソフィーはオルガとふたりだけで使っていた。

　オルガはすこし離れたところで、背を丸めて膝を抱え、顎まで湯に浸かっている。ソフィーと目が合うと、露骨に顔をそむけた。

――あらあら……。ずいぶん嫌われちゃったわね。

　ソフィーとしては苦笑するしかない。彼女のこの態度は昨日今日にはじまったものではなく、サリエンテスの野で再会したときからずっと続いているものだからだ。

　ルルカ村で海賊たちの船を二隻沈め、エリオットを捕らえてから五日が過ぎている。

　あのあとティグルたちはマリアヨの港町へ向かい、そこから船でアスヴァール島に渡った。王都コルチェスターに着いたのは今日の夕方である。

　ソフィーはまず人質になっていた者たちと再会し、おたがいの無事を喜びあった。そのあと湯浴みを先にすませたいと希望したところ、ここへ案内されたのだ。

　アスヴァール側は当初、ソフィーとオルガにそれぞれ別の浴場を用意しようとしたのだが、金色の髪の戦姫はやんわりと断った。

「差し出がましいとは思いますが、いまはたいへんお忙しいのではないでしょうか。わたくしとオルガに関しては、同じ浴場をともに使うという形でもかまいませんが」

　アスヴァール側にとって、この提案はたいへんありがたいものだった。事前にタラードは諸々準備しておくようにと伝令を飛ばしていたのだが、彼らにとっては驚くことばかりである。内乱が一応の終結を見せたことも、その勝者がギネヴィアになったことも。

　やらなければならないことはいくらでもあり、人手はすでにあちこちで足りなかった。

　そういった事情から、ソフィーとオルガは同じ大浴場にいる。

　ソフィーがこのような提案をしたのは、オルガとふたりきりになる機会をつくりたかったからだ。コルチェスターまでの道中で、ソフィーは何度か彼女に声をかけたのだが、十四歳の戦姫の反応は常にそっけないものだった。

　はじめのうちこそソフィーは戸惑ったものの、いまではオルガがこのような態度をとる理由を察している。ティグルのことだ。この場合はソフィーが明敏というよりも、薄紅色の髪の少女の態度がわかりやすすぎた。

　それを理解したとき、どこかで彼女とちゃんと話さねばとソフィーは思った。そのために、いっしょに浴場に入るのはいい機会だと思ったのだが。

――これじゃ、ティグルとはそんな仲ではないといっても聞いてもらえないわね。

　ソフィーは内心で嘆息する。オルガの彼女を見る目は、お気に入りの玩具をとられまいとする子供のような目だ。

　もっとも、自分にも責任がないわけではない。ティグルに助けられたとき、感極まって彼の胸に顔を埋め、人目もはばからずに大泣きしてしまった。いまでもそのことを思いだすと、顔が真っ赤になるほど恥ずかしくなる。

　オルガはその場にいなかったと思ったのだが、あとから聞いた話では彼女はティグルと行動をともにしており、あのときも遠くから見ていたのだという。

　好感の持てる若者だとは思う。エレンやミラが好意を抱くのもわかる。だが、自分にとってティグルは親友の親友といったところだ。オルガの考えているような関係ではない。

――本当に？

　心のどこかで、そうソフィーにささやきかける声がある。

　絶望的な状況だった。人質をとられ、自由を奪われ、地形のわからぬ異国の地に連れていかれたのだ。エリオットは海賊たちを統制していたが、警戒を怠ることのできない不安な日々が続き、心身ともに疲れきっていた。

　そんなところへ信頼できる者が助けに現れれば、気が緩んでしまうのも仕方がない。

　だが、サリエンテスで現れたのがティグル以外の者だったら、自分はあそこまで感情の抑えがきかなくなっていただろうか。

――現れたのがエレンやミラ、サーシャだったら抱きついたかもしれないけれど……。

　それだけ心を許せる相手だからだ。立場を考慮する必要がないというのも大きい。たとえば現れたのが自分の部下であったら、あのような行動には決して出なかっただろう。戦姫と呼ばれるにふさわしい、毅き然ぜんとした態度を貫いたはずだ。

――わたくしは、自分で思っているよりも彼に惹かれているのかしら。

　ソフィーは両手で湯をすくって、そこに映る自分の顔を見つめる。

　突然すがりつかれて驚いただろうに、泣きじゃくる自分をティグルは優しく抱きしめてくれた。背中にまわされた若者の手には、安心できるぬくもりがあった。

――やめましょう。

　こんなことで悩むなど自分らしくない。左右のてのひらを合わせてぱしゃんと湯をはねさせて、ソフィーは思考を打ち切った。

　あのときは緊張の糸が切れてしまって、あのような行動に出てしまったのだ。それでいい。顔が熱いのも、胸の高鳴りを覚えているのも、湯に浸かっているせいだ。

「――あなたは」

　唐突に、オルガが声をかけてきた。もの思いにふけっていたソフィーはびくりと肩を震わせて薄紅色の髪の少女を見る。微笑を浮かべることはできたが、声はややうわずった。

「な、何？」

「あなたはティグルとどういう関係？」

　この少女らしい率直な問いかけが、かえって金色の髪の戦姫を冷静にさせる。微笑を浮かべてソフィーは答えた。

「恩人ね、ティグルヴルムド卿は。一生かかっても返しきれないほどの恩ができたわ」

　もしソフィーが命を落としていれば、戦姫として彼女が治めるポリーシャ公国は混乱を避けられなかっただろう。ジスタートとアスヴァールの間にも深刻な対立が生まれたに違いない。

　ティグルはソフィーを助けたことで、彼女の命を救っただけでなく多くのものを守った。ソフィーはそのことを正確に理解している。

「それは……うん。その通りだ。ティグルは、あなたを助けるためにがんばった」

　憮ぶ然ぜんとした顔でオルガはうなずく。おおいに同意できるが、聞きたいことはそれではないという表情だ。その反応にソフィーはくすりと笑う。

「彼はああいう人柄だから恩に着せることはしないでしょうけど、もしも求められるようなことがあったら、わたくしはいつでも応えるつもりよ」

　ソフィーが言い終える前に、オルガは湯をはねさせて勢いよく立ちあがった。顔を真っ赤にし、華きゃ奢しゃな肩を震わせてソフィーを見下ろす。

「も、求められるとは、どういう意味だ？」

「あなたが想像した通りの意味よ」

　即答してオルガを絶句させてから、ソフィーはうつむいて、こみあげる笑いを懸命に噛み殺した。それから顔をあげて、訝いぶかしげな表情のオルガに笑いかける。

「ごめんなさい。冗談よ、冗談」

　その言葉で、ようやくオルガはからかわれていたことに気づいた。不機嫌さを隠そうともせずに身体を湯に沈め、頬をふくらませて金色の髪の戦姫を睨みつける。よくも悪くも生真面目な少女に苦笑を浮かべ、ソフィーは真面目に答えることにした。

「でも、ティグルヴルムド卿がわたくしにとって大切な恩人だというのは偽りのない本心よ。それを踏まえて説明するけど、わたくしと彼の関係は、一言でいえば親友の親友ね」

「……親友の親友？」

　オルガの瞳に満ちていた警戒心と怒りは薄れたものの、代わりに不審の色が生まれる。ソフィーはうなずいた。

「エレン……エレオノーラ＝ヴィルターリアのことは彼から聞かなかった？　わたくしが彼と知りあったのは、エレンを介してなの」

　昨年、ブリューヌで起こった内乱と、『黒騎士』ロランとの戦いを、ソフィーはオルガに話した。ソフィーは二十一歳で、オルガの七つ上だ。それもあってか、年の離れた姉が妹に昔話を語って聞かせるような感じになった。

　ただし、当然ながら省いた部分もある。川で水浴びをしている最中にばったり遭遇してしまったことなどは、さすがに恥ずかしくて言えなかった。

　次に会ったのは、ブリューヌの内乱が終わったときだ。使者として派遣されたソフィーは、ブリューヌの王宮でティグルたちと再会した。

　王都ニースにいる間は、国王ファーロンの死やティグルの処遇のこともあってあまり話す時間は得られなかったが、ライトメリッツへ向かう道中では、エレンとミラ、ソフィーにリムを加えた四人でティグルといろいろなことを話したものだった。

「では、今回会ったのが三度目なのか？」

　話を聞き終えたオルガは半信半疑といった口調で尋ねる。そうよとソフィーが肯定すると、ほっと安あん堵どの息をついた。だが、ソフィーには彼女を安心させる気はまだない。何気ない口調で言った。

「恋人にするなら彼のようなひとがいいわね」

　恋人という単語にオルガの頬が赤く染まる。目に見えて少女はうろたえた。

「で、でも、ティグルは親友の親友だって。それに三度しか……」

「ええ。それは本当よ。だけど、人間同士の関係が永久に変わらないとはかぎらないでしょう？　たった一度の出会いでも相手を深く愛し、愛されることはあるわ。まして、さきほども言ったように彼は恩人だもの」

　ソフィーの台詞に、オルガは視線をそらして黙りこむ。意味もなく湯を指で弾いて飛沫をとばしたあと、ためらいがちに尋ねた。

「……ティグルのこと、好きなのか？」

「そこがまだ自分でもわからないの」

　微笑を絶やさぬまま、残念そうにソフィーは肩をすくめる。

「もちろん好きよ？　でも、好きといってもいろいろあるでしょう。家族に対する好きと、友人に対する好きは同じではないように」

　十四歳の戦姫はしかめっ面をつくってうなずく。ソフィーのはっきりしない態度は気に入らないようだったが、それが誠実さによるものであることも彼女は理解していた。

　オルガの視線がソフィーの顔から下の方へ動いていき、水面に半ば浮いている豊かな胸のところで止まる。胸は浮くのだということを、彼女はこのとき知った。

　こうして間近で見ると息を呑むほど大きい。かといって垂れてはおらず、形も整っている。張りあうどころか比べる気すら起こらないほどの見事さだった。

「わたくしからも質問していい？」

　あるていどは打ち解けたとみて、ソフィーは控えめな口調で尋ねる。オルガは答えなかったものの、彼女の眼差しは拒絶していなかった。

――さて何から聞こうかしら。

　この少女には、質問すべきことが山のようにある。いままでどこでどうしていたのか。このアスヴァールで何をしていたのか。今後どうするつもりなのか。

　また、今回の戦についてもだ。すでにティグルとマトヴェイにも聞いてはいたが、彼らが見落としたことや、何らかの理由から言わなかったことがあるかもしれない。ソフィーとしてはより多くのひとから話を聞いておきたかった。

――その前に、念のためにもう一押ししておきましょうか。

　ようやくほぐれてきたオルガの態度を、再び頑なにしてしまうのは避けたい。もうすこし雑談を続けることにして、ソフィーはいたずらっぽく笑いかけた。

「あなたは、ティグルヴルムド卿のどういったところが好きなの？」

　うろたえるかと思ったのだが、オルガは真剣な表情になってソフィーを見つめる。

「強いし、優しい。それに――」

　わずかな逡しゅん巡じゅんののち、感嘆と自責の念が混じりあった声でオルガは一気に続けた。

「苦しいことでも、辛いことでも、理不尽としか思えない馬鹿げたことでも、ティグルは逃げなかった。投げだしてもいいはずなのにそうしなかった」

　ソフィーは眉をひそめる。オルガの真面目すぎる態度にもだが、その台詞の内容も気になった。ティグルもマトヴェイも、今回の戦についてはそれほど詳しく話していない。

――たしか、ジャーメイン王子に殺されそうになって、王子を殺害したタラード卿と手を組んだのよね……。

　ルクス城砦を陥落させ、上陸してきたエリオット軍に夜襲を仕掛けるなどして進軍を遅らせつつ、サリエンテスで勝利をおさめ、最終的にルルカ村でエリオットを捕らえた。ルクス城砦を守っていたレスターが、トルバランという魔物だったことも聞いている。

　城砦をいかに攻めたか、夜襲はどのように仕掛けたのか、他に何か打った手はあったのかというようなことは聞いていない。

「もうすこし、詳しく聞かせてもらえる？」




　　　　　　　†




　ティグルとオルガ、ソフィーの三人が宮殿から市街へ出たのは翌日の昼である。三人とも麻織りの服の上に地味な色の外がい套とうを羽織り、茶色か灰色の帽子をかぶるといった格好をしていた。目立たないよう、ごくありふれた旅装に身を包んだのだ。

　晴れてはいるものの、空に広がる色はぼんやりとした薄い青でいまいちぱっとしない印象を与える。だが、宮殿の従者によれば今日はよく晴れているとのことだった。アスヴァールではそういうものなのかもしれない。

　オルガは竜具ヴィラルトを布に包んで肩に担ぎ、ティグルは弓を持っているが、ソフィーは手に何も持っていない。光華ザートはいつでも手元に呼び寄せられるし、少数の相手ならば素手で叩き伏せる自信があるからだった。何より、いまはひとりではないのだ。

　ティグルとしては、アスヴァール語に堪たん能のうなマトヴェイも連れていきたかったのだが、強こわ面もての船乗りには断られてしまった。

「ソフィーヤ殿はアスヴァール語が上手ですから。あの方がご同行なさるのであれば言葉の問題はないでしょう。あと、あまりオルガ殿の機嫌を損ねないようにしてくださいな。私はこれでもあなたとオルガ殿のことをけっこう気に入っているのです」

　マトヴェイが言外にほのめかしたのは、オルガがソフィーを嫌っていることだろう。ふたりの戦姫の喧嘩に巻きこまれてはたまったものではないと言いたいらしい。

　ティグルも漠然とながら気づいてはいたものの、どう対処したものかわからず困っている。ついてきてくれなかったマトヴェイをすこしだけ恨んだ。

　いまのところはオルガもソフィーもおとなしい。むしろ、昨日までよりも歩み寄っているようにさえ見える。

――一晩休んでふたりとも気分が落ち着いたのか。

　ひとまずティグルはそう楽観的に考えることにした。

　宮殿の近くにある建物は石やレンガを積みあげたものが多く、その形も独特だ。基本的には四角いのだが、四隅のどれかを必ず円形の塔にしている。屋根は非常に平たい。

「マリアヨやバルベルデでも、こんな感じの建物は見なかったな」

　まわりの建物を珍しそうに見回しながら、ティグルはそんな感想を漏らした。若者の左隣を歩いているソフィーが応じる。

「マリアヨやバルベルデは、さまざまな文化が混じりあっている町なのよ。あの町を作りあげたカディス王国の文化がまずあって、隣接していたザクスタンやブリューヌ、それからアスヴァールの文化が入ってきていまのような形になったといわれているわ」

　このあたりは人通りが少ないわけではないが、役人や兵士の姿ばかりが目につく。雰囲気もかなりものものしい。

　しかし、王都の中央を流れる川のそばまで歩いてくると、風景に変化が訪れる。石造りの建物はほとんどなくなり、木造の家が多く立ち並ぶようになってくるのだ。石畳も一部の大通りだけに敷き詰められ、土を突き固めた通りが四方に延びている。

　緊迫感の漂う空気から解放されて、ティグルとオルガは小さくため息をついた。

「このあたりの家は、船家ヴェセルと呼ばれているわ。解体した廃船の中から、まだ利用できる木材を使って建てたものだそうよ」

　ティグルの隣を歩くソフィーが、楽しそうな笑みを浮かべて木造の町並みを見上げる。港まで続いている大きな川へ視線を移しながら、説明を続けた。

「港のそばの造船場で廃船を解体して、川を使ってここまで運んできたのですって。古くなった家は壊して、廃材で新しい家を建てることもあるとか」

「ここにこれだけ建っているんだから問題ないんだろうけど、廃材なんて使えるのか？」

　ティグルは足を止めて川を眺める。川幅は三百アルシン（約三百メートル）ぐらいか。群青色の川面には向こう岸までの渡し舟や、港から積み荷を運んできている舟などがいくつも浮かんでいた。舟はすべて白く塗られており、遠目には鳥が翼を休めているようにも見える。

「長年海水に浸かったことで固くなり、虫もつきにくくなっているらしいわ。わたくしも聞いたことしかないのだけれど。旅の者ですと言ってどこかに入ってみる？」

　ソフィーにいたずらっぽく笑いかけられ、ティグルは苦笑して首を横に振った。

　興味がないわけではないが、あまり時間に余裕がない。明日にはこの国を発たなければならず、見てまわることができるのはいまだけなのだ。

　港へ向かって歩いていくと、露店の並ぶ通りに入った。

　商人が主婦や水夫相手に声を張りあげる。道の隅には旅芸人や吟遊詩人ミネストレーリが立って、大道芸を披露し、竪琴をかき鳴らしていた。飛び交う言葉はすべてアスヴァール語なのでティグルにはさっぱり意味がわからないものの、雰囲気や態度からおおよそ察しはつく。

「あまり盛りあがっていない」

　右隣を黙って歩いていたオルガが、ぽつりとつぶやいた。ティグルも同じことを感じていたので、そうだなとうなずく。通りを行く人々の顔には安堵と不安の色が交互に、あるいは同時に浮かんで見えた。

「内乱がやっと終わった。だけど、勝利したのはつい最近までこの王都に居座っていたエリオット王子じゃなく、ギネヴィア王女だ。不安になるなという方が難しいだろうな」

　宮殿付近のぴりぴりした雰囲気も、そのせいなのだろう。

「違う時期に来れば、もっとにぎやかだったのかもしれないな」

　ティグルはすこし残念に思った。

　それでも、かすかな潮の香りとともに港が見えてくると通りは活気に満ち、喧けん騒そうはその大きさを増していく。聞こえる言葉や目にする文字もアスヴァール語だけでなく、ブリューヌ語やジスタート語、ムオジネル語などがまじりはじめた。

　オルガがティグルの手をそっと握りしめる。不思議そうな顔で彼女を見下ろすティグルに、薄紅色の髪の少女は見慣れた無表情でぼそぼそと返した。

「はぐれると、よくないから」

　それもそうかとティグルは納得して前へ向き直ったのだが、オルガは一瞬だけ、ソフィーに向かって得意げな笑みを見せる。若者の左手には黒弓があり、ソフィーが同じように手をつなぐことはできない。

　子供らしいとソフィーは微笑ましく思ったものの、もちろん彼女を勝ち誇らせておく気はなかった。何気ない仕草でソフィーは自分の腕を、ティグルの腕に絡める。これにはさすがにティグルも驚いて彼女を振り返った。緑柱石の瞳が間近にある。

「ど、どうしたんだ、急に」

「わたくしもはぐれないようにと思ったの。いや？」

「いやとは言わないが……」

　小首をかしげ、上目遣いでねだってくるソフィーにティグルはしどろもどろな言葉しか返せない。彼女の豊かな胸が腕にあたってやわらかな感触を伝えているのも、若者をうろたえさせている理由のひとつだった。

「その、これはちょっと目立つんじゃないか？」

「だいじょうぶ。もしからまれても、今度はわたくしがあなたを守るわ」

　ティグルはため息をつく。ソフィーに悪戯めいた行為を好む部分があることは知っていた。以前、後ろから手で目隠しをされて、「だーれだ」とやられたことがある。何か言っても簡単には聞いてくれないだろう。

「ほどほどに頼むな」

　ふたりを見上げるオルガの手に、かすかに力がこもる。無表情はそのままに彼女は歯噛みしていた。背丈からいっても体格からいっても彼女には不可能な芸当だ。オルガは二重に敗北させられたのだった。

　ひとりと手をつなぎ、もうひとりと腕を組んでティグルは通りを歩く。恥ずかしいのはこの際開き直って、町の様子に目を向けることにした。

　パンに葡萄のジャムヴァレーニエを塗って売る店がある。そのパンの形が違うだけでもおもしろい。その隣には鹿の肉と角切りにしたジャガイモを交互に串で刺して売っている店があり、香ばしい匂いにそそられて、ティグルはそれを買った。

　代金を支払ってそれを受けとったのはソフィーである。

「あーん」

　ティグルは硬直した。腕はしっかり組まれていて離れない。オルガは仏ぶっ頂ちょう面づらでソフィーを睨み、代金を受け取った串焼き売りはにやにや笑いながらこちらを見ている。

「……店の邪魔になるから、あっちで食べようか」

　その提案が、いまのティグルにできる精一杯のことだった。

　離れたところで串焼きを一本分ティグルに食べさせると、ようやくソフィーは若者を解放する。くすりと笑って小さく頭を下げた。

「ごめんなさいね。こういうの、ちょっとやってみたかったの」

「……まあ、新鮮な体験だったよ」

　ティグルは胸を撫で下ろしつつそう答える。しかし一方で、沈みこむような不思議な感触が腕から去ったことをすこし残念にも思った。それから、そんな自分に気づいて雑念を払うように首を左右に振る。

「ティグル。あっちに飲みものの店がある」

　オルガに引っ張られるようにして、ティグルはそちらへ向かう。串焼きはうまかったが塩気が強かったので、たしかに飲みものがほしいところだった。ソフィーは微笑を湛たたえながら、一歩遅れてふたりのあとについていく。

　日除けのためだろう、その露店には外套で応急の屋根が設けてあり、黄色をした丸い果実がいくつも吊り下げられて独特の香りを発していた。話を聞くと、遠い東の国から運ばれてきた果実らしい。それを搾った汁に砂糖などをくわえた飲みものだそうだ。

　興味が湧いて、ティグルは銅貨を数枚出す。銅貨を受けとった果実水クヴァース売りは、鉄製の器具で黄色い果実を三つほどまとめて潰し、陶杯に注いだ。そこに砂糖やらすり潰した香草やらを入れてティグルに突きだす。

「飲み終わったら、陶杯はそのへんに捨ててしまっていい」

　礼を言って受けとりながら、ティグルはエレンの捕虜だったころに、彼女とライトメリッツの城下を歩きまわったときのことを思いだしていた。素焼きの碗に載せたジャガイモを、二人で食べた。そして、素焼きの碗は地面に捨ててしまってよかったのだ。

　陶杯の中の果実水クヴァースはやや黄色がかった白い液体で、飲んでみると甘さの中に酸味がある。喉越しはさわやかだ。

「うまいな。オルガも飲んでみるか？」

　薄紅色の髪の少女はこくりとうなずく。しかし、ティグルがもう一杯注文しようとすると慌てたように止めた。

「……わたしは、残りだけでいい」

「でも、もう半分ぐらいしか残ってないぞ」

　ティグルは確認するようにそう聞いたが、オルガはそれでかまわないというようにもう一度うなずいた。首をひねりつつ若者が渡した陶杯を受けとったオルガは、おいしそうというよりも嬉しそうに飲んでいる。

　ティグルはソフィーにも尋ねて、彼女の分の飲みものも買った。

　他にも三人はウナギのスープやら干した貝、みじん切りにしたタマネギとチーズを詰めて焼いたパンなどを買っては食べ、いろいろなものを見てまわる。

　ソフィーを介していろいろなひとと話してみたが、今後のことを心配しつつも、いまは内乱が終わったことにほっとしているという者が多いようだった。

　その後、ティグルたちは何軒かの店に立ち寄り、土産を買って宮殿に戻った。




　　　　　　　†




　日が暮れたころ、宮殿の大広間で宴が開かれた。

　天井のシャンデリアにはすべての蝋燭が灯され、壁にも香料を混ぜた松明が飾られる。円形のテーブルがいくつも並べられ、燭台の他に酒や料理、果物などが置かれた。明るさだけなら昼と見紛うほどだ。

　ただし、列席している者の数は多くなかった。その顔触れはタラードの部下であるクレスディルやルドラー、他に国内の有力貴族や他国の外交官などだが、三十人に満たない。

「こんなものでしょうね」

　彼らを遠くから眺めて、ソフィーは冷静にそう評する。

「ジャーメイン王子やエリオット王子を支持していた者たちは、まだギネヴィア王女に膝をついていないもの。凱旋式の予定も布告されていないでしょう？」

　言われてティグルはそのことに気がついた。ソフィーは若者にだけ見えるようにくすりと笑ったが、すぐに真剣な表情に戻る。

「わたくしたちが明日この国を発つのも、理由のひとつは、向こうにこちらの相手をする余裕がないからよ。従わない者たちを討ち、国内を安定させ、その上で凱旋式を行って即位というところかしら。半年や一年じゃ無理でしょうね」

　ソフィーは淡い金色の髪を丁寧に整え、普段まとっているものとは違う薄緑色のドレスに身を包んでいた。胸元がややきつく見えるのは、調整が間にあわなかったからである。首には真珠を連つらねて碧玉をあしらった首飾りをかけているが、それはティグルが贈ったものだった。

　ティグルのそばに無言で立っているオルガも、ドレスをまとっている。彼女の髪に合わせた薄紅色で、ふわりと広がっている裾には鮮やかな花が描かれ、年齢相応のかわいらしさを演出していた。

　短めの髪は丁寧に撫でつけられて、髪飾りが光っている。ソフィーの首飾りと同じく、ティグルが贈ったものだ。銀の留め金の上に翠玉と白い貝殻を巧みに飾ってあり、彼女の薄紅色の髪によく映えている。「無表情なのが残念ですな」と、評したのはマトヴェイだった。

　そのマトヴェイは肩や袖口に金の飾りをあしらった黒の絹服を窮屈そうに着ている。ティグルも彼とまったく同じ服を着ているが、これは自分で考えるのが面倒だったからだ。

　ほどなく宴の主役であるギネヴィアが現れた。ティグルは彼女を見るのはこのときがはじめてだったのだが、その姿を見たときに目を丸くした。若者だけではない、ソフィーや列席者のほとんどもだ。

　ギネヴィアは二十歳。ティグルより三つ年上だ。光の角度によっては緑に見える黒髪は腰まで届くほど長く、身体つきはほっそりとしている。顔は白い卵形。その中に切れ長の目と細い鼻梁、薄い唇がある。目を瞠みはるほど美しい女性だった。

　だが、列席者たちに息を呑ませたのはその美しさだけではない。彼女のまとっているドレスが、飾り気のまったくない黒一色だったことだ。

　アスヴァール王国にはかつて、喪に服するときに黒い何かを身につける風習があった。もっとも、先代の王の時代には廃れていた風習だ。この祝宴でも、古くからの伝統に忠実であろうとする何人かが肩や胸に黒い布を飾っているぐらいである。

　しかし、ギネヴィアのまとっている黒いドレスは、彼女の立場を列席者すべてに思い起こさせた。

　ふたりの兄の屍の上に彼女は立っており、そのことを自覚している。

　その装いだけで注目を集めることに成功した王女は、ドレスの裾を両手でつまみあげて静かに、そして優雅に一礼した。

「今こ宵よい、みなさまにお集まりいただき、ギネヴィアは深く感謝しております。ささやかではございますが、楽しいひと時を過ごしていかれますよう」

　王女とは思えぬ丁重な物腰だが、集まった者たちは冷笑を浮かべることもなければ軽侮の視線を向けることもなく、うなずくばかりだ。場の主導権は、彼女が握っていた。

「それでは乾杯といきたいところですが、その前に紹介したい者がございます」

　ギネヴィアに招かれて彼女の隣に立ったのは、タラードだ。内乱を終結に導いたこの青年は白い絹服と黒いズボンという姿で、その上に赤い外套を羽織っている。飾り気のなさが、かえって着ている者の凛り々りしさを際立たせているかのようだった。

　堂々たる態度で名のる彼に反感を抱いた者はいただろうが、それを露骨に口にした者はいない。挨拶をすませると、ギネヴィアとタラードはこちらへ歩いてくる。

「この機会に、親しくさせていただいているお友だちもご紹介させてください。まずはジスタート王国の戦姫ソフィーヤ＝オベルタスさま」

　ギネヴィアはソフィーに一礼すると、その手をとって列席者たちを振り返った。もちろんふたりは初対面なのだが、それを知っている者はごく少数である。

　金色の髪の戦姫はアスヴァールの王女の手を親しげに握り返し、列席者たちへにこりと微笑みかけた。幾人かの口から感嘆のため息がこぼれる。

　ギネヴィアは、オルガとティグルも紹介する。戦姫ふたりに、ブリューヌの内乱を終わらせた英雄。彼女にしてみれば、他国の有力な人物がこれだけいるのだから、周囲に印象づけない手はない。

　それが終わったあとに、宴ははじまった。







　参加した者たちの数が少ないということもあったのだろう、宴は一刻ほどで終わった。

　ティグルはといえば、次から次へと挨拶に現れる者たちへの応対で、精神的に疲れきっている。マトヴェイが気を利かせて食事や酒を持ってきてくれなかったら、何も口にすることができなかっただろう。

　印象に残った者はあまりいなかった。

――ああ、でもひとりいたな。

　礼服を着たルドラーが紹介してくれた男のことを、薄めた葡萄酒ヴィノーを水晶杯で飲みながら、ティグルは思いだした。

　フィッツ＝ラフォールという名で、クレスディルやルドラーと同じくタラードの信頼が厚い男だという。武芸については秀でたものがないが、計算や作図に長けており、投石機を改良したのもラフォールだということだった。

　年齢は四十近く。ルドラーよりも頭一つ分背が低く、顔は丸い。額は広く、ふわりとした茶色の髪は耳の横あたりでくるりと巻かれている。

　彼はティグルの弓の技量を素直に称賛し、どうやれば矢がよく飛ぶのか、材料は何がいいかなど弓のことについてあれこれ聞きたがった。

　その態度は好奇心に満ちた子供のようで、とても四十近い男の態度とは思えなかったのだが、それがかえってティグルには好ましく、知っていることを教えたのだった。

　大広間を見ると、まだ何人かは去らずに残っている。ソフィーはギネヴィアと話を続けており、オルガは自分のそばであくびを噛み殺しながら目をこすっていた。

　ティグルとマトヴェイは、ソフィーの話が終わったらここを出てそれぞれの部屋へ戻ろうと思っていたのだが、戦姫と王女の話はなかなか終わらないようだった。

「なあ、ちょっといいか」

　不意に横合いから声をかけられる。見ると、タラードが立っていた。年来の友人のような気さくな態度だ。マトヴェイがどうしますかと視線で問いかけてくる。

　ティグルの表情に陰りが差した。若者は手にしていた水晶杯をそばのテーブルに置くと、眠そうにしているオルガの頭を撫でながら、声をひそめてマトヴェイにささやく。

「俺もタラードに話がある。ソフィーの話が終わったら三人で戻ってくれ」

　ティグルはタラードとともに大広間からつながるバルコニーへ出た。

　ここから市街を一望できるらしいが、月も雲に隠れているような夜とあってはほとんど何も見えない。闇の中に灯るいくつかの小さな光は、外へ漏れた家々の明かりだろう。港の近くで一際明るく輝いているものは、灯台の炎だという。

　ふたりはしばらく無言で、夜の街を眺めていた。バルコニーを右から左へと吹き抜けた秋の夜風がふたりの頬を撫でる。

「ギネヴィア殿下のドレス姿、どう思った？」

　先に口を開いたのはタラードだったが、奇妙な質問をぶつけてきた。何と返せばいいのかわからず、ティグルは素直に「驚いた」とだけ、答える。タラードは言った。

「オレもだ。あれは、殿下がご自分で選んだものでな」

　タラードの声は楽しそうだが、微量の緊張が含まれている。

「殿下は円卓の騎士にしか興味を持たない、政治や王宮のことなどまるで分からないお姫さまだと言われてきたが、もしかしたら心の中には赤い竜を飼っているのかもしれない」

　赤い竜は、アスヴァールにおいて王の象徴だ。それゆえに軍旗にも描かれている。始祖アルトリウスも、自分が赤い竜に変わる夢を見て、王になることを決意したといわれていた。

「あなたも飼っているんだろう？」

　ティグルが聞くと、タラードはその言葉を待っていたというふうに、大きくうなずいた。

「あんたとこうしてゆっくり話すのは、何日ぶりだろうな。サリエンテス以来か」

　タラードが話題を変える。ティグルは闇を見つめながら、「そうだな」と短く返した。

　サリエンテスでの戦が終わったあと、ティグルは借りた兵をそのまま率いてルドラーとともにルルカ村へ向かったのだ。そうしてエリオットを捕らえた。

　その間、タラードはルクス城砦をあらためて奪還し、ティグルだけに任せずエリオットを捜索する一方で、ギネヴィアが内乱を終わらせるべく立ち上がったことを国内に布告する作業にいそがしかった。さらに、バルベルデ周辺の治安の強化も行っていたのだ。

　ティグルがエリオットを捕らえたあと、ふたりはマリアヨで合流したものの、会話をかわす余裕などとてもなかった。王都へ向かう船団を編成、統率するのにタラードは眠る時間さえ削らなければならないほどだったのだ。

「本当に助かった。何もかも、オレが期待していた以上のことをやってくれたよ」

　タラードの称賛に、ティグルはいやと首を振った。怪訝そうな顔をこちらに向けたタラードに、身体ごと向き直ると深く頭を下げる。

「すまなかった。村を焼いた。井戸にも毒を入れた」

「ああ、そのことか」

　タラードの反応は、ティグルが予想していたよりもはるかに冷静だった。ルドラーから報告を受けてすでに知っていたからだろうが、それにしても淡泊すぎる。

「必要だったんだろう？　あんたを責める気はないぞ」

　ティグルは唖あ然ぜんとした顔でタラードを見つめた。あまりにもあっけらかんとしたもの言いだったために、自分の言い間違いか、聞き間違いを疑ったほどだ。

　だが、タラードは本気で言っているようだった。ティグルへの配慮などではなく。

　そして、ティグルは言い返すための言葉を持っていなかった。まさしく彼の言うように、必要な手段だったのだ。あの村々をそのままにしておいたら、間違いなく利用され、奪われたあとに焼かれただろう。ルルカ村のように。

「オレだって同じ状況に置かれたら、同じことをする。よほどの奇策があったとしても、それが絶対に成功するとはかぎらないからな。最善を尽くすには、結局焼かねばならない」

　そう言うと、タラードは闇へと視線を戻す。

「エリオットは詰めの甘い男だが、その詰めに至るまではこちらも手を焼くほどの動きを見せる。正直なところ、三十から四十ぐらいは村を焼くか、焼かれることになると思っていた。そのつもりで考えていたから、むしろ驚かされたよ」

――最悪の被害を想定し、覚悟していたということか。

　タラードの態度に、すこしだけティグルは納得できた気がした。だが、まだ腑に落ちない。思っていたより被害が少なかったとはいえ、こうも落ち着いていられるものなのか。

「気にするなとは言わないが、気にしすぎては身も心もすくんでしまって何もできん」

　この暗闇ではティグルの表情などわからないはずなのに、若者の内心を見透かしたかのようにタラードは言った。

「オレはこれから、ギネヴィア王女とともにアスヴァールをまとめる。アスヴァール島にも大陸の領土にも、まだまだ敵は多い。戦、戦、戦だ。その中で村を焼くこともあれば、敵のたてこもる町や都市を、住人ごと押し潰すこともあるだろう」

　ティグルはその光景を想像してしまい、苦渋に顔を歪ませる。自身の手で焼いた村の惨状が脳裏によみがえっていた。だが、嘔吐感はすぐに消える。続くタラードの声に、聞く者をひるませるほどの覇気がこもったからだ。

「オレはやる。それが必要だと、最善の手だと判断すればな」

　それは、この青年の進む道がどのようなものであるかの宣言だった。味方や罪なき者の血で塗り固められた道を歩むことになってもかまわないと、彼は言っているのだ。

「それが、オレの目指す王の形だ」

　王。そうだ。タラードは王になると言った。

――だが、王はなって終わるものじゃないだろう。

　涼しい夜風に吹かれているにもかかわらず、ティグルの額に汗がにじむ。呼吸を整えながら若者は慎重に問いかけた。

「その判断が間違っていた場合は、どうする」

「間違いのない人生なんてあるか」

　かろやかな即答が返ってきた。

「自分の行為がいつか、何らかの形で返ってくることはわかっているつもりだ。天に向けて射放った矢が、自分に落ちてくるように。その矢を無事につかめるか、脳天を貫かれるかは、そのときのオレによるだろう」

　覚悟はできているということらしい。

「ところで、ティグルはこれからどうするんだ？」

　さきほどまでの覇気はふっと消え失せ、気さくな声でタラードは尋ねる。急激な変化に戸惑いつつもティグルは答えた。

「ジスタートに戻る」

「そういうことじゃなくてだな。何かどでかいことをやる気はないのかってことだ」

　ティグルは三つ数えるほどの間、闇を見つめたあといつもの口調で答えた。

「どでかいというと、伝説になっているような熊とか猪を狩るぐらいかなあ」

　タラードは腹を抱えて笑った。
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　タラードと別れて、ティグルは自分に与えられた客室へと戻った。

　室内は広く、燭台などの調度品は伝統を感じさせる趣がある。床には絨毯が敷かれ、ベッドも大人が三人は並んで横になれるほど大きい。

　ベッドに寝転がって、ティグルは真っ暗な天井を見つめた。タラードの言葉を思いだす。

――必要だと、最善の手だと判断すれば。

　あれだけの発言を彼にさせるものは何なのだろうか。己の能力に対する自信か。

　それとも、王を目指すことへの覚悟なのか。

――王を目指す……か。

　バルベルデの平和な街並みをふたりで見下ろしたとき、彼はそう言った。冷酷さを備えた判断力は、王にかかわらず、ひとの上に立つ者に求められる資質には違いない。

　ティグルは身体を起こすと、苛立たしげにくすんだ赤い髪をかきまわした。

　ベッドのそばに置いてあった鈴を手に取り、鳴らす。何か用があるときはこれで侍従を呼ぶようにと言われていた。ほどなく現れた侍従に、水浴びがしたいので近くに井戸はないかとティグルは尋ねる。侍従は考えるように首をかしげたあと、こう答えた。

「このお部屋から井戸はだいぶ離れておりますし、危のうございます。おそれながら、大浴場ではいかがでしょうか」

「まだ湯は残っているのか？」

「はい。残り湯は、夜が明けたら侍女たちが洗濯や掃除などに使いますので。明かりをすべてご用意することはできませんし、ぬるくなっておりますが、問題ないかと。もちろん湯をお望みとあればご用意いたしますが、沸かすためのお時間を……」

「いや、ありがとう。大浴場でいい」

　とりあえず、ティグルとしては水を頭からかぶってさっぱりしたかったのだ。

　廊下は真っ暗といってよく、侍従は火を灯した燭台を持ち、身体を拭くための厚手の布と着替えを抱えてティグルを大浴場まで案内する。たどりつくと、ティグルに布と着替えを渡した。

「香料などご入り用のものがあれば、用意いたしますが」

「これだけでいい。俺はひとりで部屋に戻れるから、休んでくれ」

「明かりはどうなさいます？」

　侍従の質問に、ティグルは燭台を指で示した。燭台には蝋燭が三本刺さっており、それぞれの先端に火がゆらめいている。

「蝋燭を一本と、火ほ口くち箱ばこを置いていってくれ」

　夜に突然呼び出されても応対する者が、いざというときのために火口箱を持ち歩いていないはずがない。侍従はかしこまりましたと頭を下げ、火を消した蝋燭と火口箱をティグルに渡すと暗がりの廊下を歩き去っていった。

　扉を開けると、まず脱衣所がある。このときにはティグルの目もだいぶ闇に慣れてきており、脱いだ服やら蝋燭やらをてきとうに置いて、大浴場へ向かった。

　大浴場に足を踏み入れたところで、ティグルは足を止める。壁に明かりがあった。思ってもみなかったことだが、先客がいるらしい。

「――誰？」

　水のはねる音に、誰何すいかの響きが続く。聞き慣れた女性の声にティグルは目を丸くし、おもわず相手の名を口にしていた。

「ソフィーか？」

「……ティグルヴルムド卿？」

　暗闇の中でふたりの男女は驚きに息を呑み、その場に固まってしまう。

　壁に明かりがあるとはいっても小さなもので、浴場全体を照らしているわけではもちろんない。ティグルには、ソフィーは薄暗い浴場の中にいる黒い影としか見えなかった。ソフィーにしても同様だろう。

　先に緊張から解放されたのは、ティグルだった。すまなかったと口早に言って浴場に背を向ける。だが、立ち去ろうとした若者をソフィーが呼び止めた。

「待って！」

　再び、場が緊張に包まれる。ティグルは戸惑いと混乱とでその場から動けず、ソフィーは自分の言葉に驚いたのか口ごもっている。どうすればいいんだとティグルが焦りを感じはじめたころ、ソフィーがさきほどよりも落ち着いた声で若者に呼びかけた。

「あなたは、どうしてこんな時間にこんなところに来たの？」

　信じてもらえないだろうと半ばあきらめつつも、ティグルは正直に、さっぱりしたくてと答える。答えながら、いかにも覗きを見つかったときの言い訳じみていると思った。

　しかし、ソフィーはそっとため息をつく。苦笑したらしい。

「わたくしもそうよ。水浴びをするには寒いし、ここを勧められてね」

　侍従も、まさかこんな時間に先客がいるなど思いもよらなかったに違いない。とはいえ、侍従を責める気にはあまりなれなかった。

「出ていくこともないでしょう。入ったら」

「いや、だが……」

「あなたの目が優れているといっても、この暗さでは、わたくしがどこにいるかがわかるぐらいじゃないかしら。それなら気にしないわ」

　冗談めかした口調から、どうやらソフィーは完全に余裕を取り戻しているようだった。

「それに――話したいことがあるの。絶対にいまでなければ、とまでは言わないけれど」

　彼女の声がしっとりとした陰りを帯びる。ティグルは困惑しつつも、離れていればいいと自分に言い聞かせて浴場に向き直った。ソフィーの言葉が気になるのはたしかだが、心臓が早鐘を打っているのは不安のためか興奮からか自分でもわからない。

――変な気分だ。

　浴槽の中にそろそろと足を入れ、ぬるくなった湯に腰まで浸かり、肩まで沈めて一息つく。ティグルはあらためてまわりを見回した。六、七歩ほど離れたところにソフィーらしき黒い影がある。

　ソフィーは気にしないと言っていたが、ティグルは緊張がまるで解けない。若者の頭の中には、一年ほど前にはじめて彼女と会ったときの光景が浮かんでいる。

　水浴びをしていたソフィーがつまずいて自分に倒れこみ、一糸まとわぬ姿の彼女が視界いっぱいに飛びこんできたのだ。いまでも鮮明に思いだせてしまうあたり、よほど強烈に記憶に焼きついてしまったに違いない。股間が熱を帯びてきた。

　ぬるま湯の中で身体を動かし、ティグルはソフィーに背を向ける。話をするだけならば相手を見る必要はない。そうして彼女の言葉を待っていると、水音が聞こえた。

　ぱしゃ、ぱしゃと小さく水のはねる音が、あきらかにこちらへ近づいてきている。

　ティグルは股間を手でおさえて立ち上がろうとしたが、遅かった。両肩にやわらかい手が置かれて、立ち上がりかけたところを再びぬるま湯の中へ戻される。耳元で甘い声がささやいた。

「話があるって言ったのに、どうしてもっと寄ってきてくれないの」

「……話をするだけなら、これぐらいでも」

　ティグルの返事は遅れた。うなじのあたりに彼女の吐息を感じる。ぬるま湯に肩まで浸かっているというのに、頭がぼうっとするほど顔も身体も熱い。

「後ろを向いているのはなぜ？　わたくしが見えるわけじゃないでしょう？」

「見えないからいいってものでもないだろう」

　その言葉に対するソフィーの返事はなかった。くすりと笑ったような気もしたが、よくわからない。ティグルの左肩に置かれた手が離れたかと思うと、形のよい顎が乗った。長い髪が若者の首筋をくすぐる。

「――ありがとう」

　短く、一言。暗闇の中で、ソフィーの声は水面のごとく揺らいでいる。それまでとは違う真しん摯しな響きが、ティグルをはっとさせた。

「オルガから聞いたわ。今度の戦でつらい、厳しい決断をし続けてきたって」

　ソフィーの言葉が、村を焼いたことを指しているのはあきらかだった。

「それは……でも、ソフィーに礼を言われることじゃ」

「そんなことはないわ」

　ティグルの言葉を遮さえぎって、右肩に置かれた彼女の手に力がこもる。

「わたくしを助けてくれたのも、民や兵たちを守ったのも。それに、あなたが自分を見失わなかったのも。何もかも嬉しいの。お礼を言うのは当然よ」

「自分を、見失わなかった……？」

　おうむ返しにつぶやくティグルの肩に顎を乗せたまま、ソフィーはそうとうなずいた。

「民を治め、兵を率いる身にはおそらく避けられない道。そこを歩いても、あなたはわたくしやエレンが好きなあなたのままでいてくれた。それはとても素敵なことなの」

　言葉を紡ぐうちに声は熱を帯び、ソフィーはいつのまにかティグルを後ろから抱きしめるようにして、若者の背中に強く身体を押しつけていた。

　そのことにふたりが気づいたのは、ほぼ同時。戦姫が昂たかぶる感情をすべて言葉にし終えて、その余韻が徐々に過ぎ去ってきたころだ。短い悲鳴を発したのは、どちらが先かわからない。

　ティグルはおもわず身体をひねってソフィーを振り返り、ソフィーは水音をはねさせて勢いよく立ちあがった。だが、慌てたためか、ソフィーは足を滑らせる。ティグルに向かって倒れこんだ。再び派手な水音があがる。

　ティグルはソフィーを正面から抱きとめる格好になったが、暗いために何が起きたのかよくわからない。ほんの一瞬ではあったが、何かが自分の股間に触れた。ティグルはひとまず右手で自分の身体を支えながら、左手を伸ばす。

　やわらかく、それでいて弾力のある大きな何かが、左のてのひらに触れた。ソフィーが悲鳴とは異なる、短い声をあげる。
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　暗闇の中、ティグルとソフィーは無言で見つめあった。二人の脚は絡みあい、腰はほとんど密着している。ティグルが身じろぎをすると、股間で隆りゅう起きしてしまっているものがソフィーの足の付け根あたりをかすめた。

　おたがいに後ろへ下がって、離れる。ソフィーは真っ赤な顔で自分の手を見つめた。

「おっき……」

　そのつぶやきは、ティグルの耳に届いた。彼女が倒れこんできたときに、自分の股間に何かが触れたのを思いだす。ティグルは首を激しく横に振ると、慌ててソフィーに背を向けた。

「す、すまなかった」

　取り繕つくろうように言って、ざぶざぶとぬるい湯をかきわけて進み、浴槽を出た。もうここにいられなかった。いるべきではなかった。

「――ティグルヴルムド卿。ううん、ティグル」

　脱衣所に入ろうとしたティグルの背中に、ソフィーの落ち着いた声が届く。彼女が自覚的にティグルを愛称で呼んだのは、おそらくこれがはじめてだった。

「わたくしの話は終わりよ。聞いてくれてありがとう。――それから」

　わずかに小さな、そして恥ずかしそうな声で金色の髪の戦姫はつけたした。

「今夜のことは誰にも言わないでね。わたくしたちの胸の中にしまっておきましょう」

　ああ、とぶっきらぼうに答えてティグルは脱衣所に入る。いったい誰に言えるというのだ、こんなことを。身体を乱暴に拭き、服を着ると若者は急いで廊下に出た。蝋燭に火をつけるのももどかしい。部屋に戻っても、しばらく眠れそうにないだろうと思えた。







　ティグルの気配が脱衣所の向こうへ消えたことを確認すると、ソフィーは小さく息を吐いて浴槽の壁によりかかった。頬に手をあてると熱を感じる。

――すごいことをしてしまったわ。

　自分の行動を思い返すと、苦笑がこみあげてきた。ソフィーのほうが彼より四つも年長なのだから、もうすこしとるべき態度というものがあっただろう。
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　こんな時間に浴場へ現れた者がいたということと、その人物がティグルだったことが金色の髪の戦姫を過度に狼ろう狽ばいさせてしまったのだ。

――でも、こういう状況でなければふたりきりになるのは難しかったし……。

　マトヴェイあたりは配慮してくれるだろうが、オルガはおそらくティグルから離れないだろう。ふたりきりにならなければならない、ということはないが、ソフィーとしては他のひとに聞かれるのは少々恥ずかしかった。

　ソフィーがそもそもここにいた目的はふたつ。ひとりで落ち着いて考えごとをまとめるためであり、アスヴァールの反応をさぐるためだった。

　客室の天井裏や壁の向こう側に密偵や間者が潜んでいることは珍しくない。こちらが突飛な行動をとることで、そうした動きをさぐれないかと考えたのである。

　そのふたつについては、どちらも達成できた。だが、ティグルの出現はまったくもって予想外だった。そして、いま伝えなければとソフィーは強く思ったのだ。オルガに詳しい話を聞いたのが昨日。この想いが冷めやらぬうちに、と。

――ちゃんと言いたいことは言えたから後悔はしていないけれど……ううん、やっぱりいろいろ恥ずかしかったわ。彼にどう思われたのかしら。

　また、ジスタートの使者として思う部分もある。今回はおたがい多忙だったから仕方ないとはいえ、次は細部までしっかり聞きだすことにしよう。ティグルがこの内乱でやったことは、今後の外交でおおいに使えそうなのだから。

　だが、翌朝にティグルと顔を合わせたとき、つい顔を赤らめる彼につられて、ソフィーも頬を染めてしまい、おたがいに視線をそらしたのだった。
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　翌日の朝から昼まで、ティグルたちはタラード、ギネヴィアのふたりと今後について話しあった。ジスタートとアスヴァールの関係についてである。

　とはいえ、ソフィーがジスタートを発ったときとはあまりに情勢が違っている。ひとまずギネヴィアの要望と、友好の意思をジスタート王に伝えるというところからはじめなければならなかった。

　ティグルたちが今日この国を発つのも、それが理由だ。ギネヴィアたちはヴィクトール王の言葉がほしい。ソフィーたちにしても、現在の状況についてしたためた書簡を先に送りはしたが、帰還して己の言葉で報告する必要があった。

「内乱が終わったとはいえ、しばらくの間は国内をまとめるための戦が続きましょう。海賊の残党も一掃せねばなりません。ソフィーヤ殿、オルガ殿、ヴォルン伯爵におかれましては、なにとぞご助力をお願いいたします」

「我が国と友好を結び、ともに繁栄を望むというギネヴィア殿下のご意思、うけたまわりました。母国に戻りましたら、さっそく陛下にお伝えします」

「よいお返事をいただけること、期待しております」

　双方が何を望んでいるかについては、今日までの間に話をすませている。昨夜の宴で、ギネヴィアがソフィーをつかまえて話していたのもそのことだ。この場での話は、その確認のようなものだった。

　交渉がただ一度で終わるわけはなく、むしろこれからが本番といってよい。今後、双方の使者が何度もおたがいの国へ足を運ぶようになるだろう。だが、ティグルとソフィーの役目はとにかくこれで終わったのだった。

「あんたの立場を考えると難しいだろうが、気が向いたら遊びに来てくれ。今度はコルチェスターをゆっくり案内してやる。この近くでいい狩り場もさがしておくからな」

　タラードは笑ってティグルと握手をかわす。さらに、こんなことをつけくわえた。

「オレはな、あんたとまた会う気がする。いや、そう確信している」

――ずいぶん自信たっぷりだな。

　さすがにティグルは内心で呆れたものの、悪意などから出た言葉ではないとわかっているので、冗談で返した。

「妙なところで会わないことを神々に祈っておくよ」

　昼になって、ジスタートの船は多くの者に見守られながらコルチェスターの港を発つ。数は四隻で、そのうち三隻は護衛船だ。

　護衛船の一隻に、ティグルはこの地で買った大量の土産を預かってもらっていた。

　なにしろ買うものが多かったのだ。エレンには狩人が彫られた銀色の腕輪を、ティッタにはアスヴァール独特の模様が織られた外套を、リムには熊の毛皮を使った陶器人形セラドルを、ミラには数種類の茶を買った。

　サーシャには何を買えばいいのかわからなかったので、マトヴェイと話しあった末に枕やクッション、香料などを購入した。レギンには楽器を買い、手紙を添えてブリューヌへ届けるよう手配する。

　さらにルーリックやアラム、ブリューヌにいるマスハスやオージェ子爵にジェラールなどへの土産もあった。ティグルは十七歳だ。ブリューヌから見れば遠い異国の地に、やはりはしゃいでいたのだった。

　ティグルは船の縁につかまって、船着き場から見送ってくれる者たちへ手を振る。タラードや彼の部下たちにまじって傭兵隊長サイモンの顔を発見し、吹きだした。彼の姿を見たマトヴェイは皮肉っぽい笑みを浮かべる。

「意外に如才ない男ですな。さすが傭兵隊長というべきかもしれませんが」

　ふたりのそばではソフィーがオルガと話していた。

「オルガは、ジスタートに戻るということでいいのね？」

　確認するように訊いたソフィーに、オルガはこくりとうなずく。手にしている布の包みに視線を落とした。彼女の竜具である羅ム轟マだ。

「わたしは、投げだしたものに向き合わないといけない。民や臣にはもう手遅れかもしれないけど、わたしを見捨てず、何度も助けてくれたムマにはせめて応えたい」

　彼女の言葉は、ソフィーに答えたというよりも竜具へ呼びかけたように響いた。ソフィーは微笑を浮かべると、彼女の決意を肯定し、励ますようにうなずく。

　それからオルガは雲ひとつない蒼空の瞳を横へ動かした。彼女の視線の先にいるくすんだ赤い髪の若者はマトヴェイと話しており、少女の眼差しには気づいていない。

――向きあうことで、ティグルに認められたいというあたりかしら？

　オルガの表情からソフィーはそう予測したものの、口にはしなかった。この生真面目な少女の場合は、見守る方がよさそうだと判断したのだ。

　少しずつ遠ざかっていくアスヴァールの王都を背に、四隻の船は海を進む。白帆は風を受けて大きくふくらみ、青く晴れた空を見上げて、いい航海日和ですとマトヴェイは満足げにつぶやいた。男の背を飾る白イルカも嬉しそうに見える。

「――そういえば」

　コルチェスターが小さな白い点になったころ、ティグルの隣に並んで紺碧の海を眺めていたソフィーが思い出したように言った。

「急にごめんなさい。タラード将軍の戦略について、もう一度確認させてもらえる？」

　ティグルと、その隣にいたオルガ、マトヴェイも不思議そうな顔になる。金色の髪の戦姫が思いのほか真剣な表情をしていることも、彼らの不審を誘った。

「タラードの戦略って、どれのことだ？」

「あなたたちがルクス城砦を取り戻す前に話していたもののこと。ちょっと気になって」

　三人は顔を見合わせたものの、記憶をさぐりつつ説明する。誰かが忘れていたことも他の者が覚えていたりして、ほどなく完全に思いだすことができた。

　ティグルたちが三千の兵でルクス城砦を攻略する。

　その間に、タラードはクレスディルなどの部下とともに兵を集める。一万ほど集まったらルドラーと合流して北上。海を渡ってアスヴァール島へ乗りこむ。

　エリオットはマリアヨを攻めているだろうが、タラードがアスヴァール島に上陸したと聞けば引き返してくるだろう。そこを待ちかまえて叩く。

　その説明を聞いたソフィーは、金色の髪を揺らして難しい顔になる。

「何が気になるんだ？」

　ティグルの質問に、ソフィーは話していいかどうか考える様子を見せたものの、思いきって口を開いた。

「わたくしが調べたかぎりでは、それだけの数の船を彼らは持っていないのよ。歩兵ならともかく、騎兵に投石機の部隊となると、四、五千の兵を運ぶので精一杯じゃないかしら」

　ティグルとマトヴェイはきょとんとした顔になる。オルガが眉をひそめた。

「二回にわけて運ぶつもりだったのではないか？」

「そのやり方は時間がかかるし、敵に発見される危険が増すわ。最悪の場合、アスヴァール島と大陸とに分断されて各個撃破される」

　ソフィーの答えに三人は再び顔を見合わせる。この中で、船の数など気にした者はひとりもいなかった。それも当然で、タラードが言うからには船はそろっているのだろうと考えていたし、あのときはまず城砦を攻め落とさなければならなかったからだ。

――待てよ……？

　不意に、ティグルの胸中にいくつかの疑問が湧きだす。

　エリオットの上陸は、タラードにとって本当に予想外だったのだろうか。

　ジャーメイン王子の殺害はひっそりと行われたわけではなく、かなりの騒ぎだった。それをエリオットに知られずにすむと、彼は本気で考えていたのか。

　また、村を焼くと決めたときや、ルクス城砦の放棄を提案したときのルドラーの反応。現実を見据えた結果かもしれないが、あまりにもあっさりしすぎていなかったか。

　まさか、とティグルは声には出さず呻うめく。タラードは、ジャーメインの死という餌をちらつかせることで、エリオット王子を内陸深くに引きずりこんだのではないか。

　そうすれば、海賊たちと地上で戦うことができる。海上という海賊の得意な戦場ではなく。また、彼らの兵站を伸ばすことで苦しめることもできるだろう。バルベルデ周辺が戦場になっていたならば、エリオット王子を海まで逃がすこともなかったに違いない。

　問題点は、敵を引きずりこむことで多くの村や集落が襲われることだが、タラードは言っていたではないか。三十から四十は焼かれると考えていたと。また、必要だと判断すれば村を焼くことも辞さないと。

――いや、証拠はない。俺の考え過ぎだろう……。

「これについてはもうすこし調べてみる必要がありそうね。いまの話は内密にお願い」

　ソフィーの言葉にティグル、オルガ、マトヴェイはそれぞれうなずく。

　潮風と潮騒に包まれて、四隻の船は海を軽快に進んでいった。
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「――残念だ。実に残念だ」

　タラード＝グラムは仏頂面で唸った。ジスタートの船団を見送ったあと、彼は部下たちとともにまっすぐ宮殿へ戻り、会議室へ足を運んだのである。多忙なこの青年には、今日中に決めなければならないことがいくつもあった。

　だが、タラードはすぐに会議をはじめるかと思いきや、だらしない姿勢で椅子に座り、背もたれに寄りかかっている。ふてくされた顔の主を見ながら、欲しい玩具を買ってもらえなかった子供のようだとルドラーは思った。

　中央に円卓が置かれたこの会議室には、タラード以外に三人の男がいる。

　ルドラーと、丸い顔とふわりとした巻き毛が印象的なラフォール。そして、細く鋭い目がどこか狐を連想させる痩身のクレスディルだ。タラードの腹心といえる三人である。

　ルドラーとクレスディルが背筋を伸ばして椅子に座っているのに対し、ラフォールは考えごとでもしているのか円卓の上で指を動かして何かを描いていた。そんな三人に、同意を求めるようにタラードは言葉を続ける。

「ティグルは絶対いい部下になったぞ。城砦攻略はルドラーが付き添っていたにしても、夜襲に、村を焼いての足止め。城砦防衛、野戦と何でもござれだ。さすがブリューヌを救っただけはある」

「もう帰らせてしまったものは仕方ありますまい」

　むっつりとクレスディルが答える。タラードがティグルを部下にしたいと言ったとき、彼と、そしてルドラーのふたりが反対した。

「グラム様も、昨日の夜にヴォルン伯爵と話して、諦められたではありませんか」

　ルドラーもクレスディルに続いて主をいさめる。昨夜、タラードがティグルとふたりだけで話したのは、部下にならないかと誘う意図があってのことだった。

「彼は、まだ村を焼いたことを悔いていたでしょう」

　ルドラーの言葉に、タラードは憮然としてうなずく。

　もしもティグルが村を焼いていたことを深く悔いているようならば、部下に誘わない。

　タラードがティグルを部下にすると言ったとき、ルドラーはそのように請願し、クレスディルも同調したため、金髪の青年は渋々その条件を受け入れたのだった。赤い髪の騎士は、穏やかな口調を崩さぬよう平静な態度で言葉を続ける。

「ヴォルン伯爵はそういう方なのです。我々がルルカ村を見殺しにしたことを知れば、彼はグラム様を許さないでしょう」

「……だめか」

「彼は、異国の小さな村が、我が軍の兵に襲われているのを見過ごせなかった男です」

　クレスディルが淡々と言葉を紡ぐ。タラードとティグルが出会うきっかけとなったその出来事こそが、この金髪の青年に偽りの戦略を語らせた理由だった。

　実際の戦略は、いま海の上でティグルが予想している通りのものだ。ジャーメインを殺害し、それを餌としてエリオットを内陸深くおびき寄せ、騎兵と投石機で叩く。

　ギネヴィア王女の協力を得られる確証はなかったが、タラードには勝算があった。

　エリオットはただでさえ猜さい疑ぎ心しんの強い男だ。兄であるジャーメインに殺されかけたあとで、とくに仲がよいわけでもない妹へ疑いの目を向けないはずはない。そして、ジャーメインが死んだあとでは、彼の敵となる者はギネヴィアだけなのだ。

　タラードに誤算があったとすれば、ティグルの驚異的な粘りだろう。本来の予定ではサリエンテスよりもさらに南へ敵を引きずりこみ、兵站を伸ばし、徹底的に疲弊させるつもりだったのだから。

「それに、閣下の部下とするには、彼は問題の多い男です」

　クレスディルの細い目が、いっそう細められる。

「まず、ブリューヌの英雄というだけで扱いにくいことこの上ありません。評判にふさわしい地位を与えなければ彼は不満を抱くでしょうし、閣下が部下を適切に評価しないという悪評がたつ恐れがあります。ですが、異国人を重く用いれば今度はアスヴァールの者たちがおもしろくないでしょう。今度の内乱における彼の功績も問題です。ルクス城砦攻略とサリエンテスでの防衛戦はルドラー殿の手柄としても、なおヴォルン伯爵にはハミッシュ卿を討ち取り、エリオット王子を捕らえたという武勲があります。大きすぎる功績が、周囲の反感や妬みを買うことは間違いありません。また、私は確認しておりませんが、ルドラー殿や兵たちの報告によれば呪術ともつかぬ恐ろしい技を持っているとか。そのような人物は、部下として抱えるには危険すぎます」

「……終わったか？」

　姿勢を変えず、言葉の抑よく揚ようも変えずに理由を長々と述べ続けた部下に、タラードはうんざりした顔で確認した。クレスディルは言うべきことは言ったという表情でうなずくと口を閉ざす。金髪の青年はため息をついた。

　ルドラーやクレスディルの言うこともわかる。だが、タラードとしてはひとりでも多く優秀な人材が欲しいところだった。己の野望を成し遂げるためには、いかに有能で信頼に足る者だろうと、たった三人で部下が足りるはずもない。

――それに、船に穴を開けるほどの力だって？　なおのこと部下に欲しいじゃないか。

　ルドラーは警戒しているようだが、タラードはその力を自分の目で見てみたい。

「みんな若いのう」

　円卓に指で何やら図を描いていたラフォールが感心とも呆れともつかぬ声でつぶやく。

　三十八歳の彼にしてみれば二十代のタラードやクレスディルはもちろん、三十二歳のルドラーでさえ若く、また青臭く見えるのだった。話題の人物であるティグルにいたっては言わずもがなである。

「さて、その若者について結論が出たところで、次の話に移らんかな」

　ラフォールののんびりとした声に、他の三人は気を取り直す。意識してかどうかはわからないが、ラフォールはこうした雰囲気をつくりだすことができた。ルドラーが表情を真剣なものにして発言する。

「今後の我々の行動としては、まず海賊の一掃による治安の強化が挙げられます」

「サリエンテスにおける海賊の死者はおよそ五千。降伏した者は二千。一万八千ほどが逃走したことになります。野の垂たれ死じにする者、野盗となる者も出るでしょうが、大半は海へ逃げきって海賊稼業に戻ると予想されます」

　クレスディルがそう語った。逃走した者が多いのは、タラードの戦いかたが海賊を殲せん滅めつする類のものではなかったということもある。

「我々との戦いに、すべての海賊がいたわけでもありません。とくにここ数日、このアスヴァール島で海賊らしき集団の略奪が相次いで報告されています。アビレス村で我々が確保した、ムオジネルの食糧。あれも奪われました」

　ルドラーの言葉に、タラードだけでなくクレスディルとラフォールまでが目を瞠る。

　エリオットに協力していたムオジネルの者たち。彼らがアビレス村に積み下ろしておいた膨大な食糧物資を、タラードは当然放っておかなかった。一千ばかりの兵を派遣して手に入れ、数日中に運びだすつもりでいたのだ。

　それが、奪われたという。

「どのようにやられた？　敵はそれほど数が多かったのか？」

「申し訳ありませんが、まだ情報が不足しているので時間をいただきたく思います。現場が混乱しているのか、身の丈三十チェート（約三メートル）はある、角を生やした怪物が襲いかかってきた、などという報告まであるのです」

　呆れたようなルドラーの言葉に、タラードはうなずいた。たしかにこれは落ち着くまで待った方がよさそうだ。

「わかった。だが、できるかぎり急ぐように。しかし海賊たちはどうしたものかな」

「降伏を許し、密告には褒賞を与えると布告して、海賊たちを切り崩しましょうか」

　クレスディルの意見に、しかしタラードは首を横に振った。

「いや、しばらくは海賊に対して苛か烈れつにいく。切り崩しを仕掛けるとすれば、ジャーメインやエリオットを支持していた貴族たちだ。連中がオレたちに恐れを抱くぐらいに、海賊へは徹底的にやるぞ」

「では、そのように。次に、我々の戦力についてですが、サイモンの傭兵隊との契約はどうしましょうか。彼らはよく働きますが、費用がかかるのもたしかです」

「海賊たちを逃がすようにしたから、特別手当はかなり抑えられたのだろう？」

　ひとの悪い笑みをタラードは浮かべる。ルドラーは苦笑をにじませてうなずいた。

「だったら使おう。いまのところ、兵は借りもののほうが多いからな。金銭がかかるが、自前の兵をもうすこし増やすまでは彼らにいてほしい」

　そのようにして、四人の男たちは会議を進めていく。なさねばならぬことは数多いが、どの顔も活気や意欲にあふれていた。
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　ジスタートの船団がコルチェスターを発ってから、四日が過ぎた。海賊や嵐に遭遇することもなく、四隻の船は順調にジスタートへ向かっている。晴天が続いて、船乗りたちの間には退屈を愚痴る声さえあがるほどだった。

　船乗りたちの暇潰しでもっとも多いのは賭け事だが、気晴らしに歌を唄ったり、楽器を演奏したりする者もいる。彼らは平和な船旅を謳おう歌かしていた。

　しかし、使命ある立場となるとそうはいかない。ソフィーはアスヴァールを発つ直前まで細かく情報を集めており、それらの整理にいそがしい。マトヴェイもまた、サーシャへ報告しなければならない書類の作成に追われている。

　ティグルも密使としてヴィクトールへの報告書をまとめなければならないのだが、それはソフィーに任せてしまっていた。というより、書きかたがわからないので彼女に頼むしかなかったのだ。

「わかったわ。それじゃ、わたくしが用意してあげる。できれば書式から手取り足取り教えてあげたいところだけど、今回は時間がないもの。でも、王都に戻って時間ができたらそのときは、ね」

　台詞の後半は流し目を送りながらのもので、ティグルは緊張し、オルガは険しい目をソフィーに向けたものだった。

　そのオルガはといえば、ジスタート王への謝罪や自領であるブレストに戻ったときのことを考えて自室にこもりがちである。ソフィーも彼女の相談に乗っており、金色の髪の戦姫は文字通り寝る暇もないほど忙しいようだった。

　ティグルだけが暇を持て余している。退屈だという船乗りたちでさえ、船上での作業はいくつもあるのだ。彼らの邪魔をしないようにと考えると、一日中甲板にいるわけにもいかない。

　仕方なく割り当てられた客室のベッドで昼寝をする。

　すると、夜には目が冴えてしまう。夜になるといっそう何かをすることもできず、ただ船の揺れを感じながら、ぼんやりと暗い天井を見上げて眠気が戻るのを待つしかない。

　とりとめもないことが次々に浮かび、考えなくてもいいことを考えてしまう。この場合はタラードのことだった。

　夕食時にソフィーから聞いた話によれば、タラードの戦略はやはり、村や集落を犠牲にしてでも敵を内陸深くへ引きずりこむもののようだった。ただし、これを証明することはできないだろうともソフィーは言った。

「証拠がないのよ。船の数にしても、たとえばオルガが言ったように、兵をわけて運ぶつもりだったと説明されてしまえばそれまでだもの。この構想自体、主だった数人しか知らされていないでしょうね」

「ソフィーは、タラードのことをどう思う？」

「わたくしは彼と一対一で話したことはないけれど」

　そう前置きをして、金色の髪の戦姫は慎重な口調で答えた。

「ジスタートにとって脅威となるかもしれない、ぐらいかしら。いまのところはね。戦の才能ももちろんだけど、わたくしやティグルの想像した通り、彼が複数ある手段のひとつとして非道を活用できる人間だとしたら、おそろしい相手になるわ」

　寛容だが地味で、あまり高い評価を得られない上に時間のかかる方法と、民に犠牲が出て悪評が後々まで残るほど非道だが効率のよい方法があるとする。

　どちらかを選べといわれたら、タラードは後者も選択肢に入れて考えるに違いない。ティグルの場合は後者がそもそも選択肢にない。

　そういう意味で、自分はタラードにかなわないだろう。

　能力の優劣ではない、性格の違いだ。だが、その性格の違いが、決定的な状況での判断や行動の違いを生み、ときに勝敗をわけることすらある。

――俺はどうして自分と彼をくらべているんだ。

　ティグルはため息をついた。彼と弓で競ったからだろうか。自分と彼は、立場も目指すものも、何もかも違うのに。

　もっとも、いつかティグルがブリューヌなりジスタートなりで重要な地位を占めるようになれば、タラードと対峙する日が来るのかもしれない。

　あるいは、自分でなくともエレンやソフィーがタラードと敵対するような事態が起きれば、ティグルは大切な彼女たちのために、あの金髪の青年と戦うことになるだろう。

　エレンたちが戦姫であることや、王を目指すというタラードの野望を考えると、こちらの可能性の方が高そうだ。

――そんな日が来ないことが一番だが……。

　声には出さずつぶやいたそのとき、くぐもった衝撃音がティグルの耳じ朶だを打った。船の揺れがかすかに大きくなった気がする。次いで、遠くから複数の悲鳴。

　半ば寝ぼけていた意識が覚醒し、ティグルはすばやくベッドから跳ね起きるとそばに立てかけていた黒弓と矢筒をつかんで部屋を飛びだした。船内の廊下は暗く、壁に手をついて足早に進む。矢筒を腰に提げた。

　この四日間の船旅で、船の構造は覚えている。数十歩もまっすぐ歩けば梯はし子ごがあり、甲板に出られるはずだ。甲板には警備中の船乗りたちがいて、彼らは明かりも持っている。

　船の揺れがひどさを増した。ティグルは舌打ちしながらも甲板に出る。

　夜空には円形に近い月と無数の星が煌めいて、海を照らしていた。すでに多くの船乗りたちがランタンや松明を手にして甲板に立っており、彼らの視線は船から見て左側へ向けられている。悲鳴も破壊音も、そちらから聞こえていた。

――護衛船に何かあったのか!?

　三隻の護衛船は、この船の左右と背後に一隻ずつ配置されている。左の護衛船に視線を向けたティグルは驚きに目を見開いた。

　船が、傾いている。護衛船にいる船乗りたちの悲鳴や絶叫があちらこちらから響いていたかと思うと、それをかき消すような衝撃音が大気を震わせ、海面を揺らした。波が大きくうねり、こちらの船まで揺れる。船の向こうに、巨大な黒い影が見えた。

「何が起こったの！」

　揺れや悲鳴から異変を察知したのだろう、ソフィーが光華を手に現れる。くるりと黄金の錫杖を手の中で回転させると、光華の耀姫ブレスヴェートは厳おごそかにつぶやいた。

「――我が空を照らせ柔らかき灯よネヴァセレート」

　まっすぐ頭上へかざした錫杖の先端から、白金の光が生まれて無数に拡散する。

　目を灼くほどに強烈ではなく、しかし闇を払うには充分な明るさを備えた光の粒子はくっつきあい、重なりあいながら大気に乗って帆柱よりも高く舞いあがり、あるいは他の船へ届くほどに広がって、この一帯を昼同然に照らしだした。

　次の瞬間、甲板上にいた者たちは半分以上が息を呑み、残りは驚愕の呻き声を漏らす。船乗りのひとりが恐怖とともにつぶやいた。

「……海竜バダヴァ？」

　護衛船の向こう側、無数の白い波頭が浮かぶ荒れた海の上に、巨大な蛇のようなものが首をもたげている。胴体の太さは、船の帆柱の数倍はあった。

　蛇と違うのは、まずその身体の色だ。顔と背は黒く、腹はぬめりを感じさせて白い。

　ぱっと見るかぎり鱗はなく、魚のようなヒレを持っている。顔はティグルの知る他の竜よりも細長く、口の中には無数の鋭い牙が並び、丸い両眼が白っぽい光を放って人間たちを見下ろしていた。

　海竜がその巨体をくねらせる。耳をつんざくほどの轟音とともに、護衛船が揺れた。船縁や帆柱につかまっていた船乗りたちが、悲鳴とともに海へ放りだされる。破壊された船体の破片も、彼らにまじって落下していった。

　護衛船はどこかに致命的な打撃をくらったらしく、沈みはじめている。それが新たな波を起こして、船の揺れが大きくなった。

「海竜と距離をとれ！」

「あいつから離れて！」

　ティグルとソフィーはほぼ同時に、船乗りたちへ叫ぶ。できれば海に落ちた者たちを助けたいところだが、そんな余裕はない。自分たちの船が海竜に沈められてしまう。

　船乗りたちはティグルとソフィーの声で我に返り、それぞれの持ち場へいっせいに駆けだした。彼らは海賊に対抗するために剣と弓矢ぐらいは扱うことができたが、相手がこれでは役に立ちそうにない。

　混乱の中で、船乗りたちを押しのけるようにしてオルガとマトヴェイも現れた。

「ティグル。何があった？」

　短く尋ねたオルガだが、若者の答えを聞くよりも先に、沈みゆく護衛船と海竜を目にしてその場に呆然と立ち尽くす。とっさにティグルにしがみついたのは、ひどく揺れる甲板の上でよろめいたというだけではない。

「いやはや……一生のうちに海竜を二度も見るとは」

　マトヴェイも似たようなもので、笑みを浮かべながらそう言うのがせいいっぱいのようだった。オルガの肩を軽く叩いて気を取り直させながら、ティグルは率直に尋ねる。

「戦えるか？」

　オルガは首をかしげた。相手がたとえ異形の怪物であっても怯むことのない少女だが、相手は海の向こうにいる。さすがにどうすればいいか考えつかなかったらしい。

「……あいつが、ここまで来るなら」

「そのときはたぶんこの船が沈むな」

　ティグルは冗談めかした口調で笑ってみせた。もっとも、このままなら冗談ではすまなくなるだろう。ソフィーに視線を向けると、彼女は申し訳なさそうに首を横に振る。

「ごめんなさい。わたくしの知っている竜技ヴェーダでは……」

「明るくしてもらっただけでも充分に助かった」

　ティグルはなだめるように彼女に笑いかけると、表情を引き締めて海竜に向き直った。海竜がその巨きょ躯くをひねり、海面を割るようにして海の中へ潜る。黒弓に矢をつがえかけていたティグルの表情に、焦りの色がにじんだ。

　海竜がどこから襲いかかってくるのか、まるで見当がつかない。

――次に顔を出したときに……。

　直後、下から突き上げられるような激しい衝撃がティグルたちの船を襲った。船体そのものが浮きあがり、半瞬の間を置いて海面に叩きつけられる。

　ティグルやオルガ、ソフィーはおろか、甲板の揺れに慣れているはずのマトヴェイや船乗りたちですら耐えられずに引っくり返った。樽や木箱がはねるように甲板上を転がる。ティグルの腰に提げた矢筒から、大量の矢がこぼれてぶちまけられた。

　着水の衝撃で海面は大きくうねり、膨大な波飛沫が甲板上に降り注ぐ。一瞬で、ティグルたちは頭からつま先までずぶ濡れになった。海水が口の中に入って咳きこみ、視界がぼやける。海水の冷たさに夜風も手伝って、体温が急速に奪われていく。

　だめだとティグルは思った。これまで戦ってきた地竜スローなどとは勝手が違いすぎる。嵐と対峙するようなもので、手の打ちようがない。

　甲板上に黒い影が差す。どうにか身体を起こして顔を上げたティグルは、息を呑んだ。海竜の巨体がすぐそばにある。だが、ティグルを驚かせたのは海竜ではなく、その背に乗っているものの存在だった。

『ひさしぶり、というほどでもないか。弓よ』

　身体の造りは人間に似ているが、人間ではない。ティグルの倍近い巨躯。体毛のない、不気味なほどに白い肌。額には螺旋状の角を三本生やし、両眼は赤い光を放っている。顔の右半分は醜く焼けただれ、右肩から右胸にかけても痛々しい傷跡があった。

「……トルバラン」

『覚えていてくれたか』

　愕然とするティグルのつぶやきに反応し、異形の怪物はいびつな笑みを浮かべる。人間に化けてレスターと名のり、ルクス城砦を守備していた怪物だった。この怪物が海竜を操っているのだ。

――やはり生きていたのか。

『まだ傷の癒えぬ身ではあるが、やられっぱなしというのはおもしろくないのでな』

　にやりと鬼の魔物の口角がつりあがる。ティグルは立ち上がって黒弓に矢をつがえたが、先に動いたのは海竜だった。

　衝撃と轟音が船を襲い、ティグルたちは再び派手に転倒する。全身を見えない力で激しく揺さぶられたかのようだった。海竜が船腹に強烈な一撃をくらわせたのだ。

　転がってきた樽がティグルの背中を打ち据え、飛んできた木箱がマトヴェイをはね飛ばす。まとめてあった予備の縄がほどけてオルガやソフィーに絡まる。船乗りたちの悲鳴と絶叫が重なって、船内は阿あ鼻び叫きょう喚かんの渦に包まれた。

　海竜は、実のところ船よりも二回りほど小さい。しかし、波に流されることなく海の中を自在に動き、身体ごとぶつかってくる。その威力は尋常ではなかった。もしも海竜と同じかそれより小さい船だったら、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っていただろう。

――戦いどころじゃない……！

　甲板に這いつくばってティグルは呻いた。ただ立っていることさえままならない。オルガとソフィーも同じで、地上にいれば一騎当千の戦姫が手も足も出せずにいた。

　海竜の動きは非常に鈍いが、一回の攻撃で船はおおいに揺れ、その間ティグルたちはほとんど動くことができない。結果として、海竜に翻弄され続けるのだ。

――エレンかミラがいてくれれば。

　歯噛みする。彼女たちならば、海と船が舞台のこの戦場でも存分に戦えるだろう。エレンは風を味方とし、ミラは海を凍らせて。

　それから内心で自嘲した。この状況でないものねだりをしてどうするのか。それこそエレンとミラに叱り飛ばされてしまう。

『どうした。反撃をしないのか』

　海竜の背でトルバランが哄笑した。もう一撃。轟音が鼓膜を痛めつけ、衝撃が視界を揺らす。波が弾けて海水が豪雨のごとく甲板に降り注ぎ、船縁の一部が粉々に砕け散って、船乗りたちが何人か海へ吹き飛ばされた。

　白い光に包まれて昼同然に明るかった周囲が、暗くなりはじめる。ソフィーの生みだした光の粒子が徐々に消滅しているのだ。

　濡れて重くなった服を引きずるようにして、ティグルは身体を起こす。いつのまにか、船縁にだいぶ近いところで倒れていた。何かで傷つけたらしく頭から血が流れて、顔を赤く染めている。血は服や手、黒弓にまで飛び散っていた。
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――明るいうちに……。

　腰の矢筒に手を伸ばすと、幸い矢は一本だけ引っかかっている。何度も甲板に叩きつけられたために身体中が痛むが、骨が折れている気配はない。

　まだ揺れのおさまらぬ船の上をティグルはよろよろと歩き、どうにか船縁までたどりついた。三、四歩進むだけで身体がふらつき、ソフィーやオルガ、マトヴェイらの様子を見る余裕などない。ただ、無事を祈った。

　トルバランは楽しげな笑みを浮かべてティグルを睥へい睨げいしている。海竜が波飛沫をまき散らして巨躯をくねらせた。

　その瞬間を見逃さず、ティグルは亀裂の入った船縁に足をかける。跳んだ。

　船が何度目かの衝撃にさらされたとき、ティグルの身体は空中にあった。慣れた手つきで矢を弓につがえる若者にトルバランは気づいたが、もはや遅い。

――頼む……！

　両足で踏ん張ることができないために腕の力だけで弓を引き、矢を放つことになるが、ティグルは気にしなかった。左手に握りしめる黒弓へ、祈る。

　使い手の意思に応えて、鏃が黒い光を帯びた。力が抜け、血が一瞬で失われたような、熱を奪われる感覚がティグルの身体を襲う。それは空中に跳躍してから海に落ちるまでのわずかな時間に過ぎなかったはずだが、その何倍にも感じられた。

　海の冷たさを肌で感じ、身体が海面に叩きつけられる直前にティグルは矢を射放つ。

　突風が巻き起こった。黒い光をまとった矢は海面を激しく波立たせながら一直線に突き進み、海竜の巨躯を穿うがつ。

　肉の弾け、えぐれる鈍い音が大気を圧し、次いでそれをかき消すかのような海竜の悲鳴が周囲に響き渡った。ほとばしる血が海面を赤黒く染め、海竜は激痛に身をよじって海をかきまわし、新たな荒波を幾重にも起こす。

　海竜の目から光が失われた。最後に海面を叩いて、海竜の巨躯が倒れる。巨大な水柱が噴きあがった。

　ティグルは頭から海に落ちたが、必死にもがいてどうにか海面に顔を出す。重苦しい息を吐いた。黒弓の力を単独で使ったときは、全身が強い疲労感に包まれる。指一本すら動かすのが億おっ劫くうになるほどの。

　若者の視線の先で、海竜は胴体の一部だけを海面に覗かせ、ほとんど沈んでいた。痙けい攣れんしているものの、生きているがゆえのものでないことはあきらかで、そのまわりでは海水にまじった赤黒い血が広がり続けている。

――トルバランはどこだ？　それに、引き上げてもらわないと……。

　朦もう朧ろうとする意識をどうにか奮い立たせ、そんなことを考えたときだった。黒い影がティグルの頭上に差す。顔を上げた若者の顔から、血の気が引いた。

　ソフィーの生みだした光を遮って、こちら側へ傾いていたのは船だった。海竜の最後の一撃が船腹を引き裂いて修復不可能な穴を開けていたのだ。

　樽や木片、船の残骸が降ってくる。ティグルはそれを呆然と見上げていた。もう矢は一本もなく、泳いだり潜ったりするだけの体力も残っていない。

　しかも、船腹に開いた穴へ海水が流れこんでいるらしく、奇妙な流れが海面に生じていた。ティグルの身体はその流れに乗せられ、船へと吸い寄せられる。

　一瞬遅れて船の半ばが海の中に沈み、やはり水柱と波が生じる。ソフィーもオルガもマトヴェイも荒れ狂う海の中へ投げだされた。

　激しく揺れる波間に浮き沈みを繰り返しながら、ソフィーはもう一度竜技を使う。しかし、彼女もそれが限界だった。沈みゆく船を照らしながら、金色の髪の戦姫は気を失う。

　無数の木片とともに海へ倒れこんだソフィーをとっさに支えたのは、この場にいたもうひとりの戦姫だった。

　オルガは自分よりはるかに長身のソフィーを背負い、右手に握りしめた竜具で海水をかきわけながらどうにか沈まずにいる。海水は冷たく、服も靴もひどく重い。薄紅色の髪は顔にべっとりと張りつき、海水が幾筋も幼さの残る顔を伝っていた。

　ぐるりと見回せば、目を覆いたくなるような惨状だ。

　無数の残骸と、何十、何百もの人間たちが海面を漂い、自分たちの乗っていた船が空気の白い泡を吐きだしながら海面に渦をつくって沈んでいく。すこし離れたところでは、黒と白の巨大な死骸がゆらゆらと漂っていた。

――ティグルは？　それに、あの魔物……。

　オルガの顔にも疲労の色が濃く、唇は体温を失って紫色になっている。それでも彼女は戦意を失わずに警戒の視線を巡らせた。

「ティグル！」

　逡巡の末に、おもいきってティグルの名を叫ぶ。トルバランにこちらの位置を教えてしまうことになるが、不安と焦りが勝った。

　だが、返事はない。そして、魔物も姿を見せない。

　無事だった二隻の護衛船が近づいてくる。作業や救助に使う小型の舟を次々に海へと落として船乗りたちの救出をはじめた。オルガとソフィーも彼らに助けられる。

　薄紅色の髪の戦姫としてはティグルをさがしたかったが、おとなしく舟に乗った。ソフィーの竜技によってあたりは明るく照らされているが、いまは真夜中なのだ。海はおそろしいほどに冷たく、海面を吹き抜ける夜風がさらに身体の熱を奪っていく。

　船に引き上げられたとき、オルガは濡れた服を脱ぎ、厚手の外套を重ねて羽織ったにもかかわらず震えが止まらなかった。もっともこれは他の船乗りたちも同じで、船に引き上げられると同時に息を引き取った者も多く出たのだ。

　オルガはムマを握りしめてトルバランが姿を現すのを待ったが、いつまでたっても怪物は現れなかった。

　やがて、ソフィーの竜技がその効果を失い、周囲は夜の闇に覆われる。金色の髪の戦姫は気を失ったままだった。船乗りたちは彼女を起こそうとはせず、松明やランタンを手に救出作業を続ける。

　彼らが作業を終えたのは、東の空が白みはじめてきたころだった。







　オルガがマトヴェイと再会したのは、救出作業が終わりつつあるころだった。彼も、船乗りたちに助けられていたのだ。顔にはいくつもの傷があり、左腕の骨を折って布で吊っている姿が痛々しかった。

　ふたりはおたがいの無事を素直に喜んだあと、まったく同じ質問をする。

「ティグルは？」「ティグルヴルムド卿は？」

　質問が重なり、ふたりの顔をそれぞれ絶望が彩った。船乗りたちが作業を終えたのは、海に落ちた者をすべて助けたという確信を抱いたからではない。

　夜明けごろまでに助けられなかった者は、まず間違いなく凍え死んでいるからだ。

　早く救助されたオルガたちでさえ凍えたのだ。船上の作業で鍛えられた若く健康な男たちでも、長い時間海に漂っていれば生きてはいられない。

「小型の舟を借りて、海を見てくる」

「落ち着いてください」

　疲れきっているだろうにいまにも駆けだしそうなそぶりを見せたオルガを、マトヴェイは冷静な声で押しとどめる。

「他の誰かが助けたかもしれません。まず、それを確認しましょう」

「確認して、いなかったら？」

　無表情を崩し、いまにも泣きそうな顔でオルガは強面の巨漢を見上げた。マトヴェイは困ったような顔になったが、無理矢理笑顔をつくる。

「そのとき考えましょう。オルガ殿も休んでください」

　こうしたことには経験の豊富なマトヴェイですら、それしか言えなかった。







　助けだされた者たちの中に、ティグルの姿はなかった。

　オルガとマトヴェイ、そして意識を取り戻したソフィーが頼みこみ、もう一刻だけ救出作業を行う。ティグルはジスタートにとっても重要な人物であり、遺体すら見つからないというのは大きな問題になると説明して。

　船乗りたちにしても、辛くはあるが、仲間の遺体をひとりでも多く引きあげてやりたいという思いがあった。明け方の太陽に照らされて残骸と死体が漂う波間に、疲れきった顔で小型の舟を出す。

　だが、それでもティグルは見つからなかった。

　ソフィーとオルガ、マトヴェイはなおも諦めきれなかったが、これ以上捜索を続けることができないこともわかっていた。船内は負傷者だらけで、埋葬すべき死体も多く積みあげられている。残ったこの二隻が無傷だという確証はないし、食糧や水の問題もあった。

　とにかく、一度港町へ行かねばならない。

　二隻の船は、ついにジスタートへ向かって帆をかかげる。

　彼らは悄然として帰国の途についた。




　　　　　　　†




　アスヴァールの王都コルチェスターから船で三日ほど東へ進んだあたりに、小さな島が三、四つほど寄り集まっている。

　いずれも険しい岩場と断崖ばかりで人間が暮らすには適さない。中には潮が満ちると沈んでしまうような島もあった。また、このへんは岩礁も多く、船が停泊するにも条件が厳しい。そのため、どの国の船も気に留めたことがなかった。

　これらの島に目をつけたのは海賊たちだ。使いかたさえ気をつければ、隠れ家として使うにはもってこいだった。

　この群島にトルバランが姿を現したのは、彼が海竜を駆ってティグルたちを襲った翌日のことである。海竜を失ったので、泳いできたのだった。

『我ながら無様なことだ。ドレカヴァクがいれば、即日でも海竜を三、四頭は用意してくれただろうに』

　海竜が倒された時点で、トルバランは潔く撤収した。ティグルが海に落ちたのは確認したものの、海竜を失った状態でふたりの戦姫を相手にするのは無謀だったし、船を二隻沈めたことであるていど溜飲は下がったからだ。

　島のひとつを選んで上陸すると、トルバランは身体を人間へと変化させた。中肉中背の体格をした三十代前半の男。ほぼ禿頭で、耳の上あたりにのみ茶色い髪が残っている。

　顔の右半分と、右肩から右胸にかけての焼けただれた傷跡はこの姿でもあった。人間に化けている間は消すこともできるのだが、面倒なのでそのままにしている。

　彼はかつてこの姿とレスターという名前で、人間として日を送っていた。アスヴァール王国に仕え、暇潰しに手柄をたてては、ときどき嗜好を満足させるために陰で幼い娘をさらっては犯し、喰らっていたのだ。

　岩場に隠しておいた衣服を手早く身につけると、トルバランは慣れた足取りで島の中央へ歩いていった。この島は木や草の一本もない小さな岩場に見えるが、中央には固い岩壁を掘り抜いてつくった洞窟があり、内部は意外に広い。

　まだ昼にもなっていない頃合いだが、島の上空には灰色の雲がわだかまって薄暗い。ここから見える海も黒かった。

　トルバランが洞窟に入ると、奥から誰何すいかの声が聞こえる。

「私だ。レスターだ」

　落ち着き払った声で名のると、燃えさかる松明を持った幾人かの男が姿を見せた。誰もが薄汚い身なりをしており、腰には剣や手斧を下げている。

　彼らは海賊だ。そのほとんどは、エリオットに協力したもののタラードとティグルに敗れ、命からがら逃げだしてきた者たちだった。

「状況を報告しろ」

　トルバランが短く言うと、先頭に立っていた男がへい、と怯えるような表情で答える。

「仲間の数は一万五千を超えやした。細かい数字は、ええと一万五千に七百十七です。あと、大陸から逃げてきたって連中に会いやした。数は四千ぐれえです。大将のことを話したら会うと言ったので、今日いっぱいまで待ってもらうことにしてやした」

　大将。彼らはトルバランのことをそう呼んでいた。どう呼ばれようと、そこに恐怖か畏怖があるかぎりこの魔物は気にしないことにしている。

　ルクス城砦でティグルとオルガに敗れたトルバランだが、滅びはしなかった。城砦の北側にある森まで吹き飛ばされたのだ。そのときに受けた傷が、顔と、肩から胸にかけてのものだ。

　トルバランは、すぐさま復讐戦を仕掛けるようなことはしなかった。自分はいま休眠期――不完全な状態にある。それに、彼らがエリオットとどう戦うのかに興味があった。

　そうしてトルバランはふたつの計画をたてた。ひとつは海竜を調達してティグルたちを襲うというもの。もうひとつは、海賊たちを従えて戦を挑むというものだ。

　ふたつめに関しては、興味だけで決めた。もともと人間に化けてアスヴァールの騎士となったのも、半分は休眠期でいる間の暇潰しだったが、もう半分は好奇心からだった。

　ともかく目的を決めて、トルバランは精力的に行動を開始した。アスヴァール島にわたり、海賊たちに接触する傍ら、一頭の海竜をさがして手懐けた。

　あとは従えた海賊たちを使って村や町を襲い、武器や食糧を蓄えつつ、敗残兵となった海賊たちをさがしては取りこんでいったのである。その手際のよさは、さすが城砦ひとつの守備を任されただけのことはあった。

　この群島はトルバランの拠点のひとつだ。彼はかき集めた海賊たちを、こうした隠れ家に待機させていた。

「今日いっぱい待つか……。運がよかったな。客人の数は？」

　四千の海賊すべてが会うと言っているわけでは、もちろんない。その中から選ばれた何人かが、代表として待っているということだ。

「六人でさあ。この先におりやす」

　男に先導させて、トルバランは岩盤を掘り抜いた洞窟を進む。ほどなく奥に着いた。

　その空間は、十数人が余裕をもって座れるほど広い。粗末なものながらテーブルと椅子も置かれている。テーブルには塗装の剥げた燭台があり、頼りなげな火を灯していた。

　天井も低くはなく、また小さな穴がいくつか開いている。光を取りいれつつ、空気を入れ換えているのだ。

　この洞窟を使っていた者に聞いたところ、何百年も前からその時代ごとの海賊が隠れ家としてきたらしい。よくできた洞窟だとトルバランも思う。

　いまそこには、十人近い数の海賊がいた。そのうち何人かはトルバランに従っている者たちであり、帰ってきた大将の姿を見ると顔を引き締めて居住まいを正す。

　トルバランの言う客人たちは無言のまま、値踏みするような眼差しを向けてきたが、地面に座っていたひとりだけが、立ち上がると大股でこちらへ歩み寄ってきた。人間に化けているトルバランとほぼ同じ体格で、手にはすでに反そり身の剣を持っている。

「てめえがレスターか」

　そうだとトルバランは薄い笑みを浮かべて答えた。たまに、こういうわかりやすいのがいてくれると助かる、などと内心では考えている。男はトルバランを睨みつけて、居い丈たけ高だかに言い放った。

「アスヴァールの騎士さまだったんだってな？　ずいぶんひでえ傷だな。てめえが何をする気かは知らねえが、あまりでかい態度をしているとただじゃすまねえぞ」

「ほう。どうするというのだ？」

　トルバランの問いかけに、男は行動で答える。手にした剣で鋭く斬りつけた。

　鈍い、不快な音が見ていた者たちの耳朶を打つ。男の口から漏れたのは呻き声だった。剣を持った腕が、不自然な方向へとねじまがっていたのだ。

　だが、男には悲鳴をあげる暇すら与えられなかった。トルバランが男の頭をつかみ、とくに力を入れる様子もなく軽々と持ちあげたのだ。

「おまえは不要だ」

　トルバランはにこやかな笑顔で告げると、すこしだけ手に力をこめた。男の頭部がみしりときしんだかと思うと、異様な音を発して鼻や口、耳から血を垂れ流す。トルバランが手を離すと、すでにこと切れた男の肉体は糸の切れた人形のように地面に倒れた。

　海賊たちは慄然として、誰もが懸命に声をおさえる。トルバランがそれこそ筋骨隆々たる肉体の持ち主ならばまだ驚きは小さかったかもしれないが、鍛えられて引き締まっているとはいえ、彼の体格は中肉中背といったところだ。それが恐ろしさを増幅した。

　もし彼の機嫌をそこねるような真ま似ねをすれば、地面に倒れて動かなくなったこの男の後を追うのは間違いなかった。

　たったいまひとりの人間を殺したばかりとは思えない笑顔を、トルバランは今日はじめてここを訪れた海賊たちに向ける。

「よく来たな」

　海賊たちは絶句するか、口の端を引きつらせてうなずくばかりだった。殺すという行為に慣れている彼らでさえも、トルバランの見せた光景には恐怖を覚えずにいられなかったのだ。怪力などというものではない。人間にあらざる力だった。

「すでに私の名を聞いているようだが、あらためて名のろう。レスターだ。すこし前まではアスヴァールの騎士だった」

　海賊のひとりが椅子をトルバランの前まで運んでくる。それに座ると、人間に化けている魔物は海賊たちをぐるりと見回した。

「私はいま、おまえたちのような海賊を集めている。ある国を、襲うためだ」

「……アスヴァールか？」

　震える声で、海賊のひとりが聞く。トルバランはゆっくりと首を横に振ると、もったいぶらず率直に答えた。

「ジスタートだ」

　すでにトルバランに従っている海賊たちは、理由をわかっているので無言でその場に立っている。そうでない者たちは、理由がわからないといいたげな視線をかわした。

「私はエリオット王子に仕えていたのだが、彼は敗れた。もはやアスヴァールには戻れんが、先立つものがなくては生きていけぬ。ここまではわかるな」

　海賊たちがうなずくのを待って、トルバランは続ける。

「野盗の真似事も悪くないが、それで手に入るものなどたかが知れている。奪うならば、より大きく、より豊かに。だが……そうなると数が必要だ」

「それで、おれたちを？」

　おそるおそるといった感じの問いかけに、トルバランはうなずいた。

「そうだ。二万の海賊で、ジスタートの港町を襲う。好きなように奪い、犯し、焼く。若い者は男女にかかわらず捕らえ、奴隷として売り払う。子供と老人はいたぶり殺して町は徹底的に破壊する」

　海賊たちは不安そうに顔を見合わせた。ひとりが唾を呑みこみ、喉を湿らせてから口を開く。燭台の炎に揺らめくトルバランの笑みは、ひどく禍々しいものに彼らには見えた。

「だが、ジスタートは遠い。アスヴァールや、昨年内乱があったというブリューヌの方が近く、襲いやすいと思うが」

「浅いな」

　トルバランは冷笑を浮かべる。張り合いはないが、やりやすい。

「アスヴァールとブリューヌは警戒している。自分たちが弱っていることを自覚しているからだ。そこへいくと、ジスタートはそこまで用心しておらん」

　トルバランの両眼が、一瞬赤い光を放ったかのような錯覚を海賊たちは抱いた。彼らはもはやアスヴァールの元騎士から目を離さず、その言葉を一言も聞き洩らさないという真剣さで耳を傾けている。恐怖に酷似した畏怖が、そうさせていた。

「ジスタートが気を引き締めるのは、アスヴァールやブリューヌが襲われてからだ。その隙を突く。どちらがやりやすいか、おまえたちにもわかるだろう？」

「だが、ジスタートまでの食糧はあるのか？」

　懸念を口にする海賊に、トルバランは自信に満ちた笑顔でうなずく。

「カラスムギ、芋、干し肉に干し魚……。二万人を十日間以上食わせることができる」

　海賊たちの口から呻き声が漏れた。しかし、なおも疑いを捨てない者もいる。

「それだけの量を、どうやって用意した」

「さきほども言ったが、私はアスヴァールの騎士だったのでな、いくつかの町や村、城砦の内部に詳しいのだ。――さて、答えを聞こうか。私に従って富を得るか。茫漠たる海をさまよって死ぬか。あのエリオットのように、捕らえられてさらし首になるか」

　ひとり減って五人となった客人たちは、迷うことなくトルバランに従う旨を表明した。アスヴァールが海賊に厳しい対応をとっていることを、彼らは知っている。また、トルバランのまとう異様な雰囲気に、逆らうことなどできなかった。

　こうして人間に化けた異形の魔物は、二万近い兵を手に入れたのである。









　　　４　　　煌炎の朧姫ファルプラム














　ある日の夜、煌炎の朧姫の異名を持ち、レグニーツァ公国の主である戦姫サーシャは、母の夢を見た。

　目を覚まして、複雑な微笑を浮かべる。母の夢を見たことなど何年ぶりだったろうか。

　彼女を起こすために現れた従僕にその話をすると、忠実な老人は返答に困ったようだった。顔をしわくちゃにして、さようでございますかと答える。よい夢をご覧になりましたなとは言わなかった。

「そういえば、アスヴァール王国の内乱が終わったという噂を耳にはさみました」

「本当？」

　サーシャの表情がぱっと輝く。この老いた従僕が強引なのを承知で話題を変えたことはわかっていたが、ひさしぶりに明るい話を聞いた気がしたのだ。

　レグニーツァにおいて、交易から得られる収入は非常に重要だ。アスヴァールの内乱は、決して他人事ではなかったのである。

――ソフィーと、それからティグルがうまくやってくれたのかな。

　お節介を承知でマトヴェイをティグルにつけたのだが、あの強こわ面もての船乗りは彼の役に立っただろうか。平和になった以上は、ソフィーたちも帰ってくるだろう。そうしたら公宮に寄ってもらって、話を聞こう。そう考えるとサーシャは楽しくなってきた。

　不意に、背骨に痛みを覚える。呼吸が苦しくなり、黒髪の戦姫は激しく咳きこんだ。ちょうど退出しようとしていた従僕が、血相を変えてサーシャへと駆け寄る。

「アレクサンドラさま！」

「……だいじょうぶ。だいじょうぶ、だから……」

　たったそれだけを答えるのでさえ辛い。咳がおさまると、サーシャは小さく息をついてベッドに横になった。従僕は鈴を鳴らして医師を呼ぶ。

――診せても無駄なのに。

　部屋の内外に響く鈴の音が、彼女にはとてもうっとうしいものに感じられた。

　枕元に視線を向けると、そこには彼女を戦姫たらしめる竜具ヴィラルトがある。短剣よりも拳ひとつ半ぐらい長い刀身を持つ、二本で一対の双剣バルグレン。一本は黄金の刃を、もう一本は朱色の刃を持ち、触れるとほのかな熱を感じる。

――おまえは、あとどれくらい僕のそばにいてくれるのかな。

　声に出さず、サーシャは双剣にそう話しかけた。バルグレンは、彼女が病に侵されてからも離れることなく、そばに居続けている。







　長く生きられないだろう。

　サーシャが十歳になった年の、ある夜。彼女の母は唐突に、明日の天気の話でもするかのような何気ない口振りであっさりと告げた。

「うちの女は代々短命なのよ。『血の病』とやらでね。曾祖母ちゃんも、祖母ちゃんも、祖母ちゃんの妹もみんな、三十になるかどうかってあたりで死んじゃった」

　村はずれの小さな家の中の、頑丈さと大きさが取り柄のベッド。母といっしょに寝床に入ったサーシャは、突然の話にただただびっくりした。「えっ」と声を漏らしたきり、頭の中が真っ白になって何も考えられない。

　母は微笑を浮かべて、娘が衝撃から立ち直るのを静かに待った。

　いったいどれほどの時間が過ぎただろうか。ようやく気を取り直したサーシャは、母の顔をまじまじと見つめた。

　母はまだ三十にもなっていない。若く健康で、いつも明るい。とても病を患っているようには思えなかった。

　しかし、その眼差しは娘に何かを教えるときのように真剣だ。

　物心ついたときから、サーシャは母にさまざまなことを教わっていた。

　裁縫や洗濯、掃除の仕方はもちろん、木を擦りあわせて火を熾おこす方法や森に生えている草やキノコの毒の見分け方、簡単な罠の仕掛け方、さらには短剣の持ち方と戦い方まで。

　普段は優しい母が、このときだけは非常に厳しかった。できるようになるまで何度も繰り返しやらされ、サーシャはそのたびに母を恨んだものだ。もっとも、指示なしにできるようになると母は手放しで褒めてくれたので、恨みはすぐに消え去ったのだったが。

　母が決して嘘や冗談を言っているのではないと悟ると、サーシャの背筋を恐怖が凍りつかせた。不安と緊張のために己の胸をおさえながら、娘はおそるおそる尋ねる。

「……治らない病気なの？」

　うなずいた母の微笑に陰りは見られない。サーシャが驚くほどに、その表情は恐怖や悲壮感から遠いものだった。母はサーシャの黒髪を優しく撫でる。

「サーシャ。あなたもいつか誰かを好きになって、子供を産むわ。そうしたら、ちゃんと伝えてあげて。そして、あなたの知るかぎりのことを教え、歩む道を選べるように」

　翌年、母は死んだ。

　風邪をひいて何日か寝込んだと思ったら、そのまま亡くなったのだ。その顔は眠っているかのように穏やかだった。

　サーシャは驚き、悲しみもしたが、村の大人たちが驚くほどすぐに立ち直った。わかっていたのだ。いつかこういう日が来ると。

　サーシャの家族は母しかいない。父は自分が生まれたころにいなくなったと、母に聞かされていた。死んだのか、村から出ていったのかもよく知らない。彼女は、母がそばにいてくれれば充分だった。

　村の大人たちに手伝ってもらって母の埋葬をすませると、サーシャは村長に呼ばれた。

「これからどうする」

　五十三になる村長は、率直に尋ねた。

　この村では、身寄りのない子供は村長や村の有力者が引き取ることになっている。村長の質問は、誰に引き取られたいかという希望を聞いたものだった。

「旅に出ます」

　自分でも意外なほどすんなりと、その言葉は彼女の口から滑りでた。

　母の埋葬をしている間にサーシャは頭の片隅で考え、そして理解していた。

　不思議に思っていたのだ。裁縫や洗濯などは、村の他の子供たちもそれぞれの親に教わっているからともかくとして、なぜ女の自分が罠や戦いについての知識や技術を身につけなければならないのか。そういうことは村の外へ狩りに出る男たちの役目のはずなのに。

　いつか訪れる己の死に備えて、母は自分に教えてくれたのだ。

　ひとりでも生きていけるようにと。

「旅に……か」

　村長の声には、申し訳なさと安あん堵ど感かんが同居している。ぎこちなくなった雰囲気を振り払うように、サーシャはことさら明るい表情で応じた。

「はい。こんな私と結婚してくれるすてきな旦那様をさがす旅です」

　村長には嫌味に聞こえてしまったかもしれない。村の者たちが『血の病』について知らないはずはなく、そんな娘と結婚したがる物好きなどまずいないだろうからだ。

　わずかばかりの餞別をもらって、サーシャは村を出た。

　十一歳の娘の一人旅は、想像以上に辛いものだった。男装が当たり前のものとなり、話しかたもほどなく「私」から「僕」に変わった。母から学んださまざまな知識と技術がなければ、一ヵ月ともたなかっただろう。物乞いをしたこともある。

　ただ、身体を売ることだけはしなかった。病をうつされることを恐れたためだが、なにより村長に語った理由はほぼ本心だったからだ。自分の『血の病』を受け入れてくれて、なおかつ子をつくろうと言ってくれる者を、サーシャは求めた。

　娘が生まれたら、自分が母にしてもらったように知るかぎりのことを教え、鍛えよう。息子が生まれてもやはり同じように。息子は発症しなくとも、息子が誰かとの間になした子が女であれば、発症するかもしれないから。

　左右の手にそれぞれ小剣を持って操るようになったのも、長い旅の中で身につけたものだった。利き腕が使えなくなったときに備えて、もう一方の手でも剣を振るえるよう訓練したのだ。剣に振りまわされないようにするため、刀身の短い小剣を選んだ。

　竜具に選ばれたのは旅に出てから四年目。十五歳のときだった。

　その身に病を抱えている自分が、なぜ選ばれたのかはわからない。だが、いつかはわかるだろうと考えてサーシャは金と朱の双剣を握りしめた。

　サーシャは王都シレジアでヴィクトール王から正式に戦姫と認められ、アルシャーヴィンの姓を得て、己の領地となったレグニーツァを訪れた。

　膝をつく文官、武官たちへ最初に告げたのは血の病のことだ。

　自分は長く生きられないだろうが、それでもかまわないかと彼らに問うた。不満があれば、竜具を置いて自分は去るとも。

　血の病については、ヴィクトール王に謁えっ見けんしたときも述べている。だが、老いた王は面倒くさげに手を振って、竜具が認めたのならば問題なかろうと答えたのみだった。

　このひとたちはどのような反応を見せるだろうか。すこしだけ意地の悪い期待を、サーシャは抱いた。

　文官のひとりが顔を上げる。厳いかめしい顔つきの老人だった。十五歳のサーシャの、三倍以上は間違いなく生きているだろう。もしかしたら四倍かもしれない。

「承りました。他には何かございますか」

「……かまわないの？」

　意表を突かれた黒髪の戦姫は、ややうろたえ気味に同じ問いかけを繰り返した。

「私は三年前から腰を痛めており、走ったりすることはほとんどかないません。冬には風邪もよくひきます。ですが、いまもなおこの公宮に勤めさせていただいております。むろん、戦姫さまの患っておられる病と比較するべきではないでしょうが」

　老文官が言い終えると、別の武官がサーシャを見上げて口を開く。引き締まった体たい躯くに甲冑を着こみ、顔に細かい傷を多く負った若い男だ。

「戦姫を選ぶのが竜具ならば、戦姫を否定するのもまた竜具でございます。我々は、戦姫さまが戦姫たらんとされるのを支える者であり、拒む者ではございませぬ」

　若いからなのか、老文官よりもよほど率直なもの言いだった。竜具と戦姫に対する皮肉ともとれる発言である。何人かが呆れた顔をしたものの、咎とがめだてする者はいなかった。

　サーシャも男を叱りつけるような真ま似ねはせず、苦笑をこぼした。彼女も、次代の戦姫は竜具が選ぶという点にある種の安心感を覚えていたからだ。

　自分よりも年上の彼らに立つように言うと、サーシャは頭を下げた。

「――よろしくお願いします」

　それから四年は平穏に過ぎた。

　国を治めるなどということはもちろんはじめてだったが、サーシャは彼女を支えてくれる者たちに恵まれ、彼らの進言をよく聞いてレグニーツァの統治に務めた。

　エレンやミラ、ソフィー、エリザヴェータといった他の戦姫とも知りあい、とくにエレンとは誓いをかわすほどに気が合った。エレンもサーシャと同じく平民の生まれであり、小さなころから放浪を続けていたという共通点が、二人をより親密な間柄にしたのかもしれない。

　十九歳になり、亡くなった母を思いだして、自分があと十年しか生きられないことについて考えていたとき、サーシャは倒れた。公宮の執務室で。

　意識を取り戻したとき、彼女は寝室に運ばれていた。ゆったりとした服に着替えている。公宮に勤める侍女長が着替えさせてくれたのだ。

　背骨に痛みを感じる。身体がだるく、手足は鉛のように重い。

『血の病』が発症したのだと悟った。

　サーシャは従僕を呼び、主だった文官、武官たちを集めて静かに告げた。

「そのときが、来てしまったらしい」

　彼らは一様に顔を青ざめさせる。呻うめき声を漏らした者もいた。黒髪の戦姫は彼らの顔を見回して、ありがとうと礼を言った。

　次いでサーシャは、己の膝の上にある黄金と朱色の双剣を見せる。誰かが運んできたのではない。バルグレンが、己の意志で空間を超えてサーシャのもとへ現れたのだ。彼女を戦姫に選んだときのように。

「この通り、この子はまだ僕の手元にある。僕もいますぐ死ぬというわけでもないから、それぞれの職務に関してはいつもと同じように滞りなくやってほしい」

　さらに三年が過ぎて、現在。

　サーシャは自分でも意外なことに、まだ生きている。ほとんど寝たきりの生活を送り、休息の合間に執務をとるという形で戦姫で在り続けていた。

　バルグレンが手元から去れば、彼女はその日のうちに公都から去るつもりでいるのだが、この竜具はいまだに自分のそばから離れない。竜具に向かって諭したことも何度かあったが、効き目はなかった。







　窓の外では日が沈み、闇が濃さを増しつつある。

　薄暗い天井をぼんやりと眺めて、サーシャはため息をこぼした。結局、今日はあれから寝たきりのまま終わってしまったのだ。

――アスヴァールの内乱のこと、誰かに聞きたかったんだけどな。

　しばらく話はおあずけだろう。サーシャの容よう態だいをみて、問題ないと判断するまで。

「僕はいつ解放されるのかな」

　いつか死ぬ。それは間違いない。では、いつ死ぬのか。

――曾祖母ちゃんも、祖母ちゃんも、祖母ちゃんの妹もみんな、三十になるかどうかってあたりで死んじゃった……か。母さんも、三十になる前に死んだな。

　最悪の場合、あと約八年もこの状態が続く。そう思うと嫌気がさす。

　死ぬのは怖い。恐ろしい。だが、一日の大半をベッドの中で過ごすような生活に、サーシャは疲れきっていた。身体も心も日増しに萎え、弱くなっていくのが辛かった。

――いけない。どうも暗くなっているな。

　外の景色が、ではない。サーシャの心がだ。母の夢を見たせいかもしれない。優しく強かった母は黒髪の戦姫にとって間違いなく誇りだったが、死と病の象徴でもあった。

　ふと、ティグルの顔が思い浮かぶ。彼と会って話したのは先月ぐらいだったろうか。

――僕とはまるで逆だったな。

　サーシャの顔は自然とほころんだ。ティグルの誠実な人柄は彼女にとって好ましいものだったが、それ以上に諦めないという強い意志、絶対に生き抜いてみせるという覚悟が印象に残っている。

――エレンやミラ、ソフィーにもああいう部分は少なからずあるけど、彼女たちよりも強かった気がする。男の子だからかな。

　見習ってみようかと思う。生き抜いてみせる、というのはちょっと難しいが、最後の最後まで自分の考える戦姫らしく。

　眠気が襲ってきた。母のことやアスヴァールのこと、ティグルのこと、エレンたちのことがサーシャの中で奇妙に入り混じる。

「子供、ほしかったな……。ねえ、エレン。君は僕みたいには――」

　言葉が途切れ、彼女の口からは静かな寝息がもれた。







　翌日になって、サーシャの体調は持ち直したように思われた。

　いつものように彼女を起こしに現れた従僕へ穏やかな言葉を返しながら、アスヴァールの内乱について続報がないか尋ねる。

「いえ、とくには何も――」

　老いた従僕はうやうやしく頭を下げたが、サーシャはその態度を咎めるように目を細めた。自分の質問に対して、彼が視線をそらしかけたのを見逃さなかったのだ。彼女以外の者ならば、まず気づかなかっただろう。

　ベッドの上に身体を起こすと、サーシャは諭さとすような声で従僕に言った。

「こういう言いかたは好きじゃないけど、隠し事をされるほうが僕の体調にはよくないよ」

「アレクサンドラさま……」

　主の三倍近い年齢の従僕の口からは、懇願するような声がこぼれる。その目は聞かないでほしい、思いとどまってほしいと強く訴えていた。罰せられることを恐れているのではなく、サーシャの体調を慮っているのだった。

「話してくれ」

　サーシャは老人の気遣いをありがたく思ったものの、静かな口調で促す。苦渋に満ちた顔で従僕は答えた。

「昨日、ソフィーヤ様からの伝言を預かったという者が公宮を訪ねてきまして」

　従僕が報告を控えるのだから、よくない内容であることは察しがつく。サーシャは充分に身構えていたのだが、それでも続く従僕の言葉に、驚きを隠すことはできなかった。

「海竜バダヴァ……？」

　サーシャは海竜を見たことはないが、地竜スローなどには遭遇したことがあるのでその存在を疑ったことはない。しかし、こうして話を聞くとやはり衝撃だった。

「ソフィーヤ様は本船一隻にくわえ、三隻の護衛船とともにアスヴァールを発たれていたのですが、護衛船を一隻と本船を沈められ、残った二隻の護衛船に生き残った船乗りたちを乗せ、こちらへ向かっているとのことです」

　一刻も早く状況を伝えることが肝要だと判断したソフィーは、二隻の船のうちの片方に負傷者や積み荷を集め、軽くした方をジスタートへ急がせたのだ。その船は三日前の明け方ごろリプナの港町にたどりついた。

　リプナの長はドミトリーという男だが、彼は話を聞いてすぐに公都へ伝令を飛ばし、一方で医師と薬を集めて救援のための船を準備させた。そして昨夜、従僕は報告を受けとったのだ。

　肩のあたりで切りそろえた髪を小さく揺らして、サーシャは満足そうにうなずいた。

「ソフィーの判断は正しいね。ドミトリーもよくやってくれた」

　二隻もの船が沈められたのだ。負傷者の数はそうとうなものだろう。彼らを乗せた船を先に行かせたところで、あまり時間を短縮できないとソフィーは考えたのだ。それならば荷を軽くした船を先行させ、医師と薬を一刻も早くよこしてもらった方がいい。

　従僕はサーシャの様子にほっと胸を撫で下ろし、報告を続けた。

　ティグルが海に落ちて行方不明だという話を聞いた黒髪の戦姫は、さすがに深刻な表情になる。もちろん若者のことも心配だが、このことがジスタートという国に与える影響は決して小さくない。

　ジスタートがティグルを密使にしたことが明るみに出れば、ブリューヌは当然猛烈に抗議してくるだろう。国内においてもエレンやミラなどの戦姫や、ジスタート王ヴィクトールに不満を抱いている貴族が黙っているはずはない。

　戦争や内乱にまで発展することはないとしても、そうしてできた国内外の亀裂をムオジネルあたりが広げてくることは充分に考えられる。

「とにかく、王都へ伝令を走らせる必要があるね。それからリプナに軍船を集めてくれ。ティグルヴルムド卿が海竜を打ち倒したとはいっても、まだ安心はできない。アスヴァールにも話を聞きたいけれど……そちらはまず陛下の許可を得ないとだめか」

　そこまで言ってすこし迷いを見せたあと、サーシャは穏やかな声でつけくわえた。

「ルヴーシュのエリザヴェータにも伝令を向かわせてくれ。彼女にも知らせよう」

　従僕が深く頭を下げる。

『雷渦の閃姫イースグリーフ』の異名を持ち、ルヴーシュ公国の統治者である戦姫エリザヴェータ＝フォミナとサーシャは、仲がよいとはいえない。昨年は海賊討伐の件で揉めて、兵を率いて争ったことさえある。サーシャは病のために動けず、やむを得ずエレンに救援を頼んだのだった。

　その争いはまだ人々の記憶に新しく、レグニーツァの民にはルヴーシュとその主であるエリザヴェータに対して反感を抱く者が少なくない。サーシャはそれを承知のうえで、ルヴーシュにも知らせるよう手配させた。

「さて、エレンにはどうしようか……」

　昨年会ったときの、ティグルのことを楽しそうに話していたエレンの笑顔を思いだす。

　現在、ティグルは客将であり、エレンは彼を預かっているだけということになっている。しかし、それだけの関係でないことはあきらかだった。

――きついだろうな……。

　このことがエレンに与える衝撃を想像すると胸が痛むが、彼女の親友として、また戦姫のひとりとしてサーシャは話さないわけにはいかない。天井を仰いですばやく考えをまとめると、従僕に言った。

「筆と羊皮紙を用意してくれ。僕が手紙をしたためる」

「内容を仰っていただければ、書記官が……」

「いや、僕が書かないと意味がない」

　従僕の申し出を強い口調で遮さえぎって、サーシャは首を横に振る。エレンはわかってくれるかもしれないが、それに甘えすぎるのはよくない。ましてティグルのことについては、今後どのような展開を見せるかサーシャにも予測がつかないのだ。

　戦姫であり、このレグニーツァの統治者として最善を尽くしておく必要があった。
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　先行した護衛船に二日遅れて、ソフィーたちの乗った船はリプナの港町に着いた。

　船を下りたところで、リプナの長のドミトリーがソフィーたちを迎える。

「ソフィーヤ様、オルガ様におかれましては、無事にご帰還されて何よりでございます」

　四十代半ばだろうドミトリーは面長で、襟や袖に毛皮をほどこした上着を着て、その上に厚地の外がい套とうをまとっている。帽子をかぶり、手袋までしていた。よほど寒がりらしい。

　うやうやしく頭を下げる彼に、ソフィーは丁重に礼を述べた。

「心より感謝いたします。あなた方の迅速な対応のおかげで、多くの者が命を落とさずにすみましたわ」

　ソフィーの隣で、オルガも同じように感謝の言葉を伝えた。

　それからドミトリーはマトヴェイと顔を合わせると、笑顔を見せておたがいの肩を叩く。ふたりは旧知であり、再会を喜びあうのにはこれだけで充分だった。

　港を歩きながら、ドミトリーとソフィーは今後のことを話しあう。

「お忙しいのは承知ですが、せめて今日一日はこちらで休まれていってはいかがでしょうか。戦姫さま方をお泊めするのに充分とは申せませんが、宿を用意してあります」

　長い船旅、それも負傷者を満載した船に乗っていたのだ。疲れていないはずがない。しかし、ドミトリーの申し出を、ソフィーはおっとりとした微笑を浮かべて断った。

「ありがとうございます。ですが、あなたの言ったように、わたくしたちは急いでやらねばならぬことがいくつかあるのです。そのお気遣いだけいただいて……と言えれば、すこしはさまになるのでしょうけれど」

　金色の髪の戦姫は冗談っぽく口元をほころばせて言葉を続けた。

「馬を七、八頭ほど貸していただけないでしょうか。この町から公都までの食糧と水も」

　ソフィーとオルガとマトヴェイで、二頭ずつ。残りは荷物を載せるのだ。その意図を了解したドミトリーは、「ただちに」と答えた。

　ふたりの後ろで、オルガは真剣な表情で会話を聞いている。戦姫として彼女が学ばなければならないことはいくらでもあった。そして、そのオルガを、マトヴェイは微笑ましげに見守っているのだった。

　それからおよそ一刻後に、ソフィーとオルガ、マトヴェイはリプナを発つ。護衛船と負傷者たちについては、ドミトリーに任せた。

　公都へ至る街道を馬で駆けながら、ソフィーはマトヴェイに小さく頭を下げる。

「こんなことにまでつきあわせてしまって、本当にごめんなさいね。マトヴェイ殿」

「お気になさらず。アレクサンドラ様への報告は私の務めですから」

　マトヴェイは本心からそう答えたが、ソフィーのような美女にいたわりの言葉をかけてもらって悪い気はしない。しかし、すぐに真剣な顔つきに戻った。

「ところで、アレクサンドラ様には必ずお会いできるとはかぎりませんが……」

　サーシャが病に臥せっていることを、ソフィーは知っているはずだ。確認するようにそのことを言うと、金色の髪の戦姫は表情を曇らせた。

「会えなかった場合は仕方ないわ。サーシャには手紙を渡して、わたくしとオルガは王都へ向かう。陛下にご報告しなければならないもの」

　そこまで言って、ソフィーは困った顔のまま後ろを見る。オルガではなく、彼女が手た綱づなを握っている、荷物を載せた馬をだ。荷物の中には、ティグルがアスヴァールで買った土産もあった。護衛船に預けていたのが幸いして、海に沈むのをまぬがれたのだ。

　ティグルの顔が脳裏をよぎり、緑柱石の瞳が涙で濡れかけたが、ソフィーは堪えた。彼のことを想って涙を流す前に、やることがある。それもせず、ただ泣きくれるだけなどというのは彼女の主義ではなかった。

「あれは、わたくしが預かるわ。彼に代わって、受け取るべきひとに……」

「――待って」

　ソフィーの視線から察したのだろう、オルガが馬の足を速めて隣に並ぶ。

「それはわたしがやる。いや、やらせてほしい」

　薄紅色の髪の少女の顔はソフィーに劣らず真剣で、誠実だった。彼女もまた、ティグルのために何かをしたいと強く想っているのだ。しかし、ソフィーは首を横に振った。

「あなたには、これからやらなければならないことがたくさんあるわ。卑怯な言いかたをさせてもらうけれど、ティグルがそれを望むかしら？」

　オルガは顔を歪めてうつむく。彼女の表情を濃く彩っているのは、ティグルのために何もできなかったという悔しさであり、悲しみだった。ソフィーは彼女に申し訳なく思ったものの、それでも、このことだけは絶対に任せるつもりはなかった。

――まずサーシャ。そしてエレンとリム、ミラ、それからティグルに仕える侍女のティッタ。他にもティグルを慕っている者は数多くいる……。

　彼女らの反応を考えると、親しいソフィーでさえ気が重いどころではない。オルガがこれから戦姫として生きていくならば、この十四歳の少女に対するエレンやミラの印象をよくないものにすることは、可能なかぎり避けるべきだろう。

　それでも諦めきれずにいるオルガへ、マトヴェイがなだめるように声をかける。

「オルガ殿、ここはソフィーヤ殿に任せましょう」

　飾り気のない言葉の中に、膨大な感情が封じられていた。ティグルのために何かをしたいということでは、マトヴェイも変わらないのだ。しかし、彼はソフィーに任せることを選んだ。それに気づいて、オルガも折れたのだった。







　幸い、ソフィーたちはサーシャに会うことができた。

　基本は砂色の石を積みあげ、ところどころに白大理石を配した堅実な造りの公宮。その奥にある彼女の寝室へ、ソフィーとオルガ、マトヴェイは案内される。マトヴェイは腰の剣を外して預けたが、ソフィーとオルガはそれぞれ光華ザートと羅轟ムマを手にしていた。

　いつもどおりというべきか、サーシャはベッドの上に身体を起こした姿勢でいたが、ソフィーの顔を見ると目を輝かせ、はにかむような笑みを浮かべる。ソフィーも微笑を返してサーシャに歩み寄り、彼女の身体をそっと抱きしめた。

「すこし痩せたんじゃないの。ちゃんと食べてる？」

「問題ないていどにはね。君こそおいしいものの食べすぎですこし太ったんじゃない？」

「ご挨拶ね。でも、そんなことが言えるぐらいならだいじょうぶかしら」

　ソフィーは二十一歳で、サーシャはひとつ上の二十二歳だ。他に二十代の戦姫は、オステローデ公国を治めるヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスしかいない。そのせいか、ソフィーとサーシャの間には、エレンたちとはいささか趣の異なる友情があった。

　それからソフィーはオルガを紹介する。オルガはサーシャと会うのははじめてであり、雲ひとつない蒼空の瞳に緊張の色を湛たたえながらも堂々と名のった。

「ムマに選ばれ、陛下よりブレスト公国をたまわったオルガ＝タムです」

　サーシャはよろしくと答えて手を差しだす。オルガはうなずいてその手を握り返した。

　それからマトヴェイがサーシャの前に膝をつく。黒髪の戦姫は微笑を浮かべてご苦労さまと短くねぎらいの言葉をかけた。巨漢の背中を飾る白イルカが喜びと悔しさに打ち震える。

　挨拶をすませたところで、ソフィーがティグルの土産を渡した。いまでなくてもと思わないでもなかったが、サーシャの病のことを考えると、様子を見るなどという悠長な真似はできなかったのだ。

　アスヴァール独特の模様が入ったクッションをサーシャは受け取ると、さっそくとばかりに背中へ押しこんだ。枕も取り替える。

「ありがとう。大切に使うよ」

　サーシャはティグルのことには触れず、その微笑に影が差すこともなかった。それが来客への配慮であることはあきらかで、オルガとマトヴェイは無言で顔をうつむかせる。

　ソフィーは神々に祈りを捧げるかのようにそっと目を閉じたが、一呼吸分の間を置いて普段通りの微笑を浮かべた。いつもの口調で、アスヴァールでの出来事と帰りの船での戦いについて話す。オルガも、アスヴァールの内乱やトルバランとの戦いについて語った。

　アスヴァールの内乱については、サーシャはときおり相あい槌づちを打つていどだったが、トルバランについては眉をひそめた。とっさに理解が追いつかなかったのだ。

「魔物……？」

「信じられないでしょうけど、わたくしもこの目で見たわ。おとぎ話でしか聞いたことのないような、恐ろしい怪物だった」

　緊張を帯びた口調で、ソフィーが言った。

「あの魔物は、わたしのことを斧、ティグルのことを弓と呼んだ」

　オルガが強い戦意を目に宿しながら、トルバランとの戦いについて語る。

「竜具や、ティグルの弓の不思議な力について、知っているということ。そのことを考えてもふつうじゃない」

「魔物とアスヴァールはどんな関係なんだろう？」

「断言できないけれど、あの魔物は偶然アスヴァールにいただけという感じがするわ」

　サーシャの疑問に答えたのはソフィーだ。

「不自然な点が多いのよ。最初はエリオット王子に味方していたのに、王子が敗れると救出もせずに見捨てているんだもの。海竜を従えてわたくしたちを襲ったときも、かたき討ちという印象は受けなかったわ」

「ギネヴィア王女やタラード卿に協力していた可能性は？」

「それだと、タラード卿がルクス城砦を攻め落としたことに説明がつかないわ。攻めるふりだけでよかったはずよ。せっかく人間に化けてアスヴァールという国に溶けこんでいたのに、正体を明かす理由も考えつかないわ」

　サーシャは珍しく顔をしかめ、腕を組んで考えこむ。なだめるようにソフィーが言う。

「いまは考える材料が少なすぎるわ。今度、エレンやミラにも話を聞いてみましょう」

「……そうだね。ミラだったら何か知っているかもしれない」

　ミラの母と祖母、曾祖母は、凍漣を振るう戦姫だった。四代にわたって戦姫というのは、ジスタートの歴史でも類を見ない。それだけに他の戦姫では語り継がれなかったようなことを、彼女が教わっている可能性は大きかった。

　話が一段落したところで、扉が外から叩かれる。それは、黒髪の戦姫がひとと語らう時間の終わりを告げる音だった。残念そうにソフィーがつぶやく。

「時間のたつのは早いものね」

「でも、だいたい重要なことは話せたと思うよ。ありがとう」

　金色の髪の戦姫に礼を言うと、サーシャはオルガに視線を向けた。

「興味からなんだけど、ひとつ教えてもらっていいかな」

　オルガがうなずき、彼女より八つ年長の黒髪の戦姫は、妹に対する姉のような表情で優しく尋ねる。

「長く旅をしていたって聞いた。どうして戻る気になったの」

　場に硬質の沈黙が訪れた。ソフィーは目を丸くして口元を手でおさえ、マトヴェイは絶句してなりゆきを見守る。

　聞かれたオルガはといえば、一瞬泣きだしそうに顔を歪めたあと、すぐ無表情に戻ってサーシャを見つめた。黒髪の戦姫は微笑を湛えて、静かに答えを待っている。

――興味からと言っていたけど。

　自分の嫌う意味での興味とは違うようだと判断して、オルガは口を開いた。

「……アスヴァールの戦いで、わたしはずっとティグルを見てきた」

　さきほどオルガが泣きそうになったのは、ティグルのことを思い浮かべたからだった。

「やるべきことをやろう。ティグルはそう言って、その通りにしてきた。わたしはティグルの隣に立ちたい」

　背筋を伸ばし、精一杯大人びた口調でオルガは述べたが、横で聞いていたソフィーとマトヴェイは、非常にもどかしいという顔つきをしていた。

　言葉がまるで足りないのだ。この言葉から彼女の心情を汲み取れるのは、リプナの港町から行動をともにしていたマトヴェイくらいだろう。

　ふたりの大人の視線からそれを感じたのか、あるいは自分で言葉の不足に思い至ったのか、五つ数えるほどの時間を置いて薄紅色の髪の少女はつけくわえた。

「隣に立ちたいと言っても、ティグルに認めてほしいということではない。自分の前に立ちはだかり、迫ってくるものがどれほどの困難や、あるいは絶望であっても、恐れず、逃げずにやるべきことをやる。そうありたいということだ。――それから」

　刃を下にして持っていた羅轟を、オルガは両手でそっと抱える。

「ムマは、こんなわたしを辛抱強く待ってくれた。領民たちには手遅れだろうが……」

　かつてソフィーに言ったことを、薄紅色の髪の戦姫は揺るぎない口調で繰り返した。

　サーシャは微笑を浮かべて礼を言った。

「ありがとう。急な質問だったけれど、聞けてよかったよ」

　またの再会を約束して、ソフィーたちはサーシャの寝室を辞した。




　　　　　　　†




　レグニーツァの公宮にひとつの凶報が飛びこんできたのは、その翌日のことだ。

「リプナから西へ、海を五、六日ほど行ったところに、だ、大規模なガレー船の集団が確認されたとの報告が、入りました。その数、七十から八十隻とのことです」

　よほど動揺したらしい。その知らせを受けた文官は顔を真っ青にし、息せき切って従僕に報告した。それを聞いた従僕もまた、絶句して言葉を呑みこむ。

　所属をあきらかにしないガレー船の集団は、すなわち海賊船だ。

　領地のかなりの部分が海に面しているレグニーツァは、これまでもたびたび海賊の襲撃にさらされ続けてきた。

　しかし、八十隻など前代未聞である。小国の海軍と同等か、それ以上の数字だ。

「我が国やブリューヌ、アスヴァールなどの船団ではないのだな？」

　一縷の望みにすがって確認したが、文官は顔中の汗が飛ぶほどの勢いで首を振った。

「どの国の国旗も軍旗もかかげていなかったとのことです。見つかった商船はことごとく襲われ、いまわかっている範囲でもそうとうな数にのぼると……」

　この時期、ブリューヌやアスヴァールに他国を攻撃する余裕などない。船に乗っていた者たちの顔ぶれはさまざまだったとのことで、ムオジネルでもない。海賊だ。

　ソフィーとオルガが王都へ、マトヴェイがリプナへ発ったのはちょうどその一刻前のことであり、老いた従僕は我に返ると、あまりの間の悪さに年甲斐もなく床を蹴りつけた。

　これほど重大な知らせを、サーシャに報告しないわけにはいかない。迷ったり悩んだりしている余裕などない。

　なんなのだ、と大声で叫びだしたかった。海竜の件といい、なぜ、このときになって立て続けに厄介ごとが舞いこんでくるのか。

――どうしてアレクサンドラさまをゆっくり休ませてくれないのか。

　震える自分の膝を叩き、額ににじむ汗を衣のすそで拭って、せめて平静を装っていようと決めた。自分が動揺していては、主によけいな心労をかけるだけだ。

　従僕はいつも決まった時間にサーシャを起こしに行っていたが、今日はいつもより半刻ほど早まってしまった。申し訳ないと思いつつ扉を叩き、己の名を告げる。

「――どうしたの？」

　すぐに反応があったことに驚いた。いつから起きていたのだろうか。眠りをさまたげずにすんだことにささやかな安心を噛みしめて、従僕は扉を開ける。

　毎日見ている寝室。その一隅に置かれたベッドの上に、やはりいつものようにサーシャは身体を起こしていた。たったいままで寝ていたというような気配はない。従僕はうやうやしく一礼して静かに足を踏みいれた。

　海賊の出現を告げると、部屋の主に配慮してやや薄暗くしてある寝室は、異様なまでの沈黙に包まれる。

「――侍女長を呼んでくれ。着替えるのを手伝ってもらう」

　沈黙を破るというよりも静かに取り去る風情で、黒髪の戦姫は言った。

「何人使ってもかまわないから、沿岸にあるすべての港町にこのことを知らせるように。王都へも誰かを走らせて。それから、軍船をリプナの港町に集めるんだ。漕ぎ手と兵も。海竜の一件でちょうど集めているところだったはずだね」

　声に、張りがある。従僕はおもわず目を瞠みはっていた。サーシャのこのような声を聞いたのは、いつ以来だったろうか。

「船は、二日後までにどのていど用意できる？」

　サーシャがそう聞いたのは、公都からリプナまでがだいたい二日の道のりだからだった。彼女の質問に、慎重な口調で従僕は答える。

「推測ですが三十以上、四十未満というところでしょうか」

「そんなところだろうね。ルヴーシュに伝令を飛ばしてくれ。いますぐ動かせるだけの軍船をかき集めてくれと。海竜の件以上に、彼女にとっても他人事じゃないだろう」

「こうも続けて伝令を送ると、嫌味でも返ってきそうですな」

　従僕がため息をこぼすと、サーシャは慰めるような微笑を浮かべた。

「火事や嵐には、嫌いあってても協力して対応するだろう。それと同じだと考えよう」

　従僕は苦笑し、かしこまりましたと答えてから、ふといやな予感を覚えた。いつものサーシャならばこうした指示を出す前に、まず総指揮を任せる者を呼ぶはずなのだ。

　しかし、彼女の口からはまだその台詞が出てこない。おそるおそる訊いた。

「指揮は……どなたに？」

「僕がとる」

　当然のようにサーシャは答え、従僕はいまにも泣きだしそうに顔を歪め、頭を抱えた。

「――アレクサンドラさま」

　咎める声を発した従僕の視線をまっすぐ受け止めて、黒髪の戦姫は言った。

「そう。僕は戦姫だ。このレグニーツァを、そしてジスタートを守るための。だから、行かせてほしい」

　膝の上に置かれている双剣が、その戦意を歓迎するかのように金色の光を帯びる。

　サーシャの声は決して感情的ではなく、穏やかなものだったが、彼女の瞳から放たれる強い意志の輝きを無視することはできないかと思われた。

　だが、老いた従僕はそれでも諦めずに一歩前へ進みでる。たとえ一時の怒りをこうむることになっても、行かせてはならないと信じた。

「病に侵された身で、何ができるとおっしゃるのですか」

「戦場にいることぐらいはできるよ」

「病が……」

「いつかは死ぬ身だ」

　従僕の言葉を遮さえぎって、サーシャは微笑む。混じり気の一切ない、透き通った微笑というものがあるならばこれに違いなかった。従僕はおもわず退きそうになったが、震える膝を衣の上から叩いて主を見据える。

「戦姫のやるべきことは、何だと思う？」

　唐突に、サーシャは尋ねた。虚きょを衝つかれて、従僕はとっさに答えられない。手に持った双剣へ優しげな視線を落としながら、黒髪の戦姫は続ける。

　戦姫は、竜具が選ぶ。王侯貴族のように血脈によって継がれるのではなく。

　このレグニーツァと領民たちは、戦姫となったときに国王から任されるものだ。

　では、先代の戦姫から受け継ぐものは何もないのか。

　次代の戦姫に渡せるものは何もないのか。

「僕の考えだけどね。最後にやるべきは、ベッドの上で眠るように息を引き取ることじゃない。このバルグレンを次に振るう者へ、示すことだ。戦姫とは何か。先代の戦姫は、何を為したのか。やるべきと信ずることをやったのか」

　主の意思に応えるかのように、色の違う二つの刃が光を帯びる。サーシャの微笑はそのままであるにもかかわらず、従僕は圧倒されてついに一歩退いた。

「だから――僕は戦う」

　従僕は苦しそうに歯を食いしばり、説得の言葉を必死にさがす。だが、何を言ってもいまのサーシャをベッドに戻すことはできないように思われた。

　寝室の扉を屈強な兵で固めて外に出さないということさえ考えたが、無駄だという結論が出る。兵たちの主は従僕ではなくサーシャだ。

　むしろ、彼女の指揮の下で戦うことを歓迎するだろう。そうした者の心当たりならば山ほどあるし、従僕はある考えからそうした者たちを調べてもいた。

　ついに、従僕は折れた。ひとつの条件を提示する。

「ルヴーシュの戦姫さまにも指揮を執っていただけるのであれば」

　これは兵の士気を下げないための、ある意味では当然の措置だった。

　敵が八十隻の海賊となれば、もはや討伐などというものではなく戦である。その最中、サーシャにもしものことがあれば兵たちは動揺し、敗走する可能性さえ出てくる。

　しかし、エリザヴェータがいればそのような惨事は防げるだろう。彼女とサーシャの間にある軋あつ轢れきはともかく、エリザヴェータも戦姫には違いないのだから。

　サーシャはそんなことかと言いたげな微笑を浮かべてうなずいた。

「わかった。彼女のことだから、頼まなくても来てくれるとは思うけど、念のためにお願いしておこうか」

　その言葉に、従僕は意外な顔で主を見つめる。呼びだされ、指示を受けた文官が興奮の面持ちで退出するのを待って、思ったことを率直に尋ねた。

「ルヴーシュの戦姫さまを評価しておられるのですか」

「彼女は彼女なりに、美点も欠点もあるよ。それは認めないとね」

　内緒だよと、いたずらっぽい口調でサーシャはつけくわえる。

　ほどなく侍女長が軍衣を抱えて訪れ、従僕は一礼して退出した。

「やるべきことをやろう……か」

　黒い肌着を身につけ、その上から赤を基調として、随所に白と金を配した軍衣をまとう。軍衣の赤は、燃えさかる炎を思わせる鮮やかさだ。

　サーシャのつぶやきを聞き咎めて怪訝な顔をする侍女長に、彼女は笑顔を見せて、なんでもないと首を横に振る。

　黒髪の戦姫が思い浮かべたのはティグルのことだった。

　彼は強大な敵を前にしながら、そう言ってオルガたちを落ち着かせ、アスヴァールの戦いを終息させ、ソフィーも無事に助けだした。

　ティグルともっと話したかったと思った。







　公宮の中庭に出ると、五十人の騎士たちが整列して待っていた。いずれも革鎧を身につけ、頭には鉄片で補強した帽子をかぶり、槍を持ち、腰には小剣を差している。海での戦いに即したいでたちだった。海では、重い甲冑も長剣も邪魔になる。

　彼らの先頭に立っているのは従僕だった。さすがに驚くサーシャに一礼し、説明する。

「戦姫様に、ぜひとも連れていっていただきたいという者たちです」

「手際がいいね」

　くすりとサーシャは笑った。彼女が戦場に出ると告げてから、およそ一刻。人選も含めて考えると、事前に決めてでもいないかぎり、装備まで整えて待機できるはずがない。

「戦姫様はまだお若いゆえ」

　従僕は皺くちゃの顔を無理矢理にほころばせる。

「いつか率いていただくときを夢見て騎士隊長らと協議を重ね、一年ごとに選び直しておりました」

　今度こそ、サーシャは本当に驚かされた。気づかなかったのだ。顔を上げて、五十人の男たちへ視線を走らせる。どの顔も精せい悍かんさに満ちていた。

「僕でいいの？」

　つい、素に戻ってしまった。騎士のひとりが楽しげな感情を目元ににじませる。

「戦姫は竜具が選ぶ。それは知っております。ですが、我々は人間に仕えているのです」

　ここにいる騎士たちは、ある意味において戦姫アレクサンドラ＝アルシャーヴィンを象徴するものだった。

　病に侵されながらも知恵を絞り、統治に心を砕いてきた、ひとつの結果だった。

　風が吹いてサーシャの前髪を乱し、軍衣の裾をそよがせる。黒髪の戦姫はうつむき、前髪を直すふりをして顔をすばやく拭った。

　そうして顔を上げたとき、彼女の顔からは笑みが消えていた。騎士たちに優るとも劣らぬ覇気を両眼に宿し、華きゃ奢しゃな身体からは想像できない大音声で言い放った。

「これより海賊たちを討つ！　この地を、民を守るため、諸君らの勇戦に期待する！」

　五十人の喚声が、戦姫の叫びに応える。

　サーシャは騎士たちとともに公都を発ち、リプナの港町へ馬を走らせた。
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　そのころのエレンは、ありていにいってひどい有様だった。

　陽ひ射ざしを浴びて輝く白銀の髪からは艶が失われて灰色っぽくなり、髪は使い古したホウキのように乱れ、その表情はただただ昏い。

　最初の変化があったのは五日前だが、そのときはまだそれほどひどくなかった。

　急激な悪化を見せたのは三日前だ。それから昨日、今日と日がたつにつれて、白銀の髪の戦姫は長年仕えている騎士や侍女ですら息を呑むほどの変貌を見せた。最上の紅玉を思わせる瞳からは輝きが失せて乾いた血のような色になり、瞼にはうっすらと隈がある。

　兵士や侍女に対しても気さくに声をかけていたのが、そんなゆとりもない様子だった。

　王都からの使者や、陳ちん情じょうを携たずさえてきた領民などに対しては身だしなみを整え、背筋を伸ばし、顔も引き締めて戦姫として立派に応対する。だが、まわりにいるのが知っている者だけになると、とたんに疲れきった老猫のようになってしまうのだ。

　公宮に勤める者たちはエレンの副官であるリムアリーシャに説明を求めたが、彼らの満足できるような回答を、リムは出せなかった。

「統治のことで、エレオノーラ様を悩ませる事態が起きているのです。ただ、そう何日も続くものではありませんので、いつも通り職務に励んでいただきますようお願いします。エレオノーラ様もそれを望んでおられます」

　このような通り一いっ遍ぺんの言葉しか吐けない自分のいたらなさにリムは憤りを覚えるが、彼女にも打てる手はない。

　ティグルに仕える侍女のティッタもエレンを心配し、彼女にできるせめてものこととして、菓子をつくってリムに渡した。エレンに食べてほしいと言って。リムは内心で複雑な葛藤を抱えながらも、礼を言ってそれを受けとったのだった。

　五日前、王都シレジアと、南にあるオルミュッツからそれぞれ使者が現れた。彼らの述べた内容はほとんど同じもので、南を警戒し、いつでも兵を出せるように備えよとのことだった。

　ジスタートの南には、ムオジネル王国がある。民の肌は褐色で、周辺諸国の中でいまでも奴隷制を続けている国だ。現在の王になってからはとくに好戦的で、ジスタートとムオジネルは幾度か刃をまじえたことがある。

　そのムオジネルが、十万の兵を両国の国境近くに動かしたのだという。ジスタートはただちに何の目的かを問うための使者を送ったが、それだけでは不充分だ。突然の襲撃に備えて南を警戒しておく必要があった。

　ジスタート王国の南にいる戦姫といえば、オルミュッツを治めるリュドミラ＝ルリエとポリーシャを治めるソフィーヤ＝オベルタスのふたりである。ただし、ソフィーはいまレグニーツァから王都シレジアへ向かっている。

　そこで、ライトメリッツのエレンに要請が来たのだった。十万の兵がもし国境を越えて侵攻してきた場合、まずはミラが、次いでエレンが迎え撃つようにと。

　エレンは不機嫌そうな顔をしつつも、リムや騎士たちに命じていつでも兵を出せるよう態勢を整えた。本音をいえば、犬猿の仲であるミラと肩を並べて戦うなど冗談ではないとはねのけたいところである。

　だが、十万の敵というのはそのようなわがままを許さない相手だ。そのていどのことがわからないエレンではなかった。

　そして三日前、今度はレグニーツァからサーシャの手紙が届いた。

　蝋で封がされた手紙を受けとったとき、エレンはずいぶん仰々しいなとしか思わなかった。彼女とリムしかいない執務室で封を切り、中の手紙に目を通す。

　白銀の髪の戦姫の顔色が、変わった。

「エレオノーラ様……？」

　エレンの変化に気づいたリムが気遣う声をかける。エレンは何も言わず、読み終えた手紙を彼女に押しつけた。リムは当惑しつつ手紙を受け取る。

　そして、今度は彼女が愕然とする番だった。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンが、アスヴァールからの帰還中、海に落ちて行方不明。

　サーシャの綴つづった文はエレンを慰め、励まし、希望はあると訴えていたのだが、白銀の髪の戦姫は感情の赴くままに叫ぶのを堪えるのがやっとだった。

「何だ、これはっ……」

　てのひらに爪が食いこんで血がにじむほど強く握りしめ、エレンはおよそ一ヵ月前の、ティグルをアスヴァールへ行かせた自分を激しくののしった。

　彼女を落ち着かせたのは、懸命なリムの声だった。

「エレオノーラ様。アレクサンドラ様の手紙の内容に文句を言うわけではありませんが、ひとつの手紙だけで何もかも判断することはできません。それに、いまはまた状況が変わっているかもしれません」

　リムにとってのティグルは、成長の楽しみな弟子のようなものであり、彼女の受けた衝撃も大きかったのだが、エレンの感情の荒れ狂いようがそれ以上だったために、かえって冷静さをたもつことができたのだった。

　やがて、そこそこ思考を働かせるていどにまで落ち着くと、エレンはリムに飲みものを用意するよう頼む。

「強い酒がいい」

「まだ昼です」

　短く応じるリムの声がことさらに冷たかったのは、内心では彼女も同感だからだった。しかし、公宮の主とその副官が、日が高いうちから酔っ払うわけにはいかない。

　冷たい水に葡萄を搾って蜂蜜を溶かしたものを出す。エレンはそれを一口飲んでため息をつくと、いままで見せたことのないようなしかめっ面でリムに言った。

「……ティッタにはどう話す？」

　自分の分の飲みものを用意していたリムは、ぽかんと口を開けて立ち尽くす。手にしていた蜂蜜の瓶を落としこそしなかったが、つい銀杯の中に傾かたむけすぎてしまっておそろしく甘い飲みものができた。

　ティッタはただの侍女ではない。ティグルが小さなころからいっしょに過ごし、若者の許可を得て侍女として仕え、ティグルがライトメリッツで暮らすことが決まると健けな気げにもついてきて、身の回りの世話を務めてきた少女だ。

　彼女がティグルに主従を超えた想いを抱いていることは、エレンもリムも知っている。ティグルがアスヴァールへ発ってから、ティッタが主を心配して小さな胸を痛めるたびに、二人は彼女を慰めたり励ましたりしたものだった。

　それだけに、結論を出せない。エレンもリムも決して優柔不断ではなく、思考の幅が狭いわけでもないのに、具体的な案がまるで思い浮かばなかった。

「……しばらく、様子を見るというのではいかがでしょうか」

　やがて、リムは彼女らしからぬ、先延ばしでしかない提案をした。エレンも苦い顔でそれを受け入れた。サーシャからの手紙を見た者は、自分たちふたりだけだ。どこから漏れるかわからないので、誰にも話せない。

「そうだな。いずれはアスヴァールの内乱が終わったことも知れ渡るだろうが……」

「はい。さきほども申しあげたように、事態が変わるかもしれません。とりあえず、そのときまでは、ティグルヴルムド卿はまだ旅から戻ってこないということにして……」

　ふたりは一応そう決めたのだが、その日はまったく仕事にならなかった。書類を手にとっても字を追う気にならず、どこかへ向かおうとして通路を間違える。食事を用意させても手につかず、気がついたときにはスープも何もかもが冷めきっていた。

　そして、今日。今度はサーシャに仕えている従僕が手紙を送ってきたのだった。

――ティグルのことに関する続報だろうか。

　そう思ったが、それならばサーシャではなく従僕の手紙である理由がわからない。エレンは首をかしげたものの、封を切った。

　このとき、エレンは海賊たちが八十隻の大船団を率いてジスタートへ向かっていることを知ったのである。そして、サーシャが戦場へ赴いたということも。

――どういうことだ？　病がよくなったなどとは聞いてないぞ？

　従僕は、この手紙はサーシャに黙ってしたためたと綴っている。勝手な願いではあるが、彼女の戦いを見届けてもらえないかとも。

『アレクサンドラ様は、戦場を己の眠る場所としてお選びになられたようです。我々は臣ではあっても、あの方の友ではありませんでした。あの方の友であるエレオノーラ様にお願い申しあげます。リプナまでお越しいただくわけにはまいりませんでしょうか』

　血を吐くような思いで従僕はこの手紙を綴ったのだろう。手紙の最後の文字は、ひどく歪んでいた。

　サーシャを助けるのではなく、その戦いを見届けてほしいと。

「エレオノーラ様」

　エレンに続いて手紙に目を通したリムが、聞き慣れた淡々とした声こわ音ねで言った。

「リプナへお行きください」

「リム。おまえ、何を――」

　エレンは反論しかけたが、リムの青い瞳におもわず怯み、続く言葉を呑みこんだ。

「南への対応は、僭せん越えつながら私が行います。アレクサンドラ様のもとへ駆けつける役は、エレオノーラ様以外の誰にもできません」

　いつになくきっぱりとした口調で言われ、エレンはうろたえた。行きたくないはずがない。しかし、エレンが留守にしている間にムオジネルが動けば、ジスタートという国そのものの命運にかかわってくる。

　いつもは明朗さに満ちたエレンの紅の瞳が、逡しゅん巡じゅんと不安とで揺れ動いた。リムはなおも言い募つのる。

「エレオノーラ様がここから動かなかったとします。そして、アレクサンドラ様の訃報を聞いたとします。まともな判断ができますか？　ティグルヴルムド卿が、生死定かでなく行方不明だというだけで、これほど取り乱されているというのに」

「……それをおまえが言うのか」

　さすがにエレンは憤ふん慨がいして、親友でもある年長の副官を睨みつけたが、すぐに肩の力を抜いて不器用な笑みをつくった。

「――行ってくる」

　迷いを断ち切れば、決断は早い。その答えに、リムは満足そうにうなずいた。

「お気をつけて」

　その日のうちにエレンは公都を出て馬上のひととなり、北へ向かった。ただ無心に、街道を駆ける。サーシャの戦いに、間にあってくれとだけ願い続けた。
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　レグニーツァから街道を北へ進み、広大なヴァルタ大河をわたると、ルヴーシュに入る。エリザヴェータの治める公国だ。レグニーツァまではまだ秋の空気に満ちていたが、ルヴーシュでははやくも冬の気配が漂いはじめていた。

　エリザヴェータが主だった部下たちを公宮の会議室に集めて出陣を告げたのは、サーシャがリプナの港町へ向かった数日後のことだった。

　壁の一角に設えられたレンガ造りの暖炉には赤々とした火が燃えている。暖気を逃さないため窓は閉ざされ、そのために室内は明るいとは言い難かった。胡桃材の巨大なテーブルを、エリザヴェータは十人近い部下たちと囲んでいる。

「レグニーツァの要請をお受けするのですか」

　意外だという顔の部下に、エリザヴェータは当然だという顔でうなずいた。

「領内にある港町からも、海賊の大軍を見たという報告は受けているのでしょう？　領民が被害に遭あう前に叩き潰すのは当然のことですわ」

　腰まで届く赤い髪を揺らして、ルヴーシュの主は微笑んだ。今年で十八歳になる。他の戦姫たちと同じように、彼女にも『雷渦の閃姫イースグリーフ』『鞭の舞姫クヌートス』といった異名があるが、エリザヴェータはもうひとつの異名で呼ばれることが少なくない。

『異彩虹瞳ラズイーリス』。左右で異なる色の瞳を持つ者を、ジスタートではそう呼ぶのだ。

　エリザヴェータの右目には金色の瞳が、左目には碧い瞳が輝いている。その前には彼女の豊かな肉体も、紫を基調としてふんだんにフリルを用い、蝶の羽根を思わせる意匠を凝らした見事なドレスも、印象が霞んでしまうのだった。

　数日前に届いた、海竜が現れたという話に対しては、ルヴーシュ領内の港町へ警戒を呼びかけるだけですませたのだが、相手が海賊の大軍とあっては話が別だ。

　海竜が港町の近くに姿を見せたという話は聞かないが、海賊は港町を襲ってくる。ルヴーシュの主として、戦姫として撃退せねばならない。

――それに、気になることがひとつ。

　サーシャからの手紙に、エリザヴェータはあらためて目を通す。サーシャ自身も兵を率いて船に乗ると、間違いなく書かれていた。

　この一文が、エリザヴェータに与えた衝撃は決して小さくない。病に侵され、寝室から離れられないあのアレクサンドラ＝アルシャーヴィンが出陣するというのだ。

――病から回復したという話はまったく聞いていないわ。戦場で指揮をとれるほどまでに持ち直したのならば、そうした噂が私の耳に届いてもいいはずだけれど。

　エリザヴェータとしては、サーシャの様子を自分の目で確認したかった。

「ですが、何の条件もつけずにお引き受けなさることはないのではありませんか」

　部下のひとりの不満そうな訴えが、己の思考に没頭していたエリザヴェータを現実に引き戻す。ルヴーシュの民もまた、レグニーツァの民のことをこころよく思っていない。サーシャに対しても、病人が戦姫を名のっていると陰口を叩く者が少なくなかった。

「あちらの戦姫様も出陣なさるというのなら、一日か二日ほどは向こうに苦労していただけばよろしいのでは」

「私もそう思います。戦は騎士の誉ほまれとはいえ、進んで重い荷をかつぐことはないかと」

　部下たちは口々に否定的な意見を述べる。

「昨年の夏、ともに海賊討伐を行ったときは、レグニーツァの者たちが我々のもとへ海賊を誘導したではありませんか。また同じことをされては、たまったものではありません」

　また別の部下がそう言ったとき、それまで黙っていた男が、「お待ちを」と言った。

「その件については、明確な証拠はありません。我々の動きが乱れ、海賊に隙を見せた可能性もあったはずです」

　男の年齢は三十代半ば、髭がないために若く見える顔には、労苦によるものだろう皺が刻まれている。男の言葉に、何人かが「レグニーツァをかばうのか」と、色めきたった。

　そのとき、空気を切り裂く音に、硬い何かが石の床を鋭く打ち据える音が続く。暖炉の炎がゆらめいた。

　エリザヴェータが手にしていた鞭を振るったのだと、部下たちは即座に理解する。

　赤い髪の戦姫はいつのまにか椅子から立ち上がり、部下たちを睥へい睨げいしていた。彼女の手にある漆黒の鞭は、触れれば吹き飛ばされそうな金色の光を帯びて、静かに輝いている。

　これこそが、エリザヴェータを戦姫たらしめている竜具だった。

　雷渦ヴァリツァイフと呼ばれるこの鞭を、彼女は敵にしか振るったことはない。だが、その恐ろしさを知らない部下はいなかった。

　さきほどまでの熱狂が嘘のように、会議室は静まり返る。ほぼいっせいに口をつぐんだ部下たちを二色の瞳で見回して、満足そうにエリザヴェータは微笑んだ。

「嫌いな相手に苦労を押しつけるのは大好きですわ。でも、私はね、病人を働かせるのは大嫌いなの」

　とくに台詞の後半が、彼女の偽りのない本心であることを理解できた者は、この場にひとりしかいなかった。ただ、その声音に含まれた雷のごとき威厳に打たれ、部下たちは椅子から立ち上がるとそろって膝をつく。エリザヴェータは鷹揚にうなずくことで彼らを許した。

「アレクサンドラが出てくるのならば、レグニーツァの兵たちの士気は非常に高いと思いますわ。こちらも、ルヴーシュの武ぶ威いを見せつけてやる必要があるのではなくて？　すくなくとも私はそのつもりですわよ」

　対抗心を煽あおられて、部下たちの戦意に火が灯る。エリザヴェータは彼らの表情からそれを確認すると、一刻後の出しゅっ立たつを命じた。

　部下たちは慌ただしく退出していったが、ひとりだけが残る。昨年の海賊討伐の件で、レグニーツァを責める同僚に反論した男だった。

「戦姫様、ご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ございません」

　男は静かに頭を下げる。彼の名はナウムといい、エリザヴェータが戦姫になるより前から騎士としてルヴーシュに仕えている男だった。

「私はよく言ってくれたと思ってるわ。ああいう空気は嫌いだから」

　エリザヴェータは憤然と鼻を鳴らす。

　レグニーツァやサーシャに対して敵意や競争意識を燃やすのはいい。だが、忠誠心を装った悪意や意地の悪さを見せつけられるのは不愉快だったし、ナウムのように、あえて空気を読まずに異論を口にできる人間の貴重さを、彼女は理解していた。

　ナウムが一礼して退出する。ひとりきりになった会議室で、エリザヴェータは暖炉の火を眺めやった。ふと、湧き出た疑問が口をつく。

「……アレクサンドラが出陣するというのならば、エレオノーラはどうするのかしら」

　エリザヴェータの二色の瞳を、複数の感情が複雑に彩る。エレンのことを考えるとき、彼女はどうしても思いだしてしまう。八年前、田舎の寒村でふたりがはじめて会った日。ふたりとも戦姫ではなかった遠い昔を。また、二年前に起きたいくつかの事件を。

　我に返ると、エリザヴェータはこの場に自分しかいないとわかっているのに周囲へ視線を走らせ、それから表情を鋭く引き締めた。頭かぶりを振って疑問も郷愁も振り払う。

　思い出に浸ると、まるで母親を見失った子供のような顔つきになってしまう自分を、彼女はよく知っていたのだった。
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　レグニーツァが所有する軍船は、二種類ある。どちらもガレー船ではあるのだが、大きさが違った。

　ひとつは『槍ピーカ』と呼ばれる細身のガレー船だ。帆柱は一本で、百二十人の漕ぎ手と八十人の兵士を乗せることができる。とにかく小回りがきくのが取り柄の船といってよい。

　もうひとつは『弩ルーク』と呼ばれる大型のガレー船だ。三段構造になっており、帆柱は二本または三本。こちらは二百八十人の漕ぎ手と百五十人の兵士を乗せることができる。船体が大きいだけに動きは鈍重だが、投石機などを積むこともできた。

　もっとも、騎士か生粋の船乗りでもないかぎり『槍ピーカ』、『弩ルーク』と呼びわけるようなことはしない。もっと乱暴に『細いの』、『大きいの』というやりとりが主流だ。

　ちなみに帆船はない。動きが風任せになってしまう帆船は、戦には向かないからだ。

　レグニーツァにかぎらず、ルヴーシュでも、またブリューヌやアスヴァールといった王国においても、軍船の区分けは似たようなものである。いろいろな構造の船や兵器を造った者はいるのだが、戦場でそれらが主流になることはなかった。

　サーシャがリプナに着いたとき、港にはすでに三十を超える数の軍船が出航を待ちわびていた。リプナの長であるドミトリーは、黒と紅の軍衣をまとっているサーシャを見て驚きの表情を浮かべたが、すぐに気を取り直すとうやうやしく一礼する。

　黒髪の戦姫は微笑を返し、それから彼の隣に知った顔が立っていることに気づいた。

　短い髪に、日に焼けた赤銅色の肌。黒絹の帽子と、巨きょ躯くを包む真紅の上着。なにより目を合わせるだけで子供を泣かしてしまいかねないその顔だち。

「戦姫さま。私は兵士ではなく一介の船乗りですが、もしお許しいただけるなら戦列の端にお加えいただけますでしょうか」

　おおげさなほどの礼をしたその男は、マトヴェイだった。サーシャは彼に歩み寄ると肩をすくめながら尋ねる。

「長旅から帰ってきたばかりだろう。疲れているんじゃないか？」

「仰る通りにございますが、いささか暴れ足りない気分でして」

「……他には？」

　諧かい謔ぎゃく気ぎ味みのマトヴェイの声に、真しん摯しな思いのかけらがまじっていることに気づいてサーシャは短く問いかけた。マトヴェイは笑みを消し、静かに答えた。

「海賊討伐が終わりましたら、船を一隻に食糧と水をお借りしたく」

　ティグルをさがしたいということなのだろう。本当はいますぐにでも海へ出たい気分なのかもしれないが、さすがに八十隻もの海賊がうろついているところへ足を踏み入れることはできない。サーシャの下で戦うのが、もっとも手っ取り早いはずだった。

「わかった。じゃあ、この戦の間だけ僕の側そば仕づかえになってもらおう」

　あっさりとサーシャは承諾したのだが、これには言われたマトヴェイのみならず、隣に立っていたドミトリーも驚いた。

　ふたりに微笑みかけると、黒髪の戦姫はすぐ真剣な表情になり、必要なことを確認する。船の数、漕ぎ手の人数、兵の人数、食糧と水、今後の天候と風向きの予想に、敵を最後に発見した海域。知っておくべきことは数多くあった。

　それから半刻後、レグニーツァの海軍は港を発つ。

　陣容は『槍ピーカ』が三十一隻に『弩ルーク』が三隻、もっとも状態のいい『弩ルーク』がサーシャの旗艦となる。伝え聞く海賊たちの半分以下の数だが、サーシャはとくに気にしなかった。

「まずは大陸沿いに北上して、エリザヴェータの軍と合流しよう。海戦は陸の戦い以上に物量がものをいうとはいっても、レグニーツァだけで八十隻以上そろうのを待っていたら、被害が拡大するばかりだからね」

　旗艦の甲板で潮風を身体に浴びながら、サーシャは部下たちにそう説明する。また、大陸沿いであればレグニーツァ軍の方が岩礁や潮の流れに詳しいという自負があった。

　三十四隻の船団は、紺碧の海をかきわけるようにして北へと進んでいく。

　サーシャは甲板に椅子を用意させ、それに座って指揮を執っていた。とはいえ、行軍が順調ならば彼女がとくに口をさしはさむことはない。黙って、総指揮官の姿を船乗りたちに見せていればよかった。

　空は青く晴れ渡って照りつける陽射しが厳しいほどだったが、サーシャは船室に引っこむようなことはせず、甲板上にその姿を示し続けた。

　戦姫の矜きょう持じを最大のものとして理由はいくつかあるが、薄暗い船室が公宮の寝室を思い起こさせたのと、潮風を浴びながら海をぼんやりと眺めるのが好きだったからだ。また、公都を発ってからとくに体調が悪化しなかったというのもある。

　戦姫が総指揮官とあって、兵、漕ぎ手ともに士気は高く、レグニーツァ軍は快調に海を進んでいった。







　偵察に出た船が、海賊船らしき集団の姿を見たと報告したのは、レグニーツァ軍が海に出てから三日が過ぎたころだった。海賊船は十隻前後で、こちらの姿を見るとすぐに遠ざかってしまったという。

　報告を受けたサーシャは、穏やかさを残しながら表情を引き締めた。

「これから何日かは、おたがいに兵力のさぐりあいになるね」

　エリザヴェータの率いるルヴーシュ軍とは、明日に合流できる予定だ。彼女がちゃんと出てきてくれたことを、サーシャはひそかに嬉しく思う。

――ルヴーシュも三十隻ほどか。こちらと合わせて六十ちょっと。海賊との二十隻近い差は、僕とエリザヴェータで埋められるかな……。

　日が沈み、船は錨を下ろして停泊する。サーシャは船室に戻るよう勧められたが、もうすこしだけと言って厚手の外套をまとい、まだ甲板に残っていた。

　現在、甲板上には彼女の他に数人の見張りがいるだけだ。空には金色の月が輝いて、星々とともに海を淡く照らしている。空気はだいぶ冷えこんできたが、サーシャの腰にある二本の刃が勝手に主をあたためはじめたので、あまり寒さを感じない。

「いまさらだけど、おまえは僕の話を全然聞いてくれないね」

　サーシャは苦笑を浮かべて、金色の刃と朱色の刃を見つめる。

　この二振りはまさしく炎を思わせて活発といえば聞こえはいいが、よかれと思って突っ走っているのか、主の要求に耳を貸さないことがたいへん多い。いまもこうしてサーシャの手元にあるのがその証明といってよいだろう。

「エレンのアリファールやミラのラヴィアスはもっと素直だっていうけど……。次の戦姫のときは、もうちょっと話を聞いてあげるように――」

　そこでサーシャは言葉を中断させた。外套を払いのけ、椅子から立ち上がったときには腰の双剣を左右の手に握りしめている。不気味な気配を感じたのだ。

　彼女の手にある二本の刃も、刀身にそれぞれ紅蓮と黄金の炎をまとって、さかんに警告を発している。想像もできないほど危険な何かが近くにいると。

――船首か……。

　手や足に強こわ張ばりがないことを確認して、サーシャは船首へ歩いていく。揺れる船の上だというのに、彼女の足取りは地上を歩くのと変わらない。

　はたして、そこにひとつの影が立っていた。月に照らされてぼんやり浮かびあがる輪郭は人間のそれだ。年齢ははっきりしないが、髪がないのか頭部は丸く、体格は中肉中背。

　異様なのは、その人影から放たれている粘つくような敵意だった。人間とはあきらかに違う。獣でもない。サーシャは一瞬、自分がこの世ならぬどこかに迷いこんでしまったような錯覚さえ抱いた。

　ぽたぽたと、小さな音が不規則な間隔でサーシャの耳を打つ。よく見ると、頭頂部からつま先まで男はずぶ濡れだった。この奇妙な音は、男の服の裾や指先から垂れている滴によるものだったのだ。

――泳いできたのか。この夜の海を。

「……何者だ、おまえは」

　鋭い誰何すいかの声を、サーシャは叩きつける。返答はないので別の質問をした。

「ここにいた男はどうした？」

　船首には常にひとり、見張りを置いている。不審な人物を見かけて、声をあげないはずはない。その人影は、笑ったように見えた。

「死人のことより、おまえ自身の心配をするべきではないか。双剣」

　奇妙な呼び方にサーシャは眉をひそめたが、あることに思い当たってすばやく双剣をかまえる。人影を睨みつけて、問うた。

「……トルバランか？」

　オルガがそう言っていた。彼女のことを斧、ティグルのことを弓と呼んでいたと。

　潮風にまじって、それとは違うなまあたたかい空気が吹きつけられる。人影との距離は十数歩も離れているのに、野獣と対峙しているのにも似た緊張と重圧がサーシャを包む。

『斧か錫杖から聞いたのか？　何にせよ、話が早くて助かる』

　武器も持っていなければ鎧も身につけていないその男は、嬉しそうに笑いながら無造作に距離を詰めてくる。だん、と力強い踏みこみに甲板がきしんだ。そのときにはサーシャも腰を低くして甲板を蹴っている。

『好みにはほど遠いが……されど戦姫！　我が贄となりて腹におさまるがいい！』

　叫び声と同時に、すさまじい瘴気が放たれた。男の両眼が殺気を帯びた赤い光を放ち、身につけている麻の服が内部からの膨張に耐えかねて無数に引き裂かれる。

　瞬く間に、男の身体はサーシャの倍以上までふくれあがっていた。月に照らされた肌は嫌悪感を覚える不気味な白。体毛はなく、額には螺旋状の角が三本。顔の右半分は醜く焼けただれ、右肩から右胸にかけて何かでえぐられたような傷跡があった。

――これが魔物……！

　サーシャは驚きに目を瞠ったが、彼女がその場に立ちすくんだとしても、それは一瞬未満のことだった。サーシャを狙って振り下ろされた白い豪腕は、甲板だけを粉砕して大きな穴を穿うがつ。破壊音とともに吹き飛ぶ木片の中には、火の粉だけが舞い散っていた。

　トルバランから数歩分離れたところで、サーシャは双剣を交差させるようなかまえで立っている。甲板の下にいた船乗りたちから悲鳴があがっているが、黒髪の戦姫はそれを無視した。この状況では何を言っても混乱を助長させるだけだ。

　甲板の上を滑るように動きながら、両者は徐々に距離を詰める。サーシャが音高く床を蹴った。一瞬遅れて、怪物の全身から目に見えない衝撃波が放たれる。

　足元を破壊しないように調整したそれは、舳先や船縁を容赦なく打ち砕き、樽や数人乗りの舟を粉々に吹き飛ばした。サーシャの双剣が帯びていた炎の残滓も吹き散らされて闇の中に溶ける。

　トルバランの顔は不審に染まった。また、手応えがなかったからだ。

『――上か！』

　魔物が豪腕で頭上を殴りつける。その一撃をかいくぐって落下してきた影が、床に降り立った。その正体はむろんサーシャだ。着地の反動を利用して距離をとろうとした黒髪の戦姫に対し、間髪を容れずトルバランは衝撃波を放出する。

　だが、サーシャの速さはそれをすら上回った。

　舞うような動きで衝撃波をかわし、魔物から十歩近く離れたところで双剣を構えなおす。刀身を包む炎が、尾を引いて闇をわずかに払った。

　ほう、とトルバランは感嘆の声をあげる。サーシャが立っているのは、衝撃波が届く範囲の文字通り一歩手前だった。つまり、彼女は衝撃波の射程を、一度で正確に見抜いたということになる。

　衝撃波そのものはオルガなどから聞いて知っていたとしても、それがどこまで及ぶのかをこの闇の中、揺れる船の上で測り、ぎりぎりの範囲で避けるとは尋常な技量ではない。

『わざわざここまで来て、正解だったな。実に楽しめる……』

　そのとき、トルバランの右腕に異変が起こった。

　肘あたりで魔物の腕がずれたかと思うと、どんという重たげな音とともに肘から先が床に転がる。断面は黒く染まっていて、血が噴きだすようなことはなかった。

　サーシャの手にある双剣は、色の異なる炎をそれぞれ勢いよく立ち昇らせている。主の戦意を示すように。

「次は、その不愉快な首を落とす」

　炎をまとった二色の剣をかまえて、刃の舞姫コルティーサは静かに告げた。
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　　　１　　　紺碧の戦場














　気がついた。同時に、寒いと思った。歯の根があわずにがちがちと震える。

　身体も震えている。背中を丸め、自分自身を抱きしめるようにして、まず寒さに耐えなければならなかった。身体が凍りついたとさえ思った。

　気分が落ち着いてきたのは、たっぷり一千を数えられるぐらいの時間が過ぎたころ。夜の海の冷たさにくらべればはるかにましな、なまあたたかい空気が熱を与えてくれたのだろう。若者はようやく身体を起こした。

　視界は真っ暗で、何も見えない。ひとまず握りしめていた弓をそばにおいて、海水に濡れそぼった冷たい服を脱ぐ。ズボンと下着も脱いで、絞った。いまひとつ力が入らなかったので、思うようにいかなかったが。

　頭に痛みを覚えて触れると、傷らしきものがあった。ぬるりとした感触はないが、髪も湿っている。傷口に触れた手の匂いを嗅いで、血は止まっているらしいと判断した。

　裸のままでいるのも落ち着かないので、まだ湿っていて冷たいままの服を仕方なく身につける。それから若者は、自分が硬い床の上に立っていることを認識した。

「……ここはどこだ？」

　間の抜けた問いかけだが、本人はいたって真剣だ。

　若者の名はティグルヴルムド＝ヴォルン。十七歳。親しい者には名前を縮めてティグルと呼ばれている。

　くすんだ赤い髪をかきまわして、ティグルは気を失う前の記憶を必死にたどった。

　ティグルはブリューヌ王国の貴族だが、さまざまな事情から、現在はジスタート王国にあるライトメリッツ公国の客将という立場にある。

　夏の終わりごろ、ティグルはジスタートの密使として、アスヴァール王国を訪れた。そこで王族同士の争いに巻きこまれ、タラード＝グラムという男に協力して、戦いを終わらせた。

　アスヴァールを船で発ち、あと数日でジスタートに帰還するというところで、ティグルの乗った船はトルバランという魔物に襲われた。

　トルバランとの戦いの中でティグルは海に落ち、気を失ったのだ。

　そこまで思いだしたところで、ティグルはさきほどの疑問をもう一度つぶやく。

　ここはどこだと。

　同じ船に乗っていた二人の戦姫、『光華の耀姫ブレスヴェート』の異名を持つソフィーことソフィーヤ＝オベルタスや、『羅轟の月姫バルディッシュ』の異名を持つオルガ＝タム、船乗りのマトヴェイが助けてくれたとは考えにくい。彼女たちならば、もっとまともな手当てをしてくれるはずだからだ。

　着替えもさせず、毛布の一枚もかけず、ずぶ濡れのまま放っておくはずがない。

　つまり、自分を夜の海から助けてくれたのは別の何かだ。

　足元に置いていた黒弓を拾いあげる。ヴォルン家の家宝だが、得体の知れない力が備わっていることを、ティグルはほんの一年ほど前に知った。その力は、ティグルをたびたび窮地から救ってくれたものだ。

　ぐるりとまわりを見回すと、十数歩先に明かりが見えた。まだ足に力が入らず、ティグルはよろめきながらそこまで歩いていく。

　明かりの正体が見えたとき、ティグルはおもわず眉をひそめていた。

　そこは三方を壁に囲まれており、中央には七本の石柱が円環を描くようにそびえていた。石柱は巨石を削りだしたかのようで、黒い柱が五本、白い柱が二本ある。明かりの正体は、白い柱が帯びている淡い光だった。

『ひさしぶりね』

　どこからともなく女性の声が響いた。ティグルは弓を強く握りしめ、警戒の視線を巡らせる。だが、声の主は姿を見せない。いや、とティグルは考えた。あるいは、このほとんど闇に包まれた空間そのものが、この声の主かもしれない。闇に向かって呼びかける。

「俺を助けてくれたのは、あなただな？」

『そうよ』

　声の主は肯定した。

「……まずは、助けてくれたことに礼を言う」

　ありがとうと闇に向かってティグルは律儀に頭を下げる。

「どうして助けてくれたんだ？」

『闇の深い夜に、数あま多たの躯むくろの上で』

　歌うような声が響いた。

『前に言ったでしょう。そうなっていたから、ちょっと手を差し伸べただけ。自分の力だけでそれを使えるようになったあなたへの加護というところかしら』

　台詞の後半についてはよくわからなかったが、前半については、たしかに以前、そんなことを言われたような気がする。

　一年近く前のことだし、あのときは他にも驚くようなことばかりあったのですっかり忘れていた。

『忘れていたわね』

「そんなことは……。いや、その、申し訳ない」

　いたずらめいた声で図星を指され、反射的に否定しかけたものの、ティグルは首を振って素直に謝った。くすくすと忍び笑いが闇の中から聞こえる。気を取り直してティグルは聞いた。

「ところで、ここはどこなんだ？　俺の乗っていた船はどうなった？」

『ひとつめについては教えてあげない。ふたつめについては知らない』

　素直な返答ではあった。ティグルはため息をつくと、再び質問を投げかける。

「ふたつめの、知らないというのはどういう意味だ？」

『私はあなたを助けてあげただけ。それ以外に興味がないの』

「あの場所に戻してもらうことはできないのか？」

『夜の海に？』

　恐怖と冷たさが脳裏によみがえり、ティグルの身体が勝手に震えた。今度こそ死んでしまう。しかし、いつまでもこのようなところにいるわけにはいかない。懇願した。

「海以外にできないか？」

『どこに？』

　短い問いかけに、ティグルは虚きょを衝つかれた顔になる。自分はどこに戻りたいのか。

　アルサスか。ライトメリッツか。ブリューヌか。ジスタートなのか。

　生まれ育った故郷ののどかな風景と、白銀の髪の娘の笑顔が同時に脳裏をよぎった。どちらも、若者にとってはかけがえのないものだ。それから大切なひとたちの顔が頭の中に浮かんだ。

『そうそう。海に面したところの方が、たぶんいいわよ』

　海に落ちたところを助けたからなのだろうか。

　すこし考えたあとティグルは希望を告げた。

「――ジスタートへ」

　いまはここだ。自分がいま置かれている立場は、愛する故郷に戻ることを許さない。

『それじゃあ送ってあげる』

　声の主は笑って、つけくわえた。

『ただ、ジスタートのどこかは私にも決められないわ』

　その言葉の意味を理解する前に、ティグルの意識は急速に遠のいていった。
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　冴え冴えとした秋の月が、夜の海に浮かぶ船の群れを静かに照らしている。

　レグニーツァ軍だ。『槍ピーカ』と呼ばれる細身のガレー船が三十一隻と、『弩ルーク』と呼ばれる大型のガレー船が三隻で構成されている。どの船も、火を灯した大きなランタンを船首と船尾に吊り下げていた。この明かりによって他の船との距離を測るのだ。

　ジスタート王国に迫る海賊たちの討伐が、彼らの目的だった。

　この船団の旗艦『鉄獅子ジレザリフ』号の船首で、いま、ひとりの娘が一匹の怪物と対峙している。

　今年で二十二歳。艶やかな黒髪を肩のあたりで切りそろえ、赤を基調として随所に白と金を配した軍衣に細身の肉体を包んでいた。軍衣の赤は、炎を思わせる。

　その美しい面立ちや身体つきにもかかわらず可憐で華きゃ奢しゃな印象を与えないのは、左右の手に握られた二本の小剣の存在と、黒い瞳を彩る戦意によるものだろう。

　アレクサンドラ＝アルシャーヴィンというのが彼女の名だ。親しい者にはサーシャという愛称で呼ばれている。ジスタートに七人いる戦姫のひとりで、『煌炎の朧姫ファルプラム』の異名を持ち、レグニーツァ公国を治めていた。この船団の総指揮官でもある。

　サーシャの手にある二本の小剣はそれぞれ金色と朱色の刀身を持ち、紅蓮と黄金の炎をまとっている。何かを燃やしているのではない。刀身それ自体が炎を発しているのだ。

　不可思議な力を備えたこの二振りの刃こそ、サーシャの竜具ヴィラルトである煌炎バルグレンだった。『討鬼の双刃』とも呼ばれている。

　彼女の目の前にいる怪物は、薄ら笑いを浮かべて黒髪の戦姫を見下ろしていた。その巨きょ躯くはサーシャの倍以上あり、肩や胸板は大きく盛りあがって、人間など片手で握りつぶせるだろうと思わせるほどにたくましい。右肩から右胸にかけて、凄せい惨さんな傷跡がある。

　体毛はなく、白い皮膚には不気味な質感があった。額からねじくれた角が三本生えており、おとぎ話に出てくる鬼を連想させる凶悪な顔の右半分は焼けただれている。

　怪物の右腕は肘のあたりで切断されていた。肘から先の部分は白い肉塊となって甲板に転がっている。

　怪物はトルバランと名のった。サーシャは魔物について、他の戦姫から話を聞いたことはあったが、実際に目にするのははじめてだ。

　だが、サーシャは怯んだりしなかった。双剣をかまえて慎重に間合いを詰める。怪物の顔と肩の傷はすでにあったものだが、たったいまトルバランの右腕を斬り落としたのは彼女だ。刃の通じる相手である以上、臆することはない。

――どう攻めてくる……？

　これまでの攻防でわかっているのは、トルバランが驚くべき怪力を誇り、また全身から不可視の衝撃波を放つことだ。だが、尋常ならざる存在である以上、それだけとはかぎらない。他にどのような攻撃手段を持っているか、さすがにサーシャも予測できなかった。

――オルガは何と言っていたかな。

　この魔物と戦ったという戦姫オルガ＝タムの話を、サーシャは思いだす。たしか、腕が再生したと言っていたはずだ。それ以外には何があっただろう。

『見事な腕前だ』

　トルバランは甲板に転がっている己の腕を拾いあげる。切断面は刃の炎によって黒く焼け焦げていたが、怪物は無造作な手つきで傷口に押し当てた。

　切り口から白い煙が立ち昇る。訝いぶかしげな顔をするサーシャの視線の先で、トルバランは手を離した。

　腕は、落ちない。ついさきほどまで切り離されていたはずの魔物の右腕は、そんなことなどなかったかのように接合を果たしている。これにはサーシャも唖あ然ぜんとした。オルガから話を聞いていなかったら、より大きな衝撃を受けていただろう。

――これは……首を斬り落としても死なないかもしれない。

　黒髪の戦姫のこめかみを、一筋の冷たい汗が流れた。トルバランは具合をたしかめるように右腕を振っている。

　緊迫した空気がその濃さを増していく中、不意に、夜気に乗ってざわめきが彼女の耳へと届いた。ふたりから離れたところにいくつもの明かりが現れ、不規則に揺れながらこちらへ近づいてくる。

　兵と船乗りたちだとサーシャにはすぐにわかった。トルバランが衝撃波で船縁や舳先を破壊した際の音を聞きつけて、様子を見に来たのだろう。

　サーシャの顔に焦りがにじんだ。旗艦に乗っているだけあって兵は精鋭ぞろいだが、相手は人外の怪物だ。竜に立ち向かうのと変わらない。

　危険を承知で前に出ようとしたときだった。

『ここは退くか』

　意外すぎる台詞が怪物の口から漏れる。トルバランは近づいてくる松明の群れを楽しそうに眺めながら、一歩後退した。サーシャは眉をひそめて、双剣のかまえを守りに切り替える。罠かもしれない。警戒を解くことはできなかった。

　重く鈍い衝撃に甲板が揺れる。トルバランが足元を蹴って跳躍したのだ。

　だが、それは攻撃のための行動ではなかった。怪物の巨躯は船縁を越えて、夜の海へと落下する。いくばくかの間を置いて大きな水音が聞こえた。

――まさか、本当に逃げたのか……？

　それとも、そう思わせてこちらを誘っているのか。

　船縁まで駆けだそうとして、サーシャは動きを止める。身じろぎもせず暗闇をまっすぐ見つめた。そのまま十を数えるほどの時間が経過する。

――やわらいだか。

　サーシャは小さく息を吐いた。彼女の足を止めたのは怪物に対する警戒心ではなく、体内で発生した痛みだ。激痛というほどではなく、わずかに行動を鈍らせるていどのものだが、この状況では無視できなかった。

　炎の燃えさかる松明を手に集まってきた兵と船乗りたちは、周囲の惨状を目にして呆然と立ち尽くす。サーシャの姿を発見すると我に返り、血相を変えて駆け寄ってきた。

「戦姫さま、ご無事ですか！」

「……だいじょうぶだよ。僕のことは心配いらない」

　サーシャの返答は一瞬遅れたが、慌ただしい雰囲気の中でそのことに気づいた者はいない。炎の消えた双剣を腰に差しながら黒髪の戦姫は続けた。

「何かが襲いかかってきたんだ。斬ったら逃げていった。暗かったからよくわからないけど、海竜かもしれない」

　トルバランのことを話しても必要以上に怯えさせるだけだと考え、事実に嘘を織り交ぜてサーシャは部下たちに説明する。

　アスヴァールから帰還中の船団が海竜に襲われたという話は、この船に乗っている誰もが知っている。怪物よりもよほど納得しやすいはずだった。

「海に落ちた者がいるかもしれない。船のまわりだけでいいから捜索してくれ」

「かしこまりました。戦姫さまは船室にて報告をお待ちください」

　うやうやしく一礼して言ったのはこの鉄獅子号の船長だ。船乗りとしても戦士としても優秀な男で、だからこそ彼が船長を務めるこの船をサーシャは旗艦に選んだのだ。

　船長の申し出に、しかしサーシャは頭を振った。

「捜索が一段落するまではここにいる。海竜がまた姿を現したら、僕が仕留めるから」

　船員たちは顔を見合わせたが、たしかに黒髪の戦姫以外の誰であっても海竜には太刀打ちできないだろう。

「戦姫さま、これを」

　船員たちの間からマトヴェイが進み出て、サーシャに毛布を差しだす。まわりの船乗りたちと比べても抜きんでている大柄な体たい躯くの持ち主で、強こわ面もてと、白イルカを背に縫いこんだ真紅の上着が特徴的な男だ。

　彼もまたサーシャの信頼が厚く、この戦いには自ら願い出て船に乗りこんだのだった。

「ありがとう」

　腰に差している竜具のためにサーシャはそれほど寒さを感じないのだが、マトヴェイの心遣いに感謝し、礼を言って毛布を受け取った。それを羽織って、黒髪の戦姫は船員たちの作業を見守りながら思考を巡らせる。あの怪物の目的は何だったのか。

「マトヴェイ。君に聞きたいことがある」

　ささやくような声でサーシャはマトヴェイを呼ぶと、船長に視線で合図を送り、さりげない足取りでその場から離れる。まわりでは船員たちが慌ただしく動きまわっており、ふたりの姿が消えたことに気づいた者はほとんどいなかった。

　船員のほとんどが船首での作業に駆り出されたこともあって、船尾まで来るとさすがにひとけは少ない。サーシャは足を止めて振り返ると、単刀直入に聞いた。

「海竜に乗って君たちを襲ったという怪物について、話してもらえないか」

　その言葉にマトヴェイの表情が一変する。出かかった大声をとっさに呑みこみ、激しい感情を押し殺した低い声で確認した。

「やつが出たのですか？」

「おそらく。見たのははじめてなんだ」

　その答えに納得すると、マトヴェイは自分の見た怪物の姿について、あらためて説明する。それを聞いて間違いないとサーシャは確信した。

「あいつが、この近くに……」

　マトヴェイが巨体を震わせて夜の海を睨みつける。怒りと恐怖の混在した感情が、男の瞳の中で揺れていた。彼が落ち着くのを待って、サーシャは口を開く。

「このことは誰にも言わずにおいてくれ。海賊との戦いを控えているのに、兵や船乗りたちを動揺させたくない」

「ですが、戦姫さま。あるいはトルバランが海賊たちを率いている可能性は……」

「あの魔物が？」

　サーシャは首をかしげたが、すぐにオルガたちの話を思いだした。トルバランはレスターという人間に化けてアスヴァール王国に潜伏し、兵を従えて城砦を守備していたのだ。

　すこし考えたのち、サーシャは首を横に振って言った。

「黙っておこう。各船の船長たちに説明するとしても、信じさせるに足るものがない。ただ、そうだね……。たとえば、旗艦が黄色の旗を掲げたら急いで後退するとか、そういう特殊な状況での指示は決めておく」

「承知しました」

　マトヴェイは安あん堵どの息をついてうなずいた。これなら海竜が出た場合というような、わかりやすいたとえで説明できる。

　ふたりが船首に戻ると、作業が終わりに近づいているのか船員たちの数は少なくなり、騒ぎもおさまってきていた。船長がサーシャたちを見つけて歩いてくる。

「戦姫さま。申し訳ありませんが、旗艦を替えましょう」

「そんなに損傷がひどいのか？」

　サーシャは眉をひそめた。船長は無念さを隠しきれない沈痛な面持ちでうなずく。これだけの規模の船団の旗艦を務めるのは、船乗りにとってたいへん名誉なことだ。しかも総指揮官は戦姫サーシャなのである。よほど考え抜いた末の、苦渋の決断に違いなかった。

「航行にも戦闘にも耐えられますが、一晩で修復するのはさすがに不可能です。このような状態の船を戦姫さまの旗艦として使い続けるのは、我々の恥となります」

　言葉にはしない船長の内心を、黒髪の戦姫は察した。サーシャたちは明日、ルヴーシュの船団と合流する予定になっている。破損した船に乗っている主の姿を、ルヴーシュの者たちに見せたくないのだろう。苦笑を浮かべて、サーシャはわかったと答えた。

「それでは、どの船を新たな旗艦とするべきか君の意見を聞かせてくれ」

　鉄獅子号は『弩ルーク』型のガレー船で、同じ型の船はあと二隻ある。

　船長が推薦したのは『甲冑魚ダスパリーバ』号という名の船だ。甲冑魚号の船長はパーヴェルという男で、かつては鉄獅子号の船長の部下だったという。

　己の船を旗艦にするという命令を聞いたパーヴェルは喜ぶよりも先にまず驚き、次いで事情を知ると、かつての上司の無念さを思って深いため息をついた。だが、すぐに真剣な表情になり、船員たちに指示してサーシャを迎えに現れる。

　鉄獅子号の船長からあらためて話を聞き、なぐさめるように彼の肩を叩いたあと、パーヴェルはサーシャの前へと進みでた。

「我が船を旗艦にお選び下さったこと、心より感謝いたします。非才の身ではありますが、戦姫さまのために微力を尽くしましょう」

　パーヴェルは現在四十五歳。平均よりも背は低く太り気味で、大量の鉄片を鱗状に縫いつけた革鎧を着こんでいる。彼がサーシャに一礼すると、鎧に縫いつけた鉄片同士が擦れあって音を立てた。礼儀作法は雑だが、その表情と口調には真しん摯しさがある。

「急な話ですまないが、よろしく頼む」

　そうしてサーシャが新たな旗艦に移っている間に、捜索は終わった。

　船乗りが三名ほど行方不明であることはわかったものの、懸命の捜索にもかかわらず死体さえ発見されなかった。

　翌日、サーシャは予定通りルヴーシュの船団と合流した。
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　空は青く晴れ渡り、燦さん然ぜんと輝く太陽の下、海は碧玉を溶かしたかのような鮮やかさでどこまでも広がっている。その海の向こうからルヴーシュの船団は姿を現した。

　ルヴーシュの軍船もまた、レグニーツァと同じく細身のガレー船と大型のガレー船の二種類で構成されている。細部は違うものの、性能にそれほど変わりはない。

　ルヴーシュ軍の旗艦は細身のガレー船で『マルガリータ』号という。動物の名をつけることが多いレグニーツァと違い、ルヴーシュではもっぱら船に女性の名をつける。

　帆柱高くひるがえっているのはジスタート王国の軍旗である黒竜旗ジルニトラと、ルヴーシュの大軍旗だ。遠目にも鮮やかな紫地に、彼女の竜具『砕さい禍かの閃せん霆てい』ヴァリツァイフを意匠化した金色の鞭が見事な曲線を描いている。

　総指揮官は『雷渦の閃姫イースグリーフ』の異名を持つエリザヴェータ＝フォミナである。生まれつき左右の瞳の色が違う『異彩虹瞳ラズイーリス』の戦姫は、その日も紫を基調として、フリルをふんだんに用い、蝶の羽根を思わせる見事な意匠を凝らしたドレスをまとって現れた。

　腰には黒い鞭の竜具ヴァリツァイフを丸く束ねて下げており、鮮やかな赤い髪とドレスの裾をなびかせて、彼女はマルガリータ号の船首に立っている。

　堂々たる態度とその美貌は、ルヴーシュにいい印象を抱いていないレグニーツァの兵たちでさえおもわず感嘆のため息を漏らすほどだった。ルヴーシュ軍はレグニーツァ軍にぶつからないよう後退し、マルガリータ号のみが前進する。

　甲冑魚号は、旗艦であることを示すレグニーツァの大軍旗を振って位置を知らせた。黄地に金色と朱色の刃がななめに交差したもので、ルヴーシュに劣らず一際目を惹く意匠だ。

　マルガリータ号の甲板にはルヴーシュ兵と船乗りたちが整列し、挑むような視線をレグニーツァ軍に送っている。

　レグニーツァ軍も負けてはいない。兵と船乗りたちはやはり甲板に並んで、相手の視線を受け止め、睨み返した。両者とも「あくまで今回だけ仲間」という意識である。サーシャとしては苦笑するしかないというところだった。

　マルガリータ号が甲冑魚号に接舷する。エリザヴェータはふたりの船長を伴って乗り移ってきた。もともと今日の軍議では、サーシャがエリザヴェータの旗艦へ出向くつもりだった。しかし、異彩虹瞳の戦姫はそれを断り、ここまで足を運んだのである。

　サーシャの体調を慮ったのか、それともレグニーツァの兵を自軍に招き入れることを嫌ったのかはわからない。あるいはその両方かもしれなかった。

　サーシャは前へ進み出て、歓迎するように手を差し出す。

「いらっしゃい。わざわざ来てくれてありがとう」

　だが、エリザヴェータはその手をとらなかった。胸を張り、腕組みをしてサーシャの後ろに立つレグニーツァ兵たちを睥へい睨げいすると、興味なさそうな表情で口を開く。

「時間が惜しいわ。さっさとはじめましょう」







　軍議は、甲冑魚号の船室で行われた。サーシャとエリザヴェータの他に男が四人。ルヴーシュ側の船長がふたりと、レグニーツァ側の船長がひとり。そしてマトヴェイだ。

　床に固定された大きな作業台の上に、何枚もの海図やいくつもの駒が置かれ、六人は作業台を囲んでそれらを見下ろした。

「私たちの船は三十一隻。大型船が五隻、小型船が二十六隻になりますわ」

「こちらは三十四隻。大型船が三隻、小型船は三十一隻だ」

　敵の数は約八十。わかってはいたことだが、両軍を合計しても海賊より少ない。

　海の戦いは、陸の戦い以上に数がものをいうといわれている。戦場が広大なことに加えて敵味方の船にそれほど大きな違いがなく、攻撃方法もかぎられているからだ。

「敵の動きについてだけど……こちらの偵察船が昨日、十隻前後の海賊船を発見した」

　レグニーツァ軍の船長が海図の上に駒を置く。エリザヴェータは色の異なる瞳を自軍の船長たちに向けた。

「我々の出した偵察船も、昨日の昼過ぎに敵を発見している。同じく十隻ほどで、偵察船に気づくと西へ逃げていったそうだ」

　海図の上に新たな駒が置かれる。船長たちは短く唸った。このふたつだけではまだ敵の位置を絞りこめない。エリザヴェータは腕を組んで、挑発的な視線をサーシャに向ける。

「アレクサンドラ。あなたの見解を聞かせてもらえるかしら」

「彼らはジスタートを目指しつつ、僕たちの位置と数をさぐっている」

　赤い髪の戦姫の視線をやわらかな物腰で受け止めてサーシャは答えた。

「海賊の船の数を八十としよう。十隻で一隊として八隊にわかれ、あらかじめ合流する場所を決めた上で、それぞれ異なる角度で進んでいると思う。こちらの偵察船が発見した敵と、そちらが見つけた敵はおそらく別のものだ」

　感心したようにマトヴェイがうなずく。

「なるほど。言われてみれば、八十隻の大軍では行動も停泊も一苦労ですが、十隻ていどなら、そのへんの小島に停泊することも楽ですな」

　ジスタートとアスヴァールの間に広がる海には無数の小さな島があり、いくつかは海賊たちの隠れ家として使われてきた。ジスタートだけでなくブリューヌやアスヴァール等の国も、一度ならずそうした小島に軍船を差し向けて海賊を掃討したことがある。

　しかし、一年か二年が過ぎるとその島には新たな海賊が住み着くのだ。

　島をひとつひとつ管理するには人手と金銭がいくらあっても足りず、その都度対応するしかないのが実情だった。

「連中が小島に引きこもる可能性はないかしら？」

　海図を見つめてエリザヴェータが疑問を投げかける。サーシャは首を横に振った。

「彼らに、冬を越せるだけの食糧があるとは思えない」

　冬の海は冷気を帯びた風が絶え間なく吹き荒れ、波も激しさを増す。転覆に加えて凍死の危険性もあるので、商船ですら冬に出港することはまずない。海賊にとっては獲物がいなくなるということであり、手持ちの食糧が尽きればあとは飢える一方だ。

「戦姫殿。あなたの仰ったように、海賊どもが十隻ずつにわかれて進んでいるとしよう。やつらが我々をやり過ごし、大陸を目指すということは考えられないだろうか」

　ルヴーシュの船長のひとりが慎重な口ぶりでサーシャに尋ねる。

「風に恵まれれば、そうするかもしれないね」

　サーシャの返答は、相手の立場に配慮してのものだった。その必要を感じなければ、ありえないと一刀両断していただろう。

「ただ、その場合、彼らは大軍という利点を捨てることになる。さらに、反転して彼らを追う僕たちに対して側面と背後をさらしてしまう。港町も、敵の数が十隻ていどならば持ち堪えられるだろう。こちらは各個撃破しながら進めばいい」

　ルヴーシュの船長は大きな身体を揺らして唸り、エリザヴェータが横から口を挟んだ。

「海賊はまず私たちを打ち破り、その余勢を駆って港町を襲う。あなたはそう考えているわけね。数に劣る側としてはどう戦うつもり？」

「そうだね。君の案から聞こうか」

　サーシャはやや意地の悪い微笑をエリザヴェータに向ける。エリザヴェータは不機嫌そうに目を細めたが、胸を張って応じた。

「敵を分断して各個撃破。敵の多数をかわす、もしくは突破して旗艦を狙う。この状況ではその二択でしょう？　私は敵の旗艦を狙う手で動きたいですわ」

「じゃあ、こうしようか。陣容は中央、右翼、左翼、それから後方の予備兵力で構成されるものとして……」

　サーシャはいくつかの駒を手に取って海図の上に並べる。

「レグニーツァが中央と左翼を受け持つ。右翼と後方はルヴーシュに担当してもらう。ここから先は敵の出方次第だけど、敵の右翼が薄い場合はレグニーツァが一丸となって敵右翼を攻撃し、突き崩す。敵の左翼が薄い場合はルヴーシュがそうする」

「一丸となって、と言いましたけれど、レグニーツァが動く場合は中央と左翼がまとまって動くということですの？」

　ふたつの色の瞳に意外さと警戒の色をそれぞれ宿して、エリザヴェータが訊いた。サーシャは穏やかな表情をまったく変えずに応じる。

「そう。ルヴーシュが攻める場合は、もちろんレグニーツァが敵の攻勢を支える」

　ひとつ間違えれば、敵に各個撃破の機会を与えかねない。落ち着いたサーシャの物腰からは想像し難い苛か烈れつな手であり、他の船長たちは緊張と驚嘆のあまり声も出なかった。動じていないのはエリザヴェータぐらいだ。

「敵の右翼、左翼とも同じていどの厚みを持っている場合は？」

「ルヴーシュに攻めてもらう。船の多い僕たちの方が、長く支えられるからね」

「私たちが動いた場合、後方の予備兵力がなくなりますわよ？」

　予備兵力は本来、どうしても戦力が必要になった局面で投入するための部隊だ。

「こちらは全体として敵より少ない。多少の我慢は必要だよ」

　さらりとサーシャは答え、エリザヴェータは満足そうな微笑を浮かべる。

「病み上がりと聞いていましたが、よけいな心配はしなくてよさそうですわね」

　そのあとは攻撃の合図などの細かい打ち合わせに移った。それらを四半刻ほどで終え、船室を出ようとしたエリザヴェータたちをサーシャは呼び止める。

「エリザヴェータ。君に話がある」

　赤い髪の戦姫は怪訝そうな顔で振り返ったものの、サーシャの表情が真剣なものであることを見て取るとふたりの船長に外で待つようにと言った。サーシャも自軍の船長に視線で合図を送り、外で待機してもらう。

　室内にいるのはサーシャとエリザヴェータ、そしてマトヴェイの三人だけとなった。軍議のときよりも緊迫感の漂う室内の空気に、エリザヴェータは若干の戸惑いを覚える。

「これは真面目な話なんだけど」と前置きをしてサーシャが言った。

「魔物を見たことは、ある？」

　たっぷり一呼吸分の沈黙が船室を支配する。

「はあ？」

　それを破ったのは呆れていることを隠そうともしないエリザヴェータの反応だった。サーシャとマトヴェイは顔を見合わせ、無理もないという表情になる。だが、これで話を終わらせるわけにはいかない。

「これは、君を驚かそうとか騙そうというものじゃない。そう聞こえてしまうのは仕方のないことだけれど、本当の話なんだ」

　サーシャは隣にいるマトヴェイに目配せをした。このために、軍議のときから彼にいてもらったのだ。

　マトヴェイは、アスヴァールから帰還しようとしていた船がトルバランと海竜に襲われた一件について、感情的にならないよう気をつけながら語る。ティグルが海に落ちたことと、行方知れずだったオルガ＝タムの消息を、エリザヴェータはこのときはじめて知った。

「へえ。オルガが帰ってきましたの」

　エリザヴェータは蔑さげすむような笑みを浮かべる。どのような理由があったのかは知らないが、己のやるべきことから逃げだしたとしか見えないオルガは、エリザヴェータにとって軽蔑の対象だった。

　マトヴェイは眉をひそめたものの、反論は控える。ここでオルガの人柄について語っても意味のないことはわかっていた。

「でも、アレクサンドラ。先日、あなたからいただいた手紙には、海竜のことしか書かれていませんでしたわ」

「それについてはすまない。そのときは僕自身、魔物の存在について半信半疑だった。ソフィーがそんな嘘を言うはずはないとわかっていてもね。そのあと関わってくるとも思っていなかったんだ」

　サーシャは素直に非を認め、頭を下げる。エリザヴェータは不審そうに目を細めたが、それは黒髪の戦姫の態度にではなく、台詞の内容に対してだった。

「関わってくるとはどういう意味ですの？」

「昨日の夜、僕の船が襲われた」

　目を瞠みはるエリザヴェータに、サーシャは淡々とした口調で昨夜、鉄獅子号の船首でトルバランと遭遇したときのことを話す。怪物の姿やその超常的な能力についても。

「トルバランは人間に化けて、アスヴァール王国に潜んでいた。城砦の守備を任されて、三千の兵を指揮するだけの能力は持っていたらしい。海賊たちを統率しているのがトルバランだという可能性は小さくない」

「……あなたの船を襲ったこと以外に、根拠はありますの？」

「八十隻という船の数から、海賊たちの数は万をゆうに超えると推測できる。それだけの人数をまとめあげ、アスヴァールでもブリューヌでもなく、このジスタートへ向かわせる。そうとうな力量が要求されると思わないか」

　エリザヴェータは視線を作業台に落として、サーシャの言葉を検証するかのように黙りこむ。やがて、ぽつりと聞いた。

「その怪物の目的は？」

「わからない。ソフィーやオルガの話だと、戦姫について何か知っているようだけど。とにかく、この戦いではトルバランがどこからか現れて襲いかかってくるかもしれないということを、覚えておいてほしいんだ」

「ご忠告、ありがたく受け取っておきますわ。――話はこれで終わりですの？」

　サーシャがうなずくと、エリザヴェータはドレスの裾をひるがえして背を向ける。彼女を送りだそうとマトヴェイが動いたが、それより早く彼女は自分で扉を開けた。

「では、また明日にでも」

　そう言って歩き去っていく。マトヴェイはやや呆れたような顔をして、サーシャは苦笑を浮かべてエリザヴェータを見送った。

「だいじょうぶですかな」

「言うべきことは言った。あとは期待するしかないね」

　サーシャの声こわ音ねは乾いている。彼女はエリザヴェータを嫌ってはいないものの、あてにするほどの信頼を抱いてもいなかった。




　　　　　　　†




　レグニーツァ、ルヴーシュの船団が集まっているところから西へ一日半ほど海を進んだところに、オルシーナ島はある。

　名前の由来はわからない。はるか昔からそう呼ばれているので、おそらく発見した者の名前ではないかといわれている。岩だらけの何もない無人島で、たまに近くを通りかかった商船が、休息や風雨を避けるために停泊するぐらいだ。

　その無人島にはいま、実に八十隻もの船が停泊していた。たたまれている帆は真っ黒に塗られ、船首にはおどろおどろしい巨大な目が描かれている。

　すべて海賊船だ。アスヴァールから海を渡ってきた、トルバラン率いる一団である。彼らはサーシャの予測した通り、十隻ずつにわかれて敵の動きをさぐりながら進んでいたのだが、統率者たるトルバランの命令でこの島に集まったのだった。

　トルバランは島の中央に各分隊の船長を呼んで、軍議を開いていた。正体は隠し、アスヴァールに潜んでいたときと同じレスターという人間として通している。

　トルバランは部下に運ばせた木製の椅子に座っているが、船長たちは地面に腰を下ろしていた。王とその臣下たちのような光景だ。

「人数は？」

　トルバランが問いかけ、船長たちは順番に答える。海賊たちの数は、アスヴァールを発ったときにくらべて三百人近く減っていた。怪我の悪化や航海中の事故で死んだ者もいれば、逃げだした者もいる。トルバランにとってこの結果は予想の範囲内だ。

「武器と食糧、水は？」

　冬の気配を漂わせる冷たい風に身体を震わせながら、海賊たちは答えた。武器は充分にあり、食糧と水もあと二日分は確保できていると。

　トルバランは満足げにうなずくと、楽しそうな笑顔と声音で告げた。

「二日後の早朝にこの島を出て、ジスタート軍と一戦まじえる」

　船長たちの間に緊張と戦慄の波が走り抜ける。彼らはいずれも歴戦の海賊だったが、正面から一国の軍と、しかもこれほどの規模で戦ったことなどない。商船やその護衛船に奇襲をかけ、奪い、焼くのが彼らのやり方だった。

「敵はおよそ六十隻。思った通りこちらよりも少ない。この六十隻さえ破れば、沿岸に並ぶ港町まで我々を遮さえぎるものはない。存分に襲い、奪い、焼けばよい」

　何人かの海賊が顔に冷や汗をにじませる。ほがらかなトルバランの声が、彼らには深い闇へと誘うおとぎ話の怪物のそれに聞こえたのだ。

　そのおとぎ話では、誘いこまれた者は闇の中で視覚を奪われ、次いで嗅きゅう覚かくと聴覚も奪われ、もはや前へ進んでいるのか引き返しているのかもわからないまま全身の感覚が鈍っていき、闇の中に潜む怪物に貪り食われてしまう。

　海賊たちの想像は、ある意味で正しかった。彼らの前に座っている者は人間ではないのだから。だが、そのことに気づいた者はいなかった。

「ゲルハルト、アルバート、モリッツ」

　トルバランの前に座っている船長たちの中から、名を呼ばれた三人が立ち上がる。

　ゲルハルトは赤い髪と髭で顔の半分近くを覆った大男だ。筋骨隆々とした肉体の持ち主で、両刃の戦斧と腰に差した短剣を武器としている。

　この男は商船を襲ったり、諸国の軍と戦ったとき、必ずひとをさらう。そして、口を横に切り裂き、石がいくつ入るか試して遊ぶのだ。この遊びを、彼は何らかの失敗をした部下や、敵対する海賊にも行っており、「石詰め」と呼ばれて、恐れられていた。

　アルバートは陰気な顔つきで、普段から口数も少ない。だが、一度戦いがはじまれば先頭に立って突撃する勇猛な男だ。「血の鎧」という異名で呼ばれているが、その由来は、彼が身につけている赤黒い革鎧にある。

　革を蝋などで煮こんで硬くする方法があるが、アルバートは革を大量の血で煮こみ、さらにできあがった革鎧にも丹念に血を塗るのだ。それによって強度を増すと、彼は信じているのである。それらの血は、むろん船や町を襲ったときにさらってきた人間のものだ。

　それによって本当に強度が増すのかは不明だが、これまで彼は深手を負ったことがない。

　モリッツは、ゲルハルトと対照的に背の低い、小柄な男だ。金色の髪は短く、髭はない。腰に吊るした二本の短剣を操る。

「鮫乗り」という奇妙なあだ名で、彼は海賊たちから呼ばれていた。鮫のいる海域でアスヴァール軍と戦ったとき、モリッツは海に落ちたのだ。その後、海賊たちは劣勢に陥って逃げた。

　翌日、アスヴァール軍の動きをさぐるためにこの海域に戻ってきた海賊たちは、海面に浮かびながら助けを呼ぶモリッツに気づいて、驚きつつも引きあげた。

　どうして鮫に襲われずにすんだのかと問う仲間たちに、モリッツは「鮫の背中に乗って生き延びたのさ。快適じゃなかったがな」とうそぶいたのである。

　真実はわからない。一説には、同じように海に落ちた者を身代わりにしながら、泳いで鮫から逃れたのではないかといわれている。モリッツは泳ぐのも素潜りも非常に得意だった。とにかく、生き延びたのは事実であり、それから彼は畏い敬けいの眼差しを向けられるようになった。

「ゲルハルトには後方、アルバートには右翼、モリッツには左翼を任せる」

　トルバランが八十隻の船を八つの分隊にわけたのは、広範囲で偵察を行うというだけでなく、各隊の船長らの技量を見極める目的もあった。この三人は、その選別に合格したのである。戦士としても、船長としても充分な力量を備えた三人だった。

「明日の晩まで休んで英気を養え。酒も水も好きなだけ飲ませ、腹いっぱい食べさせてやるように」

　トルバランの指示に、船長たちは感謝を示すようにいっせいに頭を下げる。だが、地面を見つめる彼らの顔に喜びはなく、畏怖混じりの諦めがにじんでいた。

　総指揮官の意図が味方の士気を高めるためだけではなく、食糧と水に余裕を持たせないようにして退路を断つつもりであることを、彼らは正確に察知していたのである。

　そして、もはや彼に従う以外の選択肢がないことも船長たちはわかっていたのだった。




　　　　　　　†




　軍議を行った翌日の昼過ぎ、レグニーツァ、ルヴーシュ連合軍の偵察船が、オルシーナ島に停泊している八十隻の海賊船を発見した。

　報告を受けたサーシャとエリザヴェータは、兵と船員たちを交代で休ませるため通常の半分以下の速度でオルシーナ島へ向かった。敵の位置がわかっている以上、ことさらに急ぐ必要はない。また、レグニーツァ軍には速度を落とすもうひとつの理由があった。

　この日、サーシャは朝から熱を出して、ベッドに横になったままだったのだ。意識がしっかりしていることと、わずかながらでも食事をとったことが、旗艦に同乗していた医師や船長のパーヴェル、側そば仕づかえのマトヴェイを多少なりとも安堵させた。

「戦場に向かいながら申しあげることではありませんが、どうか気持ちを落ち着かせて、ゆっくりお身体を休めてください」

　白い髭を長く伸ばした老医師は微笑を浮かべたが、その揺れる瞳からは、そんなことしか言えない自分を歯がゆく思っていることがうかがいしれた。医師の後ろにはマトヴェイとパーヴェルが並んで立ち、悲壮感に満ちた顔でサーシャを見下ろしている。

「戦姫さま。決してご無理はなさらぬよう。戦姫さまがこの船に乗り、我らと同じ戦場に在る。ただそれだけで兵たちは奮い立つのですから」

　そうパーヴェルが慰めの言葉をかければ、マトヴェイも笑顔をつくって言った。

「何かあったときは、ルヴーシュの戦姫さまにお任せすることもできましょう。お気持ちはわかりますがご無理をなさいますな」

　マトヴェイの言う何か、とはこの場合トルバランのことを指している。この甲冑魚号の船長であるパーヴェルにすら明かしていないため、ぼかした言い方をしたのだった。

「うん。ありがとう」

　そう答えるサーシャの額には汗がにじんでおり、黒髪が数本張りついていた。老医師が清潔な手拭でそっと汗をぬぐう。

　サーシャを医師に任せて、パーヴェルとマトヴェイは部屋を出た。顔を見合わせる。

「このこと、兵たちは知っているのか？」

　マトヴェイに聞かれて、パーヴェルは首を横に振った。

「だが、リプナの港町を発ってから、戦姫さまは可能なかぎりご自分の姿が兵の目にとまるよう振る舞っておられた。勘のいい者は気づくやもしれん」

「今日いっぱいは軍議などで隠し通せんかな。敵の動きやこちらとの距離を考えると、明日には戦だ。そう説明すれば、疑いはすまい」

「それにしても、こうなると連合軍というのは面倒だな。急に止まることもできん」

　パーヴェルが苛立たしげに身体を揺すると、着こんでいる鎧の鱗が擦れあって奇妙な音を響かせる。ふたりとも、サーシャには体調が万全になるまで休んでほしかったが、そんなことを言っていられない状況に腹が立って仕方がなかった。







　早朝、海賊たちはついにオルシーナ島を出た。

　まだ朝の白い光が届かない西の空を背に、黒々とした船影が現れる。最初はたった一隻に見えたそれは瞬く間に二隻、四隻と増えていき、紺碧の海に広がっていった。

　オルシーナ島付近にいた偵察船はただちにレグニーツァ、ルヴーシュ連合軍のもとへ帰還する。このとき、連合軍はオルシーナ島から南東へ十ベルスタ（約十キロメートル）ほどの海域にいた。兵も船乗りも、いつでも動ける状態にある。

「――出発だ」

　甲冑魚号の船首に立って、サーシャは静かに告げた。熱は幸いにも一晩で治まり、泰たい然ぜんとした態度で甲板上にいる。その姿に兵と船員たちの士気は高まり、明け方の寒気を吹き払う勢いで作業に努めた。マトヴェイとパーヴェルも安堵に胸を撫で下ろす。

　ルヴーシュ軍においても、エリザヴェータがマルガリータ号の船首に堂々たる姿を見せていた。レグニーツァ軍に後れをとってはならぬと、三十一隻の船団は波を切って突き進む。

　両軍がおたがいの姿を認めたのはそれからおよそ一刻が過ぎたころである。まだ太陽は低い位置にあり、町で生活している者ならば朝食を食べ終えたかどうかというところだ。

　空には薄く雲が広がって明るいとはいえず、風は吹く方向もその強さも不規則であてにできそうにない。連合軍も海賊もとうに帆を外して櫂かいのみの操船に切り替えていた。

　彼我の距離は二ベルスタ（約二キロメートル）ほどだが、おたがいすぐに船を進ませて激突とはいかない。ひとつの海域に、両軍合わせて百五十近い船が浮かんでいるのだ。空と海の間に太鼓と角笛の音が響き渡り、陣容を整えるだけでも容易ではなかった。

　大型のガレー船である甲冑魚号よりも速く動ける細身のマルガリータ号が、白波の軌跡を残しながら連合軍の船団の前を進んでいく。陣容の確認のためだが、兵たちへの激励の意味もあった。

　マルガリータ号の船首に立っていたエリザヴェータは、甲冑魚号の前を通過しようとしたとき、ふと視線を巡らせる。甲冑魚号の船首に立っているサーシャと目が合った。

　サーシャは微笑を浮かべると、腰の双剣を抜き放って高々と掲げる。つられて、エリザヴェータも丸く束ねていた黒い鞭を右手で握りしめ、拳を突き上げるように掲げた。それを目にした兵と船員たちの間から雄叫びにも似た喊かん声せいが沸き起こる。

　甲冑魚号から離れたところで、エリザヴェータは右腕を下ろした。その顔が赤く染まっていたのは、冷たい潮風のせいばかりではない。

　レグニーツァ、ルヴーシュ連合軍はほぼ予定通りの布陣となった。

　中央の本隊と左翼はサーシャ率いるレグニーツァ軍が担当する。中央に二十隻、左翼に十四隻という振り分けだ。

　左翼を指揮するのはザウルという騎士で、海賊討伐の経験が豊富であり、戦場の一方面を任せられるだけの力量を持つ男だった。

　昨年の夏の海賊討伐でも武勳をたてており、サーシャがその功績を称えると、「もしも戦姫様の指揮下で船を操ることがかないましたら、それこそが私の最大の名誉となりましょう」と答えた。半分は気取ってのものだが、もう半分は若い主への激励だった。サーシャはそのことを覚えていたのだ。

　右翼と後方はエリザヴェータ率いるルヴーシュ軍が受け持ち、こちらは右翼に二十隻、後方は十一隻となる。

　海賊たちも八十隻の船を配置し終える。トルバランの乗っている旗艦『悪鬼ベーシ』号は、白地に赤い目を描いた不気味な旗を帆柱に掲げていた。

　トルバランの指揮する中央の本隊は三十五隻。アルバートの右翼とモリッツの左翼はそれぞれ十隻、ゲルハルトの後方部隊が十五隻。そして、本隊の前方に十隻の船が配置されていた。

「敵を受け止めるのは我々ですか」

　サーシャのそばに控えているマトヴェイが、緊張をにじませてつぶやく。

　空に薄く広がっていた雲はその大きさと濃さを増し、灰色の塊が太陽を遮る。悪鬼号の甲板上で空を見上げていたトルバランは、にやりと笑った。

　連合軍は太陽を背にしており、海賊たちは陽光を正面から浴びる格好となっていたのだが、陽ひ射ざしに目を灼かれるという不利を曇天が消し去ってくれたのだ。太陽が真上に達するまでいかに時間稼ぎをするか考えていたのだが、その必要がなくなった。

「はじめるとしようか」

　海賊船から太鼓と角笛の音が響き渡り、十隻の前衛が前進をはじめる。

　この海域に名はない。ゆえに、近くにあったオルシーナ島の名が使われた。「オルシーナの海戦」もしくは省略して「オルシーナ」と呼ばれる戦いが、はじまったのだ。







　風は強くないものの冷たく、紺碧の海には白波が目立ちはじめている。波の音や、漕ぎ手たちが数十もの巨大な櫂を操る音に、兵たちのざわめきや船員たちの怒号が入り混じって甲板上の喧けん騒そうはすさまじいことになっていた。

――寒くてもいいから強い風が吹いてくれれば。

　空を見上げて、サーシャはそう思わずにはいられない。雲が吹き払われれば、太陽が海上を照らしてくれるのに。

　サーシャの旗艦である甲冑魚号は、本隊の前方に浮かんでいる。

　黒髪の戦姫としては先頭に立ちたかったのだが、マトヴェイと船長、ならびに船員たちの強い反対にあって断念したのだ。彼らの要求は本隊の後方だったので、ここはおたがいの要望を半分ずつ呑んだ位置だった。

　戦闘開始までは船首に立っていたサーシャだが、いまは甲板の中央あたりにいる。これはとくに要望があったのではなく、船首には弓や弩、それから敵の矢を防ぐための大盾をかまえた兵たちが並んでいるからだった。

　マトヴェイはサーシャの斜め後ろに控えている。この戦いのあとにティグルを捜索するという目的を彼は忘れていなかったが、いつでもサーシャの盾になる覚悟もできていた。

「敵が横一列になってこちらへ向かってきます。数は十隻ほどで」

　船長のパーヴェルが報告に現れる。喧噪の中でも、彼の声は不思議とよく聞き取れた。

「数からいって露払い……捨て駒かな。衝角はついている？」

　衝角は、船首のほぼ真下に取りつけられている武器だ。鋭利で頑丈な先端を備えており、敵の船に体当たりをしてうまく衝角をぶつければ、船腹に穴を開けて沈めることができる。

　パーヴェルは厳しい表情で答えた。

「断言できませんが、まず間違いないかと」

「予定通りに頼む」

　海戦の経験が豊富なレグニーツァではよほどのことがないかぎり、このていどのやりとりですむ。そうでなければ時間がいくらあっても足りない。

　左右にそれぞれ数十本の櫂を伸ばしているため隙間なくとはいかないが、十隻の海賊船は横一列という状態を崩さず、速度をあげて突撃してくる。船首の下に描かれた巨大な目が、レグニーツァ兵たちには不吉なものに思えた。

　海賊船の甲板にも同じように弓や弩、大盾をかまえた海賊たちがいたが、どちらかといえば大盾を持つ者の方が多い。帆柱に上がっている兵の報告によってそのことを知ったレグニーツァ軍の船長たちは、これは衝角による攻撃だと確信した。

　サーシャは指揮している二十隻の船のうち、半数の十隻を前進させる。すべて『槍ピーカ』と呼ばれる細身のガレー船で、相手とは違い衝角を取りつけていない。残りの十隻は櫂を逆に動かして後退した。

　十隻の海賊船と同数のレグニーツァ軍は、おたがいの距離を縮めていく。

　それぞれの船から、いっせいに矢や弩用の太矢が放たれた。

　風を切り、空に弧を描いて矢が彼らの頭上に降り注げば、太矢は風を裂いてまっすぐ相手に迫り、大盾を粉砕して身体に深く突き刺さる。革鎧ていどでは太矢は防げない。矢も顔などに当たれば重傷だ。甲板のあちらこちらから苦痛の呻うめきや悲鳴があがった。

　間断なく矢の飛び交う中で、太鼓と角笛の音が激しく鳴り響く。レグニーツァ軍のものだ。船長たちが吼えるような大声で命令を下し、レグニーツァ軍十隻は敵船の衝角を避けるように針路を微妙にずらしながら、右側、あるいは左側の櫂をすばやく収納させた。

　レグニーツァ軍の狙いを悟り、焦ったのは海賊船の船長たちだ。彼らは慌てて自身が指揮する船の櫂を引っこめるよう指示を下したが、遅かった。

　刹せつ那な、耳をつんざくほどに大きな硬質の破壊音が、いくつにも重なって響き渡る。

　レグニーツァ軍の船は、海賊船の衝角を避けてそのまま前進することによって、敵船の船腹から伸びている何十もの櫂をことごとくへし折ったのだ。海賊船の船内から漕ぎ手たちの絶叫が相次ぐ。

　失敗すれば衝角の一撃をくらって船が沈んでしまうだけに、抜きんでた技量に加えて並々ならぬ覚悟を持っていなければできない動きだった。

　実際、十隻すべてが成功したわけではない。迎撃に失敗した三隻が、衝角によって船首近くに穴を開けられ、早くも船体を傾かたむけていた。

　穴の穿うがたれた船の中はまさしく阿あ鼻び叫きょう喚かんだ。

　甲板にいる者は船が沈んでいくのを全身で感じつつ、すぐそばにいる敵への対応に追われ、それ以外の者は穴のある箇所に集まって、必死に浸水を食い止める。

　布や帆や補修用の木材など使えるものは何でも使って穴を塞ぎ、膝まで海水に浸かりながら桶で海水をかきだすのだ。

　だが、もはや船を立て直すのが無理だとわかると、急いで甲板へと脱出する。このときには船の傾きはいよいよひどくなり、甲板にいる者たちももはや戦闘どころではない。

　海賊船も転覆や沈没の巻き添えをくらわぬよう逃げているため、兵も船員も武器を捨てて海へ飛び降りる。悲鳴と罵声が飛び交って指示は伝わらず、混乱は加速する一方だ。

　運の悪い者は甲板上を転がる樽や、船の傾きによって投げだされた縄、索具などに邪魔されて、そのまま船と運命をともにすることになる。神々に祈る暇も、最後に愛する者の名をつぶやく時間さえもなかった。

　海に逃れた者たちも、この段階ではまだ助かったとはいえない。船の沈没により、その周囲に海中へ引きずりこむ流れが発生するためだ。それに巻きこまれれば、熟練の船乗りでさえ二度と海面に浮上することができない。

　沈む船から必死に泳いで逃れた者たちは、船からまき散らされた木片などの残骸にしがみついて、落ちてくる矢や人間に気をつけながら海面を漂うことになる。

　冬が近い海の水は冷たく、味方は激戦の最中にあって自分たちを助ける余裕などない。やはりというべきか、この三隻に乗っていた者たちはほとんど助からなかった。

　レグニーツァの『槍ピーカ』型のガレー船には、一隻あたり八十人の兵と百二十人の漕ぎ手が乗っている。三隻の船が沈んだということは、数百を数えるほどのわずかな時間で六百近い命が失われたということだった。







　三隻の船を失っても、戦いが中断されるわけではない。残ったレグニーツァ軍七隻は海賊船の脇を通過したかと思うと、波立つ海面に弧を描きながら左右へ散開する。

　海賊船は彼らを追うことはできなかった。無傷といえるのはレグニーツァの船を沈めた三隻だけで、他の船は左右いずれかの櫂を折られて行動不能に陥っている。

　サーシャは、さきほど後退させた中央本隊の十隻に前進を命じた。この中には、彼女の乗っている甲冑魚号を含めて、大型のガレー船である『弩ルーク』が三隻ともある。

「敵の本隊の動きは？」

　甲冑魚号の甲板上で、サーシャはパーヴェルに尋ねた。太り気味の船長は、帆柱の上から戦場を広く見渡している船員に確認してから答える。

「現在のところ、前進の気配はないようです」

「最初の十隻はやはり捨て駒か」

　サーシャの顔から感情が消えたが、それは一時的なものだった。トルバランはこちらの力量をさぐりつつ、すこしでも消耗させるために十隻を犠牲にするつもりで差し向けてきたのだ。こちら側は早くも三隻が沈められてしまった。

「パーヴェル。敵の練度について、意見を聞きたい」

「この十隻だけで判断はできませんが」

　慎重な口調でそう前置きをして、船長は鱗状の鎧を揺すりながら答える。

「手強い部類だと思います。本隊は、もしかしたら我々より速いかもしれません」

「そうか。まだ敵の方が多い。それを踏まえて頼む」

　サーシャの言葉は、油断せず、徹底的に潰せという意味だった。

　ほとんど動けなくなった七隻の海賊船に対して、レグニーツァ軍は一定の距離まで近づくと矢と太矢を容赦なく浴びせた。

　海賊たちも必死に応戦したが、レグニーツァ軍は海賊船の周囲を自在に動きながら矢の雨を叩きつけるのに対し、海賊船は思うように動けない。片側の櫂だけでは右か左に曲がってしまって、前進できないのだ。

　さらに、レグニーツァ軍は投石機で石弾まで撃ちだした。

　この投石機は陸で使われているものより一回り小さく、飛距離も百アルシン（約百メートル）ていどしかない上に、その重量のせいで『弩ルーク』にしか積みこめないという代物だ。

　だが、破壊力は矢や太矢の比ではない。

　石弾は拳大の石を樽いっぱいに詰めこんだもので、これが直撃した海賊は一瞬にして血まみれの肉塊に成り果てる。また、その衝撃で樽が割れ、中に詰まっていた石が弾け飛んで、近くにいた海賊たちを襲うのである。

　身体がひしゃげ、骨が砕け、血飛沫に悲鳴が混じって混乱が拡大する。

　自由に動ける三隻の海賊船は、窮地に陥っている味方を助けようとはしなかった。新たな獲物に衝角の狙いを定めて、猛然と突き進む。

　この敵を迎え撃つために、レグニーツァ軍から『槍ピーカ』型のガレー船が三隻、進みでた。

　距離が詰まり、おたがいに矢と太矢を放つ。両軍とも速度は落とさないが、レグニーツァ側は衝角を避けるべく、針路をわずかにずらした。だが、海賊たちももうその方法を知っている。こちらも角度を変えた。

　轟音が響き渡る。レグニーツァの軍船と海賊船が、正面から衝突したのだ。兵も海賊も膝をついて、激しい揺れに耐える。レグニーツァ側は衝角を辛うじて避けていた。

　呼吸ふたつ分ほどの空白の後、喊声とともに両者は白兵戦へと移行する。それぞれの船首に集まっていたレグニーツァ兵と海賊が、弓や弩を捨てて手斧や小剣に武器を持ち替えた。先を争って敵船に乗り移ろうとする。

　小剣や鉈なたを振るい、槍で突きかかり、手斧を投げつける。船首から離れたところにいる者たちは弩をつかんで太矢を装填し、やはり遠くにいる敵を狙う。

　船と船ではなく人間と人間がぶつかりあい、白刃をきらめかせて血を流しあった。手斧で頭部を叩き割り、大盾で海へ突き落とす。石を拾って投げつけ、槍で腹をえぐる。誰もが後ろから押され、横合いから突き飛ばされ、足をつかまれて引きずりおろされた。

　悲鳴が怒声をかき消し、その悲鳴もまた別の叫びに遮られる。何十人分もの流血が甲板を赤く染め、踏みにじられて無数の赤い靴跡ができあがった。死体が、肉片が、臓物が海へ落下し、白波の中へ消えていく。

　両軍とも士気は高く、船首に集まっている戦士たちの数はほぼ同じで、戦いは長引くかと思われたが、そうはならなかった。

　レグニーツァ軍の他の船が海賊船の左右や後方にまわりこみ、矢と太矢と石弾を容赦なく浴びせたのだ。レグニーツァ軍の兵にも船乗りにも、海賊船を囲んで袋叩きにすることをためらう者はいなかった。

　海賊船のいたるところに矢が突き立ち、帆柱が血に染まり、甲板上に死体が積みあげられていく。そこへ、レグニーツァ兵が船首から次々と乗りこんできた。

　海賊たちは櫂の漕ぎ手までが持ち場から離れ、武器を手に取って戦ったが、もはや劣勢を覆せないと悟ると、抵抗を諦めて海へと飛び降りる。溺れ死ぬより先に凍え死ぬ可能性さえあるとわかっていたが、目の前の白刃を避けるには、自らの体力と幸運に賭けるしかなかった。

　武器を捨てて降伏した者もいるが、槍の穂先や小剣の切っ先を突きつけられて海へ落とされる。漕ぎ手たちも例外ではない。海賊船は戦う者も漕ぎ手も、すべて海賊だからだ。

　余裕があれば、空になった船を戦利品として鹵獲するところだが、サーシャは迷う様子も見せず火をかけるよう命じる。

　敵の中央部隊が動きだしたという報告がもたらされ、サーシャはふと空を見上げた。依然として灰色の雲がわだかまっており、太陽を隠している。

「こちらは十七隻。敵は三十五隻か……」

　予定通りならば、右翼を受け持ったエリザヴェータ率いるルヴーシュ軍は、後方の部隊と合流をすませて、敵の側面を突くために大きく迂回しているはずだ。左翼を担当しているレグニーツァ軍十四隻も、いまごろは海賊船右翼の十隻と激突しているだろう。

「厳しいな」

　実のところ、サーシャにはもうひとつだけ手がある。

　だが、それはいますぐ打てるものではないし、できれば実行したくない類の策だった。
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　エリザヴェータに率いられた右翼のルヴーシュ軍と対峙しているのは、「鮫乗り」の異名を持つモリッツが指揮する海賊船十隻である。

　中央で戦いがはじまったころ、エリザヴェータは後方に配置していた十一隻を予定通り合流させていた。これでルヴーシュ軍の戦力は三十一隻となる。相手の三倍だ。

　この数を正面から敵に叩きつけることはせず、エリザヴェータは二列の縦隊を作らせ、弧を描くような動きで北西へ進ませた。敵の左側面へまわりこもうというのだ。

　風は北から吹きつけてくるが、操船に支障をきたすほどではない。ルヴーシュ軍の前列は波を切ってかなりの速さで進んだが、後列はどこかもたもたしていて前列の半分ほどの速さしか出せないようだった。

　旗艦であるマルガリータ号の姿は、縦隊の最後尾にある。軍の先頭に立たなかったことも奇妙だが、マルガリータ号の動きの遅さにエリザヴェータは叱責ひとつせず、激しい波の音を聞きながら、紺碧の海に視線を向けていた。

　このルヴーシュ軍の動きに対し、モリッツも配下の船に命令を下す。海賊船は横一列に並んでいたのだが、モリッツはそれぞれの船の進む速度を巧みに操り、驚くべき早さで縦一列に陣容を変えた。

　ルヴーシュ軍が北西へ動けば、サーシャの指揮する中央本隊との間に空白が生まれる。モリッツはそこへ入りこんで、サーシャの部隊を側面から攻めるつもりなのだ。

「予想通りですわ」

　海賊船の動きを見たエリザヴェータは、罠にかかった獲物を見る狩人の目で微笑む。すでにマルガリータ号は反転をはじめていた。

　迂回することによって隙をつくれば、相手はそこを狙ってくる。

　そう考えたエリザヴェータは旗艦を含む一部の船に速度を落として進むよう命じ、またマルガリータ号を最後尾に配置したのだ。

　ルヴーシュ軍は迂回を続ける十六隻と、向かってきた敵を迎え撃つ十五隻とにわかれる。十五隻の先頭に立つのはマルガリータ号だ。数十本の櫂がざあっと激しい水音を響かせて海をかきまわす。波を鋭く切り裂いて、ルヴーシュ軍は突撃した。

　その動きに気づいた海賊船は、海面にいびつな曲線を描きながらルヴーシュ軍に向き直る。先にエリザヴェータたちをかたづけようと決めたようだった。

　一瞬ごとにおたがいの距離が狭まっていく。マルガリータ号の船首に立つエリザヴェータの姿は、赤い髪と紫色のドレスもあってすぐに海賊たちの目に止まった。海賊船から下品な野次があがる。口笛を吹く者もいた。

　エリザヴェータはそのような挑発に怯えるどころか、冷笑を浮かべてドレスの裾をつまむと優雅に一礼してみせる。海賊たちの蛮声はますますひどくなったが、次の瞬間それらは悲鳴に変わった。

　曇り空を引き裂いて、エリザヴェータの背後から無数の矢が放たれる。両軍はすでに、矢が届くていどには接近していたのだ。主を侮ぶ辱じょくされたと感じているマルガリータ号の兵たちは、怒りで顔を赤く染めながら弓ゆみ弦づるの音を響かせた。

　海賊たちも矢を射放って応戦したが、先手を打たれて態勢が崩れており、勢いは弱い。そして、変わらず船首に立っているエリザヴェータに気づくと、彼らもさすがに不審を覚えた。

　まだ二十歳にもならないだろう小娘が、鎧すらつけずに戦うつもりでいる。しかも、船長や兵たちにそれを止めようとする気配がない。

　実際のところは船長も兵たちも半ば諦めているのだったが、海賊たちにそこまでわかるはずはなかった。それぞれの叫びが虚空で重なり、ひとりひとりの発する熱気と戦意が絡みあって戦場の空気を形成していく。

　風が猛たけ々だけしさを増し、唸りをあげて船首同士がぶつかる。あるいはおたがいの櫂が絡まって動きがとれなくなる。激しい衝撃と揺れのあとに、敵船へ通じる道ができあがった。

　マルガリータ号の船首で真っ先に動きだしたのは誰あろうエリザヴェータだ。腰に下げていた竜具ヴァリツァイフは、すでに彼女の手にあった。

　光を帯びた黒い影が、右から左へと一瞬で通りすぎる。巨人の平手打ちを想像させる強烈な破裂音が響き、いくつもの血飛沫が舞った。残響は悲鳴の重唱にかき消される。

　エリザヴェータの振るった鞭は海賊たちの顔を半分ほど吹きとばして骨を露出させ、あるいは腕の肉をごっそり削りとり、また革鎧ごと肩を引き裂いていた。白く小さな手に握られた細い鞭が、これほどの破壊力を有していると誰が想像しただろうか。

　何人かはよろけて海に頭から落ち、もう何人かは自分で生みだした血溜まりにうずくまり、混乱した頭で声にならない声をあげる。

　エリザヴェータは彼らに目もくれず、手首を返して第二撃を叩きつけた。黒い芯を持つ雷光が疾走り、稲妻が生木を引き裂くのにも似た轟音が大気を圧する。

　短い叫びと呻き声が連鎖し、新たに六人の海賊が身体のどこかしらをえぐられて甲板に倒れ伏した。血まみれの頭や腹、指の欠けた手をおさえて痛みに身体を震わせる。

　敵船に乗りこもうと武器をかまえていた海賊たちは愕然としてその場に立ち尽くし、怪物を見るような目でエリザヴェータを見つめていた。赤い髪の戦姫は優しげな笑みを浮かべて海賊たちをぐるりと見回す。

「――こちらへいらっしゃいませんの？」

　旗艦の船首を蹴って、ドレスの裾をふわりとなびかせながら、エリザヴェータは海賊船へと軽やかに飛び移った。

　ようやく我に返った海賊たちが、右から左から手斧や鉈を振りあげてエリザヴェータに襲いかかる。そして、ヴァリツァイフの一閃によって血と肉片をまき散らしながら転げまわった。

　エリザヴェータが黒鞭を振るう都度、閃光と雷撃が縦横に荒れ狂い、海賊たちは血煙の中に倒れていく。あまりにも一方的な戦いで、死体で埋まっていく甲板を傲然と進む彼女の姿は、まさしく雷渦の閃姫の呼び名にふさわしかった。
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「矢だ！　矢を放て！」

　恐怖にかられた誰かが叫び、後ろにいた海賊たちが味方を巻きこむこともかまわず矢を射かける。弩をかまえて太矢を放つ。短剣や手斧を投げつける者もいた。

　エリザヴェータはそれらを避けようともせず、手首を返す。ヴァリツァイフが流れるような動きで螺旋を描き、赤い髪の戦姫の周囲を取り巻いた。黒鞭は雷撃を帯びた防御壁となって、矢はおろか太矢や手斧さえも弾き返す。

　海賊たちはたじろいだ。顔からは血の気が引き、エリザヴェータから目を離せず、しかしすこしでも距離をとろうと後ずさる。

　そこへ、ルヴーシュ兵が喊声をあげて乗りこんできた。海賊たちの戦意はついにくじける。かろうじて踏みとどまっていた者たちも、もはや限界だった。我先に背を向けて逃げだし、あるいは海へと飛びこむ。降伏した者は海に突き落とされた。

　エリザヴェータは船の制圧を兵たちに任せ、自身は視線を巡らせて状況を確認する。

　ここだけでなく他の船でも、衝突とそれに続く戦闘が発生していた。直進していた海賊船の群れに、ルヴーシュ軍が横からぶつかっていったのだ。乱戦になるのは当然の結果といえた。だが、エリザヴェータは違和感を覚えて目を鋭く細める。

　考えこんでいると、兵のひとりが甲板上を慌ただしく駆けてきた。顔や鎧の返り血が、汗や波飛沫によってまだら模様の染みををつくっている。

「漕ぎ手たちは降伏しました。それ以外の者は海へ落とし、制圧はほぼ完了です」

「けっこう。それでは――」

　エリザヴェータは視線を転じた。この船のすぐ隣に浮かんでいる海賊船を鞭で示す。こちら同様、甲板上では海賊とルヴーシュ軍の兵たちとの激戦が繰り広げられていた。

「今度はあの船に乗りこむわ。これをぶつけなさい」

　すぐ隣とはいえ、おたがいの櫂を絡ませないよう充分な距離をとっている。エリザヴェータといえど、さすがに飛び移ることはできなかった。

　漕ぎ手たちも海賊であり、一度は武器をつかんで甲板上へ出ていたのがこの場合は仇となる。エリザヴェータの力に恐れをなした彼らは、命令通りに船を動かせば解放するという言葉に従い、すぐさま船を回頭させた。

　旋回する船首が、仲間の船の横腹から伸びている数十本の櫂を薙ぎ払う。騒音が鼓膜を乱打して、折れた櫂の破片は甲板で跳ね、帆柱を叩き、兵たちは反射的に頭をおさえた。

　海賊船は前進して仲間の船に衝突し、轟音が喧騒と剣戟の響きを圧して人間たちの耳を痛めつける。エリザヴェータは先頭を切って駆け、船首から海賊たちの中へ躍りこんだ。

　そこで展開されたのはさきほどと同じ、ヴァリツァイフによる容赦のない蹂じゅう躙りんだ。しかも、ここの海賊たちはすでにルヴーシュ兵と刃をまじえていたのであり、二方向から攻めたてられる形となる。

　エリザヴェータは黒鞭を振るって甲板上に絶えず血風を巻き起こした。その姿を目にしたルヴーシュ兵の士気はますます高まり、海賊はその数をみるみる減らしていく。

　だが、エリザヴェータは制圧よりも別のことに意識を傾けていた。彼女は左舷から乗りこんできたのだが、海賊たちを蹴散らしながら甲板をまっすぐ横切り、右舷へと向かう。

　その先には紺碧の海が、波間に木片やら人間やらを漂わせながら広がっていた。遠くには列を成している海賊船の姿がある。数は五隻。

――敵の援軍？　いや、違う。

　胸中に湧きあがった疑問を、エリザヴェータは即座に否定した。海賊船の一団は徐々に遠ざかっているからだ。

　ふと「逃げやがって」という怨嗟の叫びが彼女の耳に入った。離れたところにある海賊船からのものだ。

　色の異なる目を見開いて、エリザヴェータが呆然と立ち尽くしていた時間はわずかに呼吸ふたつ分ほど。赤い髪の戦姫は昂たかぶる感情をおさえるように下唇を噛んだが、それでもまだ足りなかったようで、空いている左手で船縁を強くつかんだ。

「そういうこと。やってくれたわね……」

　遠ざかる海賊船の群れを睨みつけて、エリザヴェータは憎々しげに吐き捨てる。

　あれは、突撃してきた敵の一部だ。彼らは自分たちと一戦もまじえぬまま、仲間を見捨てて後退している。

　つきまとっていた違和感の正体を、エリザヴェータはようやく突き止めた。敵が減ったせいで急速に小さくなった戦場の熱気や喧騒を、彼女は肌で感じとったのだ。

　武器を手に群がってくる海賊たちを血の海に沈め、あるいは紺碧の海に叩き落としながらエリザヴェータはマルガリータ号に戻る。総指揮官の帰還を待ちかねたように船長が駆け寄ってきた。

「戦姫さまの強さは充分に承知しておりますが、危険な真ま似ねはおやめください」

「小言はあとにして、現在の状況を教えてちょうだい」

　初老の船長の嘆願にそっけない返事をして、エリザヴェータは単刀直入に尋ねる。

　船長によると、突撃してきた十隻の敵船のうち、前列にいた五隻はこの場にとどまってルヴーシュ軍と戦い、残り五隻はこちらとぶつかりあう前に後退をはじめたとのことだった。

「迂回して我々の側面か背後を狙うつもりかと警戒していたのですが、その様子もなく。こちらも何隻か向かわせることはできたのですが、敵の意図をつかむまではと……」

「上出来ね」

　エリザヴェータは船長の判断を褒める。すでにルヴーシュ軍は部隊をふたつにわけている。ここで、さらに部隊を分割するのは危険だった。

　雷渦の閃姫が状況を確認している間に、五隻の海賊船は次々と制圧されていく。ここにいるルヴーシュ軍は十五隻。一隻の海賊船を、三隻の軍船で攻撃できるのだ。加えて、エリザヴェータが文字通り一騎当千の活躍を見せてもいる。

　四半刻が過ぎたあと、ルヴーシュ軍は二隻の海賊船を沈め、三隻の海賊船を鹵獲した。もっとも、無傷というわけではない。ルヴーシュ軍も一隻沈められ、さらにもう一隻は破損がひどく、戦闘を続けるのが難しい状態にある。

「動ける者は私についてきなさい。動けない者はここに残って、為なすべきことをなさい」

　エリザヴェータがそのように命じると、船長は船員たちを呼んで指示を下した。ほどなく太鼓と角笛の音が潮風に乗って響き渡り、雷渦の閃姫の意思が各船に伝わる。

　破損した二隻が、大きな青い旗を振る。ここに残るということだ。だが、彼らは戦いが終わるのをぼんやり待つというわけではない。海に落ちた者たちをできるかぎり救助し、そのあとは鹵獲した海賊船を引いて戦場から離れる。それが、彼らの仕事だった。

　残った十三隻を率いて、エリザヴェータは西進する。先行した十六隻と一刻も早く合流を果たし、敵の本隊を攻めなければならない。

　ほどなく複数の船影が見えてきた。ルヴーシュ軍の兵や船乗りが驚きの声をあげる。エリザヴェータも息を呑んだ。

　迂回していたルヴーシュ軍十六隻が、海賊船の群れに半包囲されている。遠くからでも不利な状況にあることがわかった。敵の数は間違いなく十以上。二十かもしれない。

　急ぎなさい。喉まで出かかった叫びを、エリザヴェータは寸前で呑みこむ。ヴァリツァイフを強く握りしめた。冷静になるよう自分に言い聞かせながら、頭の中に戦場を描く。

――本隊の戦力を割いたとは考えにくいわ。後方の予備兵力を残らずこちらに投入したのでしょうね。左翼が前へ出てきたのは、私たちを敵の本隊から遠ざけるため……。

　トルバランの戦術を、エリザヴェータは見抜いた。中央本隊に三十五隻という全軍の半分近い数を集めていることからも、彼の考えは中央のレグニーツァ軍を短時間で撃破することに違いない。そうしてこちらを分断し、各個撃破するつもりなのだ。

　その場合、海賊たちの左翼と後方部隊の役割は、ルヴーシュ軍を敵の本隊に近づけさせないこととなる。

――私は、部隊を二つにわけた。

　向かってくる敵を迎え撃つための部隊と、戦場を迂回して敵の本隊を狙う部隊に。だが、それが敵の罠だったとすればどうか。

　敵の左翼は五隻の船を餌として、エリザヴェータのいる部隊を足止めし、その間に左翼の残りと後方の部隊とで、迂回しているルヴーシュ軍の部隊を沈めに来たのだ。

　味方を犠牲にする策だが、モリッツはまったくためらわなかった。見捨てるつもりの仲間たちにも何も告げなかった。そういう男だから、トルバランは彼に左翼を任せたのだ。

　また、後方の部隊を任されていたゲルハルトの指揮は非常に巧妙だった。彼はルヴーシュ軍の迂回部隊の正面にたちふさがったりせず、まず右側面から攻めて、すこしずつ配下の海賊船を動かし、前へと回りこんでいったのだ。

　そして、モリッツの率いる五隻は迂回部隊の左側面から襲いかかって、半包囲状態を完成させた。このふたりでなければ、これほど短時間で十六隻のルヴーシュ軍迂回部隊を囲むことはできなかっただろう。

　マルガリータ号の船首に立ち、次第に大きくなってくる敵と味方の船を睨みつけながらエリザヴェータは毒づいた。

「見事にしてやられましたわ、あれほどあっさり味方を見捨てるなんて。さすが海賊というべきかしら」

　敵船との距離が狭まる。このまままっすぐ進めば、モリッツの率いる部隊の側面ないし背後を突けるだろう。しかし、エリザヴェータは前進以外の命令を下した。

「――南西へ」

　左斜め前、というところだろうか。先頭に立って進むマルガリータ号がそちらへ針路を変え、続く十二隻もそれに倣ならう。刃鳴り、怒声、水音、船同士の激突音。潮風が戦いのさまざまな音を、エリザヴェータの耳元に運んできた。

　胸中に湧きあがる怒りを押しこめ、エリザヴェータは竜具を掲げて呼吸を整える。

　疲労は感じるが、戦える。

　サーシャの言っていたような魔物が現れたとしても、問題ない。

　海賊船との距離が、数百アルシンにまで縮まった。こちらの存在に気がついた海賊たちが矢を射かけてくるが、大半が迂回部隊への攻撃に集中しているためか、数は少ない。

　ルヴーシュ軍はモリッツの部隊の脇を通り過ぎ、ゲルハルトの率いる部隊へ接近する。

　一隻の船を、エリザヴェータは指で示した。

　ルヴーシュ軍は速度を上げる。潮風が強さと冷たさを増した。ぱらぱらと落ちかかる矢をものともせず、マルガリータ号は波濤を蹴散らして突き進む。

　海賊船は迂回部隊の方を向いているため、マルガリータ号は船尾を狙う形になった。数十人の海賊が武器をかまえ、凶悪な笑みを浮かべて船尾に集まっている。マルガリータ号が接触したら、乗り移るつもりなのだ。

　だが、彼らの待ち望んだその瞬間は永久に訪れなかった。

　マルガリータ号が海賊船にぶつかるまであと十アルシン（約十メートル）というところで、エリザヴェータがヴァリツァイフを振りあげたのだ。

　空気を切り裂いて躍った黒い鞭が柄の先から九本にわかたれ、それぞれが白い雷光に包まれる。眩さのあまり、それを手にしているエリザヴェータの姿が見えなくなるほどだ。放電によって膨張した空気の弾ける音が、驚いて立ち尽くす海賊たちの耳じ朶だを打つ。

　金色の瞳と碧色の瞳を強烈な破壊の意志で輝かせて、異彩虹瞳の戦姫は叫んだ。

「――天地撃ち崩す灼砕の爪グロン・ラズルガ！」

　九つの稲妻が唸りをあげて海賊船に炸裂し、周囲が白い雷光に包まれる。轟音とともに巨大な水柱が噴きあがり、木片を多量に含んだ海水の雨となってマルガリータ号と海賊船とに降り注いだ。海賊船から悲鳴があがり、いくつもの水音がそれに続く。

　雷光が大気に溶けて人間たちの視界が周囲の風景を取り戻したとき、海賊船は船尾を大きく破壊され、すさまじい勢いで沈もうとしていた。

　穴が開いたというよりも、船尾をえぐりとられたといった方が適切だろう。船尾に集まっていた海賊たちは残らず海へ落ち、海水は尋常でない奔流となって船内へ吸いこまれていく。エリザヴェータが狙ったのは海賊ではなく、船尾の真下だった。

　小さく息をつくエリザヴェータに、盾を持った兵たちが駆け寄ってくる。この状況から矢が飛んでこないともかぎらない。主を守らなければならなかった。

　雷渦の閃姫は船長のところまで歩いてくると、引き続きゲルハルトの部隊を攻めるよう命じる。船長はわかりましたとは答えず、渋じゅう面めんでこう言った。

「この先は、おとなしくしていてくださいますか」

「私はさっきからおとなしくしていますわよ？」

　額に落ちかかってきた髪をかきあげてエリザヴェータは答える。彼女はかなり疲労していた。トルバランとの戦いを考えれば、竜技ヴェーダはもう使わない方がいい。

　海上に出現した雷撃に海賊船がうろたえている隙をついて、ルヴーシュ軍はゲルハルト部隊の側面へとまわりこむ。獲物に襲いかかる鮫のごとき猛々しさで海賊船にぶつかっていき、喊声をあげて乗りこんでいった。

　海賊たちも奮戦したものの、竜技を知らない彼らはさきほどの光景が脳裏から消えず、士気がなかなか上がらない。一隻、また一隻と制圧され、あるいは沈められて数を減らしていく。火を放たれ、黒煙を噴きあげながら沈んでいく船もあった。

　モリッツとゲルハルトが連係をとれれば、エリザヴェータに対してもうすこし効果的な反撃を行えたのかもしれない。だが、完全に分断された以上、それは不可能だった。

　エリザヴェータが竜技で沈めた海賊船こそが、モリッツとゲルハルトの意思をそれぞれ相手に伝える役を担っていたのだ。これは偶然ではなく、赤い髪の戦姫はそれを狙って、あえてモリッツの部隊を攻めずにその脇を素通りしたのである。

　モリッツたちに策を授けたトルバランも、エリザヴェータがここまで的確に分断を図ってくるとまでは予想していなかった。

　トルバランの想定では、ルヴーシュ軍は敵に囲まれている味方を救うべく、モリッツの部隊にまっすぐ突撃してくるはずであり、モリッツは突破されたように見せかけてルヴーシュ軍を包囲陣の中へと誘いこみ、迂回部隊とまとめて殲せん滅めつする。そうなるはずだった。

　エリザヴェータが、あるいはこのときだけにせよトルバランを上回ったのだ。

　半包囲されていた状況から解放されたルヴーシュ軍迂回部隊は、右側面にいるゲルハルト部隊を友軍に任せ、左側面にいるモリッツの部隊へ反撃を開始する。

　彼らにとって、エリザヴェータの竜技は見覚えのあるものだった。

　白い雷光と轟く雷鳴は、主とあおぐ戦姫が矢の飛び交い、刃の入り乱れる最前線で戦っていることの証だった。それとわかって奮い立たないルヴーシュ兵はいない。深手を負って膝をついていた者さえも血まみれの武器を手に立ち上がり、海賊たちに襲いかかった。

　武器がなければ盾で殴りつけ、作業用の小舟を数人がかりで抱えて投げつける。転がっている死体の武器を奪って斬りつける者がいれば、体当たりをくらわせてもろとも海に落ちる者まで現れた。

　荒事に慣れている海賊たちが色を失うほどに、すさまじい攻勢だった。

　このときモリッツの部隊は四隻残っていたのだが、わずかな時間のうちに二隻が海に沈む。ついさきほどまで正面と左右の三方向から攻めたてられ、追いつめられていたルヴーシュ軍迂回部隊は、蓄積していた怒りを余さず叩きつけた。

　モリッツは抵抗を断念した。味方の一隻を盾にして後退し、己の乗る船を反転させる。

　逃げだしたのだ。仲間を見捨てて。

　これには迂回部隊も驚いたが、海賊たちの受けた衝撃はその比ではない。盾にされた船の中では自暴自棄になって海に飛びこむ者と、武器を捨てて降伏する者が続出した。戦い続ける者もいないわけではなかったが、目に見えて戦意が衰えている。

　モリッツの離脱はゲルハルトの部隊にも伝わり、海賊たちに動揺を与えていた。武器を捨てて投降する者や、作業用の小舟で逃げようとする者が現れ、あちらこちらで分断される。

「石詰め」の異名を持つゲルハルトは旗艦で懸命に指揮をとっていたが、ルヴーシュ兵が船首や船尾から続々と乗りこんできたのを見て、ついに指揮を諦めた。手元に置いていた両刃の戦斧を握りしめ、獣のごとき咆哮をあげて突撃する。

　ルヴーシュ兵は剣をかざし、槍をかまえてゲルハルトを迎え撃ったが、荒波と戦とに鍛えられた巨躯を誇るこの赤毛の海賊の強さは並みではない。

　剛腕から繰りだされた戦斧の一撃はルヴーシュ兵の頭蓋骨を兜ごと粉砕して、血と脳漿を甲板にぶちまけた。死体を蹴り倒して力任せに血まみれの斧を引き抜くと、今度は横殴りに振るってふたりめの首をはねとばす。

　海賊たちは指揮官の猛勇ぶりに戦意を取り戻し、ルヴーシュ兵はその迫力に気け圧おされて数歩退いた。敵と味方の血で赤黒く塗装された甲板に新たな血をまきちらしながら、ゲルハルトは突き進む。

　彼の視線の先には、竜具を振るって海賊たちを打ち倒すエリザヴェータの姿があった。

　彼女の黒鞭は不規則な動きをし、その間合いが長いこともあってルヴーシュ兵たちは三歩か四歩分の距離をあけている。鮮やかな赤い髪と紫色のドレスは遠くの兵にもはっきり確認することができて、彼らを勇気づけていた。

　敵の指揮官を討ち取れば戦況を逆転できるのは、海の戦いであっても同じだ。ルヴーシュ兵たちを押しのけ、あるいは戦斧で薙ぎ倒してゲルハルトはエリザヴェータに迫る。両手で扱っていた戦斧から右手を離し、左手のみで振りあげた。

　エリザヴェータは赤毛の海賊を一いち瞥べつすると、無言で右手をひるがえす。

　乾いた破裂音とともに戦斧の柄が半ばから吹き飛び、鈍色の両刃は回転しながら宙を飛んで船縁に突き刺さった。武器を失ったかに見えたゲルハルトは、しかしごく自然な動作で腰の短剣を引き抜いている。

　たいていの相手は戦斧でかたづけるが、強敵に対しては巨躯と戦斧で注意を引きつけつつ、短剣で急所を突く。それがこの赤毛の海賊の戦い方だった。

　鞭では防げない。兵士も間に合わない。ゲルハルトは勝利を確信しながらエリザヴェータの顔に短剣を突きたてようとした。

　次の瞬間、赤毛の海賊の視界は一転する。短剣は空を切り、ゲルハルトの巨躯は甲板に叩きつけられていた。

　エリザヴェータは短剣を避けようともせず、竜具を左手に持ち替え、右手で無造作にゲルハルトの顔をつかむと、力任せに引きずり倒したのだ。重心を崩して転倒させたというのではなく、腕力と、握力で。

　人間離れ、などという表現でさえなまやさしく思えるほどの、それは信じがたい膂力だった。筋肉で覆われたゲルハルトの巨体は、大人でさえ持ち上げるのが困難なほど重い。それを、二十歳にもならない娘が片手でやってのけたのである。

　そのとき、エリザヴェータとゲルハルトに向かって、いくつもの矢と石が飛んできた。エリザヴェータを倒せるのであれば、ゲルハルトが死んでもかまわないという勢いである。ヴァリツァイフのために戦姫に近づけない以上、飛び道具に頼るしかなかった。

　エリザヴェータはゲルハルトの首をつかむと、飛んでくる矢や石にかざす。海賊の巨躯に何本もの矢が突き刺さり、投石が目や鼻を潰した。

　ルヴーシュ兵たちが槍や手斧を手に、海賊たちに襲いかかる。矢を射放つ者や、転がっている石を投げつける者もいた。そうして海賊たちが降伏したときには、ゲルハルトは息絶えていた。海賊たちの投げた石のひとつが彼の口の中に飛びこみ、喉を詰まらせたのだ。

　モリッツの逃走とゲルハルトの死によって、ようやくこの方面での戦いは終わりを告げた。まだ残っていた海賊船は散り散りになって逃走をはかる。

　エリザヴェータは彼らを追わないように厳命した。慈悲からではない。まだ海賊たちを一掃したわけではなく、打ち倒すべき敵がいるからだ。

「損害の確認は後回しになさい。隊列も整えなくてけっこう。敵本隊の側面を突くのよ」

　エリザヴェータは船長に命じて、マルガリータ号の舳先を西へ向けさせる。その先に、トルバラン率いる海賊たちの本隊がいるはずだ。

　太鼓と角笛の響きがエリザヴェータの命令を他の船に伝えると、マルガリータ号は先頭に立って海を突き進んだ。まだ戦うことのできる二十隻が続き、これ以上戦えないほど破損した三隻がこの場に残って、海に落ちた者の救助にあたる。

「思った以上に時間をとられたわ。船とひとも……」

　マルガリータ号の船首で報告を聞きながら、エリザヴェータは忌いま々いましげな表情で下唇を噛む。中央と、そして左翼の戦いはどうなっているだろうか。

「私が着くまで、持ち堪えなさい」

　連合軍の左翼が、海賊の右翼部隊によって壊滅させられたのはそのころだった。
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　連合軍の左翼は、レグニーツァの騎士ザウルが指揮する十四隻の船である。この部隊と対峙した海賊たちの右翼は、「血の鎧」の異名を持つアルバートに率いられた十隻の船だった。

　ザウルは敵の数が自軍より少ないことを知ると、それまで横一列だった陣容を変えた。左右を前進させ、中央を後退させて弓型にしたのだ。敵を半包囲して殲滅するつもりだった。

　ザウルには焦りがあった。敵の総指揮官の狙いが、サーシャの指揮する十七隻の船を撃破してこちらを分断し、残った部隊を各個撃破することだと見抜いたのだ。

　海賊たちの総指揮官が率いている本隊は、三十五隻。サーシャの部隊の倍以上であり、まともにぶつかれば、いくら戦姫がいるとはいえ、勝ち目は低い。まして、サーシャは病を押して戦場に立っているのだ。

――早く目の前の敵をかたづけて、戦姫様の援護に向かわねば……。

　自分の指揮する左翼が無傷でサーシャの本隊に加われば、三十一隻となる。ほぼ互角の戦いに持ちこめる。半分の七隻でも、かなりの助けになるだろう。

　一方、海賊たちの右翼を指揮するアルバートは、十隻の船を前進させながら、縦一列に編制した。ザウルの部隊に中央突破をかけて、背後にまわろうというのだ。

「早々に沈めてくれるぞ、海賊め」

　向かってくる敵船を睨みつけて、甲板上でザウルは吐き捨てた。だが、先を急ぐ気持ちが、指揮に影響を及ぼしたのかもしれない。

　この激突は、アルバートに軍配があがった。まっすぐ突撃した海賊船は矢の雨を浴び、レグニーツァ軍の体当たりを受けて三隻の犠牲を出しながらも、ザウルの部隊を引きちぎって二つに分断し、背後へと抜ける。船も、人間と同様に背後をとられると弱い。

　七隻になった海賊船は左へ迂回し、二隻がかり、三隻がかりでレグニーツァの船に襲いかかった。側面や背後から接近された船は、奮戦むなしく次々に焼かれ、沈められた。

　ザウルは愕然とした。この状況で分断された味方と連絡をとりあうことは難しく、まとまって動くことはほとんど不可能だ。彼は苛立ち、考えを変えた。

「旗艦だ。敵の旗艦を叩く！」

　ここにいる敵の部隊の指揮官を討ちとれば、敵を混乱させ、自軍を立て直せる。そう判断したザウルは、自分の乗る船を猛然と進めた。

　どの船が敵の旗艦なのかは、動きでわかる。指示を出している船と、指示を受けている船のわずかな動きの違いを、ザウルは経験から見抜くことができた。

　アルバートの船が、隊列を整えるためか、海賊たちの船から離れる。好機とみて、ザウルは突撃を命じた。

　その動きに反応して、アルバートの船は距離をとろうとする。ザウルは果敢に追った。

　だが、それはアルバートの罠だった。ザウルの船が接近したところで、不意にアルバートの船は向きを変える。正面からではなく、横合いからザウルの船にぶつかってきた。

　強烈な衝撃とともに、ザウルの船は岩礁に追いあげられる。アルバートは岩礁の存在を知っており、ザウルの船を誘いこんだのだ。ザウルの船は必死に櫂を動かすものの、海面を波でかきまわすか、岩礁を叩くことしかできなかった。

　アルバートの船もまた、勢いあまって同じく岩礁に乗りあげたが、こちらはそれを予想している。何より、この一帯での戦いは海賊たちに有利に進んでいた。アルバートが指揮をせず、部下たちに任せていてもよいぐらいに。

　海賊たちが、弓と弩でザウルの船に次々と矢を射かけ、太矢を放ってくる。ザウルと兵たちは必死に応戦したが、船に乗りこまれると、勢いに押されて一気に劣勢に陥った。

　だが、ザウルは諦めず、兵たちを叱しっ咤た激励して、粘り強く指揮をとる。もはや逃亡も降伏も不可能とわかっていたが、だからこそ、己の役目を最後まで果たそうとしていた。兵たちも彼に従い、ひとりでも海賊を道連れにせんと槍や手斧を振るい続ける。

　ザウルの前にアルバートが現れたのは、甲板で戦うレグニーツァ兵の数が二十人以下になったころだ。甲板には兵と海賊の死体がいくつも転がり、索具や帆柱には血が飛び散っている。

　ザウルは身体中に傷を負い、頭部から爪先まで、自分と味方と敵の血にまみれていた。手に持っている剣は鍔元まで赤く染まり、刀身は何ヵ所も欠けている。

「思った以上にしぶとかったな」

　扱い慣れた槍をかまえて、アルバートはザウルと距離を詰めた。

「評価する。おまえの血を使ってやろう」

　その言葉に、海賊たちがザウルとアルバートから離れる。指揮官の邪魔をしたら、自分たちが殺されて、革鎧を染めるための血を提供することになるとわかっているのだ。

　ザウルは言葉を返さず、アルバートが身につけている赤黒い革鎧を一瞥し、それから海賊の顔を睨みつけた。呼吸は乱れており、動きは鈍い。

　アルバートが力強く踏みこみ、ザウルの腹部を貫く。避ける暇すらなかった。

　致命的な一撃を受けたザウルは、両足に力をこめて己の身体を支える。左手を腹部の傷に持っていったかと思うと、軽く払った。手についた血が飛んで、アルバートの視界を奪う。

　アルバートが驚いて動きを止めた瞬間、ザウルは残された力を振りしぼって、彼の喉に剣を突きこんだ。海賊たちが助けに入る暇もなく、鈍い音が響く。

　アルバートの口から吹きでた血が、赤黒い革鎧に降りかかった。

　一呼吸分の間を置いて、両者は同時に倒れる。

　甲板に自分の血が広がっていく様子を見ながら、ザウルはサーシャに呼びかけた。

――戦姫様、失態の数々、お詫びのしようもございませぬ。御身は一日でも長く……。

　そこで、彼の意識は永遠に途切れた。

　アルバートの死がこの一帯での戦いに与えた影響は、大きかった。海賊たちは統制のとれた動きができなくなったのだ。一方、レグニーツァの部隊はザウルを失った悲しみと怒りを戦意に変え、連係をとって果敢に海賊たちに襲いかかった。

　だが、不利な状況を覆すことまではできず、激戦の末に連合軍の左翼は敗れ、岩礁に乗りあげたザウルの船を除く十三隻はことごとく沈んだ。

　だが、海賊たちの右翼も壊滅的な打撃を受けて、たった二隻しか残らなかった。その二隻も多数の死傷者を出し、船自体も傷ついて、もはや戦える状態にない。

　そのとき、ザウルの船とアルバートの船からそれぞれ火の手があがった。わずかに生き残っていたレグニーツァ兵たちが、海賊を道連れにするために火を放ったのだ。

　二隻の海賊船は、指揮官たるアルバートを失ったことで、どう動くべきか判断することができない。海面に浮かんでいた仲間たちをてきとうに引きあげると、味方と合流することをようやく考え、のろのろと動きだした。

　しかし、彼らは、およそ半刻後にエリザヴェータの率いるルヴーシュ軍に発見され、拿捕されたのだった。









　　　２　　　火の鳥フェニックス














『銀閃の風姫シルヴフラウ』の異名を持つエレンことエレオノーラ＝ヴィルターリアがリプナの港町に着いたのは、オルシーナ島付近でサーシャたちと海賊が激突した日の朝だった。

　薄汚れたローブに身を包み、フードを目ま深ぶかにかぶっている。ローブの下の服は汗と泥で汚れ、フードに隠れている白銀の髪はぼさぼさで変な癖がついていた。

　極度の疲労のために頬はこけ、ただ紅の双そう眸ぼうだけが鋭い輝きを放っている。彼女をエレンと愛称で呼ぶ友人たちがこの姿を見たら、目を丸くするに違いなかった。

　エレンがライトメリッツの公都を発ったのは四日前。文字通り、寝る間も惜しんで馬を駆けさせてきたのだった。彼女の引いている馬も、主と同様に一目でわかるほど疲れきっている。たてがみはぱさぱさに乾いており、あきらかに痩せていた。

　ちなみに馬は二頭いる。ライトメリッツを発つ際に伴っていた馬は一頭だけだったが、レグニーツァに入ったあたりで疲れが目立ってきたので、途中で替え馬を一頭調達したのだ。

　城門で馬を預ける。預かり賃としての銀貨を受けとった門衛は、不審そうな眼差しをエレンに向けた。いまの彼女は汚い身なりの旅人で、とても銀貨などを持っているようには見えなかったからだ。しかし、身分証を見て納得したような顔になる。

「ライトメリッツの公宮に仕えている侍女エレノアか」

　はいとエレンは元気のない声で答えた。戦姫として来るわけにはいかなかったので、偽りの身分証を用意したのだ。偽りとはいえ、その身分証に使われているものは押印まで含めてすべて本物である。

　門衛は身分証をエレンに返しながら、念のためとでもいうような口ぶりで言った。

「すまないが、その被りものをとってもらえるか？」

　一瞬ためらったものの、自分の顔が知られているはずなどないと考え直してエレンは面倒くさげにフードを後ろに下ろす。すさんだ表情に門衛は顔をしかめたものの、よく見れば娘が美しい顔だちをしていることに気づいた。

「よし、通っていいぞ」

　フードをかぶり直して、エレンは会釈しながら城門をくぐる。門衛がつけくわえた。

「よけいなお世話かもしれんが、落ち着いたら浴場で汚れを落としたほうがいい」

　エレンはそれに対して何も言わなかったが、町の中に入って十数歩ほど足を進めると不意に立ち止まる。自分の腕を顔に近づけて匂いを嗅ぐと、首をかしげた。

「……臭うかな？」

　門衛の言った通り、どこかの浴場に立ち寄るべきだろうか。そんなことを思ったが、億おっ劫くうそうなため息をつくとエレンは首を左右に振る。ここまでろくに休まず、馬を走らせてきたのは何のためか。湯に浸かるより先にやるべきことがあった。

　荷物を肩に担ぎ直して、竜具ヴィラルトである長剣アリファールを腰に差す。目立たないよう柄にも鍔にも汚れた布を巻いて、鞘にも泥をなすりつけてあるのだが、アリファールはそれが気に入らないらしい。抗議するようにそよ風を起こしてエレンの顔を撫でた。

「もうすこし我慢しろ。おまえだって面倒事に巻きこまれたくはないだろう」

　エレンは笑って鞘の上から長剣を叩く。銀閃とも呼ばれるこの長剣は、おそらくまだ不服だったろうが、譲歩しておとなしくなった。

　通りを歩いている者を何人かつかまえて、エレンは町の長の屋敷がどこにあるのか尋ねる。疲れのたまった身体を引きずるようにして、そこへ向かった。

　リプナの長は名をドミトリーといい、彼の屋敷は港に近いところにある。鉄の柵に囲まれた庭園は広大だが、屋敷そのものはそれほど大きくない。上部がアーチ状になっている無数の窓を持ち、壁に人魚やイルカなどの彫刻を飾っている二階建ての邸宅だった。

　エレンはここでもライトメリッツの侍女エレノアを名のる。薄汚れた風体がかなり怪しまれはしたものの、身分証を見せると屋敷の中に通された。ただし、肌身離さず持ち歩いていたアリファールは預けることになった。

「いま、ご主人様はたいへんお忙しいの」

　エレンを客室に案内したのは四十代ぐらいの侍女だ。彼女は困ったような笑みを浮かべて、申し訳なさそうに身体を縮める。

「なんでも大勢の海賊がこちらに押し寄せているとかいう話でね。戦姫さまも、先日この町からご出陣なさったのよ」

――間に合わなかったか……！

　覚悟していたこととはいえ、エレンは衝撃に身体をよろめかせた。侍女はその反応を誤解したのか、安心させるように手を振ってみせる。

「だいじょうぶよ。きっと戦姫さまが何とかしてくださるから。でも、ご主人様はそのお手伝いでなかなか時間がとれないの。あなたのことはご主人様に伝えてあるから、しばらく待っていてちょうだい。ご主人様の用事がすんだら呼びに来るわ」

「お願いします」

　エレンは素直に頭を下げた。彼女の言い方が、まるで子供に言いきかせるようなものだったことがすこし気になったが、いまの自分は侍女なのだからこんなものかもしれない。

　暖炉に火が入っているので、客室は充分に暖かい。エレンはソファに腰を下ろして呼ばれるのを待っていたが、こうして落ち着くと急速に眠気が襲ってきた。







　肩を優しく揺すられて、エレンは目を覚ました。ソファが引っくり返りそうなほどの勢いで立ち上がると、びっくりした顔の侍女が目の前に立っている。

　いつのまにか眠ってしまっていたということを理解するのに、三つ数えるほどの時間がエレンには必要だった。気まずい顔でうつむくと、侍女はにこにこと微笑を浮かべる。暖炉の火の燃える音だけが、白銀の髪の娘の耳に聞こえていた。

「あの……私はどれくらい寝ていた、いや、寝ていましたか？」

　自分が侍女であることを思いだして、とっさに言い直す。侍女はとくに気分を害した様子もなく答えた。

「半刻ほどかしらねえ。ご主人様はまだ手が空かないのだけど、お湯が沸いたから呼びに来たのよ」

　湯という言葉にエレンは首をかしげたものの、自分の身体を見下ろして納得した。この屋敷に来るまでは精神的にもそんな余裕はなかったが、いまでは話が別だ。

「しかし、私のために薪などを余分に使うのは……」

「ご主人様があなたをこのお部屋に通した以上、あなたは大事なお客様なの。汚れを落としてきれいになって、ご主人様にお目通りするのもあなたのお仕事ではないの？」

　もっともな話だった。わかりましたとうなずいて、エレンは浴室へ案内してもらう。浴室といっても、何もない部屋に、小さな舟の形をした浴槽が運びこまれているだけだ。

　浴槽にはすでに湯が張ってあり、香りづけだろう花びらが浮かべてある。そのそばには身体を拭くための厚手の布や、獣じゅう脂しからつくった石鹸、着替えなどが置かれていた。

　エレンは侍女に礼を言い、服を脱ぐと浴槽にそっと足をひたす。湯は熱すぎず、ちょうどいい。そのまま足を沈めていき、もう片方の足も湯の中に入れる。それからゆっくりと浴槽の中に肩まで浸かった。おもわずため息がこぼれる。
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　浴槽の中で足を伸ばし、しばらくの間湯の温かさを味わうと、エレンは身体をこすって汚れをすこしずつ落としはじめた。







　エレンが用意された着替えを身につけて浴室を出たのは半刻後のことだ。普段はそれほど時間をかけないのだが、つい湯に浸かってしまった。

　服は麻織りのありふれたもので、彼女の身体より一回り大きかったが、着心地は悪くない。その姿で客室に戻ってほどなく、エレンは侍女に呼ばれてドミトリーの待っているという応接室へ向かった。

　ソファに腰を下ろしていたドミトリーは、入ってきた白銀の髪の娘を見て眉をわずかに動かす。だが、侍女が静かに扉を閉めるまで口を開かなかった。

「ドミトリーさま、はじめまして。エレノアと申します。本日は私などのために時間を割いていただき、心から感謝を――」

　エレンは足をそろえて背筋を伸ばし、侍女らしい態度をとろうとしたのだが、ドミトリーは首を左右に振り、とがめるような口調で言った。

「侍女エレノアとして、私と話されるおつもりですか？」

　エレンは目を丸くしてドミトリーを見つめる。四十代には間違いなく達しているだろう面長の男だ。この応接室にも当然ながら暖炉に火は入っており、充分暖かいと思えるのだが、襟や袖に毛皮をほどこした上着を着て、足首にまで達する革のズボンを穿はいていた。

「……あなたに会うのははじめてのはずだが」

「白銀の髪と紅の瞳については、以前に我らの戦姫さまから伺うかがったことがございます」

　我らの戦姫とはサーシャのことだ。ドミトリーはしかめっ面で言葉を続ける。

「加えて、我が屋敷に入られる際にお預かりした立派なこしらえの剣。泥で汚れていようともわかります。さらに言うなら、いかな火急の用とて……いえ、火急の用なればこそ若い娘ひとりを、供の者もつけずにこのような町へ使いに出す真ま似ねはなさいますまい」

「わかってもらえたなら話は早い」

　エレンはドミトリーに一礼をすると、向かい側に置かれたソファに腰を下ろした。ドミトリーは不機嫌そうな表情のままエレンを見つめる。

「本日は、どのような用向きでいらっしゃいましたか」

「そうだな。まずは、この手紙に目を通してほしい」

　エレンは服の懐ふところから一通の手紙を取りだした。湯に浸かってから客室に戻ったあと、服の中に入れておいたのだ。ドミトリーは黙って受け取り、開封する。

　それは、サーシャに長年仕えている老僕がエレンに宛てたものだった。

　海賊が八十隻という大軍でジスタートへ向かっていること。彼らを迎え撃つべくサーシャが出陣したこと。サーシャの親友として、彼女の戦いを見届けてもらえないかという願いで手紙は締めくくられていた。

　読み終えたらしいドミトリーの表情は、いっそう不機嫌なものになる。彼は手紙を丁寧に折りたたんで、エレンに返した。

「見なかったことにさせていただきます」

「……なぜだ？」

　驚きのあまり、エレンの言葉は一呼吸分ほど遅れる。暖かい室内の空気が一気に冷たくなったかのような錯覚を、白銀の髪の戦姫は覚えていた。

「ライトメリッツの戦姫様は、軍船に乗ってアレクサンドラさまに加勢したい。それがかなわずとも見守りたい。そういうことでございましょう」

　厳しい表情で言うドミトリーに、エレンはうなずく。上着の袖口を飾る毛皮をこすりながら、男の顔が厳しさを増した。

「海に絶対はありません。戦姫様に対して、私どもは責任を負いかねます」

「あなたがたに責めを負わせるような真似は――」

「ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　必死の訴えを、ドミトリーはひとつの名前で遮さえぎる。はっとしてエレンはドミトリーの謹厳な顔を見つめた。

「ブリューヌの内乱を終わらせた若い英雄だそうですな。会ったことはありませんが、友人が高く評価しておりました。彼が海から落ちて行方不明となったことで、いまの情勢はどうなっていますか」

　行方不明という表現は、エレンに対する配慮だろう。一言も反論できず、エレンは膝の上で拳を握りしめて黙りこむ。

「もう一度申しあげますが、海に絶対はありません。アレクサンドラさまのご出征はレグニーツァを守るためのものですが、あなたの行動は立場を考えず、ただ己の感情に従っただけのもの。どうぞ自重し、ご自身の治める地をないがしろになさいますな」

「ないがしろにした覚えはない。今度のことだって、信頼できる者にあとを任せて……」

　いつもの彼女らしさに欠けた弱々しい声こわ音ねではあったが、エレンは反論した。だが、ドミトリーは長年の風雨に耐えた岸壁のごとき厳しい態度を崩さない。

「誰に任せたのかは存じませんが、あなた様に何かあったとき、その者が戦姫になれるわけではありますまい」

　またもエレンは言葉に詰まる。戦姫を決めるのは竜具だ。ドミトリーがそのことをどこまでわかって言っているのかは不明だが、あとを任せた者が戦姫になれるわけではないという指摘はまったくもって正しかった。

「ライトメリッツからここまで、供の者も連れずに単騎でいらっしゃったようですが、そのことも問題でしょう。秋が終わりつつあり、野の獣や野盗をいっそう警戒せねばならぬこの時期。剣に自信がおありとはいえ、不用心に過ぎるのではありませんか」

　エレンは口の中に酢を含んだような顔になる。無事だったからよいではないかなどととうてい言えない雰囲気を、ドミトリーは全身から発していた。

「一国の王から村の長にいたるまで、ひとつの地を治める者がより安全なところに居を構え、多くの者に守られているのはなぜだとお思いですか。私欲に走る支配者の存在を否定はしませんが、その者がいなくなれば秩序が失われ、混乱が起きるからです」

　エレンはやりきれない表情でうつむき、視線をふたりの間にあるテーブルへと落とす。

　反論ができないわけではない。

　たとえば「私自身がこうして出向くことにより、ライトメリッツとレグニーツァの友好が確固たるものであることを内外に証明する」などと言い募つのることはできた。

　また「ティグルヴルムド卿のことについて、詳しい状況を確認するために来た。彼の身はライトメリッツが預かっていたのだ。彼の安否について私自身が出向くこと、ブリューヌとの関係を考えれば当然だろう」とティグルの名を使うこともできた。

　とくにティグルの名は強力な武器となる。ティグルにアスヴァールへ行くよう要請したのは、他ならぬヴィクトール王だからだ。誰のせいだと思っている、と事情を知る者たちには言葉にせずとも伝わるはずである。

　だが、エレンはそれらの論法を使わなかった。

　ドミトリーの言うように、エレンはサーシャのためにここまで来たのだ。その想いに不純物を入れたくなかった。

　沈黙が訪れる。十といくつかを数えるほどの時間が過ぎて、ドミトリーは口を開いた。

「リプナの長として私が申しあげることは以上ですが、ライトメリッツの戦姫様からおっしゃることはございますか」

　エレンは静かに首を振る。

「ない。忙しい中、私のために時間を割いてくれたことを感謝する」

　これで話は終わったはずだった。エレンはソファから立ち上がろうとしたが、ドミトリーの表情が幾分かやわらいだことに気づき、まだ話があるらしいことを察して座り直す。はたして、ドミトリーの口から出てきた言葉は別れの挨拶などではなかった。

「それでは、ここから先はただひとりのドミトリーとして申しあげます。アレクサンドラさまとの友ゆう誼ぎのために、このようなところまで足を運んでくださったこと、あの方をお慕いする者のひとりとして心から感謝いたします」

　膝に手を置いて深く頭を下げるドミトリーを、エレンは驚きと当惑の眼差しでまじまじと見つめる。この男の意図を理解するのに、いくばくかの時間が必要だった。

「礼には及ばない。サーシャは私の友だ。ともに戦姫だったからこそ出会えたが、この先、どちらかが戦姫でなくなったとしても、友情に変わりはないと信じている」

　エレンがそう言うと、ドミトリーは顔をあげる。しかめっ面ではあったが、その両眼には優しげな光が灯っていた。

　ふと、エレンはある人物を思いだす。戦姫になったばかりのころの自分に礼儀作法を教えてくれた男が、似たような雰囲気の持ち主だった。

「サーシャは、よい統治者だったのだな」

　エレンが嬉しそうに言うと、ドミトリーは大きくうなずいた。視線を白銀の髪の戦姫から外して、テーブルへと向ける。

　だが、彼はテーブルではなく、脳裏に浮かぶ懐なつかしい過去を見ているようだった。

「あの方が戦姫としてレグニーツァに来られたのは七年前になりますかな……。公都から近い港町は、このリプナとプシェプスのふたつがありますが、どちらにも年に一度はおいでくださいました。病を患っていると知ったのは、ずいぶんあとのことでしたが」

　サーシャが定期的にリプナとプシェプスを訪れていた理由のひとつは、海上の治安を維持するためだった。レグニーツァにとって、諸国との交易から得られる利益は有形のものであれ無形のものであれ非常に重要だったからだ。

　また、彼女は海と、その向こうにある世界からもたらされるさまざまなものを見るのが好きだった。この町の長を務めているドミトリーや、船乗りとして経験豊かなマトヴェイの話をサーシャは楽しんで聞いた。

「あなたは、アレクサンドラさまの友として振る舞ってくださった」

　ドミトリーは真しん摯しな口調で続ける。

「あの方のご友人にならばお力添えをする気にもなりますが、よその戦姫さまのために働こうとは思いません。最低限の礼儀を尽くしはしても」

――正直な男だ。

　エレンは顔には出さず、内心で苦笑した。ライトメリッツの戦姫としてのエレオノーラにではなく、サーシャの友人であるエレンにならば協力すると言っているのだ。

「感謝する」

　エレンは短く礼を述べると、さっそく現在の状況を尋ねた。だが、サーシャがレグニーツァ軍を率いてこの町を発ったのは五日前だという話におもわず顔を引きつらせる。

「それでは、もう海賊との戦いは終わったのか？」

「わかりません。二日前にルヴーシュの戦姫様と無事に合流を果たしたというのが、もっとも新しい情報になります」

　ルヴーシュの戦姫とはエリザヴェータのことだ。エレンは反射的に眉をひそめたが、すぐによけいな感情を振り払う。

「あいにく私に海戦の経験はないのだが、サーシャの軍と頻繁に連絡をとりあうわけではないのか？」

「たとえば野盗の討伐でお考えください。この町から五日ほど離れたところにある廃城を野盗がねぐらとし、討伐のために軍を出したとします。その間、町と軍とはこまめに連絡を取りあうでしょうか」

　そんなことはない。状況によほど大きな変化が起きたりしないかぎりは。エレンは納得したものの、顔を曇らせた。

「だとすると、サーシャがいまどこにいるのかもわからないのか」

「おおまかな推測が限界です。もう何日か過ぎたら、向こうから連絡を取ってくる可能性もありますが。状況を考えれば、もう交戦に入っていてもおかしくないかと」

　まず驚きが、次いで失望と落胆がエレンの顔に浮かぶ。

　だが、まだ彼女は諦めきれなかった。何のために公都からこの町まで、必死に馬を走らせてきたのか。身を乗りだして、エレンはドミトリーを見据える。

「私はサーシャの戦いを見届けたい。いや、見届けなければならないんだ。どうしても無理なのか？　絶対に？　私ひとりでも――」

「お気持ちはわかりますが、馬と船は違うものです。ひとりで櫂かいを漕ぐようなものでは、せいぜい沖合いまでしか行けますまい。遠くへ行くには大きな船が、そして多くの人手が必要となります。戦姫であっても、ひとりでは無理なのです」

　ドミトリーの声は気に障るほど落ち着き払っている。その説明は理路整然としており、エレンは何も言えなかった。

「仮に、船乗りと漕ぎ手を必要なだけ雇うことができ、アレクサンドラさまの位置がわかったとしても、その近くには海賊がいるのです。彼らに遭遇してしまったら、間違いなく襲われるでしょう。その危険を船乗りや漕ぎ手らに背負わせる覚悟は、ございますか」

　エレンは奥歯を強く噛みしめて、叫びだしたくなる衝動を必死におさえた。激情が体内で荒れ狂い、身体を突き動かそうとする。微笑を浮かべたサーシャの顔が、次いで手紙をくれた従僕と、自分を送りだしてくれたリムの顔が脳裏をよぎった。

　目頭が熱くなり、目が潤みかけたが、泣くのだけはこらえる。だが、声をおさえることまではできなかった。

「私はサーシャの帰りを待つことしかできないのか！」

「私もです」

　きわめて短いその返答が、強烈な熱を帯びたエレンの感情に冷水を浴びせた。何度か瞬きをしたあと、エレンは呆然とドミトリーの顔を見つめる。

　彼のしかめっ面は、いつのまにか厳しさをはるかに増していた。

「あなたがアレクサンドラさまに抱いている友情と、私のあの方への忠誠心とをくらべるつもりはありません。ただ、五日前にあの方を見送ったとき、私もまた心中で血涙を流した者のひとりであったことは、わかっていただきたく思います」

　ドミトリーの声には感情の揺らぎがなく、それがエレンをいっそう冷静にさせる。いたたまれなくなってエレンはソファに座り直し、白銀の髪を乱暴にかきまわした。

「……申し訳ない。取り乱してしまった」

「飲みものでも用意させましょう」

　ドミトリーはテーブルに置いてあった鈴を持ち上げると、二、三度鳴らす。十いくつかを数えるほどの間のあと、外から扉が叩かれた。従僕らしい。ドミトリーは蜂蜜酒メドウーハを用意するように言って、エレンに向き直る。

「これからいかがなされますか」

　ドミトリーの問いかけに、エレンはすぐには答えられなかった。腕組みをして唸る。

　何日ここで待つか。何日待てるのか。

「サーシャがいつ戻ってくるかは、わからないのだな」

「今日、海賊と遭遇して戦い、勝利したとしましょう。それでもこの町に帰ってこられるのは早くて二日後というところかと。もう一日かかるやもしれません。もちろん、まだ海賊と遭遇していない可能性もあります。その場合はさらに時間がかかるでしょう」

　エレンには治めるべき地があり、やらなければならないことがある。サーシャもいつかは戻ってくるとはいえ、いつまでも待つことはできないのが現状だ。

　暖炉の火を眺めながらエレンは考えた。そのとき、侍女が蜂蜜酒を満たした銀杯を二つ、盆に載せて現れる。

　なんとはなしに侍女の横顔を見つめて、エレンはふとティッタのことを思いだした。ティグルにつき従ってきた、栗色の髪の侍女のことを。この侍女とティッタは似ても似つかないが、その雰囲気や仕事ぶりが、彼女を思い起こさせたのかもしれない。

――ティッタもまた、ティグルを送りだすたびに胸を締めつけられるような思いで日々を過ごしたのか。

　侍女が退出するのを待って、エレンはドミトリーの名を呼んだ。

「ひとまず四日、この町に留まる。その間に新しい情報が入ったら、また考える」

「では、ただの旅人のエレオノーラとして、客室のひとつを提供させていただきますが」

　銀杯を口から離して、ドミトリーは微笑を浮かべる。サーシャが海賊討伐を終えて帰還したとして、その報告がもっとも早く入るのはこの屋敷だろう。

「その厚意はありがたく受けよう。しばらく厄介になる」

　エレンも銀杯に手を伸ばす。蜂蜜酒は、ほんのりとした温かみを持っていた。







　応接室を出たエレンはアリファールを返され、あらためて客室に案内される。最初に入ったところとは違い、二階にあるその部屋は、奥にバルコニーが設けられていた。

　バルコニーに出てみると潮の香りが鼻をくすぐり、潮風が白銀の髪を撫でる。

　屋敷は港のすぐ近くにあり、エレンの視界いっぱいに紺碧の海が広がっていた。

　空は晴れ渡って雲一つなく、はるかかなたで空の蒼と海の碧とが溶けあっている。遠くに海鳥の姿が見えた。

　エレンはしばらくの間無言で海を見つめていたが、ひとつため息をつくと、さきほど泥を拭いとってきれいに磨いた長剣に視線を向ける。苦い笑みを口元ににじませた。

「おまえの力で、サーシャのところまで飛んでいけないものかな。アリファール」

　翼を模した鍔を持つ長剣は、刀身の根元からくるくると螺旋状の風を起こしてエレンの髪をふわりと巻き上げた。それは、この竜具なりの慰めとも励ましともとれて、白銀の髪の戦姫は小さくうなずくと長剣の柄頭を軽く叩く。

　視線を転じれば、港には数十もの軍船や商船が帆をたたみ、あるいは帆柱ごと外して並んでいる。

　出港停止を命じられているために商船の周辺は閑散としており、対照的に軍船のまわりには多くの船乗りや兵士の姿があった。ひとたび情勢に変化があれば、軍船はただちに帆柱を備え、帆を張って出港しなければならないからだ。

「いま港に停泊している軍船が出港するとしたら、アレクサンドラさまが敗れて逃げてきているとわかったとき。もしくは海賊がアレクサンドラさまを避け、近くにまで迫っているとわかったとき。このいずれかですな」

　そうドミトリーは言っていた。勝手な出港はしないよう厳命してあるとも。

　紅玉の色の瞳を、エレンは再び海に向ける。多くのひとが爽快さを感じるだろう蒼と碧の彩りが、ひどく不吉で忌いま々いましいものに見えた。

「どうも私は、海と相性が悪いようだ」

　ティグルは海に落ちて行方知れずとなった。

　サーシャはこの海のどこかにいる。敵をさがして船を進ませているのかもしれないし、あるいはもう刃を交えているのかもしれなかった。

――サーシャ。せめておまえは、どうか無事であってくれ。

　腰の長剣を外して両手で抱きかかえ、エレンは神々に祈った。

　それから少し迷ったあと、エレンはもう一度神々に祈る。偶然。奇跡。何でもかまわない。はるか南の国には、海をさまよった果てに異国の島に流れ着いたという英雄の物語がある。海を何日も漂流しながら生き延びたという船乗りや冒険者、海賊の話がある。

　ならば、ティグルが助かってもいいではないか。

　ティグルが海に落ちてから、二十日近くが過ぎている。もう割り切ったはずだった。

　だが、こうして茫漠たる海を見ると、祈らずにはおれなかったのだ。
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　数十もの船が押しあい、ひしめきあっている。

　広大な海もこの場においては、もはや船と船との間にわずかに覗くいくつもの隙間でしかなかった。それらの船の上で怒号が飛び交い、剣戟の音が入り乱れる。矢の突き立っていない船縁はなく、血で染まっていない甲板はなかった。

　黒煙を伴った炎もまた、そこかしこに目立ちはじめている。燃えるものはいくらでもあった。水はすぐそばに大量にありながら、しかし火には遠かった。火を消すことよりも、目の前の敵を斬り伏せることに誰もが必死だった。

　人間たちはまるで、蛮声や悲鳴の多様さを競っているかのようだった。痛みを訴える激しい悲鳴が、死を自覚する短い呻うめき声をかきけす。そして、悲鳴を発していた者もやがて声を出す力さえ失い、もの言わぬ骸と化した。

　鼻はいつしか麻痺して、船の焼け焦げる臭いや血の匂いすらわからなくなる。喊かん声せいや轟音に乱打された耳も正常な聴力を失う。視界が定まらないのは揺れる甲板の上にいるからか、それとも足が力を失っているからなのか。

　レグニーツァ軍の旗艦である甲冑魚ダスパリーバ号の甲板に、アレクサンドラ＝アルシャーヴィンは黙然と立っている。血なまぐさい殺しあいは、もはや彼女のすぐそばでも当たり前のように繰り広げられていた。

　サーシャは、追いつめられている。十七隻あったレグニーツァ軍本隊は、半分以下にまでその数を減らしていた。残っている船も、旗艦を含めて無傷なものは一隻もない。

　だが、レグニーツァ軍も黙ってやられていたわけではない。トルバラン率いる海賊の本隊は十隻以上の船を失っている。

　サーシャの指揮は堅実で、粘り強いものだった。

　たとえばある軍船が右側の船腹に損傷を受けたのを知ると、そちらを味方側に向けさせるよう巧みに方向と配置を変えさせた。その上で、兵や漕ぎ手をすこしずつ他の船に移させ、空になった船は障害物として、敵の側面を突くことなどに活用したのだ。

　甲板での白兵戦においても、乗りこんできた海賊たちの動きを鈍らせ、分断できるように樽や縄、船材を用いて障害物をいくつも設置させた。敵船に乗りこむという選択肢を捨てて防戦に徹するならば、このようなこともできるのだ。

　巧妙だったのは、小回りのきく『槍ピーカ』で海賊船を誘いこみ、大型ガレー船『弩ルーク』の二隻がかりで迎え撃った戦法だ。

『弩ルーク』は正面からぶつかりにいくことはせず、海賊船を左右から挟みこむように動きながら、それぞれ片側の櫂を収納した。それを見た海賊船は、レグニーツァ船の意図が櫂を折ることだと考え、同じように櫂を船内へ収納させる。

　すると、二隻の『弩ルーク』はそれを待っていたかのように絶妙の操船で船を寄せ、両側から強烈な圧力をかけたのである。

　これは細身の『槍ピーカ』ではできない。挟みこんで圧力をかけた際に、かえって自分たちの船を損傷させてしまう恐れがあるからだ。大型の『弩ルーク』と、その操船に長けたレグニーツァの船乗りだからこそ可能な技だった。

　圧迫された海賊船はみしみしと恐ろしい悲鳴を発し、船体のいたるところに亀裂が走って、海水が流れこんだ。さすがにばらばらにはならなかったが、戦闘を続けることはとうてい不可能な状態に追いこまれたのである。

　しかし、そうしてサーシャが知恵を尽くし、兵や船乗りが奮戦を重ねても、敵の半分の数という不利は時間の経過とともにレグニーツァ軍へ重くのしかかっていった。

　海賊船は一隻沈められても、すぐに新たな一隻がその空間を埋めたのだが、レグニーツァ軍に同じことはできなかった。一対二が、一対三になり、一対四になった船もあった。

　前後左右を海賊船に囲まれると、船首と船尾から海賊が続々と乗りこんでくる。

　甲板で展開されるのは、戦いではなく虐殺だった。ひとりの兵士に対して三人の海賊が襲いかかり、鉈なたや手斧で斬り刻む。五、六人で囲んで棍棒でめった打ちにする。ある兵士などは十人もの海賊から槍で突かれ、串刺しにされて高く掲げられた。

　現在レグニーツァ軍はたった七隻となり、実に二十二隻もの敵に囲まれている。旗艦である甲冑魚号も三隻の海賊船を相手にしていた。

　トルバランの指揮は、決してサーシャに劣るものではなかった。海賊たちを指揮していたのがトルバランでなかったら、数で劣っていたとはいえサーシャは自軍を包囲させることなどなかっただろう。味方の損害ももう二、三隻は減らすことができたに違いない。

　右翼のルヴーシュ軍がいまどうなっているのかはわからない。

　左翼の十四隻については、敗れたという報告がさきほどもたらされた。

「そうか。彼らはよくやってくれた」

　サーシャは静かな声でそう言い、ザウルたちレグニーツァ兵と船乗りたちを悼む。

　あるいはアルバートがザウルに対して快勝し、さらに数隻が敵の中央本隊に加わる可能性もあったのだ。ザウルは充分に役目をはたしたといえた。

――僕も、役目をはたさなければ。

　空を見上げる。灰色の雲はその大半が遠くへ流され、太陽が白く輝いていた。

　味方の船がまた一隻沈められ、それに伴って敵の動きが変わる。

　サーシャは目を細めた。彼女の視界に、敵の旗艦である悪鬼ベーシ号が姿を見せたのだ。帆柱に、旗艦を象徴する赤い目を描いた白い旗が見える。

　だが、すぐそばではない。甲冑魚号と悪鬼号の間には、一隻の海賊船が船腹を見せる形で割りこみ、進路をふさいでいる。

　この状況においても、トルバランは油断していなかった。旗艦にレグニーツァ軍の船を隣接させるような真似は決してせず、必ず間に海賊船を割りこませていた。もしサーシャが一直線に旗艦を狙ったら味方を盾にして距離をとり、消耗を強いるつもりなのだ。

「まったくもって忌々しいですな」

　こちらへ歩いてきたマトヴェイが敵の旗艦を睨みつける。息が荒い。乗りこんできた海賊を兵たちとともに撃退しに行って、戻ってきたのだった。

　彼の姿を見て、サーシャは目を瞠みはる。マトヴェイは右手に血まみれの槍を持ち、左手にはやはり血まみれの手斧を握りしめ、腰には鉈を吊るし、ベルトに短剣を二本差していたのだ。短剣はもう一本、脚にもくくりつけている。一部は敵から奪ったのだろう。

　まるで海賊みたいだと黒髪の戦姫は思ったが、口には出さなかった。

「状況は？」

「ひとまず叩きだしてやりましたが、すぐに新手が来るでしょうな。ルヴーシュの連中は何をしているのやら……」

　負傷しているのはマトヴェイだけではない。船長のパーヴェルも、公都からサーシャにつき従ってきた五十人の騎士たちも、誰もが傷を負っていた。すでにこの世の住人でなくなった者もいる。

　甲板に立っている者で傷ついていないのは、サーシャだけだった。煌炎の朧姫ファルプラムは悪鬼号に視線を戻しながらマトヴェイに言った。

「パーヴェルを呼んでくれ。ふたりに頼みがある」

　マトヴェイは胡う乱ろんげな顔をしたものの、すぐに駆けていき、鱗状の鎧を着こんだ船長を引きずるようにして戻ってきた。パーヴェルの鎧はあちらこちらが破損し、鎧の下に着こんでいる胴着が露出している。

　サーシャの話を聞いたマトヴェイと船長はそろって唖あ然ぜんとし、次いで血の気の引いた青白い顔を見合わせた。おたがいの表情から、聞き間違いではなかったらしいと理解する。

「無茶苦茶だ」

　敬語を忘れる勢いでパーヴェルが吐き捨て、マトヴェイはため息をついた。

「他に手はない。いましかできない、僕にしかできない手だ」

　サーシャは厳しい表情でそう言い切る。黒曜石を思わせる双眸で、自分よりはるかに年長のふたりを見据えた。瞳に揺らぎはなく、強固な意志がその存在を主張している。

「総指揮官のやるべきことではありません」

　歯をむき出しにしてパーヴェルは反論したが、サーシャも主張を変えなかった。

「総指揮官の役目は最善を尽くすことだ。必要とあらば剣も振るうし、血も流す」

「博打ばくちを、最善とおっしゃるか」

　マトヴェイも両眼に激情の光をにじませて息苦しそうに喘ぐ。

　ふたりにとって辛いのは、打開策がないことだった。パーヴェルもマトヴェイも、自軍が限界に達しつつあることをわかっている。この年齢になるまで積み重ねてきた経験が教えるのだ。あと四半刻もつかどうかだろうと。

　包囲されているために逃げるのも容易ではなく、ルヴーシュ軍の到着が間に合うとも思えない。自分たちが死に向かって一歩一歩近づいていることを、ふたりは自覚していた。

　海賊は自分たちを生かしておかないだろう。余裕があれば、捕らえてムオジネルに奴隷として売り払う可能性もあるが、冬が近いことを考えると面倒を避けるはずだ。

　問題はサーシャだ。若い娘がどのような目にあうかなど考えたくもない。

「……わかりました」

　ややあって、感情を押し殺した声でマトヴェイが言った。パーヴェルは目を見開いて、巨漢の船乗りを睨みつけたが、マトヴェイは船長の肩を叩くと諭さとすようにうなずく。

　パーヴェルは拳を握りしめて、涙をこぼしてしまわないよう一瞬だけ天を仰いだ。そうしてサーシャに視線を戻したとき、船長の顔には尋常ならざる決意がみなぎっている。

「戦姫さま。この船は私の船。もしものときは、私だけをお責めくださいますよう」

「君は僕の命令に従うだけだよ。責める理由なんてない」

　そう答えてから、サーシャは儚はかなげな、戦場には場違いすぎる笑顔を見せた。

「ありがとう。パーヴェル。マトヴェイ」

　それぞれの名を呼んで、小さく頭を下げる。そうして顔を上げたとき、サーシャの表情は戦士のそれになっていた。ふたりの男たちもあらためて気を引き締める。

「船長。何人か借りるぞ」

「好きなだけ連れていけ」

　マトヴェイの率直な要求に、パーヴェルは船首へ向かいながら言葉を返した。マトヴェイはサーシャを振り返ってうなずく。すぐそばにそびえたつ帆柱を見上げた。

　帆柱は船首と船尾、そして右舷と左舷からそれぞれ伸びた何本もの縄――索具によって固定されている。その中でも右舷と左舷から伸びている索具は、垂直に縄を何本も張ることで縄梯はし子ごを形作っていた。船乗りたちが帆柱を登るときは、この縄梯子を使うのだ。

「右舷でよろしいですな」

　ふたりの立っているところからだと、右舷の索具の方がわずかに近い。

「すこしお待ちください」

　言い終えたときにはマトヴェイは船尾へと駆けだしていた。白イルカが描かれた彼の背中を見送り、サーシャは視線を船首へと転じる。

　十人ほどの騎士が、こちらへ走ってくるのが見えた。パーヴェルの指示に従い、船首で海賊たちと戦っていた者たちだ。誰もがやはり血と汗にまみれ、肩で息をしていた。

　サーシャは彼らに呼吸を整えるよう言って、マトヴェイが戻ってくるのを待つ。巨漢の船乗りはすぐに戻ってきた。十人ほどの騎士を従えて。

「彼に従ってくれ」

　船首から来た騎士たちにサーシャはそう言い、マトヴェイは合計二十人の騎士を見回す。彼らに共通しているのはふたつ。公都からつき従ってきた者であることと、誰もが弓か弩を持っていることだ。

「いまから戦姫さまが帆柱に登る。その間、我々は右舷の索具周辺を死守する」

　この状況で、にわかに理解しがたい命令だった。騎士たちの何人かは顔に疑問を貼りつけてサーシャを振り返る。黒髪の戦姫は頼むという意思をこめた顔でうなずいた。

「もちろん酔狂で言っているわけじゃない。このような状況を招いた僕が言うのはおこがましいかもしれない。でも、信じてほしい」

　騎士たちは無言で視線をかわすと、すばやく整列してサーシャに敬礼を行う。誰もが、この黒髪の戦姫の下で戦うのを待ち望んでいた者たちだ。主がこう言っている以上、自分たちはそのために動くのみだった。

　マトヴェイと二十人の騎士が、右舷に駆ける。右舷側にも海賊船の存在はあるが、おたがいの櫂がぶつかりあっているために十アルシン（約十メートル）ほどの距離があった。

　だが、他にくらべてここの守りが手薄なこともあって、鉤付きの縄を投げて甲冑魚号の船縁に引っかけ、それを伝って渡ってこようとする海賊は少なくない。火矢を放って船を焼こうとする者もいた。

　その海賊たちに、矢と太矢の群れが猛たけ々だけしい唸りをあげて襲いかかる。大気を引き裂いて、船と船の間に矢で橋をかけんばかりの勢いだった。マトヴェイは手斧と鉈を振るって鉤のついた縄を次々に断ち切りながら、怒鳴りつけるような大声で指示を出す。

「手を緩めずに射続けろ！　相手に弓ゆみ弦づるを引かせるな！　矢の尽きた者は樽でも木材でもなんでもいいから投げつけてやれ！」

　海賊たちはたじろいだ。ある者は船縁の陰に身を潜ひそめ、ある者は仲間の死体を盾として矢の嵐をやり過ごそうとする。何人かは船から落下して派手な水音を響かせた。

　敵の攻勢が衰えたのを見逃さず、サーシャはすばやく船縁に飛び乗って索具をつかむ。慣れた動きで縄梯子を登っていった。海賊たちは無防備な彼女を狙おうとしたが、マトヴェイと騎士たちの射放つ矢の雨に阻まれて断念する。

　サーシャは索具から帆柱に飛び移ってその頂に登りつめた。

　冷気を帯びた強い風が、黒髪の戦姫の身体を吹き抜ける。帆柱は上へいくほど細くなるものであり、頂ともなるとサーシャが腰を下ろせるほどの面積もない。見上げれば空は高く、下を見れば目もくらむほどの高さに、気の弱い者ならば卒倒するだろう。

　だが、サーシャは寒さに震えることもなければ、体勢を崩してよろめくこともない。片足だけを頂に乗せ、肩のところで切りそろえた黒髪を風になびかせながら、戦場の外に果てしなく広がる紺碧の海へ冷静な視線を向ける。

　北西の方角に、彼女は期待していたものを発見した。下へ向かって声をかぎりに叫ぶ。

「みんな、ルヴーシュ軍はすぐそこまで来ている！　もうすこしだけ持ち堪えてくれ！」

　船上では戦いの声と音が変わらず入り乱れており、その騒々しさは帆柱の頂にいるサーシャのところへ届くほどだ。

　それでも、黒髪の戦姫の叫びは人間たちの耳に届いた。息も絶え絶えなレグニーツァ兵が生気を取り戻し、対照的に海賊たちの間には動揺が走る。

　サーシャは視線を転じ、海賊船の旗艦を見つめた。

　いまのは、いうなればついでだ。友軍をさがすためだけに、味方に無理を強いてこんなところに登ったわけではない。

　不意に、雄叫びや刃鳴りとは異なる甲高い音が大気を走った。大木に厚い刃が打ちこまれる音だ。帆柱からかすかに振動が伝わる。

　サーシャの登った帆柱を、船乗りたちが斧や鉈を使って懸命に切り倒そうとしていた。

　嵐に遭遇した際、船をすこしでも軽くするために帆柱を切り倒すことはある。船乗りたちの中にも、そうした経験のある者は何人かいた。

　だが、そんな船乗りたちでもこれほど緊張感を伴う作業はない。彼らが斧を打ちこんでいる帆柱には、サーシャが乗っているのだ。とにかく早くすませてしまおうと、彼らは顔を真っ赤にして斧を振るった。

　マトヴェイは騎士たちを使って帆柱に鉤付きの縄を引っかけ、船首方向へ帆柱が倒れるように調整している。パーヴェルもまた、部下たちを率いて戦いながら、味方に被害が出ないよう注意を払っていた。

　帆柱が傾かたむく。

　何十回と刃を打ちこまれた裂け目が、軋んだ悲鳴を発しながら広がっていく。

　サーシャはそのとき帆柱の頂ではなく、すこし下に移っていた。

　黒い双眸が見据えているのは、甲冑魚号の前に浮かんでいる海賊船。その帆柱の上部に、垂直に取りつけられている細長い帆桁だ。

　帆柱がさらに傾いた。身体を起こせるほどに。

　サーシャは上半身を前に倒して、屈むような体勢で走る。

――高さは問題ない。上じゃなく、前へ……！

　わずか三歩の助走のあと、帆柱を蹴って跳躍した。

　黒髪の戦姫は空中に舞いあがる。

　腰の左右に差したバルグレンを抜き放ち、鳥が羽ばたくように高々と掲げた。金色と朱色の刃は主の戦意に反応し、刀身からそれぞれの刃の色の炎を噴きあげる。

「……火の鳥フェニックス」

　サーシャの姿を見上げたマトヴェイが、感嘆の声を発した。

　それは、ムオジネルよりもはるか南にある古い王国に伝わる霊鳥の名だ。赤と金の翼を持ち、その身を炎に包んだ大鷲である。

　紅蓮の炎で敵を焼き滅ぼし、黄金の炎で死者をよみがえらせ、死ぬと己の炎によって焼かれて灰となり、その中からよみがえるので不死鳥とも呼ばれる。

　右手に持った剣から金色の炎を、左手に持った剣から朱色の炎を放ちながら空に舞う黒髪の戦姫の姿を、マトヴェイはかつて話に聞いたことのある霊鳥に重ねたのだ。

　サーシャの靴底が、海賊船の帆桁を踏む。しっかり固定された帆桁は揺らぎもしなかった。二歩目を踏みだしたときには煌炎の朧姫は体勢を整えており、細い帆桁の上を一息に駆ける。

　黒髪の戦姫のいなくなった甲冑魚号では、帆柱が倒れこんで轟音とともに甲板を割り砕き、衝撃の余波で数人の海賊を吹きとばしていたが、そちらを一いち瞥べつすらしない。

　彼女が海賊船の帆桁に降り立ったことを喜ぶマトヴェイやパーヴェルらの歓声も、海賊たちのどよめきも、彼女の耳には達しても意識には届いていなかっただろう。

　帆桁の端にたどりつく。サーシャは再び跳躍した。

　青空の下に、火の鳥が舞う。二色の炎の尾を引きながら。

　海賊船の旗艦『悪鬼』号の中央にそびえる帆柱。その上部にある帆桁に、サーシャは軽やかに舞い降りた。間髪を容れず、帆桁を蹴って跳ぶ。索具や帆柱を蹴って飛び移り、ついには甲板に降り立った。

　海賊たちは驚きのあまり声も出ず、呆然と黒髪の戦姫を見つめる。目を疑うとはまさしくこのことだった。帆柱から他の船の帆桁に飛び移ったのもさることながら、帆桁から甲板まで下りてくる方法もおよそ人間業とは思えない。

　目の前にいる華きゃ奢しゃな身体つきをしたこの娘が、彼らには途方もない怪物に見えていた。

　サーシャは立ち上がり、身体のどこにも異常がないことを確認すると双剣をかまえる。

「煌炎の朧姫。アレクサンドラ＝アルシャーヴィン。――参る」

　海賊たちはその静かな戦意に気け圧おされ、武器をかまえることすら忘れていた。

「かかれっ！」

　突如、雷鳴を思わせる大喝が船上に轟く。トルバランのものだ。海賊たちは一様に身体をびくりと震わせ、己のやるべきことを思いだす。

　士気を回復した海賊たちを見て、サーシャは億劫そうな表情で目を細めた。自分とトルバランの間には、数十人もの海賊の壁がある。

――この大きさの船なら、漕ぎ手が二百人に戦士が百人というところかな。

　トルバランの狙いは、自分を消耗させることにあるのだろう。その思惑に乗ってしまうのは癪だが、海賊をひとりでも減らしておく必要はあった。

「行くよ」

　手の中の双剣に呼びかけ、サーシャは甲板を蹴る。海賊たちの先頭に立っていた十人ほどが斧や鉈を振りあげ、雄叫びをあげて黒髪の戦姫に殺到した。荒々しい殺意と刃の群れが、たったひとりの娘に容赦なく襲いかかる。

　紅蓮と黄金の炎をまとって、黒い影が躍った。

　二色の炎がそれぞれ弧を描いてひとつの輪を形作る。炎の輪はひとつかふたつ数える間に大気に溶けて消えたが、それを待っていたかのように何かが甲板に次々と転がって鈍い音をたてた。

　それらは人間の首や腕だった。甲板に落ちたものの数にくらべて流血が少ないのは、いくつかの切断面が炎に焼かれているためだ。

　無言で海賊たちを睥へい睨げいするサーシャは、返り血の一滴さえ浴びていない。

　海賊たちは怯みかけたが、彼らの背後から放たれる怪物めいた圧力は、逃げることはおろか立ち止まることすらも許さない。恐怖に突き動かされて、さきほどと同じ数の海賊がサーシャに斬りかかった。

　再び、ふたつの炎をゆらめかせて黒い影が甲板に舞う。サーシャには煌炎の朧姫の他に『刃の舞姫コルティーサ』という異名があるが、このときの彼女はまさしく近づく者に死をもたらす舞姫だった。

　サーシャの動きは洗練されて無駄がなく、彼女の握りしめる双剣が虚空に鮮やかな軌跡を描くと海賊たちは顔を割られ、喉を裂かれ、心臓を貫かれて倒れていく。

　海賊たちの後ろでサーシャの戦いぶりを眺めていたトルバランは「ほう」と感嘆の声を漏らした。楽しそうな笑みを浮かべつつ、声を張りあげる。

「十人でだめなら十五人。十五人でだめなら二十人で挑みかかれ！　手でも足でもしがみついて動きを封じろ！　一度おさえつけてしまえば、あとは思うがままだぞ！」

　トルバランにとって、海賊たちなど使い捨ての駒に過ぎない。彼らがことごとく息絶えたとしても、眉ひとつ動かさないだろう。サーシャにすこしでも疲労を強いることができるのであれば彼らの命を惜しむ理由はなかった。

　海賊たちの刃はサーシャの軍衣に触れることさえできなかったが、サーシャの双剣は一閃するごとに彼らを葬り去っていく。首が落ち、武器を持ったままの手が肘から落ち、身体のどこかを失った海賊が呻き声とともに甲板に転がった。

　それでも海賊たちは仲間の屍を踏み越え、まだ生きている仲間を押しのけてサーシャに襲いかかる。彼らを死にもの狂いの攻勢に駆りたてているのはトルバランの存在だ。

――これだけ斬っても、怯まないか。

　数十人を斬り捨てたところで、サーシャは方針を変えた。海賊たちの間をすり抜けて船縁のそばまで駆ける。追いすがってきた海賊をひらりとかわし、押しだすようにその尻を蹴り飛ばした。その海賊は体勢を崩して船縁を乗り越え、頭から海に落下する。

　派手な水音が響いたとき、サーシャは船縁に飛び乗っていた。呆気にとられる海賊たちを尻目に、船縁を一気に駆け抜けてトルバランに迫る。

　トルバランはにやりと笑った。すぐそばにいた海賊の手から戦斧をひったくると、サーシャが船縁を蹴って跳躍する瞬間に勢いよく投げつける。

　耳障りな金属音が響き、戦斧は三つの大きな破片にわかれて吹き飛んだ。サーシャの双剣が斬り裂いたのだ。しかし、サーシャも跳躍を阻まれてトルバランから十歩ほど離れたところに降り立つ。

『数日ぶりだな、双剣。見事、実に見事だ』

「おまえの目的は何だ」

　トルバランの言葉を無視し、双剣をかまえて、黒髪の戦姫は単刀直入に問い質した。

「海賊ではないおまえが、なぜ海賊を率いてジスタートへ向かってきた」

　サーシャの視線は見据えたものを射抜くような鋭さを帯びていたが、トルバランはたじろぐこともなく、薄笑いを浮かべて答える。

『そうさな。一言でいうならば、愉ゆ悦えつよ』

「愉悦……？」

　顔をしかめるサーシャに、トルバランは大きくうなずいた。

『戦場で、一個の戦士として猛り狂うのも愉悦。幼娘をさらって犯し、喰らうのも愉悦。敵将と知恵を競いあうのも愉悦。己の指揮によって、人間どもを殺し合わせるのも愉悦』

　サーシャの表情が険しさを増す。彼女の目の前にいる者は、まぎれもなく怪物だった。

――この魔物のせいでティグルが命を落とした。

　そして、自分の親友が悲しんだ。ティグルを大切に思う多くのひとたちも。

　トルバランの両眼が不気味な赤い光を放つ。

『我々の敵であるおまえたちと戦うのも、また愉悦よ。たしかに我々とおまえたちとの間には古の契約を巡る長い因縁があるが、ただそれのみに生きねばならぬ命でもない』

　いったい何を言っているのかとサーシャは訝いぶかしんだのだが、その感情が顔に出てしまったらしい。トルバランはくぐもった笑い声を漏らした。

『知りたいか？』

　サーシャは首を横に振り、皮肉っぽい口調で応じる。

「僕の知りたいことを、おまえが知っているとはかぎらない。むしろ、僕の集中力を乱すために、わざともったいぶった言い方をしている可能性が大きい。それに――」

　黒髪の戦姫の口元から笑みが消えた。その黒い瞳は静かな闘志を湛たたえている。

「口がきけるていどに加減して痛めつけるのは、得意じゃないんだ」

『よい答えだ』

　トルバランの両眼の光が輝きを増し、全身から放たれていた威圧感がふくれあがった。

　このときには海賊たちも異変に気づき、緊張と不安を隠せずに後ずさってふたりから離れている。トルバランはもちろん、サーシャも彼らには目もくれない。よそ見をしている余裕などなかった。

　トルバランの丸い頭部が歪んだかと思うと、内側から螺旋状の角が生える。口から、人間のものではない太い牙が覗いた。中肉中背の身体は、着ていた服が引きちぎられるほど急激に膨張し、重さに耐えかねるかのように甲板が軋む。

　三十チェート（約三メートル）を超える巨きょ躯くは、ただ大きいというだけではない。筋肉の盛りあがりは尋常でなく、岩を削りだしたようなたくましさにあふれていた。弱々しい太陽に照らされた肌は、不気味なほどに白い。

　数日前にサーシャと戦ったときには顔の右半分が焼けただれ、右肩から右胸にかけて傷跡があったはずだが、どちらにもそのような跡はまったく残っていなかった。

　バルグレンを握りしめるサーシャの手に、力がこもる。月が出ていたとはいえ、ほとんど暗闇に包まれていた夜とは異なり、こうして太陽の下で相対すると、相手の姿がはっきりわかるだけに本能的な恐怖を刺激された。

　見慣れてしまえと自分に言い聞かせながら、黒髪の戦姫は魔物を睨みつける。

　一方、海賊たちは悲鳴をおさえられなかった。彼らはサーシャと違い、自分たちが従ってきた男の正体をいまはじめて知ったのだ。腰を抜かしてその場に座りこむ者がいれば、泣きわめいて海へ飛びこむ者も現れる。もはや戦いどころではない。

　正体を見せたトルバランの姿は、隣接している海賊船からも見ることができた。悪鬼号の左右に待機していた船は、包囲網が崩れかけたらそこに急行して支援する役割を任されていたのだが、彼らは状況の確認も忘れてトルバランを呆然と見つめている。

　自分の目に映っているものが、彼らには信じられなかった。

　また、悪鬼号の前に浮かんでいる海賊船でも同様のことが起こっている。

　この船は、甲冑魚号を悪鬼号に近づけさせないよう間に割りこんでいたのだが、それだけにレグニーツァ軍と激しい戦いを繰り広げてもいた。

　だが、トルバランの正体を見た者たちはレグニーツァ兵、海賊にかかわらず戦闘を止めたのである。

　誰もが、見知らぬ世界に足を踏み入れたような色濃い困惑を顔に浮かべて。







　甲冑魚号では、パーヴェルが愕然とした面持ちで悪鬼号を見つめていた。これまでの人生で遭遇した嵐や海賊は数知れない。人間よりもはるかに大きい鮫や鰐に出くわしたこともある。だが、トルバランのような怪物を見たことはなかった。

　呆けた顔を、彼はそばにいるマトヴェイへと向ける。甲冑魚号の船長はにわかに理性を取り戻した。トルバランとサーシャを見つめるマトヴェイの顔には冷静さと沈痛さがにじんでおり、それがパーヴェルに疑問を抱かせたのだ。

「おまえ……まさか、知っていたのか？」

　問いかけるパーヴェルの声は、不安に震えていた。マトヴェイは怪物と戦姫から視線を離さないまま、うなずく。パーヴェルは激げっ昂こうした。

「知っていて！　知っていて、おまえは戦姫さまを行かせたのか！　あの船に……！」

「それが戦姫さまのご意志だったからだ」

　マトヴェイはパーヴェルを見下ろし、くってかかる戦友の手をやんわりと引きはがす。

「私が代われるものならば代わっている。だが、船長。あの怪物を屠るのに、いったい何百の兵が必要だと思う。いや、あれに立ち向かえる兵が、どれだけいると思う？」

「数の問題ではない！　兵が動けぬというのならば、私が先陣を切ってでも……」

「それをさせたくないがために、戦姫さまはひとりで行かれたのだ」

　パーヴェルはなおも反論しようとしたが、自分の腕をおさえているマトヴェイの手が震えていることに気づいて言葉を呑みこむ。見上げると、彼の顔にはおさえきれぬ激情が苦渋となって満ちていた。

　パーヴェルはトルバランに視線を移してひとしきり歯ぎしりしたあと、マトヴェイの手を乱暴に払いのける。彼に背を向けて言った。

「あの怪物が見えていない海賊船も少なくない。そいつらを叩く」

　その言葉にマトヴェイも気を取り直す。海賊船はレグニーツァ軍を包囲しているため、半分近くは悪鬼号から大きく離れている。それらの船からはトルバランの姿など見えず、兵と海賊との戦いは依然として続いていた。

「わかった。船首は任せる。私は船尾へ向かおう」

　マトヴェイは大きく息を吐きだして、パーヴェルに背中を向ける。冷静に思考を巡らせはじめた。

――海賊船の旗艦があれほど混乱していては、もはや包囲網は維持できんだろう。

　包囲網は成功すれば非常に強力だが、まず敵を囲むことが難しい。敵を殲せん滅めつするまで包囲網を維持するのは、さらに難しい。敵も黙ってやられるはずはなく、兵力の薄いところを突破して包囲網を崩そうとするからだ。

　実のところサーシャが帆柱の頂に登ったとき、トルバランは己の旗艦を後退させるべきか迷ったのだ。ルヴーシュ軍が接近していることも彼は知っていた。

　だが、旗艦を後退させればその分指示が遅れてしまい、包囲網が崩れるだろうこともトルバランはわかっていた。結局トルバランは包囲網を維持することを選び、サーシャの接近を許してしまったのだった。

――海賊どもの混乱は、放っておいても他の船に広がっていくだろう。こちらは兵の動揺をおさえつつ、やつらをもっと慌てさせ、分断して個別に潰していくというところか。

　まだ戦いは終わっていない。マトヴェイは疲れきった身体に活を入れ、武器を握りしめると戦いの続く船尾へ歩いていった。




　　　　　　　†




　トルバランの全身から、見えざる衝撃波が放たれる。転がっていた樽が、索具が、海賊たちの取り落とした武器が粉々に砕け散って吹き飛んだ。

　だが、その中に黒髪の戦姫の姿はない。トルバランは視線を巡らせて敵手をさがすようなことはせず、気配だけを頼りに右腕を真横へ振り抜いた。

　風が唸る。さきほど粉砕したものの残骸が宙に舞う。しかし、手応えはない。

　空中に黒い影が舞う。サーシャだ。横に跳んで衝撃波から逃れ、さらに跳躍して豪腕を避けたのだ。しかも空中で身体をひねり、双剣で魔物の腕に斬りつけた。

　サーシャが甲板に降り立つと同時に、トルバランの右腕から黒い血がこぼれ出た。肘の上と下をそれぞれ斬りつけられたのだ。

『そのていどではあるまい』

　トルバランは楽しそうな笑みを浮かべて、悠然とサーシャに向き直る。黒髪の戦姫は応じなかった。言葉を返す必要を感じなかったからだが、それだけではない。魔物の腕の傷がたちまち薄くなって消えてしまったことに、意識を向けていたのだ。

――やっぱり、このていどじゃ無理か。

　切断された腕でさえ、いとも簡単につないでしまうトルバランだ。ただやみくもに斬りつけていても、倒すことは不可能だろう。

　トルバランは右手を広げてまっすぐ突きだす。サーシャが危険を察知して左に跳ぶのと、魔物のてのひらから衝撃波が放たれたのは同時だった。衝撃波はさきほどまでサーシャが立っていた空間を通り過ぎ、その先にいた海賊を吹きとばす。

　海賊の身体は蹴飛ばされた小石のように何度も跳ねて、頭から甲板に叩きつけられた。右腕と左脚が不自然に曲がっている。骨と内臓をやられたのだろう、口から血を吐き、目は焦点が合っていない。痙けい攣れんし、ほどなく息絶えた。

『先日やりあったときにも思ったのだが……』

　トルバランが眉をひそめてサーシャに話しかける。

『形を持たず、人間の目には見えないものを、実にうまく避けるものだ』

「これまでに避けられたことはなかったとでも？」

　サーシャは挑発するような声音で言葉を返す。だが、トルバランはそれに乗らず、真剣に不思議がっているという態度で首をひねった。

『いや。並の人間ならともかく、おまえたちの中には避けた者も幾人かいる』

　おまえたち、というのはこの魔物がこれまでに戦ってきた戦姫のことなのだろう。

「いままでけっこうな数の戦姫と戦ってきたみたいだけど、僕で何人目だ？」

『さて。いちいち数えていたわけではなし。私は他の者と違って不真面目で、遊び呆けていた時期もあったのでな。まあ四十から四十五のどこか、といったところか』

　トルバランのとぼけた口調での返答に、サーシャは内心の動揺をかろうじておさえた。

　おそらく、この魔物は嘘を言っていない。

　いったい何百年を生きているのか。

『しかし、これほど見事に、紙一重で避け続ける者はひとりもおらなんだ。その技量、胆力はたいしたものだが……恐怖はないのか？　一歩、いや半歩の失敗で死ぬことが』

「当たらないものを恐れる理由はない」

　そっけなく答えて、サーシャは甲板を蹴った。まっすぐトルバランに向かっていく。白鬼の魔物は身構えた。この距離で仕掛けてもかわされると判断し、ぎりぎりまで引きつけるつもりなのだ。

　あと一歩で衝撃波を浴びるという位置で、サーシャは足を止める。トルバランもそれは予想しており、サーシャの胴体ほどもある太くたくましい腕を振りあげた。

「――突火槍列プラムオーク」

　トルバランの豪腕が振り下ろされるよりも早く、サーシャは両手に持つ剣を正面で交差させ、左右に振り抜く。

　次の瞬間、戦姫と魔物の間に何本もの火柱が生まれた。横一直線に並んだ炎の槍はトルバランの背を超えるほどに高く、天を衝かんばかりに激しく噴きあがる。

『炎で視界を遮るか』

　熱気に身体を焼かれても、トルバランの動きは止まらない。火柱ごと吹き飛ばす勢いで拳を横殴りに薙ぎ払った。

　炎がゆらめき、火の粉がぱっと飛び散る。またもや手応えはない。

　同時に、サーシャがトルバランの足元に現れる。白鬼の魔物は、完全に不意を突かれた格好となった。この炎が視界を遮るためのものだとはわかっていたが、まさかサーシャが自分で生みだした炎の中を突き抜けてくるとは思わなかったのだ。

　炎を帯びた二本の剣が煌めく。朱色の刃と金色の刃は旋風を思わせるすさまじさで縦横無尽に荒れ狂った。トルバランの左脚はずたずたに斬り裂かれ、醜く焼けただれた斬撃の跡が無数に刻まれる。

　トルバランは苦痛の呻きを漏らしてよろめいた。甲板にこぼれた黒い血は少ないが、それは傷口を焼かれたからであって、傷そのものが浅いわけではない。

　さらにサーシャはトルバランの腹部に浅い傷を負わせると、その場にしゃがみこんだ。そして、次の瞬間には高々と跳躍している。白鬼の魔物の放った衝撃波は一瞬遅れて戦姫のまとう軍衣にさえ届かず、燃えさかる双刃がトルバランの頭部に叩きつけられた。

　硬質の金属音が虚空に響き渡る。

　黒髪の戦姫の華奢な身体が、宙を舞った。だが、サーシャはどうにか空中で姿勢を整えて着地する。胸元が切り裂かれ、一筋の血が白い肌をつたっていた。放っておけばふさがるていどのかすり傷だが、この戦いにおいて彼女にはじめてついた傷だった。

　サーシャは自分の傷など気にかけず、その視線をトルバランの額に生えている三本の角から離さない。

　彼女の黒い瞳は正確に捉えていた。あの角が鞭のようなしなりを見せたかと思うと、バルグレンの二撃を受けとめ、押し返しざまにサーシャへ襲いかかったのを。

　バルグレンの刃で防ぎつつ、その勢いを利用して空中へ逃れなかったら、サーシャはいまごろあの角に身体を貫かれていただろう。

『よく防いだものだ。これははじめて見せたはずだが』

　トルバランは感心したような、すこし残念そうな声を発した。回すように太い首をひねると、ねじれた角は元の長さに戻って頭部におさまる。伸縮自在らしい。

「何をやってきてもおかしくない。そう思っていたからね」

　オルガから聞いていたことは、話さない。わざわざ教えてやる必要もない。

　呼吸を整えつつ、サーシャは確信を抱いた。

――やれる。

　トルバランの腹部の傷はすでにふさがっていたが、左脚にはまだ治りきっていない傷がいくつかある。

　それは、サーシャが意図的に何度も斬りつけたところだ。バルグレンの斬撃と炎を集中させれば、魔物の持つ驚異的な再生能力を上回ることができるかもしれないと考えたのだが、その読みは的中した。

　だが、それがわかったからといって、サーシャが優位に立てたわけではない。トルバランの放つ衝撃波を避け、あの角をかいくぐって接近し、その上でこの白鬼の魔物の再生能力が追いつかないほどの斬撃を叩きこむ困難さは変わらないからだ。

　一方のトルバランは、衝撃波や角の有する破壊力から考えても、サーシャに一撃、あるいは二撃も命中させれば勝利できるだろう。まして、明かしてしまった以上は角による攻撃も積極的に仕掛けてくるだろうから、その攻勢はより苛か烈れつなものとなるはずだ。

　だが、サーシャはその事実を前にしても苛立ったり、嘆息するようなことはなく、ただ事実として受け入れ、慣れた作業に取りかかる職人のように双剣をかまえた。

　そんな彼女を励まし、戦意を煽あおるかのようにバルグレンが刀身の炎をゆらめかせる。バルグレンの主はそれに気づいて口元に一瞬だけ微笑を浮かべ、竜具を握り直した。

　考えている間に呼吸は整った。双剣も勇気づけてくれた。動く時間だ。

「――陽炎オルトレスク」

　サーシャの姿が揺らぎ、ぼやける。双刃のまとう炎が、ある種の指向性をもって彼女の周囲の大気を急激に熱したのだ。

　トルバランが吼えた。両手から矢継ぎ早に衝撃波を繰りだし、己の背と同じぐらいまで伸ばした角を振りまわして叩きつける。

　だが、それらの激しい攻撃は、ひとつとして黒髪の戦姫に当たらなかった。衝撃波は船縁を破壊し、角は甲板にとどまらず、その下の層の天板まで打ち砕いて漕ぎ手たちのいる層を露出させる。

　漕ぎ手たちはこのとき、はじめてトルバランという怪物を目の当たりにした。甲板にいた海賊たちは先を争って逃げたため、彼らに状況を教えてくれる者がおらず、これまでの騒ぎもいつもより雰囲気が慌ただしいぐらいにしか思っていなかったのだ。

　甲板の様子を知ったのは漕ぎ手の中でも前方にいた者たちだったが、彼らの混乱と動揺は瞬く間に後方へも伝わっていく。トルバランの角が再び甲板の一部を砕き、漕ぎ手たちはついに恐慌状態におちいった。我先に船尾へと逃走する。

　彼らの頭上では、いよいよ戦闘が熾烈さを増していた。







　船縁や樽、作業用の小舟などはほとんどが木片となって海にまき散らされ、甲板にはいくつもの大穴が開いている。そこらじゅうにこびりついている血と肉片は、海賊の死体だったものだ。トルバランの角や衝撃波によって砕け散ったのである。

　トルバランが咆哮を轟かせた。両腕を振りまわし、衝撃波を放ち、角を旋回させて触れるものをことごとく薙ぎ倒す。そのすさまじさは船を破壊しかねないほどだ。

　しかし、サーシャはそれらの一切をかわし、魔物の懐に潜りこんでは炎をまとった刃で斬りつけて、すばやく距離をとる。魔物の白い身体には、黒い斬撃の跡が無数に生まれていた。完全に再生が追いつかなくなっているのだ。

　漕ぎ手たちが逃げてからまだ四、五百を数えるほどの時間しか過ぎていない。にもかかわらず、白鬼の魔物は追いつめられていた。

――なぜだ。

　さすがにトルバランも焦りを感じている。サーシャも考えているように、この魔物の繰りだす攻撃はどのようなものであれ、まともに命中しさえすれば、確実に黒髪の戦姫を葬り去ることができるはずだった。

　それが、かすりもしない。サーシャは豪腕をかいくぐり、衝撃波を避け、角の一撃を見切ってかわす。恐れる様子を見せず、動きを鈍らせることもなく。

　一瞬ためらったあと、トルバランは身を守ることに専念した。巨躯を縮め、たくましい両腕で胸から顔にかけてをかばい、さらに己の角を盾代わりにする。歯ぎしりをするほどの屈辱だったが、敗北よりはよいと割り切ったのだ。

　トルバランが防御に専念したからといって、サーシャは攻撃に集中できるかといえばそんなことはない。わずかでも彼女が隙を見せれば、この魔物はすかさず反撃に転じるつもりでいる。むろん、サーシャもそのていどのことはわかっていた。

　かといって、黒髪の戦姫は手を休めることもできない。トルバランの傷が再生してしまうからだ。魔物が死ぬまで間断なく攻め続けるしかないのである。

　サーシャが体力を消耗して、隙が生じる瞬間を待つ。一撃当てることさえできれば、この劣勢を覆せるはずだった。

　だが、トルバランの予想に反してサーシャの動きは衰えない。朱色の刃と金色の刃が魔物の皮膚を斬り裂き、削ぎ落とし、焼く。トルバランの腕といわず脚といわず新たな傷が刻まれ、焼かれなかった傷から流れ出る黒い血がその身を、そして足元を染めた。

　しかし、トルバランは静かに耐える。たとえ腕が落とされようと、角を砕かれたとしても、滅びさえまぬがれれば、身体など時間の経過とともに再生できるのだ。

　そのうち、サーシャの攻撃に粗が目立ってきた。まだ隙を見せるというほどではないものの、大振りの攻撃があきらかに増えている。

　サーシャが一旦距離をとった。呼吸を整えつつ、自分の顔を隠すように腕を交差する。いままでに見せなかったかまえだ。その体勢で、黒髪の戦姫はまっすぐ突進してきた。トルバランはその場から動かない。両者の距離が縮まる。

　不意に、サーシャの膝がかくんと折れた。トルバランの赤い両眼はむろんそれを見逃さなかったが、胸中を疑念がかすめる。

　彼女が体勢を崩したその位置は、魔物にとってあまりにも都合がよかった。魔物の間合いではあったが、黒髪の戦姫の間合いではない。あと二歩足りない。トルバランが攻撃しても、サーシャの反撃は届かない。出来過ぎに思えた。

　だが、トルバランは迷いを振り払い、両手を前へ突きだして衝撃波を放つ。同時に首を振りまわして、衝撃波とは異なる角度から己の角を叩きこんだ。

　破壊音。甲板が砕けて木片が派手に飛び散ったが、トルバランの望んだ手応えはない。

　双剣を振りあげたサーシャの姿が眼前に迫る。さきほど見せた隙は、やはり陽動だったのだ。

　しかし、サーシャの双剣はトルバランに届かなかった。

　斬りつけようとしたまさにその瞬間、見えない何かにしがみつかれたかのように彼女は動きを止める。愕然とした表情を浮かべたかと思うと、苦しそうに唇を震わせ、戦姫は甲板に膝をついた。

　見せかけの隙ではない。トルバランは一瞬の半分にも満たぬ時間でそう判断し、判断したときには全身から不可視の衝撃波を放った。

　サーシャは吹き飛んだ。バルグレンこそ手放さなかったものの、帆柱に背中から叩きつけられ、糸の切れた人形のようにずるずると崩れ落ちる。

『病か……。それも死病だな』

　驚きから立ち直ったトルバランが、言った。死病。死に至る病のことだ。

　サーシャは答えない。全身に激痛が走り、意識は朦もう朧ろうとして言葉が出なかった。

　目は焦点が合わずに虚ろで、半開きの口からはかすれた声が血とともにこぼれる。黒髪は乱れ、軍衣も引き裂かれてぼろぼろだ。それでも、至近距離で衝撃波を浴びながら五体満足なのは、バルグレンが彼女を守ったからだった。

『あの見切りは、病によって死の淵に立ったがゆえに得られたものか。卓越した技量と不屈の精神を備えていたからこそ到達した境地なのだろうが』

　口角を吊りあげ、牙を覗かせて、トルバランは残忍な笑みを浮かべる。立ち上がると、サーシャに向かって歩きだした。

『だが、それも終わりだ。双剣よ、骨も残さず喰らい尽くして――』

　突然の轟音と衝撃が船を襲ったのは、そのときだ。トルバランは足を止めて言葉の続きを呑みこみ、船尾に目を向ける。

『……双剣に意識を傾けすぎたか』

　魔物の視線の先には、一隻の敵船が浮かんでいる。これが勢いよくぶつかって船を揺らしたのだ。そして、その船から何者かが音高く降り立った。

　二十歳にもならないだろう若い娘だ。髪の色は赤。紫色のドレスをまとい、手には黒い鞭を持っている。雷渦の閃姫イースグリーフエリザヴェータ＝フォミナだ。

　ルヴーシュ軍が、ついにこの戦場に到着したのだった。







　海賊船の旗艦である悪鬼号に飛び移りながら、エリザヴェータは緊張を隠せずにいた。

――あれが……あれが、魔物？

　サーシャから事前に話を聞き、こうして目の当たりにしても、それを現実のものとして受け入れるのにはまだ抵抗があった。

　だが、これこそが現実なのだ。潮風も、サーシャと魔物の戦いも、血と汗の匂いも、戦場の喧けん騒そうも。ならば、彼女はそれらから目をそらさず戦姫として動くべきだった。

　この船はサーシャとトルバランの激闘によってあちらこちらが吹き飛び、甲板も穴だらけになっているのだが、エリザヴェータは足場から足場へと軽快に跳躍して魔物に迫る。異彩虹瞳ラズイーリスの戦姫を見たトルバランは歓喜の声をあげた。

『今度は鞭か！』

　魔物の目はエリザヴェータではなく、彼女の握りしめている黒い鞭に向けられている。それが竜具であると、この魔物には一目でわかったのだ。

「――鋼鞭クスタル！」

　エリザヴェータの手の中で、鞭の柄から先が急速に縮んで棒状の武器と化す。長剣ほどの長さになったそれを、赤い髪の戦姫は豪速の唸りとともに叩きつけた。その一撃を、白鬼の魔物は左腕で受け止めた。

　不快な鈍い音を発して、トルバランの左腕はありえない角度にへし折られる。魔物の顔には苦痛と驚きの色が浮かんだが、すぐに気を取り直して口から衝撃波を放った。

　エリザヴェータはわずかに早くトルバランの左腕を蹴って後方へ飛び退り、衝撃波から逃れる。魔物と距離をとった。

　エリザヴェータは衝撃波が見えていたわけではない。遠くからではあったが、サーシャの戦いを見ていたために予測できたのだ。それでも黒髪の戦姫のように見切ったわけではなく、直感で跳んだのだったが。

『人間とは思えぬ動きをした双剣の次は、人間とは思えぬ剛力の鞭か』

　奇妙な形に折れ曲がった左腕を見下ろして、トルバランは感心した声を出す。

　エリザヴェータは目を丸くした。彼女の視線の先で、魔物の左腕は関節を鳴らすのにも似た音を発しながら元の形に戻っていくのだ。サーシャがつけたのだろう斬撃の傷跡も、徐々に薄れて消えていった。

「なるほど。化け物ですのね」

　赤い髪の戦姫の笑みは、やや引きつっている。

――兵たちに来るなと厳命しておいて、正解でしたわ。

　額に汗をにじませながら、思った。穴だらけで動きを制限される戦場に加えて、不可視の攻撃と、恐るべき再生能力。このふたつを持つ怪物とどのように戦えばよいのか。

――鋼鞭では追いつきませんわね。

　再生能力を上回る強烈な一撃を叩きこんで葬り去るしかない。サーシャと同じ結論に、エリザヴェータも達した。彼女の竜技ヴェーダである『天地撃ち崩す灼砕の爪グロン・ラズルガ』はガレー船でさえたやすく破壊するほどの威力を有している。

――だけど……。

　エリザヴェータは帆柱にもたれかかるようにして座りこんでいるサーシャへと視線を走らせた。ここまで損壊している船が、竜技に耐えられるだろうか。

　トルバランを倒すことができたとして、船まで破壊してしまった場合、自分はサーシャを助けてマルガリータ号へ戻れるだろうか。

　問題はエリザヴェータ自身にもある。この船に飛び移るまで戦闘に参加しなかったサーシャと違い、彼女は戦いのはじまりから兵たちの先頭に立ってヴァリツァイフを振るってきた。

　ここに駆けつけるまでのわずかな間も、戦況に対する不安や指揮官としての姿勢から気を緩めるようなことはなかった。そのため疲労はほとんど回復していない。

――いまの私の体力では、竜技を一度しか使えない。いえ、無理をすれば二度なら。でも、そうしたらアレクサンドラを助けるどころか自分が脱出する体力すら……。

　エリザヴェータが迷っている間、トルバランは攻めてこなかった。不審そうに顔をしかめて鼻を鳴らすと、ぼそりとつぶやく。

『ヤガー殿の匂いがするな』

　トルバランの言葉は潮風に乗ってエリザヴェータの耳に届き、雷渦の閃姫はおもわず肩を震わせた。その反応を見て、魔物が嘲笑する。

『そうか。おまえ、ヤガー殿と契約したのだな。いつごろかは知らぬが、鞭はよく見捨てずにいるものだ。よほど、おまえを気に入っていると見える』

「黙りなさい！」

　エリザヴェータがヴァリツァイフを振りあげると、黒鞭はたちどころに棒状から鞭状の形態へと戻る。魔物の言葉の意味を彼女は正確に理解しており、それゆえに聞き流すことはできなかった。

　黒い鞭は白い雷光をほとばしらせながら、風を切って魔物に放たれる。トルバランは再生しつつある左腕ではなく、右腕で己をかばった。

　雷光を帯びた鞭は魔物の右腕に巻きつき、雷撃を流して容赦なくトルバランを痛めつける。だが、白鬼の魔物は苦痛の声をあげるどころか冷笑さえ浮かべてみせた。

『浅いな』

「なんですって」

　エリザヴェータは眉をひそめて白鬼の魔物を睨みつける。ヴァリツァイフを握りしめる手に力がこもった。トルバランの余裕に満ちた態度に怒りを覚えたのはたしかだが、このとき赤い髪の戦姫は、言いようのない不気味さも同時に感じていた。

　トルバランの攻撃手段が衝撃波と角であることはわかっている。この距離をたもっているかぎり、エリザヴェータにそれらが届くことはない。そして、ヴァリツァイフは魔物の右腕に食いこむほど強く巻きついて、その動きを封じている。

　不利な状況だというのに、トルバランはまるで狼ろう狽ばいする様子を見せない。それどころか、子供を諭す大人のような口調でエリザヴェータに言った。

『おまえは、私のようなものと戦うのははじめてだろう』

「……何か根拠でもあるのかしら」

『こういうことだ』

　トルバランは左手で手刀をつくると、勢いよく己の右腕に振り下ろす。肩のすぐ下あたりから切断した。鞭を強く引っ張っていたエリザヴェータは体勢を崩してたたらを踏む。魔物の右腕を巻きつけたままのヴァリツァイフが、虚空にいびつな曲線を描いた。

　この隙をトルバランは見逃さない。前へ進み出て一息に距離を縮め、太い首を振りまわした。頭部の角がすさまじい速度としなりでもってエリザヴェータを襲う。

　異彩虹瞳の戦姫はとっさに黒鞭を振るったが、不利な体勢では身を守るのがせいいっぱいだった。角と鞭の間に閃光を伴った衝撃が発生し、無数の火花が舞い散る。

　エリザヴェータは転倒し、したたかに背中を打って息を詰まらせた。紫色のドレスの何ヵ所かが裂け、白い肌が露出する。

『私たちは人間とは違うということを、経験の浅い者は理解していない。昔、戦ったことのある鞭は、私の腕に武器を絡みつかせるような愚かしい真似はしなかった』

　トルバランの言っていることを、エリザヴェータは半分ほどしか理解できなかった。

――昔、戦ったことのある鞭？　いったい何のことですの……？

　だが、それについて考える余裕は与えられなかった。トルバランが角を唸らせて、エリザヴェータを滅多打ちにしてきたのだ。身体を起こすこともできず、エリザヴェータは強打の嵐を耐えしのぐしかない。

　トルバランの角は一撃一撃が重く、防ぐだけでも赤い髪の戦姫の残り少ない体力を容赦なく削っていく。反撃しようにも、倒れたままの体勢では難しい。甲板を転がって逃げようとすれば、戦闘によって生じた穴に落ちる危険性があった。

――このままなぶられ続けるよりは。

　負けたくない。自分は負けるわけにはいかない。たとえ化け物が相手だろうとも。

　おもいきってエリザヴェータが穴に飛びこもうとした、そのときだ。

　突然、トルバランの攻撃が止まった。エリザヴェータは驚くよりもまず警戒し、慎重に敵の様子をうかがう。それから魔物が見ているものを目で追って、驚きに息を呑んだ。

　サーシャが立ち上がっている。顔の半ばを血で赤く染め、身体中に傷を負っているというのに、ずるずると足を引きずりながら魔物に向かって歩を進めていた。
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　ようやく呼吸が落ち着いてきた。

　身体は鉛のように重く、激痛が走っている。でも、これなら耐えられそうだとサーシャは思った。手足の骨は折れていない。肋骨あたりはやられたような気がするが、とにかく動けなくなるほどではない。

　一歩ごとに、顔を染めている血が顎をつたって甲板に染みを作る。双剣を持った手は力なくだらりと下がって、武器を落とさずにすんでいるのが自分でも不思議なほどだ。

　視界の端に、エリザヴェータの姿が映る。サーシャは内心で彼女に感謝した。ルヴーシュ軍は間に合ったらしい。これなら戦には勝てるだろう。

　それに、時間を稼いでくれたのはありがたかった。彼女の到着がもうすこし遅ければ、自分は間違いなくこの魔物に喰われていただろうから。

　乱れがちになる呼吸を整え、バルグレンを握りしめる。

――頼むよ、バルグレン。もうすこしだけ僕に力を貸してくれ。

　トルバランはエリザヴェータへの攻撃を止めて、サーシャに狙いを切り替えたようだった。角を振りたて、甲板を踏み鳴らしてこちらへ向かってくる。

　白鬼の魔物には信じられなかったのだ。いかに竜具に守られたとはいえ、その身を死病に侵されている者が、自分の衝撃波を至近距離でくらって帆柱に叩きつけられながら立ち上がったことが。

　弧を描いて襲いかかった魔物の角はしかし、何もない空間を薙ぐ。サーシャは驚くべき速さでトルバランとの間合いを詰めた。続けざまに繰りだされるトルバランの豪腕をも黒髪の戦姫は避け、衝撃波からも巧みに逃れる。

　だが、反撃はしなかった。サーシャの手にある竜具は、それぞれ刀身を激しい炎に包んでいるというのに、持ち主の動きに合わせて大気に火の尾を引くばかりだ。その火が消えずに空中にゆらめいているのは、竜具の戦意の高さを示しているのかもしれなかった。

　トルバランはサーシャのこの反応を、もはや戦う力が残っていないのだと判断したらしい。魔物の攻勢は激しさを増した。船が沈んでもかまわぬとばかりに角をしならせ、豪腕を振るい、衝撃波を撃ち放つ。

　黒髪が数本空中に舞った。軍衣の裾が引きちぎられ、肌に傷跡が刻まれる。もはや完全にかわすことはできなくなっていたものの、それでもサーシャは直撃だけは避けた。

　トルバランはなおも攻撃を続けようとして、動きを止める。

　サーシャの手にある双剣。その刀身を包む炎は変わらず空中に火の尾をたなびかせていたのだが、それがいつのまにか、トルバランを囲むようにして二重の炎の輪を作りあげていることに気づいたのだ。

　ふたつの炎の輪は、それぞれ黄金と紅蓮の煌めきを放っていた。

　炎が噴きあがって、白鬼の魔物を包む。

　トルバランは苛立たしげに衝撃波を放って炎を吹き散らしたが、消し飛んだかに見えた炎は他のところからすぐに広がって、瞬く間に修復された。

――これが僕の……最後の炎！

　サーシャは左右の腕を顔の前で交差させて、姿勢を低くする。二色の炎が、彼女の身体を包みこんだ。炎のゆらめきが美しさを帯びて見えるのは、尋常ならざる破壊力を予感させるためか、生命力を燃やし尽くす決意がにじんでいるからか。

　死に臨む者のみがまとうことのできる、それは悲壮な炎だった。

「――双焔旋フランロート」

　炎の塊となったサーシャが、猛然と突進する。トルバランは視界を炎で遮られていたものの、サーシャの気配をつかんだ。

　白鬼の魔物は、その気配に向かって角を叩きつける。炎の向こうで金色の閃光が瞬き、衝撃とともにトルバランの角は半ばで砕かれて折れ飛んだ。炎をまとった黒い影は足を止めるどころかむしろ勢いを加速させて、トルバランに迫る。

　次に魔物の視界を灼いたのは、紅蓮の閃光だった。サーシャの右手にある朱色の刃がトルバランの額から鼻、顎、胸元を通って腹まで縦に黒い斬撃の跡を刻みこむ。刀身が長ければ魔物の巨躯を両断していたに違いない強烈な一撃であった。

『まだ私は……』

　真っ二つに割れた顎でトルバランは何かを言いかけたが、続きは発せられない。

　ふたりを囲んでいる二重の炎の輪に、変化が起きていた。

　紅蓮と黄金。ふたつの炎がそれぞれうねり、螺旋を描きながらすさまじい勢いでトルバランへと襲いかかる。できたばかりの傷に、吸いこまれていった。

　サーシャの斬撃は魔物を倒すためのものではなく、炎を誘導するものだったのだ。

　魔物の割れた口から、言葉にならない叫びがもれた。枯れ草につけた火が、あっという間に燃え広がっていくように、トルバランの巨躯が焼かれていく。

　最初に火のついた傷口は瞬く間に炭化してぼろぼろと崩れ落ちたが、炎はなおもくすぶり続け、全体に拡大し、魔物の身体を内と外から消し炭へと変えていった。再生能力をはるかに上回る速度で。

　サーシャは静かに告げた。

「その炎は、おまえを決して逃がさない。おまえを焼き尽くすまで消えることもない」

　業火に包まれた魔物の口と顎はすでに炭化しており、言葉を返すことができない。

　だが、トルバランの脚は前へと出た。もう左腕を失い、両眼は焼かれて虚ろな眼窩をさらしているにもかかわらず、おそるべき執念でもってさらに一歩前進する。

　サーシャは双剣をかまえようとしたが、腕が上がらなかった。脚も痺れたように動かない。双焔旋によって、文字通り力を使い果たしたのだ。

――相討ちか。

　すこしずつ近づいてくるトルバランを見つめて、サーシャはうろたえたりせずに、その結果を受け入れた。自分が死んでも、この魔物を包む炎は消えない。トルバランはここで確実に滅ぼせる。それでいい。

　そのとき、横殴りの突風が吹いた。波を起こし、船を揺らし、各船の軍旗を激しくはためかせるほどの強い風が、東から西へ戦場を通り過ぎる。

　それはただの風だったのかもしれないし、あるいは白銀の髪の娘の祈りが、海を越えて親友に奇跡をもたらしたのかもしれない。

　突風を受けて船はまず小さく揺れ、次いでがくんと大きく傾いた。

　普段なら、サーシャもトルバランもこれぐらいのことで倒れたりはしない。だが、いまのふたりは自分を支えることすらできなかった。

　あと一歩のところでトルバランはサーシャに届かず、甲板に倒れる。

　二重の輪を形成していた炎がすべて魔物の傷口に吸いこまれていき、トルバランを包む火柱は大きく膨れあがったかと思うと爆風とともに弾けとんだ。

　周囲を包む黒煙を、潮風が吹き散らす。さきほどの揺れによって甲板に投げだされたサーシャは、視界に映ったものを見て目を瞠った。

　そこにはトルバランの背丈とほぼ同じ、黒焦げの巨大な土塊がそびえていたのだ。

「……これが？」

　驚きのあまり、サーシャは呻き声を漏らす。これが、あのトルバランだというのか。こんな土の塊が。かつてサーシャは地竜スローに双焔旋をしかけたことがあったが、こんなふうにはならなかった。

「まさしく魔物だな……」

　戦慄をこめてつぶやいたとき、土塊がぼろぼろと崩れる。そして、手にしている双剣が刀身を弱い炎で光らせ、もうだいじょうぶだとでもいうような意思を主に伝えてきた。

――それなら、とりあえずは安心していいのかな。

　サーシャは双剣を腰に差すと、どうにか立ち上がろうと試みる。だが、依然として手足に力は入らず、身体は重い。気が抜けたからか目もかすんできた。

――駄目か。

　そう思ったとき、サーシャの身体を抱きあげた者がいる。エリザヴェータだ。

　赤い髪の戦姫は文句のひとつでも言ってやろうと、サーシャの顔を覗きこみながら口を開きかけたが、渋い顔をして言葉を呑みこむ。黒髪の戦姫は完全に気を失っていた。

「まったく……おいしいところを持っていって」

　エリザヴェータは舌打ちをして、すぐそばの土塊を振り返る。彼女のヴァリツァイフも、この魔物は完全に滅んだと教えてくれていた。

　だが、気にならないはずがない。竜でさえ、死ねば骸が残るのだ。人間のように。

　なぜ土塊になるのか。魔物は生物ではないということなのか。

　しかし、それについて考えている余裕はない。また、この土塊を兵に命じて運びださせるような時間もなかった。船体がさらに大きく傾いたからだ。

　サーシャとトルバランが死闘を繰り広げたために、この船はいたるところに傷を負ってぼろぼろになっていた。船腹にも、船底にも亀裂がいくつも生じていたのだ。

　さきほどの突風は、そこにとどめをさした。船がきしみ、船腹の亀裂が広がって一気に海水が流れこんだのである。船が傾いたのはそのためだった。

　エリザヴェータはサーシャを両腕で抱きかかえ、甲板を駆けてマルガリータ号へ急ぐ。

　すでに海賊との戦いは終わっており、掃討戦に移っているようだった。

　マルガリータ号の船首では、兵たちが縄やら網やらを用意して主を待っている。もし間に合わない場合は縄を投げ、網を投げてエリザヴェータを引き上げるつもりなのだ。離れたところの船にいるレグニーツァ兵たちも固唾を呑んで見守っていた。

　船が沈みきる前にエリザヴェータは無事に船尾にたどりつく。サーシャを抱えたままの体勢で兵たちに引き上げてもらった。

　マルガリータ号が離れたころ、悪鬼号は多数の海賊たちの死体と、巨大な土塊を乗せたまま海の中へ沈んでいった。

　エリザヴェータはサーシャの身体をそっと甲板に横たえると医師を呼ぶよう命じ、船長に状況を尋ねる。

　トルバランが正体を見せたことで動揺していた海賊たちは、ルヴーシュ軍の到着で混乱に拍車がかかり、あとはレグニーツァ、ルヴーシュ両軍によって分断され、撃破されていったということだった。

「兵に犠牲は出ましたが、沈められた船はありません。レグニーツァもです」

　マルガリータ号の船長はそう報告し、それから拿捕した海賊船の数と、降伏した海賊たちの数を述べる。これらが、この戦における戦利品だった。エリザヴェータはそれを聞いたあと、目を細めて船長に告げる。

「重傷の海賊は殺しなさい。私刑を許します。軽傷の者には最低限の手当てをして、食事を与えなさい。町まで連れ帰って、ムオジネルの商人に売り渡します」

　この場合のムオジネルの商人とは奴隷商人のことだ。船長はかしこまって頭を下げた。

　やがて、医師が甲板を駆けてきてサーシャの容よう態だいを確認する。一通り診察を終えた医師は、深刻な顔つきでエリザヴェータを見た。

　レグニーツァ軍の旗艦である甲冑魚号がマルガリータ号に接舷したのは、それからほどなくのことだった。

　中天を通り過ぎたばかりの太陽が、紺碧の海とそこに浮かぶ諸々を照らしている。海は船の残骸と敵味方の死体で埋め尽くされ、あちらこちらで海賊船が燃えあがり、黒煙を噴きあげていた。

　こうして、オルシーナの海戦は終結した。

　主たる事後処理はエリザヴェータと甲冑魚号の船長であるパーヴェルが引き受け、サーシャの身はレグニーツァの軍船の中でもっとも傷の少ない船に移され、他の船に先駆けてリプナへ急いだ。

　船がリプナに着いたのは、それから二日後のことだった。
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　海賊が撃退されたという知らせに、リプナの町は沸き返った。

　船乗りや交易商人、造船所の職人などが多い町だけに、海賊という単語にはどうしても敏感になる。冬の到来に備えなければならない時期でもあり、住人たちは戦々恐々としていたのだ。喜びもひとしおだった。

　被害は人間、船ともにかなりのものだが、それだけに勝利は、遺族にとっていくばくかの慰めとなったのだ。

　サーシャの容態について、ごく一部の者にしか知らされなかったことも、人々が純粋に勝利を喜ぶことができた理由のひとつだったろう。リプナに到着した船は、勝利を伝えるためだけに急いで帰ってきたということになっている。

　サーシャは、人々にはわからないようにリプナの長ドミトリーの屋敷へと運ばれた。

　エレンがドミトリーに呼ばれたのは、サーシャが屋敷に運びこまれてから半刻後のことだった。

　そのとき、エレンは客室の窓から勝利を喜ぶ人々の姿を笑顔で見つめていた。安あん堵どと喜びが、白銀の髪の戦姫の胸中を満たしていた。

――よかった。サーシャ……。

　このとき、エレンは黒髪の親友が無事に勝ったのだと信じて疑わなかった。屋敷の中が慌ただしい雰囲気に包まれたことも、明日か明後日には戻ってくるだろうレグニーツァ軍とサーシャへの対応などで急に忙しくなったのだと楽観的に考えてしまっていた。

　サーシャに会ったらまず何を言おうかと、頬を緩ませながらエレンは思った。サーシャに仕える老僕の手紙の内容を思いだして、ようやくしかつめらしい顔を作る。

　やはり、最初は叱るべきだろう。サーシャは病人なのだから厳しく言うつもりは毛頭ないが、それでも親友として腹立たしい気分はないでもない。

――どうしてそんな無茶をしたんだ。おかげで、こっちはリムに留守を任せて馬を駆けさせてきたんだぞ。

　サーシャは見慣れた微笑を浮かべて、ごめんと言ってくれるだろう。彼女の無事と勝利を祝うのはそのあとだ。

　幸せな想像に胸を躍らせていると、扉を外から叩かれてエレンは我に返った。この数日ですっかり聞き慣れた中年の侍女の声が扉越しに告げる。

「ご主人様が、お客様をお呼びです」

　エレンはわかったと明るい声で即答し、長剣をつかむと足取りも軽く廊下に出た。サーシャのことで何か相談があるのだろうと気楽に考えている。

　不審を覚えたのは、侍女に案内されてたどりついたのが応接室ではなかったときだ。

「……ここは？」

「ご主人様の寝室です。ご主人様は中でお待ちになっております」

　侍女は丁寧に頭を下げると、そう言いつかっていたのだろう、扉も開けず、背中を丸めて廊下を歩いていった。エレンは彼女の後ろ姿を見送ると、扉に向き直る。

　疑問が湧いた。サーシャのようにベッドから離れられないのであればともかく、よほど親しい仲でもないかぎり、己の寝室に客を招き入れることはない。

　エレンは何日かこの屋敷に滞在させてもらっているが、ドミトリーはむやみに開放的な人柄でもなければ、病気にかかったりもしていないはずだ。

　疑問が、不安に変わる。何か、公に知らせることのできないことでも起きたのではないか。それゆえに、ここに自分を呼んだのではないか。

　エレンは首を激しく横に振って、不安を無理矢理振り払う。息を吸うと、扉を叩いて名のった。一呼吸分の間のあと「お入りください」というドミトリーの声が返ってくる。

　扉を押し開けた。室内は狭く、薄暗い。小さな部屋の中央には大人がふたりは並んで横になれそうなベッドが置かれ、そのそばに小さな棚と椅子がある。棚の上にある大きめのランプが、室内を照らしていた。

　壁際には小さな祭壇が設けられ、富の神ダージの石像がある。ダージは風と嵐の女神エリスと並んで、港町では見かけることの多い神だ。

　ドミトリーはベッドのそばに立っていた。その表情は陰になって、入り口からではよくわからない。エレンの目はダージの像でもドミトリーでもなく、ベッドに――正確にはベッドに横たわっている人物に向けられていた。

「サー……シャ？」

　舌がもつれ、声がかすれる。そこにいるのはまぎれもなく、アレクサンドラ＝アルシャーヴィンだった。身体にかけられた毛布の上には、バルグレンがあった。

　エレンはおぼつかない足取りで、室内へ足を踏み入れる。動悸が激しくなり、呼吸が荒くなる。おそるおそるといった感じで、ベッドのそばに立った。

「……やあ」

　サーシャが身体を起こす。それを見たドミトリーはサーシャとエレンにそれぞれ一礼すると、静かに寝室から去った。扉が閉まる。

　エレンは、言葉が出てこなかった。ランプのほのかな明かりに照らされたサーシャの顔は少しやつれて、穏やかさと儚さを湛えている。

　美しかった。だが、それは生者の美しさではなかった。

「来てくれたんだ」

　サーシャに笑いかけられ、エレンはいまにも泣きそうな笑顔で何度もうなずいた。

「あ、当たり前だろう。サーシャが戦場に出ると聞いて、私が駆けつけないわけがないじゃないか」

　客室で考えていたことはすべて吹き飛んでいる。涙をこらえて必死に言葉を紡ぐ白銀の髪の戦姫に、サーシャは黒髪を揺らしてありがとうと小さく言った。

「そんなことより横になっていろ。わざわざ身体を起こさなくていい」

「横になると、すこし息苦しくてね。この方が落ち着くんだ」

　言葉を失うエレンに、サーシャは穏やかな表情で続けた。

「エレンが来ているとドミトリーに聞かされたときは、驚いたよ。時間をつくることができて、よかった」

「わ、私のことは後回しでいいんだぞ。帰ってきたばかりなんだろう。おまえはまず休む必要があるし、戦いの事後処理だって……」

「事後処理はこの町に着くまでにすませた。あとのことも手紙にしたためてある」

　エレンはおもわず目をつぶる。もう、理解するしかなかった。サーシャが帰ってきたというのに、それが知らされないのはなぜか。彼女がこの寝室に運ばれたのはなぜか。このあとのことを、自分の口で伝えず手紙にしたのはなぜなのか。

「最後に、君と話したかったんだ」

　エレンの目から大粒の涙がこぼれた。







　エレンが泣き止むまでの間、サーシャは海賊との戦いについて語った。とくにトルバランのことは、絶対に話しておかなければならなかった。

　ベッドのそばに置かれた椅子に座って、エレンは彼女の話に耳を傾けていたのだが、聞き終えたときにはいつもの表情を取り戻していた。

「ありがとう。ティグルの仇を討ってくれて」

　彼女の勝利を称えるのに、エレンはそういう言い方をした。

「魔物のことは、私もライトメリッツに戻り次第調べてみよう。ソフィーやリュドミラとも話してな。オルガ＝タムについては、ソフィーに話を聞いてから判断したい」

　リュドミラ＝ルリエの名を出すとき、エレンはやや口ごもる。サーシャは苦笑を浮かべてうなずいた。サーシャとしては、できればエリザヴェータやヴァレンティナを含めた戦姫全員であたってほしいが、さすがに無理があることはわかっている。

　そのあと、ふたりはとりとめのない話をした。ライトメリッツで最近こんなことがあった、レグニーツァではこんなことがあったという話からはじまり、昔話に及んでいく。

「そういえば帰りの船の中でね、エレンと会ったときのことを思いだしたよ」

　サーシャはそんなことを言ってくすりと笑った。

「あのころの君は野生の獣って感じだったね。戦場にいるかのような雰囲気でぴりぴりしていて、気に食わない相手にはすぐ噛みついて」

「そ、それはまだ傭兵だったときの癖が抜けなかったんだ。強気に出ないと舐められ、侮られる。それが当たり前だったからな。とくに女だと」

　むくれて反論するエレンに、サーシャは肩をすくめる。

「それに、よく公宮を抜けだすのもね」

「……サーシャだって、しょっちゅう抜けだしてたそうじゃないか」

「僕は誰かを身代わりにするようなことはしなかったよ？」

「私は無償で身代わりにさせたりはしなかったぞ」

　エレンは胸を張って答え、ふたりは顔を見合わせて笑った。

「強気なのが悪いとは言わないけれど、戦姫になって三年たったいまでもミラとはいがみ合ってばかり、というのはどうかと思うよ。隣同士っていうのは行き来が容易な分、喧嘩腰になりやすいからね」

　サーシャの伝えたいことを、エレンは正確に理解する。彼女が言いたいのはミラのことではない。サーシャの次にレグニーツァの戦姫となる者が、エレンとライトメリッツに対して好意的だとはかぎらないということだ。

　ミラの名前をそのまま使うことにして、エレンは話を続けた。

「リュドミラのやつに譲歩したり妥協したりしろと？」

「そんな難しい要求はしないよ。よほどのことがないかぎり喧嘩をしない、相手にも喧嘩をする気を起こさせない。そんなところかな。君はヴィクトール陛下ともあまりいい関係じゃないしね。陛下のことは君のせいばかりじゃないけれど、すこし心配になるよ」

「悲観的になることはないだろう。サーシャやソフィーとはすぐに意気投合したじゃないか」

　エレンはことさらに余裕ぶった態度で親友の杞き憂ゆうを笑いとばそうとする。サーシャも穏やかに笑って応じた。

「そうだね。君と話す機会をすぐに持つことができたのは、本当によかったと思う。そのあと、しばしば不安にさせられることはあったけど」

　台詞の後半はずいぶんと真面目くさった口調で、エレンは意外そうに首をかしげる。

「何かあったか？」

「戦姫になりたてのころ、アリファールを持って得意になっていたよね」

　やや意地悪な指摘に、エレンは顔を赤くして黙りこんだ。それは事実だったからだ。

　それまで傭兵として過ごし、剣を頼りに生きてきたエレンにとって、鋭い刃と風を操る力を持つアリファールはまず魅力的な武器として映った。その圧倒的な力に魅せられた。

　竜具に振りまわされるなというサーシャの言葉がなかったら、エレンの自制心はもっと緩いものになっていたかもしれない。

「ときどき、妙に意地を張ったり、感情を優先させることもね。僕は嫌いじゃないよ。エレンの魅力のひとつなのは間違いないし、それで上手くいったこともたくさんあると思う。でも、気をつけて」

　それは、親友からの心からの忠告だった。エレンはわかったとうなずく。サーシャはうなずき返すと話題を変え、口調も明るいものにした。

「ところで、ルーニエは元気にしているかな。もうソフィーには馴れた？」

「あいかわらず私の公宮で食っちゃ寝している。ソフィーに馴れるのは無理だろうな。とにかく初対面が最悪だった」

　ルーニエは、エレンがライトメリッツの公宮で飼っている幼竜だ。飼っているというより、公宮の中で自由に過ごさせているといった方が正確かもしれない。飼い主が戦姫ということもあって、公宮に勤める者たちは遠慮してあまり近づかずにいる。

　ソフィーがルーニエと会ったのは三年前、はじめて彼女がライトメリッツの公宮を訪れたときだ。ルーニエを一目見て気に入り、胸をときめかせたソフィーは、つい幼竜に駆け寄っておもいきり抱きしめてしまった。

　ルーニエにしてみれば、はじめて目にする人間である。自分にとって有害か無害かの判断すらできていない。それがいきなり近づいてきて、自分を拘束したのだ。

　当然、逃げた。以後、ルーニエはソフィーを警戒するようになり、光華の耀姫ブレスヴェートは自らの軽率な行動を悔やんだのである。ただし諦めはせず、いまでも機会を見て可愛がろうとする。

　ちなみに、いまのところルーニエが懐なついているのはティッタだけだ。ティグルに対しては、狩りにはついていくものの、それ以外は近づこうともしない。

　そのあとも、ふたりの話は弾んだ。以前にしたことのある話でも、どちらかが思いだしては当時を懐かしがった。

　ふたりはいろいろなことを話したが、未来に向けた話題はひとつも出てこなかった。エレンもわかっている。おそらく、サーシャには今夜の月を見る未来さえないのだと。

　未来について考えれば、それは未来の話ではなく未練の話になってしまう。

　このとき、サーシャは自分の過去と病についても、エレンに語って聞かせた。もともと断片的には話したことがあったのだが、それは何かの話のついでとしてだ。

　病について、ヴィクトール王や公宮に勤める者たちにも説明したことがあったが、それも戦姫として必要だと判断したからだった。

　誰かに聞いてもらうために話したのははじめてのことで、エレンは一言一句聞き漏らすまいと懸命に耳を傾けた。

　長い話にならないようサーシャは気をつけ、実際かなり簡潔にまとめることができたはずだったが、話し終えたとき、黒髪の戦姫は疲労を感じていた。

　エレンに最後まで話すことができて、気が緩んだのかもしれない。あるいは、自分の思った以上に話に熱が入ってしまって、体力を使い果たしてしまったのかもしれなかった。

「エレン。ひとつだけ頼みがあるんだけど、いいかな」

　唐突な言葉にエレンは不思議そうな顔をしたものの、断る気などない。うなずくと、サーシャは親友から視線を外して、ひとりごとのように言った。

「僕はね、子供を産みたかったんだ」

　まったく予想しなかった言葉に、エレンは目を丸くする。

「病のことがあるから男の子がよかったけど……。女の子でも、こんな病に負けないように育てたかった」

　母が、自分にそうしてくれたように。

「とはいえ、理想の旦那様像なんてないけどね」

　どう反応すればいいのかわからずに黙っていると、サーシャはエレンを見た。

「いつか……一年後や二年後なんていわない。いつか、信頼できる相手を見つけて」

　黒髪の戦姫はそこで一旦言葉を切る。想いを言葉にして、あらためて躊躇したようだった。エレンは苦笑を口元につくり、わざとぞんざいな口調で答える。

「ああ。いい男を捕まえて、サーシャが見られないことを残念に思うくらいかわいい子供を産むとも」

「……ありがとう」

　サーシャは小さな声で礼を述べた。親友に託すような願いではないという自覚はある。エレンに浮いた話はなく、その可能性があったかもしれないティグルヴルムド＝ヴォルンはおそらく死んだ。それを考えればずいぶんと身勝手で、迷惑な要求だろう。

　あるいはお節介な老婆心と、自分の果たし得なかった望みを彼女に聞いてほしいという想いとがいびつに絡まりあったのかもしれない。

　けれど、エレンは真正面から受け止めて、答えてくれた。それが嬉しかった。

　胸のつかえが下りたら、急速に眠気が襲ってきた。サーシャは膝の上にある双剣に手を置く。刀身の帯びている熱が、ほのかに伝わってきた。

――ありがとう。バルグレン。

　刃の先端から刀身をなぞり、鍔、柄と撫でる。まずは朱色。そして金色。輪郭を指に刻むその動作が、最後まで自分のそばにいてくれたこの竜具への、別れの挨拶だった。
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「ありがとう。エレン」

　サーシャはもう一度言った。それから、何気ない口調で続けた。

「ひさしぶりにたくさん話して疲れたみたいだ。すこし休むよ」

　エレンは「そうか」とだけ言葉を返す。彼女が休むというからには、本来ならば退出するべきだ。だが、椅子から立ち上がる気にはなれなかった。サーシャは右手を静かに差しだす。甘えるような声で言った。

「僕が眠るまで握っていてくれないか」

「お安い御用だ」

　エレンは笑ってサーシャの手をそっと握る。たったいままで竜具に触れていたはずなのに、冷たい。こんな手だったかと思うほど指は細く、肌はかさかさと乾いている。

　だが、エレンは驚きを顔に出さないよう努めて笑顔を繕つくろった。

　彼女自身が言ったように息苦しくなるからだろうか。休むと言ったのに横にはならず、サーシャはそっと目を閉じてうつむく。その横顔を、エレンは無言で見つめた。

　室内に静寂が舞い降りる。

　四半刻ほども過ぎなかっただろう。

　それを教えたのは、彼女の竜具だった。サーシャの膝の上に置かれていたバルグレンが、ひとりでに空中に浮きあがる。

　目を見開き、息を呑むエレンの視線の先で、双剣は一瞬だけ炎を刀身にまとわせたかと思うと、淡い光に包まれて音もなく消え去った。

　バルグレンが姿を消した空間を、エレンはしばらくの間呆然と見つめていたが、はっと我に返ってサーシャの横顔を覗きこむ。休むと言って目を閉じたときと何ら変わらず、静かに眠っているかのように見えた。

　しかし、彼女が目覚めることは二度となかった。

「……おやすみ」

　震える声でエレンはささやく。それ以外に何かを言おうとすれば、こみあげてくる感情が堰を切ってあふれるとわかっていたので、言えなかった。

　サーシャの身体を横たえようかと思ったが、肩に触れたところで思いとどまる。息苦しいというのも嘘ではなかっただろうが、サーシャはおそらく横になったまま最期を迎えることを嫌ったのだろうから。

　彼女の華奢な肩から手を離したとき、エレンの頬を一筋の涙が流れる。

　アレクサンドラ＝アルシャーヴィンは親友に看取られ、穏やかに息を引き取った。

　火の鳥は、地上を離れてこの世ではないどこかへ飛びたったのである。









　　　３　　　玉座に近い者たち














　エリザヴェータ＝フォミナを乗せた船がリプナの港町に到着したのは、サーシャの死の翌日である。勝利の凱旋ではあるのだが、エリザヴェータがリプナの住人たちに姿を見せることはなかった。

　リプナの住人が主とあおぐ戦姫はサーシャだ。それなのにルヴーシュの戦姫が誇らしげに勝利を叫んでいては、よい気分になれないだろう。そう考えたからだった。

　ちなみにサーシャの死はまだ公表されていない。このことは公宮が発表するべきだと考えたドミトリーが、使者を公宮へと走らせたからだ。いまのところは、サーシャは病に臥せっているため表には出られない、ということになっている。

　側近をひとりだけ伴って、エリザヴェータは港に降り立った。港といっても軍船を並べてある一角で、町の住人たちは近づくことを許されていないところだ。

　彼女につき従っているのはナウムという名の三十代の騎士で、エリザヴェータが戦姫になる前からルヴーシュの公宮に勤めている。顔には苦労をにじませる皺が刻まれているものの、髭は丁寧に剃っているため若く見えないこともない。

　港を出たふたりは、リプナの長であるドミトリーの屋敷に向かった。応接室に通された赤い髪の戦姫は挨拶もそこそこに、サーシャについて尋ねる。

　医師の見立てでは何日ももたないとのことだったので、心構えはできていたが、海上で別れたときにはまだサーシャは生きていたのだ。エリザヴェータとしては、自分の目と耳で状況を確認しておきたかった。だからこそ、ここまで足を運んだのである。

「アレクサンドラさまは昨日のうちに亡くなられました」

　ドミトリーは淡々とした口調で答えた。エリザヴェータはそう、と短いつぶやきを発して渋じゅう面めんをつくる。間に合わなかったことへの悔いや死者への哀悼が二つの色の瞳ににじんでいたが、それを他人に悟らせまいとするかのような表情だった。

　ちなみに、エレンは昨日のうちにリプナを発って、ライトメリッツへの帰路を急いでいる。このふたりが顔を合わせなかったことが、おたがいにとって幸運だったのか不幸だったのかは判然としない。

　主神たるペルクナスをはじめ神々の名を唱えてサーシャのために祈ったあと、どこかぶっきらぼうな口調でエリザヴェータは言った。

「アレクサンドラがいなかったら、私たちは敗北していましたわ。そのことを伝えたかったのですけれど」

　感謝というにはいささか屈折しすぎていたが、ドミトリーは大真面目にうなずいた。

「戦姫さまのお言葉は、公宮にしかと伝えておきましょう」

「けっこうですわ。ルヴーシュの戦姫エリザヴェータ＝フォミナとしての弔辞は、後日あらためて送らせていただきます」

　ドミトリーの申し出を憤然として拒絶したあと、エリザヴェータは話題を変える。いくつかの事務的な話をすませたあと、礼を言って屋敷を出た。ナウムに尋ねる。

「あとどれくらいで船を出せるかしら」

「一刻半ほどです」

　用事をすませた以上はさっさと出発したいところだが、漕ぎ手や船乗りたちを休息させる必要があった。狭い船内で時間を潰す気にはなれず、かといって勝利の余韻も冷めやらぬこの町を歩きまわる気分にもなれない。

「馬を調達してきなさい。極端な駄馬でなければ何だってかまいませんわ」

　ほどなくナウムは二頭の馬を用意し、しっかり鞍まで載せて引いてきた。ご苦労とねぎらいの言葉をかけて、エリザヴェータは彼とともに町を出る。馬にまたがった戦姫は、街道をすぐに外れてとくに目的もなく海岸を進んだ。

　奇妙な喪失感が、エリザヴェータの心に穴を開けている。サーシャの死を看取りたいなどとは思っていなかったし、そういうことが望める間柄でもない。彼女が生きていたとしたら、それぞれレグニーツァとルヴーシュの主として争ったことは想像に難くなかった。

――そんなことはわかっているのに。

　それにもかかわらず、エリザヴェータは寂せき寥りょうを覚えている。もしかしたら、彼女とかわす言葉が何かあったのかもしれないなどと考えてしまっていた。そんな自分に腹立たしさを感じながら、その感情を突き放すこともできなかった。

　気晴らしなので、馬を急がせたりはしない。ナウムも黙って従った。

　潮騒にまじって蹄の音が彼女の耳をくすぐる。時折、海鳥の鳴き声も聞こえた。

　四半刻ばかり馬を進ませただろうか。振り返ると、だいぶ町から離れていた。まわりの景色もごつごつとした岩場に変わっている。

「戦姫さま、そろそろ戻りましょうか」

　道と呼べるものが見当たらなくなってきたからだろう。後ろに控えていたナウムが申し出た。エリザヴェータは答えず、岩場が途切れたところで馬を止める。

　彼女が立っている岩場から斜面を下っていったところに、小さな砂浜が広がっていた。砂浜の向こうには、またなだらかな斜面とともに岩場が続いている。

　岩場に挟まれたそこに、数人の村人がいた。

　ほとんどの者は貝を採っているようだ。エリザヴェータにも記憶はある。

　本来は春から夏にかけて採るのが望ましいのだが、冬を間近に控えて蓄えに不安がある場合は、いまぐらいの季節でも貝を採ることはあった。この時期に採れる貝は小さなものばかりだが、ないよりはましである。

　他に、砂浜には五、六人が乗れそうな大きさの舟が一艘あった。彼らは釣りもしていたのだろう。引っくり返して船底を上向けにしているのは、舟を乾かすために違いない。

　エリザヴェータの視線が動いた。村人たちの中に、ひとりだけ弓を持った若者がいる。砂浜でも海でもなく、空を見上げていた。エリザヴェータも若者の視線を追うように空を見上げると、数羽の海鳥が飛んでいる。

　納得したエリザヴェータはなんとなく視線を若者へと戻し、そして目を丸くした。若者が弓に矢をつがえて、弓ゆみ弦づるを引き絞っていたからだ。

「当てるつもりなのかしら」

「だとしたら、いささか高すぎますな」

　呆れたようなエリザヴェータの声に、ナウムが応じた。海鳥はいま、かなりの高さを舞っている。矢を届かせることなどできるはずがない。ふたりとも、若者は海鳥が降下するときを待っているのだと考えた。

　だが、その予想は外れた。五つか六つ数えるほどの時間が過ぎたあと、若者はとくに気負いもなく矢を放つ。海鳥の群れが飛んでいる高さは、たいして変わっていない。

　しかし、若者の矢は何でもないことのようにその高さに達し、狙いあやまたず海鳥を貫いた。エリザヴェータもナウムも目を瞠みはる。

　若者はすばやく第二矢をつがえて、放った。二羽目を射落とす。二羽目は、一羽目とさほど変わらない高さを飛んでおり、そればかりか一羽目が矢を受けたときには逃げるべく急旋回していたというのにだ。

　エリザヴェータはようやく理解した。若者が待っていたのは、海鳥たちを二羽続けて射落とすことができる瞬間だ。高さなど、はじめから問題ではなかったのだ。

　エリザヴェータは色の異なる視線を若者に向けたまま、後ろのナウムに問いかける。

「私の公宮に、これだけのことができる者はいるかしら」

「……おりません」

　答えるナウムの声にも驚愕が含まれていた。修練を積んだ弓兵でも難しいだろう。自分の目で見ていなければ信じられない技の冴えだった。

「いったい、どうやってあのような……」

　エリザヴェータはそこで言葉を切る。耳障りな怒鳴り声が聞こえたからだ。

　ふたりが立っているのとは反対側の岩場に十を超える数の人影が現れたかと思うと、斜面を駆け下りて村人たちを取り囲んだ。全員男で、薄汚れた服をまとい、手には斧や鉈なたなどの武器を持っている。エリザヴェータは彼らを見下ろして不快そうに顔をしかめた。

「いやな奇遇もあったものですわ」

　男たちの格好は、彼女が数日前に叩きのめした海賊らと同じだ。海賊船を一隻残らず沈め、あるいは拿捕したわけでもない。つまり彼らは海賊の残党なのだろう。

　エリザヴェータに、眼下の村人たちを助ける義務はない。彼女が守るべきは治めているルヴーシュの民であって、レグニーツァの民ではない。

　見殺しにしたことが発覚すれば問題になるかもしれないが、村人も海賊も自分たちには気づいていないようだ。そもそも二十歳にもならない娘ひとりと騎士ひとりで、十人以上の海賊に立ち向かえというのが無理な話である。

　だが、エリザヴェータは腰に提げていたヴァリツァイフを握りしめ、馬を躍らせて斜面を駆け下りていた。正義感からではない。逃した海賊たちが、自分の目の前で乱暴狼ろう藉ぜきを働くというのが許し難いのだ。

　馬蹄の轟きに、海賊たちがエリザヴェータを見る。村人たちは囲まれ、刃を突きつけられているので振り返る余裕などなかったようだが、幸運だったかもしれない。

　エリザヴェータは馬上で容赦なく黒鞭を振るった。雷光を帯びて白く輝く鞭は、近くにいた海賊の頭部を血煙とともに吹き飛ばす。

　海賊たちの顔色がはっきりと変わった。エリザヴェータの考えた通り、彼らは数日前の戦いでルヴーシュ軍に敗れて逃げた者たちだ。

　戦場から逃げ延びた彼らはどうにか大陸にたどりついたものの、このあたりの地理をまったく知らない。途方に暮れていたところに、沖合いまで舟を出して釣りをしていた村人たちを見つけ、捕まえるべくここまでやって来たのだった。

　戦場には場違いなドレス姿で、黒鞭を振るっては死体の山を築きあげた赤い髪の戦姫の存在は、海賊たちにとって悪夢となって記憶に残り続けている。さらにエリザヴェータが黒鞭でふたりの海賊を葬り去ると、残りの者たちは悲鳴をあげて逃げだした。

　雷渦の閃姫イースグリーフは見逃すつもりなどない。馬を走らせて、海賊たちをひとりずつ確実に打ち倒していった。

　だが、海賊たちが岩場を駆けのぼって逃げると、さすがに追いきれない。彼女がいま駆っているのは訓練された軍馬などではなく、せいぜい旅に使えるていどの馬だからだ。

　エリザヴェータはやむなく馬から下りて、引っかからないようドレスの裾をつまみ上げつつ、自分の足で岩場を上っていく。ナウムだけが従った。村人たちは死体と化した海賊を見て、呆然とその場に座りこんでいる。血の気の引いた顔で震えている者もいた。

　岩場を上りきって、エリザヴェータは舌打ちをした。海賊たちはもう反対側の斜面を駆け下りていたのだ。そこもまた砂浜になっており、五、六人ほどが乗れるだろう小さな舟が二艘ある。海賊たちはそれを担ぎ、急いで海へ運んでいた。

「待ちなさい！」

　おもわず怒鳴りつけたが、それで待つはずがない。海賊たちは海に舟を浮かべて乗りこみ、櫂かいを握りしめて漕ぎだす。

　エリザヴェータは反対側――村人たちのいる砂浜を振り返った。ものすごい勢いで岩場を駆け下りて村人たちを睨みつけると、鞭を持った手で引っくり返されている舟を示す。

「あれを貸しなさい。それから、漕ぎ手として何人か乗りなさい」

　高圧的な口調で一方的に言い放ち、ふと弓を持った若者に視線を向けた。

「矢はありますの？」

　うなずく若者に、エリザヴェータは眉をひそめる。他の村人たちは突然の事態に驚き、泣きわめいてうろたえるばかりだというのに、この若者だけは慣れているかのように落ち着いているのだ。

　年齢はエリザヴェータと同じくらい。ぼさぼさのくすんだ赤い髪に無精ひげを生やしている。体格は平均的ながら、よく鍛えられているのが麻の服から伸びた手足でわかった。

「おまえは来なさい」

　さらにエリザヴェータは三人の村人を選び、舟を海まで出させて乗りこんだ。







　エリザヴェータは舟の先頭に座っている。その後ろにナウム、弓を持った若者、櫂を漕ぐ三人の村人たちという順だ。

　海に出ると、海賊たちの乗っている二艘の舟はすぐに見つかった。

　エリザヴェータの姿を見た海賊たちは、櫂を漕ぐ手に力をこめて必死に逃げようとする。赤い髪の戦姫は苛立ちを隠さずに村人たちを振り返った。

「櫂は三本しかないのかしら？」

　村人のひとりが顔を真っ赤にして漕ぎながらうなずく。海賊たちも同じようで、このままでは両者の距離が縮まることはないだろう。

　そのとき、くすんだ赤い髪の若者が身体を起こす。膝立ちになって弓をかまえ、矢をつがえた。エリザヴェータとナウムは顔をしかめる。

　目測だが、海賊たちの乗った舟は二百アルシン（約二百メートル）以上離れている。まして舟は揺れているし、微風ながらも向かい風だ。届くはずがない。

　若者は弓弦の音を響かせた。そして、矢は海賊のひとりに命中したらしい。櫂を握ったままの影が、ぐらりと傾かたむいて海に落ちたのが見えた。

　若者はさらに矢を放つ。別の漕ぎ手がよろめき、その拍子に櫂を海に落とした。櫂がひとつでは、進む速度もたかが知れている。その舟は見る見る遅れはじめた。

　若者は自分の技量を仲間に誇るでもなく、もう一艘の舟に狙いを定める。こちらでも漕ぎ手をふたり海に落とした。

　それをすませると、若者はあらためて舟に腰を下ろす。村人から櫂を受けとり、漕ぎ手を代わった。エリザヴェータは不満そうに若者を振り返る。

「どうしてもっと射放ちませんの？」

　若者は黙って背中の矢筒を見せる。中身は空だった。射尽くしたのだ。エリザヴェータは納得したものの、若者の態度に肩を震わせる。話すことができないのかとも思ったが、村人と何やらぼそぼそ会話をかわしているのでそういうわけでもないらしい。

　苛立ちを、村人たちの欲を煽あおる形でエリザヴェータは吐きだした。

「もっと力強く漕ぎなさい！　見事やつらに追いついたら、褒美としてひとりあたり銀貨二枚を与えますわ！　砂浜で待っている者たちにも！」

　現金なもので村人たちは顔を見合わせ、目の色を変えた。さきほど若者に櫂を手渡した男などは、若者から櫂をひったくり、水飛沫を跳ねあげながら猛然と櫂を動かす。ナウムは彼らと己の主とを、さすがに呆れた目で交互に眺めた。

　エリザヴェータの舟は、ほどなく海賊たちの舟に追いつく。

　赤い髪の戦姫は狭い舟の上でさっそうとドレスをひるがえし、鞭の二振りで海賊たちのほとんどを海に叩き落とした。ほとんどと言ったのは、仲間を盾にしてひとりだけヴァリツァイフから逃れた者がいたからだ。背を丸めた小男で、腰に二本の短剣を吊るしている。

「鮫乗り」の異名を持つ海賊モリッツだった。オルシーナの海戦では左翼部隊の指揮官を務めていたが、形勢不利を悟った途端に仲間を見捨てて逃げた男である。

　黒鞭から巧みに逃れたモリッツは、船縁を蹴ってエリザヴェータに襲いかかった。懐に飛びこむことさえできれば、この男の振るう二本の短剣は相手を容赦なく斬り裂くのだ。まして鞭などでは対応できないはずだった。

　だが、モリッツの剣はエリザヴェータに迫ったところで突然現れた白い光に弾かれる。痛いほどの痺れが身体中に走り、モリッツは体勢を崩して頭から海に落ちた。

　声も出せず、かろうじて動く指を震わせながら、モリッツの身体は海面にぷかぷかと浮かびあがる。真っ青な顔の海賊へ、エリザヴェータは冷酷に告げた。

「意識はあるでしょう？　でも、あと半日は手も足も動かせませんわ。もっとも、半日どころか四半刻すら必要ないかもしれないけど」

　モリッツの目が恐怖に見開かれた。波に引っくり返されでもして呼吸のできない体勢になったら、死ぬ。泳ぐのも素潜りも得意な男が、溺れ死ぬのだ。よほどの幸運にでも恵まれないかぎり、そのときはいずれ訪れるだろう。それまで彼は怯え続けなければならない。

　雷光を反射して海面が一瞬だけ白く光り、雷鳴が轟いた。エリザヴェータがヴァリツァイフを振りかざして、海賊たちの乗っていた二艘の舟を粉々に打ち砕いたのだ。

「――ふう」

　エリザヴェータは小さく息をついた。喪失感が消えたわけではもちろんないが、あてもなく馬を走らせるよりはるかに気晴らしとなったのはたしかだ。わずかではあるが、サーシャへの手向けになる気もした。

　彼女はそれ以上モリッツにかまわず村人たちを振り返る。当然のように命令した。

「戻りましょう。漕ぎなさい」

　村人たちはエリザヴェータのすさまじさに唖あ然ぜんとして声も出ない様子だったが、彼女の声に気を取り直すと、慌てて櫂を動かす。

　彼らはもちろんエリザヴェータが戦姫だとは知らなかったが、その身なりや従者の存在から貴族あたりだと察していた。だが、いまの彼らにとってエリザヴェータはひれ伏すべき貴族というよりも、畏怖すべき上位者だった。

　ただし、くすんだ赤い髪の若者だけは、やはり彼女に恐れを抱いていないようだった。ぼんやりとした視線をエリザヴェータに向けたかと思うと、時折白い波を描く海に戻す。

　自分の異彩虹瞳ラズイーリスを珍しがっているのだとエリザヴェータはすぐに気づき、腹を立てたものの、この若者に興味も抱いた。

「おまえの名は？」

　最初、若者は自分が聞かれたのだとは思わなかったらしい。村人に肘でこづかれて、ようやくエリザヴェータを見上げる。

「ウルス、です」

　そう答えたウルスの後頭部を、村人のひとりがつかんで無理矢理下げさせた。村人は愛想笑いを浮かべてエリザヴェータを見上げる。

「も、申し訳ありやせん。こいつ、ちょっと頭をやられてまして、ご無礼を……。なにとぞ、ご容赦のほどを」

　ウルスの頭をおさえつけたまま、村人は顔を汗まみれにして深く頭を下げた。エリザヴェータは許すと短く言った。

　村人の態度は卑屈に見えるが、正しい。もしもエリザヴェータが暴君ならば、いまごろウルスは海に突き落とされていたかもしれないのだ。

――それにしても妙な訛なまりね。ブリューヌ訛り、かしら？

　ウルスの後頭部を見つめて、エリザヴェータはそんな感想を抱く。それから、おそるおそる顔を上げた村人に、すこし意地の悪い問いかけをすることにした。

「おまえ。私の瞳を見てどう思う？　思ったことを素直に言いなさい」

　右の金色の瞳と、左の碧い瞳とが村人を冷然と見下ろす。ナウムは前髪をかきあげるふりをしながら額を手で覆い、またはじまったといわんばかりの疲れた顔をした。その顔に刻まれている皺が、深さを増す。

「そ、そりゃあもちろん、その、宝石のように美しゅうございます！」

　精一杯、笑顔をつくって、村人はそう答えた。エリザヴェータはよろしいという表情でうなずく。聞き飽きた平凡な台詞だ。

　これはエリザヴェータの昏い劣等感と、やはり昏い優越感とが微妙に入り混じった、どちらかといえば不健康な部類の余興だった。どのような答えだろうと彼女は相手を罰したりしない。にこやかな笑顔でそう、と応じるだけだ。

　異彩虹瞳。生まれたときからエリザヴェータに備わっていた、不揃いの双そう眸ぼう。地方によっては吉兆とされ、また別の地方では凶兆とされる不確かな両眼。

　エリザヴェータは幼いころからこの瞳に苦しめられてきた。おとぎ話のように、瞳に不思議な力があったりしたわけではない。この二色の瞳を見た者たちは彼女を気味悪がり、笑いものにし、排除しようとしてきたのだ。

　悲しくて悔しくもあったが、片方の目を潰すような勇気はなく、眼帯をつけて過ごすようになった。それでも異彩虹瞳は知られているから、彼女はいじめられ続けた。

　時は流れてエリザヴェータがルヴーシュの戦姫となったとき、異彩虹瞳は公宮の者たちにむしろ喜ばれた。地方ごとに解釈が違うと知ったのはこのときだ。

　異彩虹瞳の戦姫はその後、気が向いたとき誰かに問いかけるようになった。

　自分の瞳を見て、どう思うのかと。

　いま目の前で平伏している村人のように宝石にたとえる者がもっとも多いが、他にも金色の瞳を太陽に、碧い瞳を空や海にたとえた者がいた。

　黄金と水晶にたとえた者もいた。花にたとえた者もいれば、鳥にたとえた者もいた。よく知らない伝説の武具にたとえた者もいた。とにかく美しいと褒め称えた者もいた。

　エリザヴェータが戦姫であることを知っていれば、褒め称えるしかない。すばらしいものにたとえるしかないのだ。それがわかっていて、彼女は問いかける。

「ウルス。おまえは？」

　ウルスはすぐには答えなかった。エリザヴェータの顔をじっと見つめて、首をひねり、何かを思いだしたのかぽんと手を打つ。

「猫みたいですね。昔、そんな猫を見たことがあります」

　ウルスの脳裏には、ずんぐりとした体たい躯くの老人がおもしろい土産を持ってきたというような顔で小さな猫を抱きかかえている図が浮かんでいる。老人の顔はぼやけていて、ウルスは彼の名前を思いだすことができなかった。

　村人が言葉にならない叫びをあげて、ウルスを海に突き落とす。派手な水飛沫があがった。他のふたりは顔を海よりも青くして言葉も出ないというありさまだ。

　ナウムでさえ狼ろう狽ばいのあまりどうしていいのかわからず、村人と海に落ちたウルスとエリザヴェータとの間で忙しく視線を往復させている。解釈次第では不敬のきわみだ。

　エリザヴェータは呆気にとられた顔で、海面に顔を出したウルスを見下ろしていた。若者の言葉に悪意はないが、賞賛とも言い難い。村人たちの反応もそれを裏づけている。

　鳥や花にたとえた者たちは過去に幾人もいたが、それらはあくまで美しいものという前提をふまえての賞賛だ。エリザヴェータは猫を好きでも嫌いでもなく、とりたてて美しいと思ったこともない。

　十を数えるほどの沈黙のあと、エリザヴェータは口元を手でおさえ、身体を折り曲げて楽しそうな声で笑った。彼女はまさしく意表を突かれたのだ。

　笑いをおさめると、エリザヴェータはウルスを引き上げるよう村人たちに命じる。それから単刀直入に訊いた。

「ウルス。おまえの身寄りは？」

　濡れた服を絞っていたウルスは口ごもり、村人らと顔を見合わせる。ウルスに代わって村人たちがおどおどしながら答えた。

「ウルスに身寄りはおりません。いえ、いるのかどうか定かではないのです」

「ウルスは……こいつは俺たちの村の者じゃありません。お姫さまが俺たちをお助けくださったあの場所に、倒れていたんです」

　ウルスがその砂浜に倒れていたのは十二、三日前のことだった。村人たちがウルスを見つけたのは、まったくの偶然でもない。彼らの村は砂浜の近くにあり、貝を採ったり釣りをするために、村人たちは毎日のように砂浜へと足を運んでいたからだ。

　倒れていたウルスの服はぼろぼろで身体は冷たく、死んでいるのかと思ったものの、近寄って調べてみると息があった。放っておくのもためらわれて、村人たちはウルスを村へ運んで手当てしたのだという。

「この近くを通る船から落ちて流れ着いたんじゃねえか、って村長は言っとりました」

　三日後に若者は意識を取り戻し、さらに二日後には話もできれば歩けるようにもなったのだが、村の者たちに素性を聞かれてもまるで思いだせなかった。

　何か思いだせないかとあれこれ質問を重ねたところ、ようやくウルスという言葉が若者の口から出てきた。そこで、村人たちは彼をウルスと呼ぶようになったのだ。

　記憶がない以上ウルスに行くあてはない。金銭の持ち合わせもない。

「王都シレジアには、いろいろなひとや物があふれているという。ひとまず、ここで皆の仕事を手伝って金銭を貯め、記憶が戻る日を期待する。そんなところでどうだ？」

　どうだと村長に言われても、ウルスにはそれ以外にできそうなことはなかった。命を助けてもらい、看病してもらった恩もある。よろしくお願いしますと頭を下げて、ウルスの新しい人生ははじまったのだった。

　村人が話を終えたころには、舟を出した砂浜が見えてきた。待っていた村人たちがこちらに気づき、喜んで手を振っている。

　しかし、エリザヴェータはウルスをじっと見下ろしていた。

「好都合ですわ」

　もしもウルスがレグニーツァの人間であれば、少々面倒なことになったかもしれない。だが、記憶喪失ならば何の問題もない。エリザヴェータはそう判断し、ウルスに告げた。

「おまえを引き取ります。ウルス。今日から私に仕えなさい」

　村人たちの顎がそろってかくんと落ち、ナウムは目を丸くする。

　ウルスはといえば、ぼんやりした表情と気の抜けた声で、はあと答えた。







　ウルスの引き取りは、何の滞りもなく進んだ。

　数日間とはいえウルスはよく働いたが、厄介者であることに変わりはない。どうしても引き止める理由はなく、むしろウルスの言葉のブリューヌ訛りが不安と警戒心を呼び起こすほどだった。物好きな貴族様が引き取ってくれるなら、願ったりかなったりである。

「よかったな、ウルス」

　村長はそう言って、ウルスの肩を叩いた。

「貴族様の気まぐれかもしれんが、悪いお方ではなさそうだ。真面目にご奉公すれば、いつかはブリューヌに帰ることもできようて」

「そうですね。ありがとうございます」

　ウルスも笑顔で村長に礼を言う。

　それからウルスは村の知りあいひとりひとりを訪ねて、別れの挨拶と世話になった礼を言ってまわった。砂浜でウルスを発見した村娘はひどく名残惜しげな顔をしたものの、元気でねと言って若者を見送ってくれた。

　この村娘は、ついに言えなかった。倒れているウルスを発見したとき、その手に黒い弓が握られていたことを。そして、その黒い弓がなんだかとても気味の悪いものに思えて、おもわず海へ投げ捨ててしまったことを。また、この数日で生まれたかすかな慕情を。

　ともかく、こうしてウルスはエリザヴェータに仕えることとなった。




　　　　　　　†




　エレンがレグニーツァでサーシャの死を看取ったころ、ライトメリッツの公宮では不在の主に代わり、リムアリーシャが執務室で山と積まれた書類を処理していた。

　主より三つ上の二十歳で、すらりとした長身を厚手の服に包み、艶のない金色の髪を頭の左側で結んでいる。腰のベルトには、他の者からは見えない角度で小さな熊の人形がぶら下がっていた。

　彼女はエレンの副官であり、また親友でもある。親しい者からはリムという愛称で呼ばれていた。整った顔には愛想のかけらもないが、不機嫌というわけでもなければ感情に乏とぼしいわけでもない。半ばは素であり、半ばは冷静であろうと努めているためだ。

　ライトメリッツに突然の来客があったのは、その日の夕方だった。

「ユージェン殿――パルドゥ伯爵が？」

　ユージェン＝シェヴァーリンは、ライトメリッツの東にあるパルドゥの領主だ。例外もあるが、家名に爵位のつくブリューヌと違い、ジスタートでは基本的に領地に爵位がつく。

「ひとまず応接室にお通ししてください。私もすぐに行きます」

　リムは軽い驚きを示しつつ、そう指示を出すと、仕事を中断して椅子から立ち上がった。待たされても機嫌を損ねるような相手ではないが、待たせるわけにはいかない。

　応接室へ向かうべく早足で廊下を歩いていると、ティッタが駆け寄ってきた。紺色の長袖と足元まであるスカートの上に白いエプロンをつけた見慣れた侍女の姿で、栗色の髪はツインテールにしている。

　ティグルがアルサスにいたころから侍女として仕えているブリューヌ人の少女で、仕事の場をこの公宮に移してからも健けな気げに、懸命に仕事に励んでいた。ここで働くようになってから半年以上過ぎたいまでは、エレンやリムだけでなく多くの者に信頼されている。

「応接室の暖炉に火は入れましたが、暖かくなるまでにはすこし時間が必要です。葡萄酒ヴィノーを温めてお出ししようかと思うのですが」

「お願いします。伯爵閣下は供の者を何人連れておいでですか？」

「従者の方がおひとり。別の部屋で休んでいただいています」

　ライトメリッツはまだ秋と呼んでいい気候だが、空が暗くなるころにはさすがに冷えてくる。廊下から見える夕暮れの空を一いち瞥べつし、リムはティッタに言った。

「伯爵閣下ならば問題ないと思いますが、羽織るための毛皮も用意しておいてください。侍女長に言えばすぐに出してくれます」

　わかりましたと一礼し、ティッタは廊下を駆けていく。

　応接室の前に着いたリムは、中へ呼びかけてから扉を静かに開いた。室内の暖気が流れてきて彼女の頬を撫でる。部屋の中ではひとりの男がソファに腰を下ろして身体を休めていたが、リムの姿を見ると微笑を浮かべて立ち上がった。

「ひさしぶりだな、リムアリーシャ。元気にしていたか」

「はい。ユージェン殿もご壮健のようで何よりです」

　リムも表情を緩めて会釈する。彼女にとって、ユージェンは師と呼べる男だった。エレンが戦姫になった約三年前、ユージェンはライトメリッツの文官に請こわれて、ジスタート貴族としての礼節や作法を教えるために公宮を訪れたことがあったのだ。

　現在四十四歳。長い髪はくすんだ灰色で、顎の下に灰色の長い髭がある。穏やかな風貌と痩せ気味でひょろりとした体格から静かな人物と思われがちだが、エレンとともに彼から多くのことを教わったリムは、そうではない一面もあることを知っていた。

「ところで、ヴィルターリア殿は？」

　エレンのことだ。リムがとっさに答えに詰まると、ユージェンは闊達に笑った。

「ふむ。またこっそり公宮を抜けだして市街に出ておられるのかな」

　リムはおもわず赤面してうつむく。エレンのそうした振る舞いは、ユージェンにいろいろと教わっているときからのものだった。

　ちょうどティッタが葡萄酒を満たした銀杯を盆に載せて運んでくる。リムは気を取り直してユージェンにソファを勧めた。

「ともかく、よくおいでくださいました」

　ユージェンがソファに再び腰を下ろすのを待って、テーブルを挟んで向かい側に置かれたソファにリムも座る。それからティッタがテーブルに銀杯を置いた。栗色の髪の侍女は一礼すると、廊下に出て扉を閉める。ユージェンが興味深そうな顔でリムに聞いた。

「いまの娘は、三年前にはいなかったと思ったが」

「ティッタといいます。ブリューヌ人で、諸事情あって預かっています」

「ブリューヌか。噂には聞いていたが、いろいろと変わったようだ。――おぬしがそのような可愛らしい趣味を持つようになるとは」

　その言葉にきょとんとしたリムは、ユージェンの視線を目で追う。そして、自分の腰のベルトから下げたままになっている人形に気づいた。執務室の外に出るときは外すよう心がけていたのだが、ユージェンへの対応を急ぐあまり、つい忘れてしまっていたのだ。

「い、いえ、これは、その、お守りというか……」

「恥ずかしがらずともよいではないか。熊は家畜の神たるヴォーロスの化身とも呼ばれているし、人形は女性らしさがある。誰ぞ想い人でもできたかな」

　慌てていたリムだが、冗談めかしたユージェンの問いかけに落ち着きを取り戻し、寂しげな表情で「いえ」と短く否定する。微笑を浮かべて話題を変えた。

「湯と食事はいま用意させておりますが、どうしてまた急にいらっしゃったのですか」

　リムの知るかぎり、ユージェンは事前に使者をよこす男だ。何かあったのだろうかと思って聞いたのだが、礼儀作法の師は笑って首を横に振った。

「そう気を遣わずともよい。通り道だったゆえ、挨拶がてら寄っただけなのだからな」

「通り道？」

　首をかしげるリムに、ユージェンはうなずくとテーブルの上の銀杯を手にとった。銀杯の表面が、暖炉の中で赤々と燃える炎に照らされて鈍く輝いている。

「国王陛下に呼ばれて、王都へな」

　リムは納得した。ユージェンの治めるパルドゥから王都シレジアへ行くには、たしかにライトメリッツの街道を通った方が早い。

「もう日も暮れます。今夜はこちらにお泊まりください。さきほども申しあげましたが、湯と食事の用意もさせておりますので」

「しかし……」

　ユージェンはためらったようだった。リムは押しつけがましくならないよう気をつけながら、さらに言葉を添える。

「ユージェン殿を葡萄酒一杯で送りだしては、エレオノーラ様に叱られてしまいます。臣下の恥は主の恥。忘れたことはありません」

　リムの言葉にユージェンは苦笑を浮かべた。それは三年前に礼法をエレンとリムに教えていたユージェンが、彼女らに何度も言い聞かせた言葉だったからだ。より正確には「我々の恥は主の恥、主の恥は国の恥」というものだったが。

「なに、ヴィルターリア殿の普段の振る舞いを考えれば、おぬしを叱ることなどできんよ」

　そう言ってユージェンは葡萄酒を呷あおると、苦笑をあたたかな微笑に変えて続けた。

「とはいえ、そこまで申し出てくれているのを断るのもかえって失礼か。おぬしの厚意に甘えさせてもらうとしよう」







　ユージェンにはまず湯浴みをすませてもらい、そのあとティッタが彼を客間へと案内した。客間は応接室と同じく暖炉に火を入れてあたたかくしてあり、リムとユージェンはテーブルを挟んで座る。

　リムがユージェンのために用意させた夕食は、どちらかといえば素朴なものだった。

　温めた牛乳をたっぷりかけた麦の粥カーシャに、胡桃と香草を混ぜた玉子焼き、薄切りにしたジャガイモに塩気の強いチーズを載せて溶けるまで焼いたもの、豆と魚のスープなどがテーブルに並んで食欲をそそる香ばしい匂いを漂わせ、あるいは湯気を立ち昇らせている。

　これらの料理は、ユージェンの好みを覚えていたリムの指示によるものだった。はたしてユージェンの反応を見ると、幸いなことに彼の嗜好は三年前と変わっていないようだ。

「奥様とお子様は、お元気にしていらっしゃいますか」

「ああ。娘はずいぶんとやんちゃに育ってしまってな。ヴィルターリア殿の戦場での活躍を聞いて、自分もいまのうちから剣と馬を嗜むのだと生傷の絶えない毎日だ。妻とは正反対に育っているのだが、あれはそれがむしろ楽しいらしい。止めずに見守っておる」

　ユージェンには妻と娘がいる。ため息混じりではあったが、痩せ気味の伯爵の声には娘と妻への情愛があふれていた。

　そのことを確認すると、リムはあらためてユージェンに対して尊敬の念を覚える。

　彼の妻は市井の娘などではなく、王族だったからだ。ヴィクトール王の姪である。

　かつて、ユージェンはヴィクトール王の側近を務めていたのだが、国王に臆せず進言する剛直な気性を気に入られて、国王の姪との結婚を勧められたのだという。いまから十五年前のことだ。

　ジスタートの法では王族の女性が結婚した場合、彼女の有していた王位継承権は夫に移る。ヴィクトール王の姪と結婚すれば、王位継承権第八位を手に入れることになる。国王にしてみれば、最大限の厚意の表れだったろう。

　ユージェンは国王に感謝し、彼女と結婚した。そして、王国南部のパルドゥを領地として与えられ、妻を連れてそこへ移り住んだのである。その後は新年を祝う行事などを除いて、王都へ足を運ぶことはほとんどなかった。彼なりの、忠誠の示し方だったのだ。

　ちなみにこの話をユージェンから聞かされたときのエレンは「えっ」と言ったきり絶句して、この痩せ気味の伯爵をまじまじと見つめたものだった。ヴィクトール王にそのような一面があったことが、エレンにはそれほど衝撃だったのである。

　三年ぶりの再会とあって、リムとユージェンはおたがいの近況を語りあっていたのだが、ユージェンが昨年のブリューヌにおける内乱に触れると、リムの顔に憂愁の影が差す。

　それに気づいたユージェンは話題を変えようとしたが、リムは意を決した顔になると灰色の髪の伯爵をまっすぐ見つめた。

「いえ、お気遣いは無用です。それに、ユージェン殿には聞いていただいた方がいいかもしれません」

　青い双眸には真剣さと切実さが満ちており、ユージェンは表情をあらためる。

「……伺うかがおう」

「それでは、ブリューヌの内乱についてお話しさせていただきます」

　ティグルヴルムド＝ヴォルンを捕虜にしたディナントの会戦から、ライトメリッツのアルサスへの協力と内乱の介入、レギン王女を救出してテナルディエ公爵を討つまでの出来事を、リムはできるだけ簡潔に説明する。

「その後、ティグルヴルムド卿は客将として、この公宮で日々を過ごされていました。彼は我が国の文化などを積極的に学ぶ姿勢を見せており、私も微力ながらそのお手伝いをさせていただいておりました」

　ときにエレンもまじえて、リムはティグルにさまざまなことを教えた。ジスタートの礼儀作法や宮廷で必要な言葉遣い、習慣や昔から伝わるおとぎ話なども。ときにはティグルがエレンとリムにブリューヌの習慣やことわざなどを教えたりすることもあった。

　地方の村からあがってきた難題に、三人でどう解決するか頭を悩ませたこともある。

　リムが驚き、かつティグルを尊敬したのはその真面目さと柔軟さだった。ライトメリッツやジスタートの利益になることでも、ティグルは真剣に考えた。

　だが、たとえばライトメリッツとアルサスの利害がぶつかった場合、若者は多少の譲歩はしても全面的な妥協は決してしなかった。その姿勢にリムはかえって信頼と好感を抱いたものだ。

　軽い食事を持ってきたティッタまで参加させてただの雑談に終始した日もあれば、社会勉強の名のもとに、変装して四人で城下へ出たこともあった。

「口はばったい申しあげようながら、ティグルヴルムド卿は異国の客人にとどまらず、エレオノーラ様にとって貴重な友人であったと思っています」

　リムはそこで一旦言葉を切った。このまま休まずに話を続けたら、感情の昂たかぶりをおさえられなくなる気がしたのだ。

　ここまでユージェンは黙ってリムの話に耳を傾けていたが、彼女の言葉が途切れたためか静かに口を開いた。

「そのお客人は、どこかへ出ておられるようだな」

「……どうしてそれが？」

「いま公宮におられるのであれば、おぬしが紹介しないはずがない。ヴィルターリア殿のご友人と言ったが、おぬしもそうとう入れこんでいるようだ」

　リムはおもわず顔をうつむかせる。落ち着いて話したつもりだったが、見破られていたらしい。それとも、気づかないうちに自分は熱心に語ってしまっていたのだろうか。

「ティグルヴルムド卿は……」

　いけないとリムは思った。落ち着こうと自分に言い聞かせたばかりなのに、もう声が沈んでしまった。しかし、取り落としてしまった冷静さはもう戻ってこなかった。

「ティグルヴルムド卿は、ある用事から、アスヴァール王国へ行かれたのですが、帰りの船が何者かに襲われて、海に落ちて……」

　言葉が途切れ途切れになる。ユージェンの顔が緊張に張り詰めた。状況の深刻さを、この痩身の貴族は即座に理解したのだ。

　ブリューヌから預かっている客将が、自分の意志で気ままに他国へ足を運べるはずがない。そこにはジスタートの思惑が絡んでいると考えるべきだ。

　であれば、ティグルが海に落ちたことについて、それがたとえ事故のようなものだとしてもジスタートに非がないはずはない。ブリューヌはジスタートを許さないだろう。

　そして、ブリューヌとジスタートの間に対立が生じれば、ムオジネルやザクスタンといった周辺諸国がよけいな色気を示すに決まっているのだ。

　ユージェンは過去に、ブリューヌとの外交を十年近く担当したことがある。今後の状況次第では、困難な任務を命じられる可能性は小さくない。いや、いま彼がこうして王都に呼ばれている理由がすでに、そういう類の話なのかもしれなかった。

　リムもそれを考えたからこそ、悲しくなるのをわかっていて話したのだ。

「リムアリーシャ」

　ユージェンは穏やかに笑って言った。

「以前にも言ったと思うが、泣くことは決して恥ずかしいことではないのだ。誰かを想ってならば、なおのことな」

　ユージェンの言葉が終わる前に、リムの目から涙があふれて頬を伝う。

　一度自覚すると、止まらなかった。戦姫の代理を務める娘はうつむき、肩を震わせて嗚お咽えつを漏らす。ブリューヌの若者の失踪を耳にしてからリムが人前で涙を流したのは、これがはじめてのことだった。







　四半刻の半分ほどの時間で、リムは泣き止んだ。

「無理をせずともよいのだぞ」

　赤くなった目のまわりを拭っている金色の髪の娘に、ユージェンは優しく声をかける。

「それこそ一日や二日休んでも。そのていどで混乱するような公宮ではなかろう」

「お気遣いありがとうございます。ですが、だいじょうぶです」

　結局腰のベルトにつけたままの熊の人形にそっと触れながら、リムは首を横に振った。

「こう言っては未練を笑われてしまうかもしれませんが、私はまだティグルヴルムド卿が生きていると信じたいのです。あの方は、このようなところで命を落としたりしないと」

　青い瞳はかすかに潤んでいるが、口調はしっかりしている。落ち着きを取り戻したらしいとみて、ユージェンは安心した顔でうなずいた。

　それからリムは、エレンが不在の理由について話す。話を聞き終えたユージェンは厳いかめしい顔つきになった。

「アレクサンドラ＝アルシャーヴィン殿が……。お会いしたのは一度だけだったが」

「ユージェン殿。私のしたことは間違っていたでしょうか」

　リムが不安を吐露する。師と仰ぐユージェンにだからこそ聞けることだった。灰色の髪の伯爵は穏やかな笑みを浮かべて首を横に振る。

「正しかったとは言えんが、間違っていないと私は思う。アルシャーヴィン殿はレグニーツァの統治者としてもよきお方だと聞いている。その方との友ゆう誼ぎをヴィルターリア殿が大事に思っていたことを、レグニーツァの民は忘れないだろう。それにな――」

　ユージェンは真剣な表情になると、声を低めて続けた。

「実のところ、ムオジネル軍が近いうちに侵攻してくるとは思えん」

「私も同感です」

　リムがそう答えると、ユージェンの目に楽しそうな感情が浮かぶ。

「説明できるかな？」

　三年前、エレンやリムにいろいろなことを教えていたときの態度と口調に戻っていた。リムもつられて微笑を浮かべる。ティグルに対して教師ぶった態度をとっていたせいか、教え子の立場に戻った自分が懐なつかしく思えた。

「いま攻めてくる意味が考えられないからです」

「どうかな。ブリューヌは昨年の内乱で疲弊している。ザクスタンもあまり内情がよくないと聞いている。ムオジネルは東方諸国ともいまのところうまくやっているようだし、それなら我が国にいらぬちょっかいをかけたくなるのではないかね」

「小競り合いていどなら国境で頻繁に起きていると思います。十万もの大軍を動かすならば、そこには必ず何らかの目的があるはずです」

「我が国の南部はなかなかに豊かな土地だ。それに、現在のムオジネル王は国境を外側に広げることを積極的に好む人柄のようだが」

「はい。そこで、ムオジネルがとった手段はアスヴァールと手を組むことです。そうして南と西から我が国を圧迫しようとしています。失敗したようですが」

　リムは他言無用と前置きをした上で、アスヴァールの内乱が終結したこと、ジスタートはギネヴィア王女と盟を結んだことを語った。このことはさすがに初耳だったらしく、ユージェンは目を丸くして感心する。

「そうなると、ムオジネルの目的はこちらの注意を十万の軍に引きつけることだろうな。その間にアスヴァールに関わった者たちや我が国に潜伏しているだろう者たちを引きあげさせるつもりに違いない」

「はい。もっとも、こちらが隙を見せればより派手な挑発をしてくる可能性はあります」

　リムの答えを聞いて、ユージェンは満足そうにうなずいたが、すぐに顔を引き締めた。

　そうしていくつかの深刻な話題を終えると、ふたりは沈みそうになる気分を払うかのように歓談に興じる。話すことはいくらでもあった。

　翌日の早朝、自分で言った通りにユージェンは従者とともにライトメリッツを発った。リムは公宮の城壁から、遠ざかっていくその後ろ姿を見送ったのである。
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　レグニーツァからルヴーシュに帰還したエリザヴェータ＝フォミナは、まず留守の間にたまっていた政務をかたづけねばならなかった。

　何割かは留守を預かっていた官僚たちが処理していたものの、この公国の主であるエリザヴェータの決裁を絶対に必要とする案件は当然ながら少なくない。廊下を歩いて執務室に向かうまでの間にも、彼女はいくつもの報告を聞いては指示を出した。

　執務室に入れば、机の上には山と積まれた書類がある。政務においての最優先事項をかたづけると、次は今度の海戦についての処理が待っていた。

「戦利品がいくらかあったとはいえ、正直得るところのない戦でしたわ」

　兵や船乗りへの報酬、死者の遺族への見舞金の手配、軍船の修理や各種装備の補充の指示などを終えると、エリザヴェータはため息をついた。

　海賊たちから奪った約二十隻の船をはじめとする数々の戦利品はレグニーツァと半分にわけたが、今度の海賊討伐にかかった戦費や損害の方が大きいのは間違いない。

　捕らえた海賊たちは、港町にいたムオジネル人の商人に奴隷として売り払ったが、海賊ということでかなり足元を見られて、買い叩かれた。こちらがさっさと手放したがっていたことも見透かされていたのだろう。

――もっとも大きな損失といえば……。

　エリザヴェータの脳裏を、サーシャとトルバランの戦いの光景がよぎった。全体で見れば、彼女の死は間違いなくもっとも大きな損失だろう。

――あの魔物との戦いを、アレクサンドラは誰かに伝えたのかしら。

　サーシャと親しかった戦姫はエレン、ミラ、ソフィーあたりだ。

　ソフィーとオルガが、アスヴァールから帰還する途中でトルバランに襲われたというから魔物の存在自体は知っているだろうが。

　エレンの顔が思い浮かんだ。

　せめて彼女には、サーシャがどう戦ったのかを話すべきだろうか。

――どうして私がそんなこと。レグニーツァの誰かが話すでしょう。

　首を左右に振って、エリザヴェータは雑念を振り払う。それから執務机の上に積まれた書類の山を、目をすがめて睨みつけた。主としての義務をおろそかにするつもりはないが、あと四半刻ほど何も考えずぼうっとしていたいというのは贅沢だろうか。

　不意に扉が外から叩かれ、従僕の声がした。

「戦姫さま。ビドゴーシュ公爵閣下がお見えになりました」

　エリザヴェータの反応は一瞬、遅れた。疲労だけではない。訪問者は、彼女を驚かせるに足る相手だったのだ。

「――イルダー様、いえ公爵閣下が？」

　エリザヴェータは勢いよく椅子から立ち上がると、足早に扉へ歩み寄る。扉を開けると従僕が立っていた。

「案内なさい。公爵閣下は従者を何人連れておいでなの？　人数分の客室と料理、湯の用意をしなくてはね」

「従者は三人連れておいでです。他の者が応接室にご案内しております」

　従僕の答えに、エリザヴェータは安あん堵どの息をつく。イルダーを含めて四人ならば、礼を失することもなく対応できそうだった。

「ご苦労さま。よくやってくれたわ」

　エリザヴェータはそう褒めて従僕の労をねぎらうと、白絹のマントを用意させ、それを羽織ってとりあえず格好をつける。突然の来客とはいえ、できれば戦姫としてふさわしい装いで迎えたいところだが、着替えや化粧をしていては相手を待たせてしまう。割り切るしかない。

　応接室の前にたどりついたエリザヴェータは扉を叩いて名のり、相手の返事を待って押し開ける。

「おひさしぶりですわ、公爵閣下」

　エリザヴェータはにこやかな笑みを浮かべて一礼した。公爵閣下と呼ばれた男はソファに座ってくつろいでいたが、立ち上がるとエリザヴェータに精せい悍かんな顔を向けて会釈する。

「こういった場ではイルダーでかまわぬ。あなたもお元気そうで何よりだ。戦姫殿」

　ビドゴーシュ公爵イルダー＝クルーティスは三十四歳。長身で、修練と戦に鍛えられた身体は日に焼け、鋭く引き締まっていた。彫りの深い顔には凛り々りしさと覇気がある。

　彼はヴィクトール王の甥だ。王弟の息子なのである。王位継承権は第七位で、王国より公爵位を授かっている。ルヴーシュに近いビドゴーシュを治めており、関係はいまのところ良好といって差し支えない。助けたこともあれば、助けられたこともあった。

　イルダーは統治者としても優れた力量を持っているが、もっぱら武勇のひととして知られている。当人も、自身の本質は武勇にあると考えている節があった。

　実際に剣技や馬術、戦場での指揮能力は高く、ジスタート北部ではそれらにおいて彼にかなう者はいないのではないかとささやかれるほどだ。

「このたびの蛮族討伐、無事に終えたと伺っており、何よりでございます」

「あなたの方こそ海賊討伐では大活躍だったそうではないか」

「いたらなさから戦友を亡くしてしまいましたわ」

　エリザヴェータは声を落とす。だが、兵にも多く損害を出したという自責の念については口にしなかった。イルダーもまた多大な犠牲を出したという話を聞いていたからだ。

　一ヵ月ほど前、イルダーはヴィクトール王に命じられ、三千の兵を率いて王国の北方を荒らしている蛮族の討伐へと向かった。

　当初の予定では事後処理まで含めて二十日以内に終わるはずだったが、蛮族の数は報告よりもはるかに多く、しかも予想以上に抵抗し、イルダーは苦戦を強いられたのだ。蛮族を一掃できたのは数日前のことで、損害も二割近くに達した。

　討伐に成功したとはいえ、イルダーにとってはおおいに不満の残る結果だったのだ。

　重苦しい雰囲気を払うべく、エリザヴェータはことさらに明るい声で聞いた。

「ところで、本日はどのような用事でこちらへ？」

「いや、ここには立ち寄っただけだ。挨拶もなしに通り過ぎるのもどうかと思ってな。すぐに失礼させてもらう」

「そうおっしゃらず、しばし休んでいかれてはいかがですか？　公爵閣下、いえイルダー様は余裕がおありのようですが、従者の方々は疲れているご様子だとか。急ぎの用であれば、お引き止めするわけにもまいりませんが」

「ふむ。そこまでおっしゃるのであれば、ありがたく厚意を受けるとしよう」

　イルダーは笑ってエリザヴェータの申し出に感謝の意を示した。







　イルダーの来訪が突然だったこともあり、エリザヴェータが用意した食事はいわば間に合わせのものになってしまったが、それでもなかなかに贅を凝らしたものだった。

　薄く焼いたパンにチョウザメの卵を載せたもの、鮭を細かく切って混ぜた玉子焼き、牛肉と山菜の串焼き、ニジマスの塩焼き、小エビや貝、キノコを入れて香辛料をたっぷりきかせたシチュー、海藻を使ったスープなどがテーブルを埋める。

　ルヴーシュは海に面しているため、スープやシチューなどにも海で採れるものを使うことが多い。どの料理もできるかぎり熱くしており、立ち昇る湯気で、テーブルの向こうにいるイルダーの顔が見えなくなるほどだ。

　他に、葡萄酒と火酒ウォトカの瓶が置かれた。イルダーが火酒を愛飲していることを、エリザヴェータは知っている。ちなみに、イルダーの従者たちは別の部屋で食事をとっていた。

「イルダー様のお口に合えばよろしいのですが」

「戦姫殿は心配性だ。突然訪ねたにもかかわらず、このように心のこもった饗応。美味でないはずがない。それに、私は先日まで戦場にいた身なのでな」

　笑って、イルダーはテーブルに並べられた食事を次々と平らげていった。見事とすらいえる健啖ぶりに感心しながらも、エリザヴェータはさりげない口調でどこへ行くのかを尋ねる。

「王都だ。陛下に呼ばれてな」

　火酒を満たした杯に口をつけながらイルダーは答えた。ジスタート北部で造られている酒は他の地方にくらべて辛いのだが、イルダーは平気な顔で呷ると満足そうな息を吐きだす。

「ところで、剣の鍛たん錬れんは続けておられるかな」

　一時期、イルダーはエリザヴェータに剣の手ほどきをしていたことがあった。エリザヴェータから頼んだのだ。

　竜具ヴィラルトヴァリツァイフは雷光を帯びた黒い鞭だが、所有者であるエリザヴェータの意思によって棒状の武器にもなる。鞭としてのヴァリツァイフの扱いに習熟していても、エリザヴェータにしてみればそれだけでは不完全なのだった。

「鞭を操る戦姫が剣に興味をお持ちとは」

　そう言ってイルダーはおもしろがったものの、長剣と短剣の扱いについて一通りエリザヴェータに教えてくれた。

　非公式の場では名前で呼んでもかまわないとイルダーが言ったのはそのときで、エリザヴェータは口説かれているのかと思ったのだが、それはイルダーの持つある種の気さくさなのだとわかってからは、そう呼ぶようにしている。

「ええ。あのころにくらべれば、だいぶよくなったと自分でも思いますわ」

「それは何よりだ。説教くさい言い方になってしまうが、今後も鍛錬を怠らぬよう」

　そうして翌朝、イルダーは予定通りに公都を発って王都へ向かった。

　国王の甥とその従者たちを見送ったエリザヴェータは、執務室で淡々と仕事をこなす。

　ラザールという古参の文官がエリザヴェータのもとを訪れたのは、昼になってまもないころだった。先代の戦姫のころから仕えている男で、その能力はたしかなものがある。

「あのウルスという男は、いったい何者でございますか？」

　しかつめらしい顔での質問に、エリザヴェータはきょとんとする。ウルスについては、たまっていた政務が一段落したらじっくり考えて処遇を決めようと思い、ひとまず客室のひとつを与え、食事をはじめとする彼の世話を従僕のひとりに命じたはずだった。

「何かいたずらでもしたんですの？」

「いえ、いえ」

　ラザールは首を横に振った。否定するときに「いえ」を繰り返すのはこの男の癖だ。

「非常におとなしいのですが、私どもは戦姫さまから何も聞いておりませんので」

　言われてみれば、とくに説明はしなかった気がする。

　公宮に帰ってきたエリザヴェータはやるべきことがあまりに多く、さらにイルダーの訪問まであったために、つい失念していたのだ。

　やってはいけないと言われたことをやるときのような緊張感を覚えながら、エリザヴェータはできるだけ当たり前のことを言うような口調で告げた。

「ウルスを私の従者とします」

「……あの男はいったい何者でございますか？」

　記憶喪失でわからないと素直に答えると、ラザールはたちまちのうちに渋じゅう面めんをつくる。

「捨てられていた野良猫を飼いたい、などという話とはわけが違うのですぞ」

「ええ。野良猫よりもよほど役に立ちますわよ」

　エリザヴェータは平静を装っているが、その内心では不安と緊張が渦巻いていた。

　赤い髪の戦姫にとって、これはある種の冒険だった。

　もともとエリザヴェータは文官たちに対して遠慮がある。彼らの中に、ひとりとして彼女の選んだ者はいないからだ。

　エリザヴェータがルヴーシュの戦姫となったのは三年前だが、そのときには政務に携わる官吏も、兵を統率する将軍や騎士も過不足なくそろっていた。先代の戦姫が心を砕いてさがし集め、鍛えあげた精鋭たちである。

　彼らがいるおかげで、エリザヴェータは人材をさがす必要がなかった。それは非常にありがたいことだったが、赤い髪の戦姫は彼らに対して隔意も抱いた。

　彼らは、先代の戦姫とエリザヴェータを比べるのだ。その発言を、立ち居振る舞いを、政治的手腕を、戦場での指揮を。

　将軍や騎士たちに対しては、エリザヴェータはほどなく強気に出られるようになった。

　彼女は戦場において非凡な才能を発揮し、ひとりの戦士としては勇敢で、それは彼らを敬服せしめるに充分だったのだ。戦場における迷いや弱気の危険性についても赤い髪の戦姫は知り抜いており、ときには高圧的な態度で部下たちをおさえつけることもできた。

　だが、政務においては、エリザヴェータはいまだに自信を持てずにいる。目立った失敗こそないものの、先代の戦姫にくらべるとどうしても見劣りしてしまうのだ。そして文官たちはそれを見逃さず、エリザヴェータは彼らに何も言うことができなかった。

「ウルスの弓の技量は驚くべきものがありますわ。優れた人材を抜擢するのも統治者の務め。あなたが私に教えてくれたことですのよ」

　エリザヴェータはそう言って反論を封じようとしたが、ラザールはそのていどでは黙ってくれなかった。

「戦姫さま。たしかに私はそのように申し上げたことがございます。ですが、得意なことがひとつあれば、他のことには目をつぶってもよいのでしょうか。そんな抜擢の仕方があっていいはずはございません。たとえば先代の戦姫さまのときは……」

「私は先代の戦姫ではありませんわよ？」

　そう言葉を返すと、ラザールは、はっと口をつぐんでうやうやしく頭を下げる。

「申し訳ございません。ですが、戦姫さまのご不興を買ってでもあえて申しあげます。どれほど優れた能力を持っていようと、素性の知れぬ者を従者とするなど賢者の行いではありませぬ。なにとぞ思いとどまりくださいますよう」

「どうしても？」

　エリザヴェータは眉をひそめて懇願するような口調で言った。今回の場合、彼女が文官たちに強く出られない理由はもうひとつある。

　彼女がウルスを従者にしたいと思ったのは、さきほど述べたように優れた弓の技量の持ち主であることと、自分の問いかけに対する答えが気に入ったからだ。前者はともかく、後者の理由を他者に納得させることは難しい。

　ラザールはといえば、なおも食い下がるエリザヴェータを困り果てた顔で見た。

「……どうしてもあの若者を従者にしたいとおっしゃるのですか？　いま仕えている者たちに何か不満でもおありなのでしょうか」

「不満などありませんわ。このルヴーシュの平和は、あなたたちが力を尽くしてくれるからこそ。それとは関係なく、私はウルスを従者にしたいのです」

　言い切り、エリザヴェータはじっとラザールを見つめる。老文官もまた口を閉じた。

　おたがいに黙って見つめ合う。

　そうして一千を数えるほどの時間が過ぎたあと、ラザールはついに折れた。

「それでは、様子を見させていただけませんでしょうか」

「様子？」

「まず、馬ば丁ていを二年から三年ほど務めさせるのです。それで真面目に働くようなら、待遇についてあらためてご一考なさればよろしいかと存じます」

　馬丁は、馬の世話を仕事とする者である。

「言ったでしょう。ウルスは弓が得意なのよ？　公宮付きの狩人とか、特技を活かせる仕事に就けさせるべきではなくて？」

「公宮付きの狩人はすでにひとりおります。ふたりにするのは無駄でしょう」

　現在、公宮付きの狩人を務めているのはアントンという老人だった。やはり先代の戦姫のころから仕えており、穏やかな気性のこの男をエリザヴェータは嫌いではない。ウルスには別の仕事をさがしてやるしかなさそうだった。

「ならば、公宮付きの道化師クローウンというのはどうかしら？」

「笑わせ、楽しませる才能をウルスは持っているのですか？」

「私はひさしぶりに、心から笑わせてもらったのだけれど」

　エリザヴェータは本気で答えたが、ラザールは納得できないという表情を崩さない。

「戦姫さま。この公宮に勤める者は兵であれ、文官であれ、侍女であれ、いずれも厳しい基準と課題を乗り越えて、選び抜かれた者たちなのです。その者たちをさしおいて、実績のない者をおそばに近づければ、彼らは不満を抱きましょう」

――そういうこと。

　公宮付きでは何であっても反対されるようだとエリザヴェータは理解した。ラザールが馬丁の仕事を推したのも、馬丁頭でないかぎり公宮に入ってくることがないからだ。

　エリザヴェータは憮ぶ然ぜんとしたものの、このあたりが限界だろうとも考えていた。

　自分が子供じみたわがままを言っているという自覚はあったし、彼の主張の正しさを認めないわけにもいかなかった。

　こういうとき、たとえばエレンならば「別にいいだろう、ひとりぐらい。おまえの給金を減らすと言っているわけではないんだから」で押し通してしまう。

　しかし、エリザヴェータにそれはできなかった。

――いまはこれで満足すべきかしらね。

「わかりましたわ。それでは馬丁として働いてもらうことにしましょう。この公宮に慣れさせる必要もありますものね」

　こうしてウルスは馬丁となった。正確には、させられてしまったのである。







　公宮のはずれに、馬を運動させるための牧場と厩きゅう舎しゃがある。馬丁たちが寝泊まりする宿舎もそのそばに建てられていた。二十人の馬丁が、百頭の馬の世話をしているのだ。

　こうした厩舎と牧場は、公宮からそう遠くないところに何箇所かある。点在させているのは、その方が効率がよいからだ。

　ウルスが連れていかれたのは、公宮からもっとも近い厩舎だった。牧場は広々として、その片隅に石造りの宿舎がぽつんと建っている。宿舎から数十歩ほど離れたところに、宿舎よりも二回りは大きな厩舎がどっしりとかまえていた。こちらは木造だ。

　この厩舎を取り仕切る馬丁頭は、四十代の無愛想な男である。ウルスがよろしくお願いしますと言って頭を下げても、返事もしない。

「ついてこい」

　そう言うなり、背を向けて歩きだす。当惑顔のウルスがついていくと、着いた場所は厩舎だった。ウルスはおもわず顔をしかめる。

　厩舎内に充満している空気は、むせかえるような獣の臭いと乾いた藁の匂いに、呻うめき声が出そうな馬糞の臭いが入り混じったものだったのだ。

「まずは馬糞と尿の処理だ」

　馬丁頭は顔色一つ変えずに言った。

「そのあと厩舎内の掃除。水の取り換えと餌やりは他のやつがやるから、それをしっかり見ておけ。馬の身体の手入れもだ。おまえは見習いだから、俺がいいというときまで馬に触るな。それがすんだら鐙や馬具の手入れ。終わったら、また馬糞と尿の処理だ」

――えらいところに連れてこられたな。

　鼻をつまんで悪臭に耐えながら、ウルスは内心でぼやいた。
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　太陽が中天をだいぶ過ぎて、エリザヴェータが遅めの昼食をかたづけたころ、彼女は従者からおもわぬ人物の来訪を告げられた。

「オステローデ公国の戦姫様が、ご挨拶をしたいと」

　エリザヴェータは金と碧の瞳に疑惑と不信の色を浮かべた。

　オステローデの戦姫とは、『虚影の幻姫ツェルヴィーデ』の異名を持つヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスのことだ。ルヴーシュとオステローデの間には王家の直轄地があるだけで、ほとんど隣接しているといってもよい。

　だが、エリザヴェータは四つ年上の黒髪の戦姫のことを、あまり信用していなかった。

　彼女の知るかぎり、ヴァレンティナは身体が弱く、己の公国からほとんど出たことがない。これまでに顔を合わせたことは何度かあるが、話してもいまひとつ為人ひととなりがつかめなかった。何を聞いてもはぐらかされ、ごまかされているように思えるのだ。

　統治者としては有能で、少なくともエリザヴェータがルヴーシュの主となってから、オステローデとの間に揉めごとが起きたことは数えるほどしかない。

　それはありがたいのだが、ヴァレンティナが戦姫として、また統治者として何を考え、求めているのか、いまだにエリザヴェータにはわからず、それがもどかしくて、彼女に対する不信につながっていた。彼女にくらべれば、エレオノーラはもちろん、亡きアレクサンドラはとても話しやすい相手だった。

　ともあれ、近隣の戦姫の来訪を無視することはできない。エリザヴェータは従者にいくつかの指示を出し、応接室でヴァレンティナを迎えた。

「おひさしぶりですね、エリザヴェータ」

　ヴァレンティナは白を基調として赤や紫、薄黄を用いたドレスをまとっている。胸元にある真紅の薔薇と、腰にある紫の薔薇が、控えめながら優美さを添えていた。青みがかった黒髪は腰に届くほど長く、楚々としたたたずまいは、深窓の令嬢という言葉がよく似合う。

「ええ、あなたが自分の公国から出てくるなんて、珍しいのではないかしら」

　信用していないからといって、それを表面に出す理由もない。エリザヴェータは社交辞令にならないていどの微笑を浮かべて、ヴァレンティナにソファを勧めた。

　侍女が葡萄酒を満たした銀杯を二つ、テーブルに置いて退出する。それを待って、エリザヴェータは率直に切りだした。

「わざわざ、ここへ来るなんて、何かあったのかしら」

「ええ。先日、あなたとアレクサンドラとで大規模な海賊討伐を行ったのでしょう。アレクサンドラが亡くなったことは聞きましたが……」

　ヴァレンティナは微笑を消し、神妙な表情で祈りの言葉をつぶやいた。エリザヴェータも彼女につきあい、それから尋ねる。

「その話を聞きたいということ？」

「海賊は、私にとっても他人事ではありません。それに、アレクサンドラが命を落とすほどの戦であれば、気にならないはずがないでしょう」

　エリザヴェータはすぐには答えず、自分の銀杯を手に取って口へ運ぶ。頭の中ですばやく検証してみるが、ヴァレンティナの言っていることに不自然さはない。

――魔物のことを話すべきかしら。

　そう考えて、すぐに打ち消す。あれは、実際に見るまでは信じられないだろう。

「アレクサンドラは……病を押して戦場に出たから、命を縮めてしまったのよ。彼女に無理をさせたことは、申し訳ないと思っているけど」

　エリザヴェータはそう答える。一瞬、ヴァレンティナの紫色の瞳が、こちらの考えをさぐるような輝きを放ったように見えた。しかし、彼女は「そうですか」と、言っただけだった。

　公の記録に書き綴つづった内容を、エリザヴェータはヴァレンティナに話す。黒髪の戦姫は真剣な顔で聞き入り、ときどき、うなずいてみせた。

「数が多いだけでなく、手強い相手だったのですね」

「そうね」

　エリザヴェータはそっけなく返した。話は終わりという意味だ。

「ありがとうございます、エリザヴェータ。あなたに聞いて正解でした」

　ヴァレンティナは笑顔で礼を述べたが、すぐに立ちあがろうとはしなかった。さきほど空になった銀杯を両手で持って、底を見つめる。

　まだ何かあるのかしら。エリザヴェータがそう言おうとしたとき、彼女は口を開いた。

「エリザヴェータ、話は変わりますが、最近、ビドゴーシュ公爵が来ませんでしたか？」

　おもわぬ質問に意表を突かれて、エリザヴェータは目を瞠る。その反応に、ヴァレンティナは謎解きに正解した子供のような微笑を浮かべた。

「やはり、来たんですね」

「それがどうかして？　公爵閣下とは以前から親しくおつきあいさせていただいてるわ。あなただってそうでしょう」

　エリザヴェータの言葉にうなずくと、ヴァレンティナは紫の瞳をこちらに向けて、おもむろに話を切りだした。

「私と手を組みませんか、エリザヴェータ」

　言葉の意味をつかみかねて、エリザヴェータはあえておおげさに首をかしげる。

「何の話かしら。具体的に言ってちょうだい」

「次代の玉座に座る方の話です」

　もったいぶることもせずに、ヴァレンティナはさらりと答えた。その言葉に、エリザヴェータは慌ただしく思考を巡らせる。

　ジスタートの王位は、他国ととくに違いがあるわけでもない。世襲であり、より年長の男子を優先する。また、国王による指名は世襲に優先される。女性にも王位継承権は与えられているが、これまでに女王の存在がなかったことを考えても望みは非常に薄いといえた。

　現在の王であるヴィクトールは六十一歳で、際だって健康というわけでもない。後継者について心配する声はたしかにある。率直に言ってしまえば、王位継承権の上位にある者たちに、次代の王が務まるとは思えないからだった。

　王位継承権第一位は、国王の息子であるルスラン王子である。

　王子は数年前、心を病んだ。王宮のはずれにある離宮に火を放ったのだ。

　煙に気づいて駆けつけた衛兵たちが見たものは、火に包まれていく離宮を背景に、松明を手にした王子の姿だったという。

　それから数日後に、王子は病の療養という名目でとある神殿に幽ゆう閉へいされた。王位継承権が剥奪されなかったのは、いつか治るかもしれないという希望に父王がすがったためだった。

　心を病んだ原因については、いまだ明らかにされていない。愛していた妻を病で失ったからだといわれているが、政務において心を病むほどの事件に遭遇しただの、何者かに毒を盛られただの、ひどいものになると悪霊に憑かれたという噂まであった。

　心を病む前の王子は政事にも軍事にも明るく、重臣たちもこの方が次代の王となるのであればと安心していた男だったのだが、彼らの望みは潰えたのである。

　第二位は、ルスラン王子の息子ヴァレリーだ。ヴィクトール王から見れば孫にあたる。まだ九つだが、ヴィクトール王の直系であることは間違いない。

　この少年は王宮の一室で暮らしているが、幽閉に近い生活を送っているといわれる。ルスラン王子の一件以降、この少年が公の場に出てきたことはない。

　第三位はヴィクトール王の長女の夫だ。長女の王位継承権が、結婚によって夫に移った形である。だが、この夫は数年前に事故で失明していた。妻と娘の献身的な支えもあって日常生活を送ることはできるが、一国を治めることはまず不可能であろう。

　第四位は、そのふたりの娘である。しかし、今年で十一歳であり、次代の王として考えるには幼すぎる。

　第五位はヴィクトール王の弟だ。年齢は兄より六つ下の五十五。腰をひどく痛めており、一日の半分近くをベッドで過ごしている。それ以外はおおむね健康だが、政治の第一線に立つのは厳しい。

　第六位はヴィクトール王の妹だ。これまでに二度結婚しているが、二度とも死別したために王位継承権が彼女に戻ってきたのである。子はいない。

　妹を哀れんだヴィクトール王が何度か再婚を勧めたが、それらをすべて断り、二人目の夫が生まれ育ったというオステローデで静かに暮らしている。

「ビドゴーシュ公爵は、王位継承権第七位です」

　ヴァレンティナの声が、エリザヴェータを現実に引き戻した。黒髪の戦姫は、静かに言葉を続ける。

「そして、パルドゥ伯爵が第八位。このお二人こそが、もっとも玉座に近いでしょう」

　エリザヴェータは眉をひそめた。海賊討伐についての話を聞きたいというのも嘘ではなかったのだろうが、こちらが本題らしい。

「ビドゴーシュ公爵こそ次代の王にふさわしいと、私とあなたとで推すということ？」

「ええ。ちなみにパルドゥ伯爵は、ライトメリッツのエレオノーラととても親しいとか。戦姫になったばかりのころの彼女に礼儀作法などを教えたのが、パルドゥ伯爵だそうです。彼女は伯爵を推すでしょうね」

　ヴァレンティナの口元に微笑が浮かんでいる。エリザヴェータは苛立ちを覚えた。自分とエレンの間に確執があることを知って、ヴァレンティナは煽りに来ている。

　だが、自分がエレンに対して抱いている感情は、ただの敵意などではない。もっと複雑で、自分でも持て余しがちなものだ。むろん、そのことを説明する気はない。

「悪いけど、お断りさせてもらうわ」

　豊かな胸を張って、エリザヴェータは強い意思を帯びた声で答えた。

「戦姫は王に跪ひざまずき、王を護り、王のために戦う。誰が王になろうとも、私はそうするけど、王になるかもしれない者を、ただそれだけで支援するなんてしたくないの」

　どちらかといえば相手の反応を見るために、エリザヴェータはことさら真面目ぶった返事をしてみせたのだが、ヴァレンティナは不安が取り除かれたような満面の笑みを浮かべた。

「その言葉を聞けて安心しました」

　予想外の言葉に、エリザヴェータは戸惑った。ヴァレンティナは笑顔で続ける。

「ごめんなさい、エリザヴェータ。最近、ビドゴーシュ公やパルドゥ伯爵に声をかけている諸侯が多いと聞いて、申し訳ないと思ったのですが……」

　すべてを悟って、エリザヴェータはまじまじとヴァレンティナを見つめた。この黒髪の戦姫は自分を試したのだ。権勢の座に近づくことを好む者なのかどうか。

「不愉快だわ」

　表情と言葉と声こわ音ねのすべてで、エリザヴェータは感情をぶつける。ヴァレンティナは肩を縮こまらせて、「本当にごめんなさい」と、頭を下げた。

　それから、ついでとばかりにルヴーシュとオステローデの間で話しあわれている食糧や木材の交換、氾はん濫らんしそうな河川の管理など、いくつかのことを話しあって、ヴァレンティナは去っていった。戦姫同士の話しあいでそうした問題がかたづいたのはありがたいが、やはり彼女に対する怒りは容易に消えない。

　ただ、考えさせられることもあった。

　もしもヴァレンティナの提案に肯定的な返事をしていたら、どうなっただろうか。

　エリザヴェータは首を左右に振って、どう転がってもろくなことになりそうにない想像を打ち消した。視線を転じれば、窓から見える空はだいぶ暗くなっている。

――関わりたくはないけれど……。いえ、関わらないようにするために。

　そのために、もう少し王宮の情報を集めなければならない。そう考えながら、エリザヴェータは暮れてゆく空を見つめた。
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　ソフィーヤ＝オベルタスがライトメリッツを訪れたのは、エレンがリプナから帰還した数日後のことだ。

　彼女はアスヴァールの一件について国王に報告するべく王都にいたのだが、ヴィクトール王が風邪で体調を悪くしたとのことで、数日間、王都に留まっていた。そのため、ライトメリッツに来るのがいまごろになったのである。

「ソフィー。よく来てくれたな。アスヴァールでのことは人づてに聞いて知っていたが、とにかく無事で何よりだ」

　エレンにとってはひさしぶりの再会である。笑顔で友人たる光華の耀姫ブレスヴェートを迎え、侍女などに任せず、自ら応接室まで案内する。ソフィーも微笑を浮かべてありがとうと応じた。

　しかし、ふたりともその表情や口調から暗さを拭い去ることができていない。なにしろティグルとサーシャという大切な相手を立て続けに失っているのだ。とくにサーシャなどは亡くなってからまだ十日過ぎたかどうかというぐらいである。

　ライトメリッツに帰還してすぐ、エレンは追悼文をレグニーツァに送った。

『このような日を迎えたことに、悲しみと憤りを禁じ得ない。レグニーツァの民たちにお願い申しあげる。あなたがたの深い悲しみを、どうか私にも共有させていただきたい。私と彼女の交わりはわずか三年ながら、立場を超えて信頼できる親友であり、また戦友だった。戦姫とはどうあるべきか。それを彼女は私に教え、自身がそれに背くようなことは一切なかった。その為人に幾度となく救われ、彼女の病からの回復を心から願ってきた。私が最後に会った日、彼女はいつも通り聡明であり、冷静であり、勇敢だった。最期の眠りについたときも、そうであったに違いないと私は確信している。彼女は病に倒れたのではなく、煌炎の朧姫ファルプラムとしての、まさしく天を衝いて激しく燃えさかる火炎のごとき色彩豊かな生を駆け抜けたのだ。それは短いものであったに違いないが、彼女が悔いを残したとは思わない。いま、神々にあらためて祈る。アレクサンドラの魂に、いまこそ真の安らぎを与えたまえ。彼女が愛した地と、そこに住む人々に平和と安寧をもたらしたまえ』

　なお、これで全体の五分の一ほどである。サーシャの死を看取ったことを書けない立場が、いつにない情熱で筆を走らせた。

　彼女の眠るような穏やかな表情は、エレンの脳裏にまだ鮮明に浮かんでいるのだ。

　そして、ソフィーがこの公宮を訪れた最大の理由はティグルの土産を渡すためだ。これで話が弾むはずもない。

　エレンとリム、そして呼ばれてやってきたティッタにソフィーは順番に土産を渡していったのだが、ひとりが受け取るごとに陰いん鬱うつな雰囲気がその濃さを増すのはどうしようもなかった。

　とくにティッタはその場でぽろぽろと大粒の涙をこぼし、リムが慌てて彼女をなだめながら下がらせたほどだ。

「ところでエレン。本当に申し訳ないと思うのだけど、お願いしたいことがあって……」

　ソフィーの頼みとは、ティグルがミラに買った土産を、彼女へ届けてやってくれないかというものだった。

　はじめはソフィー自身が行くつもりだったのだが、王都シレジアで予想以上に時間を空費したことが予定を狂わせた。ここからさらに南下してミラの治めるオルミュッツまで行けば、ソフィーが己の公国たるポリーシャに帰還するのはさらに遅くなってしまう。

　また、南にはムオジネル軍十万がいまだに国境をおびやかしているのだ。

「わかった。私が責任を持ってあいつのもとに送り届けよう」

　エレンは笑顔でそう答え、ソフィーに意外だという顔をさせた。

　本音を言えば気が進まないが、彼女がここまで土産を運んできてくれた以上、断ることはできなかった。サーシャに言われたこともあるし、しっかりやらなければティグルに申し訳がたたないとも思った。

　その後、いくつかの事務的な話をすませる。トルバランという魔物のことについても、一度戦姫全員で会って話しあおうというところまではまとまったが、実行に移すだけの気力がふたりに欠けていた。春になったらあらためて、と先延ばしにしてしまう。

　そして、ソフィーは早々にライトメリッツを辞することを告げた。これ以上ここにいるのが、辛かったのだ。

「ルーニエには会っていかないのか？」

　エレンは冗談めかした口調で聞いたが、ソフィーは首を横に振る。

「今回はやめておくわ。ねえ、エレン。わたくしはね、ルーニエちゃんに会うときは、ルーニエちゃんだけを見て、ルーニエちゃんのことだけ考えていたいの。でも……いまは、それができそうにないのよ」

　悲しみを隠して笑う友人に、エレンはそうか、としか言葉を返すことができなかった。

「ソフィー。しばらく時間を置いて、おたがい心から笑えるようになったころに、また会おう。当分は忙しそうだからな」

「ええ。エレン、あなたも気をつけて」

　そうして、光華の耀姫はライトメリッツを去っていった。







　このライトメリッツでもっともティグルの弓の技量を尊敬している男であるルーリックがエレンに呼びだされたのは、ソフィーがライトメリッツを去ってまもないころだった。

　彼はティグルからの土産を渡されたあと、アラムなど他の者たちへの土産も任された。

「この場合にかぎって、拒否することを許す」

　エレンはそう言ったが、ルーリックは毛髪の一本もない禿頭を鈍く光らせながら、謹んで他の者たちへの土産を預かった。そして、彼は公宮内を歩きまわり、淡々と土産を渡していったのである。

　ルーリックを除いてティグルととくに親しいのはアラムだったが、このあとアラムは仲間たちと賭け事をやり、およそ一刻ほどで一ヵ月分の俸給に相当する分の銀貨を失った。いつもは賭け事にめっぽう強いはずのこの男が、ことごとく勘を外したのだ。

　事情を知る仲間たちは賭けを無効にしていいとまで言ったのだが、アラムは黙って負けた分の銀貨をその場に置くと、職務中だというのに自室に戻り、寝てしまった。海狸カストールに似ているとよくいわれる愛敬のある顔はその日、ひどくすさんでいたという。

　翌日、彼は職務を途中で放棄したことによる罰として食事を抜かれた。

　ルーリックは、アラムとは対照的だった。彼はいつも通り職務に勤しみ、日が暮れるころに仕事を終えると、中庭で日課の弓矢の訓練をはじめた。

　だが、その日の訓練は一矢目で終わってしまった。引き絞った弓弦が、ぷつんと音を立てて切れたのである。ルーリックは指に軽い怪我を負った。

「力を入れすぎてしまったみたいだな……」

　弓弦が切れたために反そりを失った弓を見つめて、ルーリックは力なく笑った。このような失敗を彼がやったのは、実に三年ぶりのことだった。

　ルーリックは指の手当てをすませると、その日はもう訓練を続けずに自室へ戻った。

　その夜、彼の部屋から嗚咽らしき声がかすかに漏れてくるのを聞いた者がいたが、何も聞かなかったことにして黙って立ち去ったのだった。
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　寒々しい空の下、雑草すらまばらにしか生えていない土色の荒野を、人間と牛馬と白い天幕が埋めつくしていた。ジスタート王国の国境付近である。冬の気配はここにまで忍び寄ってきていた。

　人間の数は実に十万。彼らの肌は一様に褐色で、細身の者が多い。厚地の服の上に革鎧をつけ、腰に反りのある剣を吊るしている。兵士は頭部に黒い布を巻きつけ、部隊の長はその証明である鉄の兜をかぶっていた。兜は陽光を反射して、鈍く光っている。

　馬は騎兵のもので、牛は輜し重ちょう部隊のものだ。天幕は独特の円形で、天井も丸みを帯びている。ひとつにつき五人から十人が入れるようになっていた。

　天幕にひるがえる旗は緋色。その中に、角を生やした黄金の兜と剣が描かれている。ムオジネルの戦神ワルフラーンの象徴だ。赤と金の軍旗は荒野を走る秋の終わりの乾いた風を受けて、はためいていた。

　彼らはムオジネル軍だ。総指揮官はクレイシュ＝シャヒーン＝バラミール。ムオジネル国王の弟で『赤髭バルバロス』の異名を持つ男だ。

　彼らがここに陣を敷いて、三十日が過ぎようとしていた。この荒野から北へ二日ほども進めばジスタートの国境がある。戦姫リュドミラ＝ルリエの率いるオルミュッツ軍が陣を敷いてこちらを警戒していることを、クレイシュはもちろん知っていた。

　その総指揮官は己の天幕で、報告を受けている。ちなみにクレイシュの天幕は他のそれと違って赤一色に染められていた。

　何か信念や意図があるのではなく、気分である。ちなみに昨日は緑一色で、その前は青一色だった。複数の色を混ぜていた日もある。

　ともかく今日は赤一色の天幕の中に、クレイシュはいる。絹のクッションをいくつも重ねたベッドの上で、兵たちの報告に耳を傾けていた。

　中肉中背で引き締まった身体つきをしているのだが、着ている服の裾が広すぎて見る者にはよくわからない。頭部を包む布には虹色の巨大な羽根を差していた。

　目は大きくくぼんで鼻と耳が長く、異名の由来である赤髭は三つ編みにしている。この髭の形も気分だった。

　側近たちは報告のたびに苦虫を噛み潰したような顔をするのだが、相手は総指揮官であり王弟である。何よりクレイシュには圧倒的な才能と、いくつもの実績があった。奇行についてもいまにはじまったことではなく、苦言を呈することなどできなかった。

　ある若い兵の報告を聞き終えて、クレイシュは身体を起こす。

「すると、アスヴァールの工作は完全に失敗したわけか」

「はい。現在のアスヴァール王国はギネヴィア王女と、タラード＝グラムという男によって支配されています」

　その兵士は憮然とした顔で答えた。およそ一介の兵士が総指揮官の前で見せていい態度ではないが、彼はクレイシュに信頼されており、許されている。

「ジャーメイン王子もエリオット王子も死亡しました。我々が潜りこませた者たちも、生きて帰ってくることができたのは五人だけです」

「五人も生還できたのだから、よしとしよう。おもしろい話もいくつか聞けたからな」

　クレイシュは三つ編みにした赤髭をもてあそびながら、言葉通りさして残念ではなさそうな口調でそう言った。

　二ヵ月ほど前まで、アスヴァール王国はジャーメインとエリオットというふたりの王子が玉座をかけて争っていたため、ほとんど二分されていた。

　ムオジネル王国はエリオット王子に肩入れしつつ、ジャーメインに接近する機会もうかがっていた。どちらの王子が勝利しても、その後のアスヴァールにムオジネルが干渉できる形をつくりあげようとしていたのだ。

　クレイシュが十万もの軍を編制してここまで進めた理由のひとつは、ジスタートの関心を自分たちに向けさせつつ、アスヴァールに放った間者たちの動向を一刻も早く知り、状況次第では彼らを帰還させるためだった。

　クレイシュにしてみれば、一応その目的は果たしたといえる。

「しかし、遠くの国にあれこれ干渉するというのはやはり面倒だな。状況の変化にまったく指示が追いつかん。かといって、事前に十通りほど変化を想定して対応策を授けても、今度はそれを実行できる者がおらん」

「変化に対応といえば、ティグルヴルムド＝ヴォルンといいましたか。あの男は見事でしたね。帰りに海に落ちて死にましたが」

　そう言った兵士に、クレイシュはにんまりと笑いかける。

「ダーマードよ。どうして死んだと言い切れる？」

「どうして、とおっしゃいましても……」

　ダーマードという名のその兵士は慌てた。年齢は十九。長身で、鼻と顎が細い。痩せているものの弱々しい印象は一切なく、剽悍な眼差しが虎や豹を思わせる。

「真夜中の海で、船から落ちたんですよ？　半日かけて捜索しても死体すら見つからなかったと。これで生きていたら人間ではありません」

「工作の可能性はあるだろう」

　クレイシュの言葉に、ダーマードはわからないというふうに首をひねった。

「死んだことにするのだ。私もあの男を手元に置こうと思ったら、そうする」

　三つ編みの髭をいじりながら、クレイシュは楽しそうに説明する。

「あの若者はブリューヌから預かっているのだろう。いつかは返さなくてはならんが、死んだことにしてしまえば反故にできるではないか。あとはてきとうな偽名と出自を考えてやり、屋敷と金と女でも与えて第二の人生を歩ませればいい」

「……死んだなんてことにしたら、ブリューヌとの仲がどうしようもなく悪化しますよ」

「そんなもの、無能な貴族や将軍の首を二つか三つ送ってやればすむ」

　こともなげに言うクレイシュに、ダーマードは冷や汗が止まらない。おそろしいのは、その気になればクレイシュは言った通りに実行できてしまうことだ。

「つまり、閣下はティグルヴルムド＝ヴォルンが生きているかもしれないと？」

「それを調べるのがこれからのおまえの仕事だ、ダーマード」

　以前から考えていたかのようによどみない口調で言うクレイシュに、ダーマードは顔をしかめた。一介の兵士に過ぎなかった身がこの赤髭の王弟に抜擢されて、側近となってから二年たつ。だが、言われたとおりに動くだけでも大変などというものではない。

「私たちはこれから撤退する。しかし、おまえはジスタートに潜りこんで、ティグルヴルムド＝ヴォルンが本当に死んだのかどうかを調べろ。死ぬところを見たという者をさがして根掘り葉掘り聞け。墓を見つけたら暴け。怪しい男を見つけたら素性を徹底的に洗え」

「……そこまでする価値のある男ですか？」

　懐疑的な口調で尋ねるダーマードに、クレイシュは身体全体を使ってうなずいた。

「おまえも言ったではないか。変化に対応していたと」

　その通りだ。ダーマードは渋い顔をつくったものの、すぐに思考を切り替える。

「かしこまりました。ところで、もし本当に生きていて発見できた場合は？」

「やってしまえ。おまえも、技量を競ってみたいのだろう」

　クレイシュの言葉に、ダーマードは戦意に満ちた笑みを浮かべた。

「アニエス、オルメアの戦いの記録は、暗唱できるぐらい目を通しました。三百アルシンも矢を飛ばせる人間がいる。しかも混乱した戦場で。――本当に、身震いしました」

「おかげでカシムを失ったがな。あれは使える男だった」

　昨年、ムオジネル軍は内乱の真っただ中にあるブリューヌへ兵を進めた。混乱の中で、ブリューヌの領土をかすめとり、民を奴隷として連れ去ろうというつもりだったのだ。

　だが、その目論見は見事にはばまれた。

　海から攻めこんだ軍はテナルディエ公爵に敗れ、陸から攻めこんだ軍はティグル率いる『銀の流星軍シルヴミーティオ』と、リュドミラ率いるオルミュッツ兵に進軍を止められたのだ。そのとき陸の軍の総指揮官はクレイシュであり、カシムは先遣隊の指揮官だった。

　先遣隊は敗れ、クレイシュはティグルたちを追いつめたものの、勝利しても得るものはないと判断して兵を退かせた。なおその際、ティグルに『流星落者シーヴラーシュ』という異名を一方的に送りつけている。

「しかし、本当に一戦もせずに撤退するんですか？　十万の兵をここまで率いてきて」

　ダーマードは信じられないという顔でクレイシュに尋ねた。

「言っただろう。目的は達成したのだ」

　ベッドのそばに置いてある羊皮紙の束を、クレイシュは無造作につかみとる。すべて報告書だった。

「南の国境の戦姫や領主たちの反応。彼らの出した兵の、おおよその数。その配置。この荒野から西のアニエスに至る道。地形。アニエスの街道を通らずにブリューヌ国内へ入ることのできる道。はっははは。実に三十日もかかってしまったが、すべてつかんだぞ」

　報告書を握りつぶし、クレイシュはおちくぼんだ目を光らせて楽しそうに笑う。これこそ、彼がこの十万の兵を率いた真の目的であった。

「帰還したら、十万では足りなかったと報告する。あと五万ほど兵を増やし、早ければ来年、遅くとも三年以内に十五万の兵で動く。狙いはもちろんブリューヌだ」

　この十万の兵ですら、より大きな戦略のための布石に過ぎない。そして、クレイシュの目的はジスタートですらなかった。

「ジスタートも、南部はかなり豊かだと聞いていますが」

「すぐ近くにブリューヌという緑豊かで温暖な地があるのに、狙わない手はないだろう。ジスタート人など、雪に囲まれてジャガイモと鮭でもかじっていればいい」

　本音なのだろうが、容赦がない。ダーマードはジスタート人にほんのすこし同情した。

「この報告書を見ろ、ダーマード。国境付近の者たちは誰もが城砦や城にこもって門を閉ざし、守りに備えている。打って出ようとする者はついに現れなかった。ならば、たとえば二年後に私が十五万の兵を率いて現れても、彼らは同じ反応をするだろう」

「……そして、閉じこもって出てこない連中を尻目に、我々は一気に西のアニエスを目指すというわけですね」

「そうだ。それに、この三十日で使えそうな者たちもけっこう見つかった」

　握りつぶしてしまった報告書の中から、クレイシュは一枚を選んで抜きだす。

「戦闘ひとつない退屈な状況で、見事に兵たちを統率し、あるいは偵察で見事な成果を得た者たちだ。帰還したら私の配下にする。次の戦いが楽しみだ」

　不気味な笑みを浮かべているクレイシュを、ダーマードは何か言いたげな顔で見つめていたのだが、おもいきって口を開いた。

「閣下。本当に、一戦もしないのですか？　私に一千の兵を与えていただければ――」

「……与えたらどうするのだ？」

　クレイシュの反応に、ダーマードは勢いこんで言い募つのる。

「城砦を陥とすことは困難ですが、村や町を襲って略奪することは可能です。敵に打撃を与えることもできますし、十万の兵を率いて何もしなかったなどと言われることもなくなります」

　クレイシュは「ほう」と感心したような、呆れたような声を出した。おちくぼんだ目が白っぽい光を放つ。

「一兵も死なせない自信があるのならば、やってもよいぞ。ただし、一兵でも死ぬようなことがあれば、おまえの首は狼の餌になる。たとえば兵士が行軍中に転倒して頭を打って死んだとしてもな」

　淡々とした口調に主の本気を感じ、ダーマードは息を呑んだ。その場に両膝をつく。

「出過ぎた真ま似ねをいたしました。申し訳ございません」

「わかればいい。私を失望させるなよ、ダーマード」

　クレイシュは略奪を嫌ったのではない。それによって統率にほころびが生じることを嫌ったのだ。

　ここで特定の部隊に戦いと略奪を許せば、他の部隊は不満を抱くだろう。ただでさえ三十日も退屈な日々を過ごしているのだ。まとまった数で勝手に行動する恐れがあった。

　かといって等しく戦利品を分配できるようにと考えると、十万という数が問題になってくる。それだけの数の兵を満足させるには、よほど大規模な戦いに臨まねばならない。

　それゆえに、戦うつもりなどクレイシュにははじめからなかったのである。

　翌日、予定通りにクレイシュは兵を撤退させた。ダーマードだけが軍とは反対に北へ向かい、国境を越えてジスタートへの潜入に成功する。

　この三十日の間、ジスタートからは何度も使者がムオジネルに派遣され、軍を動かした目的を問うていたのだが、ムオジネルは兵の訓練であると回答し続けた。

　そして、ムオジネル軍は本当に兵の訓練だけで終わらせてしまったのである。
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　ジスタート王国の使者がブリューヌ王国を訪れ、王女レギンに謁えっ見けんしたのは、この国にも冬の気配が忍び寄りはじめた日の夕方のことだった。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンが海に落ちて行方知れずとなった。

　そう聞いたときレギンは絶句し、衝撃のあまり使者に聞き返したほどだった。玉座に座っていなければ、卒倒していたかもしれない。彼女のそばに控えていた宰相ボードワンは、謁見を打ち切るべきか一瞬悩んだ。

「どういうことですか」

　端整な顔を怒りで青ざめさせながらも、声の震えをおさえて問い質したのは、使者がジスタート王の言葉を述べてから二呼吸後のことだ。肩のあたりで切りそろえた淡い金色の髪が、かすかに揺れた。使者はレギンの態度に臆する様子も見せず、言葉を返す。

「申しあげた通りでございます。ヴォルン伯爵はアスヴァールからの帰還中、海竜に襲われて海に落ちたと。まことに残念な仕儀と申しあげるよりなく……」

「彼がアスヴァールに行ったなどという話、私はいまはじめて聞きました」

「密かに、かつ速やかに運ばねばならぬことだったゆえに。ヴィクトール陛下、それからヴォルン伯爵も事前に報告できずレギン王女殿下にはたいへん申し訳ないと仰っていました」

　言葉の後半は完全に捏ねつ造ぞうなのだが、使者は顔色一つ変えずにさも自分が聞いたかのように述べた。それでなければこうした役目を負う使者など務まらない。

　レギンは玉座の肘掛けに爪を突き立て、強く握りしめることでこみあげる怒りをおさえる。そうしなければ、使者を怒鳴りつけていたかもしれない。日が暮れかけているために玉座の周囲は暗く、レギンのその反応は使者に見られずにすんだ。

「使者殿。ご存じでしょうか」

　さすがに笑顔をすぐにつくるのは無理だったが、平静を装ってレギンは言った。

「ティグルヴルムド卿は、このブリューヌを悪漢どもの手から救った救国の英雄というだけでなく、私の命の恩人でもあるのです」

「存じております」

　使者はなおも堂々としている。この男は己の役目の重大さをわかっていた。

　なにしろヴィクトール王直々に命じられ、しかも王都にいる家族の生活も保障するとまで言われたのだ。王宮を出たときには、すでに死を覚悟していた。

　だからこそ卑屈な態度をとることもせず、レギンの強烈な視線を正面から受け止めることができたのだ。それでも、使者の背中は大量の汗ですでにぐっしょり濡れていた。

　ブリューヌとジスタートは、対等な間柄である。内乱の解決に力を借りたとはいえ、ブリューヌがその代償にジスタートの属国となったわけではない。

　ティグルも、あくまで客将として期限つきで預けただけだ。それがこのような事態となっては、レギンの個人的な感情を除いても激怒するには充分すぎた。

――覚悟はできているようですね。

　レギンの碧い瞳が、一瞬だけ残酷な彩りを帯びる。彼女が王女として生きるようになってから一年近くが過ぎようとしている。宰相のボードワンや補佐役を務めるマスハスの力を借りながらではあったが、彼女もさまざまなことを学んでいた。

「我が国とジスタートとの友好のため、ティグルヴルムド卿を役立てようとしてくださったヴィクトール王にお礼を申し上げねばなりませんね」

　にっこりと笑ってレギンは続ける。

「ですが、ありきたりな感謝の言葉ではヴィクトール王に失礼でしょう。こちらの返礼ができるまで、使者殿には王宮に逗留していただきます。よろしいですね」

　レギンの声こわ音ねは明るかったが、使者は得体の知れない恐怖を感じた。無意識のうちに胃のあたりを手で撫でながら、深々と頭を下げる。

「王女殿下のお心遣い、ありがたく受けさせていただきます。ところで、お言葉はいつごろいただけるのでしょうか」

「こういうものには時間がかかりますから。できたときにお呼びします」

「……できたとき、でございますか」

「ええ。できたとき、です。ご安心ください。ヴィクトール王へは私から使者を出して伝えておきますので」

　使者を出すのならば、その者に感謝の言葉を伝えさせればよいのではないか。

　そんな内心の言葉をもちろん口に出せるはずもなく、使者は歩み寄ってきた近衛騎士に左右を挟まれる。退出を余儀なくされた。

　使者の姿が見えなくなったところで、レギンはボードワンに視線を向ける。

「――四半刻ほど休みます。謁見の続きはそのあとに。その間は他の者たちにも休息を与えてください」

　ボードワンは一礼すると、控えていた官僚と近衛騎士たちに休息をとるよう命じる。それを確認してレギンは玉座から立ち上がった。玉座の背後から通じているバルコニーへと足を向ける。

　朱色の空の下、バルコニーからは王都を囲む城壁と、その向こうに広がる草原しか見えない。空を見上げ、肩を震わせてレギンは泣きだしたくなる衝動を必死に堪えていた。そこへボードワンが現れる。

「よく耐えられました」

　短くそう言った。レギンの、ティグルに対する想いを、猫顔をしたこの老宰相は気づいている。もっとも、気づいたのはごく最近のことだったが。

　淡い金色の髪を風にそよがせて、レギンはボードワンを振り返る。そのときには彼女は微笑すら浮かべていた。

「ありがとう。宰相殿」

　相手が経験豊かな年長者とはいえ、臣下に対して丁寧な態度をとるのはレギンの美徳だろう。慰めや励ましの言葉をボードワンはいくつか思い浮かべたが、それらを心の奥に封じこめる。

　それは彼の役目ではない。レギンの内心へもっと踏みこめる者がやるべきであり、ボードワンがいま為なすべきは、現実的な問題にこの若い王女を向き合わせることだった。

「さきほどのジスタートの使者への返答も、及第点です。彼にはもっと詳しく話を聞きださねばなりませんからな。隠していることはまだあるでしょう」

　ボードワンの言葉にレギンはうなずき、真剣な表情になる。

「これからどうすればいいと思いますか？」

「状況をできるかぎり正確に把握するのです。ジスタートとアスヴァールへそれぞれひとをやり、より詳しい情報を集めましょう。とくに、ティグルヴルムド卿が落ちた現場に居合わせた者を見つけだしたいところです」

　ジスタートが嘘を言っていないとしても、不都合な真実を隠している可能性はある。自分たちで情報をそろえる必要はあった。

「それから、国内にも目を光らせなければなりません」

　ボードワンの言葉にレギンは首をかしげる。

「このことを好機と見て、動きだす者がいると？」

「ティグルヴルムド卿がいなくなったことを、ジスタートという後ろ盾がなくなったと解釈する者が現れるやもしれません。また、この件に対する王女殿下の対応を、それがどのようなものであれ、殿下を責める材料に使う者も現れるでしょう」

「わかりました。それについてはあなたにお願いします。それと、ローダント伯爵へはどう説明しましょうか」

　それまで毅き然ぜんとしてボードワンの言葉に耳を傾かたむけていたレギンが、不意に弱気な一面をうかがわせた。

　マスハス＝ローダントはティグルの亡き父ウルスの親友だった男だ。ティグルに対しても何くれとなく面倒を見ており、先年ティグルがブリューヌの内乱を鎮圧したときにも親身になって協力している。内乱後はレギンが頼みこんで、補佐役を務めてもらっていた。

　現在五十六歳。まだ現場に立てるとはいえ、引退を考えてもおかしくない年齢だ。それもあってかレギンが彼を宮廷に招聘したとき、マスハスは乗り気ではないようだった。

　王都にある屋敷に逗留していた彼のもとをレギンが訪れ、説得して「では、最後のご奉公と思って務めさせていただきます」という言葉を引きだしたのだ。

「私から伝えます。彼にも協力してもらうつもりですので」

　ティグルのことを、マスハスはそれこそ自分の息子のように可愛がっていた。この件について誰よりも熱心に調べてくれるだろう。ボードワンにとっても、彼は信頼できる。

　ボードワンの言葉にうなずくと、レギンは微笑を浮かべて外套をひるがえした。

「まだ四半刻には早いですが、そろそろ戻りましょうか」

　かしこまりましたと答えた老宰相に、レギンはくすりと笑いかけた。

「宰相殿。たしかに私は驚きましたけど、あの方が亡くなられたとは思っていません」

　この言葉にボードワンは眉をひそめかけたが、レギンの表情は落ち着いて見える。

「ジスタートの捕虜となりながらも兵を借りて戻ってきた。圧倒的な数で侵略してきたムオジネル軍を撃退した。聖窟宮サングロエルの崩落に巻き込まれても生き延びた。おおげさな言い方になってしまいますが、あの方には奇跡を起こす力がある。そんなふうに思えるのです」

「奇跡、ですか」

　ボードワンはそれしか言えなかった。奇跡。ボードワンが奇跡を信じなくなったのはいつからか。実績を積み重ね、王国の重臣となったときには奇跡など信じなくなっていた。当然だ。政治に携わる者がそのようなものを信じていいはずがない。

　しかし、ボードワンはレギンをたしなめたりはしなかった。それがこの王女の支えとなるのであれば。それに、ティグルの活躍はたしかに奇跡と呼ぶだけのものがある。

「いまは、やるべきことをやりましょう」

　そう言って、ふとレギンは視線を西の果てに沈みゆく太陽へと向けた。声には出さず、神々に祈る。

――どうかティグルヴルムド卿をお守りください。

　王女と宰相は謁見の間へと戻っていった。
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　イルダー＝クルーティスが、ヴァルタ大河を越えてジスタート王国の王都シレジアに到着したのは、エリザヴェータのもてなしを受けた日からおよそ十日後のことだ。

「もう冬だというのに、見事なにぎやかさだ」

　鍛えられた長身を厚手の外がい套とうに包み、足早に通りを歩きながら、イルダーは感嘆のつぶやきを漏らした。

　百万を超える数の民が暮らすこの都からは無数に街道が延びており、他の都市ならば商人の往来が激減する冬であろうとも、通りには商人や職人が数多く姿を見せ、人々の熱気が失われることはない。

　さまざまな品を積んだ荷馬車が王都の門をくぐっては、紅茶チャイや香辛料が、葡萄酒ヴィノーや火酒が、塩漬けの鮭が、獣の毛皮が人々の前に並べられ、商人たちが声を張りあげるのだ。

　冬を越すための稼ぎを得ようと吟遊詩人ミネストレーリが竪琴を奏で、道化師クローウンが色とりどりの布を宙になびかせ、酒場の女たちが道行く男たちへ熱心に誘いをかける。

　そうした喧けん騒そうを横目に、イルダーはまっすぐ王宮へと向かう。見上げれば空の色は透き通るような青で、太陽の位置はまだ昼と呼ぶには少し早いところにあった。

　王宮に着いて名のると、すぐに広間へ通される。ほどなく、侍従長が現れた。

「よくいらっしゃいました、ビドゴーシュ公爵閣下」

　侍従長は深々と頭を下げた。イルダーも姿勢を正して礼を返す。

「公爵閣下が王都にいらっしゃるのは、ずいぶんとひさしぶりのことですな」

「北の地を駆けまわっていたからな。そういえば、ここに来るまでに何度か名を耳にしたのだが、侍従長殿はティグルヴルムド＝ヴォルンという男をご存じか？」

　侍従長に先導されて廊下を歩きながら、イルダーは尋ねる。

「昨年、ブリューヌ王国で内乱がありましたでしょう。そのときにレギン王女を助けて、テナルディエ公爵の軍勢を討ったという若い伯爵です。ライトメリッツの戦姫様の捕虜であったのに、その戦姫様に兵を借りて故国に舞い戻ったという男ですよ」

　それから侍従長は他言無用であると念押しした上で、国王が密命によってティグルをアスヴァール王国へ行かせたこと、その帰りの船が海竜に襲われ、彼が海に落ちたことをかいつまんで説明した。

　それに対してはイルダーはうなずくだけに留め、感想を避ける。下手なことを言えば、国王に対する批判や不満と解釈されかねないからだ。

　しばらく歩いて、イルダーは謁見の間へ向かっているのではないことに気づいた。

――陛下の執務室に向かっているのか。

　王宮を何度も訪れたことのあるイルダーは、すぐに理解する。はたして国王の執務室が見えてきたが、そこにひとりの男が立っていた。痩身で、年齢は自分より上だろう。こちらを振り返った顔はほっそりしていて、顎の下に灰色の髭を伸ばしている。

　イルダーは彼を知っていた。パルドゥの地を治めるユージェン＝シェヴァーリンだ。イルダーにとっては妹の婿であり、年上の義弟という少々対応の難しい相手だった。

「パルドゥ伯爵ではないか。前にお会いしたのは昨年の太陽祭マースレニッツァのときだったか、変わらずお元気そうで何よりだ」

　イルダーが会釈すると、ユージェンも意外そうな顔をしつつ一礼する。

「ビドゴーシュ公爵こそご壮健のようで。北部でのご活躍は私の耳にも届いております」

「それほどでもないのだがな。ところで妹は達者にしているかな」

　これは、イルダーにとっては社交辞令に属する質問だった。彼はもう十五年以上妹と会っていない。父が嫡男であるイルダーを大切にし、娘についてはあまり関心を寄せなかったこともあって、仲が悪いとはいわないまでも親密な間柄ではなかった。

「ええ。領民たちから慕われ、私も何かと助けられております。帰ったら、公爵に手紙を送るよう言っておきましょう」

　それから、ふたりはそろって侍従長に疑問の視線を投げかけた。だが、その眼差しに侍従長は気づかないふりをして大仰に頭を下げる。

「おふたりとも、少々お待ちください」

　侍従長は執務室の扉に向き直った。扉を軽く叩いて、イルダーとユージェンがそろったことを、その向こうにいる人物に告げる。

　小さな声での返事を確認すると、侍従長は再びイルダーたちを振り返った。

「陛下がお待ちです」

　そう言って、侍従長は扉の脇へと退く。イルダーは扉を叩き、中にいるらしい国王の返事を待って扉を開けた。

　国王の執務室だけあって、広い部屋だ。絨毯やカーテンの装飾は地味に見えるが、絹の刺繍のひとつだけでも屋敷を一軒買えるほどの金額であることをイルダーは知っている。

　左右の壁には書簡や巻物のしまわれている棚があり、正面の壁にはジスタートの象徴である黒竜旗ジルニトラが掲げられていた。

　執務机に書類はほとんど積まれておらず、その手前にふたつの椅子が置かれている。しっかりした作りというだけでなく、クッションまで敷かれている。自分たちのために用意されたものらしいとイルダーは思った。

　そして、国王ヴィクトール＝アルトゥール＝ヴォルク＝エステス＝ツァー＝ジスタートは執務机の向こう側にいた。

　髪と髭は艶のない灰色。黒ずんだ肌と、活力の欠けた青い目。金糸と銀糸をふんだんに使った絹の衣はゆったりとしているが、そこから伸びた腕は枯れ木を思わせるほどに細い。

　イルダーとユージェンはそれぞれ膝をついて頭を垂れる。

「面おもてを上げよ、ふたりとも。ここは謁見の間ではない」

　ヴィクトール王はそう言うと、ふたりに椅子を勧めた。イルダーたちはもう一度国王に深く礼をしてから椅子に腰を下ろす。国王の言葉を待った。

　十を数えるほどの時間が過ぎたころ、国王はゆっくりと口を開く。

「余は、先日風邪をひいた」

　執務机を隔てて対面している二人ともが、まったく予想もしなかった言葉だった。

「いまは、お加減はよろしいのでございますか」

　ユージェンがおそるおそる聞く。国王はうなずいた。

「数日ほど寝こんだがな。いまはこの通りだ」

「それはようございましたが、くれぐれも御身を大切になさってください」

　驚きから立ち直りつつイルダーは言ったが、ヴィクトールは首を横に振る。

「おぬしらを呼んだのは他でもない。今後のことについてだ」

　老いた国王の声が、厳しさをまとった冷気を帯びた。ふたりは居住まいをただす。今後のこと――つまり、次代の王を誰にするのかという話に違いない。

「パルドゥ伯」

　ヴィクトールは、四十代の痩せた男の名を呼ぶ。

「そなたを、余の次の国王に指名する」

　室内に音もなく衝撃が走った。イルダーではなくユージェンを、ヴィクトール王は次代の王に選んだのだ。

「……陛下。おそれながらお聞かせください」

　十を数えるほどの沈黙を破って、ユージェンが口を開く。並大抵のことでは動じない彼でも、突然訪れた運命の急転に対して落ち着きを取り戻すのは容易ではなかった。

「なぜ、私なのでしょうか」

　ヴィクトール王は、その問いを予期していたかのような早さで短く問い返す。

「不服か」

「滅めっ相そうもございません。ただ、私は王家の血を引いておりませぬ」

「卿の妻は余の姪。その娘は王家の血を引いておろう」

「陛下。なにとぞ、そのお考えの一端だけでもお聞かせいただけませんでしょうか。私は非才の身ゆえ、どうお答えするべきか、ただ混乱するばかりでございます」

　ユージェンがそのように繰り返して述べる間、隣のイルダーは身じろぎもせず黙っている。呼吸ふたつ分ほどの間をおいて、ヴィクトールは言った。

「パルドゥ伯よ。卿はブリューヌとの交渉の任を十年近く務めたことがあったであろう。余はそれを評価した」

　それは、ユージェンがヴィクトール王の側近を務めていたころのことだ。

　まだ二十代だったが、そのころから国王にさえ物もの怖おじしなかった男である。相手が他国であってもその態度は変わらず、静かで押しつけがましくない振るまいと、必要となれば毅然として一歩も退かない姿勢はブリューヌからも高く評価された。

　ユージェンの粘り強い地道な外交交渉によって、ジスタートはブリューヌとの間に数年間の不可侵条約をはじめいくつかの契約を結ぶことができたのだ。

　その後、ブリューヌとの間にちいさな対立や揉め事が起きたとしても、両国の使者が行き来し、話しあいで解決することができた。

　ティグルとエレンがはじめて出会ったディナントの戦いまで、両国が本格的に兵をそろえ、刃を交える規模の戦は起きなかったのである。

　ヴィクトール王がユージェンを次代の王に指名したということは、ブリューヌとの友好に努めるという、今後のジスタートの方針を示すものでもあった。イルダーはジスタート北部に影響力を持つ男だが、ブリューヌには行ったこともない。

　ユージェンはまだ納得しかねるという顔つきでいたが、さすがに彼も、国王に対してそれ以上問い質すことはできなかった。進言とはまた別の話だ。

「何も、明日や明後日に王冠をかぶって玉座に座れとは言っておらぬ。余がこの世の者でなくなったときだ。そう遠くないことだろうがな」

「その日がすこしでも先のこととなるよう、よりいっそう努めさせていただきます」

　それからヴィクトール王はようやくイルダーを見る。

「ビドゴーシュ公には補佐を頼む。パルドゥ伯が王となった暁には、支えてやってくれ」

「かしこまりましてございます」

　イルダーは静かに頭を下げた。

　だが、その拳は国王に見えない角度で強く握りしめられ、かすかに震えている。

　なぜだ、と心の中で何度も繰り返し叫んでいた。

　イルダーがこれまで、王位について考えたことがないといえば嘘になる。彼は王弟の子で、三十代と若く、武芸に優れ、統治者としての力量にも恵まれていた。ルスラン王子を襲った悲劇も知っていた。

　そして、ユージェンを競争相手として意識したことは一度もなかった。

　決して彼を見下していたわけではない。国王相手でも進言すべきときは進言したという話を聞いて、見習うべきだと思ったことさえある。

　だが、イルダーの王位継承権は第七位。ユージェンは第八位だ。

　統治者としての力量に差はないとしても、四十代のユージェンに対してイルダーは三十代。また、イルダーが武勇に秀でていることは多くの者が認めていた。ユージェンの実績はそれこそ二十年近く前の、ブリューヌとの不可侵条約締結ぐらいしかない。

　継承権の順位は上で、未来があり、武芸の才も実績もある。何より国王に気に入られているとはいえ、ユージェンに野心がないことは広く知られていた。

　イルダーは彼に対して競争心を持つ理由がなく、警戒心を抱く理由もなかったのだ。

　それだけに、衝撃は大きい。

　雷に打たれたかのようだった。王の孫たちなど、他の者の名前が挙がった方がまだ驚きをおさえることができる。

　なぜだ、と問いかける心の声はイルダーの中で消えることなく、むしろ大きさを増していく。なぜ自分ではないのか。なぜユージェンなのか。

　イルダーとユージェンの間には、確執らしきものもとくになかった。

　縁戚関係にあるのだから、当然相手の顔と名は知っている。しかし、イルダーは妹と疎遠であり、積極的に交流を持とうとはしなかった。

　おたがいの勢力圏もまるで重ならない。イルダーの治めるビドゴーシュはジスタート北部にあり、彼の活動も北部を中心としたものとなる。

　これに対し、ユージェンの治めるパルドゥはジスタート南部にある。そして、ユージェンは国王に配慮して、王都に足を運ぶことすらあまりなかった。

　勢力圏が違えば、利害がぶつかることもあまりない。確執など生まれようがなかった。

　しかし、イルダーはいまはじめてユージェンを強く意識していた。

「ふたりともわかっていると思うが、このことは他言無用だ。折を見て、余が公表する。そう、次の太陽祭マースレニッツァのころにでもな」

　太陽祭は冬の終わりと春の訪れを祝う、ジスタートでは古くから行われている祭だ。

　春の到来と来て、王都は多くの人間でにぎわう。

　国王への挨拶に訪れた地方領主や周辺諸国の王侯貴族、祭を楽しむために町や村からはるばるやってきた者たち、稼げそうな話をさがす傭兵、彼らを目当てにした交易商人や吟遊詩人ミネストレーリ、道化師なども現れて、祭の間は夜でさえ昼間のように明るくなるといわれる。

　そのような場で国王が次代の王について宣言すれば、効果ははかりしれない。ユージェンの名は、一気に周辺諸国に知られることとなるだろう。そして、国王の言葉は、太陽祭までに心構えも含めて必要な準備を終えておくようにという意味でもある。

　そのときが来たら、ユージェンは住み慣れた屋敷を、その領地ごと手放して王都に移ることになるだろう。いまのうちから荷物をまとめ、自分がいなくなったあとの領地を任せる者をさがしておかなければならない。

　イルダーも、状況によってはユージェン同様に王都で暮らすことになるだろう。

　そうして、執務室での謁見は終わった。







　執務室から退出すると、イルダーの顔からどっと汗が噴きだした。息苦しく、身体が熱い。頭もぼうっとしている。まるで強い火酒を一気に呷あおったときのように。

「ビドゴーシュ公爵？」

　イルダーの様子がおかしいことに気づいたのだろう、ユージェンが気遣うような声をかけてくる。イルダーはゆっくりとした動作でユージェンに向き直ると、手で額の汗を拭いながら笑顔で言った。

「パルドゥ伯爵。心よりお祝い申しあげる。陛下がおっしゃったときには驚いたが、たしかにあなたにこそ、玉座はふさわしかろう」

「ありがとうございます、ビドゴーシュ公爵」

　ユージェンは穏やかな表情を崩さず、深々と頭を下げる。

「長く王宮から離れていた身ゆえ、お力添えのほど、よろしくお願いいたします」

「うむ。陛下のご命令でもある。我が身の全力をあげて、あなたを支えさせていただく」

　答えながら、イルダーは自分の言葉にどうしようもないそらぞらしさを感じていた。

　執務室に入る前にはなかった奇妙な緊張感が、ふたりの間にわだかまっていた。







　執務室の前でユージェンと別れたイルダーは、無言で廊下を歩いていた。

　自分が苛立っているのがわかる。一刻も早くこの王宮から離れたかった。

　そのただならぬ雰囲気から、彼を知っている者も気軽に声をかけるのはためらわれるようだった。ヴィクトール王がこの光景を見ていれば、態度に出してしまうからだめなのだと評したかもしれない。

　なぜ、ユージェンなのか。自分ではないのか。

――パルドゥ伯爵は陛下のお気に入りだ。しかし、まさか陛下もそれのみで決められたわけではあるまい。ブリューヌとの交渉を評価するとはいえ、二十年も前の……。

　ふと思いだしたのは、侍従長から聞いたティグルヴルムド＝ヴォルンなる若者の存在だった。ブリューヌの内乱を終わらせた英雄を、ジスタートの失態で死なせてしまったとあっては、関係悪化どころの話ではない。戦争になってもおかしくないだろう。

――だが、ブリューヌは先の内乱で疲弊し、有力な諸侯も倒れたと聞いている。そこまで配慮する必要があるのか。

　イルダーに、ブリューヌについての知識はあまりない。すぐに行き詰まった。

――ブリューヌとヴォルン伯爵とやらについては、近いうちに詳しい者に訊いたほうがよさそうだな。それに、ブリューヌのことが理由だとはかぎらぬではないか。

　イルダーは考えを巡らせる。たとえば、自分に何か過失があったのではないか。

　すぐに思い浮かんだのは、今度の蛮族討伐の件だ。武勇を誇るイルダーが苦戦を強いられ、予定以上の日数をかけてしまっただけでなく、かなりの損害を出した。彼の武勇に、陰りが生じたと思われたのかもしれない。

　回廊に出る。左側は装飾のほどこされた壁が続いているが、右側には壁がなく、柱が等間隔に連なっていて外の風景を楽しめるのだ。

　王宮に入ったとき、太陽はまだ中天に達していなかったはずだが、いまでは中天を通り過ぎている。澄んだ青空がうっとうしかった。

「あら、公爵様ではありませんか」

　不意に、明るい娘の声が後ろから飛んできてイルダーは足を止めた。振り返ると、二十歳ぐらいの美しい女性が立っている。イルダーは彼女のことを知っていた。

「戦姫殿か。まさかこのようなところで会うとはな」

　戦姫殿と呼ばれた女性はにこりと微笑を浮かべて会釈する。

　青みがかった黒髪は腰に届くほど長い。白を基調として赤や紫、薄黄を用いたドレスは、それだけなら清楚な印象を与えるだろうが、胸元にある真紅の薔薇と、腰にある紫の薔薇が、控えめながら優美さを添えている。

　彼女を見る者はまずその美しさや楚々としたたたずまいに感嘆のため息を漏らし、次いでその華きゃ奢しゃな肩に担がれている、長柄の大鎌に目を向けるだろう。

　真っ先にそちらへ注意が向かないのは、漆黒と真紅で構成されたこの大鎌が不思議なほど違和感なく溶けこんで見えるためだ。

　だが、それも当然かもしれない。この大鎌は戦姫のためにある竜具ヴィラルトなのだから。

　彼女の名はヴァレンティナ＝グリンカ＝エステス。『虚影の幻姫ツェルヴィーデ』の異名を持つ戦姫だ。

　戦姫はジスタートに七人いるが、イルダーが親しくしているのは北東のオステローデを治めている彼女と、他にエリザヴェータぐらいである。

「おひさしぶりです。公爵様を王宮でお見かけするとは思いませんでした」
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「私の方が、あなたなどよりよほど王宮に足を運んでいると思うのだがな。身体の調子はよいのか？」

　ヴァレンティナは身体が弱く、自分の治めるオステローデからは滅多に出ないとイルダーは聞いている。実際、彼が王宮でヴァレンティナと会うのはひさしぶりだった。

「オステローデは好きですが、この時期は王都の方が暖かいので」

　ヴァレンティナは屈託を感じさせない笑みを浮かべて答えると、何かに気づいたかのように眉をひそめる。半歩ほど前に出て、心配そうな顔でイルダーを見上げた。

「公爵様こそ、お加減が優れないご様子ですが……何かあったのですか？」

　何も知らない無垢な娘が、純粋に目の前の者を気遣っている。このときのヴァレンティナの仕草と表情には、相手にそう思わせるものがあった。

　イルダーはとっさに返答に詰まる。他言無用のことだとはわかっている。だが、誰かに話を聞いてほしいという葛藤が、彼にはたしかにあった。

「いや、たいしたことではない」

　しかし、イルダーは内心の思いを隠し、笑顔を作って首を振る。

「陛下にご挨拶にうかがったところ、お風邪を召されたと聞いてな。いまはよくなられたとおっしゃっていたが、聞かされた方としてはさすがに肝が冷えた」

　ヴァレンティナは目を丸くして「まあ」と小さな声をあげた。

「私も陛下にご挨拶をさせていただいたとき、同じことをうかがって驚かされましたわ」

「それは、おたがい大変だったな」

　黒髪の戦姫の反応に、イルダーはおもわず噴きだす。それから、彼女も一応は王位継承権を持っていることを思いだした。笑ったことで、凝り固まりつつあった思考の一部が解きほぐされたのかもしれない。

「戦姫殿。あなたは陛下について、何かお聞き及びになったことはないか」

　質問が抽象的過ぎたからだろうか。ヴァレンティナはわからないというふうに小首をかしげる。彼女の王位継承権が低すぎるから聞かされていないのか。それとも、やはり自分とユージェンにしかあのことは話していないのか。

「たとえば――」

　不意にヴァレンティナがつぶやいた。ささやきと呼べるほどの小さな声で。

「狼の後に続くのは誰か……というようなお話でしょうか」

　イルダーはぎくりとして、おもわず周囲に視線を走らせる。王宮の壮麗な廊下には自分たち以外に近衛兵しかおらず、彼らもそれぞれの持ち場を離れず直立不動を貫いている。

　ヴァレンティナが声を潜ひそめていたこともあって、聞こえた者はいなかっただろう。

　ヴィクトール＝アルトゥール＝ヴォルク＝エステス＝ツァー＝ジスタートという名の中のヴォルクは狼を意味する言葉で、先代の王が息子につけた愛称だ。

　国王が王子に愛称として獣の名を与えるのは、ジスタートに古くからある慣習である。ちなみに、王女の場合は花の名前をつけることが多い。

　狼の後に続く者。すなわちヴィクトールの跡を継ぐ者。次代の王のことだ。周囲をはばかるような彼女の声音からして、ヴァレンティナは間違いなく知っていた。

「……念のために尋ねるが、誰から聞いたのだ？」

「陛下から。他言無用といわれておりましたが、やはり一部の方々にはお話しされているようですね」

　それもそうかとイルダーは納得する。本当に自分とユージェンにしか話さないのであれば、国政が混乱するどころではない。王国の中枢に近い者たちには伝えているはずだ。

　そのていどのことが思いつかないあたり、自分はまだ衝撃から立ち直ることができていないのだろう。

「ところで、公爵様。話は変わりますが」

　距離を詰めた半歩分退がると、ヴァレンティナは小首をかしげてにこりと微笑んだ。

「知人から火酒ウォトカをいただいたのです。いかがでしょう。今夜にでも私の屋敷にいらっしゃいませんか。公爵様とひさしぶりにいろいろとお話しできればと思いますし」

　王位のことなどを除いても、イルダーにとってこれは嬉しい誘いだった。火酒は好物であり、ヴァレンティナと会ったのはそれこそ数ヵ月ぶりだったからだ。

「では半刻後、日が暮れる前に伺うかがってもよろしいかな」

　おたがいの立場を考えてイルダーはそう申し出る。まだ昼を少し過ぎたばかりだ。いまから屋敷に使いを出し、イルダーをもてなす用意をしたとしても時間は充分にあった。

　それに、独身の若い男がやはり独身の女性のもとへ夜に訪ねれば、口さがない者にどのような陰口を叩かれるかわかったものではない。

「わかりました。公爵様をお待ちしております」

　ヴァレンティナと別れて、イルダーは再び回廊を歩きだす。その顔はいくらか晴れやかになっていた。
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　貴族たちの邸宅が集まっている一角に、ヴァレンティナの屋敷はあった。

　壁に塗られた漆しっ喰くいは真新しいように白く、黒がかった褐色の屋根も汚れておらず、丁寧に手入れをされているのはわかる。だが屋敷そのものは小さく、装飾も古風だ。庭園もこじんまりとして、周囲にそびえる他の屋敷に埋もれているようにさえ見えた。

　もっとも、ヴァレンティナにしてみれば彼女が本来いるべき場所はオステローデなのだから、これで充分なのだ。

　それに、王都に屋敷を持っている戦姫は多くない。エレンやミラなどは、王都に長く滞在するときは王宮に一室を借りるか、王侯貴族や豪商を相手にした宿を利用することにしている。

　イルダーは自分で言ったように、空の青がくすんできたころに訪ねた。ヴァレンティナは自ら応対に出る。応接室へ案内した。

　部屋の中の暖炉にはすでに火が入っており、室内は充分に暖められている。大きな二つのソファと、それに挟まれた円形の小さなテーブルがあった。

　カーテンは白と黒で二重になっているが、そのどちらにも薔薇の刺繍がほどこされていることにイルダーはそっと笑みをこぼした。

　テーブルの上には火酒ウォトカの瓶と銀杯、それから二枚の皿が置かれている。片方には果物が盛られ、もう片方にはチーズと薄く切ったパンが載っていた。

　イルダーがソファに腰を下ろすのを待って、ヴァレンティナは自らの手で銀杯に火酒を注ぐ。それから自身もソファに腰を下ろした。

「そういえば、蛮族の討伐を無事に終えたとうかがいました。おめでとうございます」

　ヴァレンティナはそう言って銀杯を掲げる。イルダーは苦笑しつつ、彼女に合わせて銀杯を掲げた。自身では誇れる戦果と思っていないのだが、このような場でそれを口にするほど無粋ではない。

　銀杯に口をつけたイルダーは、目を瞠みはる。いままでさまざまなものを飲んできたが、これはかなり上等な部類の火酒だ。

　清流のように澄んでおり、苦みがほとんどなく喉を通り抜けた。身体が体内からあたためられて、気分が昂こう揚ようしてくる。

　王都までの旅の疲労が、発散される熱とともに抜け落ちていくようだった。

「お気に召したようで何よりです」

　ヴァレンティナがにこりと微笑んだ。彼女はもう銀杯をテーブルに置いて、リンゴを手に取っている。

「どうぞ、遠慮なさらずにお飲みになってください」

　言われるがままにイルダーは杯を重ねた。たまにチーズをかじりながら、ヴァレンティナと談笑に興じる。

　イルダーは蛮族討伐や自領で起こった出来事、吟遊詩人ミネストレーリに聞いた噂話などを語り、ヴァレンティナも王都や自領のオステローデで見聞きしたことを話しながら、基本的には聞き役に回った。あいかわらずの聞き上手だな、などとイルダーは思う。

　ビドゴーシュ公爵は退屈を覚えなかった。黒髪の戦姫は話の要所要所で「公爵様はその後、どうなさったのですか」などと質問をしてイルダーから言葉を引きだし続けたのだ。ヴァレンティナ自身はいつしか聞き役に徹し、ほとんど話さなくなっていた。

　話せば喉が渇き、酒杯をさらに重ねる。イルダーは味わうために火酒をゆっくり飲んでいたのだが、半刻ほどが過ぎたとき、瓶の中の火酒は半分以下にまで減っていた。

「――そういえば」

　イルダーの話が途切れたところで、思いだしたようにヴァレンティナが尋ねる。

「王宮のこと、公爵様はどうなさるのですか？」

　王宮という単語に、イルダーは昼間のことを思いだした。もしも冷静であったなら、曖昧な彼女の質問に対して、もう少し詳しく聞き返したかもしれない。

　だが、火酒によって酩酊した思考は単語と記憶を即座に結びつけてしまった。臣下としての意識が、他言無用という言葉を即座に思いだしたものの、ヴァレンティナも知っていることだと考え直す。やや乱暴な口調で答えた。

「陛下のご命令だ。パルドゥ伯爵……いや、ユージェン王の第一の臣下として支えさせていただくとも。そう、その呼び方に、いまのうちから慣れておかねばならぬな」

　王位継承権の順位は、王宮に勤める者ならば誰もが知っている。ユージェンが玉座につけば、かつて彼より上位だったイルダーなどは、むしろ率先して膝をつく必要があった。

「それでは、公爵様は次代の王の伯父となられるのですね。王の伯父というと、私は『エフラムとイヴァン』を思いだしてしまうのですが」

　イルダーの苦悩になどまるで気づかぬ風情で、ヴァレンティナはおとぎ話の題を口にする。『エフラムとイヴァン』は、ジスタートに古くから語り継がれているおとぎ話だ。

　悪の侍従長イヴァンに王宮を追いだされた聡明な王子エフラムが、森の奥に隠遁している伯父の協力を得てイヴァンを討ち、王宮に凱旋するのである。その後、伯父は侍従長となってエフラムの治世に尽くす。

『エフラムとイヴァン』は、ジスタートには五十種類以上あるといわれている。話の筋が非常に単純なためか、吟遊詩人ミネストレーリたちが脚色や誇張を思いつきで加えていき、それこそ地方ごとの『エフラムとイヴァン』ができあがってしまったのだ。

　ある地方では、エフラムは追いだされたのではなく妻となる女性をさがして旅に出たことになっている。またある地方では、すべては伯父の陰謀で、侍従長のイヴァンは本当は善人だったという筋になっている。

　エフラムの物語は、エフラムという名の村人の一夜の夢だったなどというものもある。

「――『エフラムとイヴァン』か。懐なつかしいな」

　イルダーは笑ってみせたが、内心はまったく穏やかではいられなかった。

――戦姫殿が『エフラムとイヴァン』に言及したのは、厚意からだろうが。

　イルダーも、己の治めるビドゴーシュに語り継がれている『エフラムとイヴァン』ならば知っている。いわゆるビドゴーシュ版では、伯父の代わりにエフラムの義兄が出てくるのだ。エフラムの妻の兄である。

　エフラムと義兄はことあるごとに対立し、ときに剣すらまじえるのだが、そのたびにエフラムの妻がふたりをいさめて和解させ、渋々ふたりは剣をおさめる。

「おまえに頼まれては仕方がない。あのような男でもおまえには大切なのだろうから」

　エフラムも義兄も、一言一句まったく同じ台詞を述べて。

　結末は他の物語と同じだ。ふたりは力を合わせて勝利し、義兄は侍従長となる。

　ヴァレンティナは子供のころから身体が弱く、屋敷にこもってさまざまな物語を読みふけっていたとイルダーは聞いている。ビドゴーシュ版の内容を知っているからこそ、あえてその名を出したに違いない。

――だが、私と妹は、あの物語の中の伯父と妹のような関係ではない。

　そこまではヴァレンティナも知らないのだろう。無理もない。よほど仲がよいか、よほど険悪とでもいうのでないかぎり、兄弟姉妹の仲など取りざたされないからだ。

「――なぜだ」

　つい、心の声が口をつく。なぜ、自分がユージェンに膝をつかなければならないのか。

　玉座に座るべきは自分のはずなのに。いったい、自分のどこが彼に劣っているのか。

「公爵様」

　とても優しげな声が、イルダーの耳じ朶だを打った。ヴァレンティナの声だ。

「ひとまず、パルドゥ伯爵を信頼されてみてはいかがでしょう」

　薄暗がりの中で、黒髪の戦姫はにこりと微笑んだ。

「公爵様のお気持ちはわかります。陛下は、かつて側近だったからなどというだけの理由で、パルドゥ伯爵に玉座を譲ろうとしているのではないだろうか。王位継承権の順位も、個々の実績も何もかも無視して」

「……私はそんなことを考えてなど」

「この部屋には私と公爵様しかおりません。陛下も、パルドゥ伯爵もおりません」

　イルダーの弱々しい反論は、冷えてはきても、まだ夜には遠い大気の中に消える。

「でも、もしかしたら、陛下には自分などには思いもよらぬ考えがあって、パルドゥ伯爵に玉座を譲ろうとしているのかもしれない」

　ヴァレンティナの言葉は、一語一語がイルダーの内心を正確に表現していた。

　国王の臣下としてのイルダーは、納得したかったのだ。

「そういう理由ならば、自分ではなくユージェンが王となるのもわかる」と、そう考えることができるものを、彼は求めていた。

「おそらく、それはあるのだと思います。私にもわかりませんけれど」

　イルダーの心に落胆と失望が広がる。ヴァレンティナは続けた。

「ですから、信頼されてみてはいかがでしょう」

　火酒によってぼんやりとしたイルダーの意識が、三つ数えるほどの時間をかけて、すこし前のヴァレンティナの言葉をどうにか思いだす。

「……ふむ。そうだな」

　義兄と義弟の間柄とはいえ、これまで交流らしい交流がなかったのだ。イルダーはユージェンの顔も名前も知っている。国王の側近を務め、進言するときは躊躇しなかったという話も知っている。

　だが、それだけしか知らないのだ。

　信頼し、交流を重ねていけば、自分が納得できる理由が見つかるかもしれぬ。

「戦姫殿の言われる通りだ。火酒以外にも、貴重なものをいただけたようだ」

　酒精混じりの熱い息を吐きだし、イルダーはそうつぶやいた。

　それから半刻後、空が薄闇に覆われつつあるころにイルダーはヴァレンティナの屋敷を辞した。従者とともに、己の屋敷へ向かう。わだかまりが消えたわけではもちろんないが、彼女の言葉を前向きに考えてみる気になっていたのだった。
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　ヴァレンティナが王都にあるユージェンの屋敷へ使者を出したのは、彼女がイルダーに火酒を振る舞った翌日の昼のことである。黒髪の戦姫の使者は、簡潔ながら礼節にのっとった挨拶を述べたあとに主の言葉を伝えた。

「パルドゥ伯爵閣下が王都へ足を運ばれるのは、非常に稀なことと聞いております。お忙しいことと思われますが、ご挨拶だけでもさせていただけないかと」

　ユージェンはヴァレンティナと面識はあるが、話したことはほとんどない。北東のオステローデを治める彼女と、交流を持つ機会がなかったためだ。とはいえ、不仲というわけではないから断る理由もない。それに、気晴らしにはなるかもしれないと考えた。

　実のところユージェンは、国王への謁見をすませたらすぐに己の領地であるパルドゥに帰るつもりだったのだ。荷物も、王都に着いたその日にまとめていた。

　しかし、国王から伝えられた言葉は彼の予想をはるかに超えたものだった。

　そこで彼は予定を変更し、王都にもう何日か滞在して自分の考えをまとめようと思っていたのだ。ひとりだけ伴ってきた従者には、何枚かの銀貨を渡して王都見物でもするようにと言ってある。

　従者も、己の主人が自分には言えないような使命を授かったのだと察した。素直に銀貨を受けとると、日が暮れる前には戻りますと言って屋敷を出たのである。

　そのようなわけで誰かと会う予定もなく、気ままに王都の大通りでも歩こうかとさえ考えていた。ヴァレンティナの来訪はちょうどよかったのだ。

「わかりました。今日でしたら、日が暮れたころでよければお会いしましょう」

　そうして夕方になると、ヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスは薔薇をあしらった純白のドレスをまとって、ユージェンの屋敷を訪れたのだった。竜具エザンディスは屋敷の扉をくぐったところで従者に預ける。

「おひさしぶりです。パルドゥ伯爵」

「こちらこそ」

　簡単な挨拶をかわし、ユージェンはヴァレンティナを応接室へと案内した。

　話題は最近の王都の様子からはじまり、次いでおたがいの治める領地の話に移る。打ち解けた雰囲気になったところで、ふとヴァレンティナは話題を変えた。

「ところで、このような場で口にしてよいかどうか悩みましたが……知らぬふりはかえって失礼ですからお祝い申しあげます。王位継承の件、まことにおめでとうございます」

　灰色の髪の伯爵はあからさまに眉をひそめる。普段の表情が穏やかなだけに、こういう顔をすると見る者をたじろがせるほどの迫力があった。驚いたように瞬きを繰り返すヴァレンティナに、いつになく厳しい声でユージェンは問い質す。

「その話、どこで聞いたのかな」

　ヴァレンティナははっとした顔になり口をつぐんだが、やがて沈黙を破って答えた。

「……ビドゴーシュ公爵からです」

　ユージェンの表情が厳しさを増す。内心で、彼は憤った。

――陛下は他言無用とおっしゃっていたではないか。

「ヴァレンティナ殿。このことは他言無用とされている。あなたに仕えている従僕や侍女など、他の者に話したりはしていないと思うが」

　ヴァレンティナは沈んだ表情で首を縦に振った。

「申し訳ございません」

「……いや、あなたしか知らないのであれば、かまわない」

　なるほどとユージェンは納得した。ヴァレンティナにしてみれば、知ってしまったからには挨拶に伺うべきだと考えるのは当然だった。そうでなければ、彼女が言ったようにかえって不敬ととられかねないからだ。

「私が王になることを知っていて、そのとき王都にいたのに挨拶に来なかったのか」

　後々ユージェンにそう詰問されたら、申し開きが立たなくなる。理不尽だが、それが通用してしまうのだからおそろしい。

――玉座。権力。陛下はよくいままで抱えていらっしゃったものだ……。

　自らの額を指で揉みほぐしながら、ユージェンはため息をついた。ヴィクトール王の側近だった彼は、国王の権力をすぐそばで見てきた。だが、同時に国王の労苦や葛藤、絶望をも見てきたのだ。

　哀れんだつもりはない。ただ、せめて自分だけは言うべきことを言おうと決心してヴィクトールに仕えた。結婚もしていなかったし、両親もそのときには亡くしていた。

　それにヴィクトール王はやや短気で怒りっぽいところこそあるが、耳を傾けるべきだと判断したら誠実に対応してくれたのだ。

　仕え甲斐があると思った。進言し続けた。

　そうしたら、ずいぶんと気に入られてしまった。結婚を勧められたときは心底驚いたものである。喜んで受けたものの、これ以上側近として仕えることはできないとも思った。王族の妻の存在が、ユージェンの進言に影響力を持たせてしまうからだ。

　権勢をふるう外がい戚せきになることを、ユージェンは恐れた。ヴィクトール王はユージェンのその思いを汲み取ってくれたのか、爵位と領地も与えてくれた。

　そしていま。ヴィクトール王はかつて与えてくれたものが霞むほどのものを、ユージェンに与えようとしている。

　王冠と玉座と、ジスタートと呼ばれる国の全土を。

　ユージェンとしては、拒否はできないと思っていた。国王の命令だからではない。

　ヴィクトールは、ユージェンならばこれらを大切にするだろうと考えて、譲ると言ったのだ。かつて、妻と爵位とパルドゥの地を与えてくれたときのように。その想いをないがしろにはできなかった。

――だが、ビドゴーシュ公爵はそうでもないようだ。

　申し訳なさそうにしているヴァレンティナを見ながら、ユージェンは苦々しく思う。

　だが、ユージェンのその感情は意外な形で動きを止めた。意を決した顔でヴァレンティナが口を開いたのだ。

「あの、伯爵様。おそれながら、申しあげたいことがあるのですが」

　ユージェンはうなずいた。

　ヴァレンティナが主張したのは、イルダーもはっきりと言ったわけではないということだった。濁して答えたところに、ヴァレンティナが察してしまったのだと。

「ビドゴーシュ公爵様も、他言無用という陛下の命令に背いたわけではないのです」

　そういえば、とユージェンは思いだす。ヴァレンティナはその名と姓が示す通り、王族の傍系だ。他の者よりも知識が豊富だということだ。

　ならば、勘付いてしまっても仕方ないのかもしれない。

　ヴァレンティナはさらに言い募つのる。

「それに、公爵様はひどく落胆なさっていて……。せめて話を聞くことで、お慰めできればと思って」

　そう言われると、ユージェンとしても怒るに怒りきれなかった。なにしろユージェン自身、イルダーではなく自分が次代の王に選ばれたことについて疑問が尽きないのだ。自分でさえそうなのだから、イルダーはより失望や憤ふん慨がいの度合いが強いのだろう。

「伯爵様。できれば一度、公爵様とお話ししていただけませんでしょうか」

「ビドゴーシュ公爵とか」

　ヴァレンティナに言われるまでもなく、ユージェンはイルダーとふたりだけで話す機会を設けるつもりだったが、彼女の真しん摯しな眼差しに、先を促す。

「公爵様は落胆されていると同時に、ご自分の立場の危うさに不安を抱いているようなのです。国王の義兄となることに」

　ユージェンはイルダーに呆れたりせず、むしろ同情を覚えずにはいられなかった。国王の外戚というものは、うまくいけば権勢をふるうことができるが、下手をすれば危険視されてすぐに処断される。それが、将来彼の置かれる立場なのだ。

「ありがとう、戦姫殿。ところでビドゴーシュ公の好みなどはご存じかな」

「公爵様の好みといったら火酒でしょうか」

　ヴァレンティナはイルダーの好みについてできるかぎりのことを説明し、会って話す前に、火酒を贈ってはどうかと提案した。イルダーの不安と警戒心を、いくらかでも解いてから会った方がよいのではと。

　ユージェンはこれにもうなずき、そのように手配しようと言った。

　その後、ふたりはさまざまなことを語りあい、夜が更ける前にヴァレンティナはユージェンの屋敷を辞したのである。
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　ルヴーシュの公宮でウルスが馬ば丁ていとなってから、十数日が過ぎた。

　まだ日の出ないうちからウルスは起き上がり、宿舎内に漂う冷たい空気に身体を震わせながらベッドを出る。吐く息は白い。しかし、おかげで目も覚める。

　闇に目が慣れるまで身体を必死にこすって温め、ほとんど手さぐりで宿舎を出る。明かりなどほとんどないからだ。

　外に出てみればまだ空は暗く、星さえ瞬いている。宿舎のそばにある井戸で顔を洗う。他の馬丁と顔を合わせるのはこのころだ。

「おはようございます」

　そう言うと、おう、という短い返事が来る。初日は胡散臭い目で見られるだけで挨拶すらしてもらえなかったのだが、最近ようやく言葉が返ってくるようになった。

　連れだって厩きゅう舎しゃに向かう。早朝だろうと変わらず臭いが、慣れというのはおそろしいもので、ウルスはほとんど気にならなくなっていた。

　いつものように馬糞と尿の処理にとりかかる。専用の鋤ですくって、指定の場所へ運ぶのだ。それから厩舎内を掃除し、水の取り換えや餌やりを行う。

　馬丁としての日常に、ウルスは適応してしまっていた。

　もっとも、慣れだけでそうなったのではない。たとえば馬丁頭に言われて、はじめて馬に餌をやったときのことだ。身体が覚えているかのように、自然な手つきでできたのである。鐙や鞍の手入れも、教わる前から知っていた。

――記憶を失う前の俺は、馬の世話をしていたらしい。

　自分が拾われた漁村で、はじめて弓に触れたときもそうだった。懐かしい感覚を、ウルスは厩舎内のさまざまな仕事で呼び起こされたのである。

――どうして馬丁にされたのかはわからないが……。

　寝る場所も食事も保障されている。給金も出るという。えらいことになったとはいまでも思っているが、しばらくはここで働こうとウルスは考えるようになっていた。

　あの漁村で拾われ、自分が何も思いだせないとわかったときも、ウルスはさほど不安を覚えず、なんとかなるだろうと楽観的にかまえていたのである。そう言って、村人たちに呆れられたほどだった。

　その姿勢は馬丁になっても変わらず、記憶を失う前の自分はよほど呑のん気きな性格だったのだろうとさえ思っている。あるいは、やみくもに動きまわることこそ危険だと本能が悟っているのかもしれなかった。

　一通り仕事を終えると、ウルスは馬丁仲間たちと宿舎に戻る。朝食をとるためだ。

　宿舎の扉をくぐったとき、馬丁仲間のひとりとすれ違う。ウルスより二つか三つ年長の男だ。彼はウルスの顔を見ると、意地の悪い笑みを浮かべて言った。

「なあ、ウルス。おまえは戦姫さまにとりたててもらったって聞いたんだが、本当か？」

「ええ。そうです」

　隠すことでもないと思い、ウルスは正直に答える。次の瞬間、馬丁仲間の表情から笑みが消えて驚きに染まった。男は不快そうな目でウルスを一いち瞥べつしたあと、鼻を鳴らして歩き去る。ウルスはぼんやりとした顔で馬丁仲間の背中を見送った。

「何だったんだ……？」

　馬丁仲間の態度の急変をウルスは訝いぶかしんだものの、早朝に起きて仕事をしたせいでひどく腹が減っている。彼を追いかけて話を聞くより、朝食を優先することにした。

　カラスムギの固いパンと、ジャガイモとキャベツを煮込んだスープの朝食をすませると、すぐ次の仕事にとりかからなければならない。

　次にウルスが宿舎に戻ってきたのは、まもなく日が暮れようとするころだった。仕事で疲れた身体を引きずって自分の部屋に向かう。

　自分の部屋と言っても、もちろん個室ではない。四人が共同で使う部屋だ。あまり広くない部屋の四隅にそれぞれのベッドが置かれ、中央にちょっとした空間がある。私物はすべて自分のベッドに置き、他人のベッドを勝手に使ってはならないと決まっていた。

　ウルスに私物はない。強いていえば、馬丁として働くことが決まったときに支給された服が二着と、厚手の毛布が二枚、それからごわごわした枕がひとつだ。むろん、それらはすべて自分のベッドに置いている。

　扉を開けて部屋の中に入ったとき、ウルスは驚きに目を瞠った。

　誰もいない室内で、自分のベッドが引っくり返されている。替えの服と毛布も床に放り出され、服にいたってはずたずたに引きちぎられていた。枕も同様だ。

「何だ、これは……」

　あまりのことに、それしか言葉が出てこない。いたずらと呼ぶには悪辣すぎる。他の三人のベッドには何もされておらず、ウルス個人を狙ったものであることは明白だった。

　呆然と立ち尽くしていると、足音が近づいてきた。同じ部屋を使っている馬丁仲間のマルクが、仕事を終えて帰ってきたのだ。

　マルクは十七歳だが、あとふたつは若いのではと思うほど背が低く、色白で、手足も細い。力仕事よりも、馬具の修理など手先の器用さを求められる仕事が得意で、この共同部屋を使う者たちの中では、もっともウルスと親しくしてくれていた。

　マルクはウルスの態度を見て不思議そうな顔をしたが、部屋の中を覗きこんで納得したような表情をつくる。

「これ、誰がやったかわかるか」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直ったウルスは、さすがに苛立ちを隠せずマルクに訊いた。だが、マルクは横目でウルスを見ると首を横に振る。

「犯人捜しは諦めたほうがいい」

「どうしてだ？」

「見つからないからだよ」

　マルクは部屋の中に入ると、ウルスのベッドに手をかけた。

「そっちを持ってくれ」

　言われて、ウルスものろのろとした足取りで自分のベッドに歩み寄る。ふたりがかりで引っくり返されたベッドを戻した。拾いあげた毛布と服をじっと見つめるウルスに、小柄な馬丁仲間は哀れむような眼差しを向ける。

「君、いまの戦姫さまに拾われたんだってね。皆の間でひそかに話題になっているよ」

　ウルスは弾かれたように顔を上げてマルクを見た。部屋には小さな窓があり、そこから朱色の夕陽が射しこんでいる。その光が、彼の顔に不思議な陰影をつくっていた。

「ようするにさ、そういうことだよ。いまの戦姫さまが、じきじきに誰かを公宮で働かせるなんてなかったからね。それと、自分で気づいているかどうか知らないけど、君は仕事の手際がいい。お頭に呼びだされたことはないだろう？」

　お頭というのは、あの無愛想な馬丁頭のことだ。ウルスが戸惑いがちにうなずくと、マルクは肩をすくめて苦笑を浮かべた。

「あのひとは人前で叱らないんだよ。その日の仕事が終わったあと、自分の部屋に呼んで短いお説教をするのさ。この厩舎にいる馬丁で、働きはじめてから数日以内に呼ばれなかったやつはいまのところいないね。君以外に」

　言われてみるとたしかに、馬丁頭が誰かを叱ったりしている場面をウルスは見たことがない。あまり怒らないひとだと勝手に思っていたのだが、違ったようだ。

　つまり、自分がこんな目にあったのは嫉妬からというわけだ。ウルスは奥歯を強く噛みしめて、抱えこんだ毛布と服を強く握りしめる。理不尽すぎる話だった。自分のベッドに腰を下ろしたマルクに、ウルスはやりきれない思いで尋ねる。

「俺はどうすればいい？」

「相談はお頭にしてくれ。悪いけど、僕じゃ何の力にもなれない」

　返ってきたのは、関わりあいになるのを避けたがっていることがあきらかな、ひどくよそよそしい答えだった。馬丁になってからの十数日を、否定されたようにさえ思えた。

――仕方ないか。

　ウルスは内心でため息をこぼす。自分の受けた被害をあらためて確認すると、巻きこまれたくないと思うのが自然だ。それに、言い換えるならばウルスが馬丁として働きはじめてから、まだ十数日しか過ぎていないのだ。

――だが、やられっぱなしでいると思うな。

　ウルスは静かに反撃の方法を考えはじめた。
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　最初に嫌がらせを受けた日から数日が過ぎた。それは、あいかわらず続いている。

　今朝はスープに虫を入れられた。早朝の仕事を終え、食事をとろうとしたところで馬丁頭に呼ばれてしまい、わずかな時間にせよ食堂を離れたのが失敗だった。

　悔しかったので、虫を捨てたあとスープは飲み干した。

　馬丁頭にはすでに相談している。彼は自分の管理が行き届いていないことをすまないと詫びてくれたものの、対処方法は思いつかないようだった。ひとりひとりを呼んで問い質したりしてくれたが、犯人はいまだに判明していない。

　ウルスは内心の怒りをおさえつつ、表向きは淡々と仕事をこなしていた。幸いといっていいかどうかはわからないが、仕事に関しては嫌がらせはまったくない。

――お頭に見つかりやすいからだろうな。

　こと仕事に関しては、いつどこに誰がいるのかを馬丁頭は正確に把握している。誰かが仕事場から抜けだしたりすれば、発見される可能性が大きかった。

　不愉快な朝食を終えて厩舎に戻ったウルスだが、ほどなく馬丁頭に呼びだされた。なんだろうと思いつつ宿舎へと急ぐ。宿舎に着くと、そこには馬丁頭とマルクが立っていた。

「今日はマルクと買いだしに行ってくれ」

　城下の町に買いものに行くのだ。マルクが同行するのは、ウルスだけでは道も店の場所もわからないからである。

　そうしてマルクに買い物の内容を確認すると、馬丁頭は厩舎へと歩き去った。あとにはウルスとマルクだけが残される。

「それじゃ行こうか」

　遠慮がちに、マルクが言った。ウルスに対する嫌がらせがはじまってから、マルクとはあまり話さなくなっている。マルクには後ろめたさがあり、ウルスもまた巻きこまないですむならその方がいいと思っているからだった。

「なあ、マルク」

　だからなのか、ウルスが声をかけるとマルクはびくりと肩を震わせる。ウルスは苦笑を浮かべつつ、言葉を続けた。

「ひとつ、頼まれてくれないか」







　ウルスの使っている部屋に三人の馬丁が足を踏み入れたのは、昼過ぎのことだった。仕事の合間の休憩時間に、急いで戻ってきたのだ。

「あいつは買い出しに行ったんだよな？」

「ああ。牧場を出て行ったのは確認した。今日はどうする？　ベッドでも捨てるか？」

　ひとりが意地の悪い笑みを浮かべて仲間に聞く。

「今日はこいつだ」

　もうひとりが左手で自分の鼻をつまみつつ、右手に持っていた袋を掲げた。その臭いで他のふたりも袋の中身が何なのか理解する。馬糞だ。仕事中に用意したのだろう。

「こいつをなすりつける。洗っても臭いがとれないくらいにな」

　一応まわりを見回し、人目がないかどうかを確認してから三人はウルスの使っている部屋に入る。どれがウルスのベッドなのかはすぐにわかった。他の馬丁たちには私物があるが、ウルスにはないからだ。

　ベッドと毛布に馬糞をぶちまけると、彼らは満足した顔で廊下に出た。

　だが、彼らが勝ち誇ることができたのはそのときまでだった。

「――もう終わったのか」

　彼らの目の前に、ウルスが立っている。三人の顔は一転して驚愕に変わり、その場に立ち尽くした。

「お、おまえ、買い出しじゃ……」

　三人のうちのひとりが声を震わせながらそこまで言いかけて、何かに気づいたように言葉を呑みこむ。ウルスは平然と答えた。

「ああ。すっぽかした」

　一昨日のうちに、ウルスは馬丁頭に頼んでおいたのだ。何日かしたら、ごく自然な感じで外出する用事をくれるようにと。

　あえて日を置いたのは、相手を油断させるためだった。嫌がらせをされている以上、自分が見張られている可能性があるとウルスは考えたのだ。

　今日の買い出しにしても牧場の外まではマルクとともに行き、自分たちの後をつけている者がいないことを確認すると、マルクにあとを任せて急いで宿舎に戻った。そして、廊下の陰で待ち伏せしていたのである。

　馬丁たちも、ウルスが牧場を出たところまではたしかめたものの、それ以上のことはできなかった。仕事場から離れすぎれば、馬丁頭に見つかるのは確実だったからだ。

「二刻以上も、そこに隠れていやがったのか」

　馬丁のひとりが喘いだ。隠れるのが困難というわけではないが、二刻もの間、じっと動かずに身を潜めているというのはそうできることではない。

　しかし、これにもウルスは何でもないことのように応じた。

「狩りでの待ち伏せにくらべれば楽なものだ。邪魔な草もないし、虫や蛇も……」

　そこまで言って、ウルスはふと自分の言葉に首をひねる。

　いま、ごく自然に狩りという言葉が口をついて出た。弓が得意なことを考えると、やはり記憶を失う前の自分は狩人だったのだろうか。身体に残っている傷跡から弓兵とも考えていたが。

　ひとりが悪態をついて、ウルスに殴りかかってくる。その動きにつられるかのように、他のふたりも左右から襲いかかってきた。

　だが、ウルスはまるで怯まず、冷静に彼らの動きを見極めてその拳をかわし、あるいは受け止める。馬丁たちがさほど喧嘩慣れしていないと判断すると、すばやくひとりの背後へとまわりこんで腕をひねりあげた。馬丁の口から苦痛の呻うめきが漏れる。

「おまえたちがどうしようと、俺はお頭にすべて報告する。いいな」

　突き放すように言い、ウルスは男の腕を離すと、蹴り飛ばした。前へ押しだされたその男は他のふたりを巻きこんで派手に転倒する。

　ウルスへの嫌がらせは、この日をもって終わった。
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　エリザヴェータが側近のナウムに、ウルスの仕事ぶりについて報告するよう命じたのはその日の夕方のことだった。

「十五、六日ほど過ぎたでしょう。できれば、明日には報告を聞きたいですわ」

　金と碧の瞳を期待に輝かせてエリザヴェータは言い、ナウムを困惑させたものである。

　馬丁の仕事など、十日過ぎようが二十日過ぎようが同じことの繰り返しではないかとナウムは思っていたのだ。

　とはいえ、ウルスの弓の技量を目の当たりにし、彼が記憶喪失らしいことを知っているナウムとしては、彼が新しい環境でどう過ごしているのか興味はあった。エリザヴェータの命令ということもあり、ナウムはその日の夜には馬丁頭を訪ねて話を聞いた。

　翌日、昼になる少し前にナウムは執務室を訪れ、エリザヴェータに報告した。

「喧嘩騒ぎを起こしました」

　エリザヴェータは意外そうな顔をしたが、ナウムの報告を聞いて表情を曇らせる。

――もっと早く報告させるべきでしたわ。

　ため息をついた。ナウムほどではないが、エリザヴェータも馬丁の仕事が変化に富んでいるとは思っていなかった。それに頻繁に気にかければ、文官たちがまたうるさく言ってくるのではないかと考えていたのだ。

「ナウム。ウルスにはまだ馬丁を続けさせなければ駄目ですの？」

「お言葉ですが……むしろ、馬丁以外の仕事に就けることの方が困難かと」

　労苦によって顔に刻まれた皺を撫でながら、諭さとすようにナウムは答える。

「理由はどうあれ、ウルスは争いを起こしたのです。馬丁として勤めて、まだ一ヵ月にもならない男が。追いだされても仕方のない――」

　そこまで言って、ナウムは口をつぐんだ。エリザヴェータの瞳に怒気の炎が灯ったことに気づいたのだ。

「ウルスは何をされようと黙って耐えるべきだった。そう言いたいのかしら？」

「戦姫さまのお怒りを買うことを承知で申しあげますが、その通りです」

　ひるむことなくナウムは赤い髪の戦姫の視線を受け止め、言葉を続ける。

「戦姫さまがじきじきにウルスへ声をかけられ、彼を公宮に連れてきたことはすでに知れ渡っております。戦姫さまに気に入られて増長した新参者が、仕事になじめず喧嘩騒ぎを起こした。ほとんどの者はそう見るでしょう。戦姫さまの名誉にも関わる事態です」

　エリザヴェータは反論を試みようとしたが、適切な言葉が思い浮かばず、肩を落とした。気落ちしている主を痛ましげに見ながら、ナウムは続ける。

「妬みや僻みは馬丁だけのものではありません。ウルスの仕事を変えても、公宮に勤めるかぎり、彼に対する嫉妬はつきまとうでしょう。それならば、馬丁を続けさせた方がいっそいいかもしれません。少なくとも彼は、嫌がらせなどに屈しない男であることを馬丁たちに証明しました」

「でも、孤立するのではないかしら」

　エリザヴェータの表情は晴れなかった。赤い髪の戦姫はそっと左目をつぶる。

　ほどなく左目を開けると、今度は右目をつぶった。何かの拍子に片目だけでものを見る癖が、彼女にはある。

　小さなころ、エリザヴェータは異彩虹瞳ラズイーリスのために村人たちからいじめられていた。十歳のときエレンに会って、彼女はいじめに立ち向かう意志を持つようになったが、それまでの昏い過去は、記憶の奥底にいまなお深い澱よどみとなって溜まっている。

「孤立の方がましということもありますが」

　ナウムはそう言ったが、エリザヴェータはすぐに結論を出せない。ひとまず保留とし、ウルスの仕事ぶりについての報告を続けさせた。

　馬の世話をしていた経験があるようだという報告に、エリザヴェータは首をかしげる。それだけではなく、馬具の手入れについても慣れたものだったという。

「馬には乗れるのかしら？」

　すこし考えてエリザヴェータは尋ねた。馬に乗れるかどうかは、ウルスの素性を知る重要な手がかりになる。騎士階級や貴族でもないかぎり、馬術の訓練などはしないからだ。

　いい考えだと思えた。なにしろウルスは何ができるのか本人でさえわかっていない。その能力がわかれば、より適した役職に就けることができるだろう。

「戦姫さまがお望みならば、試しにやらせてみましょうか」

　ナウムが言った。馬丁の仕事を続けさせた方がいいと言ったばかりだが、他のことをやらせるよりかはいいだろうという消極的な提案だ。何か他の仕事ができて、そのことが現状の打開につながるのならば、それに越したことはないとナウムも思っていた。

　何よりも、主の機嫌が持ち直すのであればそれだけでやる価値はある。

「そうね。他にもいろいろなことをやらせてみたいですわ。喧嘩とはいえ三対一で勝ったのでしょう？　武器も扱わせてみましょう。それから文字の読み書きかしら。まずはこの三つをやらせてみて、その結果次第では待遇を変えましょう」

「かしこまりました」

　ナウムは笑顔でうやうやしく一礼したが、一言つけくわえるのを忘れなかった。

「ですが、戦姫さま。ウルスはあくまで新参者です。仮に待遇を変えるとしてもそのことはご考慮ください」

　あまりによい待遇を与えると、いま以上に嫉妬や反感を買うと言ったのだ。ナウムはウルスの存在をおもしろがっているが、他の側近たちはそうではないことを知っていた。

　また、ナウムとしては別の心配もある。エリザヴェータは若く、ウルスも同様だ。

　あまり彼女がウルスに入れこむと、二人の関係についてくだらぬ想像をする者が現れるであろうことを危惧せずにはいられなかった。

　報告を終え、退出しようとしたナウムをエリザヴェータは呼び止める。

「私はね、いじめの類が大嫌いなの」

　怪訝な顔をするナウムに、大嫌い、をことさら強調した口調で赤い髪の戦姫は言った。

「そのことを、公宮中に伝えておいてもらえるかしら。ひとの世の常とわかっているけれど、一時的には効果があるでしょう」

　ナウムはあらためて主への敬意を示すように深く頭を下げると、静かに退出した。
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　ナウムがエリザヴェータのもとへ報告に訪れたのは、それから三日後のことである。これには赤い髪の戦姫も半ば驚き、半ば呆れて、苦労性を思わせる側近に言った。

「ずいぶん早いんですのね」

「昨日、一昨日と試してなかなかおもしろい結果が出ましたので」

　いつになく楽しそうな顔でナウムは答える。

「結論から申しあげます。私自身も現場に立ち会って確認しましたが、馬の扱いは見事の一言。一方で、剣や槍はこれが同じ人間かと思うほどに素人同然。戦斧や鎚矛メイスなども使わせてみましたが、話になりません。ただし弓だけは別格です」

「具体的には？」

「試合形式で試したのですが、この公宮の弓上手たちをことごとくねじ伏せました」

　ナウムの企画した試合は、次のようなものだった。

　遠くの的を射て命中させる。的からどれぐらい離れるかは、自由意志に任せる。

　馬を走らせながら矢を射させ、横一列に並んでいる五つの的に命中させる。

　城壁の上を狙って、どれだけ高く矢を飛ばせるかを競う。

「全然知りませんでしたわ」

　ナウムの報告に、エリザヴェータはすねたように口をとがらせた。もし知っていれば、たとえ政務の最中であっても、休憩と称して見に行っただろう。むろんナウムはそれを予想していたから、言わなかったのである。ただ、口に出してはこう答えた。

「戦姫さまがお姿を見せず、何よりでした。もしご覧になっていたら、弓兵の何人かは二度と弓に触れようとしないでしょうから」

「……それほど圧倒的だったということ？」

　ウルスの弓の技量が、である。エリザヴェータがその場面を目にしたら、弓使いたちの面目が潰れてしまうほどに。

　ナウムは大真面目な顔つきでうなずく。

「三百アルシンの距離から矢を放って命中させ、馬を走らせながら矢を射れば的をことごとく落とし、城壁の上に矢を届かせる。こんな人間が突然湧いて出れば、そうなります」

　この台詞にはエリザヴェータも唖あ然ぜんとした。

　空高く舞う海鳥を射落とし、揺れる舟の上で矢を放って海賊たちを射倒していたことから、弓に関して非凡な技量の持ち主であることはわかっていたつもりだった。

　しかし、これはエリザヴェータの予想をはるかに上回る。このルヴーシュどころかジスタート全土を見渡しても、ウルスほどの弓使いはいないだろう。

　そのときのことを思いだしたのか、ナウムは感激した顔で、拳を握りしめて力説する。

「文官たちはまだわかっていないようですが、ウルスの弓の技量はおもわぬ拾い物どころではありません。あれなら、どこの貴族でも大金を積んで召し抱えようとするでしょう」

「――ナウム。それだけの弓の技量の持ち主の噂、聞いたことはあって？」

　ナウムの言っていることは間違いないと、エリザヴェータも思う。

　だが、それならばもっと噂になっていてもいいのではないか。

　ウルスが漁村の人々に助けられてから、エリザヴェータに会うまでが十数日。このルヴーシュに来て、馬丁として生活をはじめてから約二十日。漁村から公都までの移動日数も合わせれば、四十日を超える。

　それとも、おそらくウルスの生まれ育った地であろうブリューヌでは大騒ぎになっているが、ここには届いていないということなのか。

　エリザヴェータの質問にナウムは首をひねり、顔の皺を撫でながら答える。

「そういえば、ブリューヌ王国で昨年に起きた内乱を終息させたティグルヴルムド＝ヴォルンなる者が、人間離れした弓の使い手であると聞いたことがあります」

「――その男なら死んだわ」

　エリザヴェータは赤い髪を揺らして首を横に振った。

「怪物と海竜に襲われて、海に落ちたそうよ。あのソフィーヤ＝オベルタスが捜索させて見つからなかったのだから間違いありませんわ」

　いまではエリザヴェータも、魔物が本当に存在するのだとわかっている。海竜の話も、ソフィーが言っていたのならば間違いではないのだろう。ならば、ティグルヴルムド＝ヴォルンは死んだに決まっている。

「ともかく、弓と馬に関してはわかりましたわ。他には？」

　エリザヴェータが尋ねると、思いだしたようにナウムは姿勢を正した。

「教養はかなりのものです。ブリューヌ語とジスタート語で読み書きができ、計算能力もあります。読み書きについては、やはりブリューヌ語の方が上手ですな。もしかしたら、ウルスはブリューヌ貴族なのかもしれません」

「でも、ブリューヌは弓を蔑視しているのでしょう？　弓の得意なブリューヌ貴族なんているのかしら。それこそ、いま話したティグルヴルムド＝ヴォルンぐらいではないの？」

　エリザヴェータの指摘に、ナウムは虚きょを衝つかれた顔になった。

「たしかに、戦姫さまのおっしゃるとおりですな」

　ナウムはそう答えたものの、どこか納得できていないという表情をする。弓という一点を除けば、ウルスは間違いなくブリューヌの、それも一定以上の教育を受けた者だ。

「それ以外は？　ウルスは何か思いだせたりしなかったんですの？」

「記憶については、断片的に何かが思い浮かぶという感じでして……」

　ナウムは肩をすくめた。

「狩りの風景、戦場らしき風景、どこかのお屋敷などが頭の中に浮かぶそうですが、名前となるとまるで出て来ず、細部もぼやけており、ひとの顔もよくわからないと。いっそ、ブリューヌへウルスを連れていき、生家をさがしてみるのはいかがでしょうか」

「……一口にブリューヌといっても広大ですわ。せめてウルスが目安となるような何かを思いだしたら、考えましょう。付き添う者の人選や費用のこともあるもの」

　ウルスのことは気に入っているが、さすがにそこまで用意してやるほどエリザヴェータはおひとよしにはなれない。

「でも、とりあえず決めましたわ」

　エリザヴェータは笑顔で言い、不思議そうな顔をするナウムに、得意げな表情で告げた。

「ウルスをあなたの下につけなさい。私の側近のひとりに加えます」

　ナウムは絶句する。大抜擢どころではない。数日前のやりとりは何だったのか。

「戦姫さま、それはいけません。私でも反対いたします」

「貴族ならば大枚をはたいてでも召し抱えるだろう、とあなたは言ったでしょう。それほどの弓の使い手を馬丁にしていた、なんて知られたらいい笑いものではなくて？」

「おっしゃるとおりですが、ウルスがいまだ素性の不明な者であることは変わらず……」

「素性を理由にしないで！」

　エリザヴェータは怒気も露わにナウムを睨みつけた。貴族だった父から捨てられ、幼いころを寒村で過ごしたエリザヴェータは、素性の知れない者を警戒するのは当然だと理解していながらも、必要以上に警戒することを嫌う。

　加えて、ウルスはエリザヴェータがはじめて自分で部下とした男だ。ふたりを引き合わせたのは偶然であって、人間ではない。彼女が入れこみたくなる気持ちも理解できた。

　ナウムは渋じゅう面めんをつくる。顔の皺が深さを増した。だが、それでもかしこまりましたとは言わない。それほどに、素性がわからないというのは危険な要素なのだ。

　赤い髪の戦姫が落ち着くまで待って、ナウムは口を開いた。

「もうひとつだけ、理由をいただけないでしょうか」

　胡う乱ろんげな顔をするエリザヴェータに、ナウムは懇願するように続ける。

「戦姫さまのお気持ちはわかります。恐れながら、私も同じように思うところもあります。ですが、特例を軽はずみにつくっては、後々無用の混乱を招くこともたしかなれば」

　そこまで説明すると、エリザヴェータもナウムの考えを察したようだった。

「……ウルスにしかない強みをもうひとつ用意して、彼以外に適用できないほどの特例としたい。そういうことかしら？」

　ナウムは我が意を得たりとばかりに深々と一礼する。ウルスを特別扱いするには、弓の技量だけでは足りない。もう一押し必要だった。

「それさえいただければ、私が反対する者を説得いたします」

　とくに反発が予想されるのはラザールに代表される文官たちだ。彼らの負の感情がエリザヴェータに向かわないよう、慎重にことを運ばなければならない。

　エリザヴェータは形のよい脚を組むと、ナウムから視線を外し、二色の瞳を天井に向けてしばらく考えこむ様子を見せる。ナウムも主の言葉を待ちながら自分でも考えてみたが、文官たちを説得できそうなものはついに思い浮かばなかった。

「――ブリューヌよ」

　不意に、赤い髪の戦姫は何かを思いついたようにつぶやく。脚を組み替えて、エリザヴェータはナウムに視線を戻した。

「我が国とブリューヌとの友好は、短くても三年から五年は続くと私は見ているわ。ライトメリッツのエレオノーラなどはもっと長く続けるつもりでしょうね」

　エレンの名前を出すとき、彼女の声音は複雑な感情を乗せて響いたが、ナウムさえも気づかないほどのちいさな変化だった。

　三年から五年という数字は、ジスタートがブリューヌから切り取ったアニエスの地を完全に己のものとして安定させるためにかかるだろう時間と、ブリューヌが疲弊した国力を回復するまでに必要とする時間とを考えて算出したものである。

「このルヴーシュも、ブリューヌとのつきあいをいまより広げたいのですわ。先代の戦姫のころから交流のあったテナルディエ公爵は内乱で倒れ、ガヌロン公爵は行方不明。ティグルヴルムド＝ヴォルンも海に落ちて死んだ」

　ティグルに対して、エリザヴェータは物資を送ることで一応の友好を示している。彼がムオジネル軍を撃退したころのことだ。

　そのようにして、段階を踏んでエリザヴェータはティグルとの交流を深めていくつもりだったのだが、無駄になってしまった。

　現在のエリザヴェータは、ブリューヌとの外交において有効なつながりのある相手を持たない。そのため、急いで新たなつながりを作る必要があるのだが、ジスタート語とブリューヌ語を操ることのできるウルスはまさしく理想の人材といってよかった。

　だが、それを聞いたナウムは難しい顔になる。

「卓越した弓の技量。ブリューヌ語の言葉と読み書き。――少々心許ないですが、ひとまずそれでやってみましょう」

　そして数日後、ナウムはエリザヴェータのもとを訪れた。その表情は疲れきっており、しかも明るいものではない。赤い髪の戦姫は顔を曇らせた。

――やっぱり駄目だったのかしら。

　この数日間、エリザヴェータは文官たちと顔を合わせなかったわけではない。日々の政務を処理するためには彼らの協力が不可欠なのだから。

　だが、政務の傍らでエリザヴェータがこのことを聞いても、ラザールたちは口をそろえて次のように言うだけであった。

「ナウム殿と協議中でございます。どうか、その結果をお待ちください」

　彼らにしてみれば、エリザヴェータに途中から介入される事態を防ぎたかったのだろう。エリザヴェータにしても、ナウムに任せたからには、その結果が出るまで口出しはしないことにしていた。

――駄目だったなら、次の手を考えないと……。

　だが、ナウムはこう言った。

「ひとつだけ、条件があるそうです」

　エリザヴェータは色の異なる瞳を輝かせ、うなずくことで先を促す。

「それほどに弓が得意というのであれば、その弓でもって目に見える実績をひとつ、用意していただきたい。それが彼らの出した条件です。それさえ果たせば、ウルスを側近とすることに異存はないと。――これ以上は無理です」

　最後に疲労感のたっぷりこもったため息を吐きだして、ナウムは報告をしめくくった。エリザヴェータは赤い髪を揺らして首をかしげる。

「この場合の実績とは、野盗の討伐とかそういうものかしら」

「それで正しいと思います。もっとも、あるていどの規模でなければ無理でしょうが」

「先日、ビドゴーシュ公爵が大規模な蛮族討伐をなさったばかりだと思うのだけれど」

　そのおかげで、最近野盗の類が出たという陳ちん情じょうはない。今年は安全に冬を越せるだろうという報告が先日あったばかりだった。ナウムは悄然とうなずく。

「それがわかっていて、彼らはこの条件を出したのでしょう」

　海賊とて冬には現れない。獲物となる商船がまずいないからだ。

　エリザヴェータはおもわず立ち上がって、目の前の執務机に平手を叩きつけた。腰に提げているヴァリツァイフが、主の怒気に反応してかうっすらと白い光を帯びる。ナウムは横目でそれを恐々と眺めつつ、慰めるように言った。

「野盗も、春先ぐらいには現れましょう。ひとの世の常ですから」

「それまでウルスは馬丁のままということ？」

「素性のことを考えれば二、三年は馬丁をやらせる必要がありました。それが半年以下にまで縮んだのです」

　エリザヴェータは憤然として、椅子に座り直す。仕方ないと思った。文官たちの反発もわからないわけではない。このあたりが妥協点だろう。

　ふと、エリザヴェータはあることを思いついた。自分ではとてもいい考えだと思って笑みを浮かべたのだが、それを見たナウムは顔中に不安という名の色を塗りたくり、猛獣の機嫌をさぐるかのようにおそるおそる伺う。

「……何か？」

「たしか、ウルスは私物を持っていませんでしたわね」

　ナウムはうなずいた。そろそろ俸給が支払われる日だが、それまではウルスは銅貨の一枚も持たぬ身である。馬丁頭の報告では、本人はあまり不自由ではなさそうだが。

「ウルスに弓と矢を与えなさい。文句は言わせませんわ」

　なんだか子供の喧嘩みたいになってきたぞとナウムは内心で思ったが、まだ受容しやすい命令である。ウルスの弓の技量を評価したという説明もできる。うやうやしく一礼した。
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　ライトメリッツの公宮の執務机の隅には、狩人が彫られた銀色の腕輪が飾ってある。

　ティグルがエレンのために、アスヴァール王国で買った土産だった。これをソフィーから渡されたとき、エレンは正直どう扱うべきか困り果てたものだ。

　毎日身に着けることも考えたが、まるで未亡人が形見の品を肌身離さずつけているような気がしたのでやめた。かといって私室の棚の中にしまっておくのも気が引けた。

　悩んだ挙句、ここに置いている。政務の傍ら、ふと視線を移してはティグルの顔を思いだしていた。

　ちなみに熊の陶器人形セラドルを土産として受け取ったリムは、私室に飾っている。

　ティグルが行方不明になってから、数十日が過ぎていた。中庭の木々も葉を落とし、ライトメリッツにも冬が訪れはじめている。

「最近はまったく何もないな」

　ある日の昼過ぎ、エレンは書類を処理する手を止めて言った。背もたれに寄りかかっておもいきり伸びをする。彼女の傍らで政務を手伝っているリムも、主につきあうことにした。今日のうちに処理しなければならない案件はほぼ終わっていたからだ。

「冬ですから、仕方ありません。山道の工事も止まりましたからね」

　ライトメリッツとアルサスをつなぐ山道の工事のことだ。冬の間は地面が凍りついて固くなり、他の季節よりはかどらなくなるために中断させているのだった。強行させても効率が悪く、さらに薪代がかかるので負担の増大が激しいのである。

「十万のムオジネル軍とやらも、一戦もせずに逃げ帰ったらしいしな。リュドミラのやつが自分の武ぶ威いを恐れて逃げていった、などと言っていたが、おおかたあいつの人間とは思えない面構えに恐れをなしたんだろう」

「なるべく喧嘩はしない。そうおっしゃったと記憶していますが」

　ことさらに軽い口調でリムがたしなめる。エレンはばつの悪そうな顔をして口をつぐんだ。レグニーツァから帰ってきた日のことだ。サーシャの死を看取ったことと、彼女と最後にかわした会話について、リムと話した。

「気をつける」

　ぶっきらぼうに言って、ふとエレンは何かを思いだしたようにリムに目を向ける。

「そういえば、私がいないときにユージェン殿が姿を見せられたんだったな？」

　言われてリムも思いだしたようだった。不思議そうに首をかしげる。その後、ユージェンはライトメリッツを訪れていないのである。

「王都に行かれたのだったら、帰りもここに寄ってくださると思ったのだが」

「まだ王都に滞在されているのでは？」

「まさか」

　エレンは笑って首を横に振った。

「ユージェン殿は王都が嫌いというわけではないらしいが、なるべく長居しないよう気をつけているそうだからな。大急ぎでパルドゥへ帰られたのだろう。もう冬だからな」

　エレンはふと窓に目を向ける。空は白く、太陽は弱々しい。

「ティッタがな、洗濯ものが乾きにくくて困ると言っていたから、もう部屋の中に干すように教えた。あいつ、ジスタートの冬ははじめてだからな」

「もう、一年になるのですね」

　リムもエレンと同じように窓の外へ青い瞳を向けた。ティグルが客将として、ティッタがその侍女としてこの公宮にやってきたのは冬の名残を随所にとどめた初春だった。

　沈黙が室内に訪れる。失ったものの大きさを思うと、季節の変化を楽しむ余裕などはなくなっていた。どちらからともなく、政務に戻る。

――冬は失ってばかりだ。

　書類をかたづけながら、頭の片隅でエレンはそんなことを考える。

　今年だけでも親友と、大切な男を失った。春までは、せめて静かに過ごしたかった。

　だが、エレンのそんな望みはあっさりと吹き飛ばされた。

　翌日の朝早く、王都からの使者が現れたのだ。馬を必死に走らせてきたとのことで、身を切るような冬の風が吹いているにもかかわらず、顔中汗まみれだった。

「最近、王都からの使者というやつはどいつもこいつもろくなことを言わないから正直会いたくないのだがな」

　使者の来訪をリムから告げられたエレンは、面倒くさそうな表情を隠そうともせずそう言った。むろん、そんなことがかなわないのはわかっている。

「急だというなら、この格好のままでかまわんだろう。ティッタには酒と熱い湯を用意するように伝えておいてくれ」

　そう言うと、青を基調とした軍衣のままでエレンは応接室に向かった。

　王都からの使者は、挨拶もそこそこにエレンに尋ねる。

「戦姫殿。パルドゥ伯爵ユージェン＝シェヴァーリン殿をご存じでしょうか？」

　エレンはうなずいた。使者は重ねて訊いた。

「それでは、ビドゴーシュ公爵イルダー＝クルーティス殿は？」

「名前ぐらいは」

　エレンは相手の質問を訝りながらもそう答える。ジスタート北部において有名な男だ。武芸に優れ、兵の指揮にも長ける。使者は、呼吸を整えながら言った。

「そのビドゴーシュ公爵が、兵を動かしたというのです。パルドゥ伯爵を討つために」

　エレンは目を瞠る。おもわず身を乗りだしていた。

　ビドゴーシュ公爵についてはよく知らないが、自分に礼儀作法を教えてくれたユージェンに危機が迫っているとなれば、聞き流しにはできない。

「どういうことだ？」

「わかっていることだけ、説明させていただきますが……」

　ユージェンとイルダーは十日ほど前まで王都に滞在していたのだが、あるときユージェンがイルダーに贈りものをしたのだという。

「火酒だったそうです。ビドゴーシュ公爵は火酒を好まれる方でして。喜んで、従者とともに乾杯されたと」

　その際、念のために毒味をと従者が申し出て、イルダーは苦笑しながらもその従者に先に飲ませたのだという。

　しかし、従者は一杯の半分ほどしか飲めなかった。中身の残った銀杯を取り落として床に倒れ、身体を痙けい攣れんさせたかと思うとそのまま息絶えた。毒が入っていたのだ。

「馬鹿な……」

　エレンは無意識のうちにそうつぶやいていた。彼女の知るユージェン＝シェヴァーリンは何があろうと、たとえその相手をひどく憎んでいようと毒殺などを考える男ではない。

　絶句するエレンに、使者は話を続けた。

「当然のことですが、ビドゴーシュ公爵は激怒されまして。公爵を見た者の話では、目を合わせるのも恐ろしいほどのすさまじいご様子だったとか。公爵はその日のうちに王都を発たれ、ビドゴーシュに戻られました。そして、復讐を叫んで兵を集めはじめて……」

「何かの間違いではないのか？　私はパルドゥ伯爵のことならよく知っているが」

「戦姫殿」エレンの言葉を遮さえぎって、使者は言った。

「間違いだとか、もはやそういう段階ではないのです。あなたにはパルドゥ伯爵を守っていただきたい。国王陛下がおっしゃいました。『頼む』と」

　エレンは目を細めて使者を見返す。

「それは、もしもの場合、ビドゴーシュ公爵を斬ってもかまわぬということか？」

　言うなりエレンは立ち上がる。使者を見下ろして続けた。

「使者殿。あなたの返答次第では、私はいまの話を聞かなかったことにして、ただ恩人を守るために剣を振るうつもりだ」

　使者は顔中に汗を浮かべながら、大きく喘いだ。

　エレンの紅玉の瞳が、じっと使者を見据える。

「返答は」

「できれば生け捕りが望ましい、と」

「一言一句違いなく？」

　念を押す。使者はその覇気に屈したかのようにうなずいた。一方で、エレンは戦意に満ちた笑みを浮かべる。

　ひさしく味わっていなかった気分だ。扉へ向かって歩きながら、エレンはいつになく快活な声で使者に呼びかけた。

「時間が惜しい！　これ以上の詳細は歩きながら聞こう！」

　そうして二刻後、エレンは一千の兵の編成を終えた。

　二刻というかぎられた時間では、装備や食糧、燃料の問題からこの数がせいいっぱいだったのだ。内訳は騎兵が二百。歩兵が八百というところだ。副官はリムではなく、禿頭の騎士ルーリックが務める。

　リムには公宮に留まってもらい、二つのことを任せた。ひとつは援軍の編制だ。ビドゴーシュ公の率いる兵力次第では、エレンは時間稼ぎに徹することになるだろう。

　もうひとつはパルドゥに使者を派遣し、ユージェンから詳しい話を聞くことだ。

　エレンとしては、できれば自分がまずパルドゥに足を運びたかったのだが、使者の話を聞くかぎり、イルダーはかなりの速さで南下しているようだ。

　パルドゥの地を戦場にしたくはない。ならば、それより北でイルダーを食い止めるしかなく、パルドゥに立ち寄る余裕はなかったのである。

「まずは北へ。偵察を繰り返し、近隣の都市や町にも立ち寄って、ビドゴーシュ公の軍の位置を突き止める。公爵も、我々の存在に気づけば、ひとまず進軍を止めるかもしれん」

　その日の太陽が西の空に半ばまで沈んだころ、エレンは一千の兵を率いて公都を発った。すでに空気は冷たく、兵たちは甲冑の上に羽織った厚手の外套の襟を、しっかり合わせた。




　　　　　　　†




　ヴィクトールは、この激突を止める役目をエレンだけに頼んだのではない。

　同じころ、ルヴーシュの公宮にも王都からの使者が訪れていた。

「……ビドゴーシュ公爵が？」

　事情を聞いたエリザヴェータは、色の異なる瞳に不信と疑惑をそれぞれにじませた。

　話を聞くかぎり、イルダーが怒るのも無理はない。パルドゥ伯爵とやらは完全にイルダーを殺害する気だったのだから。そして、従者がひとり死んだのだ。イルダーの身代わりになるかのように。

「それで、私に公爵閣下を止めろと言うんですの？　閣下に協力して悪辣非道なパルドゥ伯爵を討つのではなく」

　応接室で王都の使者と向かいあい、エリザヴェータは挑発的な笑みを浮かべた。子供の作る雪だるまのように丸い顔と身体を持つ使者は、冷や汗を拭いつつ、それでも冷静さを保って答える。

「ヴィクトール陛下は、国内の有力貴族同士が兵を率いて血を流しあい、国土を荒らすことを望まれておりません。まずは一度、陛下の御前で話しあうべきではないかと」

「殺そうとした。殺されかけた。それ以外にかわす言葉はないのではなくて？　正直なところを申し上げれば、止める自信はありませんわよ。ビドゴーシュ公爵の勇名をあなたは聞いたことがあるのかしら」

「であるからこそ、他の者にではなく、戦姫殿にぜひともと。他にライトメリッツの戦姫殿にもお頼み申しているところですが、まだよいお返事をいただいておらず……」

――エレオノーラが？

　使者が意図したかどうかは定かではないが、その台詞はエリザヴェータの心のある一点を強く刺激した。それでもすぐには首を縦に振らず、報奨金や食糧、燃料を王国に負担させることを書面で約束させた上で、ようやくエリザヴェータは引き受ける。

「こちらも暇ではないのですけれど、公爵閣下には恩がありますから。王命に背いた賊にするわけにはいきませんものね」

　そうして使者を見送ると、エリザヴェータは側近たちを呼び、いましがた聞かされたことを話した。

「出陣しますわ。二刻後までに用意できる兵はどれくらいかしら」

　一千ほどですと側近のひとりが答える。

　エリザヴェータはうなずき、軍の編制を命じた。彼らは先代の戦姫のころから仕えているだけに、指示を出せばしっかりやってくれる。それからナウムを呼び止め、ウルスを呼んでくるようにと言った。

「ウルスを連れていくのですか」

　目を瞠るナウムに、エリザヴェータは当然のようにうなずく。

「海賊を追ったときの、ウルスの落ち着いた態度は覚えているでしょう。混乱することはないはずですわ」

「それについてはあまり心配しておりませんが……」

　渋い顔をするナウムに、エリザヴェータは首をかしげた。

「言いたいことがあるのならば、はっきりおっしゃい。あなたのそういうところも私は評価していますのよ」

　異彩虹瞳の戦姫に促されて、ナウムはためらいつつも口を開く。

「今度の一件は、必ず戦うと決まっているわけではなく、ビドゴーシュ公爵を説得できれば解決するものです。戦姫さまのお気持ちはわかりますが、いささか性急ではありませんか。贔屓していると見られるのは、ウルスにとっても、戦姫さまにとっても……」

「だからこそ、一日でも早く結果を出す必要があるのですわ」

　自分の正しさを信じるように、エリザヴェータは言った。

「状況次第ではパルドゥ伯爵の軍勢と戦うこともあるでしょう。野盗や山賊が現れたという話を聞く可能性もある。ウルスの弓の技量を見れば、贔屓しているなどとは誰も思わないはずですわ」

「そこまでおっしゃるのであれば……」

　ナウムはうやうやしく一礼した。

　そして二刻後、エリザヴェータは一千の兵を率いて公都を発つ。彼女のそばには弓を背負い、矢を満載した矢筒を腰に提げているウルスの姿があった。弓はイチイの木を使った単弓で、弓束には麻布がきつく巻かれている。弓ゆみ弦づるも獣の腸を使った質のよいものだ。

　若者は、どこか困った顔でエリザヴェータの背中を見つめている。

　素性の知れない自分を拾いあげてくれた彼女に対する感謝の気持ちは当然あるものの、とんでもないひとに拾われたという思いもウルスは抱いていた。

――はじめての部下か……。

　自分にさまざまなことを教えてくれたナウムという騎士の言葉を思い出す。エリザヴェータがウルスに目をかけているのは、弓の技量を評価していることももちろんあるが、はじめて自分で選んだ部下だからであると。

　ふと、ウルスの脳裏に小柄な老人の姿がぼんやりと浮かぶ。その老人に、あなたにも身に覚えがあるのではないかと言われた気がした。不思議と、ウルスはその指摘をすんなり受け入れることができた。エリザヴェータに対するわだかまりも薄れる。

　困ったひとだが、恩がある。嫌いというわけでもない。

　いまは彼女に従い、力を尽くそうとウルスは決心した。







　エレンの率いるライトメリッツ軍は、偵察を繰り返しながら慎重に北上している。公都を発ってから三日が過ぎていた。街道を通り、都市や町で食糧や燃料を購入できることもあって、いまのところ進軍に問題はない。

　空は白く、太陽は雲に隠れ、風は冷たい。

　この三日間、ずっとこのような天気が続いている。

「今日あたり、いよいよ雪が降るかもしれませんな」

　エレンの傍らに控えているルーリックがそう言った。にこりともせずエレンは応じる。

「これ以上寒くなるのは困る。雪が降る前にかたづけたいな」

　エレンが不機嫌そうな顔をしているのは、指揮官として雪を嫌っただけでなく、他に理由があった。

　昨夜、ユージェンから話を聞いたという兵士が馬を駆けさせてエレンのもとに現れたのだ。街道から外れずに進み、居場所を明確に示していたとはいえ、これほど早く来てくれるとは思っておらず、エレンは喜んでその兵に会った。

　だが、その兵士から聞けたことは快いものではなかった。

「パルドゥ伯爵閣下のおっしゃるには、たしかにビドゴーシュ公爵との親交を深めるべく火酒を購入し、従者に持たせて公爵の屋敷に届けたが、自分にもどうしてこうなったのかわからない、とのことです」

「……そこまでは事実なのか」

「閣下から、戦姫さまに宛てた手紙も預かっております」

　その兵士は手に持っていた獣皮の包みを、エレンのそばに控えていたルーリックに渡す。受けとったルーリックは獣皮の包みを取り去り、中の手紙をエレンに渡した。

　白銀の髪の戦姫は封を切ってすばやく中身に目を通したのだが、はたして兵士の報告とほぼ同じ内容の文章が、ユージェンの筆跡でもって綴つづられていたのだ。

　エレンに宛てた手紙でありながら、イルダーの従者の死を悼む一文からはじまっているあたりはユージェンの為人を感じさせたが、イルダーが見れば白々しいと激怒するかもしれない。

「私はユージェン殿がそのような真ま似ねをなさる方ではないと、わかっております。パルドゥの地とそこに住む民のことは、我らにお任せを」

　エレンもそのように手紙をしたため、兵士に持たせてパルドゥへと走らせたのだが、状況はあきらかにユージェンに不利だった。それが、彼女を苛立たせている。

　加えてもうひとつ、エレンが不機嫌になる要素があった。

「――何が隠されているんだ？」

　ユージェンからの手紙には、エレンが知りたかったことのひとつである、なぜ彼が突然イルダーと親交を持とうと考えたのかについて書かれていなかったのだ。

　ユージェンとイルダーは義兄弟である。それを考えれば、交流を持とうとするのは不思議ではない。だが、なぜいまになって。

「それに、リムの話ではユージェン殿はヴィクトール王に呼ばれて王都へ行ったはずだ」

　エレンは一晩かけて考えてみたが、結局わからないまま夜が明けてしまい、ビドゴーシュ公爵の軍をさがして進軍を再開したものの、どうにも気が散って集中できなかった。







　偵察に出していた騎兵部隊のひとつが戻ってきて意外な報告をしたのは、空をうっすらと覆う白い雲に隠れた太陽が、おそらく中天に達しようとするころだった。

「ルヴーシュの軍旗をはためかせている一団を発見しました」

　エレンは呆然とした。エリザヴェータが自分と同じく一千の兵を率いて、ルヴーシュから南下していることは知っている。だから、姿を見かけたこと自体はおかしくない。

――ならば、ビドゴーシュ公爵の軍はどこだ？

　エレンは進軍を止めて兵たちに休息を命じると、ルーリックに地図を用意させた。

　ビドゴーシュ公爵の軍は、どうもまっすぐ南下しているのではないらしい。

「迂回されたかな」

　エレンはルーリックに意見を求める。だが、ルーリックは首を縦に振らなかった。

「案外、この近くに潜んでいるのではないでしょうか」

「どうしてそう思う？」

「話を聞くかぎり、ビドゴーシュ公爵という方は王都より南の地理にあまり詳しくないと思われます。迂回などしてははるかに時間がかかってしまうでしょう。何とかして、我々やルヴーシュ軍をやり過ごそうとするのではないかと」

「なるほどな」

　エレンは感心したようにうなずいた。以前はこれほど敵の動きについて考える男ではなかったと思ったのだが、知らず知らずのうちに成長していたらしい。

「どうなさいますか」

　ルーリックの質問にエレンは鼻を鳴らすと、地図の一点を指先で弾いた。

「不本意だが、ルヴーシュの連中と合流しよう。やつらが敵の動きをつかんでいるかもしれない」

　その後、エレンとエリザヴェータはおたがいに兵を行き来させると、日が暮れる前に合流することで同意する。場所はラドムと呼ばれる小さな草原で、おたがいの位置からだいたい中間の距離にあった。

　ラドムに向かうことを決めると、エレンは騎兵をすべて偵察隊として放った。念のために一部隊をパルドゥにも向かわせる。その上で、歩兵だけを率いて進軍を再開した。

　一刻足らずでラドムに着いたときには、すでにルヴーシュ軍の影とその軍旗が見えた。

　白い空の下、彼女のヴァリツァイフを思わせる弧を描いた金色の帯が、紫地の旗の中で輝いている。先頭には馬に跨っているエリザヴェータの姿があった。

　エレンは軍を止め、ルーリックだけを伴ってエリザヴェータに近づいていく。エリザヴェータもまた、従者らしき若者ひとりを伴って、こちらへ向かってきた。

　冷たい風が吹いて、視界に何かがちらつく。それは雪だった。地面に触れる前に解けてしまいそうだったが、それはたしかに空から降ってきていた。

　おたがいにあと数十歩ほどの距離まで近づいたとき、エレンは気づいた。

「……ティグル？」

　馬上でエリザヴェータのそばにつき従っている若者を見て、エレンは目を見開く。

　服装こそルヴーシュ風の毛皮の胴着だが、くすんだ赤い髪、穏やかさと凛り々りしさを同居させた面立ち、中肉中背の体たい躯く、弓を背負い、矢筒を腰に提げたその姿はまぎれもなく彼女の知っているティグルヴルムド＝ヴォルンだった。

　エレンのつぶやきを聞きとがめたルーリックもそちらに視線を向け、驚きに目を剥く。とっさに言葉が出てこないようだった。

「ティグル！」

　感極まって若者の名を叫びながら、エレンは馬を急がせる。しかし、すぐに不審を感じた。目が合ったのに、ティグルは不思議そうな顔をして自分を見つめ返すだけなのだ。そこでようやくエレンは根本的な疑問を抱いた。

　なぜ、ティグルがエリザヴェータの隣で馬を進めているのか。まるで従者のごとく。

「どうしたんですの？　突然叫んだりして」

　おたがいの距離が十歩以下まで近づいたところで、エリザヴェータが呆れた顔で言う。だが、エレンはそれどころではなかった。

「エリザヴェータ。その男の名を聞きたい」

　挨拶すらせず、率直に要求する。エリザヴェータは眉をひそめた。

「彼はウルス。私の部下ですわ」

　ウルスと呼ばれた若者は、初対面の相手に会ったような表情でエレンに一礼する。

　エレンは息を呑んだ。肩が震え、いまにも泣きだしそうになったが必死に堪える。可能なかぎり声を落ち着かせて、言った。

「どこで雇い入れた？」

「……どうして、そんなことを聞きたがるのかしら？」

　エリザヴェータの表情と声が、警戒心を帯びる。彼女を睨みつけてエレンは答えた。

「興味からだ。別に教えてくれてもかまわないだろう」

「……答える必要を認めないわ」

　拒否までに、間があった。彼女が何かを隠しているらしいのはあきらかだ。

「そんなことより、さっさと軍議をはじめましょう」

　エリザヴェータはそう言ったが、エレンはあえてそれを無視し、若者に視線を向ける。

「ティグル！　ティグルヴルムド＝ヴォルン！」

　ウルスはきょとんとした顔でエレンを見つめている。エレンはなおも訴え続けた。

「どうした！　百日ばかり顔を合わせなかっただけで、もう私を忘れたのか！　エレオノーラ＝ヴィルターリアを忘れたのか！　私を、エレンと呼ぶことを許してやった私を！」

「……エレン」

　ウルスの表情に、変化が起きた。若者は何かを考えこむようにエレンから視線を外す。

「エレン。エレン……？　いや……どこかで……」

「やめなさい！」

　エリザヴェータが叫び、エレンたちとウルスの間に割って入るように馬を寄せた。

「ウルスは記憶喪失なのよ！　混乱させないで！」

「ほう、記憶喪失だと？」

　エレンの口元に猛たけ々だけしい笑みが浮かんだ。

「ならば、記憶を取り戻させてやるべきではないか」

「それは私が考えることですわ。変な言葉を吹きこんで、ウルスを惑わせるのはやめてちょうだい」

「変な言葉とはなんだ？　私は自分の名と、ティグルの名ぐらいしか言っていないが」

　エレンの言葉に、エリザヴェータはたじろいだ。その手が腰の黒鞭に伸びる。

　エレンもまた腰の長剣に手をかけた。長剣から風が巻き起こって白銀の髪を撫でる。

　銀閃の風姫シルヴフラウは薄く笑った。

「アリファールも言っている。そいつはウルスなどではない。ティグルだ」

「……言いがかりですわ。ティグルヴルムド＝ヴォルンは海に落ちて死んだはず。ソフィーヤ＝オベルタスが必死にさがしても、死体さえ見つからなかったそうじゃない」

　エリザヴェータは色の異なる瞳でエレンを睨みつけ、早口でまくしたてる。しかし、エレンは微み塵じんも臆する様子を見せず、余裕の態度で受け流した。

「私もそう聞かされた。そのことを信じていた。あらためて聞こう、エリザヴェータ。おまえがウルスと呼んでいるその男を、どこで見つけた？」

「どこでだっていいでしょう！」

　エリザヴェータは激げっ昂こうした。子供のように叫び、激しく首を振る。

「ウルスは私の部下よ。ティグルヴルムド＝ヴォルンなんて知りませんわ！」

「私もウルスなどという者は知らない。いや……思いだした。ウルスというのはティグルの父親の名だったな」

　エリザヴェータの顔が青ざめた。このとき、赤い髪の戦姫は事態をほぼ正確に理解していた。エレンの言っていることは、おそらく正しいのだろう。

　ウルスは、ティグルヴルムド＝ヴォルンに違いない。あれほどの弓の技量の持ち主が、ふたりもいるはずがない。

「ティグルヴルムド卿！」

　ようやく我に返ったルーリックが、馬を進ませて悲痛な叫びをあげた。

「もしも、あなたが本当にティグルヴルムド＝ヴォルンならば、我らが主の声に答えていただきたい！　私のことなどは忘れ去っても仕方ないのやもしれません。ですが、あなたのまわりには決して忘れてはならない方が多くいるはずだ！」

　ルーリックの剣幕に、ウルスはただ驚いて目を見開くばかりだ。ルーリックはさらに言い募った。

「あなたのそばにはいつもティッタ殿がいた！　亡くなられたバートラン殿の名まで忘れておいでか！　ローダント伯爵は!?　オージェ子爵とその憎たらしいご子息は!?　ムオジネルからレギン王女をお助けしたのは我々だったでしょう！」

　ジスタート人の名は一切挙げず、ルーリックはブリューヌ人の名だけを挙げていく。

「いいかげんにしなさい！」

　色の異なる瞳で、エリザヴェータはルーリックを睨みつける。禿頭の騎士はそのすさまじい視線に気け圧おされかけたが、腹に力を入れてまっすぐ見返した。苦しげに息を吐きだすと、再び呼びかけるべく口を開く。

　だが、彼の前にエレンが手を伸ばして押しとどめた。

「下がれ。おまえは充分にやってくれた」

　もうこれ以上言葉をかわしても無意味だと、エレンは判断したのだ。ユージェンとイルダーのこともある。さっさと終わらせるべきだった。

　長剣を抜き放ち、切っ先をエリザヴェータに突きつける。尋常ならざる戦意を肌で感じてエリザヴェータもまた真剣な表情になり、黒鞭を握りしめた。

「ティグルを返してもらうぞ、エリザヴェータ」
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「何度も言わせないで。違うわ。私の……私のウルスよ」

　風が渦を巻き、白い火花が散る。白銀の髪の戦姫は己の大切なものを取り戻すために、赤い髪の戦姫は己の大切なものを守り抜くために、武器をまじえようとしていた。

　寂せき寥りょうを帯びた白い空の下で、雪と風がその強さを増しはじめていた。







　　　あとがき







　おひさしぶりです。この巻から読みはじめたという方は、はじめまして。

　川かわ口ぐち士つかさです。『魔弾の王と戦せん姫き』第３章をお届けします。本作は十一年前にＭＦ文庫Ｊさんより出版されたシリーズを、加筆修正を行い、電子書籍合本版として再出版したものです。この巻は、旧文庫版の六～八巻に相当します。

　ブリューヌに平和が戻った前章の終わりから半年が過ぎたころ、ライトメリッツで暮らしていたティグルのもとに、とある頼みごとが舞いこんできます。

　そして、ティグルは新たに知りあった仲間たちと海を越えて、未知の王国アスヴァールを訪れるのです。そこでの出会いと戦いを楽しんでもらえればと。海が舞台になったことで、ブリューヌの内乱ではできなかった海戦なども書いてみました。

　この第３章でも前章までと同様にところどころ加筆修正をしていますので、旧版を読んだことのある方には、そのへんの違いも面白く感じていただけたら嬉しいですね。




　今回の物語で主要な位置をしめる戦姫は、この章の表紙を飾ったソフィーことソフィーヤ＝オベルタス、これまでは名前しか出てこなかった戦姫オルガ＝タム、第２章で登場した病身の戦姫サーシャことアレクサンドラ＝アルシャーヴィン、同じく第２章でエレンの敵として登場したエリザヴェータ＝フォミナ、そして、ほんの少しだけ登場したヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスというところでしょうか。

　イラストは白しら谷たにこなかさんによる描き下ろしですが、どの戦姫も美しく、また勇敢に描いていただきました。ご堪能ください。




　次巻ですが、四～五ヵ月後に出せたらいいなあと。第１章と第２章がそうだったように、第３章と第４章も話が続いていますので、あまりお待たせせずに出したいところです。

　魔弾シリーズは他に、もうひとつの本編ともいうべき『凍漣の雪姫ミーチェリア』シリーズ、ティグルがリムとともに数多の戦いを駆け抜ける『聖せい泉せんの双紋剣カルンウエナン』、『天てん誓せいの鷲矢アクイラス』シリーズ、また、若き日のマスハス＝ローダント伯爵を主人公にした『ヤング・マスハス伝』が好評発売中でして、現在はグランドルートとでも言うべき物語を執筆中です。こちらもご期待くださいませ。




　それでは次の巻のあとがきでお会いしましょう。





川口　士　　　　
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